PL  Maruyama,  Rimpei 

635  Gendai  bunsho  gairon 

M28 

East 

Asiatic 

Studies 


PLEASE  DO  NOT  REMOVE 
CARDS  OR  SLIPS  FROM  THIS  POCKET 


UNIVERSITY  OF  TORONTO  LIBRARY 


； 著 平 林 山 丸 

論 概章文 代 現 


房 誓一 第 S 東 


發ノ 

S ヽ ゾ J1 


序 


現代 は、 ある 意味に 於て、 たしかに 文章 道の 復與期 もしくは 革新 期に 當 つて ゐ ると 思 ひます。 復與 

といっても、 それ は、 過去の 時代の いは ゆる 名文 や 美文な どの 復與 でない こと はいふまで もな く、 ま 

た、 革新と いっても、 それ は、 これまでの 文章 以上に 新奇な 突飛な 表現へ 奔 らうと 企てる もので も あ 

りません。 

現代の 多くの 人々 は、 文章 を 書く に當 つて、 今までの 餘り にも 自由な、 どちら かとい へば、 殆ど 無 

關心 とも 見られる 態度に、 冷靜な 反省 を 加へ て、 どこまでも あるがままに、 そして 綿密に、 あくまで 

も 平明に、 そして 淸 新に、 こころと すがたとの 完全な 合一 をめ ざして 表現し ようと 精進す る やうに な 

つて まゐ りました。 そして、 それ は、 たしかに 正しい 文章 道に 相 遣ない と 思 ひます。 その 意味での 復 

興で あり 革新であります。 

さう した 文章 復興 期に 際して、 本書が 何等かの 寄與を なすこと が 出来れば、 この 上ない ので ありま 

すが、 もとより 本書 は、 專鬥 的な 新しい 表現 擧 などの 立場に 立って 述べよう とした もので はなく、 廣 


く あらゆる 方面の 人々 に 讀んで 頂く ために、 力めて 平易に 簡明に 述べた ものでありまして、 概論と 名 

づけた の も、 いはば、 概略 的に ざっと 論じた とい ふ 意味からで あります。 そこで、 なるべく 抽象論 を 

避けて、 出来るだけ 多くの 文例 を 揭げ、 具體 的に、 また 實際 的に、 表現 的 態度お よび 手法 を 述べて 行 

くと いふ 方針 をと りました。 隨 つて、 文例の 選擇 および 排列に は、 最も 意 を 用 ひたつ もりであります。 

私 は、 これまで、 かなり 長い間、 文の 解釋 または 表現の 方法に ついて、 指導の やうな こと を繽 けて 

まゐ りました。 いや、 若い 擧生 達と ともに 絕 えす 學ん でまゐ りました。 さう した 經驗を 通して 考 へて 

も、 現代 文 を 書く に は、 一般的に は具體 的の 現代 文章に ついて 舉ぶ のが 最も 効果的で あり、 よほどの 

專門的 立場に 立つ 人で ない 限り、 昔の 文章 は參考 になり にくい と 信じて ゐ ます。 それ ゆ ゑ、 本書に 於 

て も、 過去の 時代の 文例 は 殆ど 避けて、 現代の 文章の み を 文例と して 揭げ ました。 本書 を 「現代 文章 

概論」 と 名 づけた の は、 全く それが ためであります。 

その、 多くの 尊い 文例 を 引用 させて 頂いた 諸家に 對 して、 ここに 衷心から 厚く 感謝の 意 を 表します。 

昭和 十 年 六月  I 者^?  n 
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現代 文章 槪論 


第一章 總論 


一 現代の 文章  二！ 

昔の 文章が、 例の 美辭 麗句 を 並べた 漢詩 文 や、 みやびやかな ことば を つらねた 平安朝 文學 などの 型 

に囚 はれて、 著しく 技巧的で あり 典據 的であった こと は 何人も 知って ゐる ところで ある。 そこに はノ 

ちゃんと 文章 道の 一定の 法則と いふ ものが あって、 その 法則に 從 はざる 限り、 正しい 文章で もな けれ 

ばよ い 文章で もなかつ たので ある。 だから 人々 は、 自分の 思想の 形に 文章 を 生み ffi: すので はなくて、 

一定の 型の 中に 思想 を 歪めて 嵌 込まなければ 承知し なかった。 かう した 文章 道に 於て、 生々 した 思想 

の 表現が 不可能であった こと は 言 ふまで もない。 この 傾向 は、 明治の 世に 入って、 更に 新しみ を 加/ 

た 美文と いった やうな ものに か はって 來た C 尾 崎 紅葉の 文 や 高山 樗 牛の 文な どで すら、 多く は それで 

あった。 

ところが、 明治の 晩年 頃から、 かう した 傾向 を脫 して、 現實 的に 自然に あるがままに 思想 を 表現し 


ようとす る 傾向 を 生じ、 この 傾向が ますます 發展 して 現代に 及んで ゐる。 自然主義の 小 說家田 山 花 袋 

などが、 この 自然 的な 表現に 最も 早く めざめた 人で あり、 その 著 「インキ 壺」 の 中に 於て 左の 力く 述 

ベて ゐる。 

-ri 私 は 思 ふ、 調子の 惡ぃ 文章 は 書いても、 無駄の 多い 文章 は 書きたくない、 と。 調子と いふ もの を茈 ふと、 兎 

角 無意味な 文字 を 使 ひたくなる。 無意^な 文字 を 使 ふと、 どうも 感じが^ 疎に なって 困る。 ゴンク ー ル はつ 

とめて 文法 を排 し、 ァカ デミ ィ 派の 文章の 整 1 を 蛇蝎の ごとく 憤んだ さう だが、 私 もどう か 名文 は 書きた く 

： . ない。 充寶 した 文章 を 書きたい と 心掛けて ゐる。 それと いふの も、 自分の 文章が、 よく 調子に とら へられた 

り、 型に はまった りする の を豫て 知って ゐ るからで あらう。 

「名文 は 誓きたくない、 充寳 した 文章 を 書きたい。」 これが、 現代 文章 道の 曉を吿 ぐる 鐘であった。 

花 袋 自身が 反省して ゐる やうに、 ひとたび 妙な 型に とら はれる と、 なかなか それから 脫け きる ことの 

出來 ない もので、 今日で も 或 種の 人々 の 文章な どに は、 まだ どことなく、 明治時代の 美文 を 思 はせ る 

やうな ところの ある ものが ある。 

五十嵐 力 博士の 「文章 講話」 は、 明治 四十 二 年に 出版され たもので あるが、 その 緖 論に 於て ^の 

やうに 述べて ゐる。 

比の 頃、 我が 國の 文章、 K くいへば 文 藝全體 の 上に 一大 革新が 起って 來てゐ る。 外で はない。 在来の 文章に 
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附き 物であった、 否、 殆ど これが 無ければ 文章で ない とまで 信ぜられた、 しつ ッ こい、 持って it つた、 ひね H 

くれた、 持へ たやうな、 くッ附 けた やうな、 わざとら しい 修辭を 斥けて、 素直に、 自然に、 あっさりと、 巧 

まずに、 平たく、 事 そのまま、 物 そのもの を寫 すと いふ 傾向で ある。 他の 言葉で いへば、 語句の 上の 技巧 を 

むね 

去って 素通しに 赤裸々 に 内お. を 見せよう、 言 紫と いふ 方便に！ K きを H かずに、 思想と いふ 目的 を 宗と寫 さう 

とい ふ 傾きで ある。 文章 本來の 趣旨から いへば、 在來の 文に は 主客！ e 倒の 嫌 ひがあった。 媒介 者た る 語句が 

おし ひら 

邪魔に なって 本尊の 思想が 拜 まれず、 仰山な、 込 入った 文句の あや を、 やう やう 排 いて 見れば、 內 容は單 

純無價 値な 子供 だましと いふ 趣が あった。 

かくして、 淸新 にして 潑剌 たる 昭和 現代の 文章 界は 生じた。 しかし、 人に よって は、 餘り にも 自由 

な 無法 則な 現代 文章 界を、 「文章 道の 無政府 時代」 とさへ 呼んで ゐる者 も ある。 なるほど、 中には、 

簡^な 文法 上の 知識 すらな く、 まして 修辭 などに は 全然 無頓着で、 さかんに 誤字 をなら ベた てたり、 

わけの 分らない 生硬な 言葉 を 濫用した りする 文章 も少 くないの である。 けれども、 少しで も 文章に 對 

して 注意 を拂 つて ゐる 人に とって は、 この 「無政府 時代」 とい ふ 言葉 は、 むしろ 光 榮の言 葉で あり、 

過去の 文章 界に 君臨した、 あの 「箬 にも 棒に も かからない 非合理な 壓制 政府」 なる 文章 法則な どと い 

ふ ものの 存在し ない 現在の 無政府 狀 態の 方が、 どれほど ありがた いか 知れない ので ある。 だいいちに、 

その 無政府と いふ 言槳 が、 千 葉 龜雄氏 もい はれて ゐる 通り、 もう 一度 細かい 撿 討の 下に S かれねば な 

らぬ 言葉で ある。 千 葉 氏 は、 「日本 現代 文章 講座」 の 中で、 「現代 文章の 無政府 狀態 は、 有り やう は、 


極めて 順 自然な、 また 文章の 文章た るべき 本質 を 決定す ると ころの、 冷厳な 一 つの 必然性に よって 統 

1 されて 居る ので ある。 必然性と は 何かと なれば、 現代 文章 を 書く 人々 が、 各自の 發 想に とって 一番 

g, 確な、 動きの ない 表現 法 を 探らう とする 意識で 文章 を 書く、 その 事で ある。 と 述べて ゐる。 まこ 

• とに その 通りで、 外から 形の 上で 迫って 來る 過去の 文章 政府が おしのけられて、 內 から發 想の 必然性 

によって 意識的に 統一され る 新しい 文窣 政府が 樹立され たので ある。 この 意味に 於て、 現代人 は、 む 

しろ 文章 道の 正道 を發 見した ものと も 見る ことが 出来る。 

スタイル 

しかしながら、 それ ゆ ゑに 我々 は、 各自の 好む がま まの 文體 を、 語彙 を、 用語 を、 修辭 を、 自由に 

勝手に 探り 用 ひれば それでよ い、 何等 他から 擧ぶ 必要 もなければ、 また 表現 技術の 練習の 如き も 無用 

である、 などと 考 へるならば、 それ こそ、 惡ぃ 意味に いふ 文章 道の アナ アキ ィ 時代に 墮 してし まふで 

あらう。 いふまで もな く、 無意味な 文字 を 用 ひたり 調子に とら へられた りして はならない。 しかし、 

文章に 於て 格調 は 決して 無視され てよ いもので はない。 捲へ たやうな、 わざとら しい 修辭 は、 勿論 避 

けねば ならぬ。 しかし、 平素の 談話の ままが 必す しも 立派な 文章に なると は 限らない。 現代の 誰もが、 

筆 を 執って、 直に、 冷 嚴なー つの 必然性に よって 銃 一 された 文 を 生み出し 得る と は斷定 されない。 上 

田敛氏 は、 その 「文藝 論集」 に 於て 左の 如く 述べて ゐる。  ふで i 霧 

詩文に 於て、 單に 内容 S 恕を儡 K して 格調 を 末な りと 排斥す る 者 は、 未だ 眞 正の 洞察 を 得た る 人と いふべ .2 


からず。 修學の 法粗齒 にして， 素養 • 訓練 を s? はしと する 人々 は、 動もすれば 思想 を 偏 a する 弊に 陷り 易き ひ 

者 なれ ども、 眞 正なる 妙趣 を 味 はんと 欲する 士は、 かまへ て 此の 邪 徑に踏 入らず、 內 {谷* 外形の i 致 融合に 

始 より 留意 せんこと を 要す。 S も 効 枭 ある 詩文の 防腐 劑は貲 に 其の 格調な り。 古より ひとふし ある 識見 を 吐 

露し、 雜讃 すべき 議論 を唱 £3 せし 人 は 其の 數 量り 知るべからず と雖 も、 須臾に して 世の sis より 消滅す る は、 

ひとへ に 格調に 於て 未だしき 所 あれば なり。 

勿論、 上田 博士の 唱道す る 格調 は、 唯艷 ffi なる 詞章 を 列ね、 流暢なる 語勢 を 加へ ると いふので はな 

く、 「寧ろ 思想 發展の 經路に 絶倫の 氣風 ありて 雄偉 勁 健なる」 こと を 意味す るので あるが、 かうな つ 

て來 ると、 「調子の 惡ぃ文 は W いても」 などとば かり は 言って ゐられ ない。 本 當に內 容* 形式 一如の 

境地 をめ ざして 精進す る 人に とって は、 てにをは 一 つの 使 ひ 方で も氣 になって 仕方がない であらう。 

モウ パッ サン は 「我々 のい はう とする ことが 何で あらう と、 それ を 現す ために は、 たった 一つの 言葉 

しかない。」 といって ゐる。 その、 たった 1 つの 言葉 を、 その 場所に びたり と あてはめ ると いふ、 こと 

は 決して 容易な 業で はない ので ある。 

すべての 文化 現象 は 刻一刻と 進歩し 創造され て 行く。 が、 眞の 創造 は、 必す これまでの 文化の 顶點 

に 立って、 更に 一 歩 を 踏^す ところに のみ 生す る。 乙 れ までの 文化に K をふさいで、 自ら 一個の 創造 

だと 盲信して ゐて も、 それ は、 とうに 過去に 存在した 平凡な 或は 無價 値な ものに 過ぎない 場合が 多い。 

文章 道に 於ても その 通りで ある。 現代の 文章が 如何に あるか を具體 的に 認識す る ことから のみ、 眞の 


創造的 表現 は 生まれて 來る であらう。 

本書 はこの 意味から、 先、、 つ 一通り、 文章の 基礎的 條件 となるべき ことがら を 述べ、 ついで、 現代に 

於け る 多くの 具體的 文例 を 揭げ、 かくして 現代 文章の 表現 方法 を擧 ぶこと から 95 發 したいと 考 へる。 

, ノ まま 文の 意義. あおお ス 、H:  ,  f . 氣 g^J^: 

古來、 文 または 文章と いふ ものに ついて、 いろいろの 立場から さまざまの 說 明が 下されて ゐる。 た 

とへば、 「文章 は 經國の 大業、 不朽の 盛事。」 と 言った 人 も あり、 「文 は 人な り。」 と唱 へた 人 も あり、 

また、 「文章 は 現靈術 だ。」 などと 叫んだ 人 も ある。 何れも 眞理 であらう と 恩 ふが、 先 づ順字 として、 

極く 分り やすいと こ ろから、 文章と いふ ものの 意義に つ いて 考へ て 行く こ ととす る。 

きの 文法書な ど は、 文と いふ ものに ついて、 大抵 左の やうな 定義 を 下して ゐる。 

二つ 2? 上の 語 句 を つらねて、 一 つの まとまった 思想 を あら はした ものが 文で ある C 

たと へば、 「花」 とか 「は」 とか 「美しい」 とか 言った だけで は、 「花」 がどうした のか、 「は」 が 

何だか、 何が 「美しい」 のか、 さつば り 分らない が、 この 三つの 單語を つらねて、 「花 は 美しい。」 と 


首へば、 意味が よく 分る。 すな はち、 一 つの まとまった 思想 を あら はして ゐ るから、 それ は 文で ある 

とい ふので ある。 隨 つて、 たと ひ 二つ 以上の 語句 を つらねても、 1 つの まとまった 思想 を あら はして 

ゐ なければ 文と はいへ ない。 たと へば、 「文章 は、 これ を讀む 人の 心理 狀 態に 適應 しなければ 効^に 

…… 」 などと 言 ひかけ ただけ では、 二つ 以上の 語句 を つらねて はゐ るが、 まだ 意味が はっきり しない。 

すな はち、 一 つの まとまった 思想 を あら はして ゐ ないから、 それ は 文で はない とい ふので ある。 

これ は、 極めて 常識的で は あるが、 たしかに 一 つの 眞理 であって、 文章と いふ もの は、 とにかく、 

ある まとまった 恩 想 を あら はして ゐ なくて はならない ので ある。 どんな こと を 言 はう として ゐる のか、 

どんな 思想 を 表現しょう として ゐる のか、 さつば り 分らない やうな の は、 いはば、 まとまって ゐ ない 

ので あるから、 先づ、 文章と はいへ ない ので ある。 

尤も、 言語 * 者 や 心理 舉 者の 多く は、 從來の 文法 家の 定義に 滿足 する ことが 出来ないで、 文と いふ 

ものに ついて、 もっと 立 入って 考察し、 そしてむ づ かしい 定義 を 下して ゐる。 たと へば、 ドイツの 言 

語舉者 ヘル マン • パウル は、 次の やうに 述べて ゐる。 

話し手の 心の中で 二つ 以上の 颍念 または 觀念 群が 結合し、 そして、 き 手の 心の中に 同じ 颍念 または 蕺念 

群の 同じ 結合 を 作らせよう として、 この 結合 を 言 紫で あら はし、 または 符號 であら はした ものが 文で ある。 

(prinzipien.  S. 】21ゾ 
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たと へば、 いま、 自分の 心の中で、 「花」 とい ふ觀 念と 「美しい」 とい ふ 観念と が 結合して、 「花 

は 美しい。： 一 と 思った とする。 そして、， 相手に 對 しても その 通りに 思 はせ ようとして、 「花 は 美しい。」 

と 言葉 を 用 ひまた は 文字と いふ 符號を 用 ひて 表現す る、 それが 文で あると いふので ある。 この 文の 定 

義の 中には、 文と いふ ものの 目的まで 說 明され てゐ る。 すな はち、 文と いふ もの は、 自分の 心の中で 

思ったり 感じたり 想像した りした ことと 同じ こと を 相手の 心の中に 起させよ うとして、 言葉 や 文字 を 

用 ひて 表現す る ものであると いふので ある。 

この 外、 ヴント ゃヂッ トリ ヒゃデ ルブリ ュ ク などの 舉者 によって、 心理 擧 上から いろいろむ づ かし 

い 定義が 下されて ゐ るが、 とにかく  Y 我々 が 文章 を 書く の は、 パウルの 考 へた やうに、 自分の 思想. 

感情と 同一 の 思想 • 感情 を 他人の 心の中に 起させよう とする ことで ある。 若し さう でな く、 自分の 言 

つて ゐる こと を 先方に 分らせまい としたり、 わざと 自分の 心と ちがった こと を考 へ させたり 感じさせ 

たりし ようと 思 ふなら ば、 もともと、 文章な ど を 書く 必要 はない ので ある。 

ところが、 嚴 密に考 へる と、 人間の 思想と 言語と は、 もとより 同一 の もので はない ので ある。 ァメ 

リカの 哲舉 者ジョ ー ン ニァュ 1H ィは、 思想と 言語との 關係 について、 次の やうに 述べて ゐる。 

これまで， 思想と 言語との 關 係に ついての 考へ 方に は、 大體 三つの 型が あった。 第一 は、 思想と 言語と は 

^く 同 I の ものである とする もの、 第二 は、 言 誇 は 思想の 容器で あり， 思想 を傳 達する もので は あるが、 S 
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考す るに 必耍な もので はない とする もの、 第三 は、 言語 は 思想 そのもの ではない が、 思想 を傳 達する に 必要 

であると 同時に 思考す るに 必要な ものであると いふ 考へ 方で ある。 さう して、 我々 は、 この 第三の 籾， 黏に立 

つもので ある。 (How  Wc  Thi づ k. 1\ 170) 

すな はち、 我々 は、 言語 を 用 ひて 思考したり、 言語 を 用 ひて 思想 を傳 達したり はする が、 言語 その 

ものと 思想 そのものと は 決して 同一 の もので ない ので ある。 それ ゆ ゑに、 いくら、 自分の 恩 想と 同一 

の S 想 を 他人の 心の中に 起させようと 思っても、 それ を 言葉で 言 ひ あら はし、 または 文字で 書き あら 

はして みると、 もう、 いつの 間に か、 自分の 思って ゐる ままで ない ものが 出 來 上って ゐ るのに 氣 がつ 

く ことがある。 ととに、 我々 の 感情な どと いふ もの は、 到底 言葉で 言 ひ あら はし 得ない ものである。 

よく 「言語に 絶す。」 とか、 「筆舌の 及ぶ ところに あらす。」 などと いふの は、 この 事實を 物語って ゐ 

るので ある。 たと へば、 「私 は、 やけど をして 痛くて たまりません。」 などと 書いた からと て、 決して 

他人 をして 自分と 同じ やうに 感ぜし める ことの 出来る もので はない。 つまり、 言葉と いふ もの は、 感 

情 そのもの を 表現す る ことの 出来ない もので、 せいぜい 感情の 觀念 しか あら はせ ない もの だからで あ 

る。 しかし、 ： 私 は、 やけど をして 痛くて たまりません。」 では、 他人に さほどの ショ ッ クを與 へない 

としても、 若し、 その 樣子を 如 寅に うつし 出したならば、 他人 をして 眉 を ひそめ、 身ぶ る ひさせて、 

「さぞ 痛いだら うな。」 と 感じさせる ことが 出来る かも 知れない。 
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理窟 をい へば、 我々 の 思想 • 感情 を そのまま 文に あら はすこと は 不可能 だと もい へる であらう が、 

それに も かか はらす、 我々 の 文章 を 書く 目的 は、 どこまでも、 自分の 恩 想 • 感情と 同 一 の 思想 • 感情 

を 他人の 心の中に 起させよう とすると ころに ある。 決して、 ちがった こと を 思 はせ たり 感じさせたり 

する ために 文 を 書く ので はない。 

ここが、 古來、 「文 を 行る 難い かな。」 と 歎ぜられて 來た 所以で ある。 やや もす ると、 自分の 心の ま 

まに ならなかったり、 時には 反抗 さへ しかねない ところの 11  一一 口語 や 文字 をつ かって、 自分の 心 を 出來る 

限り そのまま あら はさう とい ふので あるから、 そこに は、 非常な 苦心が いる わけで ある。 「文 音 f は 現 

靈術 だ。」 などと いふの も、 つまり この ことで、 自分の たまし ひ を あら はさう とする 術な ので あるから I 

決して なまやさし いもので はない 害で ある。 だから こそ、 文章に は 苦心が 必要な ので ある、 いい かげ 

んな 態度 を 許さない ので ある。 しかし、 苦心 を すれば する だけ、 必す 一 歩 一 歩、 そのた まし ひ を、 よ 

り 如實に 表現す る 域に 近づく ことが 出來 るで あらう。 かの、 「筆 を 下せば 忽ち 名文 をな す。」 などと い 

はれる 大 文豪 も、 決して 生まれながら にして、 筆 を 下せば 忽ち 名文 をな したわけ ではなく、 隨分 長い 

間の、 血のに じむやうな 苦心の 經驗が もたらした 結 2K- であらう と 思 ふ。 r 經國の 大業、 不朽の 盛事。」 

とまでい はれる 文章と いふ ものが、 さう やすやすと 簡單 に苦勞 なしに 生まれる 喾 はない。 


ヨ 思想と 表現 

文章 は 思想 を 表現す る ものである。 そこで、 當然考 へらるべき こと は、 先づ 思想の 持主で あると い 

ふこと が、 文章 を 書く ことの 先決 條件 でな けれげ ならぬ とい ふこと である。 諺に、 「無い 袖 は 振られ 

ない。」 とい ひ、 また 「男 馬 は 子 を 生まぬ。」 とい ふ。 如何に 文章 を 書かう と 思っても、 その 書くべき 

內容 がから っぽう では、 どうす る こと も 出 來る もので はない。 

人間が 文章 を 書く の は、 ちゃう ど 蠶が繭 をつ くる やうな ものである。 十分に 桑 を 食った 蠶が、 いよ 

いよ まぶしに 移される と、 すらすらと 口から 絲を吐 出して、 1 心 不亂に 繭 をつ くるので ある。 ところ 

が、 桑 を 食 ひたりなかった 病的の 蠶 になる と、 一 向口から 絲を 吐出 さすに、 きょ とんと 頭 を 持 上げて- 

天の 一方 をに らんで ゐる だけで ある。 人間 も その 通りで、 舉 校の 生徒が 敎窒で 文章 を 書いて ゐる 場面 

など を 眺めて ゐ ると、 大部分の 生徒 はすら すらと 思想の 絲を繰 出して、 せっせと 鉛筆 を 走らせて ゐる 

が、 中には、 きょ とんと 頭 を 持 上げ、 徒に 鉛筆の しん をな めたり して、 一時間 中、 天井の 節穴 を 見つ 

めて ゐる のが ある。 しかし、 思想 は 決して 天井. から 降って 來る もので もなければ、 また 節穴から 落ち 

て來る もので もない。 


そこで、 どうしたら 思想の 持主と なれる かとい ふこと が、 文 を 書く 前に 來る 重要な 問題と なって 來 

る。 しかし、 文犟 のこと を 論す るの は、 先づ 思想が ある ものと して、 その 思想 を 如何に 表現すべき か 

とい ふ 問題 を 取扱 ふので あるから、 ここで は、 如何にして 思想 を 培養すべき かの 問題に は餘り 深入り 

したくな い。 

唯一 言す るなら ば、 我々 が 思想 を 培養す るた めに は、 讀嘗も 必要で あらう し、 人の 說を 聞く こと も 

大切で あらう し、 絶えす 事物に ついて 觀 察する こと も 必要で あらう。 が、 それらの 經驗を 通じて、 絕 

えす 靜 かに 思索す るので なければ、 決して 自らの 思想が 培養され 成長され る こと はない。 そして、 5S 

來る 限り、 その 經驗ゃ 思索の 經過 なり 結果な り を、 常に 記錄 して 置く ことで ある。 かなり 惯 値の ある 

創造的な 思想が、 瞬間 的に 頭に 浮かび、 また 瞬間 的に 消えて しま ふ ことがある。 それ は、 一度 取 逃せ 

ば 二度と 捕へ る ことの 出来ない 場合が 多い もの だからで ある。 更に、 何 かしら 一 つの 思想が まとまり 

かけたら、 結えす それ を 文章と して 書き あら はして みる ことが 必要で ある。 思想 は、 ちゃう ど 泉の や 

うな もので、 それ を堰 きとめて 置く と、 いつしか 源泉が 涸渴 してし まふが、 これに はけ ロを與 へて 流 

ffi せしめる と、 いつまでも 滾々 として 流れて 盡 きない ものである、 とい はれて ゐる。 いかに、 思想 を 

うちに 貯蔵して 置いても、 これ を そのまま にして 置いて は 何等の 發展 もない。 否、 つ ひに は涸渴 して 

しま ふで あらう。 しかるに、 絕 えす 文章と いふ はけ 口から 流出せ しめる ことにより、 思想の 泉 は 常に 

滾々 として 流れて 盡 きす、 更に 淸 新な 更に 深遠な 思想が 源泉から 湧 上って 來る であらう。 いや、 文 を 
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害きつつ あると いふ こと そのこと が、 旣に 自分の 思想 を 成 a せしめ 發展 せしめて ゐ るので ある。 ブラ 

ト， I ンは、 「談話 は高聲 に 思索す る ことで あり、 思索 は 低聲に 談話す る ことで ある。」 といった。 すな 

はち、 我々 が 文章 を W く 時 は、 文字 を 走らせつつ 思索 生活 を營 んでゐ るので ある。 恐らく、 文章 を 書 

きつつ ある 時 ほど、 我々 の 精神 生活の 緊張す る こと はないで あらう。 そこに、 我々 の 思想の 成長 *發 

展の存 する こと は常然 である。 

思想と 表現との 關係 について、 極めて 適切なる 比喩 を 以て、 五十嵐 力 博士 は 左の 如く 述べて ゐる。 

「文 を 作る」 とい ふの は、 適切に いへば、 「文 を 產む」 とい ふ 事であります。 文を產 むの は、 譬 へば 子 を產 

む やうな ものであります。 

子供が お腹に 宿れば、 お母さん は、 起居 動作 を K んで 特別の^ 生 を 致します。 それから 產の絨 を 解く まで 

の^つ 月 四十 週の 間に は、 或は 折角の 胎兒の 流れて しま ふこと も ありませ う、 月足らずの 脾 弱な 子 を 達む こと 

も ありませ う。 無事に 月が jf ちても、 ぉ產の 時には 謂 は ゆる 「產 みの 苦しみ」 をせ ねばな りません。 十月の 

間の 並々 ならぬ 注意と^ 生と が、 產 みの 苦しみ を經 て、 やう やく 玉の やうな 兒が 見られる のであります。 

文章 家が 翳 かう と 思 ふ 事柄 文章の 種子と なる 思想 を考へ 浮かべる の は、 ちゃう どお S さんのお 腹に 赤ん坊 

の 宿る やうな もので ありませ う。 その 種子 を 放って 窻 けば 直に 流れて 消えて しま ひます。 1 所 懸命に 培養し 

て も、 培養の 仕方が わるい と、 ひねくりたり、 いぢけ たりし ます。 培^の 仕方が よいに しても、 いろいろの 

箏 情に^ 儀な くされ、 熟さない うちに © き あら はして 世 II の 冷たい 風に あてねば ならぬ こと もあります。 こ 
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れは铳 蜜 か、 s-胎 か、 乃至 月足らずの 脾 弱な 子 を S み 落した のに も喩 ふべき であり ませう。 よし 十分に 考慮 

あお ま 

し硏究 して 立^に 成熟 さした 上で 書き あら はすに しても、 それ を 頭、 から 紙に 移す 際に は、 窗 みの 苦しみに も 

劣らぬ ほどの たる 苦心 をせ ねばな りません。 紙の 上に 移されて 1 通り 繮っ たもの を 仕上げす るの は、 こ 

れ また 非常な 骨折であります。 (作文 三十 三講) 

私 はさきに、 「無い 袖 は 振られない。」 「男 馬 は 子 を 生まぬ。」 i いった。 たと ひ、 お腹に ある もので 

も、 いざと なると、 所謂 生みの 苦しみに 惱 むので ある。 沉んゃ 無い 袖 を 振らう としたり、 男 馬に 子 を 

生ませようと したりす るの は、 奇蹟 以外の 何物で もないで あらう。 奇術師に しても、 全然 無い もの を 

出し はしない。 唯、 人の 眼 をく らまして、 無い もの を 出 したやう に 見せかける だけで、 どこかに、 ち 

やん と 攛 子を隱 して ゐ るので ある。 

思想の 培養、 それ は 文章に 先行す る 重大なる 條件 である。 

四 內容 的價値 

文法 上から いへば、 どんな 思想 だって 文と なる。 たと へば、 「水が 湯になる。」 でも、 「雪 は 白し。」 ^ 


でも、 ちゃんと 完全な 要素 を 傭へ た 文と なる。 しかし、 これらの 文に 價 値が あるか どうかと なると、 

大きな 疑問で あらう。 我々 が これから 文^と いふ もの を 舉んで 行かう とい ふの は、 よい 文、 立派な 文、 

價 直の ある 文 を 誓く に はどうす るかと いふ こと を 知りたい ためで ある。 

そこで、 いったい 文の 價 値と は 何かとい ふこと が 問題と なる。 常識的に いへば、 文章に は、 W かれ 

てゐる 內容、 すな はち 思想 または 感情と、 書き あら はされ てゐる 形式、 すな はち 文字 や 語句との 二方 

面が ある。 そこで、 文の 慎 値と は、 この 內 容的 方面と 形式的 方面との 雨 者に 亙る ものと 考 へられる。 

すな はち、 價値 ある 文と いへば、 內容 的に 見ても 形式的に 見ても、 我々 の 精神 生活に 何等か 寄與 する 

ところの ある ものの ことで ある。 しかし、 哲舉的 または 藝術論 的に いふと、 內容と 形式との 二つに 分 

けて 考 へるな どと いふの は、 頗る 幼稚な 考へ 方で、 內容卽 表現で あり 表現 卽內容 である、 とい ふ 風に 

論す るので ある。 が、 今 は、 かう したむ づ かしい 議論に 入る こと を さしひか へよう。 內容卽 表現、 表 

現 卽內容 とい ふやうな こと をい つて みたところで、 文^ を 書く 上に、 大して 敎 へられる ところがない 

と 思 はれる からで ある。 世の中に は、 相當 立派な 思想 內容を もって ゐ ながら、 それ を 文章に 書き あら 

すと、 どうもう まく 表現 ffi 來 ない 人が ある。 また、 文章 は なかなか 馴れた もの だと 思 はせられ るが、 

どうも 書いて ある 內容 が赏 にく だらない と 感じさせられる 場合が ある。 我々 は、 この 二つの 場合の ど 

ちらで も滿 足されな いので ある。 53 來る ことなら、 價 値の ある 立派な 思想 內容 を、 立派に 表現す る や 

うにした ハ ものである。 だから、 常識的で あらう と 何で あらう と、 文章 を舉ぶ 上から は、 かう した 二 
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元 的の 立場で 考 へる のが 便利で あり 實際 上の 役に立つ ので ある。 菊 池 寬氏は 次の やうに 述べて ゐる。 

私の 理想の 作品と い へば、 內 容的價 値と 藝術的 債 値と を 共有した 作品で ある。 語 を換 へて いへば、 われ わ 

れの藝 術 的 評價に 及第 するとと もに、 われわれの 內容的 評價に 及第す る 作品で ある。 

イブセンの 近代劇、 トルストイの 作品が、 一 代の 人心 を 動かした 理由の 一は、 あの 中に 在る 思想の 力で あ 

る。 その 1  一 術 だけの 力で はない。 藝術 のみに かくれて、 人生に 呼びかけない 作家 は、 象ォの 塔に かくれて、 

錤の笛 を 吹いて ゐる やうな もの だ。 それ は、 十九 世紀 頃の 藝術家 a 俗 だが、 まだ そんな H なボ I ズを 欣んで 

ゐる 人が 多い。 

文 藝は經 SI の 大事， 私 はそんな 風に 考 へたい。 生活 第！、 藝術^ 二。 (新潮、 第二 百 十五 號) 

菊 池 氏の いふ 藝術 的價値 は、 私の 前に 述べた 表現形式 的の 價値 のこと であると 見て よから う。 

さて、 表現形式 または 表現 方法の こと は、 後 廻し として、 ここで は 文章の 內 容的價 値と は 何で ある 

かとい ふこと を、 もう 少し 立 入って 考 へて みょう。 從來、 價 値に ついては、 眞*善*美*聖の四っが 

たてられて ゐた。 眞と いふの は、 科 舉的價 値の ことで、 眞理の 追及、 眞 理の發 見に よって、 吾人の 精 

祌 生活 を 成長せ しめ 發展 せしめる ところの 價値 のこと である。 善と は 道 德的價 値の ことで、 道 德的意 

志 または 行爲 によって 人生 • 社 會を 向上せ しめる ところの 價値 のこと である。 同樣 にして、 美と は藝 

術的僙 値の ことで あり、 聖 とは宗 敎的價 値の ことで ある。 ところが、 近頃で は、 右の 四つの 價 値の 外 お 


に黉用 的價値 または 經濟 的價値 その他 を 加へ ようとす る やうに なって 來た。 早い話が、 人間が 食へ な 

くな つたら、 «: も 善 も 美も聖 もあった もので はない。 先づ 何よりも 生きる ことが 先決問題 であり 根本 

問題で ある。 だから、 寳用 的價値 または 經 濟的價 値と いふ ことが 必要な 價値 として 立てられ ねばなら 

ぬ、 とい ふので ある。 しかし、 眞*善. 美 -聖 の 四つ は、 それの みで 價値を 生す る もので あり、 いは 

ば無條 忭的惯 値で あるが、 赏用的 *經 濟的價 値 は、 それが 利用され る ことによって のみ 價値を 生す る 

ものであって、 いはば 利用 的價 値で ある。 が、 とにかく、 我々 は價 値と して、 科舉 的. 道德的 *藝 術 

的 • 宗敎的 .實 用 的の 五つ をかぞ へる ことが 出来る。 さう して、 それ は、 ひき くるめて 生活 的價 値と 

も 人生 的價 値と もい へる と 思 ふ。 それらの 價 値が 我々 の 生活 をより よくし、 我々 の 人生 をより よくす 

る價値 だからで ある。 

文章の 內容 をな すべき もの は、 右に 述べた 五つの 慎 値、 ひき くるめて 生活 的 • 人生 的の 價値を 有す 

る もので なければ ならぬ ので ある。 

昔から、 文章 を 書く に當 つて、 羞想 とい ふこと がい はれて ゐる。 着想と いふの は、 自分の 抱いて ゐ 

る 思想 內容 または 生活 內容の 或 部分に 眼 を 着けて、 あの こと を 一 つ 書いて みょうと 心に 決する ことで 

ある。 この こと は、 いはば 表現の スタ ー 卜であって、 かなり 重大な 意義 を もつ ものである。 着想と い 

ふこと は、 つまり 內 容的價 値の 發見 であり 選擇 である。 それ ゆ ゑに、 文窣 または 作品の 慎 値 は、 この 

着想に 於て、 なかば 以上 決せられて しま ふので ある。 この 點 について、 菊 池 氏の意見 をもう 少し 引用 
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してみたい。 

「例へば、 ロマン 口 ー ランの 小說の 中に ある 一 つの 挿話、 『怫蘭 西の 兵士が 翳 線で、 镯 逸の 若い、 十六 七の 

兵士 を 刺殺 さう とすると、 その 少年が 手 を 差 上げて、 母！ 母！ と 叫んだ。』 とい ふ 話、 かう した 話 は、 

小說 にか かれる とか かれない とに 拘 はらず、 入 を 動かす 力 を 持って ゐ る。」 

「又、 私の 『恩謦 の 彼方』 とい ふ 小說、 あの 筋 書 は、 ちゃんと 耶馬溪 案内 記に 載って ゐ るので あるが、 案 

內記 を讀ん でも、 旣 にある 感動に 打 たれる だら うと 思 ふ。 

文藝 作品の 題材の 中には、 作家が その 藝術的 表現の 魔 杖 を觸れ ない うちから a 燦 として 輝く 人生の 寶 石が 

澤山 あると 思 ふ。」 (新潮、 第二 百 十五 號) 

これ は、 菊 池 氏が 文藝 作品に 於け る內 容的價 値の 實例 として あげた ものの 一部分で あるが、 以て、 

氏が 如何に 內容的 價値を 重視して ゐ るかが 分る であらう。 と 同時に、 文藝 作品に 於け る 着想の 仕方に 

ついての 一 つの 暗示 を與 へて ゐる ものと も 見られる。 

菊 池 氏 は、 文藝 作品 だけにつ いて 論じた ので あるが、 文章に 於て 內容 的價 値の 重視 さるべき こと は、 

ひとり 文藝的 作品 だけに 限った ことで はない。 如何なる 種類の 文章に 於ても、 すべて 同じ ことで ある。 

ことに、 科舉 的敘述 などに 至って は、 その 內容 をな す學的 研究の 深さ 正し さ 及び それが 舉界に 如何な 

る寄與 をな すかと いふ ことが、 むしろ 表現 的 方法 または 技術 以上に 重要な 問題と なって 來 るので ある。 が 


いや、 一 本の 手紙、 一枚の 葉書に したと ころで、 同じ ことで ある。 如何に、 美しい文 句 を 並べた てて ジ 

ゐて も、 くだらない 用件 や、 まごころの こもって ゐ ない 手紙な ど は、 破って 捨てられて しま ふたけ で 

あらう。 

似恤 ある 內容に 着眼す る こと、 これが 文章に 入る 前に 来るべき 重要 問題で ある。 

ところが、 ここに 一 言 附記して 置かねば ならぬ こと は、 いは ゆる 課題に ついて である。 これ は、 自 

ら 書くべき 內容 について 着眼す るので なくて、 他から 指示され るので あるが、 舉 校の 生徒で も、 社會 

の 一 員で も、 他から 「かくかくの 文 を S: け。」 と 命ぜられる ことが 頗る 多い ので ある。 しかし、 いく 

ら 他から 命ぜられ たからと て、 自分の 思想 內容に 全然 存在し ない こと は、 何としても W ける もので は 

ない。 さう いふ 場合 は、 全く 問題外で あるが、 課題され て 書け る 場合 は、 自ら 題 村 を 決定す る 場合と、 

實 質的に 大して 變る もので はない。 たと へば、 「現代の 世相に ついて 論ぜよ」 とい ふ 課題が 出された 

とする。 命ぜられた 人 は、 自分が かねてより、 現代の 世相に ついて 抱いて ゐた 思想 內容を 整理し、 そ 

の 中から 價値 ある 部分 を 選び出して 筆 を 執る のであって、 その 手 綾き に 於て、 自ら 選材 する のと 大し 

て變る もので はない。 時には、 自ら 有する 思想 內容に 着眼し 得すして、 他の 指示 や 暗示に よって、 は 

じめ て、 「そのこと なら 十分 W ける。」 と、 勇み立つ 場合 すら ある。 

現代 は、 文章まで 一 つの 經濟的 機構の 中に とりいれられて、 いは ゆる 職業的 文筆 者な ど は、 殆ど 課 

題で ない こと はない くら ゐ である。 書店 ゃ雜誌 社な どから、 「先生、 かう いふ 題で、 こんな 內容 で、 


こんな 程度で、 一つお 書き 願 ひたいので すが …… 。」 と來 るので ある。 また、 官廳の 役人な ど は、 始 

終、 上宫 から、 「何々 の 場合に 大臣の 讀む 祝辭を 書け。」 とか、 「かくかくの 通牒 文案 を 作れ。」 とかい 

ふ 風に 命令され てゐ る。 會社ゃ 商店な どに 勤めて ゐる人 も、 絕 えす 上の 方から 課題され て、 いろいろ 

の 文 を 書いて ゐ るので ある。 課題 は、 決して 入 舉試驗 に 提出され る だけの もので はない ので ある。 今 

や、 文章 は 立派に 一 つの 資本と なりつつ ある。 「ろくな 文章 一 つ 書け やしない。」 とい ふこと は、 直に 

その 人の くびに 關 する 問題、 生命に 關 する. 問題と なって 來 るので ある。 


五 文の 組立 

價値 ある 內容に 着眼 するとい ふこと は、 最も 重大な ことで あるが、 勿論 それだけ では 文に ならない。 

ついで 起る 問題 は、 その 價値 ある 思想 內容を 如何なる 順序で 如何に 組立て て 表現すべき かと 考 へて、 

はじめて 文が 生す る 段 取と なる。 この、 如何なる 順序で、 如何に 組立て て 表現すべき かと 想 を 構へ 案 

を 練る こと を、 昔から 構想と 呼んで ゐる。 構想 は、 着想の 次に 來る 重要 問題で ある。 

たと へて いへば、 ここに 一 軒の 家 を 建てようと 考へ る こと は 着想で ある。 次に、 どうい ふ 風な 家 を 

建てよう か、 日本風 か、 西洋式 か、 和洋折衷 的 か、 間 取 はいくつ にしよう か、 建坪 はいくら にす るか、 お 


とい ふ 風に 考へ、 さていよ いよ その 中の どれ かに 決する と、 ここに 設計 圔を 引く 段 取と なる。 この 設 ^ 

計^ を 引く のが、 いはば 文章に 於け る 構想で ある。 

では、 文章 を窨 かう とする 時に、 どんな 順序で、 どんな 風に 組立つべき であるかと いふ ことが 問題 

となる が、 それ はちゃう ど 家 を 建てる に は どんな 風に 設計 すれば よい かとい ふのと 同じで、 決して 一 

概 にいへ る ことで はない。 二階建 か 平家 か、 日本風 か 洋館 かにより、 また その 間 取の 數ゃ 建坪 等に よ 

つて 設計が 定まる 如く、 文章に 於ても、 表現すべき 內容の 性質に より、 如何なる 形式の 表現 法 をと る 

か 等に より、 まさに 千 差 萬^で なければ ならぬ。 ひとしく 人生に 關 する 問題に しても、 論文の 形式で 

あら はす か、 小說 にす るか、 戲 曲に 仕組む か 等に よって、 表現の 順序 や 組立 を 異にする の は當然 であ 

る。 いや、 ひとしく 小說の 形式に よらう としても、 如何に すれば 最もよ くその 問題が 取扱 はれ、 表現 

効 * を 十分に 發揮し 得る かとい ふこと 以外に、 かくかくの 順序に よるべし などと いふ こと は絕對 にい 

スタイル 

へる もので はない。 そこに、 作家の 個性の 發 現が あり、 千 差 萬 別の 文體も 生じて 來 るので ある。 「文 

は 人な り。」 (に ひ ^yle  est  de  nsmme  msme.lBuffo?) と は、 まさに この ことで ある。 昔の 文章 家 

の やうに、 三 段と か 五段と か 七 段と かにすべき だと か、 かく 書 出して かく 結ぶべき であると かいふ 風 

な 一定の 形式 を 持 出す やうな こと は、 今日、 誰も 主張す る 人 もなければ 耳 を 傾ける 人 もないで あらう。 

唯、 一 般 的に、 總べ てに 通じてい へ る こと は、 どんな 表現形式 をと るに しても、 全編の 銃 一 を 保つ 

やうに、 あらかじめ 文の 組立 を 十分 考 へてから 筆 を 執る とい ふこと である。 「先 づ考 へてから 筆 を 執 


れ。」 (2rst  then  write.) とい はれて ゐ るの は； J のこと である。 ゆきあたりばったり 主義で 筆 

を^んで ゐる やうな 態度で は、 決して 眞の 文章の 生す る箬 はない。 佐々 政 一 先生 は、 次の やうに 述べ 

てゐ る。 

如何なる 家 を 建てる かとい ふ 設計 を 立てずに、 先づ 基礎 を 置き、 柱 を 立てる 大工 はなから 5。 どんな R を 

描く かとい ふ企畫 なしに、 先づ 手近の 繪の具 を 出たら めに 裟抹 する 畫ェ はなから う。 唯、 文章 や 演說に 於て 

のみ は、 動 もす ると、 全體の 趣向 構造の 未だ 成らぬ 間に、 先づ思 ひついた 語句 を 筆に し、 口にする 者が ある < 

1 句 を 下して 而 して 後に その 次 を考 へる。 宛 も 二三 間 歩いて は 立 止って、 その 次の 足の 方向 を考 へて ゐるゃ 

うに、 散策 逍遙に 似た 態度の 文が ある。 かかる 文 は 必ず K. 統 一 ならざる を 得ぬ。 文 を 作る ものに 最も 誡 むべ 

き はこの S である。 (修 1 講話) 

先づ、 これから 書かう とする 事柄に ついて、 その 大體の 順序 や 組立 を 項目 式に 別紙に 記して 置き、 

それから 用意して ある 村 料 を この 順序に 從っ てあて はめて 行く とい ふ 風に しなければ ならぬ。 五十嵐 

力 博士 は、 自らの 經驗 について、 次の やうに 述べて ゐる。 

筆 を 執る 前に、 まづ 極く 大體 始めに こんな 事 を 書いて、 それから こんな 事 を 書きつ づけて、 大概 こんな 所 

で 結尾に しょうと いふ 位の 見當を 定めて、 それから、 かねて 集めて おいた ごたごたの 材料 を、 始めに 入用な 

分、 中程に 入用な 分、 終の 方に 入用な 分と 位に、 三つ か 四つに 分ける。 それから、 いよいよ 筆 を 執る 時には、 
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はけぐ あ ひ 

颐の 調子 をよ くし、 思想の 流出 工合 を 滑らかに する ために、 或は ^ に 合った 古今の^ 作 を 讀 むこと も ある。 お 

或は.： IE 分の 今迄 書いた ものの 中で 比較的 心に 合った もの を 口馴らしに 讀 むこと も ある。 ^ の 工合に よって は、 

茶 を 飲み、 菓子 をた ベ、 或は 酒類 を 少しば かり 砍 むこと も あろ。 それから 前の 材料 ゃ參考 窨類を 机の ま はり 

において、 鼙の 軸を嗨 みっつ 放心の^ 味で、 天井 を 見たり、 障子の 裂け 穴 を 見たり、 疊の汚 を 見たり して、 

段々 と 霄 出す ので ある。 (新 文章 講話) 

とれ は、 五十嵐 博士の 經驗 であるから、 必す しも、 すべての 人が 此の 通りで あると いふ わけで はな 

からう。 しかし、 大體の ブラン を 立てたい で 書 SS すと いふ やうな 人 は、 苟も 文窣に 關心を もつ 人に は 

先づ あるまい と 思 ふ。 ところが、 文章の ブランと いふ やうな 思想 的 • 精神的の もの は、 家屋の 設計な 

どの やうな 物質的. 機械的の ものと ちが ひ、 たと ひ ブラン を 立てて 臀 出しても、 記述 中に 於て、 思想 

が ぐんぐん 流れて 行き 發展 して 行く のが 常で ある。 思想 は、 まさに 流動 體 である。 さう いふ 場合に は、 

はじめに 立てた プラン 通りに 筆 を 進める ことが、 却って 表現 上まづ いと 氣の つく ことがある。 いや、 

さう いふ 場合が 極めて 多い ものである。 さう した 場合に は、 決して はじめに 立てた プランに のみ 引き 

すられて ゐて はならない。 どしどしと、 プランの 變 更を斷 行して 進むべき である。 文の 改造、 文の 推 

敲 とい ふこと は、 その 手鑌 きを さしてい ふ 1W 葉で ある。 物質的 • 同形 的 • 機械的の 家屋の 建築で すら、 

竣工までに 一 度 も 設計 替を しないな どと いふ こと は 殆どない ものである。 


六 言葉の つか ひ 方 

さて、 着想され たこと が 構想に よって 順序立てられ ると、 ここに 我々 は、 はじめて 筆 を 執って 實際 

の 記述に かかる ので ある。 この 時 は 前に も 言及した やうに、 文字 を 走らせながら 思索す るので あって、 

人間の 精神 生活 中、 最も 緊張した 生活 は、 恐らく 我々 の 文章 を 記述す る 時 だとい へる であらう。 擧校 

に 於け る 作文 記述の 時間な ど は、 敎窒が 大海の 底の 如き 靜 けさ を呈 する のが 常で ある。 ガタリと いふ 

雜昔 すら 思想 を かきみだ すからで ある。 また、 新聞記者 など は、 S 々たる 雜 音の 中に あっても * それ 

が 耳に 入らぬ くら ゐに 記述に 熱中す る。 或 文豪の 如き は、 記述 中、 自分の 書齋が 火事に ならう とした 

の も 知らす に、 夢中で ペン を 走らせて ゐ たとい ふ。 

記述に 當 つて は、 頭の 中に、 無 數の觀 念と 情緖 とが つぎつぎに 現れて 來る。 我々 は先づ その 無数の 

觀念 および 情緖 に、 一 々適切なる 言葉 を與 へなくて はならぬ。 そして、 その 言葉 を また 一 々適當 なる 

文字に 書き あら はさなくて はならぬ。 記述 中には、 經 えす この ことが 繰 返されて ゐる。 而 して、 これ 

らの璺 富な 觀念 および 情緒と、 それ を 一 々ぴたりと 言 ひ あら はす 豐 富な 語彙と、 また その 备語を 一 々 

芷 しき 文字に 書き あら はす 力と は、 決して 泥繩 式に 記述 中に 求める ことの 出来る もので はなく、 その が 


人の 平 梁の 思想お よび 國 語の 力が 決定す る 問題で ある。 

文章 を 書く 上で、 第 一 要件と もい はるべき こと は、 いは ゆる 「適 語 を 適所に 置く。」 (proper  word 

in  proper  place し とい ふこと であるが、 そのために は、 我々 は 平素から 貯 へて 置いた 語彙の 屮 から、 

いろいろの 言葉 を 選び出して、 この 場所に はこの 語が よい か、 あの 語が よい かと 比較し 商量して、 そ 

の 場所に ぴたりと 据わる 言槳を 置かねば ならぬ。 たと へば、 「かれ」 といった 方が よい か、 「あの人」 

といった 方が しっくり する か、 それとも 「彼氏」 か 「あいつ」 か 「あれ」 か 「あの 奴」 か 「あの 男」 

か、 時には 「あの 野郞」 とか 「あん ぢ くしゃう」 などと いふ 卑語で なければ、 びたり と あてはまらな 

いこと すら ある。 出來る だけ 卑語 をつ かふな、 と 一 般 的に はい はれて ゐ るが、 場合によって は、 

「あの人、 ひどい 人 だ。」 

などと 誓いた ので は、 どうもし つくりし ない ことがある。 

「あいつ、 ひどい 扠 だ。」 

「あん ぢ くしゃう、 おぼえて ゐゃ がれ。」 

でなくて は、 蟲がを さまらぬ 場合が ある。 「ところが」 と鑌 ける か、 「しかしながら」 と 承け るか、 

「が」 だけで 濟 ませる か、 「しかし」 とい ふか、 「だが」 といった 方が よい か、 とい ふやうな ことです 

ら、 文の 續き 工合から 大いに 注意され ぬば ならぬ ことで ある。 

そこで、 文 を 書く 場合に、 どんな 標準に 基づいて、 言葉 を 選んだら よい かとい ふこと について、 極 
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くさつ と 述べ ようと 思 ふ。 

第一に、 古語 や 死語 を排 して、 現代の 生きた 言葉 を 用 ふべき である。 

この ことに ついては、 何人も 異論の あらう 箸 もな く、 隨 つて、 その 理由に ついて 何等の 說明も 不要 

であらう。 ところが、 私 はつい 最近、 或相當 知名な 人の 葬儀に 列した ことがある。 その 時讀 まれた 弔 

辭の 數は數 十に 達した ので あるが、 その 中で、 口語 體の 弔辭 はたった 一 つし かなかった。 しかも、 最 

も 人々 を 感動せ しめたの は、 その 口語 體 の弔辭 であった ので ある。 あと は、 大抵き まり 文句で、 「哀 

悼の 至りに 堪 へす、 謹んで 弔意 を 表す。」 とい ふやうな ものば かりであった。 まだまだ、 かう して 世 

界も あるの かと、 つくづく 情なくな つた。 

文部 翁な どで は、 すでに、 大正 十 年に、 「口語文 用例 集」 を 出して、 諸 官廳に 於け る 書類の 標準 を 

示して ゐる。 

本日 病 氣ノ爲 缺勤シ マスカラ、 御 屆致シ マ ス。 

左 記 ノ 事項 ガ 調査 上必耍 デァリ マスカラ、 至急 御 取調 ノ上 來ル 何月 何日 迄 一一 御 回報 相 成 ル樣照 會致シ マ ス。 

の 如き は、 その 一例で ある。 ところが、 まだ やっと 昨今、 裁判所の 判決文が 口語文に 改められ ると 

か 改められない とか 騷 がれて ゐる やうな 有様で、 まだ、 我が 國の社 會の或 一 部に は、 文語文の 用 ひら 

れてゐ ると ころも 相當に 多い やうで ある。 しかし、 もう そんな 時代で はない。  ％ 


しかし、 ここに 一 っ^へ なければ ならぬ 點は、 いかに 文と いっても、 それ は 文字通りに 我々 が 

日常 話し合って ゐる 通りの 言葉で 書かれる もので はない とい ふこと である。 現に、 私が ここで 述べて 

ゐる やうな 言葉 は、 我々 の 日常の 談話に つか はれて ゐる 通りの 言葉で はない ので ある。 イギリスの 言 

語舉者 ブランド レイ は、 

すべて、 如何な ろ國 語に 於ても、 その 話される 言葉と 書かれる 言葉との 間に は、 若干の スタイルの 差 を 生 

ずる ものである。 (spoken  and  Written  English.) 

と 述べて ゐる。 その 理由 は、 話す 場合と 書く 場合と に 於け る 表現 者の 心理の 相違に 基因す る。 我々 

の 平素の 談話に 於て さへ、 くつろいだ、 ぞんざいな 言葉 も あり、 あらたまった、 ていねいな 言葉 も あ 

る。 それ は、 話す 相手に より 場所に より、 自然に 起って 來る 現象で ある。 そこで、 一般に 我々 が 文 を 

書く 場合 は、 話す 場合に 比し 遙 かに 精神的に 緊張す るの が 普通で ある。 隨 つて、 言葉 も それに つれて 

緊張す るの が當然 である。 いったい、 「當然 である」 とい ふやうな 言葉 は、 普通の 談話に は、 めった 

にっか はない ので ある。 さう かとい つて、 かう した 記述に 於て、 「當然 でございます」 「常然 であり ま 

す」 「あたり まへ です」 「あたり まへ なんです」 とい ふ 風に 書いて ゐ たので は、 內容に そぐ はなくなる。 

それ ゆ ゑに、 口語文の 中に、 いくらか 文語 脈の 語が 入って 來 るの は、 表現 的 手法 上む しろ 當然な こと 

である。 たと へば、 「かう して」 とい ふところ を 「かくして」 と 書き、 「それから」 を 「 而 して」、 「こ 
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れと はちがつて」 を 「之に 反して」 と 書く が 如き は、 文の 種類に よって は、 却って 望ましい こと すら 

ある。 勿論、 文の 種類に より、 または 讀 者の 程度に より、 つとめて 談話の ままの 言葉で 書き あら はす 

べき 場合 も あらう。 が、 何れにせよ、 今日の 文體 は、 如何なる 種類の 文に 於ても、 現代の 言葉 を 用 ひ 

る こと を本體 とすべき で、 文語 體の 如き は、 もはや、 とうに 過去の 文體 となって しまったの である。 

第二に は、 出来る限り 外國の 言葉 を排 して、 平易な 國語を 用 ふべき である。 

r シェ 1 グ尸 ンド」 などと いはす に、 「握手」 とか 「手 をに ぎる」 とかいった 方が よい。 コア ス クラ 

イブす る」 より は r 敍述 する」、 r ァダ ブトす る」 より は 「順 應 する」 の 方が よい。 かう いふ こと は、 

誰に も 異論 はなから うが、 或 種の 人の 文章な どを讃 んでゐ ると、 いくら も 適當な 日本語が あるに も か 

かにら す、 ひんばんに 片 假名の 外國 語が 出て 來 るので、 ゥ ンザリ させられる ことがある。 中には また- 

「人間の 本性が 道徳的 存在 物で ある 以上」 などと やって ゐ るの も ある。 こんなの も、 餘り 感心した 趣 

味で は あるまい。 また、 これ は、 直接 外國語 をつ かって ゐる わけで はない が、 「何々 であると ころの 

それが」 といった やうな、 外國 語の 文法 を そのまま 眞 似て ゐ るの も ある。 かう いふの は、 語の 排， 列が 

國 語の 習惯 に反して ゐる ばかりでなく、 どうも 意味が はっきり しない。 英文 和譯 などの 方で も、 今日 

では、 「行くべく 餘 りに 遠かった」 とか 「ことほ ど 左様に」 などの 類 を、 極端に 忌む やうに なって ゐ 

る o 

但し、 外國 語と いっても、 殆どす ベての 國 民が 日常 使用して ゐる やうな 言葉 は、 先づ國 語と 見なさ 


4。 


るべき もので あらう。 たと へば、 カル タ だの マント だの、 ベン だの インク だの、 ラヂォ だの アンテナ 

だのと いふ やうな のが それで、 かう いふ 言葉まで、 文章から 排斥せ よと いふので はない。 そんな こと 

を 言 ひたて たら、 漢語 だって 排斥し なくて はなら なくなる。 ところが、 我が 國の 國號 たる 日本」 と 

か 「大日 本 帝國」 などで すら 漢語な ので ある。 大多 數の國 民の つかって ゐる 漢語 は外國 語で はない e 

しかし、 同じ 漢語の 中で も、 めったに つか はれない やうな もの は、 やっぱり 外國 語と 見なして よから 

う。 たと へば、 「舉 校」 は國 語で あっても 「庠 序」 は國 語で は あるまい。 同時に、 「輸贏 を 決する」 の 

「輸贏」 や、 「石」 を 意味す る 「雲 根」 や、 「人民」 の 意味の 「黎 元」 など も、 先づ國 語と いふ 概念 か 

らは 遠い もので あらう。 

とかく、 ハイカラな 新し 過ぎる 人 は、 好んで 外國語 をつ かひた がり、 頑固な 古 過ぎる 人 は、 無闇と 

むづ かしい 漢語 をなら ベたがる ものであるが、 一 般の國 民の 書く 文章 は、 一般の 國語 によって 書かれ 

なくて はならぬ。 

第三に は、 一般的の 文に は、 つとめて 術語 を 避くべき である。  、 

術語と いふの は、 或 少數の 特殊な 圑體の 間に だけ 用 ひられる 言葉の ことで ある。 たと へば、 哲擧者 

の 間に だけ 用 ひられる 「先驗 的」 だと か 一純 粹 理性」 だと かいふ やうな 言葉、 數學 者に だけ 用 ひられ 

る 「負 數」 だと か 「虚 數」 だと か、 • 株式 界の 人達の 間にし か 通用し ない 「寄」 だの 「引」 だのと いふ 

やうな 言葉が、 いは ゆる 術語で ある。 そのほか、 スリの 仲間 だけの 通り言葉、 女擧 生の 間 だけにし か 
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分らない 言葉、 軍人で なければ 理解され ないやうな 言葉な ども、 いはば、 この、 術語の 範疇に 愿 すべ 

きもので あらう。 

隨 つて、 特殊の 舉術的 論文な どに 於て、 術語 を 用 ひる こと は 一向 さしつ かへ ない ことで は あるが、 

一般の 讀者 を對 象と する やうな 文に 於て は、 つとめて 術語 を 避けなければ ならぬ。 若し、 やむ を 得す- 

術語 をつ か はなければ ならぬ やうな 場合に は、 必 すその 註釋を ほどこす ことが 必要で ある。 元來、 

「術語」 などと いふ 言葉が、 すでに 一つの 術語な ので ある。 私 は、 ここで はやむ を 得す、 この 言葉 を 

用 ひたので、 その 註釋を ほどこし たわけで ある。 

第 四に は、 出来る限り 方言 を排 して、 標準語 を 使用すべき である。 

標準語と は、 「東京 地方に 於け る 中流 社會の 人の つか ふ 注意 談話 態の 言葉」 の 意味で ある。 「ああ 遊 

ばせ」 「かう 遊ばせ」 などと いふの は 上流 社會の 言葉で あり、 「ちゃん」 一 おつか あ」 などと いふの は 

下流 社會の 言葉であって、 いづれ も 標準語で はない。 注意 談話 態とい ふの は、 careful  conversational 

style の譯 語で、 ゆっくりと 注意して 話す 時に 自然に 生す る 言葉の スタイル をい ふ。 これに 對 して、 

ぞんざいに 早口に しゃべる 時に 自然に 生す る 言葉の スタイル を 早口 談話 態と 呼んで ゐる。 これ は、 

rapid  conversational  style の譯 語で ぁゐ。 たと へば、 「 ォッ コッ チャック」 「ボカ シ ラン ョ」 などと 

いふの は、 早口 談話 態で あるが、 「落ちて しまった」 「僕 は 知らないよ」 などと いふの は 注意 談話 態で 

ある。 標準語 は、 この 注意 談話 態で なければ ならぬ。 
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方言と いふの は、 言語 舉 上から は、 いろいろむ づ かしい 意味 も あるが、 普通に は、 备 地方で 話され 

る 言葉の ことで ある。 鹿兒 島の 「オイ ドン」、 長 崎の 「バッテン」、 大阪の 「サ カイ」、 名 古屋の r ナ 

モ」、 關 東の 「ベ ィ」、 仙臺の 「ス ス」 などが それで ある。 

なぜ、 東京の 言葉 を 標準語と して 立てる かとい へば、 東京 は 江戶と 呼ばれた 德川 幕府の 時代から、 

實際 上に 政治 や 文化の 中心地で あり、 ここに は全國 各地の いろいろの 人が 入 込み、 また ここから 全國 

各地へ いろいろの 人が 出て 行く。 隨っ てこの 江戶 (後の 東京) の 地で、 いろいろの 人が 話し合って ゐ 

るう ちに、 いつしか 一 つの 型の 言葉が 出來 上った のであって、 決して 武藏 野の 一 角に 生じた 方言で は 

ない ので ある。 だから、 東京の 言葉 は、 日本 全國の 方言の 各 要素が 少しづつ 混合して、 いはば、 言語 

の カクテル として 出來 上った ものであるから、 その 言葉 は、 全國 的に 理解され 易い ので ある。 これが- 

東京の 言葉 を 以て 標準語と して 立てられた 理由で ある。 世界の どの 國 でも その 通りで、 その 國の 首府 

でっか はれて ゐる 言葉が、 その 國の 標準語と されて ゐ るので ある。 我々 の 文章 は、 廣く 一 般 的に 理解 

される ことが 必要で あるから、 力めて、 この 標準語に よるべき であり、 一 々註釋 を 要する やうな 方言 

を 用 ふべき でない こと は 言 ふまで もない。 

ただ、 時に、 表現 的 手法と して、 方言 を 使用す る. ことがあって もさし つかへ ない。 たと へば、 京都 

の 旅館に 泊った 時の 情景 を髡髴 させる ために は、 女 * をして 京都 辯で 語らせねば ならぬ であらう。 或 

1 地方の & 1 カル • カラ ー を 出す ために は、 その 土地の 方言 を 文中に 挿入す る 必要 も 起って 來 よう。 
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つとめて、 標準語で 書かう とした 小舉 校の 國語讀 本な どで すら、 「一 太郞ゃ あい」 の 課に、 

「うちの こと は心齠 するな。 よく 天子 樣に御 奉公す る だよ。」 

とい ふやうな ところが あつたと 記憶して ゐる。 

さて、 文章 を 記述す るに 當り、 どんな 態度で 言葉 を 使用すべき か、 どんな 標準に 基づいて 言葉 を 選 

ぶべき かとい ふこと について は、 極く 大體 では あるが 以上で 切上げる。 まだ、 文の 記述 中には、 文字 

のっか ひ 方、 文法の 問題、 句讀 法の ことな どが、 實際 問題と なって 來 るので あるが、 それらの こと は、 

項 を 改めて 述べる ことと し、 記述に ついて、 最後に 一言して 置きたい こと は、 記述 中、 ときどき、 文 

の はじめから 讀 みかへ してみ る ことが 必要 だとい ふこと である。 さう すると、 思想の つづき 工合の 惡 

いところ に氣 がつ いたり、 または、 停滯 して ゐた 思想 を 展開せ しめる ことが 出 來 たり、 或は 妥當 でな 

い 語句 や 文字 を 見出した りする に 役立つ ものである。 


七 推敲に ついて 

さて、 いよいよ 一 篇の 文の 記述が 終る と、 ここに 推敲の 問題が 起って 來る。 尤も、 推敲と いふ こと ^ 


は、 必す しも its の 文の 記述が 終って からとば かり は 限らない。 記述 中に もしば しば 行 はれる のが 常 

であるが、 とにかく、 推敲 は 記述の 後に 来る 問題で ある。 推敲の 語 は、 何人も 知る 如く、 湘素雜 記」 

にある H 島 推敲の 故事に 基づく ものである。 

唐の 詩人 賈 島が まだ その 詩才 を 認められなかった 頃の ことで ある。 はじめて 洛 陽の 都に 上り、 これ 

から 大いに 詩文で 資 出さう とした 頃の こと、 一 日 驢馬に 跨って 郊外 を 散策しながら、 しきりに 作詩に 

耽って ゐた。 たまたま、 彼の 頭に 浮かんだ の は、 

鳥 宿 池 邊樹、 僭 推 月下 門。 

とい ふ 五 言 律の はじめの 二 句であった。 しかし、 彼 は 直に ， 推す」 よりも 「 敲く」 の 方が よく はない 

かと 思った。 彼 は 驢馬の 上で 幾度 か 口吟しつつ、 「推さう か」 r 敲か うか」 とまどった。 時々、 乎で 門 

を 推す 様子 をして みたり、 敲く 恰好 をして みたり した。 そこへ 向か ふから、 時の 高官で あり 且 一代の 

文豪た る韓 愈が 行列 いかめしく 練って 来た。 が、 賈島 は、 「推さう か」 「敲 かう か」 で 夢中な の だから、 

つい、 おぼえす、 その 行列の 中へ 驢馬 を乘 入れて しまった。 衞士 がび つくりして、 その 狼藉者 を韓愈 

の 前に 突出した。 韓愈は 事情 を 聞く と、 しばらく 考 へて、 「それ は敲 くと した 方が よから う 」 といつ 

た。 かくして、 二人 は 忽ち 隔意な き 詩友と なり、 ともに 轡 を 並べて 詩を談 じつつ、 洛陽を さして 歸っ 

て 行った。 

これが 推敲の 語原 だと 傳 へられて ゐる。 その やうに、 推敲と いふ こと は、 詩文の 字句 を 改造す る 意 
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味の 語で ある。 しかし、 推敲 は、 單に 字句の 改造に 限る ことで はなく、 時には 文の 1 部分 または 大部 

分に 亙って 改造され る ことす ら少 くない。 

昔の 支那の 詩人の 中には、 一 篇の七 言 絶句 をつ くるに、 七日 も かかった とい ふ 人が ある。 每日 壁に 

貼りつ けて は 眺め、 一行 消し 二 行 消しして 眞黑 にして しま ひ、 また 書きな ほし 書きな ほしして、 僅か 

二十 八 字の 詩が、 七日 目に なって やっと 完成した とい ふ 話さへ ある。 

今の 世に、 こんな 眞似 をす る こと も出來 ないし、 またす る 人 もないで あらう が、 とにかく、 文章に 

於て 推敲の 必要で あると いふ こと は、 殆どい ふ 必要 もない ことで ある。 さらさらと 書 流して、 一回 も 

通 請せ すに 平 氣でゐ る やうで は、 決して 立派な 文 は 出来ないで あらう。 

推敲、 すな はち 文の 改造 は、 時には 文の 組立から ひつく りかへ す 場合 も あり、 妥當 でない 文字 や 語 

句 を 訂正す る 場合 も あり、 下の句 を 上へ 持って行ったり、 不足の 語句 を 追加したり、 餘 計な 文句 を 削 

つたり、 句 讀點を 施したり 消したり とい ふ 風に、 文の あらゆる 要素に 亙って 行 はれる。 さう して、 餘 

り 多くの 推敲 箇所が 生じた 場合と か、 組立から 變更 すると かいふ やうな 場合に は、 支那の 詩人で はな 

いが、 どうしても 別紙に 新しく 書きな ほす のが 一 番 いいやう である。 


八 文字の つか ひ 方 

世界中で、 日本の 國 ほど、 文字と いふ ものに 困りぬ いて ゐる國 も 稀で あらう。 何しろ、 漢字と 平假 

名と 片 假名との 三種の 文字が ある 上に、 漢字 は畫が 多くて むづ かしい のに、 かてて 加へ て 音 だの 訓だ 

のとい ふ 厄介な ものが あり、 假名に は 假名 遣 だの 送 假名 だのと いふ 複雜き はまる ものが ある。 現今、 

本當に 正しい 文字の つか ひ 方の 出来る 人な どと いふ もの は、 いくら 鉦と 太鼓で さがし 歩いた とて、 一 

人 だって ありつ こないで あらう。 

今年の 二月の 末 頃、 友人と 二人で 日本 橋の 邊を ぶらついた 時、 ある 大きな デパ ー トの 前まで 來 ると、 

「桃の 節 旬」 と 筆太に 誓いた 大 看板が 立てられて ゐた。 

「モモ ノセ ッジュ ンか 0J 

「ふ.. -。」 

二人で 笑った ことがあった。 これが、 三月 三日の 「節供」 の賣 出し 廣吿 なので ある。 きっと、 誰か 

が 「桃の節句」 などと 誓いて 示した の を、 看板 書きが ちょって 捧を 一 本 加へ てし まった ので あらう。 

こんなの は 無擧な 人達の こと だから 無理 もない が、 さて、 相 當の敎 育 を 受けた 人達、 ことに 文筆に 從 


し たく  つかまつ 9 たく 

事して ゐる 人々 までが、 隨分 ひどい 漢字 を 書いて 平 氣でゐ る。 「支度」 と 書くべき ところ を 「仕 度」 

えんが は  たるきが は 

と 書いたり、 r 緣側」 と 書くべき ところ を 「椽 側」 と 書いたり する のな ど は、 もう 殆ど 一 般的 になつ 

てし まった やうで ある。 ことに、 假名が 混って 來 ると 更に こん がらが つてし まって、 「見よう」 と 書 

厶肇  厶 

くべき ところ を 「見やう」 と 書き、 「思うて」 と 書くべき ところ を 「田め ふて」 と 書く のな ども、 却つ . 

て 誤った 方の つか ひ 方が 正しい とさへ 思って ゐる 人が 多い ほどで ある。 

そこで、 文章 を 書く 上に 於て、 我々 は 文字に ついて、 どんな 風に 心得たら よい かとい ふこと が 問題 

となる。 

先づ 漢字で あるが、 江戸時代の 如く、 漢舉萬 能の 時代に は、 むづ かしい 漢字 をつ かふ 人 ほどが 偉い 

舉 者の やうに 思 はれて ゐた ので ある。 しかし、 もう 今日で は、 そんな こと を考 へて ゐる人 は 一人 もゐ 

ないで あらう。 今、 支那に は 約 五 萬の 漢字が あるが、 五 萬の 漢字 を 悉く 覺ぇ るに は、 一年に 一 千字づ 

っ覺 えても、 人生 五十 年 はか かるので ある。 こんな 馬鹿げた 話が ある もので はない。 幸 ひ、 日本人 は 

假名と いふ やや 便利な 文字 を發 明し、 假名と 漢字 を 混用して、 先づ 大抵の 思想 を あら はすに 事 を缺か 

ぬ やうに なって ゐる。 で、 出来る限り、 我々 はむ づ かしい 漢字な ど をつ か はない やうに し、 なるべく 

多く 假名 を 用， ひる やうに 心掛けたい ものである。 先年、 臨時 國 語調 查會で 選定した 國 民の 常用漢字 は、 

約 一千 八 百 字 ほどで あるが、 先づ このく らゐで 結構で あらう。 しかし、 その 常用漢字の 範圍內 だけの 

漢字 をつ かひ、 それ 以外の 漢字 はっか ふまい などと 考へ ると、 これ はまた 窮屈 千 萬な 話で、 經 えす 常 


川^ 字^と^ 引しながら 文窣を W いて ゐ なくて はならない。 そんな こと は、 何人に も堪 へられない 煩 

瑣 である。 で、 我々 は、 その 精神 だけ をく ノルで、 つとめて 簡單 な、 いはば 自分で 知って ゐる だけの 漢 

字 をつ かひ、 餘程 特殊な 場合で でもなければ 辭書 などで 漢字 を さがし 出す やうな こと をし ないで、 分 

らな いところ は 假名で 誓いて S く、 とい ふ 風に したい ものである。 いや、 たと ひ、 漢字 を 知って ゐて 

も、 出来る限り やさしい 漢字 または 假名で 書く やうに したい。 「充分」 より は 「十分」 の 方が よく、 

r 卽ち」 や 「則ち」 より は 「すな はち」 の 方が よく、 「併し」 や 「然し」 より は 「しかし」 の 方が よく、 

「其の」 や 「此の」 より は 「その」 「この」 の 方が 遙 かに ましで ある。 

ただし、 ここに 注意すべき は、 「それ だから、 漢字な ど はどう 書いた つてい いで はない か、 節供 だ 

らうと 節句 だら うと、 支度 だら うと 仕度 だら うと、 緣側 だら うと 椽側 だら うと、 それ を セック とよみ 

シ タクと よみ H ン ガワと よめば よいで はない か。」 などと い ふ亂 暴な 考を 起して はならない とい ふこ 

とで ある。 昔、 禿吉の 祐筆が、 おそれお ほく も、 醍醐 天皇の ダイ ゴと いふ 漢字 を 忘れて、 秀吉に たづ 

ねる と、 秀吉も 分らなかった ものと 見えて、 「大 とい ふ 字と 五と いふ 字 を 書いて 置け。」 といった さう 

である。 これ は、 秀吉の やうな 大 英雄に して、 はじめてい へる ことで、 普通の 人間の 眞 似るべき こと 

ではない。 今日で は、 中等 舉 校の 敎科 書な どに、 天皇の 御 尊猇の 誤植が あったり すれば、 忽ち 文部省 

または 撿定官 の 重大な 責任 問題と なる ので ある。 むづ かしい 漢字 をつ かふ 必要がない とい ふこと は、 

ゥソ字 を W いてよ いとい ふこと ではない。 つか ふ 限りの 漢字 は 正しく 書きたい ものである。 さう でな 
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ければ、 文字と いふ ものの、 此の世に 存在す る 意義 を 失 ふからで ある。 

次に 假名で あるが、 平 假名と 片 假名に ついては、 一般的の 文章に は 先づ平 假名 をつ かひ、 唯、 外國 

の 地名 • 人名と か、 ボ ー ルゃラ ヂォの 如き 外國 語と か、 または 電報の 文を揷 入す る やうな 時 だけ は片 

假名で 害く とい ふくら ゐ のこと で、 これ は、 大體 さう いふ 習慣に なって ゐ るから、 それに 從 ふが よい 

ので ある。 

假名に ついての 實際 問題 は、 例の 假名 遣と 送 假名との 二つで ある。 これ は、 文章 を 書く 上に、 かな 

り 重要な 問題で ある。 

假名 遣に は， 國語 假名 遣と 字音 假名 遣と が あり、 その 兩 者に 亙って、 それぞれ 歷 史的 假名 遣と 表音 

的 假名 遣と 改定 假名 遣との 三種が ある。 まことに 複雜の 限りで あり、 煩瑣の き はみで ある。 その 何れ 

の 標準に 從 つたら よい かとい ふこと は、 その 人の 信念に より 主義に よって、 一概にい へる ことで はな 

いが、 私 は 今のところ では、 どうも 歷 史的 假名 遣に よるより 仕方がな いと 考 へて ゐる。 とい ふの は、 

世間の 九十 九パ ー セントまで、 すべて 歷 史的 假名 遣に よらう として ゐ るからで ある。 新聞で も雜 誌で 

も 著書で も、 殆ど 全部が 歷 史的 假名 遣に よらう として ゐる。 ちょっと、 停車場へ 行って みても、 「う 

へ の」 とか 「とうき やう」 とか 「しなが は」 とかい ふ 風に、 歷 史的 假名 遣に よって ゐる。 ことに、 舉 

校で は、 ffi 史的 假名 遣で 國語敎 育 を 施して ゐ るので あるから、 先づ敎 へた やうに 書かせる とい ふの が、 

最も 自然で ある やうに 思 はれる。 英語な どで も、 school だの tliougtit だの で sychology だのと いふ、 
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昔ながら の 綴字、 いはば 歷 史的 假名 遺で 押 通して ゐ るので ある。 これ も國際 的と でもい ふか、 どこで I 

も 困って ゐ ながら、 に はかに どうす る こと も 出来ない 問題の やうで ある。. ところが、 我が 國の 知識 階 

級の 人々 に は 妙な くせが あって、 英語 ゃ獨逸 語の 綴字に 少しの 誤で も あると、 すぐに 輕 蔑の 眼 を 以て 

見たがる くせに、 さて、 案外 自分の 國の 假名 遣に は無關 心で、 自ら 平 氣で誤 を 犯して ゐる やうで ある。 

これ は、 いは ゆる 主客 顚 倒と いふ もので はなから うか。 

次に 迗 假名で あるが、 これ はどう も、 かく 送る のが 正しい とい ふやうな 一定の 標準と いふ ものが、 

どこに も 見當ら ないやう である。 H 語 辭典な ど を しらべて みても、 「大日 本國語 辭典」 と ； 言 泉」 と 

「大 言海」 とで は、 もう 迗 假名 法 を 異にして ゐる。 文部省 發 行の 國語讀 本な どで すら、 前に は 「向 ふ」 

「生る」 とい ふ 風に 送って ゐ たかと 思 ふと、 今度の 新讀 本から は、 「向か ふ」 「生まる」 とい ふ 風に 送 

つて ゐる。 どちらも 文法 上から 理窟に 合 ふ 話で、 一 方が 正しくて 一 方が 誤って ゐる などと はい へない 

ので ある。 そんな わけで、 どこに も 一定の 標準と いふ ものがない。 そこで、 いったい、 我々 はどう 考 

へたら よい かとい ふに、 要は、 少しで も 勞カを 省く とい ふ 意味で、 誤解の 生ぜざる 限り、 出来るだけ 

假名 を 送らない とい ふ 方針 をと るの が 一 番 いいと 思 ふ。 

名詞 や 代名詞に は、 原则 として 假名 を迗ら ない がよ い。 たと ひ、 動詞から 來た 名詞で も、 「光」 「霞」 

「思 出」 とい ふ 風に 書く のがよ い。 ただし 「讀み 書き そろばん」 の r 讀み」 「書き」 の 如き は 右の やう 

どくしょ  厶 

に 送らない と 「讀書 そろばん」 などと 讀 まれる 虞が あるから やむ を 得ない。 しかし、 「星し」 だの 


r 茧れ」 だの 「私く し」 「彼れ」 などと いふの は、 小舉 校の 生徒で すら 吹 出す であらう。 

動詞の 場合 は、 だいたい、 原則として 語尾の 變 化する ところから 送る がよ い。 また、 二つの 動詞が 

重なって 一 つの 熟語 動詞 をつ くる 時には、 原則として、 上の 動詞が 三 音節 以上の 時には 中に 假名 を 入 

れ A  二 音節の 時には 入れない がよ い。 たと へば、 「歩き 出す」 「思 ひ 出す」 「駅 出す」 「泣 出す」 とい ふ 

風に 書く。  -^け£ す」 「泣き出す」 は餘 分な 勞カ であらう。 ただし、 「鳴 出す」 では、 「鳴き 出す」 と 

も 「嗚り W す」 とも 讀 まれる から、 中に 假名 を 入れた 方が よいし、 「出 來る」 と 書いて 「イデ キ クル」 

と讀 ませる の は 無理で あるから、 「出で 來る」 と 書かねば ならぬ。 

形容詞の 場合 は、 原則として、 久 活用 は、 「く  • い • けれ」 から、 志久 活用 は、 「しく  • しい *し 

けれ」 から 送る のがよ い。 隨 つて、 「長が い」 「短 かい」 「新ら しい」 「珍ら しい」 などと 書かす に、 

「長い」； 短い」 「新しい」 「珍しい」 とい ふ 風に 書く 方が よい。 ただし、 久 活用の 場合で も、 「コマ 力 

ィ」 を 「細い」 と 書いて は r ホ ソィ」 と讀 まれる 虞が あるから 「細かい」 と 書く とか、 志久 活用の 場 

合で も 副詞から 來た 「ハナ ハダ シィ」 を 「甚だしい」 と 書き、 動詞から 來た 「ィサ マ シィ」 を 「勇ま 

しい」 と 書く やうな 例外 は 勿論 ある。 ところが、 谷 崎 潤 ー郞氏 は、 その 著 「文章 讀本」 の 中で、 送假 

名 法の こと を 論じて、 

「クル シィ」 とい ふ 文字 は、 「苦い」 と 書くべき であり ませ 5 が、 「二 ガイ」 と讀 まれる の を is ぐた めに は ^ 


「苦しい」 と 3 かなければ ならぬ。 

と 述べて ゐ るが、 これ は 少し どうかと 思 はれる。 はじめから 原則として、 「一一 ガイ」 は 「苦い」、 「ク 

ル シィ」 は 「苦しい」 と 書くべき であらう。 

その他、 副詞 や 接 繽詞の 場合に はどうす るかと いふ 風忆、 一 々具體 的の 例な ど を 述べて ゐては 切り 

がない から、 文字の つか ひ 方に 關 する こと は、 すべて 卷 末の 表を參 照して 頂きたい。 


九 文法に ついて 

文窣を 書く 上に 於て、 文法 上の 知識が 必要で あるかな いか、 また、 文法の 法則に 從ふ のがよ いかわ 

るいか、 とい ふこと について は、 世に 多くの 議論が ある。 フランス 自然 派の 文人 ゴンク ー ルは、 極端 

に 文法 を 排斥した 一 人であった。 我が 國の 文人で も、 谷 崎 氏な ど は、 「文章 讀本」 の 中で、 文法に 囚 

はれるな と 述べ てゐ る。 

實際、 我々 は 日常の 談話な どに 於て、 一 々語法の こと を考 へたり、 語法に 從 はうな どと、 意識して 

話し はしない が、 それで ゐて、 ちゃんと 用が 足りる ので ある。 「早く 持って おいで。」 などと、 目的語 
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を 略しても、 ちゃんと、 目的の ものが 運ばれる。 「あれ だ。」 などと いった だけで も、 相手に その 意味 

がよく 通す るので ある。 よく 例に 引かれる 話で あるが、 電車め 車掌の 「切符の 切らない 方 はあり ませ 

ん か。」 とか、 「どなた も終點 でございます。」 など も、 文法 上から 考 へたら 隨分 妙な ものであるが、 

それで ゐて、 ちゃんと 意味が 分る ので ある。 いや、 却って、 これらの 語 を 文法的に 正しく 言 はう とす 

れば、 隨分 長くな つたり 廻りく どくな つたり して、 寳 用に 適さない であらう。 

文窣を 書く 場合 も、 だいたい 同じ ことで 我々 は 一 々、 これ は 主語で、 これ は 述語で、 などと 考 へて 

書き はしない。 いはば、 國 語の 習慣に 從 つて、 思った 通りに ぐんぐんと 筆 を 運ぶ ので ある。 いったい、 

語法 • 文法が あっての 言語 • 文 章で はなく、 言語. 文窣 があって の 語法 • 文法で ある。 すな はち、 語 

法. 文法と いふ もの は、 我々 が 自然に 習慣 的に つかって ゐる 言語 や 文章に、 どんな 法則が あるか、 ど 

んな 除外例が あるか、 とい ふやうな こと を 研究す る ものである。 

それで は、 文法と いふ もの は、 さう いふ 一 つの 科舉 であって、 實 際の 文章 を 書く 上に、 その 知識 は 

全く 不用の もので あるか、 すな はち、 全然 應用 する 必要の ない 科舉 であるかと いふと、 決して さう で 

はない ので ある。 

談話の 場合に は、 話す 人の 眼つ き や 手つき、 または 前後の 事情、 周 圍の狀 態な どが、 表現 を 助けて 

くれる から、 どんなに 語 を 省略し ようと、 たと ひ國 語の 習慣に 少しぐ らゐ 反して ゐ ようと、 意味が 分 

るので ある。 外國 人な ど は、 日本語の 習慣に 馴れて ゐ ないから、 隨分 妙な 言葉 をつ かふ ことが 多い。 
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或 一 西洋： t 人 は、 日本人の 訪問 容に 向かって、 自分の 良人の 讶守 である こと を、 「オタク ノ ダン ラサ w 

マ、 ィ ナイ。！ と 言った さう であるが、 それでも よく 分る ので ある。 ところが、 文章と なると さう は 

行か t い。 文章に 於て は、 繪螯ゃ 圖 表な ど を 用 ひざる 限り、 文字 それ 自身 だけの 表現であって、 他に 

これ を 助ける ものが 全然ない。 それ ゆ ゑに、 國 語の 習慣 • 法則 を 正しく 守らなくて は、 思想 を 正しく 

表現し、 または 理解させる ことが 困難で ある。 たと へば、 文章に 於て、 「どなた も終點 でございます。」 

と 書いた 場合に は、 「誰も かれ も終點 である。」 「すべての 人 は終點 である。」 とい ふ 風に 解され るか 

も 知れない。 また、 「お宅の 旦那 様、 ゐ ない。」 と 誓いた 場合に は、 「お宅の 旦那 樣、 ゐ ない？」 と尋 

ねて ゐ るの だと も 思 はれる。 實際、 文^に 於て は、 助詞の 一 つで も、 おろそかに はされ ない。 たと へ 

f  、 

H 角 形の 内角の 和 を 二直角に ひとしい。 

とい ふやうな の は、 たった 助詞 一 つの 文法的 誤謬が、 文の 意味 を 不明なら しめて ゐ るので ある。 尤も、 

この こと は、 談話の 場合で も 同じ ことで、 特に 注意して、 正確に 有効に 思想 を 傅 達する 上に 於て、 語 

法 • 文法の 知識 は缺 くべ からざる ものである。 「何々 であると ころの それが」 とか 「言語で もって あ 

ら はされ 得る」 とかい ふやうな、 國 語の 習慣に 反して ゐる 語の 多く 揷 入され てゐる やうな 文が、 理解 

に 困難で あるの は、 表現 者に 文法の 知識が 缺 けて ゐ るからで ある。 


なるほど、 名詞と は何ぞ や、 動詞と は何ぞ や、 節と は何ぞ や、 とい ふやうな 理論的 知識が、 その ま 

ま、 文章 を 書く 時に 役立つ とはいへ ぬが、 少く とも、 それぞれの 品詞の 意義 や 職能 や、 用言の 活用ぐ 

らゐ 知って ゐ なければ、 決して 正確な 有効な 文 は 書け る もので はない。 我が 國操 觚界に 於て、 相當名 

譽 ある 地位に ある 人で ありながら、 動詞の 活用 や 音便に 關 する 知識の ないた めに、 「思 ふて」 「さう で 

有いて」 などと W  くので、 讀 者の 笑 を 買って ゐる人 さへ ある。 すでに、 讀 者の 笑 を 買 ふやう では、 そ 

の 表現 効果 は 決して 十分で はない 笞 である。 

文法 を いやがったり 排斥した りする 人 は、 大抵の 場合、 文法 を覺 える ことの 出來 ない 人の 捨薹詞 か、 

さう でなければ、 文法の ことば かりや かまし くい ふ 人への 反感から 來る 皮肉 かの 何れ かで ある。 まれ 

に、 もう 文法の ことな ど は、 とうに 卒業して、 無關 心で 書いても 文法の 誤な ど を 犯さない やうな 人が、 

「文章 を 書く に は充實 した 思想 を 表現し ようと 心が くべき で、 文法な どに こだ はって ゐては 駄目 だ。」 

などと いふ 場合 も ある。 それ は、 それで 聞え るので あるが、 文章 を嘗く 上に、 文法 を 無視して いいな 

どと い ふこと は絕對 にい へない と 思 ふ。 

今 左に、 文法 上、 多くの 人の 誤り 易い 點 にっき、 一 二の 例 を あげて 置く。 

第一 は、 動詞お よび 形容詞の 「う 音便」 の 「う」 を 「ふ」 と 書 誤る ことで ある。 却って、 發 音に 遠 

い 念の 入った 誤で ある。 

動詞の 「う 音便」 とい ふの は、 ハ行 四 段 活用の 連用形の 「ひ 一 が 「う」 に轉 する ことで、 口語に 於 ^ 


て は、 下に 「^.^*^」 の 語が 來る 場合で ある。 「思 ひて」 が 「思うて」 となる のが それで、 「か W 

う 思うた」 「ああ 思うたり かう 思うたり」 などが それで ある。 「逢うて • 逢うた • 逢うたり」 「買うて • 

H うた • 買うたり」 などと なる。 これ を、 わざとむ づ かしく 「&〕 ふて」 「逢 ふた」 「買 ふたり 寶 つたり」 

などと 書 誤る 人が 多い。 ゆ ゑに、 の 上に、 ふはつかぬ。」 と覺 えて 置けば よい。 隨 つて、 

「S3 うに」 「思う 人」 など も、 すぐに 誤で ある ことが 分る であらう。 

形容詞の 「う 音便」 とい ふの は、 連用形の 「く」 が 「う」 に轉 する ことで ある。 「山 高う して」 「心 

を 正しう して」 「任 軍： うして」 「御 來臨を 辱う して」 「ようこそ」 「よろしう ございます」 などが それで 

ある。 これ を、 御 丁寧に 「山 高 ふして j  r 辱 ふして」 「よふ こそ」 「よろし ふご ざいます」 などと 書 誤 

る 人が 多い。 

第二 は、 動詞の 活用 を、 かれこれ 混同して、 語尾の 假名 遺 を 誤る ことで ある。 たと へば、 「絡え る」 

「越える」 「聞え る」 と 書くべき 場合 を、 「ls へる」 「越へ る」 「聞へ る」 と 書 誤る が 如き 場合で ある。 

これ は、 ヤ行 下 一 段 活用 を、 ハ行 下 一段 活用と 思 ひ 誤った がた めで ある。 かかる 場合に は、 文語の 活 

用 を 恩 ひ W し、 「絡 ゆ」 「越 ゆ」 「閗 ゆ」 などと 活用 させて みると、 それが ヤ行の 動詞 だとい ふこと が 

分り、 隨 つて ハ行と こん がらが る こと はない。 これ は、 極く 一 例で あるが、 他の 場合 も 推して 知る ベ 

しで ある。 く はしく は、 卷 末の 表を參 照して 頂きたい。 

とにかく、 我々 は、 價値 ある 內容を 文法 芷 しく 書き あら はしたい ものである。 立派な 內容 でも、 文 


法的 誤謬が 服に つく、 とい ふやうな 文 は、 いはば、 盛装した 美人の 顏に 墨が ついて ゐる やうな もので 

ある。 また、 分らない 文章の 九十 パ ー セントまで は、 たいてい 文法的 誤謬に 基づく ものと 思っても、 

さしつ かへ なから う。 

I  0 句讀點 について 

文窣を 害く 上に、 句讀點 はかなり 重大な 役割 をつ とめる ものである。 テンの 打ち方 一 つで、 まるで 

反對の 意味に なったり する こと は、 決して 珍しくない。 電報の 文に は、 句 讀點を 施さない から、 往々 

ひどい 誤解 を 生す る ことがある。 東京に 遊舉 して ゐる 一 舉 生が、 鄕 里の 父に 宛てて、 「力 ネオ クレタ 

ノム」 と 打電した ところ、 父 は 「金 を吳れ た、 飲む。」 と解釋 し、 誰かが 息子に 金 を吳れ たので あら 

と 思 ひ、 r  ノムナ タメ テオ ケ」 (飮 むな、 ためて 置け。) と 返電した とい ふ 笑話が ある 。これな ど は、 

わざと 曲解した のか も 知れない が、 左の 文の 如き は 如何なる 意味で あるか。 

今日 本人に 會 つて 來た。 

「今、 日本人に 會 つて 來 た。」 のか、 「今日、 本人に 會 つて 来た。」 のか、 ちょっと 分らない。 かう い 

ふ點 が、 談話と 文章との 著しく 異なる 點で、 談話なら ばかう した 誤解 は、 めったに 生じない。 たと ひ ^ 


ちょっと 意味の 分らない 時が あっても、 「え？」 と、 きき かへ す こと も出來 るが、 文^で は それが 出 

来ない ので ある。 昔の 文^に は、 この 句讀點 の 打ち方が 隨分ル ー ズ であった ため、 意味の 不明な 文が 

柱々 ある。 德川 時代の 天氣豫 報の 文に、 「明日 は 雨降り 候 天 氣には 御座 無く 候」 とい ふの が ある。 句 

請點 のない ために、 「明日 は、 雨の 降る やうな 天氣 ではありません。」 とも、 また、 「明日 は、 雨が 降 

ります。 天氣 ではありません。」 ともとれ るので ある。 しかし、 この 點に關 する 限り、 今日の 文章 は 

進んで 來た。 近頃 は、 新 閒ゃ雜 誌な どの 文章で も、 「これ は、 うまい もの だ。」 と 思 はせられ る 句讀點 

の 打ち方 をして ゐる 文章に よく W 會ふ。 アメリカ人に、 正義 人道的な 文明 的 要素と、 その 芷反 對な殘 

虐的非 人道的な 野蠻的 要素との 兩 極端が ある こと を 論じた 文の 書 出しに、 「アメリカ は 世界の 大 文明 

國だ^ I とい はれて ゐる。 なるほど アメリカ人 は …… 。」 この 文の テンの 打ち方な ど は、 何でもな いや 

うで ゐて、 資に千 鈎の 重みが ある。 これ を、 「アメリカ は 世界の 大 文明 國 だとい はれて ゐる。 なる ほ 

ど アメリカ人 は …… 。」 と 書 出した ので は、 論旨の 妙味が 餘程 減殺され るで あらう。 たった、 テン 一 

つの 打ち方で ある。 今 も、 書齋に 「朝日」 の 夕刊が 投 込まれた ので、 ちょっと 筆 を 休めて、 先づ 「今 

日の 問題」 欄 を 見る と、 實に、 うまい 打ち方 をして ゐる。 

ベルリンから モス コ ー へと、 イギリスの 協和 巡 S3 に." して、 と， 1 さんの 名 はとき けば、 ぬれ 手で 阿波の 平 

和 兵衞と 申します。 
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若し、 この 文に テンが 一 つか 二つ 略されで もしたら、 表現 効果 は、 忽ち 數割方 減殺され てし まふで 

あらう。 こころみに、 

太 郞ニ郞 111 郞 をして 犬 をうた しむ 

とい ふ、 全然 句 讀點の 無い 文に ついて 考 へて みる。 

太郞、 ニ郞 ニニ 郞 をして 犬 をうた しむ。 

太郞. ニ郞、 三郞 をして 犬 をうた しむ。 

太郞 ニ郞、 三郞 をして 犬 をうた しむ。 

1, 二 郞三郞 をして 犬 をうた しむ。 

少く とも、 右の 四 通りに 解釋 が出來 るで あらう。 世の中に は、 一人で、 太 郞ニ郞 とか 二 郞三郞 など 

i いふ 名前の 人 もない と は 限らない。 私の 知って ゐる 人に も、 「五郎三郎」 などと いふ 名前の 人が あ 

る。 なほ 右の 文 は、 

太郎ニ 一郎* 三郞 をして 犬 をうた しむ。 

であって、 三人 をして 犬 をうた しめた 人が、 他に 隱 されて ゐ るの かも 知れない。 さう すると、 少 くと vS 


も 五 通りの 解 揮が 成りた つので ある。 それ ゆ ゑに、 

頓朝範 賴義經 を して 平 氏 を 討た し む。 

などと 書く の は、 實は よくない ので ある。 これ は、 誰でも 歷 史上の 事實 として 知って ゐ るから、 間遠 

はないだ けの ことであって、 若し 國史を 知らない 人が 讀 むと 假定 すれば、 先づ少 くと も 五 通りの 解釋 

が 生す るで あらう。 

苟も、 文章 を 書かう とする ほどの 人 は、 句 讀點の 末に 至る まで 注意 を拂 ふこと が 必要で ある。 但し、 

それ は、 どこまでも、 誤解 を 生ぜし めない とい ふ點に 目標 を S くべき で、 さう 窮屈に 考へ なくと もよ 

からう。 往年、 文部省で 制定した 「句讀 法」 の總則 にも、 

文勢 • 語 勢 其の 外の 便お によりて は、 誤解 を 生ぜざる 限りに 於て、 本 法の 規定に 拘ら ず、 符號を 省き 又は 

之 を 加 へ 施し 又は 彼是 符 號を換 用す る こ と を 得。 

i ある。 現在、 我が 國で 普通に 用 ひられて ゐる 句讀點 は、 左の 五 種で ある。 

o シ ロマ 凡 

、 テン 
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• クロ マル 

r 」 カガ 

『 』 フタへ カギ 

"そのほか、 西洋の 符猇 として、 

？ 疑問符 

！ 感動 符 

 ダッシュ 

 テン テン 

( 〕 括弧 

など も、 近頃 かなり 用 ひられる やうに なって 來た。 しかし、 ？！ など は、 あまり 濫用したくない もの 

である。 而 して、 以上の 如き 諸 符號の 一 々の 使用法 または 注意 等に ついては、 卷 末の 表 を參 照して 頂 

きたい。 


第二 章 科學的 文章 


ここに、 科擧的 文章と いふの は、 精神的 現象に せよ、 自然 的 現象に せよ、 それらの 中の ある 一定の 

問題 を對 象と して、 科舉 的に 考察し、 研究し、 敍述 する 文章の 謂で ある。 いは ゆる 舉術 的の 研究論文 

など は、 すべて ここに 入る。 舉問 とか 研究と か科擧 とか は、 すべて 眞理の 探究 をめ ざす もので あり、 

主として 人間の 理性の 働に よって 成し とげられる ものである。 隨 つて、 その 叙述 は、 主として 人間の 

理性に 訴 へる ものであるが ゆ ゑに、 その 重耍點 は、 およそ 左の 二 點に歸 する であらう。 

第一に、 叙述の 順序 や 組立が、 人間の思考 作用の 自然 性に 適合す る やうな もので なければ ならぬ。 

一 口にい へば、 論理的で あり、 冷靜 であるべき である。 

第二に、 用語 はあくまで 正確 妥當 にして 且 平明で ある こと を 要する。 隨 つて、 美辭歴 句の 如き は、 

力めて 避けねば ならぬ こと は 勿論、 少しで も 意義の 瞹昧な 語句 は 極力 排斥し なければ ならぬ。 

しかし、 それ だからと て、 科舉的 叙述 は、 何等のう る ほひ もない 無味乾燥な 文章で よいと いふので 

はない。 著しい 修辭 的の 美 は、 勿論 避けねば ならぬ が、 そこに は、 相 當の镀 も あり 勢力 も あり、 そし 


て氣 持よ く讀 まれる のが、 此の 種の 文の 上乘 なる もので あらう。 

以下、 文例に ついて、 具體 的に 述べて 行く ことと する。 

^ci^.^ ハ 言 譖學； あ： t に  一 V  .梦， 

言語 © は、 言語 或は ことばと いふ もの を 取扱 ふ J つの 科擧 である。 我々 の經驗 する 色々 な 事物の 中、 言語 

とい ふ 一 局部の 舉 實を とり、 それに 關 する 知識 を 完全に 組立て ようとい ふの が 目的で ある。 その 研究の 方法 

も 他の 科學と 同樣、 取扱 ふべき 事 實を觀 察し、 分析し、 總 合し、 分類し、 記述し、 設明 する。 

言語 を硏究 するとい ふこと は、 新しく 起った ことで ない。 今日 歷 史上 知り 得る 限り 古く 遡っても 人類 は 皆 

何 かの 言語 を 持って 居た が、 日常 知らず知らず 使って 居る 言語に ふと 氣が ついて、 これ は 妙な ものであると 

注意し、 これに 或考を 加へ てみ ると いふの が 言語 研究の 手始 であって、 若し こんな 程度 を も 硏究と 名 づけら 

れ るなら ば、 この 意味の 硏究は 世界の 各國 でず ゐ ぶん 古くから あり、 今日で も 素人の 間に 屢ぶ行 はれる こと 

である。 併し、 いは ゆる 科 學 的 方法 を もって 言語の 硏究 にか かり、 その 結果の 一 部が 科 ® 的に まとめられた 

の は 漸く 第 十九 世紀の 始 頃で、 ョ ー 口 ツバ の學 者が その 開山で ある。 (神 保 格 氏 著 「言； 1£學 概論」) 

言語 畢 とい ふやうな、 餘り 多くの 人の やらない 特殊な 科舉 についても、 この 文の やうに 平明に 叙述 


されて ゐ ると、 先づ 普通 敎育を 受けた 人なら、 誰でも 一通り 理解す る ことが W 來る であらう。 平明に お 

して 淡々、 水の 流れる が 如き 趣の ある 文で ある。 少しも 舉者 ぶった やうな 氣 取った ところが なく、 そ 

れでゐ て、 思考 は どこまでも 精密で あり 論理的で ある。 美辭ゃ 麗句 や 形容詞な ど は 殆どつ かって ゐな 

いが、 それで ゐて 文に 相當の 勢力と 趣と が ある。 たと へば、 「その 研究の 方法 も 他の 科舉と 同様、 取 

扱 ふべき 事 實を觀 察し、 分析し、 總 合し、 分類し、 記述し、 說明 する。」 の 如き は、 何でもな いやう 

でゐ て、 一 つの 勢力 を もって ゐる。 また、 「日常 知らす 知らす に 使って 居る 言語に ふと 氣が ついて、 

これ は 妙な ものであると 注意し、」 とか、 「 ョ， I ロッパ の舉 者が その 開山で ある。」 とい ふが 如き は、 

いは ゆる 氣 持よ く讀 ましめ る 趣 を 有して ゐる。 

文の 平明と いふ こと を、 はっきりさせる 一 つの 手段と して、 ここに 一 つ、 平明なら ざる 文例 を あげ 

てみ よう。 


二 科 學. 

科 a& は、 すべての 認識の 根 抵に存 する 理由の 原理に 從 つて、 入 間 本性の 諸 成 素に 基づけ るし かも 個 體を越 

えて 働く かかる 目的 聯關に 於て、 個體を 構成せ る 個々 の 心的 若しくは 糈 神 物理的 諸 要素 間に 生ずる 依 屬性並 


びに それらの 要素の 諸 性質 間に 見出される 依 屬性を 確定す る こと を 企てる。 科 if はこの 目的 聯關の 中に あつ 

て 如何に 一 要素が 他 要素 を 制約す るか 一 耍 素の 中の 一 つの 性質の 現出に 如何 やうに 他の 性質の それが 依 H し 

てゐ るか を 規定す る。 これらの 要素 は 意識され るが 故に、 或 限度 内に 於て は 言葉で もって 言 ひ 表 はされ 得る。 

これ は、 歐 文の 直譯 であるの かも 知れない。 隨 つて、 いは ゆる 歐 文脈の 文章と いふ ものである のか 

も 知れない。 しかし、 この 文章の 意味 を 明瞭に 理會し 得る 讀 者が、 栗して 幾人 あるで あらう か。 科舉 

が 何 を 企て 何 を 規定 するとい ふの か。 果して この 文に 於け る 思考 作用 は、 人間の思考 作用の 自然 性に 

適合して ゐる もので あらう か。 よし、 その 內容が 論理的で あるに もせよ、 精密で あるに もせよ、 我等 

は遣憾 ながら、 かかる 叙述 または 表現に は反對 せざるを得ない 。第一に、 餘 りに セン テンスが 長過ぎ 

る。 「科舉 は …… 企てる。」 なる セン テンスの 如何に 長ったら しいか を 兄よ。 そして、 「性質の それが」 

とか 「言 ひ 表 はされ 得る」 とか 「何 的 何々」 とかい ふやうな、 一 種の 氣 取った 惡 趣味の 生硬 語が 如何 

に 多い か を 見よ。 

三 科 學槪論 

是 より 余が 說 かんとす る^の 科 if 慨論と いふ は、 philosophy  of  science,  Philosophie  derwissens&aft  ^ 


である。 8 概論と いへば 個々 の 特殊 I に 限らず、 一般に 諸 科學 に 共通なる il くこと を議 ^ 

J ものと ほれる が、 般に罕 る 鐘な ろ もの は 個々 の S な SB の I からのみ 考 

究 する ことが 出 來る。 余 は 8 の槪 論なる ものが 哲 f  i としての み 可能な りと 信ずる に 由り、 「8 の 

； 哲^の I に 8 槪 論と いふ 語を 用 ひた。 「s の 墓」、？ く は 8 の 哲學 的議 とい ふの が 余の 謂^ 

所の 科^ 概論で ある。 (田 邊元氏 著 「科 學槪 論」) 

科 II る語 の寵 S ベた ものであるが、 すべて S 的 叙述に 於て は、 先づ 取扱 はう とする 問 

題の 範 園 または 主題と なるべき 重要なる 語句の 意義 を 明らかに 決定して かからねば ならぬ 本文の * 

き は、 その 意味に 於て、 極めて 明確なる 敍述 とい ふべき である。 


四 利子の 搆成 

私 は 今、 利子の i とい ふ 謹の 下に、 二つの 事 f  i ひたいと f  。 其の 一 は 利子の 構成せられ る條 

件で ある。 卽ち 如何な I 件の 存 辛る 所に 利子が 可能なる か を先づ 明らかにした いと f 其の 二" 此 

の條&の 下に 於て、 利子が 如何にして 成 辛る かの 道行で ある。 いはば 利子の 構成の 機 制で ある。 私 は 利子 

の S?: 象に M して、 消费 貸借の 利子、 卽ち 消費 的貸附 利子 を從 K 的の ものと S る。 この 點は少 くも リカルド b 


來數 多の 有力なる 學 者の 見解に 從ふ。 今日の 學界 の有樣 はこれ に 就いて 詳細の 論證を 必要と しないと 思 ふ。 

か， -る 立場に 立つ 時、 利子 問題の 考察に 貢 要なる 方面が 二つ ある。 其の 1 は 利潤、 或は 更に 廣義の 用語 を 用 

ふる 時、 超 費 餘剩が 如何にして 成立し 得る かとい ふ 方面、 卽ち 利子の 泉 源の 問題で あり、 其の 二 は 此の 泉 源 

たる 超 費^ 剩が 如何にして 利子に 變 形し 來 るかと いふ 方面、 卽ち 利子の 構成 又は 原因の 問題で ある (私 は 利 

子の 構成の 問題と 原因の 問題と を 同意義の ものと 見る。) 而 して、 超 費 S 剩の. S 何に して 成立す るかの 問題 

は 旣に之 を 取扱 ひたる が 故に、 今は轉 じて、 此の 超 費 餘剩が 如何にして 利子に 變 形す るかの 問題 を 考察した 

いと 思 ふ。 而 して、 これ を 二つの 部分的 問題に 分つ。 其の 一は 此の 變形を 可能なら しめる 條 件が 何で あるか 

と いふ 事が あり、 其の 二 はか、 る條 件の 下に かの 變 形が 如何なる 道行に よって 行 はれる かとい ふ 事で ある。 

今 取扱 はんとす る 問題 は卽ち 此の 二者に 外ならぬ。 (高 田 保 馬 氏 著 r 經濟舉 硏究」 ) 

考察の 範圍、 取扱 はう とする 問題の 意義と 範 園と を 明確に 指示した 論文で ある。 その 態度の 嚴肅に 

して 用意の 周到なる、 まさに 化舉の 實驗に 於け る 場合に も 比すべき であらう。 田邊元 氏の 「科舉 概論」 

なる 文例 は、 主題の 意義 を 明らかにした もので あつたが、 この 文例 は、 題材の 範圍を 明示した もので 

ある。 科舉的 叙述に 於て は、 これらの 手續 きを 經て 後、 漸く 本論に 入るべき である。 


五 文學的 內容の 形式 

凡そ 文學的 内容の 形式 は (F  +  f) なること を耍 す、 F は 焦點的 印象 乂は觀 念 を 意 * し、 f はこれ に附藩 

する 情緒 を 意味す。 されば、 上述の 公式 は 印象 乂は觀 念の 二方 面卽ち 認識 的 要素 (F) と S 的 要素 (f  ) 

との 結合 を 示した る も. のとい ひ 得べ し。 吾人が 日常 經驗 する 印象 及び 觀念 は、 これ を 大別して 三種と なすべ 

し o 

(一 ) F ありて f なき 場合、 卽ち 知的 要素 を 存し情 的 要素 を缺 くもの、 例へば 吾人ぶ 有する 三角形の 翻 念の 

如く、 それに 伴な ふ 情緒の さらに ある ことなき もの。 

(11) F に 伴な うて f の 生ずる 場合， 例へば 花 • 星 等の 觀 念に 於け るが 如き もの。 

( 一一 一 ) f- のみ 存在して、 それに 相應す ぺき F を 認めざる 場合、 所謂 CI  of  everything  and  fear  of  nothing- 

の 如き もの。 卽ち 何等の ssffl なくして 感ずる 恐怖な ど、 みなこれ に屬 すべき ものな り。 31x>t は 其の 著 

「情緒の 心理」 に 此の 種の 經驗を 四 大別して 更に 附記して 曰く、 「かくの 如く 人鸱諸 機能の 合成 的 結果 卽ち 

普通 感覺 の變 化に 基づき 毫も 知的 活動の 支配 を 受けざる 一 種 純正、 しかも ほ 治 的 方面 を 感情に 於て 見出だ 

す こと を 得。」 

2? 上 三種のう ち、 文學 的內容 たり 得べき は (二) にして、 卽ち (《-+0 の 形式 を 具 ふるもの とす。 (夏 n 漱 


石 著 「文舉 論」) 

「吾輩 ま S である- 「坊っちゃん」 などの 作者に して、 一面に は、 かくの 如き 純科擧 的の 敍述を 有す 

るので ある。 否、 かくの 如き 透徹した 頭腦の 持主に して、 はじめて 偉大なる 作家と なり 得る ので あら 

う。 ややもすれば、 作家の 試みる 科 * 的敍述 は、 隨筆 的に なりたがる 傾向の ある ものであるが、 右の 

漱 石の 文の 如き は、 あくまでも 純科擧 的に 嚴肅を 極めて ゐる。 科舉的 叙述 は、 まさに かく あるべき も 

ので ある。 


六 藝 術の 定義 

藝 術と は、 人の 心の奥 深く 在る もの を 引出して、 それに、 目に 見えたり 耳に 聞え たりす る やうな 形 を與へ 

る * だ。 まづ こんな 風に、 私 は 「定義」 しょう。 で、 「人の 心の奥に ある もの」 と は 何かとい へば、 靈魂 だ、 

誕生の 瞬間から 旣に 存在す ると ころの、 さう して その 同じ 瞬間から， 旣に 多くの 「他」 をう け、 攝 取して、 

ぢりく と 肥え太って 行く ところの 「己」 だ。 もう 一 つ 平易に いひ 換 へれば、 まごころ だ。 

凡そ 八の 仕事と して、 科舉 的學究 だら うと、 政治的 だら うと、 資業. ェ繫. 農業な どの 方面への 活動 だら 

うと、 一つと して まごころ なしでい ける、 とい ふ もの はない の だ 。どれ もこれ も 大抵 似たり よったり の 人間 
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の 間に、 E- と 乙と を i 番 はっきり K 別立てて 示す もの は、 いはず とも 「心の奥^く ある もの」 で、 卽ち r 靈 ^ 

魂」 で、 卽ち r 已」 で、 卽ち 「まごころ」 なの だ】 ことさらに 功利的な いひ あら はし を 以てすれば、 誰でも 

が、 i 番みづ から 恃ん でい いもの、 倥 越と 感じて ぃ& もの 、お得 意の 手と して 十分 利 川して いい もの は、 

この 「己」 より ほかに はない の だ。 まごころより ほかに はない の だ。 手先の 器用で 一 身 を 立てよう とする 者、 

鬪々 しい 押しで 前途 を拓 かう とする 者、 腕力での さばり 出ようと する 者、 小才 を 弄して 出世の ぬけ 道 を 求め 

る 者、 氽で ひとの 面 を 張らう とする 者、 貧乏 を資り ものにする 者、 I すべて さう いふ 人た ち は、 自分から 

1 番ぉ 得意の 手 を 封 じて しまって、 ことさら はたに も 似たり よったり の 力量 を もった 人の 澤山ゐ る、 何等 躅 

TJr ヴ アン チェ，  デ イス チン ゲイ^ シュ 

特な優 越の ない 方面， —— つまり 競， か？ の 多い 周 園へ と 態々 はいって 行って、 汗水たら して 己を顯 出 

しょうと あせって ゐる大 馬鹿者 だ。 現代 好みに、 功利的に いっても さう いふ ことになる。 まして、 「まごこ 

ろ」 とい ふ もの は、 「1 番ぉ 得意の 手」 など 呼ぶ さへ も 恐れて、 さう いふ 氣 持で 「利用」 しょうと する 瞬間 

に は、 もう そこに は 影 も 形 も 止めず 消失せ てし まふと ころの ものである こと は、 知れ 切った 話 だが、 ただ 私 

は、 これほどに 偉大な 力 を、 今の 世で は wffl の 如くに 捨てて 顧みない の を 不思議に 思って、 少し 皮肉に いつ 

てみ たまで だ。 人生の どの 方面へ 持って行っても I  ^ 大切な もの、 それが どうして 藝 術の SS: 髓 にならないで 

よい もの か。 II で、 前述の 「定義」 に、 「人の 心の奥^く 在る もの」 と、 それ を 第 一 に 持 出して 來 たの だ。 

(里^ 獰氏著 「文 藝管 見」) 

この 文 は、 藝 術と いふ ものに ついて、 一つの 定義 を 下さう として ゐ るので あって、 いはば 科 舉的思 


考の範 壽に屬 すべき ものと 思 はれる が、 これまで にあげた 文例な どと は、 ひどく 行き方 を 異にして ゐ 

る。 もとより、 この 文の 筆者 は、 わざと 嚴肅 な科攀 的な スタイル を 避けて、 隨筆 風な または 中間 讀物 

風な スタイル を 選んだ ものと 思 はれる から、 科舉的 文章の 文例と して あげる の は安當 でな く、 むしろ 

隨筆勺 文章と して あぐべき もので あらう。 ただ、 前に 「ややもすれば、 作家の 試みる 科舉 的敍述 は、 

隨筆 ぬぶな りたがる 傾向の ある ものである。」 といった、 その 參考 にもと 揭 げたに 過ぎぬ。 隨 つて、 

かう した スタイルが 科舉的 敘述に 於て 許される、 とい ふ 風に 考 へて はならない であらう。 


七 藝術美 

簡 單に藝 術と 言っても、 其の 中には さま <\ な 種類が 含まれて ゐる。 詩歌 • 文 章 • 音樂 • 縛 畫 • 建築 • 膨 

刻 • 園 藝術等 其の 種類 も複雜 であり 範圜 もまた 廣大 である。 藝 術の 中に 含まれて ゐる 種類 は 何々 であるか。 

又 各種の 藝 術は槪 括して 整然たる 體^ の 中に 收 めら るべき であるか。 それとも 藝 術に 體采な ど は 無い ので あ 

らう か。 此 等の 問題 さへ も 今日 尙不 明であって 必ずしも 一 定 して ゐ ない。 詩 欲 • 音樂 • 繪畫 • 彫刻と いふ や 

うな 羅列 さへ も、 た ^コンペ ンシ ョナル ななら はしであって、 そこに 何等の 分類 的 原理 も 無い。 畢竟、 藝術 

の 範園ゃ 種 頃 や は、 根本的に は 其の 本質に よって 定めら るべき 問題で あるから、 本質が 明らかにされない 限 7 


り， 其の 種類 もまたい つまで も 不明な ので ある。 元来、 藝 術と いふ 言葉が 我々 に 取って はま だ 新しい 造語で 

内容の 不定で あるに 從 つて、 其の 種類 ゃ範閬 までが 不定で あるの は 更に あやしむ に 足りない。 

ここで は 暫く 藝 術の 範 圍をコ ン ベン ショナ ルに考 へて、 さて 藝 術の 木質 問題に^ まう とす If 、 そまお の 

づ から 藝術 美の 問題たら ざろ を 得ない。 藝 術が 若し 镯自の 本領 を備 へて ゐる とすれば、 そ は 美 そのもの であ 

つて、 他の 何もの かであって はならない。 藝術は 美の ための 藝 術で、 美の ためなら ざる 藝術は 無い。 美 を 外 

にして は 藝術は 無意 味であって、 藝術 といへば 直に 薩術 美の 意味に 外なら ない。 美あって の 藝 術で、 藝術ぁ 

つての 美で はない。 美 は どこまでの 藝 術の 生命で あり、 藝 術を藝 術たら しめる 粽 神で ある。 故に 我々 は先づ 

藝術^ の本賀 如何と 問 はなければ ならぬ。 (金子 馬 治 氏 著 r 藝 術の 本質」) 

ひとしく、 藝 術の 問題 を 取扱った 文窣 であるが、 この 文の 如き は、 所謂 科舉的 叙述の 正道 を 行く も 

ので、 讀者 は、 この 文に よって、 とにかく、 藝 術に 關し、 これ だけの 立言に ついては、 明瞭に 理解し 

得る ので ある。 


八 文學と 時代 

文攀 とその 時代との 關係 は、 實際 最も 密接な 不可 離の 關 係に ある。 前に も その 名を擧 げた 「比較 文舉」 り 
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著者 ボス ネット 氏 は、 「文 學は その 當 時代の 生活 及び 思想に 準據 す。」 といって ゐ るが、 寶際 その 通りで、 

その 時代と いふ もの を 離れて は、 その 文學は 決して 現れる ことがない ので ある。 デイべ ェ ー とい ふ 人 は、 そ 

の 著 「近代の 英國 詩人」 の 中で、 r シ ェクス ビヤが、 もし 十四 世紀に 生まれた のなら、 彼の 才能 は あれほど 

までに 發展 したで あらう か、 疑 はしい。」 といって ゐ るが、 事實、 シェ タス ビヤ は、 十九 世紀の エルザべ ス 

期と いふす ベての 方面に 創造力の 旺盛な 所謂 イギリス 文藝 復興 期に 生まれ たれば こそ、 あれ だけの 文 舉的天 

^を 發揮 する ことが 出來 たので ある。 とにかく、 文學 は、 その 時代 を 離れて は 全然 成立 しないの である。 こ 

のこと を S 理 的に 設 明した 人に 美 學*- テ ー ヌが ある。 この 人 は 又 科 ® 的 批評と いふ 一 種の 批評 法 を 創出した 

人で、 近代 批評の 上で は 見逃すべからざる 人で あるから、 その 擊說の 委しい こと は 後の 批評 論 を 述べる 折に 

ゆづる こと X する が、 彼 は 文舉の 構成され るに は 三つの 要素が あると 考 へた。 一 つ は 人種、 いま i つ は 環境、 

更に 他の i つ は 時代で ある。 そして この 三つの 要素の i っを缺 いても 文學は 構成され ない とい ふこと を、 さ 

ま な 例を擧 げて證 明した のちに、 この 三つの 要素が 相扶け 合った 場合に は、 そこに 立派な 卓越した 文學 

が 生まれ、 この 三耍 素が 互に 相殺し 合った 場合に は、 S 弱な 文學が 生まれる とい ふこと を 論じて ゐる。 卽ち 

前に も 一 言した シヱ タス ビヤの やうな 創造的 天分の 豐な人 は、 エリザベス 期と いふ、 やはり 時代 そのものの 

創造性に S んだ 時に 生まれた ために、 i 曆 その 天分 を發 揮し 得た わけで ある。 また、 例へば バイ 口 ン ゃシェ 

リ ー ゃキ ー、 ソ などの 詩 入た ち は、 十八 世紀の 末から 十九 世紀 初頭に かけて 澎湃 として 起った 口 マ ンチ シズム 

の 時代 を 背景と して 始めて、 その 作品の 意義 を 十分に 理解し 鑑 赏 する ことが 出来る ので ある。 (本 間 久雄氏 

著 「文 SB 槪 論」)  M 


文舉と 時代との 關係 について、 實に 平易に 明瞭に 敍述 して ゐる。 この 論文で、 特 に 注意した いのは、 バ 

他の 意見の 引用の 仕方で ある。 ボ スネッ トゃ ディべ H 1 ゃテ ー ヌ とい ふやうな 人々 の 意見 を、 適切な 

場所に 引用しつつ、 自分の 說明 を證據 立た せたり 引 立た せたり して ゐる ことで ある。 しかも、 外國人 

の說を 引用す るに 當 つても、 極く 平易な 言葉に なほし、 いはば 自分の 腹の 中から 出た 言葉の やうに、 

こなして ゐる點 である。 なほ、 極く 小さな ことの やうで あるが、 本 間 氏 は、 「この」 「その」 とい ふや 

うな 代名詞 を、 いつも 假名で 書き、 その他の 場合で も、 つとめて 平易な 漢字 をつ かひ、 假名 を 多く 使 

用して ゐる ことで ある。 かう した 心 構 も、 平明な 文 を 誓く 上に は、 極めて 必要な ことで ある。 


九 二つの 力 

鏺石相 打つ ところに 火花が 散る ごとく、 奔流 岩に 壊 かる \ と ころに 飛沫が 紅霓 をな すと 同じく、  二つの 力 

の 衝突す ると ころに、 美しく 派手 やかなる 人生の 寓靡 鏡、 生活の 種々 相が 展開 せられる。 "No  struggle,  no 

drama" と は、 ブル ュヌ ティ ェェ ルが戲 曲 を解釋 していった 言葉で あるが、 なにも それ は 劇との みは 限らな 

い。 方向 を 異にした 二つの 力が 相 觸れ相 打つ 葛 藤が 無ければ、 我等の 生活、 我等の 存在 は 根本に 於て 意義 

を 失 ふので ある。 生の 苦悶 あるが 故に、 また 戰の 苦痛 あるが 故に、 人生に は 生き甲斐が あるの だ。 かの 權威 


に 服從し 因襲に 束縛 せられて 羊の ごとく 從 順なる 醉生夢 死の 徒 や 1 利害の 打算に 眼 くらみ 物慾に 願 使せられ 

. て 自己が 「人」 としての 全 的 存立 を 忘れ 果てた 俗漢 などが 未だ 嘗て 感得し 味 到し 得ざる 心境 —— 人生の 深き 

興趣 は、 要するに 强大 なる 二つの 力の 衝突から 生ずる 苦悶 懊惱の 所 達に 外ならぬ。 わたくし は、 文藝の 基礎 

を この IS に 置いて 解釋 してみ たいと 思 ふ。 さらば 二つの 力の 衝突と は I 

まつ TJ ぐら  ヲ -フォ ルス -ド. ザ ィザル 

S 光の 如く 奔流の ごとく、 驀地に、 殆ど 盲目的に 突進して やまざる 生命 の 力 を 人間 生活の 根本な りと 見 

る こと は 近代の 思想家の 多くが 一 致す ると ころで ある。 かの 變化 流動 を 現 K そのもの なりと 觀 じて 創造的 進 

化を設 いた ベルグ ソンの 哲學は 勿論、 また ショ ペン ハウエル の 意志 說 にも、 ニイ チェ の 本能 論 超人 說 にも、 

ライ フフ ォォス  .i 』1 • , 

バ アナ アド • ショォ の戲曲 「人と 超人」 に 現された 「生の 力」 にも エド ヮ アド • 力 アベ ンタァ 力 人間 生命の 

永 リ -. り 創造性 を 認めた 宇宙 的 自我の 說 にも 1 或は また 近く はバ アト ランド. ラッセルが 改造の 「根 本義」 

に唱 へた © 動 b 說に も、 ひとしく 皆 かかる 「生命の 力」 の 意味が a はれる ではない か。 (厨 川 白 村 著 「苦悶 

これ は、 文藝的 創作に ついて 考察し 記述しょう とした もので、 いはば 科舉的 考察と も稱 さるべき も 

ので あるが、 その 表現形式 は 全然 科擧 的で はない。 然 らば、 科學的 叙述で なくと も、 他の スタイルと 

して、 かかる 文章の 價値は 如何、 と考 へて 來 ると、 たと ひ 如何なる 種類の 文と いへ ども、 かかる 文體 

は、 もはや 今日の 文體 ではない。 餘 りに 調子をととの へようと して、 殆ど 無意味な 文字 を 多く 用 ひ 過 

ぎた ために、 讀者 をして 內容に 注意 を 向けし める ことが W 來 なくなった 文で ある。 あたかも、 全國靑 ル 


年 雄 辯大會 I を 聯想せ しめる やうな 文で ある。 舉術 的な 文に は 勿論、 他の 場合に 於ても、 決して かか 

る スタイル を眞 似て はならぬ。 


一 0 明治 以後の 文藝 

叨治 以後の 文 藝の發 達 は、 極東の 海上に 國を 鎖した 狹隧な 島國的 根性 をす て、 世界的 思潮のう ちに 生きん 

とする 努力に よってな された。 明治 以後の 文學の 展開 は、 德川 時代よりも、 寧ろ 奈良 朝から 鎌倉時代に 至る 

迄の それと 類似して ゐる。 文 © の 展開に は I 定の 秩序が あって、 その 順序 は 各 國の文 學史を 通じて 變る もの 

ではない が、 社 會の狀 態 や 推移の 遲速 によって 特色 づ けられる。 明治の 文學は 叙事文 學に屬 する 政論 及び 政 

治 小說を 以て 始まり、 二十 年頃から 主情主義の 文學が 起り、 感情に 深まろ ことによって 人間性の 觀念を 呼び 

さまし、 新しい 詩 敬が ここに 創始 せられた。 そして 主情主義の 口 マ ンス から、 人生 を 反省す る 自然主義の 小 

說 となり、 精神的 展開 を 主題と する 現今の 文舉 となった。 最近 半世紀 間の 文學 は、 浮薄な 摸倣 や、 新奇 を 競 

ふ 流行 や、 島國 的に 狭隘な 見解より 生ずる 琉派 や、 急激に 變遷 する 時代に 對 する 反動 等の ため 錯雜 し不統 I 

を 極めて ゐる やうで あるが、 靜 かに その 推移の 跡 を 眺める と、 全 體を 統率して ゐる、 根抵に ひそむ 力が ある 

こと を 感ずる。 この 統率力 は 人間性の 觀念 である。 かの 國粹 主義 も 耽美主義 も 本能 主義 も 宗教 的文學 も、 こ 


の 人間性の 觀 念に 基礎 づ けられ、 その 一 面の 表現で ある 時、 現代の 文藝 として 力 を 有する。 今日の 文 藝の發 

達 は、 人間性への 深まり、 人間性のより ひろき 展望で あると 言 ふこと がで き、 この 傾向に 逆行す る もの は 非 

現代的と 考 へられて ゐる。 私 はこの 點 から 國民的 文學が 世界的 文學に 近づきつつ あると 信ずる。 (土 居 光知 

§ 「文 ©序說」) 

この 科舉的 叙述に 於て、 注意すべき 點は、 明治 以後 今日に 至る までの、 無數の 作品と めまぐるしい 

イズムの 渦卷の 中に S 開した 我が 國文舉 の 相に ついて、 かくまで 短く しかも 平明に 敘し 去った 手法に 

ついて である。 明治 文 擧史を 一 通り 述べる だけで も、 かなり 大部の 書物と なる であらう。 それ を 僅々 

五六 百 字に 壓 縮し、 しかも その 主流 を 印象 强く 浮かび 出させた 手法 は 我等の 擧 ぶべき 點 である。 


一 一 萬 葉 集の 歌と 古今 集の 歌 

篱葉 集と 古今 集との 歌風の 相違に ついては、 旣に 十分に 說 かれて ゐる ことと 思 ふ。 ここに は その 相違 を 通 

じて 現れた 心の 相違 を 問題に する。 それ を 追及して 行けば、 何故に 蠤 葉の 時代が 純粹に 抒情詩の 時代で あり、 

何故に 古今の 時代が 物語 文 擊 への 過渡の 時代に 過ぎない かとい ふ 問題 も 解き 得られる であらう。 

まづ 初に 敬に 現された 感情の 相違に つ い て觀 察する。  が 


®ra を 狭く 「春」 に 限って 考 へて みると、 相違 は 極めて 明白で ある。 古今の 卷敏に ffi かれた あの 有名な、 ^ 

ひととせ 二 あ  こ と， J 

^の 內に春 は來 にけ り 一 年 を 去年と やい はむ 今年と やい はむ 

の 欲 は、 ^屮 の^も 愚劣な 歌の 一 つで あるが、 しかし 古今 集の 敬の 一 つの 特性 を擴 大して 見せて ゐる とい へ 

る。 それ は、 ここに ® はれて ゐる 「春」 が、 庶蠲 的な 自然の 姿で はなく して 唇の 上の 春で あり、 敬の 動機が 

B の 知識の 上の 遊戯に 過ぎぬ とい ふ Sf に 看取され る。 もとより 抒情詩に 敬 はれる 春 は 必ずしも 商 觀 的な 自然 

の粢 でな く ともよい。 B の 上の 卷 でも それが 詠歎 さるべき 感情 を 伴な つて ゐ さへ すれば よい。 例へば 少年の 

心が、 一 夜明けて 新しい 年になる とい ふ あの 急激な 變 化に 對 して 抱く 強い 驚異の 念、 或は 曆の 上の 春が 單な 

る人爲 的の 區分 ではなく して 何ら か 實體を 持った ものの やうに 感ぜられ、 恰も 自然が 唇の 魔力に 支配され て 

ゐ るかの やうな あの 不思議な 季節 循環の 感じ、 それら は 確に 强ぃ 詠歎に 價 する。 總 じて 曆 なる ものが、 季節 

の 循環と 天體の 運行との 不思議な 關 係から 生まれた ものである 以上、 暦の 知識の 内に 宇宙の 灤ぃ 理法への 測 

るべ からざる 驚異の 感情が 隱 されて ゐる こと は 否定し 難い。 しかし 右の 歌 はこの 驚異の 情と 何の 關 すると こ 

ろ もない。 季節 循環の 不思議 さ に^して はも はや 何らの 感情 を も 抱く ことの 出来 なくなった 心が、 ただ 立春 

の 日と 新年との くひ 違 を 捕へ て 洒落 をい つたに 過ぎぬ。 それ は詠教 ではない。 「人の 心 を 種と して」 m の 葉 

になった もので はない。 隨 つて 敬で はない。 

これ は 特に 甚だしい 例で ある。 しかし 古今^の 春の 歌に はすべ て 多少と もに この 傾向 が^られ ると 思 ふ。 

ここに 璲葉 集の 春の 歌との 第 I の 著しい 相違が ある。 蠤葉集 の^は 常に 直觀 的な 自然の 姿 を 詠歎し、 さう し . 

て その 詠歎に 終始す るが、 しかし 古今 桀の敬 は その 詠歎 を 何ら か 知識 的な 遊戯の |s に 嵌 込まなければ 承知し 


ない。 (和 辻哲 郞氏述 「思想 • 第 十 一 號」) 

先づ 考察の 主題 を 明確に 指示し、 銳ぃ觀 察の 下に、 きびきびした 筆致で 論 を 進めて 行く ところ、 ま 

さに 科舉的 叙述に 於け る 藝術的 境地と もい ふべき であらう。 かう した 名篇 について は 批評 や 說明は 無 

S である。 科擧的 敘述の テキスト として、 熟讀 玩味す る ことにより、 自ら その 手法 を會 得すべき であ 

る o 


一 二 短歌の 形式  . 

私 は、 我が 古文 學を 讀んで 居る 中に、 一 見 何の 不思議 もない やうで、 しかも 其の 根 本義の 容易に 明らめ 難 

い 問題に 逢 蕾した ことが 數々 ある。 短歌の 問題 は 其の 中の 最もお もなる 一 つであった。 問題の 耍點 は、 三十 

1 文字の 短歌が、 どうして あの やうに 廣く行 はれた か、 長く 續 いたか、 多く 詠まれた か、 深く 尊ばれた かと 

い ふに ある。 

我が 國の 文舉 は、 その 種類に 於て 可な り豐 富で あるが、 三十 一 文字の 短歌 ほど、 廣く行 はれた もの、 長く 

縝ぃ たもの、 多く 作られた もの、 特別に 尊重され たもの はない。 軍記 .讅 曲 • 狂言 * 淨 瑠璃 等、 堂々 たる 長 

篇 の文學 が、 概ね 一 時の 榮ぇを 見た ばかり、 一 二の 階級に 弄 ばれた ばかり、 比較的 ゎづ かな 一 定の數 量 を 有 お 


する ばかりで あるのに、 あのち ッ ぼけな 短歌の 何處に 入を惹 く 力が あって、 あの 無限の 廣 布. 永續 と、 無數 ^ 

の 分^と、 驚くべき as と を iS ち W たので あらう か。 また 同じ 歌 誘の 中で も、 長 欲 • 旋靱敬 . 片欲 . 混 本 敬 • 

神粱敬 • 催 馬 欒 • 今樣. 小 敬>  その他の 諸體 が、 いづれ も 一時の 盛運 を 見た ばかりで、 お ほむね 駿れ 忘れら 

れて 居る のに、 三十 一 文字の 短歌の みが、 どうして 迎綿 不斷の 存在 をつ づけて、 廣く行 はれ、 多く 詠まれ、 

のみならず 特別に 高い 地位 を 授けられ たので あらう か。 また 此の 三十 一 文字の みが、 何故に 世々 の 帝王 や、 

< ム鄉 や、. 僭 侶 や、 其の 他の 修茭 ある ^入 達に 詠まれた ばかりでなく、 方角 違の 人達 や、 無舉 文盲の 入々 に ま 

でも、 K く 愛で 弄 ばれた ので あらう か。 

おも ふに 其の 主要なる 原因 は、 短耿の 内容に あらず して、 形式 II 卽ち 調子、 しらべ II にある ので あら 

う。 それ は 短歌と 同じ 內容 を-歌った 他の 國 敬が 悉く 廢 つて 居る の を 見ても 分る ことで あり、 また 短歌の みが 

內 容は變 つても 依然として 榮 えて 居る の を 見ても 分る ことで ある。 然 らば 三十 I 文字の 短歌に は 如何なる 形 

式の 癸、 調子の 妙趣が 含まれて 居る ので あるか、 又 其の 形式の 美、 調子の 妙味が 如何にして 出來 たので ある 

か。 それ を 明らかにする 傍ら、 國歜胎 中； の W 綠を 明らかにして、 いろいろな 形式の 國 歌の 出来た 消息 及び そ 

れらの 推移. 變遷. 盛衰 • 興亡した 冈緣を 說 明して みたい とい ふの が 本論の 目的で ある。 (五十嵐 力 氏 著 

「國 敬の 胎生 及び 發 達」) 

これ は、 一 篇の大 論文の 目的 を 明示した ものである。 さすがに、 本邦 唯一 の 修辭舉 者の 筆 だけ あつ 

て、 どっしり とした 重み を 見せて ゐる 文で ある。 文中、 多く あら はれて 來る 反復の 語、 たと へば、 


「どうして あの やうに 廣く行 はれた か、 長く 綾 いたか、 多く 詠まれた、 深く 尊ばれた か」 「一時の 榮ぇ 

を 見た ばかり、 一二の 階級に 弄 ばれた ばかり、 比較的 ゎづ かな 一定の 數量を 有する ばかり」 の 類 は、 

同 博士の 文章の ー特徵 をな す もので は あるが、 しかも それ は 決して 單 なる 整調の 美に あらす して、 ど 

こまで も內 容に卽 した 表現で あり、 どうして もこれ だけ 並べなくて はならない 場所に、 ぴたりと 据ゑ 

ら れてゐ るので ある。 一字一句、 あくまで 修辭擧 の 原則から 生み出され たやうな 文で ある。 


一 三 記紀の 硏究 

古事記と 日本書紀と は、 種々 の 方向に 向かって 種々 の 硏究の 材料 を 我々 に 供給す る。 我が 國の 上代の 政治 

史は 勿論 * 社^制度 や、 風俗 習慣 や、 宗教 及び 道 德に關 する 思想 や、 一 口にい ふと、 內外兩 面に 於け る 我が 

上代の 民族 生活と 其の 發 達の 有樣と を考 へる に は、 是非とも 此の 二 書 を 綿密に しらべなければ ならぬ" しか 

し、 さう いふ 研究に 入らない 前に、 先づ 吟味して 置くべき こと は、 記紀の 記載 (« 紀に 於て は、 主として 古 

事 記と 相照膘 する 時代の 部分) は ー體 どうい ふ 仲 -K の もの か、 それ は歷史 であるか どうか、 もし 歷史 だとす 

れば， それ は どこまで 一 爭 K として 俗用すべき もの か、 もし また 歷史で 無い とすれば、 それ は 何で あるか、 或 

はまた それに 現れて ゐる 風俗 や ss 想 は 何の 時代の ことと して 見るべき もの か • とい ふ 問題で ある。 此の 點を ^ 


明らかにして かからなければ、 記紀の 記載 を 基礎に しての 考察 は 甚だ^ 疎な ものに なって しま ふ。  3 

何故に こんな 問題が 起る かとい ふに、 記紀、 特に 其の 神代の 部 は、 其の 記載が 普通の 意味で いふ 歴史と し 

て は 取扱 ひ 難い もの、 K 在の 入 間 行 S または^ K を 記錄 した ものと して は 信用し 難い もの だからで ある。 我 

我の 日常 經驗 から 兒れば * 人間の 行爲 ゃ事鎮 として 不合理な 物語が 多い からで ある。 なほ 神代なら ぬ 上代の 

部分に も， 同じ 性質の 記事 や 物語が 含まれて ゐる のみならず、 一 見した ところでは 別に 不思議と も 感じられ 

ない ことながら、 細かく 考へ ると 甚だ 不合理な、 事 K らしから ぬ 記載が 少 くない。 これ は 一 々例證 など を擧 

げ るまで も 無く、 周知の ことで ある。 ところが、 さう いふ ものが 何時の間にか 歷 史的 事 資と認 むべき 記事に 

移って ゆき， 或は また 事 S らしい ことと 絡みあって ゐる。 だから 記紀の 記載に ついては、 どこまでが 事實 で、 

どこまでが 事 K で 無い か， 其の 限界 を 明らかにし、 また 事 寶と認 むべき 部分と 然ら ざる 部分と を、 ふる ひわ 

けて 見なければ ならぬ。 1 口にい へば、 記紀の 記載 は 批判 を 要する。 さう いふ 批判 を 嚴密に 加へ た 上で なけ 

れば" 記紀と いふ もの は歷 史的 研究の 材料と する ことが 出來 ない。 ところが 我が 學界 では、 まだ それが 十分 

に 行 はれて ゐ ないやう である。 (津田 左 右吉 氏 著 「古事記 及び 日本 霄 紀の 研究」) 

緻密な 考へ 方と、 正確な 論理と、 筆の 運び 方の 如何にも 落着いた 點、 科舉 的と いふ 語 を 冠す るに 最 

も ふさ はしい 文窣 であらう。 それで ゐて、 用語の 如き は 至極 平易で、 ことに 「絡みあって ゐる」 「ふ 

る ひわけ る」 とい ふやうな 通俗に 川 ひられる 言葉が、 びたり と舉 術の 座に 据 ゑら れてゐ ながら、 何等 

の 不自然 さ を も 感じさせない 點 など は、 最も 後人の 舉 ぶべき 點 であらう。  • 


一 四 神話 發 生の 心理 

神話 は 要するに 超，： in 然的翳 格 卽ち祌 を 中心とする 未開 民族の 物語で ある。 隨 つて、 未開 民族の 神 はいかに 

して 生まれた かとい ふこと を 明らかにすれば、 祌話發 生の 心理 は 自ら 解 IS がっく わけで ある。 

思 ふに 原始人 は 殆ど 「個」 とい ふ 意識 を 有せず、 常に 集團的 心理に 支配 せられて ゐる。 彼等の 間にあって 

は、 個人の 存在 は無價 値で ある。 原始 社會の 心理 活動に 於て、 その 重要なる 部分 を 占む る もの は、 集 圑的情 

緖と 鹩團的 表象と である。 而 して、 この 篇. 表象の 1 般的 特徵は 神秘的と いふ ことで ある。 

原始人 はかくの 如き 神秘的 性質 を 有すろ 集團的 情緒 又は 表象 を 通して 外 S を^る が 故に、 およそ 宇宙に 存 

する すべての * 物 は、 悉く 知覺 を絕 した 神秘的な 或靈能 作用 を內存 させて ゐ ると 考 へる。 かくて この 時代に 

は、 宇宙 はた だ 一 個の 神秘の 世界から 成立して ゐ るので あって、 經驗 世界と 超經驗 世界との 二元的 對立は 未 

:,. に； 生して ゐな いので ある。 換言すれば 人 も 動物 も 又 天然 物 もす ベて 等質 同 價の靈 能 を 持って ゐ ると 觀ぜら 

れる。 かう した g 想から は 特に 神と いふ ものが 生まれる 喾が なく、 隨 つて 神話 も 未だ 發 生し 得ない ので ある。 

然るに 文化が やや 進展して、 民族の 知力が 深化し、 經驗 が滑大 する につれ て、 自己と 周阗の 事物との 間に 

存 する 差別 相に^ ざめ、 雨 者の 間に 存 して ゐた 神秘的 共享の 感情が 薄弱と なり、 その 結果 は、 宇宙に 遍滿し 

てゐ ると 考 へられた ^能が 次第に 個性 化して 來る。 かくて 自然法 則 を 以て 律し 得られる 經驗 世界と、 該 法則 <3. 


を 謹した 超 置 世界との SI 生し、 1 は 8 に 無くして、 た S 者に のみ 存 すると 観ぜられろ t  ^ 

になる。 

それと 同 寺 こ 一方に 於て は、 未開 民族 は 死 *夢. 影 等の 諸 現象から 推論して、 人類 は靈 魂と 名 づくぺ き 

agthor  self を 右す ろと いふ 思想. 信仰 を 得、 而し てこの 思想 • 信仰 を 超經驗 世界に 移入して、 該 世界に 存 

する 靈 能の 所有 教を 偉大なる 靈 魂の 顯現 であると 考 へる やうになる。 これが 卽ち祌 である。 I 旦 神が 發 生す 

ると、 未開 民族 は 自己の 心に 豐滿 して ゐる 想像 性 • 探究 性 • 受 感性 を 盛に 活躍 させて、 頻りに 神 を 中心とし 

ての 物語 を 生み出す。 これが 卽ち祌 話で ある。 (松 村 武維氏 著 「童話 及び 兒 童の 硏究」 ) 

本文 は、 その 取极ふ 内容が 極めてむ づ かしい 問題で あり、 隨 つて、 特殊の 術語 等 を 必要と する ので、 

一般の 讀 者に とって は、 多少 難解の 點が あるか も 知れない が、 しかし、 この 極めてむ づ かしい 問題 をノ 

論理 整然と、 一 語の 無駄 もな く、 明確に 叙述され た點 について 舉 ぶべき である。 


一 五 發展と 助成 

教育 は 被敎育 者の 發展を 助成す る 作用で ある。 

私 ま、 ー應、 教育 を かく 定義し、 發 K と，： S 成の 怠 養 を 吟味す る ことから、 叙述 を 進める 


發展を 最高 義に 解す る 時 は、 一 切の 生成 變化を 其の 中に 含める。 此の 場合、 「發 展」 は 固定 • 不 變に對 す 

る槪 念で あり、 自然界の 生成 *變 化 I 例へば、 四季の 循環の 如き も、 I つの 發展 である。 第二に、 發展は 

稍 狭義に ！ 切の 生成 變化 屮、 一 定の 目的に 向かへ る もの、 卽ち 自然 的 • 機械的 變 化に 對立 する 合目的な 變化 

として 考 へられ、 例へば 生物の 生長. 發展と いふ 場合の r 發展」 の 如き は それに 當る。 第三、 更に 狹く、 目 

的に 向かへ る 時間 的 生起に 於て、 其の後 段が 前段に 比し、 より 高き 價値 を實 現す る 場合に のみ、 『 發展」 な 

る 語 を 適用す る ことがある。 此の 場合、 發展は 全然 僳値 的な 漑念 である。 最後に、 又 上の 價 値の 時 問 的發展 

ザィ スト 

を 一 種の 形而上 舉的 木體の QT 己實 現と して 觀 ずる ことがある。 へ T ゲル は 精神の 自己 寶現 として 歷史を 見た P 

發展 なる 詰 は、 斯く 極めて 多義で、 粗 難に 槪觀 した だけで も、 上に あげた (I) 生成 變化、 (二) 合目的 發展、 

(三) 價依的 發展、 (四) 形而上 學的 S! 的 發展の 四つの 意義が 區 分せられ る。 此の 中、 第 I の 最廣義 の 解 釋 は > 

敎 育と 殆ど 無關 係で ある。 よし 又、 關 係が あるに しても、 自然界の 事象 は 入力 を 侯たず、 人力に 關 せず、 必 

然の 法則に 從 つて 生成 變 化する から、 之 を 助成す る こと は、 不可能で あり、 且 無意義で ある。 隨 つて、 從來 

敎 育に 於て 考 へられ 來 つた 發展 は、 主として 合目的 發展 と價値 的發展 で、 最後の 形而上 學 的發展 は、 教育的 

考察の 深まった 極、 或は 斯く 觀ぜ ねばならぬ 場合が 生ずる に 止まる。 で、 私 は 先づ、 合目的な 生物 的 發展と 

敎育的 發展と を 合 一 すろ 見地， も 少し 碎 いて 言へば、 敎育を 順應と 解し、 其の 結果、 敎 育と 馴簦、 又は 培養 

と を 合 一 する 見地 を撿 討し、 Effi から 自分の 立場 を 明らかにしたい。 (篠原 助 市 氏 著 「理論的 敎育 舉」) 


極めて 論现 的で あり 且 明確なる 文章で ある。 一分の 隙 もない 文^と は、 かくの 如き 文窣 をい ふので ^ 

あらう。 まづ、 初の 一行に 於て、 極めて 簡明に 敎育を 定義し、 それより 順次、 その 定義に 用 ひた 言葉 

の 意義 を 整然たる 論理に 於て 說 明し、 1 論述の 態度と 立場と を 明らかに 指示して ゐる。 ことに、 かか 

る嚴肅 なる 態度に 於て、 「私 は、 ー應、 敎育を かく 定義し」 「よし 又、 關 係が あるに しても」 「も 少し 

碎 いて 言へば」 とい ふやうな 語を揷 入す る ことにより、 請 者の 緊張 感に 一脈の 餘裕 を與 へて ゐる 手法 

の 如き は、 いは ゆる 無技巧の 技巧に ® し、 最も 後人の 舉 ぶべき 點 であらう。 


二/  @ 负 と f 

理解 は 人間の 生活の 極めて 汎な 範圍に 亙って ゐる。 それ は 幼兒の 片言の 理解から ハ ム レット や S 性 批判 

の 理解にまで 及んで ゐる。 我々 は 身 振、 昔 樂の音 、 彫刻され た 大理石、 書かれた 文字、 その他、 行爲 ゃ經濟 

的 秩序 ゃ社會 制度な どに 於て、 すべて 人間^ 神 を 理解す るので あろ。 これらの 場合つ ねに 理解の 過程 は 共通 

なる 條件 によって 定められて をり、 共通なる 手段 を 用 ひて をり、 隨 つて 共通なる 特徵を 具へ てゐ ると 考 へら 

れる。 理解 は >  それが 特に 舉問 的なる 8 覺 にまで 持ち 來 されて、 方法 的なる 統制の もとに 於て 行 はれる とき- 

「解 釋」 (Anslegunsc  Oder  Interpretation) である。 理解が 解韉 にまで 高まり 得る ために は、 理解の 對象 とな 


る もの は旣に 一定の 性質が 要求され る。 このと き對 象に いつも 固定され たもので あり、 そして かくして 我々 

が絕 えず それに 還って ゆき 得る もので なければ ならぬ。 もし さう でな くして、 それが つねに 動 摇し變 化する 

か、 或は 須,、 にして 消去って ゆく かであるなら ば、 我々 は 我々 の 理解 を 統制し 若しくは それ を 吟味して、 そ 

の 客 觀性を 確立す るに 到るべき 手がかりと 支持 ii と を もち 得 ないから である。 ところで 解釋 なる 語 はもと も 

と 特に 言語と 關 係 して をり、 解-纏の 方法 學 たる 「解 釋學」 CHCTmenentik) は 歷史に 於て 從來 主として 言語 

學と關 2g して 發達 させられ、 發展 して 來た。 いま 我々 が解釋 及び 解蘀 舉 なる 語 を 言語と 文字の 世界から、 政 

治 .綏 濟. 社會の 諸 組織 • 諸 制度の 領域へまで 擴 張して 使 W する に は、 理由がなければ ならない。 その 最も 

1 般 的な 理由 は 斯うで ある。 先づ書 かれ 現された 文字と 言語に 於て 人間の 生活の I 切 は 最もよ く 固定され、 

保存され る ことが 出來 る。 それば かりで はない、 人間の 内面 は ひとり 言語に 於ての み、 それの 完全な、 包括 

的な、 客觀 的な 表現 を^ 出す。 ここに 最も 廣き 意味に 於け る文學 が糈； 1： 生活 及び 歷史の 理解に 對 して 有する 

甚だ 重要な ろ 意味が 攛 たはって ゐる。 文字 を もって 傅 へられた ものと 關 係して 初めて、 歷 史上の 記念物、 事 

件の 動機な どの 解 釋は滿 足な 結果に 導かれる ことが 出來 るので ある〕 古代の 器具. 繪誓* 彫刻な ど を 硏究す 

ると ころの、 フリ， 'ドリ ッヒ • ァゥグ スト. ゥ オルに よって 考古學 的 解 釋 學の 名を與 へられた 科 $ も、 これ 

を 遂行す るに 力めた プ レツ ラ ー が旣に 注意して ゐる やうに、 言語. 文舉 からの 解 釋 を 前提し、 かっこれ に 指 

示 を 求めて ゐ るので ある。 そこで 文 に 於て 保存され た 人間的 存在の 遣 物の 解釋が あらゆる 解 釋 の 技術と 方 

法の 中心 を 占めて 來た。 然るに 解釋學 は 言語 擊 にあっても 歷史 のうちに 漸次に 發展 したので あって、 この 發 

展が 一 定の 階段に 到達した とき、 これが 他の 種類の 存在にまで {2! 己の 領域 を擴げ て、 一般に 「現 資的 存在の g 


(Interpretation  der  wirklichkeit) の 方法論と なる 可能性と 共に 棂據 を與 へられた。 (三 木 淸氏著 ^ 

「史的^ 念 論の 諸問題」) 

理解から * 釋 へ解釋 から 解釋舉 への 推移 を、 明確に 敍述 した 文章で ある。 とかく、 哲舉 的圈內 にあ 

る 問題 は、 內容 が內容 だけに、 敍述 がむ づか しくなる の は當然 であるが、 それにしても、 我々 は、 そ 

の荣 遠なる 哲舉的 思考 を 出來る 限り 平明に 敍述 する ことに 力 を 注がねば ならぬ。 本文の 如き はさう で 

ない が、 やや もす ると、 哲舉的 思考の 敍述に 於て は、 表現に 無關 心で あるかと 疑 はれる ほど、 その 言 

ひま はし 方 や 用語に 生硬な 感を 抱かし める 場合が 多い。 


I 七 求む る ものと 求めら るる もの 

求む る ものと 求めら るる ものとの 間に 調和 的關 係が 成立つ 時、 我々 は樂天 主義者で ある。 勿論 比較的 容易 

に 求む る ものが 與 へられ、 祈願す る 所が 叶 へらる る こと も 強ち 少しと せぬ。 けれども 能 求と 所 求との 調和 的 

關係は 兎角 脅かされ がちで、 我々 は 其の 都度 厭世主義 者に ならねば ならぬ。 求む る 心の あるのに 與 へられ ざ 

る こと 多く、 與 へられ ざるに 逾求 むる 心の 萌し を 抑へ る ことが 出来ず、 或は 又 求めつつ しかも 眞に その 求め 

を る^の 何なる か を 知らぬ といった やうな、 目的 結 不相 合の 經殮を S ねつつ あるの が、 恐らく 我々 の n 常 


生活の 常態で あらう。 要するに 人生の 悲喜劇の I 切 は 能 求と 所 求との 關 係から 生まれ 出で たものに 外ならぬ。 

然らば 兩 者の 關係を 如何に 見るべき であらう か。 兩者不 一 致の 場合 は 多少 複雜 であるから、 ここに は 問題 を 

兩 * の 一 致す る 場合に 局限して 考 へる ことにする。 そして この 簡單 なる 場合の 解決 方法が、 やがて は 兩者不 

一 致の 場合の 解決 方法の 示 咬と もなる であらう。 

今 ここに 一人の 幾何 舉者 が、 一定 數の 定義 • 公理 等から 出發 して 見事 I 個の 定理 を證 明し^ たと する。 考 

へられた 定義. 公理 • 定理と、 これ を考 へる 意識との 間の 關係 はむ づ かしい 論爭の 種に もなる から、 假 りに 

其の 幾何 ® 者の 心が その 定義な り 公理な り 定理な りに なりきつ てゐる ものと 想定しょう。 かくても なほ 其の 

證明 過程の 分析 は 心理 學上 並びに 論理 學 上の 諸問題 を 包蔵して ゐる ので あるが、 今 それらの 定篛 • 公理 等が 

或 一定の 結合 を 遂げて その 定理に 發 K したと 至極 簡單 に考 へる ことにする。 然る 時 は 其の 論證 過程の 出發 S 

たる 定義. 公理 等 は 正に 求む る もので あり、 その 定理 は 求められた ものである。 そして 一般に 前者 を假定 • 

倏件 • 論 據* 前提な どと 呼び、 後者 を歸結 • 結論な どと 呼ぶ ので ある。 かかろ 場合 求む る ものと しての 前提 

と 求めら るる ものと しての 結論との 關係は 如何なる もので あらう か。 數© 者 や 論理 擊者 などの 普通の S 解に 

よれば、 結論 は 前提に 依存す るが、 之に 反し、 前提 は 結論に 依存せ ずして 全く 镯 立で ある。 若し 然ら ずして 

結論が 前提に 依存す ると 共に 前提 亦 結論に 依存す る やうな ことで あれば、 これ は 所謂 循環 論證 であって、 論 

證 として 全く 無 债値 な ものである。 幾何 學者ゃ 形式論理^ 者の 立場から、 かかる 循環 論證の ゆるす ベから ざ 

る は 無論の ことで ある けれども、 i 個の 論證を 生きた 意識の 具 ！a 的發展 として 見るならば、 前提 は單 なる 前 

提 ではなく して 結論に 對 する 前提で あり、 定義 や 公理 は單 なる 定義 や 八ム理 でな くして 定理に 對 する 定義 ゃ八ム 卯 


SJ であり、 求めら るる 定理に よって 始めて 定義 や 公理 を潠擇 する 原理が えられ、 暗示せられ たる 結論に よつ 

て 始めて 前提が おかれる。 否 寧ろ 前提 は その 結論に よって 立つ と S る ことが 出来る ので ある。 私 はか かる 意 

味の 循環 論 はた だ 可能で あるの みならず、 實 にあら ゆる 論證 の根抵 となる もので、 普通の 論 證と稱 する もの 

はか かる 論證の 具體的 體驗の I 而を 抽象して^ た 第二義 的の ものと 考 へたい ので ある。 (高 橋 里 美 氏 著 「全 

K の 立場」) 

綿密な 哲舉的 考察 を、 平易な 言葉で 表現した 點 について 擧 ぶべき である。 ただ、 ここに 一 っ考 へさ 

せられる こと は、 哲舉的 素養の ない 多くの 讀者 は、 本論 文の 引例に ついて 多少 不思議な 感を 抱かせら 

れる であらう とい ふこと である。 「求む る ものと 求めら るる もの」 についての 書 出し は、 それの 調和 

的關 係に 於て 樂天 主義者と なり、 反對の 場合に 於て 厭世主義 者と なること を 述べ、 「要するに 人生の 

悲甚 劇の 一 切 は 能 求と 所 求との 關 係から 生まれ 出で たものに 外ならぬ。」 と 述べて ゐ るので あって、 

何人に も 分り やすい 一般的な 問題で あるが、 さて、 その 兩 者の 關 係の 說 明に 當 つて、 幾何 擧 者の 定理 

證 明と いふ 特殊の 例 を 持って 來 たので、 哲學的 素養の 乏しい 讀者 は、 定めて、 ここで はたと 行 詰まる 

ことと 恩 ふ。 しかし、 それ は^ 舉的 思考に 必要な 循環 論證 のこと を說明 せんがた めの ものであって 最 

も 妥當な 引例に 相 遠な からう と 思 ふので ある。 ただ 注意した いこと は、 一般的な 文章に 於て は、 か. か 

る 引例 法 は 力めて 避けねば ならぬ とい ふこと である。 
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一 八 生存 競爭 

地球上に は 動槠物 各種 をして 自由に 增 加せ しむべき 餘地は 少しもない。 其 所へ 動植物の 各種が 遠慮な しに 

多 數の子 を 生む ので あるから、 互の 間に 劇しい 競爭の 起る の は 見易い 道理で は あるが、 其の 有樣を 詳しく 論 

ずるに は • 先づ諸 生物の 生活す る有樣 から 考 へ て かからなければ ならぬ。 

^^の 中には 獅子 • 虎 • 狐. 狸の 樣に肉 を炱ふ もの も あれば、 牛. 馬 • 羊 • 鹿の 如くに 草 を 食 ふ もの も あ 

るが、 獅子 • 虎 等の 餌と なる もの は 矢張り 草 を 食 ふ 動物 故 * 動物の 食物 は 直接に か 間接に か 必ず 植物より 取 

るの 外 はない。 又 海產の 動物 を 取って 見る に、 三尺の 魚 は 一尺の 魚を炱 ひ、 一尺の 魚 は 三寸の 魚 を 食 ひ、 111 

寸の魚 は 一 寸の蟲 を 食 ひ、 一 寸の蟲 は 三分の 蟲を食 ふとい ふ樣な 工合で、 どれ もこれ も 皆 肉食 動物ば かりの 

樣 であるが、 a も 小さな 蟲は 大洋の 表 fra 全體に 浮いて 生活す る 無限の 微細 藻類 を 餌と する から、 此の 場合に 

も 動物の 食物の 根元 は 矢張り 槌物界 にある。 然 らば 植物 は 何 を 食 ふかと いふに、 陸上の 植物なら ば 水中より 

總 ベての 養分 を 取り、 孰れ も 日光の 力 を 借りて 之 を {R 分の 體 質に 造り 換へ、 生長し 繁殖す るので ある。 それ 

故、 ^色 を呈 する 植物 は 全世界の 牛： 物總 體 に對 し、 食物 供給の 役 をつ とめる ものと いって 宜しい。 

斯 くの 如き 有樣 故、 槠物 なしに は 草食動物 は 生きて 居られず、 草物 動物な しに は 肉食 動物 は 生きて 居られ 

ぬ。 ^を 食 はなければ 生命が 保てぬ のが 草食動物の 天性で あるから、 荩食 動物 を 飼 ふ 人 は 初より 毎日 若干の 
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草 を 镊牲に 供す る 積り でなければ ならず、 又 他の 動物 を 食 はなければ 生命が 保てぬ のが 肉食 動物の 天性で あ 

るから、 肉食 動物 を 飼 ふ 人 は 初より 日々 若干の 動物 を 殺す 覺悟 でなければ ならぬ。 草と 草食動物と 肉食 働 物 

とが 相 並んで 互に 犯さず、 共に 生存して 行く とい ふこと は 到底 出來ぬ ことで ある。 昔、 印度の 釋迦が 山中で 

難行苦行 をして 居られる 處へ惡 魔が 試しに 来た 話が ある。 先づ 鳩に て 飛んで 來て、 「お 釋迦 今驄が 

私 を 捕って 食 はう と 追 ひかけ て來 ます。 何卒 憐と 思うて 御 助け 下さい。」 といった ので、 釋迦は 直に ® を馕 

に 入れて 隠して やった。 所へ、 又惡 魔が 直に 躧に 化けて 飛んで 来て、 「ぉ釋 迦樣、 私 は 久しく 物 を 食 はず、 

非常に 腹が減って 居ります。 今 追 ひかけ て 來た鳩 を 食 はなければ 必ず 直に 餓死し ます。 何卒 憐と 思うて 今の 

鳩 を 出して 下さい。」 といった 故、 鞣迦は 如何したら 宜しから うと 思案した 後、 自分の 腿の 肉 を 少し 殺ぎ と 

つて 之 を 驟に與 へ、 遂に ^ を も臟を も 助けられ たとい ふこと である。 素より 是は 苟も 慈悲 忍 辱 を 旨と する も 

の は 此の 心掛 でなければ ならぬ とい ふ譬 で、 敎訓 として は 最も 妙で あるが、 寶際 此の方 法で 鳩 も騰も 助けら 

れ るかと いふに 中々 左 樣には 行かぬ。 若し 世の中に ® も 一 疋、 騰も 一 疋 より 無く、 之 を 僅かに i 日 だけ 助け 

るの ならば、 此の方 法で 差 支ない が、 總 ベての 鳩と 總 ベての W と を 雨 方と もに 何時までも 助ける こと は 決し 

て出來 ぬ。 幸 ひ 悪魔が 一 回 だけより 鳩と 嘰 とに 化けて 来なかった から 宜しい 樣な ものの、 若し 根氣 よく 此の 

試し を 何回も 繰^し、 又 鳩に 化けて 來て隱 して 貰 ひ、 又驄に 化けて 來て 腿の 肉 を 殺いで 貰ったならば、 i 度 

に 半斤づ つと しても、 十回に は 五 斤と なって、 こんど は 釋迦が 死んで しま ふ。 (丘淺 次 郞氏奢 「進化論 講話 」〕 

とれ は、 「求む る もの」 と 「求めら るる もの」 との 關係 について、 生物 舉 的に 說 明した もので あり、 


丘 博士が 明治 四十 年代に 書かれた 文章で あるが、 科 舉 的 文章 中の 一大 名文と して 最も 人口に 膾炙して 

ゐる ものである。 如何にも 平易に して 明瞭、 興味の 盡 くると ころ を 知らす、 何 べん 請んでも 厩き る こ 

とのない 名篇 である。 かうな ると、 科舉 的敘述 もま さに 小說 以上で ある。 ことに、 引例の ために 用 ひ 

られた 釋迦の 傳說の 如き は、 これによ つて 主題た る 「生^ 競爭」 の 免 かれない こと を 最も 明瞭に 讀者 

に 印象せ しめて ゐる。 引例に よって、 主題の 意味 を 却って 不明なら しめる が 如き は、 何人も 企てない 

ところで あるが、 この 文の 如き は、 最も 引例 法に 意 を 用 ひた 文と いふ ことが 出来よう。 丘 博士の 文お 

1 面すら すらと 何等の 苦心の 跡 も 見えない やうで あるが、 仔細に 觀 察すれば、 ニー 一一 口 一 句 悉く 苦心の 結 

晶 ならざる はない。 たと へば、 「動物の 中には 獅子. 虎 • 狐 • 狸の 様に 肉 を 食 ふ もの も あれば、 牛 • 

i  •  #  • きかかい い 草 を 食 ふ もの も ある」 の 如く、 . 前に 四 種の 動物 を あげれば、 後に も 四 種 を あげて 

對應 せしめ、 前に 「様に」 と 言へば 後に 「如くに」 と 述べる とい ふが 如き 注意、 また 「三尺の 魚 は 一 

尺の 魚 を 食 ひ、 一尺の 魚 は 三寸の 魚 を 食 ひ、 三寸の 魚 は 一寸の 蟲を食 ひ、 一寸の 蟲は 三分の 蟲を食 ふ」 

とい ふ 風に、 總 ベて 三分の 一 に 減じて 行く 修辭の 如き、 或は ニ^. 食 動物 を 飼 ふ 人 は 初より 毎日 若干の 

草を犧 t に 供す る 積 りれ …… 肉食 動物 を 飼 ふ 人 は 初より 日々 若干の 動物 を 殺す 覺 悟で …… 」 の對 句の 

如き、 極めて 細心の 注意 を 用 ひて ゐ るので ある。 恐らく、 自然 科舉 者に して、 かくまで 文章に 苦心す 

る 例 は 稀で あらう。 されば こそ、 後の世まで 殘る 名篇が 生まれる ので ある。 

4 
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有髖 物で 法律上の 物で あるか どうかが 問題と なる の は 人の 身^で ある。 從來の 法律 學が 論理的 解 驛 の 方面 

では 微に 入り 細 を 穿って、 脫 けた 髮の毛 一 筋の 行方まで 突 止めなくて は 承知， W 来なかった とい ふ 標本までに. 

人 體に關 する 論 a? を 摘；； s して ゐる。 

( 一 ) 生きた 人の 身^ は 法律上の 物で ない。 卽ち 法律上の 物と いふの は 人類 以外の 自^界に 於け る有體 物で 

ある。 法律が すべての 人 を ！g 利の 主 體と 認める 以上、 其の 構成 部分た る身體 の 全部 又は 一部 を 權 利の 目的た 

り ^ べき 物と 兌る こと は、 人格 承認の 根. k 觀 念に 反する からで ある。 併し それ は 今日の 開明 的觀 念で、 舊時 

代に は g 利主體 たる こと を 認められず、 隨 つて 法律 ヒの 物で ある 人の 存在 を考へ 得る。 

(11) 人の 身體の 一 部分が 自然に 又は 人爲 的に 人^から 分離した 場合に、 其の 部分 は旣 に人體 ではなくて 外 

界の 有體物 だから、 法律上の 物と して 灌 利の 目的たり 得る こと は 明白で ある" 而 して 其の 部分の 最初の 所有 

攉は それが 分離 以前に 屬 した 人に 歸^ し、 其の後 或は 明示 又は 晴默 に讓り 渡され 或は 拋棻 される ことがある 

ぺ きものと 解され る。 ただ 問題と なる の は 最初 所有 S. 収得の 法律上の 原因で ある。 無 主物 先 占 論 は當ら ぬ。 

身^に 對 する 所有 籀が 分離 するとい ふ 論 は 根木飆 念に 反する。 密接 關係 あんが 故との 設明は 法律 論で ない。 

私 は、 人が 其の. せ體 について 有する 人格 權が 分離した^ 體の 部分に ついては 冇所 ffl に變 形す る こと、 恰も 入 


格發 露の 結果と して 無體財 蠻權を 生じ、 人格 侵害の 結果と して 損害賠償 請求 欞を 生じる と同樣 である、 との 

說明を 試みたい。 

(一一 一) まだ 分離し ない 身 鱧の 一部 を讓り 渡す 契約 は、 其の 部分の 分離が あった 場合に 之 を讓り 渡すべき 旨の 

契約と して 有効と 解すべく、 其の 部分の 分離 を 請求 强 制し 得べき 契約と して は 善良の 風俗に E する の 故を以 

て 無効と いはねば ならぬ。 

S) 身體を 人工的に 補充した 部分 は 身體の 一部で あるか。 それが 身 體に附 著す る 程度に よって 身體の 一 部 

であると 物で あると を^ 別す る 外ないで あらう。 (ffl 積重遠 氏 著 「民法 總 論」) 

民法 上から 「物」 の 意義に ついて 說 明した 後、 「生きた 人間の 身體」 が 如何に 見ら るべき か を 論述 

した 文で ある。 その、 あらゆる 場合に 亙って 考察した 綿密な 思考 作用に ついては 驚く の 外 はない。 釋 

迦が 廳に與 へられた 腿 の 肉 は 民法 上の 「物」 であるか 否か、 義齒ゃ 義眼 や 義足 や 義手 は 如何、 とり は 

づ しの 出來る 義齒ゃ 指輪 は 如何. I さう した 疑問にまで、 右の 文 は 明瞭に 答へ てゐ ると 思 ふ。 そして、 

行文 は 如何にも 平易に して 明瞭で ある。 科舉的 文章 は、 まさに かく あらねば ならぬ。 


第三 章 論說的 文章 


ここに、 論說的 文^と いふの は、 宗敎 *敎 育 • 科 學* 文 藝* 政治 • 經濟 等、 すべて 人生 • 社 文 

化の 一 切の 範圍に 亙って、 とりあげられ たる 一 定の 問題に 對し、 意見 を 陳述し、 主張し、 宣傳 し、 ま 

た 時に 勸誘 すると ころの 文章の 謂で ある。 具體 的に いへば、 新聞の 社說 がそれ であり、 文明 批評が そ 

れ であり、 人物評 論が それで あり、 雜 誌の 主張 瀾の 記事、 名士 講演の 類、 時には 廣吿の 文面の 如き も 

それに 當る。 

論說的 文章 は 科舉的 文章の 客観的 • 理智的 • 說明 的に 終始す ると 異なり、 何等かの 立場に 於て、 自 

己の 意 兌 を 主張し、 讀者 をして 意志的に また 感情的に 動かさう と 企てる ものである。 隨 つて、 論說的 

文章 は、 主觀的 • 意志的 または 感情的の 要素 を 多分に 含む もので は あるが、 しかし、 讀 者の 理性に 反 

する もの は、 決して 讀 者の 心 を 動かす こと は 不可能で あるから、 そこに は、 容觀的 • 理智 的. 說明的 

な耍 素が 必要に して K くべ からざる ものと なって 來る" 否、 場合によって は、 最もす ぐれた 說明 は、 

そのまま 筆者の 主張 を 言 ひ あら はし 盡 くして ゐる こと すら ある。 たと へば、 政黨の 腐敗. 墮落を 述べ、 


その 改造の 必要 を 主張 せんとす る 場合、 現在の 政 黛が 如何に 腐敗し 墮 落しつつ あるか を、 幾多の 赏例 

によって 說 明した だけで も、 立派に、 政 ® 改造の 必要 を 主張して ゐる ことになる 場合 も ある。 また、 

保險の 加入 を勸誘 せんとす る 者が、 直に 勸誘 にと りかから す、 保險 加入者の 利益に ついて、 數理 的. 

銃 計 的. 實例 的に 巧妙に 說 明す るが 如き も それで ある。 

かくの 如く、 巧妙なる 說明 は、 それの みで、 主張 ニー 且傳 *勸 誘の 目的 を 達する 場合 も あるが、 本格 

的の 論說文 は、 說明 とともに、 或は 說 明の 後に、 堂々 たる 主張と なり、 または 微妙なる 勸誘 となる の 

が 通例で ある。 

それ ゆ ゑに、 論說的 文章の 耍點 は、 およそ 左の 三 點に歸 着す るで あらう。 

第一、 主張 事項の 說明 または 解說。 

第二、 本格的の 主張 または 宣傳。 

第三、 赏行的 意志の 喚起、 すな はち 勸誘。  . 

隨 つて、 その 敍述的 態度 は、 科舉的 文章の 如くに 徹頭徹尾 冷靜に 終始す る こと は 不可能で あり 且不 

利益で ある。 勿論、 徒に 空理 {4! 論に 流れ、 あるひ は 感情的に 奔 るが 如き は、 最も 誠むべき であるが、 

用語に は 相當の 熱意 を 必要と し、 睛者 をして 實踐的 意志に 燃 立た しむる もので なければ ならぬ。 つま 

り、 理智 的に も 感情的に も、 一 々尤もで あるとう なづ かせつつ、 その 所論に 引 入れられ、 つ ひに 實行 

的 熱意 を もつ に 至らし める やうな 文が、 こ の 種の 文の 上乘 なる ものと い へ るで あらう。  ^ 


以下 具體的 文例に ついて、 その 衮現的 乎 法を學 ぶこと とする。 

, I 表現 練習の 必要 

公衆の 前に^ 長 舌 を 弄するな どは^ 德 だと 心得た のが 日 木 人の 習惯 であった。 何しろ 幾 百年 來 「口 は禍の 

SZJ だと 心得て 生活して 来た 日本人で ある。 その 結果と して 第 一 に 日本語 そのもの からして、 公 開演 說の言 

^として は 十分に 發 達して ゐ ない。 この gf では 世界で 最も 多く 民權 自由 を 重んじた アン グロ サクソ ン 人種の 

國 語が 一 番發 達して ゐる。 ゼン トル マ ンを^ 成しようと いふ 昔風の々 ンブ リツ ヂ • オクス フ ォ ルドな どの 大 

© が、 最も 大切な 訓練と して 行った もの は 討；； 1 であった。 日本で は ^想發 表の 爲の 演說ゃ 文章 を 主要な 課目 

として 取扱 ふ學 校が、 過去に も 現在に も 果して お るで あらう か。 物 は 必要の ない 所に 發達 はしない。 日本語 

が 演說に 適せず、 B 本に 雄 S 家が 少 いのは、 その 必要が 無かった からだ。 英語な どに 較ぺ ると、 この 點は K 

に恥づ かしい と 思 ふ。 Q.K 語 そのものが 旣に この 徵で改 S を 要する ので ある。 その 日本^ を 使って ゐる 日本 

人に、 巴 里の 眞屮 など へ 行って 外國 語で^ 傳 運動 を やれと 言った つて、 それ はやれと 言 ふ 者の 方が 無理 かも- 

站ネ な、 

S 想よ 財布と 反對 で、 外へ 出す ほど 中味 は豐 富になる。 發 表しないで ゐ ると 源泉が 涸渴 してし まふ。 この 

a から 兌ても 日本人の 思怼 化活は fi 弱なら ざる を 得 ないで はない か。 (厨 川 白 村 著 「象： ォの塔 を 出て」) 


99 


論說的 文章 は、 rA は B なり。」 と斷定 し、 讀者 をして その 斷定を 信ぜし め 共鳴せ しめる こと を 目的 

とする。 この 文に 於て は、 「思想 表現の 練習 は 表現 方法 を 助長せ しむる とともに 思想 生活 を豐 富なら 

しむ。」 と 斷定し 主張し、 讀者 をして、 それに 共鳴せ しめよう として ゐ るので ある。 旣に讀 者に 共嗚 

を 求める 以上、 先. つ 自己の 斷定 • 主張 を 理解せ しめる ことが 必要で ある。 それ ゆ ゑに、 用語 *說 明， 

引例 は、 平易に して 明瞭で なければ ならぬ。 また、 讀者 をして 心から その 主張 を 信ぜし め 共鳴せ しめ 

るた めに は、 論理が 盤 然として ゐ なくて はならぬ。 更に、 讀者 をして 資踐的 熱意 を 持た しめる 爲に は、 

用語に 相當の 熱と 力と がなければ ならぬ。 本文 は、 それらの 點 から 見て、 先づ、 初歩 的. 入門 的で は 

あるが、 相當に 成功した 文と いふ ことが 出 來 るで あらう。 


二  ，H 分の 文章 

自分 は 文章 を氣 にしない か ？ 

そんな こと はない。 誰でも 少し 筆の 仕^ をつ づけて ゆけば 文章 を氣 にしない では ゐられ なくなる。 ただ 氣 

に 仕方が ちが ふ。 最も 文窜 を氣 にす る 作 * の 作品 を兑て も，： i 分 は 其の 文章 をい い 文章 だと 思へ ない ことが よ 

く ある。 神經の あり 場所が ちが ふ。 或 人が^に する 處を 他の 人 は^にし ない。 しかし 或 八が 氣 にしない 處を 
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他の 入は氣 にす る。 さう いふ こと はよ く ある。 さう して 或 人が 拘泥す ろ處^ 他の 人が 拘泥 しないば かりで は J 

なぐ、 拘泥して ゐる やうな に 不快 を 感ずる ことがある。 

S 分 は、 文 s に 拘泥し ない 方の 一 人で あらう。 しかし 自分 は 調子に のった 文章 や、 下品な 文章 や、 芬虚な 

8g の ある 文章 は 嫌 ひだ。 内容と I 都 ぴったりあった 言^ をのみ 自分 はっか ひたいと 思って ゐる。 しかし 枝葉 

の 内容に 枸泥 しすぎて、 文 索の リズムが バラ パ ラ になる こと は 元より 恐れる。 それから 意味の ありさうな 顏 

をしたがる W 紫 をつ かふ こと を 嫌 ふ。 S 分の かく ものに 技巧が あると すれば、 それ は 技巧 をなる ぺく つか は 

ない 處 にある。 事資 つかへ ない ので あるが、 つか ふこと が 又氣が ひける ので も ある。 

自分の 文章 も あろ 勢で 平常 はっか ひたくない 言葉 を わざと 平氣 にっか ふ ことがある。 しかし それ は 調子で 

ある。 上っ調子 は 如何なる 場合 も 嫌 ひで あるが、 ある 勢で 變 化を耍 求す る 時、 自分 は 普段つ かひたくない 言 

葉が 使 ひたくなる ことがある。 それ は 其の 場に あたらない とわから ない 氣持 である。 それから 自分 はなる ベ 

く 自分の 言葉で もの を 言 はう とする。 詩の やうな もの を かく 時で も，：：！： 分の 自信の ある 處は、 廻りく どい や 5 

な 言 ひま はし をした 個處 にある。 それ も 勿論 故 怠に さう する ので はなく、 さう 言 はないで は 自分の 言 ひたい 

ことが 出來 ない 時に 限る。 

自分 はすら すら もの を かくの を 恐れる。 自分に はさう いふ 傾向が 少し あるから なほ 恐れる かも 知れない。 

自分 は 平明な 言葉 切り 知らないから、 又 使へ ないから、 だから， 分は絕 えず 頭 を 働かして かく、 頭 を 働かせ 

ずに は 一 句 も かきた くないと 思って ゐる。 さう する ことによって 上す ベり を さける。 尤も-一 イチ ェが 言って 

ゐる さう だが、 頭が 白熱し 切った 時には 自覺 する 餘裕 もない， W 葉が ほとばしり 出る ことがある。 自分 は その 


時、 勿論 さう いふ 言葉 を し、 その 言葉の 火 を 少しで もよ わめる こと を 恐れ はする。 しかし さもない、 頭 

の^ 虚 になる ことによっての^ のす ぺる こと を 恐れる。 殊にお 茶 をに ごす こと を 恐れる。 自分 は 技巧 家の 作 

品の 內には 文章で 内& が其嗞 まで 行って ゐな いの を ごまかす 個處の ある ことによ く氣 がっく。 その 時 自分 は 

その 人の 枝 巧 家と しての 良心 をうた がふ。 

自分 は 文章の かがやく こと を 嫌 ひ はしない。 愛する こと も 出来る。 又 それに チヤ ー ム される K 格 ももって 

ゐる つもり だ。 しかし 内^ を 裏切って、 かがやかせよう とする 文章 は 作者の 腹が 見えす かれて 片腹痛くなる _ 

自分 は，： W 分の 文章の 單調 無味 を 恐れる と共に それ を 内容の 美で 光らさなければ ならない こと を 知って ゐる。 

n. 分の 文 K にして、 もし 眠って ゐ ても霄 ける やうに なったり、 a 心が ゆきわたらなかった りしたら、 それ は 

藝術品 に はとて もな り 得な い こ と を 知 つ て ゐ る。 

^ 分の 文章 は 内容の 光での み 牛； き、 又荬 になる ので ある。 自分の 藝術 家と しての 苦心 は其處 にある。 だか 

ら.： HI 分 は 格式の ある 文體 でもの を かく こと は出來 ない。 自分の リズムで {HI 分の 得た 眞貲 を 表現す るより 仕方 

がない。 (武^ 小路 ^篤 氏 著 「文 學に 志す 人に」) 

これほど 平明な、 そして 隅から隅まで ゆきわたって ゐる 文^な ど は、 さう めったに ある もので はな 

いと 思 ふ。 私 は、 この 文 をなん べん 繰返して 請んだ か 知れない。 これ は、 武者 小路 氏が、 自ら 文章 を 

書く 時の 用意と、 それから 氏 自身の 文章 觀 とを說 明した ものであるから、 「文章 はかく あるべき もの 

である。」 と 主張して ゐ るので はない。 しかし、 「私 はかく 信じて 文章 を 書く。」 と斷定 して ゐる 反面 
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に は、 「私 はかくの 如き 文窣 がよ いと 信す る。」 と 主張して ゐる ことになる。 それ を 左に 列擧 してみ る M 

と、 およそ 左の 如くなる であらう。 

1 調 千に のった 文、 下品な 文、 ft 虛な處 の ある 文 は、 よくない。 

二 內容に 拘泥し すぎて、 文の リズムが バラ バラに なって はならぬ。 

三 こけおどし 的な、 意味の ありさうな 言 槳を、 つかって はならぬ。 

四 無技巧の 技巧 を@ ぶ。 

五 上っ調子 になって はならない が、 時に、 語勢の 變化を 求める 場合、 平素つ か はない 言镀 をつ かふ こと は 

許される。 

六 すらすらと 翳いて はならぬ。 一 語 1 句考 へて？ e かねば ならぬ。 

七 かがやきの ある 文、 格調の ある 文 は、 勿論よ いが、 それ は內^ の 美から 来る もので なければ ならぬ。 

八 文章 は 他からの 借物で は駄ほ だ。 自分の リズムで S 分の 得た B^: を 表現すべき である。 

こまかい 點は、 まだ ほかに も あらう が、 大體 以上の 諸點 である。 さう して、 それらの 主張に 對 して 

は、 恐らく 何人も 共嗚 すると ころで あらう と 思 ふ。 すくた くと も、 私 自分 は、 文章と いふ もの は、 武 

者 小路 氏の いはれ る 通りの もので なければ ならぬ と 確信して ゐる。 そして また、 右の 文が、 氏の 信念 

通り、 若しくは 主張 通りの 立派な 藝術 品で あると 思 ふ。 


ョ 日本の 議會 

議席 は 到る 處、 ^席であった。 彼等 議員 は、 この 議場へ 這 入る ために、 高等 學 校の 入學 試驗 どころ ではな 

い 大騷ぎ を やって 漸く 這 入って 來た 癖に、 私立 大學 生よりも 甚だしく、 より 多く ェ スケ ー プ をして ゐる。 私 

立大 * の^ 生 は 月謝 を拂 つて ヱスケ ー プ をす るの だけれ ども、 此處の 老爺さん 達 は 三千 金の 歳費 を 受取って 

H スケ ー ブ をして ゐ るの だ。 

いやいや、 男の 中の 男と、 選ばれた 代議士 達が、 エス ケ ー ブ など を、 こんなに 多く やる 箬 がない。^ 席 を 多 

く 作る こと は、 大方 日本の 議會の 規則な ので あらう。 

が、 それにしても、 彼等の 行儀の 惡 いこと は！ 原さん も 議席に 蕾く 頃 は、 常に 頰 杖で 有名であった。 議 

會の 老爺さん 達よ、 私 は 君 等が 老いて 歩む に 杖 を 突く こと を 咎め はしない。 けれども、 頼 杖まで を 突かない 

では、 纔の 時間 を堪へ 得られな いか？ 前に こごんだり、 橫へ 曲ったり、 議員の 多くが 老人なる が 上に、 こ 

の 不行儀！ 心の中まで は 知らず、 傍聽 席から 見お ろした だけで も、 かなり 醜い。 

醜い！ そして 滑稽 だ。 彼等の 頭 は 大抵 禿げ、 若しくは 禿げ かかって ゐる。 そして、 その 中には 何が 詰つ 

てゐる だら う？ 頭の 禿げた 幼稚園！ と 思 ふと 私 は 滑稽に 感じる の だ。 このお 行儀の よくない、 そして 時 

時 惡ロを すら 大繫で 言 ひ あ ふ (後から Bi 取消す けれども) 代議士 諸君 をば、 誰も 取綺ら ない 樣 であるが、 
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この 大人しく 行燧 よくして ゐろ傍 S| 人の 方 は、 鍈筋銀 S の守衞 君が、 注意 深く 監視して 吳れ る。 時に 嗞き合 5 

ひで もす ると、 叱って 下さろ。 それ 故、 私 は 可笑しい 時 も、 聲を發 して 笑 はない。 私は聽 いて ゐて 腹の 立つ I 

時 も、， 口 を 開いて 罵らない。 ただ、 眼で 彼等 を 笑 ひ、 心で 彼等 を輕 蔑す る。 

口 イド. ジョ ー ジ、 ァス キス、 バルフ ォ ー ァ、 グレ ー、 チヤ ー チル、 レッドモンド • スノ ー デン、 ジョン • 

パ ー ンス、 それから 物故した ケ ー ァ • ハ ー デ ー、 かう いふ 人達の ズラリ と 並んだ 議會 も譎會 だし、 蔵 內着 炭、 

松 本 五 時半、 武藤金 君亊英 國のゼ ノア、 犬 養 憲政の 神な どと、 名前 を 書いて ゐる 中に もべ ンが 腐り はせ ぬか 

と 氣づか はれる 樣な 人々 を、 ゴタ ゴタ詰 込んだ 議會も 矢張り 議會 なんだ。 圑十郞 や 菊 五郎の やった の も 芝居 

なれば、 木 戶ニ錢 の 猿芝居 も 芝居なん だ。 

しみじみ 阈 家の 行末が 思 はれる。 (生 方 敏郞氏 著 「虐げられた 笑」) 

これ は、 本格的の 論說 文と いふよりも、 むしろ H ッ セィ 風な もので は あるが、 說明 または 描寫が 巧 

みで あるた めに、 それだけで、 筆者の 主張 II 日本の 議員の 品位 は 著しく 低下して ゐる、 これで は 困 

ると いふ ことが、 明瞭に 讀 者に 受取ら れ、 隨 つて 共鳴され る 例と して あげたの である。 この 文に は、 

多分に 皮肉 や アイ n 一一  ー や 諷刺 的な 言葉が つか はれて ゐる。 しかし、 それ は、 往年の 我が 國の 議會 

(勿論 現在 はさう でな からう が) の ありさま を寫 すに は、 まだまだ 辛辣 味が 足りない かも 知れぬ。 と 

はいふ ものの、 皮肉 • 諷刺 • 揶揄. 諧謔 • アイ 口  -I 1 等 は、 やや もす ると 文の 品位 を 低下せ しめる ば 

かりで なく、 讀 者の 反感 を 招く おそれが あるから、 餘程 自信の ある 人で ない 限り、 出来るだけ 避けた 


方が よいと 思 ふ。 


四 政黨 浮沈の 秋 

政黧が 政權を 取らん とする ことが 必ずしも 惡ぃ とはいへ ない。 國 民が 要求す る 政治、 國 民が 自發 的に 後援 

する 政治 を 行 はし めんが 爲に は、 政黨 をして 政 櫳を联 らしめ る 事が 直截簡明な 手段で あるから だ。 併し ここ 

に 皆ん な 頭腦を 明らかにして、 よく 考へ てみ なければ ならぬ 要 ii が ある。 ei 民が 政黨を 後援す るの は 政黨幹 

部に 政 ffl を拇 らしめ ると いふ 事が 目的で はなく して、 それ は网 民の 心からの 要求す る 政治 を 行 はしめ る爲の 

手段で ある。 政黨の 方から いっても、 政褪を 取る 事 は 手段であって、 國 民の 希望 を 政治に 資現 する ことが 目 

的で なければ ならぬ。 この 手段と 目的 を顚 倒して 考 へる 事 は、 政黨 心理に 於て 常例に なって は 居る が、 それ 

が 却って 政 黨 をして 政權 から 遠ざから しめる 結果 を 生じて 來 るので ある。 極めて 僅かの 相違で ある やうに 見 

える が、 政黨 政治家の 心が 國 民の 休戚 を考 へて ゐ るか， 自分 達の 榮達 を考 へて ゐ るかと いふ 心 術の 相違が 世 

人の 目につく。 其 所が 政 黨に對 する 一般 民衆の 信賴の 念に 影響す るので ある。 ここに 暫く 政 櫂 を 取る とい ふ 

こと を 忘れて、 一 意專 心に 國 民の 希望 は 何で あるか を考 へて みる。 さう すると、 政 友會は 勿論、 民政 黛と 雖 

も、 いふ ぺ きこと、 なすべき こと は 山積して ゐる こと を發 見す るで あらう。 かれら は 我が 黨 内閣 を 組織して I 

はゐ ない。 併し かれら は 衆議院の 殆ど 全部 を 占領して ゐる。 政友會 のみの 力で も 衆議院の 絕封 多數を 占めて ^ 


ゐる。 それでも なほ、 かれらが 國 K の 希^す ろ 政策 を K 现し 得ない とすれば、 かれら 自身が 政 黨の威 嚴を毁 町 

S して ゐる のみならず、 譏會 そのものの 威鈸 をも毁 損して ゐ ろので ある。 政黨， H ら B 分 を 輕 蔑す るから、 世 

^も 亦 政 黨を輕 蔑す る やうになる。 自由 黨 • 改進 熬の先 * は 血み どろの 戰を 岡つ て 政黨を 育て上げて 来た。 

日本の 民衆 も 藩閥.^^ の に 憤慨して、 今まで^お 政治 を 後援して 來た。 今の 政 黛 政治家の 時代に なつ 

て、 政^ や 謚锊の 描 成が 失 ま： する やうで は、 かれらの Ms は 先輩 ゃ國 民に 對 して 丸潰れで ある。 

目下の^ 務は、 政黨が 自問 ほ 答して みる こと だ。 何を國 民が 要求して ゐ るか、 何が 1: 家の 休戚に 關す るか 

と。 (馬場 恒， 吾 氏 著 r 議會 政治 論」) 

本咯 的の 論說 文で ある。 諄々 として 說 きさり 說 ききたる ところ、 あたかも 父锐が 放蕩息子に 言む き 

かせて ゐ るが 如き 趣が ある。 生 方 氏の 文と 相俟って、 大正の 晩年から 昭和に かけての 我が 國政黨 者 流 

の 面 口が！ S 如と して 寫し 出されて ゐる。 生 方 氏 も 馬場 氏 も、 何れも 政^お の 反お を 求めて ゐ るので あ 

るが、 その 行き方 を 異にして ゐる。 何れの 行き方が 効^が あるか は、 受取る 人の 誠意と 良心の 問題に 

ある。 恐らく、 現在の 政黨 人に とって は、 どちらの 文に 對 しても 何とも 感じない であらう。 唯 生 方 

氏の 文、 馬場 氏の 文に 共鳴す るの は、 政 a 人なら ざる 一般の 善良なる 國 K だけで あらう。 


五 國際 聯盟 脫 返の 演說 

議長 閣下 並びに 紳士 諸君！ 本國 政府に 代って、 余 はこ こに 宣言す る。 報吿謦 草案が 今や 總會 によって 採 

蘀 せられた 事 は、 日本 代表 並びに 日本 政府に とって、 深い 失望と 悔惜を もたらす ものである。 

日本 は國際 聯盟 創立の 當 初より これに 加盟して 來た。 . I 九 I 九年グ H ル サイ ュ會議 に 於て は 我が 代表 は盟 

, ：: の 起草に 參與 した。 我々 は、 人類が 協力し 得る 最も 偉大なる 目的の ために、 世界の 列强と 共々 に 相 並ん 

で、 これが 加盟 國 たり 得た 事を少 からぬ 誇と して 來た。 世 » 人類に よって 久しく 要望 せられた 共通の 目的 を 

達成 せんが 爲に、 聯盟の 同僚 I 他の 加盟 園と 協力す る 事 は、 常に 我々 が 心からなる 希望で あり 喜であった。 

ゆるぎなき 平和の 存 績を耍 望す る こと、 この 同じ 一 つの 目的 は、 常に 我等が 思索と 行動の 原動力 を 爲すも 

ので ある こと を、 余は寸 毫も 疑 はぬ ものであるが 故に、 今や 我々 が 遭遇せ る 事態に 對 して は、 余 は 深く これ 

を 遺憾と する もの である。 

日本の 政策が その 根本に 於て、 極東 平和の 確立と 全世界の 平和の 招来に 貢獻 せんとの 純正なる 希望に よつ 

て 設定され たる ものなる 事 は、 先に 周知の 所で ある。 併しながら 日本 は總會 によって 採擇 せられた る 報告書 

を 受諾す る こと は 不可能で ある こと を發 見した。 よって 特に、 報告書に 含まれた る 勸吿條 項 は、 該 他方に 平 
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和 を 確保すべき 性質の ものと は 看な されざる べき 事 を 詳細に 指摘した。 ここに 日本 政府 は、 日本と 他の 加盟 S 


门とは 極 お 平和 達成の S 式に ついては、 その^ を 異にする ものであるとの 結論に 到達せ ざる を ない。 ゆ 

かつ、 m 本 政府 は、 日 支 問 题に關 して 國際 聯盟と 提携 せんとの 努力 は、 今や これ 以上な し 得ざる に 到った 

> 思惟せ ざる を 得な い の である。 

併しながら、 Qi< 政府 は 平和の 砲 立の 爲 に は、 かつ 又 諸外國 との 友誼 親善 保持の 爲に は、 a 大 限度の 

努力 を 惜しまない であらう。 日本 政府が 人類の- sa に 貢献し、 世界平和に 關與 する 事業の 爲に、 誠意 を 以て 

これら 諸 闘と 提携し —— 不幸なる 報吿^ 採 f; の結朵 による 諸事 情の 許す 範 園内に 於て、 可能なる 限り、 諸國 

との 提携 を 採る 政^ を 今後と もに 固執す るで あらう こと は、 余が これ を 附言す るまで もない 所で ある。 

此の b 室 を 去る に^り、 日 支 問題解決の 爲に、 理事^ 諸 卿 並びに 議長 及び 總會の 全 諸 § 等が、 この 一 年 有 

牛の 長き に 亙って、 快く 提供 せられた 努力に 對 して、 我等が 心からなる 感謝 を 捧げる ものである こと を、 代 

表 部に 代って 一 言 御 挨拶 をな す ものである。 (松 W 全橢 大^ 說集) 

これ は、 一九 三 三年 二月 二十四日、 國際 聯盟 總會に 於て、 いは ゆる 四十 ニ對 一で、 日本の 主張が 容 

れられ なかった 時、 全權松 岡洋右 氏が、 その 訣別に 際して なした る悲壯 極まる 大演說 である。 勿論、 

その 時 は 英語で 述べた のであって、 右の 文 は その 日本語 譯 である。 隨 つて、 英語から 来る 語勢 や 調子、 

それから、 その 時の 身 振 や 態度から 受ける 感銘 等 は、 到底 右の 文で は 味 ふこと が出來 す、 いはば、 隔 

靴搔 痒の 感が あるの は 致し方 もない。 しかしながら、 右の 文 だけ を讀ん でも、 あの 世界的 環境のう ち 

に 立ちて， いはば 喧嘩別れの、 極めて 重大な 立場に あって、 あくまで 冷靜 に、 あくまで 理路整然と、 
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あくまで 大國民 的に、 禮讓 的に、 紳士的に、 しかも 我が 大日 本 帝國の 儼然たる 決意 を 明確に 力強く 示 

した 大演說 の おもかげ を、 我々 は 十分に 傯ぶ ことが 出來 ると 思 ふ。 

我等 は、 ここに 於て、 言論 または 文章の 如何に 重大なる か を、 今更の 如くに 感 する。 魏の文 帝が 言 

つた 「文章 は 經國の 大業、 不朽の 盛事。」 の 語 を、 又しても 思 ひ 出さざる を 得ない。 


六 非常時 宣言 

W 界的 非常時の 混亂 渦中に ありて、 日本 を 繞る苋 ^の 状勢 も 亦 最も 切迫せ る大 非常 的 緊張 を呈 しつつ ある。 

說明 日本 は滿 洲事變 以來、 政治的に は 世界的 孤立の 危險 なる 國際的 位置 シ 甘受しつつ あり、 經濟 的に は 

爲替 インフレの 支持の 下に 海外市場 を 精力 的に 蠶 食し、 以て 競爭 M の 深甚なる 恐怖と 敵懾 心と を 惹起せ しめ 

つつ ある。 かくて、 今や 英國を 始め 海外 列 國の對 日 暴 M 政策 は 急 展開し、 日本の 輸出 進路 は 到る ところ 遮斷 

の 憂目に 遭遇して ゐる。 

ただ 目 さきに は、 軍事 工業の 擴 張と、 若干の E 救 工事と によって、 所謂 財政 インフレの 活況 を享樂 して ゐ 

るが、 旣に轍 出 工業に は灤甚 なる 不安の 漾 相が 現れて ゐる。 又 財政 ィ ンフレ の 好釤響 も、 全く 局部 的且 1 時 

的た るに 止まり、 これ を 以て 非 Se 時 危機の 根本的 打開 を 期待す るが 如き は、 實に © はざる の 甚だしき もので 


ある。  I 

況んゃ 對外關 係に 於て は、 阈際 聯盟 脫 退の 善後 處 S 未だ 完了され ず、 かの 南洋 委任^ 題の. S きも 遠からず I 

再燃すべく、 對支 • 封 露 • 對 米 外交 上の 不氣 味なろ 不安 も、 これが 緩和 を 期す る こと は 容^の S でない。 加 

ふるに、 宿 年の 懸案た る 海軍 協定の 更靳も 目 睫の 間に 迫りて、 旣に 米. 英兩國 の 精鋭なる 大擴張 計 畫の發 表 

を傳 へられて ゐる。 勢の 激 すると ころ、 日本 を 繞る國 際 危機 はいかなる 急 展開 をな す や も 測り 難い。 

しかも かかる 切迫せ る 非常時 局に ありて、 傳統 的經濟 ！S 理は 凡百の 彌縫的 匡救 方策 を 提供し 盡 くした あげ 

く、 悲慘 にもた だ 完全に そ の 時代錯誤 振 り を 暴露す るに 止まった。 

資^主義の 無力 は、 同時に 一 切の 旣成 政黨の 無力で ある。 

かくして、 全 國民は 深甚 切 實 なる 不滿と 不安と に陷 り、 恐るべき 社 會的大 動搖の 兆候 は歷 然として ee に 

あら はれて 來た。 かの 五. 一 五 事件の <ム 判が 開かる る や、 都市と 農村と を 問 はず、 全國 民の 熱烈なる 同情 は 

被告の 志士 的 心事に 注がれて ゐ るが 如き、 以て 人心の 激變を 語る もので はない か。 (中 野 正 剛氏著 r 國家改 

造計赘 綱領」) 

松 岡 氏の 演說の 文例が、 歐 文脈の 文章と すれば、 この 文例 は、 まさしく 漢文 脈の 文章で ある。 かう 

した、 政治的 宣言の 如き は、 漢文 口調の 方が 緊張 味と カ强 さと を 示す に 適する ので、 政 黛 または 政治 

家の 文章 は 多く 漢文 脈の それで ある。 如何にも 力 强く國 民に 呼びかけて ゐる。 そして、 更に その 表現 

法に は、 實用 的な 工夫が こらされて ゐる。 すな はち、 はじめの 一行に 於て 大綱 を 提示し、 次に 「說 


胡」 とい ふ ゴチック 文字 を 置いて、 その 大綱 を 敷衍し 說 明し 主張し 宣言して ゐ るので ある。 これなら- 

主張が 誰に も 手っ取り早く 明瞭に 分る からで ある。 かう した 形式 は、 どんな 場合に も 適用され ていい 

t よ (へない が、 少く とも、 r 國家 改造 計畫 綱要」 とい ふやうな 書物と して は、 最も 內容 に卽 した 表 

現 方法で あると い へ るで あらう。 


七 評論家と 時代 

我々 は 評論に 於て その 効果 を考 へなければ ならない。 自己の^ く 信ずる ところが 殘る ところな しに その 中 

に 表現せられ たか どうかな ど は、 私的の 要求であって、 漦く 問題と する にあたら ない。 評論 は 一 つの 社會的 

戰爭 である。 そして 戰爭 において は 必ず 勝たなければ ならない。 いかに 自己が 表現せられ たからと いって、 

戰爭に 勝たなければ、 評論の 意義 は 皆無で ある。 社會 愛の 情熱に 燃え、 現實 をた だ 一 歩で もよりよ く 改造し 

ようと 思へば、 評論の 執筆者な ど はどう 犧牲 になって もよ いこと だ。 「彼 はこん な 程度のと ころに とどまつ 

てゐ たの か。」 とか 「こんな © 劣の こと をい ふの か。」 とか 罵言せられ、 誤解 せられる やうな 場合が あると し 

て も、 社 會戰を 有利に 展開す るに はこの 方が 至 當な道 だと 考 へたと すれば、 評論家 は 果敢に 自己の 私的 體面 2 

を 捨て、 この 誤解 多い 道 を も 進むべき である。 今の やうな 時代に は、 評論家 は 殊に 自己 を 捨てなければ なら I 


ぬ 場合が 多い。 然ら ば斯樣 にして 行けば、 結局 は 評論家の 立場 も 消えて 行き、 信頓 せられなくなる であらう、 a 

とも 考 へられる が、 私 はさう した こと はない と 信じて ふる。 深く 信じ、 眞理 への 情熱に 燃える ものの 言槳 は、 

いかに 歪んで 表現せられ たにせ よ、 また 何 處 かで 正しく 理解せられ、 I！ じ 情熱 を 以て 受 K られ るに 相違ない。 

私 は 右の 如くに 信じて ゐ るから、 思想 公表の 自由が それだけ 深刻に 拘束 せられる 時代が 來た としても、 社會 

評論の 陣營を 捨てようと は 思 はない。 徒に 皮肉に 時代 を 罵倒して みたところで、 社會 はどうに も 動かない。 

我々 はや はり 時代 を統 I 的に 建設的に 動かして 行かなければ ならぬ ので ある。 I ゆ 前進 二 歩 退却 も、 また 或 

時には やむ を 得ない。 最終の 勝利 を 信ずる もの は、 退却すべき 時に 返却す る こと を 卑怯に 感ずる 必要 はない。 

今 我々 はま さしく その 退却す る陣營 を 守って ゐる。 , 略の 最も 必要な 時代が そこにん るの だ。 (土 W 杏村 氏 

著 「明日に 呼びかける」) 

これ は、 昭和 七 八年顷 、最も 言論の 壓迫 された 頃に なった 筆で ある。 「評論 は、 一つの 社會 的戰爭 

である。 そして 戰爭に は 勝たなければ ならない。」 とい ひ、 「社會 愛の 情熱に 燃え、 現赏 をた だ 一歩で 

もよりよ く 改造し ようと 思へば、 評論の 執筆者な ど はどう 犠牲に なっても よい こと だ。」 とい ふ 土 田 

氏の 眞劍な 態度に は、 何人も 動かされ すに は ゐられ ないで あらう。 そして、 評論家と して、 最後の 勝 

利 を 得る ための 戰路 について、 率直に 勇敢に 明瞭に 論じて ゐる ところ、 さすがに 透徹した 文明 批評家 

の 面目が 躍動して ゐる。 

現代の 日本に、 最も 缺 乏して ゐ るの は、 文明 批評家で ある。 立派な 論說 文に 乏し いのも それが ため 


である。 確乎たる 指導原理に 立って、 政治に 經 濟に宗 敎に敎 育に 文藝 に、 一 世をリ ー ド して 行く 大恩 

想 家、 さう いふ もの は、 さうた やすく 33 現す る もので はなから うが、 現代 は餘 りに も 淋しい。 その 中 

でも 土 田 氏の 如き は、 殆ど 唯一 の 文明 批評家と して 囑 望され てゐ たが、 その 人 も 今や 旣 にない。 靑年 

諸子の 一大 奮起 を 望みたい ものである。 

八 永遠 へ の 思慕 

ビラ ミットの 北に 面した 斜面に I つの 窓が ある。 その 窓 は 永久に 變らぬ 北斗星に 向いて 開いて ゐる。 つま 

り 屍に なった ミイラが、 永久に 變らぬ 北極光 を 見て K りたい とい ふ 意味から、 ミイラの 爲に 特に その 窓 を 開 

いたので ある。 人間 は 永遠 を 離れて 安住の 地を發 見出 來 ない C それ を 現代人 は、 ただ 物質と 性慾の ごく 變り 

S  ,  おろか 

易い ものに 變 へて しま はう として ゐる。 殊に、 永遠 あるひ は 無限の 神に つき 考 へる こと は、 馬鹿らしい 愚な 

事で あると して、 それ を 侮辱す る 人が ある。 けれども その 人で も、 最後の 瞬間が 來 ると 急に 目 ざめ る。 

昭和 四 年の 暮、 私が 神戶 で宗敎 講演 をして 出て 來 ると、 一 人の 紳士が 追 ffi けて 來て、 

r 賀 川さん、 君に 聞いて 貰 ひたい ことがある。 外で もない が、 高 畠 素 之 君の こと を 知って ゐ るか。 あの 高 

畠が 死ぬ 時、 一 週間ぐ らゐ續 けて 淚を 流して gK 書を讀 み、 大聲で 讃荬歌 を 歌った" 彼 は 死ぬ 時に なって、 

急に 神が 戀 しくな つたの だ。」 


と 話して くれた。 我々 は、 高 畠 氏が、 日本に 於け る マ ルクス 舉 者の 第 一 人お であった こと を 知って ゐる。 彼 5 

は マルクスの W 本論が 今 H の やうに 讀 まれない 時から、 K 本論 や 唯 物 史觀を ^譯 した。 その 人が 永遠に 就き I 

考 へる 前に マルクスの 唯 物史觀 を讀 めと はい はず、 彼 は 自ら 永年 棄て てあつた^^ を 開き、 忘れて 敬 はな か 

つた 讃美歌 を淚を 流して 敬った とい ふ。 これ は I 體何を 意味して ゐる だら うか。 

福田 德三 博士 は、 大正 九 年！ 月の 雑誌 「解放」 に、 宗敎は 無用 だとい ふ 論文 を 書いた ことがあった。 たし 

か、 題 は 「祌 よりの 解放」 だった と Si 憶して ゐる。 その 博士が 物故 せられる 時、 マ タイ 傳 第五 章 を讀ん でく 

れ といって、 弟子が 讀ん でゐる 中に、 安らかに この 世 を 去られた とい ふこと である。 人 も 知る やうに、 

博士 は 日本ば かりで なく、 フランス • ドイツに 於け ろ 經濟^ 會， の 名譽會 員で、 TO 界 的の 學 者だった。 その 人 

が、 宗 敎に對 して 否定的の 氣持 のとき もあった が、 永お に 就いて 考 へなければ ならぬ とい ふ 瞬間が 來 ると、 

矢張り マ タイ 傳 第五 章に 歸っ て來 たので ある。 

口 シャは 昭和 四 年 五月から 十二月までに、 キリスト^ 會の五 W 四十 を破壞 した。 宗教 は 阿片 だ、 そんな 馬 

鹿な もの を 信ずる の は 迷： E だ、 とい ふ 態 K をと つて ゐる • しかし 朵 して それが 永^ を考 へる ものに とって、 

いくらか 効 EH があった らう か。 敎^: 紐 織がなくても、 永遠への 思慕 は、 鹿が 谷川の 水 を 喘ぎ 慕 ふ 如くに、 我 

我の 本性で あるから、 それ を 破壊 出來る もので はない。 いくら 我々 が 麥の芽 を 踏みに じっても、 IBS に 下 か 

ら 上に 出て 來る。 踏みつける^、  I 本の 莖 である ものが、 五つに なり 十に なり、 二十に なって 上に 仲び る。 

永遠への 思慕、 それ は 恰も、 槠 物の 莖が 太陽に 向かって 伸び あがる 如く、 人間の 本能で ある。 我々 は 物質 

だけで 滿足 する こと は 絕對に 有り得ない。 (賀川 « 彥氏著 「神と 永遠への 思慕」) 


いかにも 平明な、 そして 引例の 巧みな 文で ある。 ミイラの ために 北極光 を 望む 窓 を^いた とい ふこ 

とが、 旣に諝 者の 胸に 一種の 神秘 感を 起させる に 十分で ある。 ついで、 二人の マルキスト または 無 神 

論者が 死の 驟 間に 神の 懷に 入らう としたと いふ こと、 ソヴィ エト • 口 シ ャ が敎會 を破壞 したと いふ こ 

と、 麥の 芽が 如何に 踏みに じられ て も、 却って 數 倍の 力で 仲び ようと するとい ふこと、 かう した 具體 

的の、 的確な 動きの とれない 例によって、 いかなる 無神論者 を も 感動せ しめす に は 措かない 筆法で 論 

を 進めて ゐる。 それで ゐて、 少しも わざとら しい 巧みの 跡 はない。 いは ゆる 「無技巧の 技巧」 (artless 

art) であり 自然で あるが ために、 その 表現 効 * を 十分に 發撣 して ゐ るので ある。 これ を 明治時代の 名 

文と 稱 せられた 次の 如き 文と 比較して みると、 さすがに 現代の 文章が 如何に 進んで ゐ るかが 分る と 思 

ふ。 


九 死と 永生 

死 は 生きと し： ける ものの 免るべからざる ^命な り。 夫 唯 免るべからざる 運命な り、 故に 又遐 くべ から ざ 

る間题 なり。 され ど 生 を 惜しむ 人 は あれ ども 死 を 惜しむ 入は少 く、 生に ついて 慮る 人 は あれ ども 死につ いて 6 

考 ふる 人 は 稀な り。 訝しから ず や。  ：： 


.S 何に して 生くべき か。 是、 入 生の 大 いなる 疑問な り。 ^れ ども. 5 何に して 死すべき か は 更に 大 いなろ 疑 7 

問に は あらざる か。 我等 は 歷史を 讚み て大 いなる {示 敎の 起る を 見たり。 され ど 宗教と は 生きん がた めの 敎に I 

あらず して、 死 せんが S の 悟な り。 釋迦は 人生の 四 苦に 感じて 解脫の 途を說 きぬ。 耶蘇 は：！ 胞の宿 罪 を E う 

て 永生の 道 を 開きぬ。 解 脫 や、 永生 や、 死 を 外にして 何の 意義 か ある。 最も 賢き 人の^け る 哲學の 皆 趣 も 亦 

これに 外なら ざるな り。 天地 八 生の 理法 を 明らかにする は、 人 をして 安心立命の 地 を しむる にあり。 安心 

立命と は 所詮 は 死 を 安から しむる の 謂に は あらず や。 道德は 現世の 爲に のみ 存 する ものに あらず、 名譽 の不 

朽を思 ひ、 事業の 永遠 を 言 はば、 これ 卽ち 死後の 佌界を 言 ふなり。 あはれ 其の 生 を^て 其の 死 を 見ざる 者 は 

人生の 根本 を 遺れ たるな り。 死 はす ベての 物の 終に して 又す ベての 物の 始 なれば なり。 されば 人々 死 を考へ 

よ。 死を考 ふる は卽ち 人生の 目的 を考 ふるな り。 死滅 を考 ふるに あらず して 永生 を考 ふるな り。 夫の 死生の 

傷 劣 シ爭 ひ、 人生の fig を 疑 ふ もの は 愚なる かな。 我等 は 生 を 知る、 未だ 死 を 知らず、 如何 ぞ 其の 優^ を 知 

らん や。 人生の は絕對 なり、 他に 比すべき ものな し。 厭世と 謂 ひ、 樂； K と 謂 ふ、 我等 其の 何の 意なる を 

知らず、 我等 は 唯 人生の W 在せ る を 知る のみ。 

されば 我等 は 生きざる ぺ からず、 永遠に 生き ざるべからず、 死は蓖 物の 運命な り。 されば 我等 は 死 を 超越 

して 其の 永生 を績 けざる ベから ず。 如何にせば 死して 生く る を 得ん か。 人生 究竟の 問^ 玆に 集る。 (高山 樗 

牛 著 「樗牛 全集」) 

たしかに 名文に は 相 遠な からう。 しかし、 いは ゆる 名文であって、 內容 よりも 調子に とら はれ、 無 


駄な 文字の 羅列が 多いた めに、 どうも、 じりじりと 讀 者の 胸に 迫って 來る ところがない。 文章に 於て 

格調 は 重大で ある。 しかし、 格調よりも、 生活 體驗 からに じみ 出る 思想 信念 は、 更に 重大で ある。 否、 

さう した 尊い 思想 • 信念 は、 自然に 一種の 格調 を 生み出さ すに は 措かない であらう。 まだ 生活 體驗の 

淺ぃ、 そして 文章 眼の 低い 人達 は、 とかく、 右の 文例の 如き を 名文と 思って 摸倣したがる ものである 

は、 よくよく 考へ てみ なければ ならない 點 である。 一 代の 思想家で あり 文豪であった 高山 摴牛 にして 

も、 結局 ま 時代の 子で ある。 若し、 樗牛 をして 今日までながら へしめ たなら ば、 「あんな 文章 を a く 

のではなかった。」 とい ふに 相違ない と 思 ふ。 


一 o カント 以前と カント 以後 

カント 以前に は、 ドイツの 哲投者 は、 ドイツ語 を 使 はないで ラテン語 や フランス語 を 使った。 ライブ-一 ッ 

ッが 二三の 論文 を ドイツ語で 嘗 いたくら ゐの ものであった。 ドイツ語 でも 哲學が 書け る こと を 明らかにした 

の は カントであった。 けれども カントの ドイツ語 は、 普通の ドイツ人の ドイツ語 ではなく、 素人に はとても 

ちんぶ，？ か？  二  — 

わかり かねろ 陳芬^ 語 であった。  8 

カント 以來、 そのお 蔭で、 哲舉 といへば 11 りく どい 七六づ かしい 文章で © かねば ならぬ とい ふ 不仕合 はせ I 


の 傳統が 成り立って、 讚 者 は その わけの わからな いのは、 R 分の^ 識の 不足が その^ 遠な 學說に 追 ひつけな 

いの だと 心得る ことにな つた。 カント このかた、 簡單 明瞭に 書いて は哲舉 にならない とい ふ 出 鍵 目が 一 般に 

信じられた。 

カント 以前、 哲© が ドイツ語で 書かれなかった 時分に は、 却って さう ではなかった。 ラテン語の は 簡單明 

瞭 であり、 フランス語の は 風韶が あり 氣カ があった。 イギリス 語の は 恐し く 明快であった。 カント 以前に は 

哲 © は敎 S ある 素人の 共同 財產 であり、 すべての 學 問の 刺戟で あつたが、 カント 以來、 哲學 は、 ある 組合の 

IS 占と なって、 一般に は 意味の ない ものと なった。 

これ は、 カントから へ ー ゲルに 至る 哲學の 論理的 方法と 必然の 關係 において 生じた 觖陷 であった。 彼等 は 

經驗を 排除した 純粹 理性 だけに 哲© を 求め、 哲^ を 全くの 要素 的な 演釋 にと ぢ こめて、 その 經驗的 性質 を理 

性の 臻 物に 作り かへ てし まった。 この、 人工的の 作り かへ に は、 是非とも 人工的の 言語が 必要であった。 こ 

の 言語のから くりの 傳 承が、 今の ドイツ 哲學に 喰 込んで ゐ るの だが、 一 體 今の 哲學に は、 思想 そのものの S 

弱さ を g す 必耍が ある 場合の 外、 そんな 蹣藩 手段 は 要らない 箬 である。 

カント 以前の 哲學 は、 多方面の 生活の 豐 富な 鑛 床であった の だ。 つきせ ぬ 經驗の 泉から その 源 を 汲んだ の 

だった。 哲學は 世間 的 知識だった の だ。 隨 つて その 頃の 哲^者 は、 常 代の 運動に 於け る 有力な 人物だった の 

で、 彼等の 時代の 出来事に 責任 を もち、 身 を a て 生活に If 笾 した 人々 であった の だ。 ところが カント 以後 は、 

哲學は 特殊の 專門 となり、 ちっとも 人間 を 知らない ものが 倫理 ^を » き、 ちっとも 法律 を 知らない ものが 法 

律 哲學を 書く。 云々。」 


no 


こんな こと を、 このごろ 日本の 學會 などで うっかり しゃべったら、 なぐられる かも 知れない が、 それ をド 

イツの 學 者べ 口 ルツ アイ マ ー が 言って ゐ るから 珍 だ。 

1瞪 カント は、 I 番 仲の よかった イギリス 人の 友達の グリ ー ンと 朝の 八 時に、 一所に 馬車で 散歩す る 約束 

をした 時に、 ダリ ー ンが八 時 十五 分 前に 立上り、 十分 前に 外套 を 着、 五分 前に ステッキ を 持ち、 八 時が チン 

となると 馬車で 出かけて、 I 分ば かり 遲れた カントと すれ違 ひながら、 見向き もせずに 行 過ぎて しまったの 

で、 大いに その 几帳面に 感 眼して、 自分の 貯金 を 六 分の 利子で グリ ー ンに S けたと いふ 男 だ。 素寒貧から 起 

つて、 死ぬ までに は 兄妹の 子供 等に 四蓠圓 も 金 を 遺した とい ふくら ゐ、 哲學を 初めて 商 賢 化した 男 だ。 

前？ S の ドイツ 舉者の 口吻 を かりる と、 カント 以前に は哲 * は 金を使 ふ 鶴 間で あつたが、 カント 以後 は哲學 

は 金 を 貯める mf 問と なった の だ。 (長 谷川 如是 閑 氏 奢 r 歷史 を捻ぢ る」) 

隨筆 風な 文で あるが、 この 文の 主張に は、 極めて 多くの 共鳴者と、 極く 少數 の反對 者が あるで あら 

う。 その 極く 少數 の反對 者と は、 全國 民の 幾千 萬 分の 一 にも 當ら ない、 そして 國民 生活と は 殆ど 何等 

の 交涉も 無い ところの 哲舉 者で ある。 その 哲舉者 を 除いた 全部の 國民 は、 この 文の 中に 含まる ると こ 

ろの 主張に、 雙手を あげて 賛成す るで あらう。 元來、 哲擧 とい ふ もの は、 などと いって、 私に は、 

哲舉の 文章が むづ かしい のと、 それに、 たぶん 自分に 思索の 力がない からで あらう が、 全然 分らない 

ので ある。 しかし、 とにかく 哲舉 とい ふ もの は、 人生 ！ 少し 氣 取って いへば 生命 —— を 指導す る も 

のでなければ ならぬ ものの やうに 思 はれる。 若し、 哲舉が 人生 を 指導す る こと を 目指す ものであるな 
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らば、 その 表現形式 は、 もう 少し 分り やすくして K ひたい ものである。 「わかる 敎 育擧」 とかい ふ 本 

を 書いた 人が ある さう だが、 そして、 その 本 は 非常に 分りに くい 文章で 書かれて ゐ ると いふ 話で ある 

が、 誰か 日本の 哲 * 者の 中に、 「わかる 哲擧」 を 書いて、 しかも、 それ をよ く 分る やうな 文章で 書い 

て くれる 人はゐ ないで あらう か。 これ は 決して 皮肉 をい ふので はない、 前々 から 眞 面目に 望んで ゐる 

ところで ある。 若し、 哲舉 とい ふ ものが、 哲舉者 以外の 人に 分る やうに は 表現 出来ない 性質の もので 

あるならば、 一般 俗人の 眼に ふれる 雜誌ゃ 著書と して 發 表する こと は、 それ 自身、 1 つの 矛盾で はな 

からう か。 

一 一 硏究の 道德的 基礎 

科學は 完成した もので はなく、 我々 人間の 一 種の 組織的 活動で ある。 人間の 他の 仕事と 同樣、 それ は道德 

的 根柢の 上に 初めて 可能と なる。 

人間の 仕事 は 多種 多方面で あり、 そして 仕事の 方面 及び 種類が 異なる と共に その 遂行に 必要な 道德の 方面 

にも 種々 の 輕重を 生ずる。 

科學的 硏究、 隨っ て 心理 學の 研究に 特に 必要な 德性 を擧げ ると、 

第 1 に 我々 は©實 (truthful) でなければ ならぬ。 ミカ エル • フォス タ ー 卿の 言葉 を 借りて いへば aa 
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(truth) を 求める 硏究者 は 是非 自分自身 眞實 (truthful) でなければ ならぬ ので ある。 眞理と は何ぞ やとい ふ 

問に 對 する 答が どうで あらう とも、 硏究 者は寸 if の虚， S があって はならぬ。 知名の 學者 でありながら、 嘗て 

その 資驗 結果 を 曲げて 發表 した 爲に、 以後 殆ど舉 界 から K みられない 樣 になった 人 を 知って 居る。 

研究者 は眞實 とい ふ 事に 飽く迄 過敏で あるべき である。 それだけで なく、 積極的に S 實を 求める 熱烈に し 

て 飽くことを知らない 欲求がなければ ならぬ。 

第二に 叙述に 用心深くなければ ならぬ。 普通人 は 一 寸 した 事から 無造作に 斷案を 下す。 學 者の 内で も 所謂 

逋俗學 者 は斷 乎た る 結論 を 以て 世人の 心 を 奪 ふ 傾が ある。 併し 眞の學 者 は 容易に 斷定 する もので はない。 ダ 

1 ゥヰン が あれ だけ 立派な 論據 から 歸納 しながら、 常に 斷乎 たる 斷定を 避けた の は 有名な 話で ある。 ファラ 

デ，' も 自己の 硏究 からい ふ、 「科 舉 研究者の 心に 抱かれた 思想 ゃ學設 が、 自己 自身の 嚴 酷な 批判と 反證 との 

爲 にどん なに 多く 人知れず 闇から 闇に 葬られて 了った かとい ふ 事、 そして 最も 都合よ く 行った 場合です らも、 

その 心に 抱かれた 思 ひっき、 豫想 • 希望 *豫備 的 結論の 十分の 一 も實 現せられ なかった とい ふ 樣な事 は、 世 

人の 餘り 知らない 事で あらう。」 と。 

ハ ック スレ， 'が 「 證據 以上に 出た 斷案は 誤謬と いふ こと だけで は濟 まない。 それ は 寧ろ 犯罪 (つ、 rime) であ 

る。」 といって HE るの も 畢竟 科© 者の 用心深 さ を 語った ものである。 隨 つて 眞の科 © 者は懷 疑 的 傾向 を 有す 

る。 併し 唯 疑って る だけで は駄 HE である。 或學 者の いった 樣に 其の 孃疑 は. 必ず 能動的 懷疑 (tsgeskepsis) 

でなければ ならぬ。  2 

第三に 科^者 は 曖昧 を 忌み w 確 を 望む 心がなければ ならぬ。 近世 科學 の父フ ラン シス • ベ ー コ ンの 有名な U 


金言に いふ、 「B 理は 混^. S. よりも、 寧ろ 誤謬の 裡 から 生ずる。」 と。 我々 は 入 間で ある。 いかに を 愛 求 む 

し、 いかに 用心^く しても、 誤に 陷る こと を 免 かれない。 餘 りに 誤 を 恐れて 居て は 何事 も出來 ない。 誤 

つ て そして その 誤なる 所以 を 明確に する ことにより 我々 も 亦 學問も 進歩す る ものである。 又 神なら ぬ 我々 に 

は 知らぬ 事の 多 いのも 亦 致し方がない。 我々 は 知らないと 答へ る こと を 恥と しない。 唯 知って 居る か 知らな 

いの か、 どこ 迄 知って R り、 どこ 迄 知らない のかが 自分 a せに も はっきり しない 事 を 忌む。 これ を 要するに、 

硏究 者に 忌むべき 事 は 失敗と 知らないと いふ ことで はなく、 寧ろ 不得要領、 曖昧、 一 時 を 塗抹す る 妥協 的 態 

度で ある。 

第 四に 研究者 は 協力 (cooperation) を 要する。 3 し B 理を 求める 爲の 協力で なければ ならぬ。 專攻 者の 敎 

育 も それで あり、 又 この 純な 動機に 基づく 限り 學界の 論 戰も亦 それ 自# 協力で ある。 協力と いふ 事 を 主張し 

て も、 それ は 天才 的 者の 孤立した S 創 的 仕事 を排 する ので はない。 寧ろ 援 けて 之 を 大いに 伸びさせようと 

する のでなければ ならぬ。 協力 は 附和雷同と は 違 ふ。 新しい S& 說 であるが 爲、 或は その 主張者が 知名の 學者 

であるが ar 又は 自分の 肺で あるが 爲 とい ふやうな、 別の 理由 又は 動機から 賛同すべき でない。 それ は眞で 

あり、 或は i 曆眞に 近いと 信ずる 時に、 賛同 協力すべき であり、 又 それが K でない と 信ずる 時、 駿 正な 批判 

を與 へて 眞理 追求の 共通の 目的に 協力す ぺき である。 (* 田 惟茂 氏 著 「心理 學硏究 法」) 

舉的 研究の 道德的 基礎 はこれ だけで はなく、  ^氣 • 忍耐 その他の 德性 を必耍 とする が、 その 主なる 

もの は 右の 四 項で あると、 この 論文に 繽 けて ゐ るので あるが、 如何にも 學究 らしい 緻密な そして 透徹 


した 論說 文で ある。 これ は、 增田 氏の 擧位 論文で あると いふ ことで あるが、 それで ゐて、 如何にも 平 

明で、 少しの クセ もな く、 すらりと した 文章で ある。 本格的 論說 文の 最高 位に 置かるべき 文章の 一 つ 

であらう。 


一 二 愛と 敎育 

私 は 敎育は 愛で あると 考 へる。 第 I に敎 育の 目的 は眞 理に對 する 愛、 道 德に對 する 愛、 美に 對 する 愛に あ 

る。 莨理 よりも 眞理の 愛、 S 德の實 行よりも 道德の 愛、 藝術的 創作よりも 藝 術の 愛、 この 無關 心な a に、 私 

は 教育の 目標 を 定めたい。 道德を 愛しないで、 ほんた うの 道德が あり 得る か、 R 理を 愛し 得ない 人に 眞理の 

^求が 望み 得られよ うか。 すべての 愛の 中に、 採 求の、 實 行の、 創作の 力が 求められ、 眞の 牛： 命 は 常に 愛 か 

らぼれ 出る。 敎 育の 目的 はと 考 へたと き、 何時でも 私 は、 r 眞理の S に 眞理を 愛する こと、 美 を 愛する こと、 

:,〕 の 善 を 愛する こと、 こ は 入の 人た る 所以の もの を 保存し 潸大 せし むる が爲 に、 敎 育の 第 一 目的に 揭げ得 

べきで ある。」 と宣 した フィ H 1 の 言葉に 歸 つてく るので ある。 第二に 愛 は又敎 育の 唯！ の 方法で ある。 愛 

と は 全くなる とい ふこと である。 半分に 切れた 環が、 再び もとの 環に ならう とする 心で ある。 肉體 とい ふ 境 + 

で 仕切られた 一 の 人格と 他の 人格と が統 一 して、 全く i 入 格と ならう とする 情で ある。 昨日の 我と 今日の 我 ^ 


が、 時間の 制限 を 超えて 統 I を 求む るの は 自愛で あり、 我と 他との^ 1 を 願 ふが 他愛で ある。 愛は統 一 であ 

り、 絕封 的^ 遍的銃 I としての 人 S3 である。 教ぉ と 生徒との 人格が、 敎師 とい ひ 生徒と いふ 如き 名前 や、 名 I 

前にく つつく 色々 の 聯想 を 一 a して、 全 一 的に 合 し、 介體 する 所に 流れる 力が 敎 宵で ある。 敎 育と は 高い 

所から、 ^餒の 眼で 生徒 を 見お ろす 働で はない。 又 感化し ようとの 自绿 心から 起る 働で もない。 感化と は 愛 

から 自然に 出る、 自然の 結^で ある。 はじめから 感化と いふ こと を考 へたら、 それだけ 不純の 分子が 混る。 

純眞と はた だ無關 心の 愛の みが 要求し 得る 特榴 である。 人格の 感化と いふ 使 ひふる しの 言 紫 は、 故に、 教育 

を說 くに は、 まだ 大いに 足りない 所が ある 樣に思 はれて ならない。 第 in に 愛 は 又 教育の 原動力で ある。 敎育 

の 目的 は 愛で あるが、 此の 愛 は、 敎師 自身が e 理に對 し、 道 德に對 し、 美に 對 して 熱愛 を 抱く 所に 始めて 成 

立す る。 愛が 栗して、 私の 考 へた やうに 全き を 求める 心で あると すれば、 敎 師の眞 善美に 向かへ る 愛に 合 i 

する もの は、 S ら、 露 善美に 對 する 生徒の 愛でなければ ならぬ。 火 を 燃やす もの は 火で ある。 愛 は 愛に より 

ての み. 起される。 を 愛し 得ない 敎師 は、 生徒に R 理を 迫る 何の g 利 も 何の ロ實も 持たない であらう。 述 

ぺ來 つた 所 を 一 言に 約め ると、 敎 育の 豫件は K 善美に 向かへ る敎 肺の 純 K な 愛で ある、 敎 育の 方法 は 愛に よ 

る 人格 的 合 一 である。 子供の 敎師は 自ら 子供の 心に なり、 ew 年の 敎師は @ ら靑 年の 心に なり、 ここに 彼我の 

全 一 を 求む ろ 働、 この 働 を 私 は敎宵 と 名 づけたい。 子供の 心に なり 靑 年の 心になる こと を 卑下と かんがへ る 

やうな 人 は、 正しく 「愛」 に：. m して 立つ こと を 恐る る 人で ある。 それだけ a 育に 對し、 熱の 足りない 人で あ 

ろ。 (篠 KM 市 氏 著 「批判的 敎育 © の 問題」) 


明瞭で あると 同時に 熱意 を 有し 且 品位の 高い 論說 文で ある。 かう した 文の 前に は、 我々 は 自然に 頭 

の 下る のを覺 える。 透徹した 論理と 纹 育に 對 する 熱愛と が、 そのまま 嚴肅 なる 論說 文の 形式に 生み出 

された ところの 文^で ある。 その 主張な り斷定 なりが、 續者を 動かして 實踐的 熱意に 燃 立た しむる こ 

とが 論說 文の 目的で あると するならば、 この 文例の 如き は、 まさに 本格的 論說 文の 最高 位に E かるべ 

きものの 1 つで あらう。 


一 三 菊 池宽氏 

^池 氏の は、 今までの ところ 初のう ちが 面白い。 私 は 「無名 作家の 日記」 や 「葬式に 行かぬ 歸」 や 「忠直 

卿 行狀 記」 など を讀ん で、 この 作家が 初から 手 一 杯に 筆を揮って ゐ るの を 感じた。 私自身が 處女 作以來 長い 

問、 S3. が 萎 けても どかしくて ならなかった こと を 思 ひ 出し、 また 他の 作家の 初期の 作品が 多く はさう である 

のを考 へて、 菊 池 氏が 初から、 持って ゐる だけの もの を、 隐而 なく S 在に 出して ゐる ことに 興味 を-寄せた。 

名人 左團 次が、 少年 時代の 松 肋の 藝を 見て、 「この 小 僭 おれの 前で でも、 氣 おくれし ないで、 手一杯に 藝を 

やり 居る。」 後世お そるべし と 言った さう である。 菊 池 氏 も 初から お 時の 文壇で 怯け ないで 技 を 演じた。 6 

私 は ダル マの 描かれた 安つ ぼい H 子 を 先 梨の 家に 置 忘れたり、 大切な 紹介状の 上に 湯屋 歸 りの 濕れ 手拭 を U 


馐 いて 汚したり して 心 を 苦しめて ゐる 初期の 作者の そそっかしい 愛嬌に 興味 を 感じ、 意氣 盛に して 四面に 敵 ひ 

をう けて 闘って ゐる 近來の 作者に も 興味 を 感じて ゐる。 文 ほ3 社 &の 問題に ついて、 氏 はこれ まで も 力 を 入 

れ これから も 力 を 注ぐ であらう。 その gf では 他に 類がない。 しかし、 此處 では、 私 は §：； 際 家と しての 氏を觀 

察しよ 5 とする ので はなく つて、 我々 の 心に 何等かの 藝術的 刺戟 を與 へて 吳れる 作家と しての 菊 池寬を 見て 

, ゐ るので ある。 上演され た 新作 家の g 曲 を あまり 見た ことのない 私 も、 氏の 作品 は、 「父歸 る」 「義民 甚 兵衞」 

「や； 宗の心 持」 の 三つ を 見た。 どれ も 新味 を 有って ゐ るので 面白かった。 簡單 叫瞭で 分り やすいし、 人 問の 

ある 心理が 手^く 見物の 胸に 轡く やうに 現されて ゐ るから、 今日の 靑年 などに は S ばれる 箬 だ。 地靈 前の あ 

る 年、 新莴 座の 立 場で、 ある 藿劇を 見て ゐ たら、 そこの 物絜 婆さんが、 知人に 向かって、 「父 51 る」 を、 

も I 度 觅 たいと 言って、 その 芝居に 非常に 感動した らしい 口吻で 話 をして ゐ た。 後で この 芝 K を 見た 私 は、 

「成程、 これなら 婆さんに も 分る 喾だ。 」 と 思った。 岡 术綺堂 氏から 菊池寬 氏。 舊劇 跋扈の 劇場へ、 新しい {4! , 

氣や 注いだ 氏の 功 緩 は、 誰でも 認めなければ ならない。 (正宗 白鳥 氏 著 「文 藝 評論」) 

これ は、 文藝 批評で も あり、 同時に 人物評 論で も ある。 何れにしても 批評で ある。 元來、 批評と い 

ふこと は、 かなりむ づ かしい ことで あるが、 この 文の 如き は、 ^ めて 平易で あり 明瞭で あり、 そして 

何人 をもう なづ かせる 文で ある。 

論說的 文章 は、 別の 言葉で いへば、 批評 的 文章で あり、 人生 • 社 會* 文化 等に 對 する 一 つの 批評で 

ある。 隨 つて、 論說的 文章 を 書く に當 つて は、 正しき 批評 的 態度に 立つ ことが 最も 重要で あるが ゆ ゑ 


に、 この 項 を 終る に 至り、 極く 簡單に 批評の 意義 を 述べて 置かう と 思 ふ。 

普通に 我々 が 日常、 批評なる 語 を 使用す る 際に 於て は、 多く は 否定的の 意味が 加 はって ゐる。 たと 

へば、 「あの 男 は、 人の 批評ば かりして ゐ る。」 とか、 「かげで、 かれこれ 批評す るの は 男らしくない。」 

とかい ふ 場合の 如き は、 非難と か 非議と か あらさがし とか 揚足 取と かの 否定的な 意味が 多分に 含まれ 

てゐ る。 文藝 批評の 歷 史に徵 しても、 世の 批評家なる もの は、 多く は その 對象 について、 その 缺點を 

a 出し、 その あら を さがし 出して、 攻撃的の 言葉 を 多く 用 ひて 來てゐ る。 その 目的 は、 いふまで もな 

く、 正しき 文藝 への 希求に あらう けれども、 さう した 批評 的 態度 は 決して 正しい と は 言へ ない。 我が 

國の 文壇な どで も、 往々 ゴシップ めいた 低級な 批評が 試みられて ゐ るが、 それ は、 文 擅の ために も 決 

して 慶貿 すべき 現象で はなから う。 眞の 批評 (cr:ticis ョ) は、 マッシュ ゥ • ァァノ ルドの 言って ゐる 

やうに、 「この 世に 知られ または 考 へられた る 最良の もの を、 最も 公平に 知り 且 普及せ しむる」 にあ 

る。 すな はち、 正しき 批評と は、 對象を その あるがままに 正しく 觀 察し、 そして、 その 價値 ある 部分 

または 美點 を、 一般に 普及す る ことで なければ ならぬ。 それによ つて、 人生 • 社 會 • 文化の 向上 を 目 

指す のが 批評家の 任務で ある。 價値 ある もの を價値 ある ものと して 明示す るた めに は、 時に、 對比的 

に、 價値 のない もの を價 値の ない ものと して 引合に 出す 場合 も あらう が、 批評の 性質 は、 どこまでも、 

對象を あるがままに 見る とい ふこと であり、 むしろ その 長所 を 見出す ことに ある。 論說的 文章 は、 こ 

の 正しき 批； t 的 精神に 立たざる 限り、 眞の 論說的 文章と はなり 得ないで あらう。 
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第 四 章 小說的 文章 


ここに、 小說的 文章と いふの は、 あらゆる 種類の 小說 まだ は 物語 文舉 の文茕 の 謂で ある。 

小說 はいふまで もな く 文舉が あり 創作で ある。 隨 つて、 ここに、 文舉と は何ぞ やとい ふ 大きな 問題 

に 逢着す るので あるが、 本書の 性質 上さう した 問題に ついての 詳論 は 許されない。 さしあたり、 文舉 

の 定義 を 下す たらば、 「文學 と は、 作者の 想像 • 感情 • 趣味 等 を 通して 構成され 若しくは 取扱 はれた 

る內容 が、 文字に しって 平易に 且與味 的に 表現され たもので ある。」 とい へ る。 すな はち、 文 舉の內 

容は、 實 際あった ままの 事 赏 ではなく して、 作者の 主觀 によって 構成され るか、 または 實 際にあった 

事 K が 作者の 主觀を 通して 取扱 はれた ものである。 さう して、 かかる 內容 もた だ 胸中に 藏 せられる だ 

けで はま だ 文舉と はなり 得ない。 それが 文字に よって 表現され る ことによって のみ、 はじめて 文舉と 

なり 得る。 しかも、 その 表現 は、 一般の 人々 に 分り やすく、 そして 與味 的で なければ ならぬ。 分り や 

すいとい ふこと と、 與味 的と いふ こと は、 文舉的 表現に は^くべ からざる 要素で ある。 

而 して、 その 文^的 內容の 構成 または 表現の 様式に よって、 文舉に はさま ざまの 種類が 生す る。 詩 


^  • 小^  •  a 曲な どが それで あるが、 小說と は、 一口に いへば、 「作者の 想像に よって 構成され 若し 

く は 取扱 はれた る 人生 的 事件の 表現で ある。」 といへ る。 いつ、 だれか、 どこで、 どうした か —— こ 

れが 人生 的 事件で ある。 歷史の 書物 や 新聞の 三面記事の 如き は、 人生 的^ 件 を あら はした 文^で ある 

が、 しかし、 それ は 想像に よって II 成され 若しくは 取扱 はれた もので はない。 まれに 筆者の 想像 的 分 

子が 加 はった にしても、 それ は 本質的の もので はない。 しかし、 小說 はさう ではない。 故 坪 內 逍遙 博 

士が、 「およそ 小說 と； K 錄とは その 外貌に つきて 見れば すこしも 相 遠な きものたり。 ただ、 小 說の主 

人 公 は 赏錄の 主と 同じから す、 全く 作者の 意匠に 成りた る假 S 假虛の 人物た るの み。」 (小 說祌 SS) と 

いって ゐ るの は それで ある。 ただに、 主人公の みに あらす、 そこに 描かれて ゐる 人生 的 事件 もまた 作 

者に よって 作り出された ものである。 たと ひ、 容觀的 事 實 に题材 をと つたに しても、 事實 そのままで 

は小說 ではない。 よし、 殆ど 事實 そのまま だとしても、 その 事黉 だけ をと りあげた ところに、 旣 に S 

史ゃ 三面記事と 異なる ものが ある。 小說 は、 いはば 人生の 繪. 查 である。 a 家 は 全く 想像に よって 描き 

53 す こと も あり、 或 一 定の 場面 を寫 生す る こと も ある。 しかし、 その 寫生 せんとす る 場面 は、 靈 家の 

美術 眼 または 趣味に 合した 一定の 場面で ある。 それと ひとしく、 小說 家の 描き， £ した 事實 も、 たと ひ 

それが^^ 的に 存在した 事實 であっても、 その 事實は 作者の 藝術眼 または 人生観に よって 取上げられ 

たる 一 つの^ W である。 

小說の 目的 は、 東西の 多くの 舉者 がいって ゐる やうに、 「人生の K 相 を具體 的に 表現す る」 にある。 
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そこで 小說家 は、 自己の 人生 觀を 具體 的に 表現す るた めに、 想像 的に^ 贲を^ 成し、 或は a 際 的 W 實 ジ 

をと つて そのうちに 已の 人生 觀を 盛らう とする。 たと へば 「源氏物^」 の 如き は 前者に a し、 作者 

の 人生観た る 「ものの あはれ」 を 具現す るた めに、 假虛の 人物た る 源氏の 君 を 主人公と し、 それに 幾 

多の 假虚的 人物 を 配して 描き出し たもので あり、 「平家物語」 の 知き は 後者に 屬し、 源平 二 氏の 盛衰 

與 亡の 史的 事實を 題材と して、 作者の 人生 觀 たる 怫敎的 無常 觀を 具體 的に 表現 せんとした ものである。 

小說 の：： E 的た る 「人生の K 相」 を 具現す るに 當り、 作者の 個性 や 性格 や 人生 觀を 異にする につれ、 

甲の 作者の 題材と 乙の 作者の 題材と が 著しく 傾向 を 異にし、 また、 たと ひ 同一 の 題材 を 取扱っても、 

その 仕組 や 描寫が 著しく 異なる の は當然 である。 そこに、 おの づ から、 奇傅的 小 說と寫 K 的小說 との 

區別を も 生じ、 ロマンチシズムと リアリズムとの 相 遠 を も 生じて 來る。 それ ゆ ゑに、 抽象的に、 また 

理論的に、 小 說の題 村 はかく かくのと ころに 求むべき であると か、 小說 はか かる 仕組に よるべき であ 

ると かいふ こと は絕對 にいへ る もので はない。 そのこと は、 すでに 總論 でも 述べて 置いた。 

しかし、 總論 でも 述べて ある やうに、 その 題 村 は 人間の 精神 生活に とって：？ 等 かの 價値を 有する も 

のでなければ ならぬ。 惯値 といっても、 それ は 決して 道 德的價 値 だけ を 意味す る もので はなく、 ひろ 

く 人生 的價値 ^ 意味す る。 古來、 小說 は、 主として 人間の 感情 生活 を 描き、 讀 者の 感情に 訴 へようと 

する ものであると 稱 せられて 來た。 本 居宣長 は、 「玉の 小 櫛」 で 左の 如く 述べて ゐる。 


钗 物語 は 物の あはれ をし るす を 旨と したる に、 そのす ぢ にいたり て は 儒 佛の敎 に そむける ことも^ きぞか 

し。 そ はま づ 入の 情の 物に 4S ずる 事に は 善 惡邪正 さまざま ある 中に、 道 璦 にたが へる 事に は 感ず まじき わざ 

なれ ども、 情 は 我ながら 我が 心に も 任せぬ こと ありて、 おの づ から 思 ひがたき ふし 有りて 感ずる こと ある も 

のな り。 

すな はち、 小說の 本旨 は 「ものの あはれ」 を寫 すに あり、 「ものの あはれ」 は儒怫 などの 宗敎的 ま 

た は道德 的敎訓 に そむく 場合す ら あると ころの 人間の 感情で あると いふので ある。 埒內 博士 も、 「小 

說 神髓」 の 中で、 殆ど 右と 同一 の 趣旨 を 述べて ゐる。 

人情の 奧を 穿ち 所謂 K 人 はさら なり、 老若 SJ 女善惡 正邪の 心のう ちの €： 幕 をば 洩らす 所な く 描きいだ し 局 

密 嵇 到 人情 をば 灼 然として 見えし むる を 我が 小設 家の 務と するな り。 

やはり 小說 は、 人間の 感情 を寫し m す ものであるとの 見方で ある。 しかし、 小說は 人生の 眞相を 表 

現しよう とする ものであるから、 單に 人間の 感情 だけで はなく、 そこに は 人 問の 理性 も 描かれる であ 

らうし、 社會 批評 も 入って 來 ようし、 經濟 上の 理論す らも 入って 來る であらう。 今日の 小說の 如き は、 

ただ 「ものの あはれ」 を寫 すと か、 「男女の 心の 內幕」 を 描き^す とかいつ ただけ では 不可能で、 中 

に は 殆ど 哲學ゃ 社 會舉の 本 を讀む やうな 感じの する、 いはば、 理智 的な、 頭の 痛くなる やうな 小說す 

ら ある。 そして、 それが かへ つて 立派な 小說 だとい はれる 場合 すら ある。 けれども、 小說の 本質 はや 
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つばり 主として n 者の 感情に 訴 へる ところに 在る こと は、 古今^西 を ® じて か はらない であらう。 さ 

うして、 それによ つて、 人と 人と を 感情的に 結合せ しめよう とすると ころに 小說の 目的が ある。 それ 

は、 ちゃう ど、 科舉が 人々 の 間に 眞理の 共通の 世界 をつ くりださ うと 志す のと 同じ ことで ある。 

小 說の化 組 も、 他の 種類の 文章と ひとしく、 力めて 統一 を 保つ とい ふ點 にある。 とりわけ、 小說は 

他の 文^と 異なり、 物語 文舉の 性質と して 著しく 長篇 になる のが 通例で あるから、 特に 統一と いふ こ 

とが 重要な 問題と なって 來る。 ややもすれば、 前後が 錯綜して 筋が 通らす、 人物の 性格 描寫が 前と 後 

でか はって 來 たりして、 途中で 讀者 をして 投 出させて しま ふやうな 場合が 生す るの は、 主として 仕組 

に 於け る 失敗に よる。 坪 内 博士 は、 

小 說を錢 るに 當 りて S も ゆるがせ にすべからざる こと は，、 脈絡 通 傲と いふ s? なり。 脈絡 通徹と は、 篇 中の 

^物 となく 互に を 相 通じて、 相 隔離せ ざる こと をい ふなり。 (小設 祌髓) 

といって ゐる。 隨 つて、 出来事が あまりに 繁に 過ぎたり、 人物 を餘 りに 多く 出し 過ぎたり して は、 

脈絡が みだれ、 を さまり がっかなくなる。 この 點が、 小說 構成の 主耍點 であらう。 

小說 は、 前に も 述べた ごとく、 いつ、 だれが、 どこで、 どうした かとい ふこと を 描く もので あるか 

ら、 その 文窣 の耍點 は、 およそ 左の 四 點に歸 着す るで あらう。 

第 一、 過去の 時代の ことか、 現代の ことか、 それが はっきり 描かれて ゐ なければ ならぬ。 時代錯誤 
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に 陷らぬ やうに、 描寫 上の こまかい 注意が 必要に なって 來る。 また、 春 か 夏 か 秋 か 冬 かが はっきりし 

てゐ なければ ならぬ。 季節 錯誤に らぬ やうに いろいろの 注意が 必要になる。 また、 夜 か a か 朝方 か 

夕方 かな ども、 場合によって は 示されねば ならぬ。 つまり、 「時」 が 明瞭に 描き ffi さなければ ならぬ。 

第二、 篇 中の 各人 物の 侗性ゃ 性格 や 人生 觀が、 讀 者に 明瞭に 理解され る やうに 表現され ねばならぬ。 

とりわけ、 主人公 または 副 主人公た るべき 人物に 至って は、 それが 最も 重要で ある。 つまり、 小說中 

の 各人 物 は 一人一人 侗 性的に 生きて ゐ なけれ ぼなら ぬ。 馬 琴の 八 犬 傅に 於け る 八 犬士の 如く、 どれ も 

これ も 同じ やうな 性格で は 意味 をな さぬ。 

第三、 都會 であるか 田 食で あるか、 關東 か關西 か、 汽車の 中 か 船の 上 か、 窒內か 屋外 か、 山 か 野 か、 

川の 岸 か 海の ほとり か、 つまり 「場所」 が はっきり 描かれて ゐ なければ ならぬ。 その 爲に は、 地理 的 

觀察 や、 敍景的 手法が 必要に なって 来る。 

第 四、 事件が 如何に 複雜 して ゐ ようと、 こみ 入って ゐ ようと、 前に も 述べた やうに、 そこに は 一貫 

した 脈絡がなくて はならぬ。 事件 は、 人物と 人物との 恩 想 • 感情 • 意志 *行爲 の交涉 であり、 同時に 

作者の 人生観 • 世 界觀の 表現で あるが ゆ ゑに、 それ は 小說的 文章に 於け る 中核 をな す ものである。 隨 

つて、 前の 第一 • 第二  • 第三の 备耍素 VP 結局 はこの 一 項に 含まれる といって よい。 事件 は 多く 會話ま 

たは 説明に よって 描寫 される が、 とりわけ、 會 話で 表現され る 場合が 多い。 隨 つて、 會話は 小 說的文 

章に 於て 最も 技術 を耍 する 點 である。 素人 か 玄人 か は、 會話を ちょっと 見た だけで も 大抵 分る もので 
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ある- a; に， その ス 物の 佃^ や S 柏ゃス にび たりと あてはまる 會 話 すな はち、 いかにも そ Q 人 5 

らしい ものの 言 ひ 方でなくて は小說 にならない。  〜 

如何なる 種類の 文^でも さう であるが、 小說 も、 特に、 請 者の 程度 や 性質 を 考慮して 表現され る こ 

とが ある。 特に 一 般 大衆 を 對象 とする もの、 または 婦人 を對 象と する もの、 少年 • 少女 を 相手と する 

ものと いふ 風に、 いろいろに 分れる 場合が ある。 それによ つて、 それぞれ 大衆 小說 とか 婦人 小說 とか、 

少年 小說 • 少女 小設 などの 名稱も 生じて 来る。 勿論、 特殊の 讀 者と いふ もの を 考慮せ す、 純 藝術的 立 

場に 於て 表現す る 小說も ある。 そして、 それが 本當 の小說 だと もい はれて ゐる。 しかし、 小說 とい ふ 

もの は、 だいたい 一般大衆 によって 讀 まれる ものであって、 純 藝術的 立場と いふ ものが、 若し 特殊の 

純藝術 家と か 純文舉 者と か、 または 或 特定の 知 Si 階級と か だけ を對 象と する ものである ならば、 さう 

いふ 小說 は、 如何に 藝術 的で あらう とも 結局 は 高踏的で あり 一 般 人に はわけ の 分らない 存在に 終る で 

あらう。 だから、 小説の 文章 は、 他の 文窣 でも さう であるが、 より 以上の 要求に 於て、 どこまでも 平 

易で あり E: 與味 的で なければ ならぬ。 

小說的 文^の 具 體的說 明に 入る 前に、 これから 小說を かかう とする 人に とって、 いくらか 參考 こ， な 

らうと 思 はれる から、 小說 家と 年齢との 關係 について 少しく 述べて S かう。 德田 秋^ 氏 は、 r 創作 講 

話」 の 中で 次の やうに 述べて ゐる。 


觀る、 描く、  — とい ふ氣 分に なって 初めて 小設 を窗 くこと が出來 る。 年 をと つて 經 を 積む に從 つて、 

薄れ ゆく 感 愦 と 反比例に、 の 光が 輝き 出す。 今迄 は、 唯 感情の ゆく に 任せて、 現 K とい ふ^は K みな か 

つた。 そして 签 想に のみ 走る とい ふ 風で あつたが、 ここに 至って、 初めて 天上に 馳 せた M を 足下に 落して、 

自分の 周圍を 顧み、 また 自分と いふ もの を^: みる やうになる。 熱した 心が 覺め、 動き 摇れた 心が しづ まると、 

其の 時 始めて あるがままの 現實を はっきりと 眼に 寫す 事が 出來る やうになる の だ。 そこで 觀る、 描く、 とい 

ふ氣 分になる。 ここ 迄 來れば 小説が 書け るの だ。 

たしかに、 かう もい はれる のであって、 紫 式部が 源氏物語 を 書いた の は、 藤原宣 孝に 嫁し 一女 を擧 

、げ、 夫に 死別して から 後の ことで ある。 西 鶴が 俳諧 を 捨てて 小 說に轉 向した の は、 四十 を 過ぎてから 

であり、 夏 目 漱石ゃ 有 島武郞 などの 人々 も、 大舉 敎授を やめてから、 四十 を 越してから、 小說 家と な 

つた 人々 である。 ところが、 明治 • 大正 年代の 作者 を 見る と、 ぐっと 年齢が 低下して、 ニ椠亭 四 迷に 

せよ、 尾 崎 紅葉に せよ、 樋 口 一 葉に せよ、 大抵 は 二十代で 大家に なって ゐる。 武者 小路 • 谷 崎. 菊 池 • 

久米 等の 諸氏に しても、 また、 なくなった 芥川龍之介 にしても、 その 傑作 は 多く 初期の 二十代の 作品 

にある やうで ある。 だから、 小說 家と 年齢との 關係 といっても、 時代に より、 また その 人の 天分に よ 

り、 決して 一様に はいへ ない ので ある。 永 井 荷 風 氏 は、 「小說 作法」 の屮で 左の ごとく 述べて ゐる。 

6 

小 を かかんと 志す ものに おの づ から 二種の 別 あるが 如し。 其の i は 十七 八 歳 まだ 中 學に通 ふ SJ^: に 流布 ；：- 


する 小設を 讚み 行く 中 B 分 もい つか 小說 かいてみ たくな り 筆 を 執り 初め、 次お に 興 を 得、 やがて 攀 業の 進む ジ 

につれ 遂に 確乎と して 此の 道に 志す に 至る もの、 其の 二 は旣に 高等 專 門の^ 桀を卒 へ、 志定 りて 後 感ずる^  I 

ありて 小說を 作ろ ものな り。 櫻 痴福地 先生 は 世の 變遷 に^ 綸の志 を。 て、 遂に 操觚の 入と なりぬ。 柳 浪廣津 

先生 は 三十 を 越えて 後 初めて 小 說を霄 きし 由 聞きた ろ 事 あり。 ほ 石 光生 は 帝 E 大學 の敎授 を辭 して 小說 

家と なりし 事 人の 知ろ 所な り。 

また、 次の やうに も 言って ゐる。 

學應 なん ぞ はどうで もよ きもの なれ ど 今日の 大舉は 明治 中^の 尋常 中學 位の 程度の ものに なり 下り たれば、 

まづ 何事 をな すに も^ 士 若しくは それに 相應 する 敎育を 受けて より 後の 事な り。 

もちろん、 情熱の 火が 消え、 憧憬の 念の 簿ら いだ 者に 小說の 書け る 害 もない が、 さりと て、 情熱と 

憧憬 だけで も 小說は 書け ない。 天才 は^として、 本當に 後世に 淺る 名作と いふ やうな もの は、 相當の 

舉 問と 人生の 深い 經驗と 絶えざる 藝術的 精進と によって のみ 生す る もので あらう。 年少に して、 ちょ 

つと 才氣の ある 小說の 一 つ 二つ も W いて、 「われ 世に 勝てり」 などと、 安 價に思 ひ 上って しまったの 

では、 行く先 は腦 病院と、 大抵 相場が きまって ゐる。 何^も さう であるが、 小說を かかう と 思 ふ 人 も、 

決して あせったり、 虚名 を 博 さうな どと 考 へて はなるまい。 

以下、 其體 的の 文例に ついて、 小說的 文章の 手法 を舉 ぶこと とする が、 だいたい 年代順に、 明治 • 


大正 • 昭和 三代に 於け る 代表的 作品の 一 節 を 揭げ、 文章 を舉 ぶと 同時に、 一 面に 於て は、 文體 の變遍 

ゃ小說 界の展 開 をう かが ふ 資料と する。 


せ^ 

一 お 勢 

はじ ，：  S さ し W 'びと ナが ちゃう  は £ 

此の 物語の 首に、 ちょいと © をした 事の あろお 政の 知己、 須賀 町のお 濱と いふ 婦人が、 近頃に 娘 を さる 闼 

家へ 綠 づける とて、 それ を吹聽 かたがた、 その 娘 を つれて、 或 日お 政 を たづね て來 た。 娘と いふの は、 お 勢 

に 一 つ ^下で、 ^色 は 少し 劣る 代り、 遊藝は 一 通り 出來 て、 それで ゐて、 おとなしくて 愛想が よくて、 お 政 

こ  むすめ  ひいき 

にい は せれば、 如才の 無い 娘で、 お 勢に いは せれば 1 蘭 弊な 娘」 お 勢 は大嫌 ひ、 母親が 燕 M にす る だけに、 

しょうしん  わざ 

なほ 1^ 此の 娘 を饊 ふ。 但し これ は、 普通の K 心の させる 椠ば かりで はなく、 此の 娘のお 蔭で、 をり をり 高 

こす 

ぃ彝を おられろ^ も あるからで。 綠 づける と K いて、 お 政 は 羨ましい と 思 ふ 心 を、 少しも S さず、 顏 はおろ 

よろこ  0  ほこ 

か、 口へまで 出して、 事々 しく K び を陳 ベる。 娘の 親 も 親で、 慶び を陳 ベら れて、 I 層 得意に なり、 さも 誇 

貌に 婿の 財 產を數 へ、 または 支度に 费 つた 金額の 總 計から ！es まで、 こまごまと 計^ をして 聞かせれば、 聞 

く 事毎にお 政は且 驚き 且 羨んで、 采は" どうして か、 婚姻の 原因 を 娘の 行狀に 見出して、 これと いふの も、 

平生の 心掛 がいいから だ、 と 口 を 極めて 賞め る。 嫁る 事が 何故 其 漦に手 であらう か。 お 勢 は 猫が 鼠 を 捕つ 


た^に も 思って ゐな いのに！ それ を 其の 娘 は、 恥づ かし さう に、 ^,问 き は 俯： I! きながら • 己 も 仕 合 はせ と つ 力 

おの づか  もと  ねた I 

思 ひ 顔で、 高 ^は B ら小 鼻に 現れて ゐる。 兑てゐ られぬ 程の 醜態 を 極めろ！ お 勢 は 固より 羨ましく も 妬 

おのれ 

ましく も あるまい が、 ただ 已 一人で、 さう 思って ゐる 許りで は * 満足が 出 來んと 見えて、 をり をり さも 苦々 

あざ. 2 ら 

しさう に、 ^笑って みせる が、 生憎 誰も 心づ かん。 そのうちに、 母親が 入の^ の 上 を 羨む につけて、 我が身 

.AO  ないがしろ  レ つ  き 

の？ s 命 を 歎ち- 何處 かの 人が、 親 を 蔑 にして、 おにい ふこと を 用 ひず、 何時 身 を 極める とい ふ考も 無い、 

こ き S9 やう 

とて 苦情 をなら ぺ出 すと、 娘の 親 は、 失敬な、 なに 此の 娘の 姿 色なら、 ゆくゆく は 「* 派な 員さん」 でも 

をつ と  あざけ 

夫に 持って、 親に 安樂 をさせる ことで あらう、 といって、 ^る やうに K く 笑 ふ。 見やう 見 眞 似に、 娘まで が、 

うつむ 

お 勢の 方な 顧みて、 これ もまた る やうに、 ほほと 笑 ふ。 お 勢 は おそろしく 赤面して • さも 面目なげ に 俯向 

やつす 

いたが、 十分 も經 たぬ うちに、 座敷 を 出て しまった" 我が 部： 2 へ 戾 つてから、 はじめて、 後れば せに^ 然と 

なって、 二 生、 お 嫁に なん ぞ行 くもん か。」 と W 激した。 (二 槳亭四 迷 r 浮霉」 明治 二十 i 年〕 

I や ^ 二 組、 四 人の 人物の 性格が、 あざやかに 描寫 されて ゐる。 主人公 は 明治の 新 文明 を 呼吸した、 

いはば 當 時の 新しい 女た るお 勢、 それに 配す るに お 勢の 母親お 政と、 舊 弊な ぉ濱が 娘。 作者 は、 お 勢 

の 性格 描寫に 重き を 置いて ゐる こと は 勿論で あるが、 お 勢 を あざやかなら しめる ために、 他の 三人の 

性格 を、 こまかく 殆ど 科舉 的に 觀 察し 描寫 して ゐる。 內田魯 庵 氏 は、 「文 擧に對 して 二葉 亭 ほど 眞劍 

なの は 無い。 二葉 亭の 人生に 對 する や、 實驗窒 に 於け る科舉 者と ひとしく、 一 々精密なる 賁驗 をして 

數舉 的に 證明 L なければ 納得し なかった。 『浮 雲』 第二 篇は卽 ち 其の 實驗報 * 書で、 常時 或 人 は^も 


地 暦の 斷面を 見る やう だと 評した。」 と 述べて ゐる。 この 文例 は、 その 「浮 雲」 の 第二 篇で、 二葉 亭 

の 二十 五 歳の 時、 すな はち 明治 二十 一 年に 出 版され たもので ある。 これが、 明治時代の 新しい 小說 の、 

いはば、 そもそも S 觴 ともい ふべき ものであった。 ことに 注意すべき は、 二葉 亭が 確乎たる 自覺と 信 

念の もとに、 口語 體で 害いて ゐる ことで ある。 「浮 雲」 第 一 編の 「はしがき」 に 曰く、 


,  < つ  さ  ァ 一ろ. T  O  / 

残{3 の 花 は W に 咲いて 活入は ffi となる 世の中 I! り 文 K 而巳は 黴の 生えた 陳奮 翰の 四角張り たるに 頰返し を 

つけ かわ 又は 舌足らずの 物言 を舉 びて 口に 涎 を 流す は 拙し 是 はどうで も 言 文 一 途の事 だと 思 ひ 立って は 矢 も 

つくらさん ばう くわう じん  はる 

© も なく 文； S の 風 改良の 熱 一 度に 寄せ 來る どさくさ 紛れお 先眞闇 三寶 荒神 さまと 春の や 先生 を 賴み窣 り缺 

うな 匸 しまつ 

硯に朧 の 月の 零 を 受けて 鑤摺 流す {4! のき ほひ 夕立の 雨の 一 しきり さらさら さっと 謦 流せば ァラ 無情 始末に ゆ 

やさ  あやめ  うばた 

かぬ 浮 if めが 艷 しき 月の 面影 を 思 ひがけな く閉ぢ こめて 黒白 も 分かぬ 烏 夜 玉の やみら みつち やな 小設 が出來 

しぞ やと 我ながら 肝 を 潰して 此の W の卷 端に 序す る もの は 叫 治 丁亥 初夏 二葉 亭四迷 

•H る rs や 

舂廼屋 先生すな はち 坪內 逍遙の 「小說 神髓」 が 出た の は 明治 十八 年、 二葉 亭は 逍遙に ついて 舉び、 

小 說神髓 の 主張 を そのまま 「浮 雲」 に 具現せ しめた。 かくして、 明治 小說界 はこ こに スク ー トを 切つ 

たので あるが、 文體の 方から いふと、 二葉 亭 以外の 作家 は、 まだ 容易に 文語 體を 捨て 得なかった。 さ 

すがに、 二 槃亭の 偉 さがしの ばれる。 


バリ ぶんかん 

一 rr^z  W- き.、 3  、 
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i  十 さはら ナ はら  めし. S くはい すべ  からだ 

名物に 甘き 物 ありて、 ^腹に^ 原のと ろろ 汁、 殊の外 妙なる に、 販潘杯 か 滑り込ませ たる 身體を このまま 

ナ  つし £  すす  あんどん  らくがき 

おさす る も ^ とは^へ ど爲 る^な く、 道中 日記 註け 終 ひて、 のつ そっしながら 煤び たる 行燈の 潢 手の 梁 書 を 

ちび. * で 

K めば、 山梨縣 士族 山 木 介大 江山 返 治の 際 一泊と 禿维の 跡、 さて は 英雄 殿 も ひとり 旅の 返： S に 閉口しての 

おん  ばか  しゅうん かす 

御 わざ くれ、 を かしき 許り か あはれ に覺 えて、 初對 面から 膝 をく づ して 語る^ 鐽に 相宿の 友 もな き珠 運、 m 

うづみ び あし あぶ  乙な せ 

かなる s 火に 脚を烘 り、 つくねん として © の 上に 苜投 げかけ、 うつらう つらと なる 所へ 此^ を さして 來る足 

か-とひ ぴ  ごめん ふすま ご  ， レ. f 

管 しとやかなる 踵に 勰裂 きらせし さき 程の 下女なら ず、 御免な されと 襖： g しの やさしき 聲に 胸と きめき、 爲 

かけた 欠伸 を 半分 嚙みて 何とも 知れぬ 返辭を すれば、 唐紙 するすると 開き、 丁寧に 辭铙 して、 冬の 日の 木 曾 

さぞ ござ  めいよ はな づけ 

路、 嘸 や 御 痰に 御座り ませう が、 御^ 下され、 これ は 常 所の 名譽花 潰、 今年の S の あっさ を も 越して 今 降る 

f よい  かげぜん 

雪の 眞最 中、 色 も あせずに 居ります る 梅 • 桃 • 櫻の あだ くらべ、 御意に 入りましたら 陰膳 を 信 濃へ 向けて 入 

知らぬ 憨さを 知られし 都の 御 方へ 御土產 に、 と 心憎き 愛嬌： wsr 商寶 の艷 とてな まめかし く、  K 物に 香 を 添 

かる はすみ  きた つつみ 

ふる 口の ききぶ りに 利發 あら はれ、 世馴れて 漉らず、 さりと て. 輕佻 にもな きとり なし、 持ち 來 りし 包、 靜カ 

よ そ  こなた 

に ひらきて、 二 箱 三 箱 差 出す 手つきの し をら しさに、 花は餘 所に なりてうつつ なく 視き 込む 此方の K を跺け 

ひ i も  ともし is  .  が をみ や *x こ 

て 向く る 顔、 折から 隙洩る 風に 燈火 動きて 明らかに は 見えざる にさへ 隱れ 難き 美し さ。 我 折れ 深山に 是は 


何物。 (幸 田 露 俘^ 「風流 佛」 明治 二十 二 年) 

これが、 幸 田 露 伴の 出世作 「風流 怫」 の 一節で ある。 主人公 は 今年 二十 四、 怫像 彫刻の 修業 を 思 ひ 

立ち、 汽車の ある 世に、 わざと 木會路 から 奈良 へと 旅 を 志す ので ある。 この 文例 は、 木 曾 路の齊 原の 

しゅく  A- ど 

宿に 泊った 夜の 情景で ある。 若い 藝術 修業 者の 一人旅、 つれづれの 宿の 一 室に、 名 も ゆかし さ 名物 

はな づけ  が を み やま こ 

「花 漬」 を K りに 來た なまめかしき 一 麗人、 「我 折れ 深山に 是は 何物」 と、 讀者を 釣って 置き、 さて そ 

の 佳人の 來歷は 明晩のお たのしみ としたと ころ、 さすがに —— と 思 はせられ る。 但し、 かう した スク 

ィル は、 最早、 文 擧史の 一 K をかざる だけの ものと なって しまった。 これが、 露 伴の 二十 三 歳の 時の 

筆で ある。 

，き 

三お 力  • 

さる 雨の 日の つれづれに 表 を 通る 山 高 W 子の 三十 男、 あれな りと 捉 へずば 此の 降りに 客の 足と まる まじと 

お 力 かけ 出して 袂に すがり、 何う でも 遣り ませぬ と駄々 を こねれば， 容貌よ き 身の I 德、 例に なき 仔細ら し 

きお 客 を 呼 入れて 二階の 六疊に 三味線な しのし め やかなる 物語、 ^を 問 はれて 名 を 問 はれて 其の 次 は 親 もと 

の 調ぺ、 士族 かとい へば それ は 言 はれませ ぬと いふ、 平民 かと 問へば 何う で ござんせ うかと 答 ふ • そんなら 3. 


華族と 笑 ひながら くに、 まあ 左樣 おもうて 居て 下され、 お 華族の 姬樣 が手づ からのお 酌、 かたじけなく 御 お 

受けな されと 一， 波々 とつぐ に、 さりと は 無作法な 置きつ ぎと いふが 有る もの か、 それ は 小 笠 原 か、 何 流ぞと 

いふに， お 力 流と て 菊の 井 I 家の 作法、 叠に 酒の まする 流儀 も あれば、 大 平の^で あ ふらす る 流篯も あり、 

いやな お 人に はお 酌 をせ ぬと いふが 大詰の 極り で ござんす とて 臆した る さま もな きに、 客 は いよいよ 面白が 

りて 履 1- を はなして 聞かせよ 定めて 凄じい 物語が あるに 相違な し、 ただの 娘 あがりと は 思 はれぬ 何う だと あ 

るに、 御覽 なさり ませ、 未だ K の 問に 角 も 生え ませず、 其の やうに 甲羅 を經 ませぬ とて ころころ. と 笑 ふ を、 

左樣 とぼけて はいけ ぬ、 の處を 話して 聞かせよ、 素性が へずば：： 3 的で もい へと て 責める。 むづ かしう 

ござんす ね、 いうたら びっくり なさり ましよ、 天下 を 望む 大 伴の 黑 主と は 私が 事と ていよ いよ 笑 ふに、 

これ は 何う もなら ぬ^の やうに 茶 利ば かり 言 はで 少し の 處を閗 かして くれ、 いかに 朝夕 を： g の 山， に S る 

からと てち つと は 誠 も 交る 喾- 良人 はあった か、 それとも 親 故 かと K に 成って 聞かれる にお 力 かなしく なり 

て、 私 だとて 人間で ござんす ほどに 少し は 心に しみる 事 もあります る。 親 は 早くに なくなって 今 はほんの 手 

と 足ば かり、 此樣 な^なれ ど 女房に 持た うとい うて 下さる も 無いで はな けれど 未だ 人 をば 持ち ませぬ、 何 

うで 下品に 宵ち ました 身 なれば 此樣な 無して 終る ので ござんし よ、 と投 出した やうな 詞に 無： a の感 溢れて あ 

だなる 姿の 浮氣 らしき に 似ず 一 節さむ らふ 様子の 見 ゆるに、 何も 下品に 育った からと て 良人の 持てぬ 事 は あ 

るまい、 殊にお 前の やうな 別お さんで はあり、 一足と びに 玉の 與 にも^れ さうな もの、 それとも 其の やうな 

そ こ  おち 

奥樣 あっか ひ蟲が 好かで 矢張り 傅 法 肌の 三尺 帶が氣 に 入る かなと 間へば、 どうで 其 處らが 落で ござり ましよ、 

こちら 

此方で 思 ふやうな は 先樣が 嫌な り、 來 いといって 下さる お 入の 氣に 入る 辔も なし、 浮氣の やうに 思 召し ませ 


うが 其の 日 S りで ござんす とい ふ。 (a  口 一  鹩 「にごりえ』 明治 二十 七 年) 

前身に いはく ありさうな 菊の 井のお 力、 無理に 引 張 込んだ 山高帽 のお 客に 問 はれる ままに、 一 言 二 

言、 はて はかなり 本氣 になって、 しんみりと 身の上 話。 作者 自身が 女性 だけに、 女性の 心理 を、 そし 

て 言葉 を、 描き ffi して 眞に 迫って ゐる。 勿論、 今日の スタイルから 見る と、 隔世の 感が あるが これ 

が 一 葉の 二十 三 歳の 時の 作で ある。 文體 でも 分る 通り、 露 伴に 倣った 西 鶴 張りの ものである。 


四 波 多 野十郞 

我 も はじめよ りして 斯 かりし に は あらず、 はじめ 我 は 最も 正直な りき。 世の 人 はこれ に對 して 何とか 言 ひ 

たる。 人 は 我を^して 欺きよ しとせ り。 はじめ 我 は 最も 善良な りき。 人 は 我 を 目して 愚な りと せり。 はじめ 

我 は 最も 溫^ なりき。 人 は 我 を 目して 意氣 地な しとせ り。 我 は 人に 交る に德を 以てしぬ。 人 は 其の 德を 利用 

してた だ^ 3 の 利 を 計れり。 我 は 人に 交る に 義を 以てしぬ" 人 は 其の 義を S5 5 く 逃 去れり。 我 は 人 

に輕ん ぜられ たり、 卑しめられたり、 嘲られたり、 踏 付けられたり。 そ は 何等の 故に も あらず、 唯 我が 善人 

たるが 故な りき。 

初め 我 は 大いに 富みたり き。 能 あり 才 あり 智 ある 人々 は 蟻の 如くに 我が家に 集り 来れり。 ^として 時と し 
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て 我が家 は 多くの a 客と 食客との 影 を絕 ちしおな かりき。 彼等が 交 を 求む る 察の 切なる、 其の； &の 我が 1 5 

こと  4. 

言の 招きに は 猛火の 中 をも^ せ ざり しならん。 彼等が はいと 巧みな り、 彼等が 禮 はいと 恭し。 彼等 は 皆 

我^ 暮 ベり、 我々 ^へり、 我 を 好めり。 され ど 彼等の 多く は皆齑 なきもの なりき。 我が^れ る 財 を 散ず るに 

吝 ならざる、 彼等が 請 ふが ままに 與へ もし 貸し もす る ^を 決して 惜し まざりき。 かくて 稍 久し かりけ る 後、 

しょく 

彼等 は 一 八 去り、 二人 去り、 三々 五々、 « は殘 りなく 一時に 跡を絕 ちぬ。 其の 時 我に は旣に 明日の^ もなか 

りき。 我が 恩と 信と に對 して、 彼等が 酬いた る もの は そもそも 何ぞ。 fCH になり たる 我が W 布と おに 夥しき 負 

ほな り。 其の 他の もの を 求め たれ ど 何も あ，， ： ざり き。 

. .  ぁづか 

我が 窮迫と！； 苦との、 其の後 を 言 はんと すれ ども 言 ふに 堪 へず。 さし も 我が 惠み に與れ ろ 幾多の 人々 の 中 

に、 一 人と して 我 を 顧みん とする ものな く、 一 入と して 我 を 厭 はざる もの もな し。 麁の巧 笑 は 變 じて^ B と 

なり、 ^の 面從は 全く 熙窓 となりぬ。 彼等 は 在りし^: より 我を逐 うて 未だ 飽きたり とせず、 ^も 迪んで 我 を 

葬らん とせり。 

然り、 何故に 我 はかくまでの 憂： ni を 兌ねば ならぬ か を * 我 は 殆ど 解 鞸 する に 苦しみぬ。 此の 時な りき、 眼 

を 放って 仔細に 我と 人と を 比べた る は 此の 時な りき。 我の 以て 善と すると ころの ものと、 人の 以て 善と する 

ところの ものと、 甚だしき ffls ある こ と を 我 は 遂に S 出しぬ。 

S くべ し- つくづく 見來れ ば 如何な ろ 世ぞ。 滔々 たる 無数の 人類 中、 我 はた だ 私利の 肉塊 ヶ^る より 外に 

何 をも^ る 事 能 は ざり き。 彼等が 所 IS 善と いひ 仁と いひ 德と いひ 義 とい ひ忠 とい ひ： S とい ひ 孝と いふ もの、 

何者か これ 彼等が 敵に 備 ふる^ 銳 なる 武器なら ざる。 彼等が 所 慰 だ 敎とは 如何なる も のぞ。 彼等が 所認 适德 


と は 如何なる も のぞ。 此等は 悉く 彼等が 自家 保護の 關 ならず や。 世 を 擧げて 皆 ぬれり、 恐し く 飾れり、 凄 

じく^ I へり。 或 者 は 自ら 偽れろ 事 を 知らず、 或 者 は 更に 偽り、 偽れる 上 を 偽る。 彼等 は 自己の 心靈を 汚せり。 

彼等 は 他の 心靈を 無視せ り。 我 はた だ 彼等の 强 者が 盛に 暴威 を 振る ふ を^き。 彼等の 優者が 飽くまで 我 @ を 

逞しう する を 見き。 

我 は 彼等に 敎 へられたり。 我 は 素より 進んで かかる 世 を 救 はんとす る大德 にあらず、 又 退いて 道 を 守らん 

とする gsj; にも あらず。 我 は 人間な り。 我 は 寧ろ 我等の 優者が 爲す ところ を 學ぶぺ し。 ここに 於て、 我 は 彼 

等が 以て. K 尊と すると ころの 其の 利 を 尊み たり。 彼等が 以て 手段と すると ころの 其の 智を 敬したり。 斯 くし 

て 我 は ^ なる 世界に 入れり。 斯 くして 我 は 遂に 盜贼 となれ り。 (川上 眉 山 「うらおもて」 明治 二十 八 年) 

はなの  ■ しづこ  かつや  i 

これ は、 德行 家と して 知られた 波 参 野十郞 が、 我が 娘靜 子の 嫁げる 勝彌の 家に 深夜 ひそかに 忍び込 

んで、 貴重品の 入った 手文庫 を 盗み出し たが、 勝彌と 娘と に發兑 された 時、 二人 を 前にして 述べた 言 

葉で ある。 かくて、 十郞 は、 「我 は 志を飜 せり。 庶幾く は 今より して、 其の 善惡を 超越した る 一歩 高 

き 人と なる 事 を 得べき か。」 と、 謎の 一 言 を殘 し、 爆然 たる ピストルの 昔と 共に 自ら 生命 を 絶った。 

しかし、 ピストルの 煙の 下に は、 一通の 書が あった。 それ は、 勝彌 にあて て、 我が 娘 靜子を 愛して く 

れと いふ ことが 認めて あった。 

西洋文明の 影響 か、 人口の 增加 か、 あるひ は 人々 の 意慾の 增進 か、 はたまた、 資本主義の 擡頭 か、 6 

とにかく、 この頃から、 甚だしい 侗人 主義 的の 世相が あら はれ だした。 作者 は、 かう した 世相 を 一 つ U 


の觀 念の 下に 取扱 はう とした もので、 當時、 r 觀念 小說」 の 名で 呼ばれた ものである。 娘と 婿と を 前 7 

にしての、 主人公の 述懐 は、 个 日から 見る と 極めて 不自然な もので は あるが、 當 時の 文體 と、 作者の I 

人生 觀とを 知る 意味に 於て 揭 げたので ある。 當時、 觀念 小說と 呼ばれた ものに、 右の 也に、 眉 山の 

「書記官」 鏡 花の 「夜行 巡 «」 「外科 窒」 「高野聖」 などが あった。 


五 * 船 伯爵 夫人 

おもて 

夫人の 面 は 蒼然と して、 

「どうしても ^ きません か 9 それ ぢゃ 全快っても 死んで しま ひます。 可い から 此の^で 手術 をなさい と 申 

すのに。」 

と s 白く 細い 手 を a かし、 辛うじて 衣紋 を 少し あげつつ、 玉の 如き 胸部 を あ し、 

「さ、 殺されても 痛 か あない。 ちっとも 動き やしないから、 大丈夫よ。 切っても 可い。」 決然と して 言 放て 

る、 辭色 ともに 励 かすべからず。 さすが 髙 位の 御身と て、 成 嚴 あたり を狒 ふに ぞ、 滿 堂^し く K を吞 み、 高 

L はぶき  さ ぎ 

き 咳 を も 漏らさず して、 寂然たり し 其の a! 間、 先刻より 些とも 身動き だ もせで、 死灰の 如く 見えた る 高峯、 

輕く身 を 起して 椅子 を 離れ • 


メス 

「看護婦、 刀 を。」 

みほ  めら  ，，おもて みまも 

「ええ。」 と 看護婦の 一 人 は、 目を^りて ©豫 へり。 一 同 ひとしく 懌 然として、 S 擊士の 面 を瞻る 時、 他の 

I 人の 看護婦 は 少しく S へながら • 消毒した る 刀 を K りて これ を高峯 に 渡したり。 

g.© 士は衩 ると 其の まま、 靴 管 輕く歩 を 移して、 つと 手術 11 に 近接せ り。 

看 睦婦は おどおどしながら、 

「先生、 このままで いいんです か。」 

「ああ、 可いだら う。」 

r ぢゃ あ、 お押さへ a- しませう。」 

ちょっと 

^ss 士は 一 寸手 を擧げ て、 輕く押 留め、 

「なに、 それに も 及ぶまい。」 

はや  かャぁ 

謂 ふ £疾 く 其の 手 は旣に 病^の 胸を搔 開けたり。 夫人 は 兩手を 肩に 組みて * 動きだ もせず。 かかりし 時、 

^學士 は 誓 ふが 如く、  ssfflg 肅 なる 昔 調 もて、 

「夫人、 W 任 を 負うて 手術し ます。」 

時に 高峯の 風采 は 一 稹 神聖に して 犯すべからざる 異 機の ものに て ありし なり。 

ひとこと  は  くれな ゐ   

「どうぞ。」 と I 言笞 へたる 夫人が 蒼白なる 兩の頰 に 刷け るが 如き 紅 を 潮し つ、 じっと 高察 を 見詰めた る 

ィフ  まなこ 

まま、 胸に K めろ 銳刀 にも 眼 を^が むと はなさ ざり き。  I 

びやく 之  もと  ^ 

と 見れば e の 寒 紅梅、 血汐は 胸より つと si れて、 さと 白衣 を染 むる とともに、 夫人の K は蒭の 如く、 いと 3 


蒼白くな りけ るが、 栗せ ろかな，：！； T;s として、 足の指 を も 動かさ ざり き。 

かん  さ 

ことの ここに 及べろ まで、 【お；. 土の ゅ§脫鬼 の 如く 神速に して 聊か 間な く、 伯^ 夫 入の 胸 を^く や、 1同 

ことば さしはさ 

は 素より 彼の^: 博士に 到る まで、 言 を K むべき 寸隙 とてもな かりし なる が、 ここに 於て か、 わななく あり、 

おもて  そが ひ  か ラベ fc 

面 を蔽ふ あり、 W 向になる あり、 或は 首 を 低る る あり、 余の 如き、 我 を 忘れて、 殆ど 心臓まで 寒くな りぬ。 

三 秒に して 渠が 手術 は、 ハヤ 其の 桂 境に 進みつつ、 刀 骨に 達 すと ©し き 時、 

「あ。」 と^ 刻なる K を 絞りて.， 二十 H 以来 寢返 りさへ も 得せず と きたる 夫人 は、 ^然 機械の 妁く、 其の 

かひな  しか と 9 ナが 

半身 を 跳 起きつつ、 刀 奴れ る 高峯の 右手の 服に 兩手を 確と 取鸫 りぬ。 

「痛 "^ます か-」 

us あな &  あなた 

「否、 貴下 だから、 贵下 だから。」 

ぎ は t  まなこ  み i も 

かく； n ひかけ て 伯 B 夫人 は、 がっくりと 仰向きつつ、 ^冷 極り なき： g 後の 股に、 國手を じっと 瞻 りて、 

あなた  、な t!  メス 

「でも、 費 下 は * 贵下は 私 を 知りますまい！」 謂 ふ 時お そし、 高^が 手に せる 刀に 片手 を 添へ て、 乳 を 下 

まつ S を  をのの 

^く搔 ^りぬ。 醫學士 は S 蒼に なりて 驗さ つつ、 

「忘れません。」 

其の 1ST 其の 呼吸、 其の 姿、 其の K、 其の 呼吸、 其の 姿。 

伯 SS 夫人 は 嬉しげ に、 いと あどけなき 微笑 を 含みて 萵^の 手より 手 を はなし、 ばったり、 枕に 伏す とぞ見 

えし、 脣 の色變 りたり。 其の 時の 二人が 状、 恰も 二人の^ a に は、 天 なく、 地な く、 社會 なく- 全く 入な き 

が 如くな りし。 (枭鏡 花 「外科 室」 叨治 二十 八 年) 
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いは ゆる 觀念 小説と 呼ばれた ものである。 この 物語の 主人公た る 貴 船 伯爵 夫人 は、 夫た る 伯爵に 嫁 

して 一子 を あげたが、 今や 病に なやみ、 高峯醫 舉士の 勤務す る 某 病院で 手術 を 受ける 身と なった。 彼 

女 は、 伯爵に 嫁ぐ 前に、 齊舉 生であった 高峯 とひ そかに 相 知った。 それが 今、 その 人の 手で 手術 を受 

ける とい ふので ある。 病院で は 手術の 爲に 魔醉劑 をす すめる。 夫の 伯爵 も 兄の 侯爵 も 共に それ をす す 

める が、 夫人 は 「私 はね、 心に 一 つの 秘密が ある。 魔 醉劑は 譫言 をい ふと 申す から、 それが i くって 

なりません、 どうぞもう、 眠らす にお 療治が 出來 ないやうなら、 もうもう 快らんでも 可い、 よして 下 

さい。」 といって、 どうしても きかない。 それで、 糜醉劑 を 用 ひないで 手術 を 行 ひ、 高 峯醫舉 士の手 

から 刀 をと つて 自ら 乳の 下を搔 切って 絡 命した。 高峯も つづいて 自殺した。 作者 は、 かう した ことが 

人生に とって 許される か 許されな いか —— とい ふ 一 つの 觀 念の 下に この 作 を 世に 問うた ので ある。 

「語 を 寄す、 天下の 宗敎 家、 渠等 二人 は罪惡 ありて、 天に 行く こと を 得ざる べき か。」 と 結んで ゐる。 

眞劍な 態度で ある。 が、 二人の 間の ことに ついては、 何等の 說明 も描寫 もない。 唯、 高 峯が舉 生の 頃、 

小石 川の 植物 K で ちらりと 令孃 姿の 彼女 を 見た こと だけし か 言って ゐ ない。 二人の 間の こと は、 讀者 

の 想像に まかせる とい ふので あらう が、 「でも、 貴下 は、 貴下 は、 私 を 知りますまい！」 とい ふ 夫人、 

「忘れません。」 とい ふ 高峯、 この 會 話から 見ても、 二人の 間 はさう 大した もので はない らしい。 それ 

が、 殆ど 心中に ひとしい 死に 方 をす る。 かう したと ころに、 まだ 何となく 明治時代 初期の 小説の 或 

9  9  9 

「あまさ」 とい ふやうな ものが 感ぜられる。 


5° 


よ 6 は 今し も I の i をして、 わつ と 泣 出した。 に&ゃ はや^の ^なび がら、 な 1  島 田 

f§ めて if うだ" 籠の 蠟燭 ははが 長く 燃 出し、 ゆ 油え sis く 上って、 ^ は 暗し 数 行 虞 氏 の淚 とい 

ふ 風情 だ。  、 、 、  とど 

吉 里の 涙に 咽 ぶ^が 稍 途切れた 處で、 西宮 はさび た を 拭って 居た 手 を 止めて 口 を 開- i に 

【私 ゃ氣の 毒で i ら ない。 實に 察しる。 これで •  I, ら田 も心殘 りなく 故鄕へ H れる。 私 も 心配した 甲斐が あ 

ると いふ もの だ。 K に 有- 1 かった。」 

吉里 はな かば 顏を 上げた が返辭 をし ないで、 懐紙で 淚を 拭いて ゐる。  か へ 

「1 の 事なら 何とで もな るんだ が." 一 家の 浮沈に 關 する 事なん だから、 どうも 平 田が 歸鄉ら ない 譯に行 力 

な いんで ね、 私 も K に闲 つて 居 るんだ。」 

「i ぎさんが な fcl なんか &す つたんで せう ねえ。」 

と、 吉里は 矢張り 淚を 拭いて 居る。  。  ち ひさ 

「な 何ぎ て、 襲 だから R がない のさ。 B さんがき is になった とい ふの」、 

妹 は ある、 お前まん も 知って る 通り、 ポ m£ の だから、 どうしても 平 田が 蠢 つて、 一 家の 仕 法 をつ 


けなければ ならな いんだ。 平 田 も 可哀相な Si さ。」 

「平 田さん がお 歸鄕 なさる と、 皆さんが 樂に お成りな さるんで すか。」 

「さう は 行くまい。 大概の， ぢゃ、 中 々梁に 爲 ると いふ 譯には 行かな からう。 それで、 急に 又 出京ろ とい 

あ て  * 一な ひだから 

ふ 目的 もない から、 お前さん にも 無理な ffl 談 をした やうな 譯 なんだ。 先日 來 の^に お前さんが 泣いて ばかり 

まなし  . 

S ちゃ、 ^話 は出來 ないし * 資に闲 りきって ゐ たんだ。 これで 私 もやつ と 安心した。 寶に冇 難い。」 

吉 は 口に こそ^ 後の^ 辭 をした が、 心に は 未だ 諦め かねた 夙で、 ^く 考 へて ゐる。 

つ  ちょく 

E: 宮は 注ぎ S きの 猪口 を 口 へ つけて、 

つめ 

「おお 冷たい。」 

「おや、 ^みません、 氣 がっかないで。 ほ， 1 ほ X ほ。」 

£ ぶた  おしろい 

と、 吉里は 淋しく 笑って 铫子を 取上げた。 K 千兩 とい はれた 眼 藍が 腫れて 赤くな り、 紅粉 は あはれ 涙に 洗 

ひ 去られて、 一 時間 前の 吉 M と は 見えぬ。 (廣 津柳浪 「今 戶 心中」 明^  二十 九 年) 

「深刻 小說」 と 呼ばれた 作品の 一 つで ある。 吉 原の 娼妓 吉 里のと ころへ 通 ひつめ て ゐた平 田と いふ 

當 時の インテリ 階級の 男が あった。 たぶん、 もう 切上げようと 思った ので あらう、 友人の 西宫 に頓ん 

で 「やむ を 得ない ことで 鄕里岡 山へ 歸 るから、 思 ひ 切って くれ ピ とい はせ る。 それが 右の 文例で あ 

る。 吉里 はどうしても 平 田 を 思 ひ 切る ことが 出来なかった。 が、 平 田 はもう 手紙 一 本よ こさなかった。 

吉 里のと ころへ は、 平 田の 通 ひ はじめた 頃から、 善吉 とい ふ 職人 風な 男が 通 ひつめ てゐ たが、 吉里は 
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ふりむき もしなかった。 しかし、 平 W に 去られた 彼女 は、 つ ひに その 善吉と 一所に、 今 戶の橋 場 寄り 3 

の あたりから 隅 田 川に 投じて 心 巾した のであった。 どうに もたらぬ 人間の 運命の 一 面 を 深刻に 描いた I 

ものである。 「翌年の 一 月末、 永代 橋の 上流に 女の 死骸が 流れ 涪ぃ たと^る 新 M 紙の 記事に、 お 熊が 

念の 爲に 見定めに 行く と、 額 は^ 燜 つて 共 .ぞ と は 決められな いが、 着物 は 正しく 吉 里が 着て 出た ^ に 

相逭 なかった。」 實に 深刻な 暗い 場面で ある。 柳浪の 作に は、 右の 他に、 「變 目傳」 「黑 蜥蜴」 などの 

深刻 小說が ある。 人生の 苦勞 をし ぬいた、 すい も あまい も かみわけた 人の 犖だ けあって、 じりじりと 

讀 者の 胸に 迫って 來る ものが ある。 また、 右の 文例で も 分る やうに、 ここで 漸く 口語 體が あら はれた。 

二葉 亭の 「浮 雲」 以來 である。 そして、 その 會話ゃ 描寫の 自然 さは、 殆ど 今日の 作品と 異ならない 淸 

新味 を もって ゐる。 


七 熱 海の 海岸 

「^呼、 私 は 如何したら 可から う！ 若し 私が 彼方へ 综 つたら、 HI さん は 如何す るの、 それ を 聞か L て 

下さいな。」 

木 を 裂く 如く  H 1 は宮を 突 放して、 


,1 よ よ  ゆ  はらわた  . 

「それ ぢ ゃ斷然 お前 は 嫁く 氣 だね！ 是 迄に 僕が 言っても 聽 いてく れんの だね。 ちええ 腸 の 腐った 女 ー 

姦婦 H」 

と，. 3  ちし  よわごし は- ^ け  よこ VJ*<  i ろ 

其の 難と 與に賞 一は 脚 を擧げ て宮の 弱腰 を磘 と^たり。 地 饗して K 樣に轉 びし が、 なかなか 蘼をも 立てず 

かれ  かれ^せ 

苦痛 を 忍びて、 彼 は そのまま 砂の 上に 泣 伏したり。 賞！ は猛獸 など を擊 ちた る やうに、 彼の ゆ 動き も 爲ず 

弱 弱と 僵れ たる を、 なほ © さげに 見遣りつつ、 

はざま 

r 宮、 おのれ、 おのれ 姦婦、 やい！ 貴樣 のな、 心變 をした ばかりに 間 賞 一 の 男一匹 はな、 失望の 極發狂 

も やめ 

して、 大事の 一 生 を 誤って 了 ふの だ。 舉問も 何も S ぅ廢 だ。 此の 恨の 爲に M 1 は 生きながら 惡魔 になって、 

くら  とみや ま 

資樣の やうな 畜生の 肉を啖 つて 遣る 覺悟 だ。 富 山の 令 …… 令 夫 …… 令夫人！ もう 一 生お 目に は 掛からん か 

うち  つら  をぢ  をば 

ら、 其の 顔 を舉げ て、 R 人間で 居る 内の K 一  の 面 を 好く 見て 置かない かい。 長々 の 御 恩に 預 つた 翁さん 姨さ 

んには 一 H 會 つて 段々 の 御禮を ゆし 上げなければ 濟 まんので あります けれど、 仔^あって 賞 一 は 此の儘 長の 

御 暇 を 致します から、 隨分御 達者で 御機嫌よ ろしう …… 宮 さん、 お前から 好く 然ぅ 言って おくれ。 よ、 若し 

どう  たづ 

賞 一 は 如何した とお 訊ねな すったら、 あの 大 馬鹿者 は 一 月 十七 日の i? に氣が 違って、 熱 海の 濱邊 から 行方 知 

れず になって 了った と …… o」 

はねお  す  いたみ もろ  かひ  は ひよ 

宮は 矢瓱に 腐 起きて" 立たん と 爲れば 脚の 痛に 脆く も 倒れて 効 無き を、 漸く « 寄りて 賞 I の 脚に 雠 りつき 

聲と淚 とを爭 ひて、 

あなた  ど 

「KI さん、 ま …… ま ；… 待って 下さい。 貴方 これから 何 …… 何處へ 行く のよ。」 

さナが  ぎぬ はだ ゆき はづか あら は  ふ 3  ►  > 

賞 一 は 有 K に& けり C 宮が 衣の 披 けて 雪可羞 しく 露せ る 膝頭 は、 夥しく 血に 染みて 颤 ふなり き。 
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T 

「や、 悸我 をした か。」  、 

寄らん とする を^ は 支へ て、  - >to 苦が あるから 今夜 は 一所に 歸 つて 下さ I よう 

V  はない から、 5 は 何 虞へ 行く のよ ず ある 力 

貧 一 さん、 後生 だから。」  ぶ-， 

「話が 有れば 此で ffl かう。」 

t  わたし 、 o 一 

「此ぢ や 私 は 可 E よ 」  ここ ：、 、o 一 

. >) >o さち 比 を拔 さな、 力 」 

「ええ、 何の 話が 有る もの 力 さあお をお 

r 私 は 放さない。」 

「51 ると 蹴飛ばす ぞ。」 

r 统られ ても^-、 わ 」  ふし *< ろ， I。 

Hk^cp^, 宫は |に§ びぬ。 

赏 一 は 力 を 極めて ©si { 

jo,  ぁレ ぃ§み-*5^  、ト L,? としつつ も 後 を S 

「K さん」  , 、 厶 1 匕と ヒ りて、 御の 慯に錢 度 力. 1 ォん 

一  いくはく 飞 -ニ マき ヒり。 萏は 見る より 必歹と 起- 

貧 一 はは や 幾ば を^き 〈わき ナ ，》  f 

ひて、  S  , 、 から、 i 一  度、 I  一  K I 懸 したおが 巧^  j 

il さん、 それ ぢゃ もう ま？"、  ，s み： まお を 呼ぶ のみ。 漸く 朧 になれ： f  一  に 

き 倒れし 宮は 再びぎ ぺきカ も 失せて 唯 f  ，；； P ぶ S3 いた？？ る は、 ^を I れる 

遂に ffi  r  - は € し 乎 S けつ。 旋て 其のぎ き あの^の f 

散に gl るが 見えぬ 。ま 身悶 て露續 « 


ならん と， 宫は ffi を K りに 呼べば、 男の^ も遙 かに 來 りぬ。 

「ie さん！」 

「あ、 あ、 あ、 貨1 さん！」 

み复は  みは  それ 

首 を 延べて 朐せ ども、 目を瞠 りて 眺 むれ ども、 K せし 後 は黑き 影の a 消す 如く 失せて、 其 かと 思 ひし 木立 

の 寂しげ に 励かず、 波 は 悲しき 管 を 寄せて、 一お 十七 日の 月 は a く愁 へぬ。 

おは W び戀 しき 賞 一 の 名 を 呼びたり き。 (尾 崎 紅^ 「金色 夜叉」 明治 三十 i 年) 

紅葉 山人 は、 決して 「月が、 月が …… 」 などと 新派 刺に 出て 来る 貫 一 の やうな セリフ をつ かって は 

ねない。 どうした もの か、 金色 夜叉 は餘 りに 通俗化せられ てし まった。 しかし、 それだけに、 多くの 

讀者 があった こと を 物語る。 地の文 だけ を 文語 體で喾 いて ゐ るが、 これ はま だ、 口語 體が 確立し なか 

つた 時代 だからで ある。 


/ ぎ d ^力. rn\ 力 

母 は 頻りに^る S 卷を 灰に 葬りつつ、 少し 乘 出して、  5 

な あ  あま  お *<へ びつ く， もっとも  もう これ  ^；. 

「嗨、 武 どん、 餘ぃ 突然 ぢ やから 卿 は 仰； 大 するな 尤 つ ご あすが の、 此の 母 は 最早 此 まで 幾 晚も幾 晚も考 ひ 


へた 上の ぢゃ。 その 積で M いてた もらん といけ ま せんぞ。 其ァ もう 浪に はわた しも 別に 此と いふ 不足 はな W 

し、" S へ も氣に 入つ とる 事ぢ やから、 何も 此方の 好きで .S 綠 のし 申す ぢゃご あはん がの、 何 をい うても 病氣が I 

S —— 」 

「病 氣は 快い 方に 向いて るです」 武男は 口早に いひて、 屹と S の顏を 仰ぎたり。 

「まあ わたしの 言 ふ 所 を 聞きなさい。 I 其 は 0 下の 所 ぢゃ惡 くない かも 知らん がの、 わたし はよ ゥく 醫 

師 ャ から M いたが、 此の 病氣 ばかい は 一 時よ かっても また 悪くなる、 暑さ 寒さです ぐ また 起る もん ぢゃ、 肺 結 

核で 全快な つた 人 はま あ 一 人 もない、 醫師 が其樣 いひ 申す ぢ やての。 假か浪 が 今 死なん にした 所が、 其の 内 

きっと  うけあ ひ  きっとお *x へ  こら うけあ ひ  な あ  お 4 へ うつ 

また 屹度 惡 くな ッは 保證ぢ や。 其の 内に は 屹度 1 に 傳染す ッな此 保證ぢ や。 喃武 どん、 卿に 傳染 る、 子供が 

出來 る、 子供に 傳 ^ る。 浪 ばかり ぢ やない、 大事な 主人の 卿 も、 の、 大事な 家嫡の 子供 も、 肺病 持な つて、 

之  お まへ おとつ さ *<  これ 

死んで しまうて みなさい、 川 島 家 はつぶ れぢ やな ッ かい。 S え かい、 卿が 阿 爺の 丹精で 折 s: 此程 になって、 

天子 樣 から 御 直々 に 取 立てて 下さった 此の 川 島 家 も 卿の 代で 潢れッ しま ひます ぞ。 II 其 は、 も、 浪 も可哀 

相、 卿 も 中々 痛 か。 わたし も 親で 居って 此ぅ いふ 事い ひ 出すな 面白くない。 辛い がの、 何 をい うても、 病氣 

お *< へ  ここ. 

が S 氣ぢ や、 浪が 可哀相 ぢ やて 主人の 卿に は 代 へられ ン、 川 鳥 家に も 代 へられ ン。 ょゥく 分別の して、 此は 

1 つ 思 ひ 切って たもらん とない ま せんぞ」 

默 然と 聞き S る武 男が 心に は、 今日 見舞 来し 病 妻の 顏歷々 と 浮かみ つ。 

おかあさん  そ ん 

「阿 母、 私 は 其 樣な事 は出來 ないです」 

「何故？」 S はや ゃ高聲 になり ぬ。 


おかあさん  ， 

「阿 母、 今 其 鞣な事 をしたら、 浪は 死にます！」 

「其 は 死ぬ かも 知れん。 ぢ やが、 武 どん、 わたし は 卿の 命が 惜しい、 川 島 家が 惜しい のぢ や！」 

おかあさん さ う  どうか  こん  !> 

「阿 母、 其 樣私を 大事に なさるなら、 何卒 私の 心 を 汲んで 下さい。 此樣な 事 を 言 ふの は 異な 樣 です が實際 

私に は 其 樣な事 は 如何しても 出来ないです。 まだ 慣れない ものです から 其 は 色々 屆 かぬ 所 は あるです が、 併 

おかあさん  あ 力 

し 阿 母 を 大事に して、 私に もよ くして 吳れ る、 實に罪 も 何もない 彼 か を 病氣 したから つて 離別す るなん ぞ、 

如何しても 私 は出來 ないです。 肺病 だって 癒らん 事 はありますまい、 現に 癒り かけと るです。 設お また 癒ら 

ずに、 如何しても 死ぬなら、 阿 母、 何卒 私の 妻で 死なして 下さい。 病氣 が危險 なら 往來 も絕 つです。 でも 離 

だけ 

別 丈 は 如何 あ つ て も 私 は 出來な いです II 」 

.? へ  之 

「へ、、 X  、 武男、 卿 は浪の 事ば つ かい 言 ふが の、 自分 は 死んでも 構 は ン か、 川 島 家は瀵 しても 宜ぇ かい？」 

おかあさん  おっしゃ  ど う 

「阿 母 は 私の 身 鱧ば つかり 仰 有る が 其樣な 不人情な 不義理な 事して 長生した ッて 如何し ます か。 人情に 背 

いて、 義理 を缺 いて、 決して 家の 爲に宜 い 事はありません、 決して 川 島 家の 名譽 でも 光榮 でもないです。 如 

何でも 離別 は出來 ません、 斷 じて 出來 ないです」 

難關 ある 可し と は 期しながら、 思 ひしよりも 烈しき 抵抗に 出會 ひし 母 は、 例の 癇癖の むらむらと 胸先に こ 

こめかみ  ませる  ふる 

みあげて、 額の あたり 筋 立ち、 蜱谷 動き、 煙管 持つ 手の わな わなと 震 はるる を、 やう やく 押し しづめ てゎづ 

* み よそ ほ 

かに 笑を裝 ひつ。 (德富 魔 花 「不 如歸」 明治 三十 二 年) 

地の文 を 文語 體で 書いたり、 ぎごちない、 むづ かしい 漢字 を當 てたり して ゐる ところな ど は、 時代 ； T 


で やむ を 得ない が、 さすがに 描 寫に會 話に、 讀者を ひきつける 力 を もって ゐる。 r 不 如歸」 は 通俗 小 

說 だとい はれて ゐる。 しかし、 小說 とい ふ もの は、 元来が 通俗的に 一 般 大衆 を 讀者 とする 性質の もの 

である。 恐らく、 「不 如歸」 の 如き は 後世に 殘る 小說の 一 つで あらう。 


九 運命 

高 橋 信 造 は此處 まで 話して 來て 忽ち 頭 を あげ、 西に 傾く 日影 を 愁然と 見 S つ て 苦 惱に堪 へぬ やうであった 

が、 手早く 杯 を あげて 一 坏飮 みほし- 

「この 先 を 委しく 話す 勇氣は 僕に はありません。 事實を 露骨に 手 短に 話し まやから、 それ 以上 は 貴方の 推 

察 を 願 ふだけ です。 

高 橋 梅、 卽ち 僕の は 僕の 眞實の 母、 生みの 母であった のです。 妻の 里子 は 父 を 異にした 僕の 妹で あつ 

ど う  これ あや 

たのです。 如何です、 是が奇 しい 運命でなくて 何とし ませう。 斯 くの 如き を も 原因結果の 理法と い へば それ 

までです。 けれども、 かかる 理法の 下に 知らず知らず 此の 身 を a かれた 僕から 言へば、 此の 天地 間に かかる 

殘 酷なる^ 法 すら 行 はるる を 怨みます。 

先づ 如何して 此 等の 事 a が 僕に 知れた か、 其の 手續 きを 簡單に 言へば、 母が 鎌 倉に 来てから 一 と 月 後、 僕 
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は 訴訟 用で 長 崎に ゆく ことと なり、 其の 途中 山 口  • 廣島 なと へ 立 寄る 心 SI で 居ました から 1 見舞 かた 力た 鎌 

倉へ 來て 母に 此の 事 を 話します と、 母 は K の 色を變 へて、 山 口な どへ 寄るな と 言 ひます。 けれども 僕の 心に 

は 生みの 父母の 墓に 參る 積り であります から、 母に は 可い 加減に 言って a いて、 遂に 山 口に 寄った のです。 

S3 て大 塚の 父から 聞いて 居た から 寺 はすぐ に 分りました。 けれども 僕 は 馬場 金 之 助の 墓の み 見出だして、 

ゆかり 

死んだ と 聞いた 母の 墓 を 見ない ので， 不審に 思って 老僧に 遇 ひ、 右の 事 を 訊ねました。 尤もた だ 所緣の もの 

とのみ、 僕の 身の上 は 打明けな いのです。 すると 老僧 は 馬場 金 之 助の 妻お 信の 墓の ある ぺき箬 はない。 彼の 

ま こがし 

女 は 金 之 助の 病中に、 碁の 弟子で、 町の 豪商 某 の 弟と 怪しい 仲に なり、 金 之 助の 病氣は 其のた め 更に 竄く 

なった の を氣の 毒と も 思 はず、 遂に a 飮兒を 置 去りに して 驅 落して 了った の だと 話しました C 

しにぎ i 

老僧 は鐽も 父が^ 中 S を 罵った こと、 死 際に 大塚 剛藏に 其の 一 子 を 託した ことまで 語りました。 

S のお 信が 高 橋 梅で あると いふ こと は、 誰も 知らない のです。 僕 も 證據は 持って 居ません けれども、 老僧 

がお 信の こと を 語る 中に 早く も 僕 は 今の 藥 母が 卽 ちそれ である こと を 確信した のです。 

僕 は 山 口です ぐ 死んで 了 はう かと 思 ひました。 彼の 時、 賞に 彼の 時、 僕が 思 ひ 切って 自殺して 了ったら、 

寧ろ 僕 は 幸 ひで あ つ た のです。 

さとこ I 

けれども 僕 は歸. つて 来ました。 i つ は 何とかして 確な 證據を 得たい ため、 一 つ は 里子に 引 寄せられ たので 

す。 里子 は 兎も角も 妹です から、 僕の 結婚の 不倫で ある こと は 言 ふまで もない が、 僕 は 妹と して 里子 を考へ 

る こと は 如何しても 出来ない のです。 c 國木 田獨歩 「運命論者」 明治 三十 五 年) 


自分の 生みの 母と は 知らす に、 その 家に 養子と して 入り、 父 を 異にする 妹と 知らす に 結婚した とい & 

ふ、 惡 魔の 運命に 操られて 苦しんで ゐる のが、 この 小說の 主人公 高 橋 信 造で ある。 彼 は、 その 苦悶 を 

まぎらす ために、 鎌 倉の 海岸の 砂山の 中に ブラン デ ー の 瓶 を 埋めて 置いて、 人知れ すそ こへ 行って は、 

蒼い 海面 を 眺めながら、 强 烈なブ ランデ ー を あ ふって ゐ るので ある。 それ を 見た 或 一 人に r 絕 對に秘 

密を まもって くれ」 と 念 を 押して、 自分の 身の上 を 語る のが この 小說 である。 隨 つて、 この 小說 は、 

殆ど 獨演に 終始して ゐる。 が、 題材が 題材で あり、 文が 平明で あるた めに、 讀者は 吸 込まれる やうに 

主人公の 氣 味の 惡ぃ述 懷に引 込まれて しま ふので ある。 スタイルから いっても、 殆ど 今日の それと 變 

つて ゐ ない。 もうこの 頃、 明治 三十 五 年頃に は 口語 體は 完全に 痛 立され た。 


その こ  * き 

一 o 園 子 

すぐ さ t 

部屋に 這 入る と、 直樣 大きな 決心 を 得た ものの 如く、 一 封の 翳狀 I それに は、 斷然 教師の 職を辭 する 旨 

を、 甚だ 簡單に 記しつ けて、 早速 水澤 校長の 許に 使を馳 らした が、 それから、 三日た つた 後、 I 子 は 富 子に 

向かって、 少しも 臆する 色な く、 あらゆる 事 ffi を 打明けた。 そして、 斯うい ふ 事 を 宣言した ので ある。 

I  や 

自分 は 富 子が 言 ふやう に、 この 世間が いひ 蟝す 汚い 地獄の 中に、 安心して S 分の 信ずる 道に 進む 事が 出來 


おもん ばか  おこな ひ 

る や 5 になった。 以前の 如く、 單に 世間の 毀譽 のみ を 慮 る 結果、 强 ひて 其の 行 を淸 くしょうと したや 5 

な 笑 ふ ぺき事 は 全く 改めて、 何等の 束縛 もな き 自由 自治の、 この 樂 園の 中に あって、 心から 滿 足した 美しい 

あや £ ち 

生涯 を 送って 行く であらう。 ああ！ 自分 は 全く 過って 居た ので ある。 自分が 今迄 一氍 の 過失な く、 能く 道 

德の繩 張 中に 這 入って 居た の は、 心から 德を 好んで 居た ので はなく、 全く 世の 譏り を 心配した からの 事で あ 

からだ  すで  みさを 

つた。 然るに、 今 は、 もう 全く 富 子と 同じ やうな S 由の 身體 になって、 已に 破られた 肉 體の操 はも はや 保つ 

の耍 なく g 操と 德 行と を 看板に 世渡りす る 地位から は、 其の 身 を 逃れ 得た。 今 は 如何なる 汚行 も 自身 を 欺く 

事 はない ので ある。 ああ！ 實に、 人 は 此の 自由自在なる 全く 動物と 同じき 境涯に あって、 而 して 能く 美し 

き德を 修め 得て こそ 始めて 不變 不朽なる 讃美の 冠 を、 其の 頭上に 戴かし むる 價値を 生ずる ので ある！ 否始 

めて 人た る 名稱を 許さる るので ある！ (永 井 荷 風 氏 「地獄の 花」 明治 三十 五 年) 

この 小說 は、 我が 國に 於け る 自然主義 的小說 の先驅 をな した もの だとい はれて ゐる。 某 私立 女擧校 

の敎師 であった 園 子 は、 その 止宿して ゐる某 邸の 娘 富 子 (この 人 は 某氏に 嫁いだ が 自分から 離^して 

家へ 歸 つて ゐる) に、 いろいろと 新しい 人生 觀を吹 込まれ、 ことに 敎育 者の 虚僞的 生活 を攻擊 せられ 

て、 それに やや 共鳴し 出し、 さて は クリスチャンと 稱 する 锒 村と いふ 僞 紳士に 欺かれたり、 自分の 奉 

職して ゐる舉 校の 校長に 後妻に 望まれた りして、 いよいよ 新しい 人生 觀に 目覺 め、 斷然辭 表 を 提出し 

て、 これから 「自由自在なる 全く 動物と 同じき 境涯に あって」 本當の 人間と して 生きようと、 猛然た 

る 勇氣を もって 新しい 生活への スタ ー トを 切らう とい ふので ある。 これが 明治 三十 五 年の ことで ある。 .2 


かくして 日露 戟爭を 境と して、 自然主義の 小說 は、 澎湃 として 我が 國の文 浸に 漲る に 至った。 


一一 パナマ 帽 

所へ 主人が、 いつにな く S り 八 釜 敷い ので、 S つき 掛かった 眠り を さかに 扱かれた 樣な心 持で ふらふらと 

戶 三ノ  2  あく ぴ じ 

彎齋 から 出て 来る。 「相 變らず 八 釜 敷い 男 だ。 折角 好い 心 持に 寢 ようとした 所 を」 と 欠 仲 交りに 佛頂面 をす 

る。 「いや 御目覺 めかね。 鳳 g を 驚かし 奉って 甚だ 相濟 まん。 併した まに は 好から う C さあ 坐り 給へ」 と. ど 

つちが 客 だか 分らぬ 挨拶 をす る。 主人 は 無言の 儘 座に 着いて、 寄 木 細工の 卷煙荩 入から 「朝日」 を 一 ^出し 

てす ばす ば 吸 始めた が、 不阖 向か ふの 隅に 轉 がって 居ろ 迷亭の 精子に 眼 をつ けて 「君 « 子 を 買った ね」 とい 

つた。 ^亭 はすぐ さま 「どうだい」 と 自慢ら しく 主人と 細君の 前に 差 出す。 「まあ 綺麗 だ 事。 大變 目が 細か 

くって 柔 かいんで すね」 細君 は 頻りに 撫で 廻す。 「奥さん、 此の 精子 は重寶 です よ。 どうで も 言 ふ 事 を 聞き 

ますから ね」 と 拳骨 を かためて パナマの！ e つ 腹 を ぼかり と 張りつ ける と、 成程 意の 如く 拳 程な 穴が あいた。 

細君が 「へえ」 と 驚く 間もなく、 今度 は 拳骨 を 裏側へ 入れて うんと 突 張る と 釜の 頭が ぼかり と 尖が る。 次に 

は W 子を联 つて 鍔と 鍔と を兩 側から 歐^ して 見せる。 潰れた 精子 は麵 棒で 延 した 薷 麥の樣 に 平たくなる。 夫 

を 片端から 蓆で も卷く 如くぐ るぐ る疊 む。 「どうです 此の 通り」 と 丸めた W 子 を « 中へ 入れて 見せる。 「不思 


II です 事ね え」 と 細君 は 歸天齋 正 I の 手品で も 見物して 居る 樣に 感歎す ると、 迷亭も 其の 氣 になった ものと 

見えて、 右から 餒 中に 牧 めた 精子 を わざと 左の 袖口から 引 張り出して 「どこに も 傷はありません」 と 元の 如 

くに 直して、 人 さし 指の 先へ 釜の 底 を 載せて くるくると 廻す。 もう 侬め るかと 思ったら 最後に ぼんと 後へ 投 

げて 其の上へ 堂つ さりと 尻餅 を 突いた。 「君、 大丈夫 かい」 と 主 入 さへ 懸念ら しい 顏を する。 細君 は 無論の 

事 心配 さう に 「折角 見事な W 子 を 若し 壞し でもし ちゃ ぁ大變 ですから、 もう 好い加減に なすったら 宜ぅ 御座 

ん せう」 と 注意 をす る。 得意な の は 持主 丈で 「所が 壞れ ないから 妙で せう」 と、 くち やくち やにな つたの を 

尻の 下から 取 出して 其の儘 頭へ 載せる と、 不思議な 事に は、 頭の 恰好に 忽ち 回復す る。 「贊に 丈夫な 精子で 

す ねえ、 どうしたんで せう」 と 細君が 憨 i 感心す ると 「なに どうもし たん ぢ やありません。 元から 斯うい 

ふ 帽子なん です」 と 迷 亭は猜 子 を 被った 儘 細君に 返事 をして 居る。 

「あなた も、 あんな 精子 を 御 買 ひに なったら いいで せう」 と 暫くして 細君 は 主人に 勸 めかけた。 「だって 苦 

沙彌君 は 立派な * 顚の奴 を 持って るぢ やありません か」 「所が あなた、 先達て 子供が あれ を 踏 潰して しま ひ 

まして」 「おやおや、 そり や 惜しい 事 をし ましたね」 「だから 今度 は あなたの 機な 丈夫で 綺麗な の を S 貝ったら 

善から うと 思 ひま すんで」 と. s 君 は パナマの 直 段 を 知らない もの だから 「是 になさい よねえ、 あなた」 と頻 

りに 主人に 勸吿 して ゐる。 (夏 目漱石 「吾 颦は 猫で ある」 明治 三十 八 年) 

苦沙彌 夫妻と 迷亭と 三人 揃った ところ を 引用して みたので ある。 「猫」 の 中へ 出て 來る 人物で、 迷 ， 

亭は 少し ふざけす ぎる とい ふ批； t も あるが、 しかし、 迷亭が 出て 來 なくて は、 やっぱり 面. H くない。 


それ はとに かく、 何とい つても 「猫」 は 絶世の 傑作で あらう。 こんな こと をい ふと、 笑 はれる のか も 

知れない が、 私 は、 正直のと ころ、 明治時代の 小說 で、 いつの 世に も 多くの 讀者を もつ 作品 は、 何と 

いっても 「金色 夜叉」 と 「不 如歸」 と 「吾輩 は 猫で ある」 の三篇 であらう と 思って ゐる。 


一二 丑 松 

薤華寺 を 出た の は 五 時であった。 S 校の 日課 を 終る と、 すぐ 其の 足で 出掛けた ので a 松 はま だ動務 の^の 

K 裝で 居る。 白墨と 廋埃 とで 汚れた 着古しの 洋服 * 書物 やら 手帳 やらの 風呂敷 包 を 小脇に 抱へ て， それに 下 

駄穿 • 腰 辨當、 多くの 勞働 者が 人中で 感ずる やうな 羞恥 -—— そんな 思 を 胸に 浮かべながら、 躧匠 町の 下宿の 

方へ 歸 つて 行った。 町々 の 軒 は 秋雨 あがりの 後の 夕日に || いて、 人々 が 濡れた 道路に 群って： £ た。 中には 立 

ちと どまって 丑 松の 通る ところ を 眺める も あり、 何 か ひそひそ 立 話 をして 居る の も ある。 「彼處 へ 行く の は、 

あり や あ 何 だ I む k 敎員 か」 と 言った やうな 顏付 をして、 酷し ぃ輕 蔑の 色を顯 して 居る の もあった。 是が 

自分 等の 預 つて 居る 生徒の 父兄で あるかと 考へ ると、 淺猿 しく も あり、 腹立たし くも あり、 遽に 不愉快に な 

つて すたすた 歩き 始めた。 本 町の 雜誌屋 は 近頃 出来た 店、 其の 前に は 新 蕾の 書物 を 筆太に 書いて、 人目 を 引 

くやう に 張 出して あった。 かねて 新聞の 廣吿で 見て、 出版の 日を樂 しみに して 居た r@w 錄」 I 肩に 猪 子 
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蓮 太郞氏 著、 定 儕まで も謦 P へた 廣告が 目につく。 立ち どまって、 其の 人の 名 を 思 ひ 出して さへ、 丑 松 はも 

あさ 

う 胸の 踴る やうな 心地が したので ある。 見れば 二三の 靑 年が 店頭に 立って、 何 か 新しい 雑誌で も躐 つて ゐる 

らしい。 丑 松 は 色の 褪せた ズボンの ぎ囊の 内へ 手 を 突 込んで、 人知れず 銀貨 を 鳴らして みながら、 幾度 か 其 

それ 

の 雜誌屋 の 前を往 つたり 來 たりした。 兎に角、 四十 錢 あれば 本が 手に入る。 しかし 其 を 今 玆で賈 つて 了へば、 

明日 は I 文無しで 暮 さなければ ならぬ。 轉 宿の^ 意 もしなければ ならぬ。 斯うい ふ 思， 想に 制せられて、 I 旦 

は往 きかけ てみ たやうな ものの、 やがて また 引返した。 ぬつ と K 簾 を 潜って 入って、 手に 取って 見る と —— 

それ はすこし 臭氣 のす る やうな、 粗惡な 洋紙に 印刷した、 黃 色い 表紙に 「纖 悔錄」 として ある 本、 貧しい 入 

の 手に も 飼れ させたい とい ふ 趣意から、 わざと 質素な 體裁 を擇ん だの は、 この 書の 性質 をよ く 表して 居る。 

ああ、 多くの 靑 年が 讀んで 知る とい ふ 今の 世の中に、 飽くことを知らない 丑 松の やうな 年頃で、 どうして 讀 

まず 知らずに 居る ことが 出來 よう。， 知識 は 一 種の 饑渴 である。 到頭 四十 錢を取 出して、 欲しい と 思 ふ 其の 本 

を賈 求めた。 なけなしの 金と はい ひながら、 精神の 慾に は替 へられなかった ので ある。 (島 崎 藤 村 氏- 「破戒」 

明治 三十 九^) 

自然主義 的 傾向の 作品の 一 だとい はれて ゐる。 しかし、 ここに 引用した の は、 藤 村の 代表作た る 

「破戒」 の 文章 を 見る のが 主 目的で ある。 信 州の 釵山 I '越後に 近い、 或 小さな 淋しい 城下町. i に、 

特殊な 階級に 生まれた 丑 松が 敎員 として 赴任して ゐる。 下宿 を轉々 として かへ るの も、 自分の 身許が 

知れさう になる からであった。 彼の 父から は、 「絕對 に 秘密 を 守れ」 と嚴 命され てゐ るし、 彼 も 秘密 "2 


にして ゐ るの だが、 どうかす ると、 嗅 53 され さう になる。 そこに、 丑 松の 苦悶が あっと。 $ よ、 宗敎 7 

に讀 書に 庹劍な 精神 生活 を鑌 けて ゐる。 ここに 引用した ところ だけで も、 丑 松の その 態度の. 一面が よ I 

つきり とうかが はれる。 技巧ら しいと ころの 微塵 もない、 實に 自然の ままの 手法で ある。 自然主義 そ 

の もの はどうで あらう と、 文章 道から いへば、 かう した 自然の まま、 ありのままの、 すらりと した 平 

明な 文^ を 開拓して くれた 點に對 して、 我々 は、 自然主義に 十分の 敬意 を 表して よいで あらう。 


一 ミ 竹 中古 城 

彼 は 名 を 竹 中 時 雄と いった。 

今より 三年 前、 11: 人目の 子が 細君の 腹に 出来て、 新婚の 快樂 など はとうに 覺め盡 くした 頃であった。 法の 

中の 忙しい 事業 も 意味が なく、  一 生 作に カを盡 くす 勇氣 もな く、 日常の 生活 I 朝起きて、 出勤して、 午後 

四時に 歸 つて 来て、 同じ やうに 細君の 顏を 見て、 飯 を 食って 眠る とい ふ單 調なる 生活に つくづく § てて 了 

つた。 家 を 引越 歩いても 面白くない、 友人と 語り合っても 面白くない、 外 國小設 を讀み 1,1、 つても 滿 足が出 

来ぬ" いや、 庭 樹の繫 り、 雨の sfl、 花の 開 落な どい ふ I の狀態 さへ、 平凡なる 生活 をして 更に 平凡なら 

しめる やうな 氣 がして、 身 を 置く に 處 は 無い ほど 淋しかった。 道 を 歩いて 常に 見る 若い 美しい 女、 出來 るな 


らば 新しい 戀 をした い と 痛切に 思 つ た。 

三十 四 五、 鸞際 此の頃に は 誰に でも ある 煩悶で、 此の 年頃に 賤 しい 女に 戲 るる ものの 多 いのも、 畢竟 その 

しさ を醫 する ためで ある。 世間に K を離緣 する もの も 此の 年頃に 多い。 

出勤す る 途上に、 毎朝 邂逅 ふ 美しい 女敎師 があった。 彼 は 其の 頃 此の 女に 逢 ふの を 其の 日 其の 日の 唯 I の 

たくま 

樂 しみと して、 其の 女に 就いて いろいろな^ 想 を 逞しう した" 態が 威 立って、 神樂坂 あたりの 小 待合に 連れ 

て 行って、 人目 を 忍んで 梁 しんだら 何う …… 。 細君に 知れずに、 二人 近郊 を 散歩したら 何う …… 。 いや、 そ 

れ處 ではない、 其の 時、 細君が 懷 娘して 居った から、 11. 圖難產 して 死ぬ、 其の後に 其の 女 を 入れる として 何 

うで あらう。 ；… 平氣で 後妻に 入れる ことが 出來る だら うか 何う かな どと 考 へて 歩いた」 神 戶の女 學院の 生 

徒で、 生まれ は備 中の 新 見 町で、 彼の 著作の 崇拜 者で、 名 を 橫山芳 子と いふ 女から 崇拜の 情 を 以て 充 された 

1 通の 手紙 を 受取った の は その 頃であった。 竹 中古 城と いへば、 美文 的 小說を 書いて、 多少 W 間に 聞え て 居 

つたので、 地方から 來る崇 拜渴仰 者の 手鈸 はこれ 迄に 隨分 多かった。 やれ 文章 を 直して 吳れ の、 弟子に して 

吳れ のと I 々取合って は 居られなかった。 だから 其の 女の手 紙 を 受取っても、 別に 返事 を 出さう とまで 其の 

好奇心 は 募らなかった。 けれど 同じ 人の 熱心なる 手紙 を 三 通まで 貰って は、 流石の 時 雄 も 注意せ ずに は 居ら 

れ なかった。 年 は 十九 ださうた が、 手紙の 文句から 推して、 其の 表情の 巧みな の は 驚くべき ほどで、 いかな 

る ことがあっても 先生の 門下生に なって、 一 生 文 學に從 事したい との 切なる 願望、 文字 は 走り書きの すらす 

らした 字で、 餘程 ハイカラの 女らしい。 (田 山 花 袋 「蒲 團」 明治 四十 年) 

8 
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自然主義 的 作品の 一として 名高い 「蒲 H」、 その 主人公 竹 中古 城 は、 とうとう 横 山 芳子を 門人と し 

て 東京へ 呼んだ。 さう して、 いつの 間に か 二人の 間に は 先生と 弟子 以外の 感情が 芽生えて しまった。 

いや、 芽生えた どころではない、 「語り合 ふ 胸の 轟、 相 見る 眼の 光、 其の 底に は 確に 凄じい 暴風が 潜 

んで 居た ので ある。 機會に 遭遇し さへ すれば、 其の 底の 底の 暴風 は 忽ち 勢 を 得て、 妻子 も 世間の 道德 

も 師弟の 關係も 一 擧 にして 破れて 了 ふで あらう と 思 はれた。」 と 主人公 は述懷 して ゐる。 しかし、 そ 

の 凄じい 暴風 は 潜んで ゐ たままで、 つ ひに 二人 は 表面上 美しく 別れて しま ふ。 男は芳 子の 去った あと 

で、 芳 子の 常に 用 ひて ゐた 蒲圑を 敷き、 芳 子の 用 ひて ゐた 夜着 を かけ、 なつかしい 女の 匂の する 天鵞 

絨の 襟に 顏を锂 めて 泣いた II これが 「蒲 w」 と 題され た 所以で ある。 このへんが 自然主義 を あざ や 

かに 發撺 して ゐる わけで あるが、 文章 は實に 自然で 平明で 近代的で ある。 我々 は、 その 文章 を舉 ベば 

よいので ある。 


一四 ヰタ. セクス アリス 

かな ゐ しづか くん 

金 井 湛君は 哲學が 職業で ある。 

哲學 者と いふ 概念に は、 何 か 書物 を 書いて ゐ ると いふ ことが 伴な ふ。 金 井 君は哲 ® が 職業で ある 癖に、 なん 
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にも 霄物を 書いて ゐ ない。 文科 大學を 卒業す る ときには、 外道 哲學と aokstes 前の 希 臘哲學 との 比較的 硏 

究 とかい ふ 題で、 餘程 へんな もの を 書いた さう だ。 それからと いふ もの は、 なんにも 窨 かない。 

併し 職業で あるから 講義 はする。 講座 は哲舉 史を受 持って ゐて、 近世 哲舉史 の 講義 をして ゐる。 擊 生の 評 

判で は 本 を澤山 書いて ゐる 先生方の 講義より は、 金 井先 生の 講義の 方が 面白い とい ふこと である。 講義 は 直 

觀 的で、 或 物の 上に 强ぃ 光線 を 投げる ことがある。 さう いふと きに、 舉生 はいつ でも 消えない 印象 を 得 るの 

である。 殊に 緣の 遠い 物、 何の 關係も 無い やうな 物を藉 りて 来て 或 物を說 明して、 聽く 人が はっと 思って 會 

得する とい ふやうな 事が 多い。 

Schopenhauer は 新聞の 雜 報の やうな 世間話 を 材料 帳に 留めて 置いて 自己の 哲 if の 材料に した さう だが、 

金 井 君 は 何 をで も 哲舉史 の 材料に する。 眞 面目な 講義の 中で、 その 頃靑 年の 讀ん でゐ る小說 なん ぞを 引いて 

^明す るので、 學生 がび つくりす る ことがある。 小說は 澤山讀 む。 新聞 や 雑誌 を 見る とき は 議論なん ぞは見 

ないで、 小 說を讀 む。 併し 若し 何と 思って 讀 むかと いふ こと を 作者が 知ったら、 作者 は 憤慨す る だら う。 藝 

術 品と して 見る ので は 無い。 金 井 君 は藝術 品に は 非常に 高い 要求 をして ゐ るから、 そこいら 中に ある 小說は 

此の 要求 を充 たす に 足りない。 金 井 君に は、 作者が どうい ふ 心理状態で 書いて ゐ るかと いふ ことが 面 a いの 

である。 それ だから 金 井 君の ために は、 作者が 悲しい とか 悲壯 なと かいふ 積り で 書いて ゐる ものが、 極めて 

滑稽に 感ぜられたり、 作者が 滑稽の 積り で醫 いた ものが、 却って 悲しかった りする。 

金 井 君 も 何 か 書いて みたい とい ふ考は をり をり 起る。 哲學は 職業で は あるが、 自己の 哲學を 建設し ような 

どと は 思 はない から、 哲 ® を 謦く氣 は 無い。 それより は 小説 か 脚本 か を 書いて みたい と 思 ふ。 併し 例の 藝術 ひ 


品に 對 する 要求が 高いた めに、 容易に 取りつ けない ので ある。  j; 

そのうちに、 S 目 金 之 助が 小 設を書 出した。 金 井 君 は 非常な 興味 を 以て a んだ。 そして 枝瘦を 感じた。 さ I 

うする と S 目 君の 「吾輩 は 猫で ある」 に對 して、 「吾輩 も 猫で ある」 とい ふやうな ものが 出る。 「吾輩 は 犬で 

ある」 とい ふやうな ものが 出る。 金 井 君 は それ を 見て、 ついつ い 嫌に なって なんにも 書け ずに しまった。 

そのうち 自然主義と いふ ことが 始 つた。 金 井 君 は 此の 流儀の 作品 を 見た とき は、 格別 技 S をば 感じな かつ 

た。 その 癖 面白がる こと は 非常に 面白がった。 面白がる と 冏 時に、 金 井 君 は 妙な 事を考 へた。 

金 井 君 は 自然 派の 小 說を讀 む 度に、 その 作 中の 人物が、 行住坐臥 造次 顋沛、 何に つけても 性慾 的^ 象 を 伴 

な ふの を 見て、 そして 批評が、 それ を 人生 を寫し 得た ものと して 認めて ゐ るの を 見て、 人生 は 果して そんな 

もの であらう かと 思 ふ と 同時に、 或は 自分が 人間 一 殺の 心理的 状態 を 外れて 性慾に 冷澹 であるの では 無い か、 

特に Frigiditas とで も名づ くべき 異常な 性癖 を 持って生まれたの では あるまい かと 思った。 さう いふ 想像 

は、 Zola の小說 など を 讀んだ 時に も 起らぬ では 無かった。 併し それ は Gcrmigl やななん ぞで勞 働 者の 部 

落の 人間が 困 厄の 極度に 達した 處を 書いて あろと き、 或 男女の 逢引 をして ゐ るの を 硯 きに 行く 段な ど を 見て、 

さう 思った ので あるが、 その 時の 疑 は、 なんで 作者が さう いふ 處を、 わざとら しく 醫 いて ゐるだ らうと いふ 

のであって、 それが 有り さう で 無い 事と 思った ので はない。 そんな^も ある だら うが、 それ を 何故 作者が 書 

いたの だら うと 疑 ふに 過ぎない。 卽ち 作者 一 八の 性慾 的寫 象が 異常で は 無い かと 思 ふに 過ぎない。 小說 家と 

か 詩人と かいふ 人間に は、 ft 慾の 上に は 異常が あるか も 知れない。 此の 問題 は ：L0rmb3se なん ぞの說 いて 

ゐる 天才 問題と も 關係を 有して ゐる。 Mabius 1 派の 人が、 名の ある 詩 入 や 哲舉者 を 片端から 摑ま へ て、 精 


神 病 者と して 論じて ゐ るの も、 そこに 根柢 を 有して ゐる。 併し 近頃 日本で 起った 自然 派と いふ もの は それと 

は ® ふ。 大勢の 作者が I 時に 起って 同じ やうな 事 を 書く。 批評が それ を 人生 だと 認めて ゐる。 その 入 生と い 

ふ ものが、 精神病 學 者に いはせ ると、 一 一 の寫 象に 性慾 的 色調 を帶 びて ゐ ろと でもい ひさうな 風な の だから、 

金 井 君の 疑惑 は 前より 餘程 深くな つて 来たので ある。 (森鷗 外 「ヰ タ • セクス アリス」 明治 四十 二 年) 

これ は、 ラテン語の 「ヰ タ • セクス アリス」 と 題す るかな り 長い 短篇 小 說の書 出しの 一 節で ある。 

かな ゐ しづか 

作者 は、 この 小說の 主人公た る 哲舉者 金井湛 をして、 これから 彼 自身の 半生の 性的 發達を 描かし めて 

ゐる。 六つの 時から、 二十 三 四 歳までの 間に、 主人公の 生活の 中から、 性に 關 係の ありさうな 場面 だ 

け を 恩 ひ 出させて 描かせて ゐる であるが、 それ を 「ス バル」 に 載せた ので 雜誌は 忽ち 發寶 禁止 を 命ぜ 

られ た。 しかし、 これ は、 當 時の 自然主義 を 小說で 批評した ものと も 見られる、 實に 堂々 たる 作品で、 

後人の 大いに 舉 ぶべき 幾多の 敎訓が 含まれて ゐる。 その 透徹した、 すっきりした 敍述 振り は、 さすが 

に舉 者で あると 同時に 藝術 眼の 高い 鷗外 先生の 作品で ある こと を 思 はせ る。 ことに、 題目 を ラテン語 

で 示し、 文中 往々 人名 その他 を ドイツ語. フランス語 のままで 示して ゐ るが 如き は、 この 小說の 内容 

が內容 である だけに、 相 當敎養 ある 讀者 を豫 想して の 心 構で あらう と 恩 はれる。 

だから、 發寶 禁止の 厄に 會 つたの は、 作 そのものが 惡 いのではなくて、 當 時の 讀 者が まだ この 作品 

の眞 意義 を 酌 取る までにな つて ゐな いと、 當 局が 解した からで あらう。 但し、 小說の スタイル として 

I  2 

は餘 りに 論文 的で あり、 また 多少べ ダン テックな ところが あるの は 惜しい 點 であらう。 馬 琴の 八犬傳 ひ 


など を 讚んで、 その 舉 的の 場所に ぶっかる と、 フンと # の 先で 笑 ひたくなる ことがある。 小說に は、 P 

出来るだけ 舉問を 見せびらかす こと を 避けねば ならぬ。  1 


I 五 笹村 とお 銀 

彼 村の 姿が、 また 古い 長火鉢の 傍へ 現れた。 お 銀は笹 村が 朝 sg をす ましてから、 新 ゃ卷莨 やな ど を當て 

，  だら し と ゥ ち 

がって おいて、 長い あ ひだの 埃の 溜った g: 齋の 方へ 箒 を 入れた。 そして 亂次 なく ら かされた もの を 整理 

えり わ  ちか  ^ん <；? け 

したり、 手紙 を 選 分けたり した。 赭 ちゃけ た 疊に泌 込む やうな 朝 RI が 窓から 射 込んで 鬓 毛に かかる 埃が 目に 

見える ほど、 冬の^ 氣が 澄んで ゐた。 

笹村 は落箭 いて 新 ffl すら 兒て ゐられ なかった。 投り 出されて あった 仕事 も氣 にか かって 來 たし、 打 驛 ける 

と 直に 相談 相手に される 生活の 事 も 頭に 絡って ゐた。 仕事に かかる 前に、 何處 かで 一日 M@ に 遊びたい やう 

な もして ゐた。 

「今 口 は どこか へ 行かう かな。」 

笹 村は變 つた 柄の 手拭 を 姉さん 冠に して、 床の間 を片 づけて ゐ るお 銀の 後 姿 を 入口から 眺めながら 眩いた。 

お 銀 は 亡くなった 叔父の 道樂 をして ゐた 時分に、 方々 で 貰った 手拭 を 幾 十本と なく 簞笥に 持って ゐた。 

「行って いらっしゃいよ。」 


お 銀 は、 ばた ばた と 本に ハタ キを かけながら 言った。 

「私 も 行きたい けれど …… 貴方 何處へ 入らつ しゃる の。 私 何 か 美しい もの を 食べたい、 天 麩 か 何 か。 —— 

ねえ、 坊 だけつれ て 行き ませう か。」 

お 銀は嫣 然とした 顏を あげた。 

「私 ほんと に 暫く 出ない。 子供が 二人 も あっち や、 なかなか 出ら ません ね。」 

「何なら 出ても 可い。」 

笹村は 綠则の 方へ 出て、 澄 切った 签を 眺めて ゐた。 

「中淸 で 三人で 食べなら、 何のく らゐ かかる でせ う。 私 もしば らく 食べて みない けれど …… o」 と考 へて ゐ 

たが、 直に 氣が 差して 来た。 

「ああ 惜しい 惜しい。 I それよりか、 もうす ぐ坊 のお 祝が 來 るんで すから ね、 七五三の …… 。 子供に は 

爲る こと だけ はして やらない と 罪です から。」 お 銀 は 屈託 さう に 言 出した。 

そんな 見積り をして ゐ たこと は、 大分 前から 笹村も 知って ゐた。 

かぶ  はっさり 

笹村は 仲た が ひして ゐた 間の ことが、 1 時に 被 さって 來 たやう であった が、 これ を 明白 やめさす こと も 出 

来なかった。 

笹 村と I 所に 下町へ 買物に 出かけた お 銀 は、 途中で 手輕な 料理屋 を 見つけて そこで 夕飯 を 食べた。 

「偶に は 外へ 出る の も 可 ござんす ね。」 といって、 ぉ鍈は || とした やうな 顏 をして、 猪口に 口をつけた。 —， 

「私 こんな 處を 歩く の は 幾年 振 だか。 偶に 來て みると 髮ゃ何 か、 女の 樣 子が 山の手と 全然 遠って ゐ ますね。」 け 


ぉ釵は 長い あ ひだ 違った 水に 馴らされて 来た 自分の 姿 を i 顧ら れる やうであった。 何時 女らしく 藩 飾った M 

こ ともなし に 笑ったり 泣いたり して ゐる うち、 もう 二人の 子の 母に なった。 四 年の 月日 は、 夢の やうに 流れ 

た。 笹 村と 一 所に 此處で 酒 を 飲んで ゐ るの も、 不思議な やうであった。 

「前に 來た 時分から みると、 ここの 家 も隨分 汚くな りました ね。」 お 銀 は. ちらちら する やうな 目容 をした。 

「98 谷と だら う。」 

笹村は 笑 ひかけ ると、 お 銀 も、 

「いいえ。」 といって 笑った。 

そこ を 出てから、 二人 はぶら ぷら須 田 町の あたりまで 歩いた。 13 後から 體 が露實 でない お 銀 は、 電車に 乘 

ると 直に 胸が むかついた。 電車 は 暗い 方から 出て 來て、 明るい 方へ 入ったり 出たり した。 靑ぃ 火花が 空に 散 

あたま  め まひ 

る 度に、 お^は 頭腦 がくら くらす る ほど^ 暈が した。 

「私 どうして 此» に意氣 地が なくなつ たんで せう。」 

お 銀 は 可笑し さう に 笑 ひながら、 笹 村の 手に 摑 つて ぎと レ ー ルを 渡った。 (德田 秋聲氏 「徵」 明治 四十 四 年) 

笹村 とお 銀が 夫婦に なった の は、 いはば、 するすると 何 かに 引き すられて、 好きで もない が 廐で も 

ない うちにお 銀が 姙娠 したりした からであった。 お 銀 は、 笹 村の 下宿して ゐた 家の 娘で、 笹 村と 夫婦 

になる 前に は 同じく 下宿人であった 磯 谷と 少しの 間 同棲した ことの ある 女で ある。 かう した！ 一人の 結 

婚 生活の 或 一 日を寫 したの が 右の 文例で ある。 ra」 は漱 石の 推薦で 「朝日 新聞」 に 連載され、 非常 


な 好評 を 傅した、 いは ゆる 自然主義 的の 作品で ある。 平凡な 人生 を、 本能 的な 愛慾 生活 を、 ありの ま 

まに 寫す ！ それが 自然主義の 異名であった とさへ 思 はれる。 この 作 は 秋聲の 文壇 的 地位 を 確保した 

もので、 大正 二 年に 出た 「た i れー に 至り、 自然主義 的 愛慾 描寫の 技巧 神に 入る とさへ 評された。 


二 バ重吉 


「如何です」 と、 矢澤の 細君 は 何時もの やうに 訊いた。 

ヒき  ほ あや  -、 

「お 時ち やんで すか」 と、 S 吉は わざと 田舍の 姉の 口吻 を眞 似て、 「この頃 は 老婢と 仲が よくな つて ニス 

で 茶の間で 何 かしら、 よく 話して ゐ ますよ」 

「へえ。 それ は 結構です わ …… お馴れに なつたん でせ う？」 

あま  I  . ^やみ 

「どうです か。 ；… しかし 調子が 多少 變 りました ね。 甘つ たれた 風が なくなつ たし， 言蕖 つきに も 厭味が 

取れた し …… 」  ， 

あなた 

「だから、 次第によ くな るんで すよ。 甲府 へい らっしゃる 前 は、 私達 隨分氣 を 揉み ましたよ。 貴方が 詰ら 


なさ さうな 顏 をして いらっしゃ るんだ もの」 


あ i み 
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「今 だって 詰った 譯ぢ やありません がね」 重吉 はぜ 昧も 厭味 も 取れた 時 子 は、 今の所 自分に 障りに もなら I 


U ころよ  べつ 

ねば、 快い 刺戟に もなら ぬ やうな 氣 がした。 で、 「僕の 所 は 夫^ 別 ありなん です、 支那 人 もい ぃ琪 を敎へ 7 

て吳れ た」 と 笑った。  i 

「別々 の 部屋に お休みに な るんで すか」 と、 細 a は老 きから そっと W いた こと を 思 ひ 出した。 

「さう でもありません さ。 だけど、 どうも 他所の 娘を預 つてる やうな 氣 がします ね」 

「今に お子さんが 出來 たら 違 ひます よ」 

細君 は 最早 以前の やうに、 粱 出して 時 子の 亊を閗 きたが り もし なくなった。 矢澤も 3g 早 忠告め いた こと を 

いは なくなって、 霜 吉に 知らせなかった 結婚 前の 内情な ど を 昔話と して、 心安く 話した。 「おとく さんが 先 

約が あって、 あんな 風に なった 時分に、 その 埋合 はせ に 製麻 會 社の 娘 を 見つけ たんだが ね。 先，； 力で 君の 身 持 

あたま 

を 調べて、 頭から 斷 つて 來 たんだ。 さう いふ 譯 だった から、 君 も 大抵な 所で、 我 S したら いいと 思って、 あ 

ち £ つと 

ん なに 勸 めたん だよ」 と、 K 吉の よく 知らない 製麻 會社 as の 娘の こと を も 話した。 その 娘 は i 寸 綺麗 だが 

い や に 鼻が 大き か つ たさう だ。 

は. ^ 

「身 持が いいの 惡 いのと いって、 僕 はこれ 迄 傍で いふ やうな 放蕩 者ぢ やな かったん だ。 なれな かったん だ。 

ゥ つつ  しん 

女に 現 をぬ かした こと もない し、 第 1 眞に 面白い と 思った こと はな いんだから。 だけど 結婚 後の この頃から 

やう やう 放蕩の » が 多少 分った やうな 氣 がする。 そり や 放蕩 をす るかし ないか 知らん が、 心 持が 放蕩 者に な 

つち やった」 かう いった 贯吉の 調子に も 崩れた 心が あら はれて ゐた。 

- 「男と いふ もの は隨分 勝手です ねえ」 と、 細君 は その 量 見 を 解し かねた" 

「しかしお 時ち やん ももう 僕 を 離れられん でせ うね。 を かしな もの だ〕 煙草 臭く つたって 男 の 息 はいいん 


でせ うね」 (正宗 白鳥 氏 「泥 人形」 明治 四十 四 年) 

この 主人公の 重吉 は、 矢澤 夫妻の 媒酌で、 甲 府の女 舉校を 出た とい ふ 時 子 を 妻に 娶 つた。 その後、 

重吉が 矢澤の 家へ 行った 時の 會 話が 右の 文例で ある。 重吉は 栢當の 年輩に も 達して ゐた。 七 八 年 前 か 

ら 幾度 か 候補者と 見合 をした こと も あり 寫眞 など を 見た こと もあった。 しかし、 向か ふから 駄目に し 

たり、 こっちで 氣乘 がしなかった りして、 とうとう かなりの 年輩に 達した。 田 舍の女 擧校を 卒業した 

時 子 を 莨った の は、 何とい ふこ ともなし に そんな 氣 になって 貰った の だが、 少しも 與 かがなかった。 

中年の 初婚 者で ある 重吉 が、 結婚 生活と いふ ものに 何の はりあ ひも 見出さす 「どう だってい いや」 と 

いった 氣分 になって ゐる 心理が 極めて ヴィ グイ ッ ドに 描かれて ゐる。 自然主義 的 傾向の 作品で あり、 

秋聲の 「黴 一 と 同年に 出て ゐ るが、 殆ど 同じ やうな 感じが 同じ やうな 手法で 表現され てゐ る。 かう し 

た 傾向の、 どの 作品に も 共通な 點は、 ただ 自然の ありのままの 人生が 描かれて ゐ ると いふ だけで、 人 

生の 理想と いふ やうな ものが 少しも 見られす、 ややもすれば 讀者 をして 懷疑 的な 淋しみ に 誘 ふやう に 

感ぜられる。 それが 人生 だとい へば それまで であるが、 それにしても 餘 りに 淋し 過ぎる 人生で ある。 


事務長 は、 綺麗な 飾り 紙の ついた 金口 煙草の 小箱 を 手 を 延ばして 棚から 取上げながら、 

「どうです I 本」 

と 葉 子の 前へ さし 出した。 蔑 子 は 自分が 煙草 をの むかのまぬ かの 間 題 を彈き 飛ばす やうに、 

「あれ は どなた？」 

と 寫眞の 一 つに 眼 を 定めた。 

「どれ」 

「あれ」 

葉 子 はさう いった ままで 指さし はしない。 

一 どれ」 

と 事務長 はもう 一 度い つて、 葉 子の 大きな 眼 を まじまじと見 入って から その 視線 を^って、 暫く 寫 眞を爲 

分けて ゐ たが、 

「は ああれ か。 あれ はね 私の 妻子で すんだ。 荆妻 と豚兒 共です よ」 

といって 高々 と 笑 ひかけ たが、 ふと 笑 ひやんで、 險 しい 眼で 葜子を ちらっと 見た。 


「まあ さう。 ちゃんと 御寫眞 をお 飾りな すって、 おや さしう 御座ん すわね」 

葉 子 はしん なりと 立 上って その 寫眞の 前に 行った。 物珍しい もの を 見る とい ふ樣子 をして はゐ たけれ ども、 

けだもの  み さは 

心の中に は 自分の 敵が どんな 獸 であるか を^ 極めて やる ぞと いふ 激しい 敵懾 心が 急に 燃え あがって ゐた。 

前に は藝 者で でもあった のか、 それとも 良人の 心を迎 へる 爲 にさう 造った のか、 何 處か玄 人 じみた 綺麗な 丸 

ffi の 女が 辯 飾って、 三人の 少女 を 膝に 抱いたり 側に 立た せたり して 寫 つて ゐた。 紫 子 は それ を 取上げて 孔の 

あく ほど じっと見 やりながら 卓の 前に 立って ゐた。 ぎごちない 沈 默が暫 くそ こに 續 いた。 

r ぉ槃 さん」 

(事務長 は 始めて 葉 子 を その 姓で 呼ばずに かう 呼びかけた) 突然 震へ を帶 びた、 低い、 靈ぃ 翳が 燒 きつく 

やうに 耳 近く 閗 えたと 思 ふと、 葉 子 は 倉 地の 大きな 胸と 太い腕と で 身動き も出來 ないやう に狗き すくめられ 

てゐ た。 固より 葉 子 は その 朝 倉 地が 野獸の やうな as5】t に 出る 事 を直覺 的に K 悟して、 寧ろ それ を 期待し 

て、 その ssclnlt を、 心ば かりで なく、 肉^的な 好奇心 を 以て 待 受けて ゐ たのだった が、 かくまで 突然、 何 

の前觸 もな く 起って 來 ようと は 思 ひも 設けなかった ので、 女の * 然の 羞恥から 起る S 操の 防衞に 驅られ て、 

熱し 切った やうな 冷え切つ たやうな 血 を 一時に 體內に 感じながら、 抱 へられた まま、 侮蔑 を 極めた 表情 を 二 

つの S 、に 集めて、 倉 地の 顏を斜 に 見返した。 その 冷やかな 服の 光は假 初な 男の 心 を たじろがす 箬 だった。 事 

の 顔 は 振 返った 葉 子の 顔に 息氣 のか かる 程の 近 さで、 ^子 をお 入って ゐ たが、 紫 子が 與 へた 冷酷な 脖 に 

くる 

は 眼 も くれぬ まで 狂 はしく 熱して ゐた。 (槳 子の 感情 を 最も 强く 煽り 立てる もの は 寢床を 離れた 朝の 男の 新 > 

だった。 一 夜の 休息に すべての 精氣を 十分に 回復した 健賺な 男の 容貌の 中には、 女の 持つ 總べ てのもの を投 


入れても 惜しくな いと 思 ふ sa の 力が 籠って ゐ ると^ 子 は 始終 感ずる のだった) 葉 子 は 倉 地に 存分な 輕 侮の 心 ^ 

持 を 見せつ けながら も、 その 顔 を彝の 先に 見る と、 a 性と いふ ものの 强烈な 牽引の 力 を 打 込まれる やうに 感 

ぜ ずに は ゐられ なかった。 息氣せ はしく 吐く の 溜息 は餒の やうに 葉 子の 顏を 打った。 火の 燃 上らん ばかり 

に 男の 體 から は き sire の炤が ぐんぐん 紫 子の 血脈にまで 攛 がって 行った。^ 子 は 我に もな く 異常な 興奮に 

がたがた 震へ 始めた。 (冇 島武郞 「或 女」 明治 四十 四 年) 

非常に 猛烈な、 そして、 き は どい 場面の 描寫の 一例と して あげたの である。 かう した 場面の 描寫 も、 

小說の 文中に は 必要に なって 来る ことがある であらう。 が 餘程藝 術 的 手法と いふ こ i を考 へない と、 

とんでもない 失敗に 終る ことが 多い。 右の 文例の 如き は、 そのき は ど さが 印象的に 描かれて ゐ ながら、 

少しも 醜惡を 感じさせな いので ある。 そこに 藝 術の 藝 術た ると ころが あるの だ。 說明 はむ づ かしい。 

右の 文例 を、 くり かへ して 請んで、 その 呼吸 をのみ こむ ことが 第一で あらう。 


一 パ ^ 

ぜんち な. i ぐ  レ け を  あご 

禪智内 供の 鼻と いへば、 池の 尾で 知らない もの はない。 長さ は 五六 寸 あって、 上脣の 上から 顋の 下まで 下 

40 ゥゥづ め 

つて ゐろ。 形 は 元 も 先 も 同じ やうに 太い。 いはば a 長い 腸 詰の やうな 物が ぶら りと 顏 のまん 中から ぶら 下つ 


てゐ るので ある。 

しゃみ  な レ だゥ v-to- うぐぶ 

五十 歳 を 越えた 內供 は、 沙 鱗の 昔から 内 道場 供奉の 職に 陞 つた 今日まで、 内心で は 始終 この 鼻 を 苦に 病ん 

で來 た。 勿論 表面で は、 今でも さほど 氣 にならない やうな 顏 をして すまして ゐる。 これ は專 念に 當來 の淨土 

を すべき 僧侶の 身で、 鼻の 心配 をす るの が惡 いと 思った からば かりで はない。 それよりも 寧ろ、 自分で 

いや 

鼻を氣 にして ゐ ると いふ 事 を、 人に 知られる のが 嫌だった からで ある。 內供は 日常の 談話の 中に、 鼻と いふ 

U とば  おそ 

語が 出て 來 るの を 何よりも 惧 れてゐ た。 

內 供が 鼻 を 持て あました 理由 は 二つ ある。 II 1 つ は實際 的に、 鼻の 長いの が 不便だった からで ある。 第 

かな まり  めし 

I 飯 を 食 ふ 時に も镯 りで は 食へ ない。 獨 りで 食へば、 鼻の 先が 錠 の 中の 飯へ とどいて しま ふ。 そこで 內供 

あ ひだ ぢゅゥ 

は 弟子の 一 人 を 膳の 向か ふ へ 坐ら せて、 飯 を 食 ふ 間 中、 廣さ 一 寸 長さ 二 尺ば かりの 板で、 鼻 を 持 上げて ゐ 

て 貰 ふ 事に した。 しかし かう して 飯 を 食 ふとい ふ 事 は、 持 上げて ゐる 弟子に とっても、 持 上げられて ゐる内 

くさめ 

供に とっても- 決して 容易な 事で はない。 1 度 この 弟子の 代り をした 中 童子が、 嚏 をした 拍子に 手が ふるへ 

て、 鼻 を 粥の 中へ 落した 話 は、 當時 京都まで 喧傳 された。 II けれども これ は內 供に とって、 決して 鼻 を 苦 

キ つ 

に 病んだ 貢な 理由で はない。 内 供は實 にこの 鼻に よって 傷 けられる 自尊心の 爲に 苦しんだ ので ある。 

池の 尾の 町の 者 は、 かう いふ 鼻 をして ゐる 禪智内 供の 爲に、 内 供の 俗で ない 事 を 仕 合 はせ だとい つた。 あ 

の 鼻で は 誰も 妻になる 女が あるまい と 思った からで ある。 中には また、 あの 鼻 だから 出家した の だら うと 批 

評する 者 さへ あった。 しかし iS 供 は、 自分が 僧で ある 爲に 幾分で もこの 鼻に 煩 はされ る 事が 少 くな つたと は 

思って ゐ ない。 內 供の 自尊心 は、 妻帶 とい ふやうな 結果 的な 事實に 左右され る爲に は、 餘 りに デリ ケ イトに 
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出 來てゐ たからで ある。 そこで 内 供 は、 積極的に も 消極的に も、 この 自尊心の 毁損を 恢復し ようと： K みた。 む 

第一に 內 供の 考 へたの は、 この 長い 彝を實 際 以上に 短く 見せる 方法で ある。 これ は 人の ゐ ない 時に、 鏡に 

向かって、 いろいろな 角度から 顔 を 映しながら、 熱心に 工夫 を 凝らして みた。 どうかす ると、 顔の ffi 置を換 

へろ だけで は、 安心が 出来 なくなって、 頰杖 をつ いたり 顋の 先へ 指 を あてがった りして、 根氣 よく 鏡 を晛ぃ 

て 見る 事 もあった。 しかし 自分で も； f 足す る 程、 鼻が 短く 見えた 事 は、 是 まで 一 度 もない。 時に よると、 苦 

心すれば する ほど、 却って 長く 兌え る やうな 氣さ へした。 內供 は、 かう いふ 時には、 鏡を莒 へし まひながら 

今更の やうに 溜 息をついて、 お 承不し 承に 又 元の 經 机へ 翻 音經 をよ みに 歸 るので ある。 (芥川龍之介 「鼻」 大 

正 五 年」 

さる ほどに、 ぼ 智內供 は、 鼻 を 短く する ために、 いろいろの 苦心 をした。 つ ひに、 湯で 鼻 を 茹でて、 

その 鼻 を 人に 踏ませる 法 を 試み、 それに 成功して とうとう 鼻が 短くな つた。 けれども、 それ を 見て、 

今まで 長い 鼻 を 見なれ て ゐても 笑はなかった 人々 までが、 堪 へられない やうに 笑 ふので、 また、 そろ 

わら 

そろと まど ひ 出した が、 或 朝 突然 鼻が 元の やうに 長くな つた。 「. 1 かう なれば、 もう 誰も 哂ふ もの 

はない にち が ひない。 內供は 心の中で かう 自分に 囁いた、 長い 鼻 を あけ 方の 秋風に ぶらつかせながら。」 

と 結んで ゐる。 愛慾の 描寫 ばかりが 小說 ではない。 いや、 この 鼻 も、 それに 關 係がない とはいへ ない 

かも 知れない が、 一種の を かしみ の 中に、 人生に ついて、 いろいろ のこと を考 へさせられる 藝術 品で 

ある。 S 目漱 石が、 この 作品 を 請んで、 作者に 「君が かかる 作 を 十 も 書いたら、 日本 は 勿論、 世界で 


もュ 一一 イクな 作家の 一人と なる であらう^ とい ふ 意味の 激 勵を與 へたと いふ ことで ある。 徒然 草に 

左の 如き 1 1 篇 である。 

から はしの ちゅうじ やう  ぎ や..' がモ うづ  けう さう  け  や 亡 ひ 

唐 ® 中 將と いふ 人の子に >  行雅 ^ 都と て、 敎 相の 人の.！ する 僧 ありけ り。 氣の あがる 病 ありて、 年の 

IT ち  ゎづら 

やう やう；， J  くる ほどに- 鼻の 中 ふたが りて、 息 も 出 でが たかりければ 1 さまざまに つくろ ひけれ ど、 煩 はし 

め まゆ ひた ひ  はお ほ  に £ ひ おもて 

くな りて、 E!  • 眉 • 額なん ども 腿れ まど ひて、 うち 覆 ひければ、 物 も 見えず、 二の舞の 面の やうに 見えけ る 

t  P  J  y  J  i  いお だき かお  ひたい  のお 

力 たた 恐し く の 顔に なりて、 目 は 頂 の 方に つき、 額の ほど 鼻に なりなん どして、 後は坊 のうちの 入に 

も^えず 籠り 居て、 年久しく ありて、 鑌煩 はしくな りて 死にけ り。 かかる 病 も ある^に こそ あり けれ。 

さんすいそう なにがし りっし  か. ち 

高 倉 院の法 華 堂の 三昧 僧， 何某の 律師と かやい ふ もの、 ある 時 鏡 を 取りて 顏を つくづくと 見て、 我が 貌の 

みにく 

醜く あさまし きこと を、 あまりに 心 憂く K えて、 鏡 さへ うとましき 心地し ければ、 その後 長く 鏡 をお それて 

手に だに 取らず、 更に 入に 交る 事な し。 御堂の 勤ば かりに あ ひて、 籠り 居たり と 聞き 傳 へしこ そ、 ありがた 

く^えし か。 

この ニ篇 と、 芥川 氏の 「鼻」 との 間に 何か關 係が ある、 などと いふので はない。 ただ、 芥川 氏の 

ri*」 を讀ん で、 何と はなしに 徒然 草の この 二 篇が思 ひ 出される ので ある。 しかし、 芥川 氏の 「鼻」 

は、 たしかに 國文舉 的の かをり 高い 藝術 品で ある。 新しい 見方 や 表現 法を舉 ぶため に、 外 國文舉 に 接 

する こと は 勿論 必要で あるが、 そこから 眼を轉 じて 古い 國文舉 の 上に 移し、 更に 新しい 生命 を 吹 込ん 
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だ 國文舉 的 表現に 立歸る こと は、 最も 必要な ことで ある。 

この 顷、 すな はち 大正 五六 年頃から、 我が 國の 文壇に は 多くの 新人が 擦 頭し、 自然主義 はいつ しか 

沒 落し、 純 文藝的 立場に 立って、 深く 人間性 を 見詰める 態度の 作品が どしどし あら はれる やうに なつ 

た。 この頃 は、 いはば 一 つの 小さな 文藝 復興 期 を 出現せ しめたと もい へる。 そして、 芥川氏 は 自ら 早 

く 生命 を 絶って しまったが、 當 時の 新進作家 は、 すべて 今日の 文壇の 重鎭 となって ゐる 人々 である。 


一九 白鳥の 夢 

ま 

^^をして K る 章 一 ニ郞 は、 自分が 今、 夢 を S て 居る 事 を 明らかに 知って 居た。 白 い 鳥が 镙 子の やうに 光る 

K を ひろげて、 彼の 顏の 上でば たばた と 羽ばたき をして 居る。 どうかす ると、 其の 羽ばたきが 息苦しい 程 勇 

先へ 近寄って、 溶け かかった 春の 沫@ の やうに 淨く軟 かい 羽毛が 折々 彼の 睫毛の あたり を爽 かに 掠めて 居る 《 

II 「己 は 夢を見て 居る の だな。」 と、 彼 は ^ 度 か 夢の 中で 考 へて 居た。 彼の 意識 は 見る見る うちに 痺れ か 

よみ 

かって、 甘い 芳しい 熟睡の 底へ うつらう つらん-誘 はれて 行き さう になる が、 少し 心 を引緊 める と 直に また 蘇 

Sj つて、 甾髄の 中 を 朦朧と 照らす やうであった。 いはば 彼 は、 睡 りと R 覺 めとの 中間の 世界に さまよ ひなが 

ら、 S くの 間覺め 切らう とも 脶り 込まう とも 欲しないで、 成るべく 現在の 半意識の 狀 態に 搖られ て 居た かつ 
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た。 「自分 は 今、 夢から 覺 めようと すれば 覺 める こと も出來 るの だ。」 さう 思 ひながら、 美しい 白鳥の 幻 を ぼ 

ん やり 眺めて 居る ことが、 不思議な 喜と 快 さと を 彼の 魂に 味 はせ た。 

窓から さし 込む 初夏の 眞畫の 明りが、 仰向きに 臥て 居る 自分の 眼瞼の 上に 犛 いて、 それが 此の やうな 白鳥 

の 夢と なって ゐる。 あのば たばた と 鳴る 羽ばたきの 音 は 大方 風が 吹く ので あらう —— さう まで はっきり 感じ 

て 居ながら、 癥且 夢を見て 居られる のが、 彼に は 非常に 珍しい、 特殊な 經驗の やうに 考 へられて、 自分の や 

うな 病的な 神經を 持つ 人間で なければ、 容易に 到達す る ことの 出来ない 貴い 境地で あるかの 如く 樂 しまれた。 

ひょっとしたら、 彼 は 自分の 自由意志で、 思 ふが ままに 好きな 錯覺を 作り出す 能力が あり はしない かと 疑 は 

れて、 現在 眼の 前に 浮かんで 居る 鳥の 姿 を 更に 妖艷な 女の 幻と 擦り 換 へる やうに、 次第 次第に 想念 を 凝らし 

始めた。 すると 暗黑な 背景の 奥へ 鳥の 形が だんだん 薄く 吸 込まれて、 ちゃう ど 子供が おもちゃに 弄ぶ シャボ 

ン 玉の やうな、 五彩の 虹を湛 へて、 麗しい 泡が 無數に ちらちらと 湧 上って 来たが、 その 中で I 番 大きな 泡の 

面に 奇怪 極まる 裸 形の 美姬 が、 いつしか まざまざと 映り 出して、 風に 揉まる る 煙の 如く 飄々 と 舞 ひながら さ 

まざ まな 痴態 を 演じて 居る の を、 彼 はたし かに 見る ことが 出來 た。 

「有難い、 有難い、 己の 腦隨は 明らかに 神秘な 作用 を備 へて 居る の だ。 自分で 勝手な 夢 を 織 出す 能力 を 持 

つて 居る の だ。 己 は 夢の 中で 自分の 戀 人に 會ふ 事が 出來 るか も 知れない。 成らう ことなら、 己 は いつまでも 

斯う やって 眠った ままで 生きて 居たい。 …… 」 しかし 章三郞 は、 さう 思った 瞬間にば つちり 眼 を あいてし ま 

つた。 恰も 子供が 息 を 吹 過ぎて シャボン玉 を壞 してし まった やうな、 取 留めの ない 悲しみ を覺 えながら、 一 お 

旦虛签 へ 飛び散った 幻の 姿 を 取り かへ すべく、 彼 は あわててもう I 遍眼を 潰って みたが、 獒女も 白鳥 も 遂に ^ 


再び 彼 を 訪れて 來 さう もなかった。  れ 

彼 はもの うげ に 身 を 起して、 窓際に 頰杖 をつ きつつ、 夢の 中に 現れた 幻の 正 e かと 想 はるる 五月の 签 の 雲 

のきれ ぎれ を 仰ぎ 視た。 芨 らしい 晴れ渡った 蒼 穹には 勇ましい 南風が 充ち滿 ちて、 ところどころに 浮游す る 

雲の 塊 を 忙し さう に 北へ 北へ と 押 流して 居る。 

ノ だの 空 だの は あれ 程 美觀に 富んで 居る のに、 どうして 己の 住んで 居る 世の中 は、 こんな に^いの であ 

らう。」 

さう 考へ ると 章三郞 は、 いよいよ 今 見た 幻の 世界が 戀 しくな つて、 遣る 瀨 なさが 胸に 溢れた。 (^崎 潤 1 

郞氏 「異端者の 悲しみ」 大正 五 年) 

乙 て は 谷^ 氏の 文名 を 一 世に 高から しめた 「異端者の 悲しみ」 の 冒頭の 一 節で ある。 こ の 小 說の主 

人 公章 三郞は masochist であると 同時に 小說 家で ある。 しかも、 當時 世間に 流行して ゐた 自然主義 

の小說 家と は 全く 傾向 を 異にした 小説家で ある。 「異端者」 とい ふの は、 章 三郞の 性格が、 全然 常人 

と 異なって ゐ るからで ある。 この 小說の 終に 「それから 二た 月 程 過ぎて 章 三 郞は或 短篇の 創作 を 文壇 

に發 表した。 彼の 書く 物 は、 當時 世間に 流行して 居る 自然主義の 小說と は、 全く 傾向 を 異にして 居た。 

それ は 彼の 頭に 醱酵 する 怪しい 惡夢を 材料に した、 甘美に して 芳烈な 藝 術であった。」 と W いて ある。 

そして、 それ は、 そのまま 谷 崎 氏の 藝術 を說 明して ゐる ことになるの である。 氏の 藝術は 人 も 知， る 如 

く、  S の 異狀な 想像 性から 生み出され たる 甘美に して 芳烈な ものである。 


しかし、 この 文例で も 分る やうに、 氏の 想像 性 は 決して 單 なる ファンク ジ，. - ではなくて、 そこに は 

凝り性の 藝術 家が、 一 々據り どころ をつ きとめて 構成せ る 夢 —— といった 趣が ある。 この 主人公が 午 

陲 のうちで うつらう つらと ふける 夢 は、 實は 太古の 原始人が 生み出した 美しい P マン チックな 物語、 

白鳥 處女說 話 (the  swan-maidens) すな はち 羽衣 傳說に 根牴を 有する ものと 思 はれる。 作者 は 十分に 

この 傳說の 美し さや a マ ン ス性を 知って 居り、 また この 解 釋に關 する 一 つの 臆說 まで を も 知って ゐる 

ので ある。 白鳥 虑女說 話 は、 天から 數^ の 白鳥が 水邊に 降り、 羽衣 を脫 いで 美しい 裸體の 少女と たつ 

て 水浴す るので あるが、 その 中の 一人 だけ は 地上の 男に 羽衣 を 奪 はれて 天に 歸れ す、 その 男の 妻と な 

るので ある。 そして、 その 間に 數 人の子 供が 出來 る。 しかし、 つ ひに 隱 してあった 羽衣 を 見つける や、 

地上の すべて を ふりきって 昇天す るので ある C この 奇 しき 物語が、 この 夢の 根柢 をな して ゐる こと は 

たしかで ある。 そして、 この 傳說の 解 釋に關 する 一 つの 臆說 として、 古代人 は、 碧空に 浮かぶ きれぎ 

れの. R い 雲 を、 水上に 浮かぶ 白い 鳥に 對 比して こ の 物語 を 生み出し たもので あらう とい ふ 學說が ある。 

今日で は、 この 舉說は 否定され てゐ るが、 この 文例に、 「夢の 中に 現れた 幻の 正體 かと 想 はるる 五月 

の 空の 雲の きれぎれ を 仰ぎ 視 た。」 と あるの は、 まさしし 當 時まで 信ぜられて ゐた 右の 擧說の 影響で 

あらう と 思 はれる。 更に 驚くべき こと は、 作者 は旣に 早く フ！ i イド 一 派の 精神分析 攀に 通じて ゐ たこ 

とで ある。 それ は、 この 小說を 一貫して ゐる 夢の 取扱 方で も 分る。 さう すると、 極く 古い 原始的 傳說 

から、 極めて 新しい 科學 たる 精神分析 學に 至る まで、 悉くき はめて ゐる 作者に よって、 この美し い 魔 ^ 


術 的な 夢 は 構成され てゐ るので ある。 だから、 氏の 想像 性に は科舉 的な 根據が ある。 いやす ベての マ 

ジッ クに は科舉 的な 根據 がなければ ならぬ 笞 である。 單 なる 夢幻に、 どうして 現代の 讀 者が 醉 はさえ 

る ことが 出来よう か。 氏 は、 かくして 構成した 怪しく もまた 美しい 夢幻 を、 それに ふさ はしい ところ 

の 麗しい 國文舉 的な スタイルで 表現して ゐ るので ある。 藝 術に 精進す る こと、 谷 崎 氏の 如き は 蓋し 稀 

であらう。 最近の 「聞 書抄」 の 如き、 途中で 一 時 休 筆せ ざる を 得なくなる までに、 氏 は藝術 めに 

心身 を 疲れさせて しま ふので ある。 谷 崎 氏の 如き は、 眞の 名工と いふべき であらう。 


二 o 忠直卿 

人情の 世界から 一 段 高い 所に、 放り上げられ、 大勢の 臣下の 中央に 在りながら、 索寞た る 孤镯を 感じて 居 

るの が， わが 忠直鄉 であった。 

かう した 意識が 嵩ず るに 連れ、 彼の 奥 殿に 於け る 生活 は、 砂 を 嘴む やうに^ 寞 たる ものに なって 來た。 

彼 は、 今迄 自分の 愛した 女の 愛が、 不钝 であった 事が、 もう 見え透く やうに 思 はれた。 自分が、 む を褂ォ 

^  ゐ X だくだく  &  - 1 

る 何の 女 も 唯々 諾々 として 自分の 心の ままに 從 つた。 が、 おは 自分 を 愛して 居る ので はない、 ただ 臣下と 

して 君主の jS に 義務 を篛 くして 居る のに 過ぎなかった。 彼 は、 戀 愛の 代りに、 義務 や 服從を 喫する に、 ^ き 


す さ 

. 果てて しまって 居た。 彼の 生活が 荒む に從 つて、 彼は單 なる 傀懾 である やうな 異性の 代りに、 もっと 彈 力の 

ある 女性 を 愛したい と 思った。 彼 を、 心から 愛し 返さなくても いいから、 せめて は 人間ら しく 反抗 を 示す や 

うな 異性 を 愛し た い と 思 つ た。 

かちゅう 

其の 爲に、 彼 は 家中の 高 祿の士 の 娘 を、 後 房へ 逑れ て來 させた が、 彼等 も忠直 卿の いふ 事 を、 殿の 仰とば 

かり、 唯 不可抗力の 命令の やうに、 何の 反抗 を も 示さずに 忍從 した。 彼等 は靈驗 あらた かな 神の 前に 捧げら 

れた 人身御供の やうに、 純な 犧牲 的な 感情 を 以て 忠直 卿に 對 して 居た。 忠直卿 は、 その 女達と 相對 して 居て 

も、 少しも 淫蕩な 心 持に はなれなかった。 

彼の 物足りな さは、 尙續 いた。 彼 は 夫の 定まって 居る 女なら、 少し は 反抗 もす る だら うと 思った。 彼 は、 

いひな づけ をつ と 

命じて 許婚の 夫の ある 娘 を 物色した。 が • さう した 女 も、 忠直 鄉の豫 期と は 反して、 主君の 意志 を 絕對の も 

のにして、 忠直卿 を 人間 I ^上の ものに 祭り上げて しまった。 

かちゅう 

, もう 此の頃から、 忠 K 卿の 放埒 を 非難す る聲 が、 家中の 士の 間に さへ 起った。 

が、 忠直 卿の 亂行 は、 尙 止まなかった。 許婚の 夫 ある 娘 を 得て、 少しも 慰まなかった 彼 は、 更に 非道な 所 

それ  ひそか 

業 を 犯した。 夫 は、 家中の 女房で 艷 名の ある もの を、 私に 探らし めて、 その 中の 三 名 を、 不時に 狨 中に 召 寄 

せた まま • 歸 さなかった 事で ある。 

主君の 御 亂行玆 に ffi まると さへ、 歎く ものが あった。 

夫からの 數 度の 歎願に 拘ら ず、 女房 は 返されなかった。 重臣 は、 人倫の 道に 悖る 所業 七して 忠直卿 を强諌 

した。 


o 
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が、 忠直卿 は 重臣が 諌 むれば 諌 むる 程、 自分の 听菜に 興味 を覺 ゆるに 至った。  a 

女房 を鸾 はれた 三人の 家臣の 中、 二人 迄忠 K 卿の 非道な 企の © 相 を 知る と、 君臣の 義も之 迄と 思った と 兌 I 

え、 いひ あはせ た 如く、 相續 いて 割腹した。 

橫目附 から- その 屈 出が あると、 忠 W 卿 は 手に して 居た 杯 を、 グ ッと飮 みほされ てから、 徴 かな 苦笑 を洩 

ら された まま、 何とも 言 葉はなかった。 家中 I 同の 同情 は、 翕然と して 死んだ 二人の 武士の 上に 注がれた。 

「さすが は 武士 ぢゃ、 見事の 最期 ぢゃ」 と、 賞め そやす 者 さへ あった。 が、 人々 は 此の 二人 を 死せ しめた 原 

因 を、 唯 不可抗力な 天災 だと 考 へて 居た。 I 種の 避くべからざる 運命の やうに 思って 居た。 

二人が 前後して 死んで みると、 家中の 人々 の 興味 は、 窭を奪 はれながら、 唯一 人生き 殘 つて 居る 淺水與 四 

郞の 身に 蒐 つて 居た" そして、 妻を鸯 はれながら、 K を 得 切らぬ その 男 を、 蹌病 者と して 非難す る もの さへ 

あった。 

が、 四 五日して から、 その 男 は 飄然と して 登城した。 そして、 忠直 卿に お 目通り を 願 ひたいと、 目附 まで 

申し出でた。 が、 目 附は淺 水 與四郞 を 色々 に 宥め I さう とした。 

み  との  われひと 

「何と 申しても、 相手 は 主君 ぢゃ。 お 身が 今、 お H: 通りに 出たら 必定お 手打ぢ や。 殿の 御 非道 は、 私人 共 

によく 分って ゐ るが 何と 申し て も 相手 は 主君 ぢゃ」 

が、 與四 郞は斷 然として 言 きった。 

たと ひ いかが  たと ひ  やつ S 

「縦 令 如何なら うと も、 お 目通り 願 ふの ぢゃ。 縱令身 は 八 劈きに されよう とも、 念ない 專ぢ や。 是非お 取 

次ぎ 下されい」 と、 必死の 色 を 示した。 


しろし ょゐん  それ 

目附 は、 仕方なく 白 書院に 詰めて 居る 家老の I 人へ 其の 歎願 を傳 へた。 夫 を IS いた 老年の 家老 は、 

r 與四郞 奴 は、 迷うた と 見えるな。 主君の 御 無理 は 分って 居る 事ぢ やが、 此の 場合 腹 を かつ 切って 死諫 

を 進める のが、 臣下と しての 本分 ぢゃ。 他の 二 入 は、 よう 心得て 居る に 與四郞 奴 は、 女房 を 取られた ので 血 

迷うた と W; える。 か 程の 不覺 入と は 思はなかった に」 と、 囁いた。 

家老 は、 ar フッ ブッと 口小言 をい ひながら、 小姓 を 呼んで その 事 を錕々 ながら、 忠直鄕 の 耳に 傳へ しめた。 

すると、 忠 K 卿 は、 思の 外に 機嫌 斜 ならず であった。 

r ハ 、 、與 四郞 奴が、 參っ たか。 よく ぞ參り 居った。 すぐ 通せ！ 目通り 許す ぞ」 と、 叫ばれた が、 此の 

あ り 

頃絕 えて 見えなかった 晴れが ましい « 笑が、 頰の邊 に 漂うた。 

暫くす ると、 忠直 卿の 目の前に、 病 犬の やうに 呆けた 與四郞 の 姿が 現れた。 數日來 の心勞 に 疲れたと 見え、 

色が 蒼 ざめ て、 顏 中に 何處 となく 殺氣が 漂って 居る。 そして、 その 眸の 中には、 二 筋 も 三 筋 も 血を引いて 居 

る o 

忠 K 卿 は生來 初めて、 分の 目の前に、 自分の 家臣が 本當の 感情 を隱 さず、 顔に 現して 居る の を 見た。， 

r 與四郞 か？ 近う 進め！」 と、 忠直鄕 は 溫顔を 以て かう 言 はれた。 何だか、 自分が、 人間と して 他の 入 

間に 對 して 居る やうに 思って、 與四 郞に對 して、 一種の 懷 しさ を さへ K えた。 主従の 境を隔 つる 膜が 除かれ 

て、 ただ 人間同士 として、 向か ひ 合って 居る やうに 思 はれた。 

與四郞 は、 疊の上 を 三 反ば かり 滑り寄る と、 地獄の 底からで も、 洩れる やうな 呻き 18 を 出した。 

「殿！ 主 從の道 も 入 倫の 大道より は 小事で 御座る ぞ。 妻 を 奪 はれました お恨み、 かくの 如く 申し上げ ま 
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すろ ぞ」 と、 言 ふかと 思 ふと、 與四郎 は 飛燕の 如く^ を 躍らせて、 忠直鄉 に 飛び かかった。 その 右の 手に は、 

あ ひくち  き * ゥで  ねぢふ 

早く も 匕首が 光って 居た。 が、 與四 郎は輕 捷な忠 K 卿に 譯も なく、 利 腕 を 取られて、 其 處に捻 伏せられ てし 

まった。 近習の 一 人 は、 氣を 利かした 積り で、 小姓の 持 つて 居た 忠直鄉 の 佩刀 を、 彼に 手渡さう とした。 が、 

忠直卿 は 却って 其の 男 を 斥けた。 

「興 四郞！ さすがに 其方 は 武士 ぢ やのう」 と、 言 ひながら、 § 卿 は 取って 居た 與四郞 の 手 を 放した。 

おもて 

與四郞 は、 匕苜を 持った まま、 面 を も 揚げず、 其處に 平伏した。 

「其方の 女房 も、 さすがに 命 を 召さる ると も、 余が 言葉に 從は ぬと. & し 居った。 余の 家来に は 珍しい 者 共 

こころよ 

ぢゃ」 と、 言った まま、 忠直卿 は 心からい. と 快 げに 哄笑した。 (菊 池宽氏 「忠直 卿 行 吠 記」 大正 七 年) 

「恩 替の 彼方」 とともに、 菊 池 氏の 文壇 的 位置 を 確保せ しめた 名作で ある。 「はじめから、 力一杯の 

技 を ふるって ゐる」 と 評されて ゐる 通り、 菊 池 氏の 作品に は、 ことに 初期の 作品に は、 息づ まる やう 

な眞劍 さが 現れて ゐる。 この 文例の、 しかも、 この 場面の 如き は、 それ を 最もよ く 示して ゐる。 この 

小說の 如き はい は ゆる 存在せ る 事 實に藝 術 的 魔 杖 を觸れ て藝術 品たら しめた 作品で あるが、 氏の 叙述 

や 描寫に は、 少しの 廻りく ど さも 無駄 も 無い、 簡潔に ぐんぐんと 筋 を 運んで 行く。 纖細 でも 巧緻で も 

なく、 隨 つて 女性的でなくて 、男性的の 荒つ けづ りと いった 風が ある。 今の 俳 俊で いへば、 巿川左 H 

次の 藝風 に似て ゐ ると ころが ある やうに 思 はれる。 
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二 一  朝 

あ  ，ん 

謙 作が 眼を覺 ましたの はもう 午 頃だった。 ニ晚 家を签 けたと いふ 事で 何となく 彼 はお 榮と顏 を 合 はすの が 

工合 惡 かった。 

戶外 では 百き のけた たましい 啼蘼 がして 居た。 彼 は 暫く 其の儘 橫 になって 居た が、 思 ひ 切って 飛 起きた。 

そして 雨戸 を 一 枚 繰る と 隣の 梧桐の 天邊 から 百舌が 啼 きながら 逃げて 行った。 

寶 にいい 日 だ。 風 もな く、 秋ら しい 軟 かな 日差しが 濡れた 地面に 今 百舌の 飛 立った 梧桐の 影 を斜に 映して 

ゐた。 風呂の 煙突から かすかな 煙が 立 昇つ， てゐ る。 彼 は 其の 朝 未明に 門 を 明けさせた 女中に 湯 を 沸かす やう 

にい ひつけて 置いた 事 を 憶 ひ 出した。 「やっと 起きた ね」 下から 大きな 信 行の K がした。 ぉ榮が 段々 を 登つ 

て來 た。 

「もう 一 時間 も 待って いらした のよ」 

ふお ことみ こと 

彼 は 急いで 降りて 行った。 信 行 は 茶の間の 長火鉢の 側で 煙草 をす つて ゐた。 彼 は 二言 三 言 立った まま 話し 

て、 そして、 

「信さん、 風呂 は 如何 かな？」 といった。 

「俺 は澤山 だ」 
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「それ ぢゃ、 一寸 失敬す るよ」 かう いって 謙 作 は 風呂場へ 行った。 

彼 は 久しぶりで 風呂へ 人った やうな 氣 がした。 氣 持の いい 日光が 硝子 窓 を 透して 箱 風呂の 底まで 差込んで 

ゐた。 湯^が R 光の 中で 小さな 無數の 粒に なって モャ モャと 動いて 居る。 彼 は 兄が 待って ゐ るので なければ 

長閑な 氣 持で ゆっくりと 浸 か つ て 居た か つ た。 

「お前が 家 を^け るので ぉ榮 さんが 心配し てられる よ」 信 行 はそんな 事 をい つて 笑った。 

謙 作 は 瞹昧な 返事 をした。 

「昨：：： 偶然 山 口に 會 つたら、 お前の 小設を 〇〇〇 に 出したい とい ふんだ が、 何かない かい？」 と 信 行が い 

つた。 

「何月 號に」 

「来お 號に 欲しい やうに いって 居た が、 それ は 何時でもい いんだら うけ ど」 

「そんなら 何時か S らう」 

「今、 出来て ゐ るの はない かい？」 

「此の間 中 書い てゐた の は 中止 し たんだ」 

ゥなづ 

「うん」 信 行 は それ を 知って ゐる らしく 唯 首肯いた。 

「新しく 何 か 書け た 時に 送らう」 

「前に 書い たんで 何かない かい？」 

「あるけ ど、 餘り 出したくない から」 
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「さう か。 ぢゃ あ、 時 は 分らない ネ。 なんでも 山 口 は 頻りにお 前の 物 を 紹介したがって 居 るんだ」 か 5 信 

行が いった。 

山 口と いふの は 信 行の 中學の 同級生で 高等 攀狡を 中途で よして、 今 は 純 粹な雜 誌 記者に なって 居る 男で あ 

る o 

「どうして だら う？」 

「何でも はじめ 龍 岡に 勸 めら れ たらしい。 それから 山 ロは阪 口の 所へ 行って 訊いたら しいんだ。 すると 阪 

口 も 頻りにお 前の 物を讃 めて 居た とい ふんだ がネ」 

「うん」 謙 作 は 變な氣 がした。 「何時 阪 口に 會 つたの かしら？」 

「昨日の 話で 昨晚 とか い つてた よ」 

「さう， 約束 は 出来ない が 若しかしたら 出して 貰 ふか も 知れない」 

座敷に fiHT 力 用意され てあつた。 そして 今 HI は 珍， J  くもお 榮も 一 所に 食卓に 就いた。 (志賀 直 哉 5 「暗夜 

行路」 大正 十 一 年) 

叙述と 叙景と 會 話の つなぎ 方、 運び 方の 如何にも 自然で 淸 新味に 滿 ちて ゐる點 を摹 ぶべき である。 

「雨 戶を 一 枚 繰る と 隣の 梧桐の 天邊 から 百舌が 啼 きながら 逃げて 行った o」 「湯 氣が 日光の 中で 小さな 

無 * の 粒に なって モャ モャと 動いて 居る。」 とい ふやうな 敘景 は、 實に 胸の すく やうな 感じが する。 

そして、 叙景に 手間取らないで さっさと 敍述 に、 それから 會話 にと 筆が 運ばれて ゐて、 いかにも 簡明 ゆ 


できび きびして ゐる 


ニニ 烜 0 

. 夜 は 更けて 來た。 二人 は そのまま 炬煃 にあた つたき り、 別に 二人 だけで 話 をし 合 ふこと もない ので、 く 

ともなく 一 座の 人々 の談： 詁 に、 それぞれ 耳 を 傾けて ゐた。 やがて 彼女 は 少し 眠くな つたの か、 炬鐽に 深く 手 

を さし 込んだ まま、 柔 かい 蒲 圑に頗 を 塊め て、 顏を 炬撻の 上へ 伏せた。 と、 思 ふと、 彼女の 差 伸べ た 手 は、 

偶然の やうに、 其處に 入れて ゐた小 野の 手へ、 つと 摘れ た。 小 野 は その 輕ぃ 觸感 に、 思 はず I 時 手 を 引いた。 

何だか 觸 つてなら ぬ ものに、 自ら 觸り でもした 如く、 氣が 咎めた のだった。 が、 冬 子孃の 方で は、 別に その 

手 を 引き もしない らしかった。 

ち よつ と 

で、 小 野 は鳥渙 胸を騷 がした が、 別に 冬 平 嬢の 方に、 何の 反應も なげな の を 見て とる と、 幾らか 安心して、 

今度 は炬燧 櫓の 端の 方へ、 成るべく 遠く 離れた つもりで、 恐る恐る 手 を 差 入れて ゐた。 

と、 冬 子 孃は顏 を 伏せながら、 炬躂の 中へ 入れて ある 手 を、 何 かの 拍子で もとる やうな 工合に、 指 だけ 動 

ちょっと 

かして ゐ たが、 だんだん それ を 端の 方へ ずらして 來て、 又、 ふと 小 野の 手へ 鳥渡 觸 つた。 

今度 は 小 野 は 引 込めようと 思った が、 ふと 圖々 しく 思 ひ 直して、 そのまま にして 置いた。 ほんの 鳥餒 した 

惡戲 にもせ よ， どうなる かとの 興味 もないで はなかった。 
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すると I 旦 鳥渡 觸れた 冬 子 孃の手 は、 そのまま 動かす の を 休止した。 と 思ふ櫞 間、 小^の 手の甲 は、 ふい 

に薄濕 りの した 柔か いもので、 ぎゅっとお ほふ やうに 握られた。 小 野の 血 は 1 度に、 かつと 胸へ 集まる やう 

な氣 がした。 と 冬 子鎞の 方で は、 彼の 手の甲 を 押さへ た 手 を、 靜 かに そっと 指の 方へ ずらし 始めた。 そして 

息 も 吐かずに じっと 置いて ある 小 野の 手の、 指の 所まで 來 たと 思 ふと、 小指 だけ を殘 した 後の 三本 を 玩ぶゃ 

うに S り 締めた。 快い 握力と、 纏 はる やうな 柔 かい 皮膚の 感じと、 汙 ばむ やうな 餒 かさと、 それ は 小 野の 指 

頭 を、 殆ど 一 分 時間 天國に 昇らし めた。 

小 野 はもう、 その 手 を 少しも 動かし 得なかった。 そして そっと 眼 を 上げて、 前に 向か ひ 合って ゐる 彼女 を 

窺ひ兒 た。 すると 彼女 は 相 變らず 顔 を 蒲 H に 伏せた まま、 少しの 身動き もしなかった。 彼女の 常 凡な 束髮が 

膨れて、 前 髮が押 潰された やうに なって ゐ るのと、 その R 中に 圈を 描いた 心が、 複雜な 組み ロを兒 せて * 大 

きく 彼の 眼に 映った きりだった。 顏は 僅かに 白い さう 豐か でない 頰が、 耳朶の 陰に 輪郭 を ちらと 仄 見せて ゐ 

るき り、 到底 見る こと は出來 なかった。 どうい ふ 心 持で、 彼女 は 自分の 手 を 握り締^て ゐる のか、 小 野 は 彼 

女の 見る 由 もない 表情で、 何ら 得る 所はなかった。 が、 彼の 血 は 湧きた つて ゐた。 少く とも どんな 小さい 意 

味に もせよ、 彼女が 自分の 手に 意識的に 觸れ たとい ふこと は、 彼の 若い 血潮 を搔亂 さずに はゐ なかった。 

暫くす ると、 彼女 はすつ とその 手 を 引いた。 そしてな ほ も炬鐽 櫓の 中央で、 何 かの 拍子 をと る やうに 微か 

に 動かして ゐる樣 子だった。 それ は 又とり やうに 依って は、 彼女の 手の 在處を そっと 小 野に 吿げ 知らして、 

鯛れ るの を 誘 ふかの 如くに 思 はれた。 

8 

小 野 は、 ふと 今度 は、 自分の 方から 彼女の 指 を、 押さへ てみ ようと 思 ひ 立った。 そして 鳥渡 暫くの 間、 色 2- 


色と 逡 巡した 舉句、 思 ひ 切って 靜 かに 手 を， u ら すと、 二人の 手 は 櫓の S 中の 邊で、 柔 かい 彈 力と 共に 果して 

打 突かり AM うた。 小 はまた 鳥渡 逶 巡した が、 彼女の 手が、 まだ その 儘に 少しも K 去られずに あるの を 知る 

と、 思 ひ 切って 急に 手 を 動かし、 彼女の 甲と 察する あたり を、 輕く 惡戲の やうに a つた。 が 彼女 は そのまま 

何もせ ず捏 るに 任せて、 手 も 身動き もしなかった。 やがてす ぐ、 何と はなしに 氣が 咎められ るので、 小 野 は 

さりげな くその 手 を 引いた。 

彼 はもう K の綠 まで 熱くなる やうに 感じた。 そして 彼女 を 正視し 得ない やうな 氣 持で、 同じ やうに 暫く 顔 

を 伏せて ゐた。 (久米 正 雄 氏 「破船」 大正 十 一 年) 

平明で、 いかにも ゆきとどいた 描寫 である。 かう した 場面 を、 馴れない 人が 描寫 すると、 とても 讀 

むに 堪 へない 醜惡な ものになる のが 通例で あるが、 さすがに 藝術 家の 筆で ある。 少しの いやみ もない。 

ついでに いふの だが、 文舉靑 年な どに は 妙な 癖が あって、 この 「冬 子孃」 は 誰 を モデルに したの だと 

か、 「小 野」 とい ふの は 作者 自身の こと だと か、 さう した センサ クの 方にば かり 關心を 持ちたがる 癖 

が ある。 しかし、 さう した ゴシップ めいた ことに 頭 を 突 込む より は、 「破船」 なら 「破船」 を、 その 

表現され たるま まに 於て 藝術 品と して 鑑賞す る 態度が、 眞に藝 術に 精進す る 人のと るべき 態度で なけ 

れ ばなら ぬ。 藝術 は、 その あるがままに 於て 認識され ねばならぬ。 それ 以外の ことに 眼 を 向ける の は 

外道で ある。 
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ニー 一一  よ る 

つりがね  .  かたま  9 曹曹 

釣鐘 マントと、 鼻の さきまで 肩 掛を卷 きつけた 束髮 と、 二人の 姿が 一 つに 塊って、 五六 軒し もた 屋の 並ん 

だ 薄暗が りから、 錢 湯の、 高山の 景色 を 描いた 看板 を 照らす 五十 燭ば かりの 灯の 下に 現れて 來た。 首 をす く 

め、 前 こごみ になって、 小刻みに、 R 摩 下駄と 薄齒の 足音が 揃って ゐた。 束髮の 頂 が、 丁度、 深く かぶつ 

た 鳥打懂 で、 いくらか 押し ひしゃ げられ た 耳と、 すれすれの 高さだった。 

角 を 一 つ 曲る と、 支那 鬵麥 の尾臺 がズル リズ ルリ 動いて 來た。 ほんの 心 持 二人の 肩が 離れて、 すれ違 ふと" 

脂っこい 肌からで も立騰 つた やうな 湯氣 に、 生溫 かく 二人の 頰が 舐められた。 

「ク フン」 

息で 鼻の 穴を淸 めてから、 「臭いな」 

「ええ、 ほんと に  」 

それき りで、 二人 はまた 前の 沈默に 返った。 往来 は、 だんだん 淋しい 屋敷町に なって 行って 薄 齒の音 が 冴 

え、 響き わたった。 

「だけど …… 」 

五六 歩 も 歩いて、 まだ 男 は その さき をい ひ 出さなかった。 
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「だけど、 なァ に？」 

「やつば り 僕、 S つて 行く だけにしょう よ」 

「あら、 なァ ぜ？」 

r 惡 いもの」 

「あら * ちっとも 惡 くなん ぞ あり やしない わ」 

「だって、 今時分から 行って、 寢床 やなん か、 …… 小母さんに 惡 いや」 

「ちっとも そんな 心 S いらない わよ。 う ちぢ や、 しょ ッ ちゅうお 泊り のお 客樣が あるから いつだつて 二階 

の 押入に ちゃ ァんと ffl 意が して あるんで す もの」 

「だけどね、 なんだか …… 」 

また それき り默 つて 了った ので、 娘 は顏を 窺き 込む やうに して、 

「どうしたの？ そんな ことい つたって、 第 一 今時分から 歸れ やしない わ」 

「露れ る さ。 まだ ひょっと すれ ァ 赤電車に 間に合 ふか も 知れない し、 なけれ ァ俥を 探す よ。 俥 もな けれ ァ 

歩いた つて 知れた もんだ」 

「あら、 歩い ち ァ大變 だ わ。 そんな ことい はないで、 泊って いらっしゃいよ。 歸 つたら すぐに 電話で うち 

へ さう いっとけ ばいいん ぢァ ない の」 

「だって、 隣の 電話 だからね」 

「構 ゃァ しない わ。 まだ やっと 一 時 かそ こらで せう。 あたしなん ぞいつ だって ほんと に 眠る の は 二 寺 か 三 
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時よ」 

「それ ァね、 電話なん ぞ 明日の 朝 だって 耩ゃァ しないんだ けれどもね …… 」 

「ぢ やなに がいけ ない のよ ゥ」 

娘の 聲管 は、 いかにも じれった さう だった。 

「だって さ …… 」 

またい ひ澀 つて ゐ たが、 思 ひ 切った やうに、 あとが 早口に なって、 「小母さん、 へんに 思ゃァ しない かし 

ら」 

「へんと は  ？」 

「今頃 二人つ きりで 歸 つて 來 たりして …… 」 

おか あ 

「だって、 それ ァ、 あなたが 門のと ころから すぐに 歸 つて 了った としても、 あたし 阿 母さんに 話す わよ。 

今時分 I 人で 歸 つて 來 たなんて いへば、 それ こそ 叱られち まふ わ。 へんに 思 はれる どころ か、 あなた 親切 だ 

つて、 きっとお 禮 をい はれる くら ゐな もんよ。 そんな こと、 ちっとも なんとも あり ゃァ しな いぢ やない の」 

「お 禮を いひながら だって、 へんに 思って ない と は 限らない からね」 

r ぢ やい いわ、 どうで も 勝手になさい！ さっき 泊って 行く つて いっといて、 男の くせに …… 」 

「なんだい、 送って 來 たり 慍られ たりし ちゃ 合 はない や」 

「慍 つて やしない けど …… 」 

「ぢ や、 いいよ、 泊って くよ」 


「きっとね！」 

肩の 丸味で 念 を 押してよ こした。 

「その代り、 へんに 思 はれた つて 知らないよ」 

「ええ、 いい わ、 構 やしない わ」 

「よし！」 

とい ふと、 靑年 は、 マントの 下から 手 を 出して 娘の 手 を 求めた。 待って ゐ たやう に、 すぐ 堅く 握り 合 はさ 

てのひら てのひら 

れ、 「きっと だね」 「え、」 「うれしい」 「あたし も 嬉しい： II そんな 風な 言葉が 掌と 掌 とで 囁かれた。 

(里 見獰氏 「多情 佛心」 大正 十二 年) 

年頃の 靑年 男女 の 間につ いての 或 場面 の 描寫、 久米氏 の は窒內 • 靜的 • 描寫 的、. 里 見 氏の は 屋外 • 

動的. 會話 的の ちが ひ は あるが、 だいたい 似寄った 傾向の 筆で ある。 何れも、 こまかく 描かれて ゐる 

點、 いやみの ない 點等 について、 その 手法 を舉 ぶべき であらう。 


一一 四 しがら み 

「いや、 これ は …… 」 
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豐島屋 さん は I 獻を 離すな り、 

一 ま どうしたと いふ  - 

頓 な にわ ざと さう 、 %  ：、  -  I 

さ V ヱと そのまま、 わたしり まヽ： ミーき， おろ 

r ；… 」  f ,L のま へ に 來て腰 を 下し まし ヒ o  ： 

だまって、 笑って ヒ^、  b  J  ？  T さ 

きー て， K ズ わたし は顯を 下げました。 

一 ない よ、 あなた ま …… 一 

豐島 g さんま ^.8 り •*、  7  ,  - は， づ 

ノ f 夕 i のホ タン を 外しながら、 

ソ f ならみ かぎる、 il をつ かすな I ま 

「いえね、 それが ：••： 」  ？す I. はっきり さう いって くれれば 繁だ つて •：••• 

「s きませ.，；^  、 、 ，、 卞ひ， わけ 

J  え 言 鞣は簡 きません o 一 

な 口上に かぶせて 「そんなら、 は. ち 

Hi ま をク ガぷ . ,、 むて ft^ にも 覺悟 があります。. （そり つら . 

お， * せソ はなしに、 ぬう ッと >  ^ ま 印ら な、 t、  そのつ もりで あきらめ もします。 

れ たん ぢゃ あ、^ 」 S 知 I そんな こと は 知らないよ、 と、 ぼォん とぎ £ さ 

-ぅ 力 はれませ Npto  ，* こ > 

3  H/J  .  W たって^ かズ1 お 4,-  j  、 . さ？ 

「守； Ji: , 、  お 力"， 7 ません よ、 佐 © さん o 一 

- r-^rtr 譯カ こざい ま. y し o  一  f/l  ^ 」 

わたし は、 わらつ CAW こ、  ：. 

^つて また もう 一度 あたま を 下げました。 
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しろ うと 

「といって 素人 をお だましよ •  I とい ふこと を 御存じで すか？」  W 

いつかう _  2 

「 一 向に。」 

「御存じないで せう？ —— ない わけ だ、 ！ あたり まへ だ、 I あなたの やうな 罪の ふかい 八の 知って ゐ 

る わけがない。」 

「罪の ふかい は …… 」 

「い M え、 ふかい、 —— 罪が ふかい、 II あなた は 罪つ くりだ。」 

「 …… 」 

.5 う ぜん 

「と、 まァ、 うらみの たけを 友. 蝉の …… 」 

急に 璺島屋 さん はわら つて、 

「いや、 その後 は …… 」 

ガラリ か はって 丁寧に あいさつ しました。 II 醉 つて ゐ るの かしら ふなの か、 I どこまで ほんた うで ど 

こまで 噓か 分らない のが 翳 島屎 さんの 不思議な ところです。 

連れて わたし も、 

「その後 は …… 」 

改めて さう いひました。 

「彼是 >  これで、 I 年ぐ らゐぉ 目に かかりますまい？」 

手 を 伸して、 豐島屋 さん は、 品が きを まへ に 取りました。 


さ. Q*- 


「い k え、 もっとに なります。」 

「も つと こ？」 

「あれ は 九月の 末でした か、 十月のと つっきでした か、 鮫. 洲の 川崎屋 へお ともした ことがありました 1 

あ- SQ  ぶ でん  おやかた 

あなたと、 天 野さん と、 武傳 さんと、 ここの 親方と …… 」 

「さう さう、 II かへ りに、 降られて、 品 川へ 引つ かかった …… 」 

「え &、 あのと き。」 

「あれが ぉ附 合の ねが ひ 納めで、 あれから ぢき、 何とい ふこ ともなく、 その …… 」 

「それ だもの、 あなた …… 」 

ぶ でん  つる ぴ し 

匿島屋 さん は 引取って 「天 野さんでも、 武傳 さんでも、 I 藤屋 さんでも、 鶴菱 の大將 でも、 I 

さ へま 

ふと、 いつも、 誰が いひ 出す ともなく、 佐 伯さん はどうし たらう、 どうして 顏を みせない だら う？ 

しい けれど あなたのう はさ だ C  II 噓 だと 思ったら 親方に 聞いて 下さい。 I あすこに ぼんやり 首 を 出して 

ゐ ますから 聞いて みて 下さい OJ 

「いえもう、 それ は …… 」 

料理 場の 中の 帳場の はう から 主人 はい ひました。 「いまもう 如才なく 申し上げました。」 

「散々、 もう、 いままで にも 叱られました。」 

わらって わたし は顏を 上げました。 

な. A み せ  .& ど  C れん 

仲 見 世の 裏の しがら みとい ふ 小 料理屋。 II ほんの 腰かけの、 門に 油 障子 を 立て、 瞹簾を かけた、 その あ 


顏カ^ 

< や 

—  ロ惜 
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i  0  あるじ しごと 

たりに ざら にある とりなし のうちで すが、 つか ふ 材料なら、 主人の 調理なら、 外の さう いふ 5 ちと は 1 つに 

ならない。 — 一 つに ならない とい ふよりも、 次 のまる つきり ちがった、 本筋の、 い へば まァ、 江戶 まへ 

のきび きびした もの を ^ ベさせる うちでした。 (久保 田 万 太郞氏 「寂しければ」 大正 十三 年) 

下町 情調の 一場面 を、 これほど 巧みに 描き出した 文章な どと いふ もの は、 どこに も 見出し 得ないで 

あらう。 純粹の 下町つ 子で なければ、 かう した 描寫は 殆ど 不可能で あらう が、 しかし、 下町に 生まれ 

て 下町に 育った からと て、 必す しも かう した 描寫が 可能 だと もい へない。 常に 客觀 的に 觀 察して ゐる 

人で なければ 描け ない。 それから、 久保田 氏の 文窣 II この 文例 II に は、 他に 見られない 幾つかの 

特徵を 持って ゐる。 會話を 西洋 流に 二つに 切って 中に 地の文 を 入れる、 これ はま あ 誰でもよ くやる こ 

とで あるが、 ！ や …… がさかん にっか はれる のが その 一 つ、 地の文 を 「ました」 「でした」 にした 

のが その 二つ、 假名 を 多く 使用した のが その 三つ。 とにかく、 その 何れも、 この 場面の 描寫に は、 し 

つくり あてはまって ゐ るので ある。 現代の 小說家 は、 誰でも さう でなければ ならない が、 みんな、 自 

分の スタイル をつ くる ことに 努力して ゐ るので ある。 
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二 五 岩 見 重太郞 

君臣の 分 定まり、 足輕 一 躍 士分に はなれず、 二百 石 忽ち 千 石になる 機會 など 中々 無い 折に は、 時々 この 廣 

吿法を 用 ひて みる。 

うす ぼ 

「重 太郞は 簿呆ん やりでして。」 

とま づ 言って おいて、 次に、 

「三^ 天狗に さら はれまして。」 

と 泣いて、 朋輩 七 人 を やっつけ たと 聞く と 同時に、 

「重 太郞、 それ 豫 ての 如く。」 

と、 

「實 は、 天狗 樣 から 武術の 奧秘を 受けた さう でして、 歸 りまして から、 天狗 樣 から 口止め されて ゐ たので 

今まで 誰に も 話さなかった と 申して をり ますが。」 

「へえ、 天狗 樣 からね。」 

としごろ 

と 忽ち 評判。 同じ 齡 頃で 道場へ 通って，  00 

「あの 子は强 い。」  2 


と 言 はれる やうな の は府吿 にならない。 雷-太 郞 とやら を 目通り させい、 と言槳 がか かる。 

「お父さん、 うまく 參り ましたな。」 

と、 元服して やう やう 目通り 出来る 位の が、 御蔭で 前 g のままで 登城。 岩 谷 松 平が 天狗 を 使った より 岩 見 

じ やうし ゆび  ， 

IW 左衞 門の 方が 遙 かにうまい。 殿の 前 上首尾、 一 人 二人に 打 勝って、 ちょっと 力 を 現して おくと、 もう 殿の 

頭に 殘 つてし まふ。 閑な 殿樣 だからす ぐ 憶えて しま ふ。 殿樣に S えてお いて 貰へば 惡ぃ は 無い。 「河童に 

敎 へて 貰った 金 創罾」 などに しても 同じ 手で、 芥川龍之介の 「河童」 よりも いくらか 金儲けになる。 (£ 木 

三十 五 氏 「岩 見 ® 太郎」 昭和 一 一年) 

えらい 才筆で ある。 さらさら さっと 書きな がして、 たちどころに， 文 をな すと いふの が 此の 筆法。 い 

はば 機械工業 時代の 多量 生產、 世 も 昭和に なった な あと 感ぜられる。 直 木 氏 は、 あると ころで、 「お 

讀み になって 行けば 分り ませう が、 大してう まく も 無い 代り、 落語で も、 戯作で も、 時代物で も、 現 

代物で も、 何でも 書きます。」 と 述べて ゐる。 その 通りで、 この 文例の 如き は、 まさに 新 講談で ある。 

これが、 大衆 文 擧と稱 せられる 所以で あるが、 いくら 大衆 だからと て、 かう いふ ものば かり 好む わけ 

の もので もなから うし、 直 木 氏に しても、 かう いふ ものば かり 書く わけで もな く、 「何でも 書きます」 

といって ゐ るし • 事實 何でも 書いた ので ある。 

しかし、 とにかく、 昭和の 文壇に は、 いは ゆる 大衆 文舉 とい ふ ものが 洪水の やうに 氾濫した。 また、 

しつつ ある。 そのために、 文章が 極めて 平明に なり 自由にな つたこと は事實 であるが、 一面に は修辭 
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や 文法 や 文字 遣な どが かなり 亂雜 になった こと も爭 はれない 事實 であった。 そして、 一 方で は、 いは 

ゆる プ U レ タリ ャ文舉 とい ふ 旗印の もとに、 さかんに 階級 思想 を 盛 込んだ 文舉が あら はれた。 しかし、 

この 方 は、 全然 表現 方法と いふ ことに 意 を 用 ひょうと しなかった ために、 殆ど 藝術 的價 値が 認められ 

す、 また、 他の 力の ため か自懷 作用 かの 何れ かで、 間もなく 沒 落の 運命 を迎り または 迎 りつつ ある や 

うで ある。 


一一 六 友 蔵 親分 

かめ ャき  i いた では 9 さき  ため ぼ 8» 

瓶 崎の 友 藏は蒔 田の 出張 先で、 身內の 中で 指折りの 男 • 溜 堀の 榮吉の 苦り切った 顏を、 秋の 深い 明け方に 

見せられて ゐた。 

そこ は、 ゆ ふ ぺの鸱 場から 少し はなれた 寺の 緣 端で、 手入れの « かぬ 貧乏 寺の 荒 庭 一 杯に 蓠朶と 咲いた 夜 

露の 珠に、 日の出の 色が 映えて ゐた。 

： 分、 それ ぢゃ 男が 立ちますまい。 辛抱 强 いとい ふの か、 義理 を尙 ぶと いふの か、 俺に や、 まるで わか 

あねに 

りません。 姐御の 不始末が 眼に 餘っ てゐ ながら、 知らね え 振り をして ゐ るの を、 世間で は 何とい ふか、 知つ 

てゐ ます か。」 


「町内で 知らぬ はみ 主ば かりなり、 ぢ やねえ のか。」  I 

「親分、 太 ッ腹も 大抵に してく ださい。 俺 は ロ惜 しくって 泣けて くら あ。」  2 

r 榮吉、 男の 癖に 泣く 奴が あるか。」 

「泣けて くる もの 仕樣が ねえで せう。 ねえ 親分、 いくら 義理が あるに しろ OJ 

「まあ さう いふな、 時節 を 待て。 俺 だとて 男一匹 * 女房の^. 仕 鳕に氣 がつ いて、 默 つて ゐ るの は 面白え も 

ので は 決してね え。 大きく 構へ て はゐる ものの、 m 口 それでも この 胸の 中 は 煮えく り 返って ゐ るんだ。」 

くら 

柔和で、 みるから 寬容な 瓶 崎の 友藏の 顔が、 ^くもなつ たし、 徵し くもなつ たが、 それ はた だ 一 瞬の 間 だ 

けで、 すぐに 元の 慈父の 相好に なった。 

さか づき 

「それなら それで、 杯 を 返して ください。 俺 はすぐ に 草鞋 を^き ます。」 

ぢゃゥ た 

「お 德と丈 太 を 始末して だら う。 いけね え。」 

「何故い けね えんです？」 

ズ めへ  からだ 

「手前 は 大事の 體た。 俺に 代って 跡 をと る 人間 は、 數 ある 身内の 中で、 たった 一人 手前 だけ だ。」 

「跡： H なんか 望み を かけて はゐ ません。」 

「何 を いやがる、 手前の 爲に 跡目 を嗣 がせる のぢ やねえ、 身内 一 銃の 爲 だ。」 

「俺 は 厭 だ、 ほかの 者に やらせて ください。」 

「いつも はも ッと考 の^え 手前 だが、 この 事 だけに はさす がの 榮吉 も、 ただの 男と 同じに なった。 滎吉ょ 

く 聞け、 こんな 渡世 をして ゐても 上に 立つ 者 は 下に ゐる 者より 餘ッ程 辛え。 怒りて え 時に 怒って、 笑 ひて え 


,, :,  . こぶん  • 誊 ,  おこ 

時に 笑へ るの は 乾 分で ゐる うちの 事 だ。 何百と 乾 分 を もち、 そのたば ね をして 行く のに は、 怒る 時に も 

おこ  • 

笑 は ざなら ず、 笑 ふ 時に も 怒ら ざなら ねえ。 それでなくて は 納まりが つかねえ もの だ。」 

「そんな 面倒な こと は 俺に は出來 ません。」 

「出 來る奴 は 手前 だけ だ。」 

たびにん 

「旅人で あいつが 來て 以來、 仲よ くして ゐる だけに、 俺 は、 丈 太の 奴 を 引っ張り出して 始末 をつ けます か 

ら。 親分が 止めても 俺は肯 かねえ。」 

「そんな 事 をして みたければ とっくに 俺が 誰かに させて ゐ る。」 

「親分 惡 ぃ病氣 だよ、 そんな 太っ腹に、 だれが 感心す る もの か。」 

が まん  な 

「他人 さま を 感心 させたくて して ゐる 我慢 ぢ やねえ。 亡くなつ たお 德の兩 親に、 俺 は 我慢 を 香華の 代りに 

手 向けて ゐ るの だ。」 

「あいつ 等が 段々 阖に乘 るば かりだ。」 

「さう でね え。 あと 一 と 月で 瓶 崎の 御先 代の 七年忌が くら あ。」 

「え ッ、 七お 忌に？」 

なか ゥど  . 一 -.. 

「お 德を丈 太郞に くれてやり、 仲人に は 手前が 立つ の だ。」 

「え ッ、 冗談い つち やい けね え、 そんな。」 

(長 谷川 伸 氏 「南北 旅の 鳥」 昭和 七 年) 
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いは ゆる 股旅 物で ある。 長 谷川 氏の 體驗 なり 人生観な り を、 かう した ャク ザな 世界に 代表せ しめて 

表現した ものであると いふ 風に 傳 へられて ゐる。 しかし、 それ はどう あらう とも、 氏の 作品に は 血の 

にじむ やうな 人生の M 劍 さが ある。 大抵 內容 はこの 文例の やうな 世界で あるが、 輕 薄な 人間の 多い 世 

の 中に、 男 を 重んじ 義理 を 重んじ、 時には 愛する 女 を 殺して まで も 信義 をた て 通す とい ふ 人物 を 描き 

出す ことに かけて、 氏 は 全く 獨特の 手腕 を もって ゐる。 そして、 文章 もまた 敍 景に會 話に 氏 獨特の 持 

味 を i せて ゐる。 「手入れの 屆 かぬ 貧乏 寺の 荒 庭 一杯に 萬 朶と哚 いた 夜露の 珠に、 日の出の 色が 映え 

てゐ た。」 とい ふ敍景 や、 大 親分が、 すべて を 知って ゐ ながら 悠然と、 「町內 で 知らぬ は 亭主ば かりな 

り、 ぢ やねえ のか。」 とせ まらざる 口調の 如き、 また、 「柔和で、 みるから 寬容な 瓶 崎の 友藏の 顔が、 

昏 くもなつ たし、 激し くもなつ たが、 それ はた だ 一瞬の 間 だけで、 すぐに 元の 慈父の 相好に なった。」 

とい ふ 敍述の 如き、 何ともい へぬ 新しい 手法 を發拇 して ゐる。 


二 七 岩 倉 右大臣 一 行の 洋行 

「扳 垣さん、 とうとう 出て いっき やった」 

こと *1 

際 盛の 詞に は輕ぃ 皮肉が 含まれて ゐた。 返 助 は 其の 詞の意 * がすぐ 分った。 退 助 も 微笑 を 見せた 
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「さう です ね、 いよいよ 出かけ ましたね」 

なほ- S  からだ 

二人 は 微笑 を逡 りあった。 直 馬 は その 眼に 注意した。 際 盛の 大きな 象の やうな 體が 動いた。 

「板 垣さん」 

板 垣 は 何 か 言 はう として ゐる 隆盛の 詞に耳 をた てた。 

「なんです か」 

「お 歴歷が 揃うて をい やい が、 彼の 船が 太平洋の 眞 中で、 ひつく りかへ つと、 せいせい すつ ぢ やらう」 

隆盛 はさう 言って 肩を搖 つて 腹の 底から 出る やうな 笑 ひ K を 出して 笑った。 板 垣 も 笑った。 

「さう です ね、 政府の 中が せいせいす るば かりで なく、 公平無私な 政治が 行へ るで せう」 

それ は I 場の 戲言 にす ぎなかった けれども、 二人の 氣 もち を 言 ひ あら はすに は 十分であった。 隆盛 はまた 

肩を搖 つて 笑った。 直 馬 はそん ことが 黑田ゃ 大隈に 聞え て はわる いと 思って 返 助の ために 氣を 配った。 黑田 

こっち  . 

と 大隈は 此方 を 見て 眼を圓 くして ゐた。 二人 は 隆盛の 大きな 笑 ひ聲に 驚かされた ものであった。 直 馬 は 其の 

うしろ  こっち 

時黑 W と 大隈の 後の方に ゐ る山縣 苻朋 などの 一 行の 中から、 山縣が これ も 驚いた やうな 顏 をして 此方 を 見て 

ゐ るの を 見いだ した。  ， 

あぽし こ なまし 

「烏帽子 小 衣で、 岩 倉さん が アメリカの 大統領に あ ふやつ とき や、 見 もん ご あすな、 板 垣さん」 

ゆす  を ぐり かう つ ！5 

隆 盛 はまた 笑った が、 肩 を搖る ほどではなかった。 退 助 は 小 栗 上 斷 が 默米を 巡行した こと を 思 ひ 出した。 

「小 栗の やうに 地べたに は 坐らない でせ 5 よ、 皆歐 米の 祟拜 家で、 パン を 喫 ふこと を 知つ ちょる 通 譁も連 1 

4 

れて をる から」  2 


小 蒸： g 船 はおの 時 アメリカ 號に IS づけに なって、 舷梯 を 攀ぢて あがって ゆく  I 行の 姿が 小さく 見えた。 S 

(田 中 貢 太郞氏 「旋風 時代」 昭和 八 年) 

維新から 維新 後に かけての いは ゆる 旋風 時代 を 描いた ものであるが、 この 場面の 如き は、 何人もよ 

く 知って ゐる ところで あるので、 それ を 引用して、 その 表現 的 手法 を舉ぶ 資料と したので ある。 平明 

にして 淡々 たる、 この 文例の 如き は、 さう 多く 見られない。 


二八 足 利 兄弟 

家人が 炬火 を 支度して 中 門の 內 まで 迎 へに 來てゐ た。 この 入數に 守られて 出て 夾る 兄弟の 姿 は 夏の 夜 闇の 

しろがね づくリ お ほかが 9 

中で も 人目 を惹 く。 白銀 作の 刀に 大轉の 光が 映って きらきらさせる。 

r 浪の晉 がするな。」 

と 高 氏が 目 を あげた。 

「荒れて ゐる ものと 見える。」 

海" 離れて ゐ たが すぐ 目の前の 黑々 とした 山に 反響して 風の やうに 聞え るので ある。 鎌 倉の 夜 はもう 更 

けて ゐた。 


「土用波 だら う。」 

と、 直義 がいきい きと 答へ た。 

「そろそろ 季節 ぢ や。」 

どこの 屋數の 門 も i つて ゐ たが、 下人た ちが 立って、 涼みが てら、 高 時の 屋敷の 客の 歸 るの を 見逡 つて ゐ 

た。 若い 女た ちもゐ るので ある。 

師直 は、 兄弟の 側へ 寄って 來た。 

いかが  . 

「如何で 摘 座りました か？」 

「白拍子 か。」 

と 直義が 笑って 

「高、 氣に 入った のがあった か？」 

「何 さま 遠い ので。」  . 

： は、 女 を 抱 へ て见 るより 他 は 知らぬ 男ぢ や。」  ， 

と 高 氏が "I からい つた。 整った 感じの • おだやかな 聲 音が、 I 見 優しく 見える この 靑 年の 風貌に 釣合った 

ものだった。 

、ぢ  ^ ふ few 

「御兄弟で、 何かと 手前 をお 參め になる。 手前が 伺って ゐ るの は、 御兩 名に ぉ氣に 召した 力 どう 力と い^ 

こと ぢ や。」  6 

「俺 は睡 かった。」  2 


と 直 義が答 へ た。  ヮ 

「何の 面. ni い こと もない，」 

「太 郞 どの は。」 

高 氏 は 返事 を與 へない。 徴 かに 笑って^せ ただけ である。 

「入道 さま (高 時の こと〕 が 大分お 醉ひ になって ゐられ たやう にお 見受け 致した が。」 

肺 ま は、 急に あたりに 心 を 配って、 K を ひそめながら、 かう いひ 出した。 

あよ 

「いよいよ 以て 御正 體 なくお 成り 遊ばした。 田樂 法師に 和せ て 舞って ゐられ る。 その内 街 自分 力お 立ち^ 

ばす ので はない かと、 見て ゐて 手前 どもが はら はら 致す くら ゐの もので。」 

しあ はせ 

「法師 は あれが 倖 なの だ。」 

と 直義が 笑った。 

つ、， お、. K に 嬉し さう に S える。 ft 拍子 を 見て ゐ るよりも、 法師の あの 顏を 見て ゐる 方が 面白かった ぞ。 

とろけ 出し さう だ つた  」 

「やく もない。」 

と 師直は 不平ら しく 眩いた。 


、承る が … … 天下 もい よいよ これ きりとい ふ 不穩の 噂 さへ ある 折に、 あ 

響かぬ の だ。 高 氏 は いて ゐ るの かどう かも 疑 はれる やうな 冷然と した 撗顏を 見せて、 歩いて ゐる。 


「御惱 も その後； 思 はしくな 

の 物 狂 ひ はどう も。」 


「®K 地の 亂は まだ 片付かぬ、 それに 都の 方角に はまた 穩 かならぬ 樣 子の 有る やうに 伺つ て をる が …… お 

手前 樣が たも、 よほどお 心 を 締めて をら れ ぬと、 この 行末 は 何と 成る か 相 わかり ませぬ ぞ。」 

「蝦夷 地の こと は、 執權が 双方から 賄賂 を 取った ので、 何とも 出來 ぬと いふので はない か。」 

と、 話に 乘 つて 來 たの は、 依然として 弟の 直義 だけで ある。 

「しかし、 都の こと は 初めて 聞く。 何 か 左樣な 噂で も あるの か。」 

「やがて 承久の 二の舞が あらう と、 專ら 世上の 評判。」 

かう 

「高。」 

遮った の は 高 氏だった。 

「評判が 先に 立つ くら ゐ ならば、 心 ffi はない の だ。 雨 六 波羅が 何の 爲に 在る。」 

(犬 佛次郞 氏 「大楠 公」 昭和 十 年) 

相模 入道 高 時 は 白拍子 ゃ田樂 法師 を 相手に 酒宴 や 舞踊に 正體 もな くな つて ゐる、 贈賄 牧 賄が 行 はれ 

て 天下の 政治 は亂 れてゐ る、 京都に は 英明の 君主 後醍醐 天皇が お立ちに なって、 ひそかに 鎌 倉 を 倒さ 

うと 策 をめ ぐらして お ffl でになる。 まさに 嵐の 前で ある。 土用波が 高い。 そこへ、 足 利 兄弟と 高師直 

の 三人が、 夏の 夜 闇の 舞臺 にあら はれて 來た。 三人の 會 話に、 それぞれ 個性 を發撣 せしめて ゐ るが、 

とりわけ 思慮の 深い 髙 氏の 侗性は あざやかに 描かれて ゐる。 「評判が 先に 立つ くら ゐ ならば、 心配 は 

ない の だ。」 は、 如何にも 智謀に 富んだ 大 野心家の 貫錄を 示して ゐる。 時代と 季節と 時刻と 人物と が S 


はっきり 描き出されて ゐ る點、 小說的 文章と して 一 分の 隙 もない。 大衆 小說 的の もので は あらう が、 

かう なれば 立派な 藝術 品で ある。 「太平 記」 などより、 この 方が 文舉的 作品と して は 俊れ てゐ るの か 

も 知れない。 

だが、 昭. 和の 小說界 も、 大衆 物ば かりで は餘り 後世に 誇られ もしまい と 思 ふ。 もう そろそろ 大正 五 

六 年頃の、 あの 眞劍な 文 藝復輿 期の やうな 時代が 来ても いい 頃で あらう。 
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第五 章 戲曲的 文章 


ここに、 戯曲 的 文章と いふの は、 あらゆる 種類の 戲 曲に 用 ひられる 文章の 謂で ある。 ここで は、 戲 

曲と は何ぞ やとい ふやうな 議論に は 入らない。 一 口にい へば、， 戲 曲と は、 演劇の 臺本 となるべき もの 

であり、 その 芝居で 演 する 人物 • 事件 • 時 • 場所. 行 爲- 臺詞等 を 記した 文章の ことで ある。 それ ゆ 

ゑに、 戲曲的 文章 は、 常に 劇に 演ぜられる とい ふこと を 念頭に 置いて かからねば ならぬ。 尤も、 全然 

演劇と いふ こと を 念頭に 置かす に、 唯讀 むだけ の 戲曲的 文章 も ある。 これ を closet  drama とい ふの 

であるが、 これ は 戯曲の 形式 を かりた 小說 といっても よい もので、 讀者は 書齋に 居た まま、 想像 を馳 

せながら、 頭の 中で 芝居 を 見る ことが 出來 る。 この 方 は、 どんなに 人物が 多く 出て 來 ようが、 どんな 

に 場所が 廣 からう が、 どんなに 事件が 大 がかり であらう が耩 はない。 たと へば、 舞臺は 廣ぃ滿 洲の大 

平野で、 そこへ 幾 萬と いふ 軍隊が 登場し、 Is 中に 地上に 最新式の 武器 を 用 ひて 戰爭 をす ると ころで も 

いい。 また、 これと は反對 に、 いかに 人物が 少 からう とも、 事件が 靜的 であらう とも、 closet  drama 

は 成立つ。 たと へば、 武者 小路 實篤 氏の 作 「野 島 先生の 夢」 とい ふやうな 戯曲 は、 家庭 內に 於け る 文 
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士の 生活 を 描いた ものであるが、 それでも 讀む 戯曲と して は 成立つ。 

ドラマチック 

しかし、 劇の 臺本 としての 戯曲 は、 とにかく、 第一 に先づ 題材が 劇 的で なければ ならぬ。 「劇」 

は r 激」 で 「はげしい」 とい ふ 內容が 伴な ふ。 この 點が、 小說と 少しち がふと ころで ある。 小說 なら 

ば、 主人公の 心の 裡 だけ を 描いた もので もよ からう が、 戯曲、 ことに 演劇の 臺 本と なるべき 戲曲 では 

さう は 行かない。 たと へば、 一人の 人物が 舞臺 面に あら はれて、 幕の はじめから 終まで、 默 つて 人生 

を考へ 込んで ゐる とい ふやうな ので は、 誰も 觀てゐ る 人 はないで あらう。 また、 心の 裡が 如何に はげ 

しく 活動して ゐて も、 それが 言葉 か行爲 かによ つて 外面に 現されて ゐ なければ 戲 曲に はならない。 た 

とへば、 本書の 小說的 文章の 文例と して あげた 久米正 雄 氏の 「破船」 の 「炬 缝」 の 場面で あるが、 あ 

の 時の 青年 男女の 心の 裡は 相當に 激しい ものである。 しかし、 あれ を 舞臺に のぼせる としたら どうで 

あらう。 舞 裏の 眞 中に 炬鏠が 一 つ 出されて ゐる、 一 人の 靑 年と 一 人の 令嬢が 向か ひあって 炬燒 の兩側 

へ 入って ゐる、 令 孃は薄 I！ の 上に 額 を 伏せて 眠った やうな 恰好 をして ゐる、 靑年 はくす ぐった いやう 

な顏 をして、 そっと 令嬢の 束髮に 見入って ゐる。 炬缝の 中で は 二人の 手が、 たぶん 觸れ 合って ゐ るの 

であらう と、 觀客は 想像しても よいので あるが、 どうも、 それが 三十 分 も 一 時間 も、 そのまま 繽 けら 

れてゐ たので は、 觀容の 方で あてられ てし まふ。 

それ ゆ ゑに、 戲 曲の 題材 は、 それが 悲劇で あらう と 喜劇で あらう と、 とにかく、 人生の ある はげし 

い 場面、 いはば 人生の ある 危機で なければ ならぬ。 「葛藤の ない ところに 劇 はない」 (no  struggle,  no 
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drama.) とい ふの は それで ある。 そして、 それ は 形と して 觀 客の 眼に 映 じ、 聲 として 觀 客の 耳に 聞え 

る もので なければ ならぬ。 

だから、 戲曲的 文章に は、 眼に 見える 部分と して 敍景ゃ 敍述が 必要で あり、 耳に 聞え る 部分と して 

會 話ゃ獨 白が 必要で ある。 ただ、 しかし、 現代の 戲 曲の 如く、 餘 りに 會 話が 多過ぎる の は、 少し 考へ 

もので あらう。 古いの 何のと い はれても、 やつば り 多くの 人 は 歌舞伎 劇の 方 を 好む ので あるが、 歌舞 

伎の 方は會 話よりも 行爲の 方が 多く、 心の 裡を 俳優の 身 振動 作で あら はす 場合が 多い。 シ- クス ピャ 

が、 自分の 作品の 批評 を 聞く ために、 路上の 一 勞働者 をつ かまへ て、 「どう だね、 シ 二 タス ピャの 芝 

居 は？」 と 聞く と、 その 男が 「どの 役者 も、 しゃべ つてば かり ゐ やが る。」 CThey  are  all  talking.) 

といって、 「あんなん より や、 スペイン 人の 奇術の 方が いいや。」 と 答へ たとい ふこと であるが、 現代 

の 日本の 演劇に しても、 やや さう いふ 傾向が ある。 坪內 博士の 作な どで も、 どうも 役者が 坐り込んで * 

しゃべって ばかり ゐる 場面が 多い。 それ は、 足の 不自由な 歌 右衛門な どに は、 最も 適する もので あら 

うが、 觀てゐ る 方で は 眠くな つてし まふので ある。 

戯曲 的 文章の 構成お よび 敍述 は、 形式的に いふと、 小說と 大差 はない。 だから、 劇的 要素の 多い 小 

說は、 大抵 脚色され て 上演され てゐ るし、 また、 現代で は、 小說 家と 劇作 者 は 大抵 同一 の 人で ある。 

それ ゆ ゑに、 戲曲的 文章の 耍點 は、 小說 とひと しく、 だいたい 左の 四 點に歸 する であらう。 

第 一 に、 「時」 が はっきりして ゐ なければ ならぬ。 過去の 時代 か 現代 か、 過去の 時代に しても、 そ 
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れは 鎌倉時代 か窒町 時代 か江戶 時代 か、 また 季節 はいつ か、 時刻 はいつ か、 それらが 明瞭で なければ 5? 

ならぬ。 それによ つて、 背景 も 服装 も 臺詞も 自ら 定まって 來る。 新しい 「忠臣 藏」 の 大石良 雄が、 「僕」 

だの 「諸君」 だのと いふの も、 たまに も 面白から うが、 決して ながつづきの する もので はない。 

第二に、 「登場人物」 は 幾人 か、 男 か 女 か、 老人 か 子供 か、 つまり 人 數* 性別 • 年齢 等が 明示され 

ねばならぬ。 そして、 それらの 人物の 性格. 行 爲が戲 曲に 於て 最も 重大で あるが、 それ は 筋 または 事 

件に よって あら はされ る。 

第三に、 「場所」 が 明示され てゐ なければ ならぬ。 窒內 としても、 店先 か 茶の間 か 座敷 かとい ふや 

うな こと、 屋外と しても、 海岸 か 河の 土手 か 松 並木 かとい ふやうな こと。 ここに、 叙景 的 要素が 多分 

に 必要に なって 來る。 

第 四に、 「事件」 が統 一 されて ゐ なければ ならぬ。 すな はち、 筋が 通って ゐて、 人物の 性格が 一 々 

その 事件 または 行爲 と、 ぴたりと 一 致して ゐ なくて はならぬ。 事件に は必す 「原因」 が あり 「展開」 

が あり 「頂 點」 が あり 結末た る 「大 圑圓」 が ある。 それが、 作者の あら はさう とする 目的に よって、 

有機的に 統 一 されて ゐ なければ ならぬ。 隨 つて、 餘り 筋が 込 入って ゐ たり、 主要人物 を餘り 多く 出し 

過ぎたり して、 筋 を ごちゃごちゃ にして はならない。  - 

戲曲的 文章の 形式 は、 先づ ほじめ に、 「人物」 「場所」 「時」 の 三 項が 提示され、 それより 「事件」 

に 入る のが 通例で ある。 


戯曲の 種類た る、 時代物 • 世話物 • 悲劇 • 喜劇 または closet  drama 等に ついては、 具體的 文例に 

ついて 述べ て 行く ことと する。 

ながら づ つみ けつ べつ 

一 長柄 堤の 訣別 

長 「して また 籠城と なりたる 曉、 敵 を 防がん 手 ffl り は。」 

かね  で 》< る  *|， いだ 

市 「その 儀 も 豫て地 利を考 へ、 出 丸なくて は 叶 ふま じと、 前年 紀 州の 山々 より 材木 數多伐 出させ、 商業の た 

めと 詐り、 紀州 川の 川上より 浪華 津に押 流させ、 御船 入りに 積み 置いたり。 まった、 港口の 御 庫に は、 年 

頃 力めて 鷗ひ S きたる 數萬 俵の 糧米 あり。 籠城 數 年に 亙る とも、 なほ 支 ふるに 餘り あるべし。」 

長 「それに 加へ て、 故 殿下が 貯へ 置かれし 數 萬の 金銀、 近年 御 出費 嵩む と雖 も、 尙 若干の 餘財 あり。」 

市 「甲胄 • 兵 具 も 乏しから ず。」 

長 「城 は 名に 負 ふ 南山 不 落。」 

市 「眞 田 • 後藤の 勇 を もて、 此の 堅城に たて 籠り、 忠臣 悉く 心 を 一 にし、 偏に 君 家 を 守護す ると きんば、」 

長 「たと ひ關 東の 老奸 雄、 利を唱 はせ、 諸 大名 を懷 け、 五十 餘 州の 兵を盡 くし、 四方八方より 攻めよ すと も、」 

市 「中々 三年 四 年が 程に は攻 落さん こと 難 かるべし。」 

.S  くさ  はやみ みしゅく わく  ？ f 

市 「まった、 若年に は 候へ ども、 憨ょ 軍始 りなば、 我 亦 I 方 を 承り、 速 水 • 御宿. 和久 等と 共に 忠義 を金鐵 お 


のでき こ 比し、 命 は 固より 電の、 吹 f ん 白旗 は、 祖先 佐々 木が 四つ目 結、 君臣. 將士 心^ ^ 

^Hs. 金石も I りぬべし。 利 i、  MIS  i 

仰に 從ひ、 この 事 君に 言上な し、 直き 手配り せん。 g 安 かれ； J 殿、 r ら、 き 照らし、 成 

市 「ほ ももし し f しし。 唯 大切 は 上下の 一致、 学秦黝 まれよ と は、 ひな 力ら 往時に r 

行く末 をかん がみれば、」 

長 「淀の 御 方の 御氣 質、 社 鼠に 等しき 大野 . 渡 邊。」 

市 「上 御發 明に 渡らせら るれ ど 」 

長 「讒侫 之を蔽 ふが ゆ ゑ、」 

市 「地の利 は あれ ど 人の 和な く、」 

長 「故 太 閣が御 威武に、 をのの t ひ 打 伏せし 六 ssi も、」 

" 「天の g や、 大御所の おの づ からなる 置に、 いつしか 靡く 世の 裏、」 

長 「£: なれば、 かくまでに、 靈 かたぶく 西天 の」  , 

市 「有 明の 影 薄れつつ、」 

長 「東天紅と 八面に、 かしましく^く くだかけ は 」 

市 「新 日、 東天に 昇る といぶ」 

長 「世の 成 行の」 

二 入 「影なる か。」 


是非 もな き 世の 有樣 と、 入る 方の 月 詠め 入り、 しばし は 愚痴に をち かた 寺、 耳 驚かす 鐘の 聲、 夜 は ほのば 

のと 明けに けり。 (坪 内 逍遙 「桐 I 葉」) 

大阪城 を 取扱った 戲曲 であり、 いは ゆる 時代物に 屬 する。 時代物と は、 偉說ゃ 史實を 脚色した 戯曲 

のこと である。 これに 對 して、 現代 または 近世の 出来事、 および 平民 的 • 民衆的の 事實を 脚色した 戲 

かたぎ リぃ ちの かみ か つもと 

曲 を 世話物と いふ。 「桐一葉」 は、 大阪 落城 前の 史的 事實に 基づき、 片桐 巿正且 元の 苦衷、 淀 君の 猜 

き むらな がとの かみ しげな リ  卜げ ろ *  きん 

疑と 嫉妬、 大野 父子の 偏執、 木 村長 鬥守重 成の 誠忠 等を經 とし、 蜻蛉と 呼ぶ 可憐なる 少女の 病死、 銀 

のじよう 

之丞の 呼ぶ 痴 少年の 失戀 等を緯 として 七 幕 十五 場の 戲曲 とした もので、 坪內 博士が その 主張せ る 性格 

劇の 脚本と して 自ら 世に 問うた ものである。 この 場面 は、 片桐且 元が 淀 君 を 取卷く 侫人譫 者の 毒舌に 

b ばら g  ながら づ つみ 

逆臣の 汚名 を 受け、 大阪城 を 退 身して^ しく 居城 茨木に 歸 らうと し、 まだ 夜 も 明け やらぬ 長柄 堤に 木 

村 重 成 を 待ち、 大阪 城の 天主 閣を 望んで 太閤の 盛事 を傯 び、 やがて 追うて 來た重 成と 相會 して 大阪籠 

わか 

城の 計を議 し、 豊臣 家の 衰運 を 歎いて 訣れる 一 條 である。 二人の 忠臣の 言々、 主家 を 思 ふの 情 切々 と 

して 人に 迫る ものが ある。 どこまでも、 上演と いふ こと を 念頭に 置いて ゐ るから、 その 臺詞の 如き も、 

非常に 苦心され てゐ る。 が、 唯 舊來の 歌舞伎 劇に 比し、 會 話の 部面が 多過ぎる こと はたし かで ある。 

舊來の 歌舞伎に も會 話の 多い もの も あるが、 大抵 それに 所作が 伴な ふので、 觀客は 飽きない ので ある。 

しかし、 この場合の 且 元と 重 成と は、 唯、 長柄 堤の 上で 相對 して 語り合 ふだけ であるから、 觀客 はや S 


はり TThey  arc  all  talking の感を 持つ こと はやむ を 得ない。 それでも、 新しい 戯曲と して は、 最も 7 

すぐれた ものの 一つで あり、 演劇界に とって 畫期 的の 傑作と 稱 せられて ゐる。 ことに、 地の文た る 

「是非 もな き 世の 有様と、 入る 方の 月 詠め 入り、 しばし は 愚痴に をち かた 寺、 耳 驚かす 鐘の 聲、 夜 は 

ほのぼのと 明けに けり。」 の 如き は、 技祌に 入る とも 稱 すべき 名文で あらう。 但し、 それ はかう した 

a 曲に 於て である。 他の 文に 於て、 かう した スタイルが よいと いふので ない こと 勿論で ある。 


にち れん しやう にん つじ せつ ぼ ふ 

二 日蓮 聖人 辻說法 

人物 

日蓮 三十 四 歳 

徒弟 日朗 十 i 歳 

ひ *~ よしもと 

比 企 大學三 郞能本 五十 餘歳 

同 娘 妙 十八 歳 

しんじ よしはる 

進 士の太 郞善春 二十 餘歲 

00 


は-つか 

放 下 

老若男女 

場所 

鎌 倉 小町の 大路 

時代 

建 長 七 年 正月 

(前略) 

こぞ  4* ごや  かう ざ しつら 

善 春 さて は 噂の 日蓮が、 け ふも設 法に 出で たるよ な。 去年の 夏より、 名 越なる 往還に 高 ffi を補理 ひ、 諸宗 

よそごと  ひきどの まど ひ  あ..！！  )3 

^罵詈す と 聞きながら、 唯 餘所窜 に 思 ひ 居りし に、 比 企 殿の 惑 深き ため、 我が身の 仇と なって おちゃる 

憎く 法師の 何事 を說 くやらん。 

含 を  3 しか はら  なげう 

(群集 又 どよめき、 【そり ゃ來 居った」 と 叫ぶ。 中には 石 瓦 を 拾 ひ、 橋に 向か ひて 擲 つもの あり ) 

日蓮 へ！^ にて 面 を掩 ひ、 橋 を 渡りて 出で、 舞臺に 留まり. - 笠 を 右^に 持ち、) あら、 騷 がしの 人 々や。 國 

に敎の 地を拂 ひ、 目の あたりなる 逸樂 に、 永劫 盡 きせぬ 苦艱を 忘れ、 あだに 過ぎ ゆく 月日 を 惜しまで、 そ 

の をり をり の^ 物 を、 祝 ふ心ぞ おぞましき。 たまたま 信者と 呼ばる る もの も、 聲 ばかりなる 念佛 して、 殊 

る 笑止 さよ。 (g の 中より 「念 佛 がなん で 笑止 ぢ や。」) おう、 法^が さか しらの、 選擇 集の 毒に 

ぬし  かたびら 

辞うて は、 その 笑止 さが わかる まいの。 敎の 主なる 蘀迦怫 を、 もて あそびに する もの さへ ある を、 帷子の 

さと  むげ^ち ごく ごふ いん  てんま はじ ゆん じ や 4ぷ  2 

里に 行脚して、 われ まのあたりに 見し こと あり。 念佛は 無間地獄の 業因。 禪宗は 天魔 波 旬の 邪法。  2 


禪«  (卜 手より 來 かかり) やよ、 御^。 御身の^ む 鞾@ が、 大迦槳 に直傳 せし、 我が 宗門 を 邪法と は。 

どくじゅ  syt "うが  こんが うはん にで  み けんしん じつ  けうげ  くわい 

日蓮 御身 等讀 誦の經 文た る、 榜伽幷 に 金剛 磐 若 は、 皆 これ 未 顯眞實 にて、 いは ゆる 敎外 別傳 は、 佛 說に乖 

1.S  は つむ 

背し 因 架 を 撥 無す。 これ を 邪法. -中 すの ぢゃ。 

*5 や _T こつ  ま 之 

00 輕忽の 事 を ffl くもの かな。 ffl 州 殿の 歸依 深き、 建 長 寺の 道隆 禪 師も、 御身が 目に は 邪法の 人 か。 

日蓮 なかなか。 御 僧み づ から 言 はれた。 

む やく ゆう i うぢき V ん  しんい  •< しゃう  ぢゃゥ ふ 

禪 僭 あな、 無益 。勇猛 直前の 志 はお はさう が、 一 念の 臓 恚は百 萬の 魔障、 世間の 豪傑 は 出世の 丈夫に あら 

£ ん ぼく  かう ベ  かへ り  しもて 

ず。 御身の 面目 はや 見えた。 白刃 顯に 臨まん とき、 ゆめ 周章め さるな よ。 (顧みず して 下手へ 入る。〕 

だん をち  くな-やう  しんごん 

日蓮 はは はは、 たと ひい かなる 邕 越 ありと も、 究竟 邪法 は 邪法 ぢ やまで。 まった 眞言 は亡國 の、 大惡 法と 

ざ ふごん  りつ こ く か  とどく  だ ごく 

申すべし。 (群の 中より r 說法ぢ やなうて 雜言ぢ や」、 「打倒せ」 などい ふ。) 律は國 家の 蠹毒。 皆 これ 墮獄 

の惡 道ぢ や。 

むれさ わ 

(群騷 ぎ 立つ。 中より 賤 しき 男 i 人 進み出で、 「わしが 地獄に 墮 ちぬ 先に、 ここで 舌を拔 いて やろ。」 と 

叫び、 m 蓮の 笠に 手を掛 く。 日蓮 手 を 放つ。 男 よろめき 善 卷に 撞き當 る。) 

た ふ  ぽんな かっか さき ゃウ しんのう  お ほくら C 

^春 (撞き 放す。 男 M に 滑り、 僵れて 又 立つ。〕 や あ、 忝な くも 三 品 中 務卿ノ 親王のお はします、 大倉御 

しょ  こ £ち お. ほぢ  なにごと  けんく わざん. i いびろう 

所に 程近き、 この 小町 ノ 大路に て、 よし 何事の あらう とも， 喧嘩 三昧 尾籠 ぢゃ ぞ。 (賤 しき 男 笠 を 持ちた 

しもて  おんそう  しんじ fc らう 

る まま 下手に 逃 入る。 善 春 日蓮に。) いやな に、 御佾。 某 は北條 殿の 家の 者、 進士ノ 太郞と 申す もので お 

かま くら やま  ゆ ひ は i ベ  ぢ よくせ 

り やる。 先の 程より 見て あれば、 鎌 倉 山の 風靜 かに、 由 比 ケ濱邊 の 波 B がぬ、 太平の 世を敎 なき 濁世と 罵 

あまつ さ  り ふぎ ひ はう  us  にんにく  なに  う 

り、 剩 へ、 諸 宗の立 義を 誹謗して、 市び と 等の 怒 を 激し、 忍 辱の 衣 を 石 瓦に、 何とて 撲た しめらる る ぞ( 


9 

( よ 


ふしん もっと  むかし ふきやう ぼさつ じ やう *£ んぴ く ら  じょうき やう  た £ 

日蓮 おう、 その 不審 尤も なれ ど I 昔不輕 菩薩 は、 上 « の 比丘 等の 杖に あたりて、 1 乘の it とし 耠ふ。 法 を 

ぢ やう ぼくぐ わせ ま 

說き敎 を 布く に、 杖 木 瓦 石 をい と はう や。 

おんみ ほふ 

善 春. さらば 御身の 法と する は。 

ほ ふ  だいかくせ そん  W ゃゥ せん  しゃ うぢき しゃ ごん じつじょう  めう ほふ^ん げき やう 

日蓮 わが 法 こそ は 大覺世 尊が、 靈山八 年に 說 かせ 給 ひし、 正直 捨灌 の實乘 なれ。 此の 妙法 蓮華 鶴に 比ぶ 

に ぜん  ごんし う  を さな ご  ちくば さう けい 

れば、 爾前 四十 餘 年の 權宗 は、 慈父の 穉 子に 與 へたる 竹馬 草雞に 異ならず。 

； K ゥ ほふ 

善 春 その 妙法と は。 

日蓮 卽ち眞 如。 

しんにょ 

善 春 S 如 は。 

しゅじ やうた うたい がし やう しんにょ  ぽんな う  ぶっしゃう はちす  むみ やう 

日蓮 やがて 衆生 當體。 我 性の 眞如 はありながら、 煩惱の 闇に 逢 ひ、 佛 性の 蓮 を 持ちながら、 無明の 酒に 

醉 ひ癡れ たる、 衆生の 身 こそ 悲し けれ。 

めう ほふ れんげ く どく 

善 春 さて 其の 妙法 蓮華の 功德 は。 

日蓮 それ 世間の 蓮華 は、 夏 開け ども 冬 開かず。 游 泥に 生じて 陸地に 生ぜず。 風に もまれ 波に 沈み、 冰に閉 

しぼ  めう ほふ れんげ  ぜ ふへん  しゅんかしゅうとう  へん さ. J しょ 

ぢられ 炎に 萎む。 わが 妙法の 蓮華 は然ら ず。 三世 不變の 花 なれば、 春夏秋冬 ときはなり。 遍 一切 處の蓮 

しゅ う あ- S ね  ほち す  あくご ふ こうはく  じ やしゃう ふ  ぽんな う 

なれば、 六 趣 三 有に 偏く 咲け り。 善惡 一 如の 蓮 なれば、 惡 業の 厚薄 を 選まず。 砂 正 不二の 花 なれば、 煩惱 

おでい  やぶ  *w やく  ぐれん  せう ねつ 

の S 泥に も 生じ、 十惡の 風に も 壞られ ず、 五 逆の 波に も 沈まず、 紅蓮の 冰 にも 閉 ぢられ ず、 焦熱の 炎に も 

め う ほふれん げき やう  a さつ  しやう もん 

萎む ことなし。 一た び 妙法 蓮華 經と唱 ふるとき は、 一 切の 佛、 I 切の 法、 I 切の 菩薩、 一 切の 獰聞、 I 切 

ばんのうたい しゃくえん まほ ふわう じつげつし ゆうせい てんじん ちじん ないしち ごくが きちくし やうし ゆら さいしゅ じ やう ぶっしゃう  ごん よ 

の梵 王帝釋 閻魔 法王 日月 衆 星 天神 地 神、 乃至 地獄 餓鬼 畜生 修羅、 一 切 衆生の 佛性 を、 唯 I 言に 喚び 
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顯ず。 & へば 籠のう ちの 鳥啼 けば、 ^飛ぶ 鳥の 來り M り、 ^飛ぶ 鳥の 集れば、 籠の 鳥の 出 でんと 欲する が 

あら ュ  ぽん てんたいし f く  なん うたが ひさ ふら  ： ， 

如し。 我が身の 佛性顯 るれば、 梵天 帝 釋の佛 性、 來 りて 加護し 給 はんこと、 何の 疑 候 ふべき。 (森鷗 

外 「日遝 聖人 辻說 法」) 

日蓮 上人の 鎌 倉 小町の 大路に 於け る辻說 法の 史實 に基づいて 脚色した る 一 慕 物の 戲曲 である。 ^つ 

て 時代物で ある。 善 春と 上人との 問答 は、 あたかも 「勸進 帳」 に 於け る 富 樫と 辨慶の 問答の 如く、 響 

の 物に 應 する 如く、 息つ く 間 も あらせす、 滔々 懸 河の 辯 を 以て 說 きさり 說 ききたる 有樣、 げに 强き宗 

敎 革命 者の 面影が 躍如と して ゐる。 

過去の 時代の 言葉 を 人物に 語らせる 場合、 それ は必 すし も、 その 時代の 言葉 そのままで なければ な 

らぬ こと はない。 否、 そのまま では 却って 現代の 觀 客に 理解させる ことが 出 來 ない。 しかし、 さう か 

といって、 現代の 言葉の ままで は、 觀客 をして 時代 的の イリ ュ ー ジ" ンを 起させる ことが 出来ない。 

そこで、 要は、 昔の 時代の こと だとい ふ イリ ュ ー ジョ ンを 起させる に 足る やうな、 しかも 現代の 觀容 

に 理解され る やうな 言槳 をつ かふの がよ いとい ふこと になる。 坪內 博士の 「桐一葉」 にせよ 此の 文例 

にせよ、 その 點が愼 重に 考慮され てゐ る。 
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三 修禪寺 物語 

かつら  め し  かみ  >な ヒれ  てい  かとぐ ち 

桂は賴 家の 假面を 持ちて 顏に は髮を ふりわけ、 直垂を 蕾て 長卷を 持ち、 手 負の 體 にて 走り出で， 門口に 

來 りて 倒る。 

1 や、 誰 やら 表に …… 。 

夫婦 は 走り 寄りて 扶け 起し、 庭 さきに 伴な ひ 入 るれば、 桂 は 又 倒れる。 

春彥 これ、 "傷 は淺 うご ざり まする ぞ。 心 を 確に 持たせられい。 

いもと  はる ひこ  とと さま 

かつら (息 もた ゆげに。〕 おお， 妹 …… 。 春彥 どの …… 父樣は どこに ぢゃ。 

夜叉 王 や、 なんと …… o 

や しゃ わう 

(夜叉 王 は 怪しみて 立ちよ る。 桂 は顏を あげる。 みなみな 驚く。) 

春彥 や、 侍 衆と おも ひの 外 …… 。 

夜叉 王 おお、 娘 か。 

かへ で ® さま か。 

r) ぺ さ £  よ う お 

かつら 上樣ぉ 風呂 を 召さる る 折から、 鎌 倉 勢が 不意の 夜 討 …… 。 味方 は 小人 數、 必死にた たか ふ。 女で こ 

おもて 

そ あれ この 桂 も、 御 奉公 はじめの 御 窣八ム 納めに、 この E をつ けて お 身が はりと、 早速の 分別 …… 。 月の 晴 


232 


5  * んご よりいへ 

きを 幸に、 打 物と つて 庭に おり 立ち、 左 金 吾賴家 これに ありと、 呼ば はり 呼ば はり 馳せ 出づれ f、 むらが 

よ め とほ 5 

る^ は 夜目 遠 口に、 まことの 上 樣ぞと 心得て、 うち， ら さじと. aa つかく る。 

おもて 

ax 王 さて は 上 樣ぉ身 替 りと 相 成って、 この 面に て 敵 を あざむき、 ここまで 斬拔 けて まゐ つた か。 

(血に 染みた る 假面を じと 見る。) 

春彥 我々 すら も 侍 衆と 見 あやまった 程 なれば、 敵の あざむかれ たも 無理で は あるまい。 

かへ で と は 言 ふ ものの、 淺 ましい このお 姿 …… 。 姉樣 死んで 下さり まするな。 (K 鎚 りて 泣く。 ：> 

しづ ふせや 

かつら L や、 いや。 死んでも 憾み はない。 賤が 伏屋で い たづら に、 百年 千年 生きた とて 何となら う。 たと 

はんとき  わかさ つ w ね 

ひ半响 でも^ 軍 家のお そばに 召 出 だされ、 若 狭の 局と いふ 名 を も 賜 はるから は、 これで 出世の 望 も かなう 

た。 死んでも た わし は 本望 ぢゃ。 

(言 ひかけ て 弱る を、 春彥 夫婦 は 介抱す。 夜叉 王 は假面 をみ つめて 物言 はず。 以前の 修 禪 寺の 僧、 頭よ 

り 袈裟 を かぶりて 逃げ 來 る。) 

0 大變ぢ や >  大變ぢ や。 かくまうて 下され、 隱 まうて くだされ。 (內に ffi 人り て 桂 を 見て 又お どろく。) や 

あ、 ここに も 手 負が …… 。 おお、 桂 殿 …… 。 こなた も か。 

かつら して、 上樣は …… o 

僭 お 悼 はしゃ、 御 最期 ぢゃ。 

かつら ええ。 (這 ひ 起きて 屹と視 る。) 

僭 上 樣 ばかり か、 御 家 來衆も 大方 は 斬 死 …… 。 わし 等 も 傍杖の 怪我せ ぬう ちと、 命から がら 逃げて 來 たの 
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ぢゃ。 

春彥 では、 お 身が はりの 効 もな く …… 。 

かへ で 遂に やみく 御 最期 か。 

(桂 は 失望して また 倒る。 楓は 取りつ きて 叫ぶ。) 

とと さ. £ 

かへ で これ、 姉 さま。 心 を 確に …… 。 のう， 父樣。 姉 さまが 死にます るぞ。 

(今まで 一 心に 假面 をみ つめたる 夜叉 王、 はじめて 見 かへ る。) 

夜叉 王 おお、 姉 は 死ぬ るか。 姉 もさ だめて 本望で あらう。 父 もまた 本望 ぢゃ。 

かへ で ええ。 

おもて しさう  つたな  にぶ 

夜叉 王 幾た び 打ち 直しても この 面に、 死相の ありあり と 見えた る は、 われ 拙き にあらず、 鈍き にあらず。 

さと  しろ 

源氏の 將軍賴 家 卿が 斯く相 成るべき 御 運と は、 今と いふ 今、 はじめて 覺 つた。 神なら では 知し めされぬ 人 

さく  レ しん  やしゃ わう 

の 運命、 先づ わが 作に あら はれし は、 自然の 感應、 S 然の 妙、 技藝 神に 入る と はこの 事よ。 伊豆の 夜叉 王、 

あつぼれ  こ： ろよ 

われながら 天 晴天 下 一 ぢ やのう。 ( 快 げに笑 ふ。) 

あつぼれ つぼね さま  ちつ  うへ さま 

かつら (おなじく 笑 ふ) わたし も 天晴ぉ 局樣ぢ や。 死んでも 思 ひ 置く こと はない。 些とも 早う 上樣 のお あ 

と を 慕うて、 冥土の おん 供 …； o 

をな ご だん まつ £ おもて のち て ほん  こら 

夜叉 王 やれ、 娘。 わかき 女子が 斷末 魔の 面、 後の 手本に 寫 してお きたい。 苦痛 を堪 へて しばらく 待て。 春 

彥、 筆と 紙 を ••：： 。  4 

春彥 はつ。 


(春彥 は 細工 場に 走り 入りて、 筆と 紙な ど を 持ち 來る。 夜叉 王 は鼙を 執る。)  JJ} 

夜叉 王 娘 >  顏を みせい。 

かつら あい。 

(桂 は^ 彥 夫婦に 扶 けられて 這 ひよ る。 夜叉 王 は 筆 を 執りて、 その 顏を 摸寫 せんとす。 僭 は 口のう ちに 

て念佛 す。) I 幕 I  (岡 太綺堂 氏 「修禪 寺 物語」) 

岡 本綺堂 氏の 力作 r 修禪寺 物語」 の 一 節で ある。 「桐 一 葉」 「日蓮 聖人 辻說 法」 等から この 戲 曲に 来 

ると、 ひとしく 時代物で あり 且 歌舞伎 系 銃の 作で は あるが、 大分 新し 味が 感ぜられる。 作者 は、 この 

戯曲 創作の 動機に ついて 左の 如く 述べて ゐる。 

よ 9.S へ おもて  さく にん  *y  K り めん  めん 

伊豆の 修禪 寺に 賴 家の 面と いふ あり。 作 人 も 知れず、 由来 もしれ ず。 木彫の 假面 にて、 年を經 たるま ま 面 

もく  ろき 记 

目 分明なら ね ど、 所謂 古色蒼然たる もの、 颧來 つて 一種の 詩趣 をお ぼ ゆ。 當時を 追憶して この 稿 成る。 

おもてつ く 9 し 

三幕物で、 時 は元久 元年 七月 十八 日。 修蟬 寺に 面作師 夜叉 王と いふ 者が あり、 その 姉 娘 は 桂、 妹娘 

は楓、 姉は氣 位が 高くて まだ 獨身、 妹 は 職人の 春彥を 婿と して ゐる。 修禪 寺に 病 を 養うて ゐた賴 家 は、 

自分の 面體を かたみに 殘さ うと 夜叉 王 を 召して その 製作 を 命じた が、 いつまで 經 つても 出來 ない ので、 

或 日 自身で 夜叉 王の 家に 赴き、 ひどく 叱りつ ける。 夜叉 王 は、 まだいつ になったら 出來 ると いふ あて 

おもて 

も ござり ませぬ とい ふ。 頼 家 は 怒って 夜叉 王 を 手 討に しょうと する。 そこへ 姉 娘の かつらが、 「面 は 


只今 獻 上いた します る。 のう、 父 樣。」 と 哀願す る。 面 は 出来て ゐ たので ある。 が、 夜叉 王 は、 その 

面に 死相が あら はれて ゐ るので、 藝術 的に 心が 許さす、 それで まだ 出來 ませぬ といって ゐ るので ある。 

頼 家 はか つらの さし，： s す 面 を 見て、 非常によ く m 來た、 さすが は 夜叉 王 あっぱれ 者ぢ やと 滿 足し、 か 

つらの 美貌 を 見て、 この 娘 を 余が 手許に 召しつ かひたい から 奉公 させよ とい ふ。 夜叉 王が かつらの 意 

志 をた だすと、 かつら は 大喜びで 「父 様、 どうぞ わたしに 御 奉公 を …… 。」 と 願 ふ。 かくて、 直に 御 

殿へ 上る。 その 夜、 北條の 軍勢が 二三 百 人、 修禪 寺へ 攻 寄せ、 賴 家は敢 なき 最期 を 送げ た。 文例 は、 

その 最後の 場面で ある。 夜叉 王の 藝術的 性格 を 表現す るの が 主眼で あるが、 それに 配す るに、 かつら. 

かへ での 美しき 姉妹、 哀史 的 人物た る賴 家、 史的 事實 たる 夜 討 等、 變 化に 富む 三幕物。 觀客は 夜叉 王 

の 藝術的 性格に 對 して 限りなき 敬虔の 念 を 以て 見入る と 同時に、 賴 家の 運命に ついて 抑へ がた き 悲哀 

の 情 を 感じ、 また、 かつらの 薄命に 同情の 淚を そそぐ ので ある。 

歌舞伎 系 銃の 戯曲の 「せりふ」 は、 これまでに 引用した 三 篇に兑 られる 如く、 だいたい 七五調 また 

は 七 七 調、 若しくは その 周 圍をま はる 調子 を 以てせられる。 「桐一葉」 の 


長 「如何 なれば、 かくまでに、 御 運 かたぶく 西 犬の.」 

市 「有 明の 影 薄れつつ」 

とうてん こゥ 

^ ： 東天紅と 八面に、 かしましく 鳴く くだかけ は」 


5 

3 

2 


市 「靳 日、 K1K に^ると いふ」 

長 rw の-： e 行の」 

二人 「影なる か。」 

の 如き、 また、 「日蓮 聖人 辻說 法」 の  . 

ff0 「あら、 騷 がしの 人々 や。 國に敎 の 地を拂 ひ、 B の あたりなる 逸樂 に、 永劫 盡 きせぬ 苦艱を 忘れ、 あだ 

せつぶ つ 

に 過ぎ ゆく 月 H を 惜しまで、 その をり をり の 節 物 を • 祝 ふ心ぞ おぞましき。」 

の 如き、 また、 r 修禪寺 物語」 の 

かつら 「 …… 月の 階き を 幸に、 打 物と つて 庭に おり 立ち、 左 金 吾^ ^これに ありと、 呼ば はり 呼ば はり 馳せ 

出づれ ば， むらがる 敵 は 夜目 遠目に、 まことの 上 樣ぞと 心得て、 うち 洩らさ じと 迫つ かくる。」 

の 如き、 すべて 七 五 または 七 七 調で ある。 國 語の 諧調に は、 七 五 昔 七 七 昔 等が、 その 根柢 をな して ゐ 

る やうで ある。 韻文 は 勿論、 舊來の 名文 句 は 大抵 右の 調子 または その 附近 を ま はって ゐる。 「與話 情 

浮 名 横 櫛」 などで、 いよいよ 與三郞 が、 例の 名文 句 「しがね ぇ戀の 情が 仇、 命の綱の 切れた の を、 ど 

う 取 留めて か 木更津 から II 」 にかから うとす ると、 まだ、 はじめない 前から、 「待って ました！」 

とか 「クチ バ ナヤ ー」 とかなん とか、 觀 客が どなる の を 見ても、 七五調と いふ もの は、 すばらし いも 
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の だと 思 はせられ る。 よくよく、 善 光寺の 前の 乞食まで が、 「お 旦鄄樣 ゃ奥樣 や」 「右 や 左の 旦那 樣」 

i 七五調で 哀訴して ゐ るの を 見ても、 この 調子と いふ もの は、 國 語に とって かなり 重大な 根本的な も 

のに 相 遠ない。 

なほ、 歌舞伎 系統の 外題で あるが、 これ は 昔から、 一字 ニニ 字 • 五 字 • 七 字と いふ 風に 奇數が 習慣 

(一)  §  (S)  (ち 

になって ゐる。 「暫」 「桐 一 葉」 「修禪 寺 物語」 「日蓮 聖人 辻說 法」 など。 但し、 近頃 は 四 字 や 六 字の も 

の も 出て 來る やうで あるが、 この 方 は 一 種の 迷信の やうな もので、 七五調と は 何の 關係 もない。 


四 父歸る 

四人默 つて、 食事 をして 居る。 不意に 表の 戶が ガラツと 明く、 賢 一 郞の顏 と、 母の 顏 とが 最も 多く 激動 

を 受ける、 然して その 激動の 内 容は 著しく 違って ゐる。 

男の 聲 御免！ 

おた ね はい！ (併し 彼女 も 起ち 上らう と はしない) 

男の 聲 おたか は 居らん かの？ 

母 へえ！ (吸 ひつ けられる やうに 玄關へ 行く、 以下 聲 ばかり 聞え る) 


238 


2 


男の 聲 おたか か！  お 

母の 聲 まあ！ お前さん か、 えらう！ 變 つたのう。 

二人とも 淚ぐ みたる K を 出して 居る。 

たっしゃ 

の まあ！ 丈夫で 何より ぢゃ。 子供達 は 大きくな つた やらうな。 

母の聲 犬け うなった とも、 もう 皆 立派な 大人 ぢゃ。 上って お 見 まあせ。 

男の 聲 上って ええ かい。 

S の S ええと も。 

二十せ 振りに 歸れ る父宗 太郎、 憔悴した る有樣 にて 老いた る 萎に 導かれて 室に 入り 来る。 新ニ郞 とおた 

ねと は 目 を しばたた きながら、 父の 姿 を しみじみ 見詰めて 居た が、 

新ニ郞 ぉ父樣 です か、 僕が 新ニ郞 です。 

父 立派な 男に なった な。 お前に 別れた 時 はま だ 碌に 立てり もしなかった が …… 

おた ね お父さん、 私が たねです。 

父 女の子と いふ こと は M いて 居た が、 ええ 器量 ぢ やな あ。 

母 まあ、 お前さん、 何から 話して ええ か、 子供 もこん なに 大きうな つてな、 何より 結構 やと 思う とんや。 

父 親 はなく とも子 は 育つ とい ふが、 よういうて あるな、 は- 1、&ko 

併し 誰も その 笑に 合しょう とする もの はない。 賢 I 郞は 卓に 倚った まま、 下 を 向いて 默 して 居る。 

0 お前さん、 賢 も 新 もよう 出来た 子で な 。賢 はな、 二十の 年に 普通 文官い ふ ものが 受かる し、 新 は 中舉铰 


へ 行つ とった 時 は 三番と i つ 事がない んゃ。 今では 二人で 六十 鬭も 5 て 吳れ るし、 おた ね はおた ねで、 

父」 r 何 、； 7hr 年 の ニー 一一 十 tl ザ l」iu ん 

父 や：" な， ■ 見 I 小屋が i になつ S に ラフ ィ II けて な。 i0h^^ 

ない わ。 そのうちに Is くな つて 来ろ、 S 子の 居る 處 なって ゥ 力/^^^; U 

先の 長い 事 もない $ けに 皆よ 58 ぜ。 SIf 畫 して) さあ ほ 一お 1 その 杯を一 つ さして f 

んか、 お父さん も 近頃 はええ 酒 4 めんでの， つ。 うん、 お前 だけ は e に i えが ある わ 

0  ！: ^ 賢 父さんが， ああ 仰し や るん やけに、 i. 久し振りに？ が 逢 ふん ぢ やけに？ てな。 

0 1 09 應ぜ$ 

父 ぢゃ あ、 新 二 is、 お前 一 つ、 杯 を吳れ え。 

新ニ郎 は あ。 (杯 を砭 上げて 父に 差さん とす) 

賢 一 郞 (決然と して)^ めと け。 さす わけはな V 

母 何 をい ふん や、 資は。  • 

4 烈しい 目に て gl 郎を R んで 居る。 新ニ郎 もお たね も 下に 向いて 默 つて 居る 

5  一  0  (S 然と) 俺達に 父親が ある 譯 はない。 そんな ものが ある もん 力 

父 (烈しき 忿怒 を 抑へ ながら) 何 やと！ 


»5  (やや 冷やかに) 俺 a に 父親が あれば、 八歲の 年に i からお た あさんに 手 を 引かれて 身 狡 をせ い 

でも 濟ん どる。 あの 時お た あさんが 設 つて 水の a い H へ 飛込ん だれば こそ、 助かって H るん， 俺達に 父 

親が あれば 十の 年から » 仕 を せいでも 濟ん どる。 俺達 は 父親がない S に、 子供の 時に 何の 樂 しみ もな しに 

S して 来たん や。 新 二 JST お前 は 小！ SS 時に » や 紙 を H へいで、 泣いて B たの を 忘れた のか。 教科書 さ 

へ tw 足に 買へ いで S 本 を 持って行って 友達に からか はれて 泣いた の を 忘れた のか。 俺達に 父 S が ある もん 

か • あれば あんな 苦勞 はし とりや せん。 

おたか、 おた ね 泣いて 居る。 新 ニ郎淚 ぐんで 居る。 老いた る 父 もおから 悲しみに 移り かけて 居る。 

新ニ郞 併し * 兄さん-おた あさんが、 第 I ああ 折れ 八！： つて 居 るん やけに、 大抵の 事 は 我 « し て吳れ たら が 

うです C 

E  -  5  ►  t  た あ  をな vj  f  A れ 

資 I 郞 (なほ 冷 &に) お S さん は t 子 やけん 何う s{5 とる か 知らん が、 俺に 父親が あると したら、 それ は 

俺の 敵ち や。 俺達が 小さい ^に、 ひも じい 事 や 辛い^が あってお た あさんに 不平 をい ふとお S さん は 口癖 

の やうに、 「皆お 父さんの 故ぢ や、 « むなら お父さん を 恨め」 というて 居た。 俺に お父さんが あると した 

ら， それ は 俺の 子供の 時から 苦しめ 拔 いた 敵 ぢ， 俺 は 十の 時から 踩8 の 給仕 をす るし， お^さん は マツ 

た あ 

チを 張る し 何時か もお 母さんの マッチの 仕事が 一 月ば かり 無^った 時に 親 子 四 人で 畫 ffi を拔 いたの を 忘 

れた のか。 俺が. 一生 命に 勉 强 したの は、 皆 その 敵 を K りたい から ぢ や、.^ 捨てて 行った 男 を 見返し 

て やりたい からだ。 父親に 捨てられても 1 人前の 入 間に なれる とい ふ^を 知らして やりたい から ぢ や。 俺 

は 父親から 少し だって 愛された 5 え はない。 俺の 父親 は 俺が 八 S になる 迄 家 を 外に 飮み步 いて g たの だ。 
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その 擧 句に 不義理な 借金 を こさへ て、 情婦 を 連れて 出奔した のぢ や。 女房と 子供 三 入の 愛 を 合 はしても、 

あ ち あ 

その 女に 叶はなかった のぢ や。 いや、 俺の 父親が 居 なくなった 後に は、 お母さんが 俺の 爲に 預けて a いて 

吳れた 十六 圜の 貯金の 通帳まで 無くなって 居った もん ぢゃ。 (菊 池寬氏 「父 歸 る」) 

菊 池 氏の 力作 「父 歸る」 の 一 節で まる。 「時」 は 明治 四十 年頃、 「所」 は 南海 道の 海岸に ある 小 都會。 

1 募 物。 かくて、 父 はつひに、 「ええ わ、 出 て 行く。 俺 だって 二 萬 や 三 萬の 金 を 取扱うて 來 た男ぢ や。 

どなに 落ちぶれ たかと いうて 喰 ふくら ゐの事 は 出來る わ。 えらう 邪魔した な。」 と 悄然と 出て 行かう 

とする。 弟の 新 ニ郞が 心配して 「これから 行く 處が あるので すか。」 ときく と、 父 は 全く 銷 沈して、 

玄關の 緣に腰 を かけた まま、 「の たれ 死す るに 家 は 入らん からのう。 …… (獨言 の 如く) 俺 やって 此の 

家に 足 踏が 出来る 義理で はな いん やけど、 年が寄って、 弱って 來 ると 故鄕の 方へ 自然と 足が 向いて な。 

此の 街へ 歸 つてから、 今日で 三日 ぢゃ がな。 夜になる と每晚 家の 前で 立って 居たん ぢ やが、 敷居が 高 

うて はいれなかった のぢゃ …… 併し やつば り、 這 入らん 方が よかった。」 などと 愚痴 を こばし、 漸く 

立上り、 「まあえ え、 自分の 身體 ぐら ゐ 始末の つかん こと はない わ。」 と、 蹌踉 として 立上り、 顧みて 

老いた る 妻 を 一目 見た る 後、 戶を 明けて、 外の 闇に 消える。 最後 は、 次の 如く 結ばれて ゐる。 

母 (哀訴す るが 如く) 賢 一 郞！ 

おた ね 兄さん！ 
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しばらくの 間 緊張した 時が 過ぎる。  - 

賢！ 郎 新！ 行って お 父 樣を呼 返して 来い。 

新 ニ郞、 飛ぶ が 如く 戶 外へ 出る。 三人 强ぃ 緊張の 裡に 待って 居る。 新 ニ郞ゃ k 蒼 臼な M をして 歸 つて 來 

る o 

新ニ郞 南の 道 を 探した が 見えん、 北の方 を 探す から 兄さん も來て 下さい C 

賢ー郞 (驚駭 して) なに 見えん！ 見えん 事が ある もの か。 

兄弟 一 一 人 狂氣の 如く 出で 去る。 —— 幕 II 

「桐一葉」 「日蓮 聖人 辻說 法」 「修禪 寺 物語」 等から、 この 戲 曲へ 來 ると、 まるで 別の 世界で ある。 

それ は單に 時代物から 世話物へ ，i などの 差で はない。 現代の 生々 した 現實の 人生が まざまざと 舞臺 

面に 實 現されて ゐ るからで ある。 眞の 人生 を 舞 臺に實 現せし める II それが 新しい リア リス テツ ク の 

戲曲 のめ ざすと ころで、 少しで も 不自然 さや 夢 や 幻の 世界の 混す る こと を 極端に 排斥す るので ある。 

「あんな ことがある もの か、 あり や 芝居 だ、 噓 だ！」 と、 少しで も觀 客に 思 はせ る やうな 節が あれば、 

もう その 戲曲は 失敗 だと 見る ので ある。 かう した 見地から いへば、 この 戲 曲の 如き は、 どこまでも 寫 

實的 であり、 不自然 さや 非合理的の 分子 は 微塵 だに もない。 恐らく リア リス テックな 戲曲 として、 こ 

れ ほどの すぐれた： &は 日本に 於て は S 前の もので あらう。 
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ここで、 文章の 上から 現代劇の 「せりふ」 について 少しく 述べて 置く。 現代劇の 「せりふ」 に 於て、 

地方 的 方言 (local  dialect) を 用 ひる 場合で あるが、 この 戯曲で 用 ひて ゐる 言葉 は、 だいたい 香川縣 

の 方言で ある。 しかし、 隅から隅まで、 そっくり そのまま 讃岐の 言葉で はない。 それ はさう あるべき 

笞で、 若し 讃岐の 方言の ままであって は、 香 川縣人 以外の 觀 客に は 解し かねる 部分が 生じて 來 るから 

である。 さう かとい つて、 これが 若しい は ゆる 標準語であって は、 この 戲 曲の 氣分は 著しく 殺 がれて 

しま ふ。 そこで、 だいたい 四國 あたりの 出来事 だな と 觀容に イリ ュ ー ジョ ンを 起させる 程度で 四國の 

方言 を 加味した も ので ある。 

現代の 戯曲に 於て 方言 をつ かふ 場合、 曾 我廼家 劇の 如き は、 大阪辯 または 關西 辯が 多い が、 これ は 

喜劇に ふさ はしい 言葉で あり、 また、 非常に 勢力の ある 言葉で あるから 大部分の 觀 客に は 理解され る。 

しかし、 一般の 戯曲に 於て は、 だいたい 東京の 郊外に 行 はれる やうな 方言 を 以て、 どこの 地方の 言葉 

を も 代表せ しめて ゐる やうで ある。 さう すれば、 觀 客に 理解され ると 同時に、 どこか 田 舍の出 來事だ 

とい ふ イリ ュ ー ジョ ンを 起させる に 足る からで ある。 劇に あら はれる 西鄕 隆盛が 鹿 兒島辯 をつ かふと 

いふ やうな 場合 は 特別で あるが、 さう でない 場合に は、 忠實 に鹿兒 島の 言葉と か、 靑 森の 言葉と か を、 

そのまま 丸 35 しにして はならぬ。 後に 引用す る 文例、 谷 崎 氏の 「白狐の 湯」 に 出て 來 るお 小夜 やその 

かく 

母の 言葉、 「角ち やん たらよう、 返辭 いして くんろう よう！」 「な あに、 もう 居 やしね えだよ、 きっと 

狐に さら はれて しまった だ あ。」 とい ふやうな のが、 どこの 方言と いふ わけで もな く、 いはば 方言の 


標準語の やうな ものに なって ゐる。 だいたい 一般的に は、 かう いふ 程度の 方言 をつ かふ やうに なって W 

ゐ るが、 それでよ いので ある。 

. 五 三 浦製絲 工場 主 

三 浦 失敬、 (入って 來て 見廻しながら) 早速 だが、 此處へ 僕の 妻が 來 はしなかった かね。  . 

P ああ、 かと 思ったら 社長さん です か。 まあ どうぞお 上りな すって。 

S  9  こちら 

三， いえ、 さう しちや 居られません。 11 あの、 ほんと に 妻が 此方へ 來 はしませんでした 力ね。 

國分 (言 つた もの かどう かと 思 ひ 煩 ひながら) 奥さんが です か、 さう です ね。 

0  (强 く) 來 ませんで した かね。 

國分 いえ、 ええと、 もう 少し 先刻、 ちょっと おいでに なりました。 

三 浦 (急き込んで) そして どうしました。 

國分 (もうす つかり 決心して) 何だか 私の 子 を 孕んで、 あなたに 濟 まぬ とか 何とか 言って ゐ ましたが * 

は 論して かへ しました。 おとなしく 歸 つて 行きました から、 もう 彼是お 宅へ 箭 いた 時分と 思 ひます。 

三？ e いえ^し、 確に 宅へ は 屍って 來 ません。 眞 つす ぐ歸 つたなら •  ふつつかる 喾で すが、 中途で も會 ひませ 

ほか  ， — 

ん でした。 あれ はきつ と 何處か 外に ゐ るので す。 


國分 では ひょっとすると、 —— (顏を 見合 はせ る〕 

三 浦 さう です。 多分、 さ うだらう と 思 ひます。 私 も それ を 恐れて ゐ るんで す。 —— では かう しちや 居られ 

ません。 私 は 1 と 通り 採して みます。 失禮 します。 (1 しく 去らう とする) 

國分 (ちょっと 考 へて ゐ たが) 三 浦さん、 ちょっと お待ち 下さい。 

三 浦 (振 返って) 何です か。 

國分 私 あなたに 一 言い ひたい 事が あります。 かう いふ 機會を 利用す るの は、 少しく 殘 酷な 態-度の やうに 見 

えます が、 丁度 好い 折 だから I 應 お聞き取り 下さい。 

三 浦 何です か、 早く 言って 吳れ 給へ。 

國分 三 浦さん、 よくお 聞き 下さい。 若し ここで あの 關ロ ひで が、 悲慘な 結果に 陷る やうな きがあったら、 

それ は 全く あなたの 責任です よ。 あなたの やくざな 仁慈と、 わざとら しい 寛大との 罪です よ。 あなた はな 

まなか 彼女 を 救 はう として、 却って 彼女 を 苦しめた のです。 强 ひて 彼女 を 許さう として、 貸 は 却って 彼女 

を 責めて るので す。 あなた はま だ それに 氣 がっかな いのです か。 ここで も あなたの 仁慈 主義 は II 溫情主 

義は 破綻 を 起して るので す。 

三 浦 何です つて、 I 

國分 まあお 聞きなさい。 ひとり 此の 關ロ ひでの 場合ば かりではありません。 あなた はもうと うに、 我々 に 

對 する あなたの 仁惠的 態度から、 溫情 主義から 目 ざめ てゐ なければ ならなかった のです。 あなた は 我々 に G 

取って、 ほんと にお 情深い 工場 主でした。 常に 我々 に對 して、 溫情を 以て 臨んで 吳れ ました。 併し あなた M 


の その 態度に は、 丁度 慈善 を 施す 人の やうな、 恩 惠を與 ふる 人の やうな、 喜と 誇と が 含まれて ゐ ます。 ェ 

場 主の 仁慈 を 只管 有難が るの は >  封建時代からの 遺物です。 今日で は恥づ べき 奴隸 根性です。 我々 覺醒し 

た 勞働者 は、 それ を 却って 侮辱に 感じます。 我々 は 工場 主と 自分ら との 間 を、 常に 正當な 對等關 係に 置き 

たいので す。 正 當に耍 求す る もの を、 正 當に與 へて 吳れれ ば それでい いのです。 餘 計な 「お 情」 や 「御 恩. 

は^らな いのです。 關ロ ひでの 場合 を 一 例に 取って 見れば、 彼女の 治療代と 扶助料と を 正當に 出して 下さ 

れば それでよ かった のです。 小說 的な 結婚なん ぞに 依って、 「救って」 なん ぞ 頂かなくても よかつ たんで 

す。 どうです、 お 解りに なりました か。 

三 浦 (默 つて ゐる) …… 。  . 

國 eb かう 云 ふ 勿卒の 場合です から、 よくお 解りに ならなかったら、 いづれ お宅へ ぉ歸 りに なって ゆっくり 

さと 

ぉ考 へな すって 下さい。 そして あなたの 非 をお 覺り になったら、 これ は 甚だ 差 出が ましい 忠告です が、 

かに 態度なん ぞを 改めて 下さる より は、 一刻も早く 社長 をお やめに なって、 もとの 東京へ ぉ歸 りな さる 事 

をお 勸め 致します。 あなたが 此の儘 仁慈 を 施せば 施す だけ、 職工ら は 益 { 反感 を 持つ だら うと 思 ひます。 

もうた だで さへ あなた は 甘く見られて 居ります。 ですから 此の上 凌辱 を 受けない 中に、 その 「理想」 とや 

らの旗 を 捲い てお 歸ん なさい。 それが 何よりも あなたのお 爲 です。 

三 浦 (鏺 も默 つて ゐる) …… 。 

(此の 時 突然 家 を搖る 汽車の 響が して、 汽笛が けたたましく 鳴り響く) 

ふる 

三 浦 (ある 豫 感に戰 へて) おや。 …… (と 耳を欹 てる) 
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國分 (同じく) 何 だら う、 急に 汽笛なん ぞ嗚 らしゃが つて！ 

(不安なる 沈默の 中に、 雨 人 眼と 眼 を^ 合 はす。 外 を E けて ゆく 人の 足音が する) 

行人の 聲 鑠死 だ！ 鑠死 だ！ 

近所の 入 (戶 口から) 國 分さん、 又 誰か 鐵道 往生 をした やう だぜ。 (g せ 去る) 

三 浦 なに、 鑠死？ (急いで 出て 行く) 

國分 (眩く) ぢ ややつ ばり、 …… やつば り、 …… やって 了った のかな。 (行かう か 行くまい かと 煩悶す る 

體) (中 村 息せ き 切って 現れる) 

中 村 國 分さん、 大變 だ。 あすこで 社長の 奥さんが 死んだ ぜ、 あのお ひで さんが 鑠 死した ぜ。 今 踏切の 傍で 

鐵 道の 人が、 大變騷 いで ゐ るから 行って 見たら、 おめえ、 鑠 かれて るの はお ひで ちゃん ぢ やねえ か。 俺 あ 

びっくりし ちまって、 いきなり 此處 まで E けて 來 たが、 I おい 國 分さん 行って みょう。 お まへ に 急いで 

知らせに 來 たんだ。 さ、 早く 行かう。 I あ、 酒 は 此處へ 置く よ。 おめえ 行って みねえ のか。 (國 分が 默 

つ てゐ るので) ぢゃ俺 あ 一 人で 行く ぜ。 (中 村 不思議な 面 持で、 併し 足早に 返 場) 

國分 (酒 を 二三 杯續け ざまに 呷って) 俺の せゐぢ やない ぞ、 …… ほんと に 俺の せゐぢ やない ぞ。 …… みん 

な あいつ 等が 惡 いんだ、 …… あいつ 等が 苛め 殺したん だ。 …… (と 切れ切れに 眩く) 

(三 浦淳吉 再び 登場。 彼の 眼は黑 くうる みを帶 び、 顏は嚴 離なる までに 蒼白で ある) 

三 浦 (靜 かな 聲 音で) 國分 君、 おひで はとうとう 死んだ よ。 君の 言葉の 通り 悲慘 なる 最期 を 遂げた。 そして 

8 

これ は 成程、 僕の 「やくざな 溫情 主義」 の 結果 かも 知れない。 併し、 それと 同時に 君の 「反抗の ための 反抗」 W 


も、 多分に 責任 を S たなければ ならぬ 事 を、 お 互に 考 へよ うぢ やない か。 —— 兎に角 僕 は 葬式の 濟み 次第 

君の 忠告に 從 つて 東京へ 歸る。 だから 最後の まけ 惜しみ か は 知らぬ が、 I 言 君に も 反省 を 促して 置く よ。 

では 左樣 なら。 僕 はこれ から、 僕らの 禳牲に 供した あの 可哀 さうな 女の、 引きちぎられた 死 SS を 運ばな く 

ちゃなら ないから。 (靜 かに 退場) 

(國分 答 ふる 所な し。 三 浦の 足音 とぼとぼと 遠ざかり 行く) (幕) 

久米 氏の 力作で ある。 この 戲曲 は、 現代の 民衆的 事件 を 脚色した ものであるから、 いは ゆる 世話物 

であるが、 かう した 新しい 戲曲を 世話物と いふが 如き 名稱で 呼ぶ の は 何となく ふさ はしくない。 先づ 

社會 劇と でも 呼ぶべき もので あらう。 また、 この 戲曲 は、 別の 分類に 從 つてい へば、 いは ゆる 悲劇に 

屬 する。 悲劇の 大團圓 は 多く 死に 終る。 ここに あげた 文例 は、 その 死に 終った 大圑圓 である。 

この 戯曲 は 四 幕であって、 時 は 現代、 場所 は 東北 地方の 一 小都會 である。 極く ざっと 筋 を 述べる と- 

三 浦製絲 工場 (この頃の 社長 は 谆吉の 父 谆藏 五十 七歲) に 勤めて ゐた 女工の 關ロ ひで (二十 一 歲) が 

過って 工場の 機械に 觼れ、 片腕 を 傷つけ たが、 社長 は 三十 圓の 見舞 金 を 出した きりで ある。 不完全な 

治療と 身體の 衰弱の ため、 餘 病が 併發 して 苦しんで ゐ るの を、 驕ェ 長の 國分寅 治が 一時 引取って 介抱 

して ゐる。 寅 治 は 三十 三 歳で あるが まだ 獨身 である。 負傷した 女工の 見舞 金 問題 を きっかけに 全 職工 

は 賃銀 三割增 その他の 要求で 同盟罷業に 入り、 寅 治が その 首領と なる。 罷業の かたはら、 寅 治 は ひで 

の 介抱 をして ゐ たが、 或 夜發作 的に 彼女 を 犯して しま ふ。 勿論、 彼女に とって は 不可抗力な 不運で あ 
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つたので、 恩誼 は 感じて ゐ るが、 寅 治に 愛 を 感じて ゐ るので はない。 社長の 息子 淳吉 (三十 歳) は、 

大舉を 出てから すっと 東京に ゐる。 父の 經營 して ゐる 工場に ストライキが 起きた の を 知り、 急いで 歸 

鄕し、 直に 父に 代って 社長と なり、 罷業 圑の 要求 を 全部 容れ、 その上 關ロ ひでを 太 田 病院に 入院せ し 

める。 

淸敎徒 風な 若き 社長 は、 毎日 病院に ひでを 見舞に 行く。 その 中に、 「いっそ、 この 不幸な 女と 結婚 

する ことによって 救って やらう。」 と考 へて 結婚す る。 結婚 後 三 ヶ月く らゐ で、 ひで子の 腹 は 目 だつ 

て 大きい。 谆吉の 家に ゐる 二十歳になる 從 妹の とし子 (恐らく、 自分が 谆 吉の窭 となる ものと 思って 

ゐた であらう) が、 目ざとく、 ひで子の 腹 は 三 ヶ月 位ぢ やない と にらむ。 太田醫 師が來 診す る。 とし 

子が そっと 聞く。 五ケ 月と 分る。 ひで子 も 五ケ 月と 聞いて、 始めて 或 夜の 出来事 を 良人の 三湳 社長に 

打ち あけて 泣く。 三 浦 は それ を も 許す。 が、 ひで子 は 許されて そのままで ゐられ る やうな 女で はな か 

つた。 かくて、 大團圓 の 悲劇に 到達す る。 

ァ リスト ー トル もい つて ゐる やうに、 悲劇の 觀 客に 與 へる 効果 は、 「憐れみと 怖れ」 とに ある。 す 

な はち、 この場合で いへば、 三 浦 社長と ひで子と に對 する 同情と、 我々 も それと 同じ やうな 運命に 陷 

り はしまい かとい ふ 恐怖の 念と が 同時に 心中に 起る。 悲劇に よって 流される 淚は 我々 の 魂 を 底の 底 か 

ら 洗ひ淨 める。 かくて、 我々 の 思想 • 生活 は 價値 的に 高められる。 この 精神 作用 を淨化 作用と いふの 

であるが、 淨化 作用 は 悲劇が もたらす 効果で ある。 唯し かし、 悲劇 は餘 りに 絕筌 的であって はならぬ。 
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この場合 では、 ひで子 は 生命 を 絶った が、 社長 や 三 浦 工場の 前途、 または 國分 職工 長の これからの 生 

活 等に は、 何等かの 光明が 見え 出される やうな 氣 がする。 

悲劇的 作品と して、 また、 近代 思想の 表現と して、 久米 氏の この 戯曲の 如き は、 恐らく 後世に 殘る 

名篇の 一 つで あらう。 


六 白狐の 湯 

上手より 提灯 を 持った 巡査 • お 小夜 • 母親の 三人が 下りて 來る。 用心深く あたり を 見廻しながら 溫泉小 

屋の 方へ やって 來る。 

お 小夜 (橋の 上から 小屋の 方 を^て) 角ち やん、 角ち やん たらよう、 返辭 いして くんろう よう！ 

母親 な あに、 もう 居 や あしね えだ あよ、 きっと 狐に さら はれて しまった だ あ。 

巡查 (小屋 を視 き、 周り を 一と ま はり 廻って 見ながら) 何處へ 行った か、 もう 此の 近所に は 居られな いや 

うだね。 

お 小夜 (川上 を 向いて) 角ち やん 角ち やん たらよう！ 何處へ 行つ ちまつ たんだ あよう！ 

巡査 (お 小夜に) お前、 確に 此處で 狐 を 見た と 言 ふんだ ね？ 
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IT ら  おら 

お 小夜 ああ、 已ぁ 確に 見た だ あよ。 それ、 その 小屋の 窓のと ころで 角 ちゃんと 己が 中を視 いて 見る てえ と 

な、 li: つ 白な 大きな 狐が お湯に 潰 かって ゐ ただ あよ。 

巡查 ふむ (考 へる) 

母親 だからお ッか あの 言 はねえ 事ぢ やねえん だに よう。 こんなと ころに 居て はなん ねえって、 あれほどに 

ぉッか あが 言った あのに よう。 

お.^ 夜 (K: び 川上に^ かひ) 角ち やん、 I 角 ちゃんて ばよう、 II 

けへ  さよけ へ 

母親 そんなに 呼んだ つて、 もうあの 野 郞は歸 つち ゃぁ來 ねえ だ あ。 さあ、 お 小夜ば う、 もう 歸 らうよ。 (巡 

查に) 旦那、 ほんた うに まあ こんな 夜 ふけに、 濟 まねえ ことで ござえ ました。 

巡査 どう だね、 もう 少し 川上の 方を搜 してみ ようかね" 

母親 い いえ、 もう それに は 及ばね えだ あ、 あの 野郎 は 私 はとつ くに あきらめて 居ます だ あ。 

下手より 白 八の 女、 輕 快な 散歩 姿で 紳士と 腕 を 組みながら 山路 を 降って 來る。 召使の 老婆が その あとに 

つ いて 來る。 お 小夜 等のう ろうろ して ゐる樣 子 を 見ながら 行 過ぎよう とする。 

巡査 (ちょっと 躊躇した 後、 老婆に 聲を かける) もし、 もし、 

白人 等の 一 行、 橋の 上で 立ち止まる。 

おそ 

巡査 あの 失禮 です が、 あなた 方 はこん なに 晚く どちらへ おいでになり ましたね 

老婆 (面 を ふくらませながら) わたし はね、 うちのお 孃 さんが 此の 旦那と (紳士 を さす) 夕方 散步に 出て 

つたき り、 -大變 かへ りが おそい もんだ から 迎 へに 行って 來 たんです よ。 
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二人の 白 入、 うるさい 事 を 尋ねる 奴 だとい ふ 顔つきで SS いて ゐる。 

巡查 は あ、 成る 程、 11 そして どの 方面 を 散歩して 居られた のかね？ 

老婆 あんまり 月が いい もんだ から 此の 山の 上の 湖水の 廻り を步 いて ゐ たって、 さう 言って ゐ ますが ね。 全 

sa 何 だって そんな 事 を 聞 くんです よ。 

お 小夜 (岩の 上に 落ちて ゐた 絹の ハンケ チ に心附 き、 それ を 取上げて 巡査の 方へ 持って来ながら) ああ、 

ここに 角 ちゃんの ハ ンケチ が 落ちて ゐ ただ あよ。 角ち やん はな、 神 戶にゐ る 時分に 此の ハンケ チを 口  I- ザ 

さんに 貰つ たんだって さう 言って な、 肌身離さずに 持って ゐ ただ あよ。 

白人の 女 (n 1 ザと いふ 名 をき くと 同時に ふと氣 が附 いて、 ッ カツ 力と 傍へ 寄って 來て 巡査の 手に ある ハ 

ンケチ を 兌る) おお、 これ、 これ、 これ 私の ものです。 わたし 神 戸で 此の ハンカチ ー フ盜 まれました。 

(強き 語調で) 誰が これ を 持って ました か？ 

老婆 まあ、 口 ー ザさん、 ほんた うに 此の ハンケ チ だよ。 これ 御 覽 なさい、 此處に R と K とい ふ 字が ちゃん 

と 書いて ある ぢ やない か。 ケリ I さん、 記念の ハ ンケチ が 出て 來 ましたよ。 

白 入の 神士 おおさう、 わたくし 大 へん 喜びます。 (同じく 傍へ 寄って) おお、 これに 違 ひありません。 こ 

れ、 どうして 此處 にあり ました か？ わたくし 不思議に 思 ひます。 

ち f ，つ  わざ 

老婆 (S ひ あたった とい ふ顏 つき) ああ、 きっと あの 小 僭が 盜ん だんだ よ- 彼奴の 仕檠 だ。 ••：： まあ、 ほ 

ん たうに 薄ッ氣 味の 惡ぃ、 厭な 小僧 だったら あり やしない。 (巡査に 向かって) あなた 方 は、 あの 此の頃 

此の 近所 を うろついて ゐる 薄馬鹿の やうな 小 僭が ゐ るの を 知りません かね？ もと 神戶の 洋服 匿に 奉公 を- 
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して ゐた、 II 

巡査 ええ 知って ゐ ます。 あれ は 狐 憑で ね、 毎晚 此の 小屋の 近所 を うろついて ゐ たんです。 

老婆 ああ、 彼^です よ。 毎晚 毎晚、 うちのお 孃 さんが 此處 のお 湯へ 這 入りに 來 るの を 知って 居て ね。 昨夜 

も 此の 近所 をう ろうろ して、 跡 を 追 ひかけ て來 たと か 言って、 もうお 孃 さん は 氣味惡 がって ゐ たんです よ。 

巡査 それで 今夜 も 此のお 湯へ お 這 入りに なつたん です か？ 

老婆 いいえ、 昨夜で 懲り懲りし ちまった つて、 今夜 は 這 入りませんで したよ。 それにもう、 病氣の 方も大 

分よ くな つて 來ま したので、 明日 は 神 戶へ歸 ると いふので ね、 此の 旦那が 迎へ かたがた 遊びに いらし つた 

んで すよ。 

巡査 ああ、 さう です か、 それでよ く 分りました。 では 此の ハ ンケチ は そちらへ お返し 申します。 

白人の 女 (橫 柄に 默 つて 受取り、 紳士 を 見ながら) レツ ト、 ァス、 ゴゥ、 II  (巡査に) 左樣 なら。 

巡査 左樣 なら、 失禮 しました。 

かみて 

白人の 女、 再び 紳士と 腕 を 組みつつ、 老婆 を 連れて 上手の 山路へ 去る。 三人 ぼんやりして 後 を 見送って 

ゐる。 短き 間。 やがて、 遠くの 川上の 方に I 點の灯 かげが 見え、 徵 かに 叫ぶ 人 翳が 聞え る。. 

人聲 おうい、 みんな 此方へ 來 いよう！ 角 ちゃんが 死んで ゐる だよう。 

お 小夜 え！ 角 ちゃんが 死んで ゐる I 

言 ひながら 夢中で 川の 中へ 飛 降り、 川上の 方へ 走って 行く。 巡査と 母親 績く。 

人聲 (灯 かげと 共に やや 近くな り、 ハツ キリ H える〕 おうい！ 早く 來 いよう！ 角 ちゃんが 死んで ゐる 


ち ご ふち 

だよう！ 稚兒が 淵に 死體が 浮かんで ゐる だよう！ 

三人の 姿が 川上の 方へ 次 SS に 消えて 行く。  I 幕 —— (谷 崎 潤 I 郞氏 狐の 湯」〕 

びゃっこ ゆ 

谷 崎 氏の 頭の 中に 醱酵 された、 ゆたかな 甘美な、 怪しい 夢が 脚色され た 戯曲 「s 狐の 湯」 の 一 節で 

ある。 ちょっとお 伽 劇の やうな ところ も あるが、 美しく 面白く、 氣 味が 惡く、 觀客 はすべ て 狐に 化か 

された やうな 氣持 になりながら も、 人生に ついて いろいろ 考 へさせられる 不思議な 魔力 を 持つ 戲 曲で 

ある。 一幕物で、 「所」 は 或 山奥の 溪 流の ほとり、 そこに 昔から 月の 夜になる と 白狐が 浴 するとい ふ 

「白狐の 湯」 の 小屋が あり、 その 白狐の 浴す ると ころ を 見る と、 誰でも 狐 憑になる と 信ぜられて ゐ た。 

さ よ 

この 白狐の 湯から 半里 ほど はなれた 山村に、 老母と お 小夜と が 住んで ゐる。 この 老母の 姉の 子、 すな 

はちお 小夜の 從 兄に 角太郞 とい ふ 十八 九 歳の 青年が ある。 彼の 母 も 兄 も 姉 も 皆 狐 憑に なって 死に、 一 

家が 絶えて 角太郞 一 人と なった。 角太郞 はやが て 神 戶の中 村と いふ 洋服 店に 奉行に 行った。 そして、 

近所に U1- ザと いふ 若い 西洋 婦人が 他の 二三の 若い 西洋 婦人と 共に、 立派な 洋館に 住んで ゐて、 よく 

洋服 を 注文した。 角 太郞は そのたび に 注文品 を 持って行き、 n 1 ザさん に 可愛がられて チヨ コレ ー ト 

を 貰ったり、 或は ハンケ チに角 太郞の K と ロー ザの R と を 書いた の を 貰ったり した ことがあった。 口 

1 ザの 家 は 不思議な 家で、 晝間は ひっそりして ゐ るが、 夜になる と 男の 西洋人 だの 水兵 だのが よく 出 

入した。 nl ザ 達 は、 きれいに 化粧して その 男の人 達を迎 へて ゐ るので あった。 その 中に、 角 太郞は 


少しから だの 工合が 惡 くて 鄕 里に 歸り、 お 小夜の 家すな はち 叔母のと ころへ 厄介に なって ゐ たが、 叔 

母が 意地 惡く當 るので、 いつも ふらふらと 山 を 歩いて ゐた。 そして、 この 五六 日 は 夜も歸 つて 來 なか 

つた。 老母 は、 やつば り 狐 憑に なった と 信じて ゐる。 ちゃう ど その 頃、 この 溪 流の 岸に、 ザの 別 

莊が あり、 彼女 は 腕 や 脚 や 肩の あたりに、 人に 見せたくない ルビ ー 色のお できが 出来て、 湯治 かたが 

た そこへ 滯 在して ゐる。 そして、 眞 夜中に なると、 こっそりと、 例の 白狐の 湯に 入浴に 來る。 それ を 

角 太郞が 見つけて、 なつかし がって、 あと をつ けたが、 つい 話す 機會 もなかった。 ところが、 今夜 は 

うまく 白狐の 湯の 側で u 1 ザさん に會 つて、 いろいろと 話す 機會を 得て 喜び、 祌戶で 貰った ハンケ チ 

まで 見せたり する。 C11 ザさん は、 今晚 國へ歸 るから 一 所に 角 太郞を 連れて行か うとい ふ。 國 はフラ 

ン ス の 巴 里で 巴 里 はこ の 川上 を どこまでも どこまでも 上って 行けば い い の だとい つて 連れて行く。 し 

かし、 ちゃう ど 其の 時刻に は、 &1 ザさん はケリ ー 氏 (これ も R と K) と共に 湖水の あたり を 散歩し 

て 月を稱 して ゐ たので ある。 だから、 角 太 郞が會 つた 口- 1 ザ は 白狐に 相違ない ので ある。 かくて、 角 

太郞 は、 狐 憑が 必す 死ぬ とい はれて ゐる 稚兒が 淵に 死體 となって 浮かんだ ので ある。 

リア リス テツ ク でない こと はいふまで もない。 第 一 、 人間が 狐に 化かされる などと いふ ことが 旣に 

現代人の 理性に 反する。 それに、 巴 里の 口 ー ザさん が、 「レット、 ァス、 ゴゥ」 などと いふの はま だ 

よいと しても、 nl ザさん が、 ちゃう ど 角 太 郞の鄕 里へ 來てゐ ると いふの も餘 りに 偶然 過ぎる。 しか 

し、 大部分の 觀客 はすつ かり 化かされて、 すべて 眞實 だと 思 ひ 込んで ゐる。 「そんな 馬鹿な ことがあ 
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る もの か。」 とい ふやうな 劇評 家 的 態度で 見て ゐ るの は 極く 少數 である。 多くの 人が 歌舞伎 を 好む の W 

も、 やつば りさう で、 歌舞伎に は、 夢幻の 世界、 ありさう もない 場面が かなり 多い が、 觀容 は、 それ 

を 嘘 だと も 不自然 だと も 思 はないで 醉 はされ てし まふ。 シェ タス ピャの 劇に だって、 よく 幽靈が 出て 

來 たりす るが、 餘程 自然 科學に 凝り かたまった 人で でもない 限り、 それ を 不自然 だと も噓 だと も 思 は 

ない ので ある。 だから、 戯曲 は リア リス テツ ク でなければ ならぬ とば かり はい へ ぬ。 そこに、 今後の 

斩 しい 戯曲の 工夫の 餘 地が 存 する ので は あるまい か。 


七 野 島 先生の 夢 

(野 島 先生の 霄齋。 簡單な 西洋 間 o 先生 何 か 書いて ゐる。 書き 損 ひ 計りして ゐる。 正面に 入口が あって 

その 左手に 黑 板が ある。 右手に 本棚が ある。 黑 板に は 十一月 二十日 迄、 脚本 一 つ、 同 三十日 迄、 小說 1 

つ、 十二月 五日 迄、 日記 十 枚、 同 十日 迄、 脚本 I つ。 あと はお 斷り とかいて ある。 一 人の 男 登場) 

男 先生！ 

先生 (筆 をお き、 ふり かへ り) なんです。 

0 1 つ 私の 方の 新年 號に 小說を かいて 下さいません か。 


先生 駄目です よ。 あれ を 御覽な ざい。 今日はもう 十五 日な のに、 まだ 何にも かけない のです からね。 やり 

切れません よ。 

男 そんな こと を おっしゃらないで、 どうぞお 願 ひしたい のです。 私の 方の 豫定が 御座いまして、 是非 先生 

にかいて 戴かない と 困る のです。 

先生 それ は 君の 方 もお 困り かも 知れません がね、 僕の 方 はな ほ 困ります よ。 I たいどう もこの 頃 は 維 誌が 

多すぎ ますね。 君達の いふ こと を J 々聞いて ゐた 日に は どんな 天才 だってく たばって しま ひます ね。 天才 

を 殺す もの は雜誌 記者です ね。 寶は 今、 私 は そのこと で 腹 を 立てて ゐ たのです よ。 

男 困り ましたな、 どうも。 私 を 助ける と 思って 是非 書いて 下さい。 

先生 駄目です よ。 

男 なんなら 二三 枚の もので も 結構です C 

先生 それ も 駄目です よ。 

男 折角 ここまで 來 たのです から。 

先生 それ は 君の 勝手 ぢ やありません か。 

男 どうも 困り ましたな。 

先生 僕の 方 だって 實は 引受けす ぎて 困って ゐ るので すよ。 この 上 引受けた 日に は 生命が ありません からね。 

毎月 二つ も 一 二つ も 書かされたら、 事 贊、 作者が 參 つてし まひます よ。 今の 日本に いい 奴の 出な いのも その 

罪の 半分 は雜誌 記者の 罪です ね。 勿論、 引受けろ 方 もよ くありません がね。 つい 日本 入に はなんでも いさ ^ 


ぎょく 引受けたがる 質が ある やうです からね。 引受けた あとで はいつ も、 引受けなければ よかった と 思 は お 

ない ことはありません よ。 このまま ぢゃ、 お 互に 考へ ものです ね。 あなた 達の 方 だって、 いい もの を かい 2 

て もら はなければ 損で せう。 讀者 だって I 夜づ くりの 作ば かり 續 まされち や 可哀 さう です よ。 それから 同 

じ 人間が あっち こっちに 顏を 出す のも而 白くありません ね。 一つ 雜誌 仲間で 相談して、 I 人の 人に は 一 月 

に 1 つ 以上た のまない ことにしたら どうです。 さもなければ 作者 を 一 手で 買 ひしめ るので すな。 今の 作者 

は 少し 金 を餘計 出せば 雑誌 記者の いふ こと はよ く簡 きます からね。 さう したら 日本の 文壇の 爲 にきつ とい 

いでせ う。 少し 位： g 計 出した つて 維 誌の 爲 にも 却ってい いでせ う。 今の や うぢ や、 お 互に 面白く ありませ 

んな。 

男 御尤もです。 それなら 今の 御意^ を 御 感想と して 私の 雜 誌に 出しても よろしう 御座いま すか。 

先生 それ は 困ります ね。 今の は雜談 です。 別に 面白い 考 でもありません からね。 しかし、 私 も 作家の I 人 

として、 作家の 未來を 尊敬す る やうに 注意して もら ひたい ものです ね。 何 か 原稿が 出来た 時、 それ を ある 

人の 手に ゆだねる。 その 人が いろいろの 人の 原稿 を 一 手に あつめて、 それ を あなた 方の 椠 つて ゐる 處で朗 

讀 する。 そして それ を その 場で せり寶 りする。 そして 手 數料を その 內 から 五分な り 七 分な りと る。 さう い 

ふ 商人が あったらお 互に 便利です ね。 霄く方 も 何も 無理せ ずに かけます からね。 そして あなた 方 も 自分の 

雜 誌に 丁度 向く の を 買 ふこと が出來 ますから ね。 今の やうに、 出來 不出来に かか はらず、 一 枚い くらと き 

まって ゐ るより その 方が 正當 でせ う。 

男 それ は 結構な 御考 です ね。 


先生 しかし そんな 商 賢 入が あったら、 私なん か眞 先に 不倫 快 を 感じる かも 知れません がね。 今の ままで は 

作家が 可哀 さう です よ。 あなた 方の 方で はいら なくなれば すてれば いいで せう がね。 • 

男 それで はどうしても かいて 戴けない のです か。 

先生 ええ- とても かけません からね、 折角です が。 

男 それなら 失蹬 します、 さよなら。 

先生 さよなら。  (武者 小路 實篤氏 「野 島 先生の 夢」) 

この 次に 靑 年の 一 が 登場して 金が 五圓 ほど 欲しい とい ふ。 野 島 先生 は、 細君が ゐ ないでの 金が無い 

から、 本で も 持って行って 賣れ といって 本 を 吳れて かへ す。 ついで 靑 年の 二が 登場して、 幾日も 御釵 

を 食 はない とい ふので、 御釵を 食べさせて かへ す。 こんど は靑 年の 三が 登場して、 病 氣の話 や 少女の 

話 や 脚本の 話な ど をして、 近所で 友達と 劇の 稽古 をして ゐ るが、 是非 先生に 見て 頂きたい から 連れて 

來る といって 歸 つて 行く。 少女が 登場す る。 それ は 青年 三の 慕って ゐる 少女で、 野 島 先生の 姪に 當る 

娘。 やがて 青年 三が、 青年 二人と 女舉 生の やうな 女 二人 を 連れて 來 るが、 さっきの 少女が ゐ るので 困 

つて ゐる。 それ は、 劇の 稽古と いふの は、 靑年 三が つくった 戯曲で、 その 少女 を モデルに して 自分と 

會 ふところ などが あるから である。 野 島 先生 は、 どうしても やれやれと いふので、 仕方なく 劇の 稽古 

をす る i といった やうな 場面で ある。 劇的 要素が 全然 無い わけで もない が、 とても 舞臺 にか けられ 

る もので はない。 勿論 作者 も 演劇 を豫 想して ゐ るので はない。 いは ゆる closet  drama として、 讀む 
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戯曲な ので ある。 そして、 讀む戲 曲と して は、 野 島 先生の 文士 的 生活が 面白く 描 がれて ゐ るので、 ち 

よつ と漱 石の 「猫」 でも 讀ん でゐる やうな 氣の する 作品で ある。. 「猫」 といへば、 この 戲 曲の 中に、 

で^そこな 

野 島 先生に 來たハ ガキに 「はげの、 出來損 ひの、 くたばり 損 ひの、 へぼ 文士の、 おたん ちん ぼらお ろ 

がす。 創作なん かやめ て、 死ん ぢ まへ」 などと いふの があって、 先生 苦笑して ゐる。 

. この 文例 は、 讀む戲 曲の 一 例と して 引用した ので あるが、 ここで 喜劇に ついて 一言 して 置きたい。 

この 戲曲 は、 ある 意味に 於て 喜劇で ある。 喜劇 は 大團圓 が幸驕 または 笑に 終る 戯曲で ある。 この 戲曲 

では、 靑年 三の つくった 戯曲 中で 少女と 作者と が會 ふので あるが、 その 稽古 を 見て ゐた 少女 は、 それ 

が 自分 を モデルに したの だと 知る や 怒って、 「もうよ して 頂戴、 もうよ して 頂戴。 妾 はだ まされ ま 4! 

みんな  h たし 

んゎ。 あなた 達 は 皆ぐ るに なって 妾 を 馬鹿にして いらっしゃる のです。」 とい ふ。 その 次 は 左の やう 

になって 慕と なる。 

靑年三 そんな、 そんな ことはありません。 ぼ、 ぼ、 僕 はお 孃樣が ここにい らっしゃ ると は 思はなかった の 

です。 許して 下さい、 許して 下さい。 ぼ、 僕が わるかった のです。 先生、 許して 下さい。 許して 下さい。 

僕 は、 もうな が 生き はしません。 許して 下さい、 許しで 下さい。 すみません. すみません。 僕 は 一生のお 

願 を 先生に だけお 知らせし たいと 思った のです。 せ、 せ、 先生お 一 人 だけに、 そして 一 生に 一 度で よろし 

いから 心からの 喜と 感謝 を 味って 死にたい と 思った のです。 一 人で 寢てゐ ると あまり^し いので、 望んで 

はならない こと を 望んだ のです。 許して 下さい、 許して 下さい。 
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少女 望んで はならない ことと は 思 ひません わ。 です が、 こんな 芝居して まで。 

靑年三 ゆ、 許して 下さい、 許して 下さい。 

先生 許して おあげ。 そ I て ！度 だけ 病氣 見舞に ゆく こと を 承知して おあげ。 

少女 お 叔母 さま は 一所に 來て 下さいます か。 

妻 ええ、 I 所に ゆき ませう。 

少女 それなら、 I 度 か、 二度 あがります。 

^年 三 それ は本當 です か、 本當 です か。 先生、 ぼ、 僕 は 死んでも よろしい、 死んでも よろしい。 (跪〃 て 

泣 出す) 

靑年 三の 友達 皆 莴歲、 蓠歳、 女王 蓠歳。 

(芳 子、 樊 により そふ。 女中、 水菓子 を 持って 來、 入口に 立ち 止る) 

— 幕 


笑が 人生に とって 必要で ある こと はいふまで もない。 隨 つて、 喜劇で も 笑劇で も、 それ は 決して 低 

級な もので はない 喾 である。 晋我廼 家 五 郞氏は 自ら 脚本 を 書き 自ら 演 する。 そして、 それ は栢當 立派 

な藝 術と して 稱讃 されて ゐる。 が、 まだ 日本に は、 本當に 眞劍な 立派な 喜劇 作者が あら はれて ゐ ない- 

隨 つて 眞の 喜劇 研究 は 今日 以後の ことに 隠す る。 
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第 六 章 隨筆的 文章 


ここに、 隨筆 的文窣 とい ふの は、 自然、 人事、 古今、 東西、 あらゆる 現象 あらゆる 問題に 對 して、 

折に ふれ 事に 感じて 筆 を 執り、 輕ぃ氣 持で、 四角張ら すに、 氣 取らす に、 いはば さらさらと 書 流した 

といった 趣の ある 文窣 のこと である。 

しかし、 £ 來 上った ところ を 見る と、 如何にも 無造作に 何でもなく すらすらと 面白く 書いて ゐるゃ 

うで ゐて、 その 文字の 裏に は 美しい 詩 も あり、 鋭い 皮肉 も あり、 輕ぃ ユウ モア も あり、 また、 正面 か 

ら人を 篤って ゐ るかと 思へば、 あちら を 向いて にゃにゃ 笑って ゐる、 といった やうな 趣の あるの が、 

いは ゆる 隨 筆の 眞の娄 である。 自 照文學 などと 呼ばれて ゐ るの も その 理由からで、 時には 本格的の 論 

說文 などより は 更に 更に 力強く 人に 迫って 來る ところが ある。 論說文 は、 いはば モ ー 一一 ング娄 で、 講 

堂の やうな ところで、 訓話 をしたり 講義 をしたり する やうな ものであるが、 隨筆は 浴衣 がげ で、 ちょ 

つと 一杯 やりながら、 ぼつり ぼつり と 世間話 を するとい つた 風な 趣が ある。 そこに 却って 鹿爪らしい 

訓話 や 講義 以上の ものが あつ たり、 本 當に人 を 動かす 力が あつ たりす る。 
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我が 國の隨 筆に は、 古く は 淸少納 言の 「枕 草子」 から 兼 好の 「徒然 草」、 さて は、 德川 時代の 歌人 

や 俳人 または 國學者 ゃ漢舉 者な どの ものした 無數の 書物が あり、 明治 以後に は 新しい スタイルの 隨筆 

文舉 がかな り 多く あら はれて ゐる。 さう して、 それ は 決してい は ゆる 文士 だけの 占有 物 だけで はなく 

して、 擧 者に 政治家に 官吏に 軍人に 實業 家に、 あらゆる 範圍に 亙って 多種多様の 人々 が 筆 を ふるって 

ゐる。 

が、 本當 にす ぐれた 隨筆 家と いふ やうな もの は、 淸少納 言 や 兼 好 以來、 ちょっと 跡切れて ゐる やう 

である。 たと へば、 現代の 日本に は、 淸少ゃ 兼 好、 または イギリスの チヤ ー ルズ • ラムと いった やう 

な、 すぐれた エツ セ スト は 遺憾ながら、 ちょっと 見當ら ないやう である。 隨筆 は、 まづ 英語の エツ セ 

ィ (essay) に相當 する もので あらう。 ラムの Essay  of  Elia の 如き は、 まさに 天下の 逸品で、 たと 

へば、 その 中の 一 篇に 次の やうな のがる る。 題 は r 讀書偶 筆」 とで もい ふべき もの。 

私に は、 これと いって 別に 嫌 ひな 書物が ある わけで はない。 シ ャフッ ベリの 書いた ものが 上品 過ぎて 恐れ 

入る とも 思 はない し、 ワイルドの ものが 下品 過ぎて 讀 むに 堪 へない とも 思って ゐ ない。 だから、 私 は 凡そ 自 

分が 書物 だと 信ずる もので あれば、 どんな もので も 手當り 次第に 讀む。 ところが、 世の中に は、 書物の 形 を 

して ゐ ながら、 どうしても 書物 だと 思 はれない ものが ある。 その 「w 物で ない 霤物」 とい ふ 奴 を數へ あげて 

みると、 先づ あの 宮廷 年鑑、 住所 姓名 錄、 手帖 兼用の 紙 入、 とぢて 背文字の ある 雙 六の 盤、 科學 的の 論文、 I. 

曆、 法令 全書、 それから ヒ ユウ ム だの ギボン だの & バァ トスン、 ビィ ティ、 ソォ ムジェ = ンズ などの 書いた が 


もの、 また、 「や あ * これ は 便利 だ」 などと 銘 のうって ある 一 切の 書物、 それに、 フレイ ビアン ズゃ ジョセ お 

プア ス (あの 博舉 な^ 太 入) の 書いた 歷史、 べィ レエの 窨 いた 倫理 學 I まあ、 ざっと かう いった 種類の も 

ので ある。 私 はそんな もの を 除けば、 どんな 本で も讀 むこと が 出来る。 私 は、 かくまで 寛容に、 かくまで 廣 

い 趣味 を もって 生まれた ことに 對 して、 いつも 自分の 星 廻りに 感謝して ゐ るので ある。 

かうな つて 來 ると、 科舉 者の 書いた 本 や、 ヒュウ ムゃ ギボンな どと いふ 人の 書いた 書物まで が、 住 

所 姓名 錄ゃ 手帖 兼用の 紙 入な どと 一 しょくた に、 書物と いふ 概念から 除外され てし まふ。 しかも、 そ 

れは、 寬容 にして 趣味の 廣ぃ讀 書家の ラムが いふの だから、 恐らく まちが ひ はなから う。 これに 對し 

て、 科學 者ゃヒ ユウ ムゃ ギボンが むきになっても はじまらぬ 話で ある。 まづ、 隨 筆と いふの は、 かう 

あ じろ 

した 趣の ある 文章の ことで ある。 淸少納 言が、 「すさまじ きもの」 として 「晝ほ ゆる 犬、 春の 網 代， 

ち U  うぶや 

三 四月の 紅梅の きぬ、 嬰兒の なくなり たる 產屋、 火お こさぬ 火桶、 すび つ、 牛に くみた る 牛 飼， 博士 

によし  かたお W へ 

のうちつ づき 女子う ませた る、 方 違に ゆきた るに あるじせ ぬ 所。」 など を あげたの や、 兼 好が、 一よ ろ 

づ にいみ じくと も、 色 好 まざらむ をの こ はいと さ ざう しく、 玉の さか づき 底な き 心地 ぞ すべき。」 な 

どと いって ゐ るの も、 まさに 隨筆的 文章の 或 斷面を 見せて ゐる といへ るで あらう。 だから、 隨筆 は、 

いはば 或 角度から 見た 文明 批評で あり 人生 批評で ある。 時には、 或觀點 から 試みられた 敘景 であり 抒 

情で も ある。 文明 批評 • 人生 批評と いふ 方面から は 小論 文と もい へる であらう し、 敍景 • 抒情と いふ 


方面から は 小品 文と もい へ ると 思 ふ。 

そこで、 隨筆 的文耷 の 要點を あげてみ ると、 およそ 左の 如くなる であらう。 

第一、 一 篇の 文章 は、 餘り 長くなら ない 方が よい。 せいぜい、 長くても 十 頁まで くら ゐ、 極く 手頃 

は 一 一三 頁から 四 五 頁までと い つたと； J ろ。 

第二、 自分 だけで 風流が つたり、 知った か 振ったり、 氣 取ったり する の は、 最も 排斥す べきで、 厭 

味 や あくや 毒氣 がな く、 すっきりして ゐて、 中身が 一 ぼい につまって ゐ るの がいい。 

第三、 讀んで 肩の こらない、 輕 妙な すらりと した、 そして ほほ ゑ まし い ユウ モア 入りの ス タイレの 

中に、 限りなく 深い 人間味の 泉が 湛 へられて ゐる、 とい ふやうな のでなければ ならぬ。 

以下、 現代の 隨筆 中から 具體 的の 文例 を あげて、 それによ つて 具體 的に 手法 を 擧んで 行く ことと す 

る o 


一 利口で あれ 

實錄 文學ゃ 報告 小說 など、 すべて 事 K に 基づいた 作品 は、 如何にも 現寶 的な、 至極 手堅い 感じが あって、 

18 んで 面白い ものに 違 ひない が、 しかし 結局 は、 十分に 成長し 得ない 文學 ではない のか。 報告す るに 足る 事 が 


件と いふ もの は、 さう ザラに 起る ものである まいし、 小說の 材料に する の だからといって、 事實の 詮索に S か 

身 を やつして ゐ たら、 切りが あるまい。 作家た ろ もの、 年に せいぜい 二つ か 三つし か 書け ない、 とい ふ 事に 

なる にき まって ゐる。 

その 二つ か 三つの 作品で、 生活が 保證 される とい ふなら、 われ また 何 を かいはん やで ある。 だが、 世間で 

は、 ^實を 調べる ために 費した 時 問 や 勞カは 算盤に 入れない のが 普通で ある。 面白く さへ あれば、 それでい 

い。 だから、 噓八 百の 小說、 大衆 小説の 方が、 矢張り 高い 貨幣 慣値を 持って ゐる譯 で、 早い話が、 大怫 次郞 

の 「犬 楠 公」 なと も、 單に顼 の 中で 揑ね 上げられた に過ぎない 人物、 S?: 像 上の 山伏から 始 つて ゐる。 

称： 像 や {ゃ： 想に は、 資本が いらない。 考 へて みると、 この 方が、 どうも 結局 利口な やうで ある。 

(東京 日日 新 S 「蝸牛の 視角」 より) 

小さな 論說 文すな はち 小論 文で あるが、 氣 取らす に、 すらりと した スタイル、 「その 二つ か 三つの 

作品で、 生活が 保證 される とい ふなら、 われ また 何 を かいはん やで ある。」 とか、 「考 へて みると、 こ 

の 方が、 どうも 結局 利口な やうで ある。」 などと、 輕ぃ 皮肉 をい つたり して ゐる ところな どが、 いは 

ゆる 隨 筆の 特徵 である。 そして、 內容 は、 かなり ぎっしりと 詰って ゐる。 これ だけの 內容を 本格的に 

杯 をつ けて 論 するとな ると、 少く とも 此の 十倍 や 二十 倍の 綵面を 要する であらう が、 それで ゐて、 

得る ところ、 考 へさせられる ところ は、 結局 どうも 此の 隨筆 以外に さう もない となると、 隨 筆の 原 

稿 科と いふ もの は ゥンと 高く 支拂 つて K はない と、 全く わりの わるい ことになる。 少 くても 結構 だと 


いふなら、 「われ また 何 を かいはん や」 である。 死んだ 芥川龍之介が、 隨筆 「大骓 の畫」 の 中で 「藝 

術 品の 價値も 小切手 や 紙幣に 換 箅出來 ると 考へ るの は、 度し難い 俗物ば かりで ある。」 などと いった 

|| 口 葉 も 思 ひ ffi される。 

0. 歷 史小說 ■  ； , 

：史 小設 とい ふ 以上、 I 時代の 風俗な り 人情な りに、 多少 忠實 でない もの はない。 しかし Ig. 代の 特色の 

み を、 —— 殊に 道德 上の 特色の み を 主題と した もの も あるべき である。 たと へば 日本の 王朝 時代 は 男女 關係 

の考へ 方で も、 现 代の それと は 大分 違 ふ。 其處を 宛然 作者 自身 も、 和 泉 式部の 友 だち だった やうに、 虚心 平 

氣に書 上げる ので ある。 この種の 歷史 小説 は、 その 現代との 對 照の 間に、 自然 或晴示 を與へ 易い。 メ リイの 

ィサべ ラ もこれ である。 フラン スのビ ラト もこれ である。 

しかし 日本の 歷史 小說に は、 未だ この種の 作品 を 見ない。 日本の は 大抵 古人の 心に 今日の 心と 共通す る、 

いは^  t ュ マ. ンな 閃き を捉 へた、 手っ取り早い 作品ば かりで ある。 誰か 年少の 天才の 中に、 上記の 新機軸 を 

出す もの はゐ ないか？ (芥川龍之介 「澄 江堂雜 記」) 

8 

いはば 浴衣が けで、 涼み 臺に でも 腰 を かけて、 文 舉靑年 を 相手に、 筌 の 星 を 仰ぎながら、 物語って 


ゐる やうな 感じの する 隨筆 である。 夕 額の 花が ほの 白く 闇の 中に 浮いて ゐる かも 知れない。 ^に 皮肉 

もなければ ユウ モア もない。 眞 正面から 生眞 面目に 說 いて ゐ るので あるが、 そして 隨筆 として は 少し 

固す ぎる のか も 知れない が、 前に あげた 「利口で あれ」 と鑌 けて 讀んで 貰 ふと、 そこに 何等かの 暗示 

を 得る であらう と 思って 引用した ので ある。 


一一 一 三毛ち やん 

ひとな つ  たち 

H へ は 初めて 避：^ に來 たので ある。 此の 村の 入 は fj じて 人狎っ こい 質で ある 事 は、 その後 知る やうに なつ 

たけれ ど、 それが 着いた 日に 分る 喾 はない。 親戚から 預 つて I 所に 速れ て 來た和 雄の 方 は 此處の 家へ も 二度 

やしろ もり 

目な ので、 宿のお 内儀さん が チヤ ホヤして 下座 敷へ 速れ て 行った。 だが 私の 方 は 梅 も 山 も 社 も 杜も何 を 見て 

も 親しみ も 馴染 もない 赤の他人 だから、 この 炎天に 遊びに 出て 行く 勇氣も 出ない。 

♦ ぶっか 

コ ンクリ ー トの+ 手に 打 突る 土用波の 音 を H きながら、 グッ タリして 二階の 窓に 倚り かかって ゐ ると、 其 

處へ這 入って 第 I に 言葉， を かけた の は 三毛の 仔であった。 

「お前 は此 所の 娘 かえ」 

私 は 彼女 を 抱 上げる I に ちょっと 腹の 處を 見てから かう 訊いた。 すると 彼女 は、 
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：ーャ 1 ン」 

と 口元に 得 も 言 はれぬ 嬌態 をして、 早速 喂をゴ 口/ \嗚 らした。 

私が 此 所へ 來 たの は、 表面 避暑な どと 貴族的な 名 辭を借 W した ものの、 實は 腺病質の 子供の 守役と もう I 

つの 目的 は 或 文豪 を硏究 した 論文 を 書 上げる 爲 だった。 ところが、 その 文豪の 著 雷の 中に ムシ ゥ • ボンナ ー 

ルと 呼ぶ 矢張り 私の やうな 镯 身 者 ，！ 貧富の 隔絕は あるが —— の學者 が 暖爐の 前で 猫と 話す 條が ある。 私 は 

不阖 そのこと を 思 ひ 出して、 これ も 何 かの 緣 であらう と 思って、 わざわざ^ 京から 持って行った 明治 g の 砂 

糖菓 子 を やった が、 彼女 は羞 みやと 鬼え て、 ちょっと 見た ばかりで 食べよう としない。 それで は： g り 愛 S が 

ちゃうけ 

ない と 思った から、 ちゃう ど 宿から 茶受に 貰った 饅^の 澤山 ® つて ゐ たの を、 こんな もので はどう かと 氣遣 

ゥな  くよ 

ひながら 前に 置く と、 彼女 は その 無禮を たしなめる やうに 呻りながら それ を 啣 へて 何處か へ 行って しまった。 

併し 田舍の 餞顇を やった 私の 心 は 決して 彼女 を 侮蔑す る考 ではなかった の だ。 彼女 もさう 思 ひ 返した と 見 

えて、 間もなく 又 K 敷へ 這 入って 來て、 彼女の 所有す る總ぺ ての 愛 を 私に 腱ぐ かと 思 ふやう に 咽 を 鳴らし、 

時々 愛らしく 小さな K で^いて、 頭から 背の 部分 を 私の 毛脛へ i りつけ た。 

そ こ で 私 も 今度 は 安心 して 前の 饅頭 を 有る だけ 馳走した 。 

1 時間と たたぬ 間に、 二人 は 久しい 間の 戀 入の やうに 親密な 間柄と なった。 

三日た ち 五 ni たつ 間に、 同じ 宿に ゐる 東京の 人々 と 大分 懇意に なり、 打 連れて 濱へ 行く やら 山へ 行く やら 

したが、 三毛 ちゃんとの 情交 は 毫 も變ら なかった。 彼女 は 朝夕 私の 膝へ 乘 つて 私の やる もの を 喰べ た。 

o 

新當^ から 來てゐ たき I ちゃんと も 私 は 非^に 仲よ くした。 き-ちゃんの 兄さん も 忽ち 仲よ しの 1 人と な W 


つた。 き 1 ちゃん は 時々 雨で も 降る と SSJ とい ふ もの を SS: する 無 邪氣な 娘だった。 彼女 は 毎日 私の 部屋へ ハ 

來て 安槊 椅子に 腰掛けて 私の n! 毛ち やん を 抱かぬ 日はなかった。 そして^々 「可愛い 子」 とか 「好い子ち や 

ん」 とかいって 猫の 冷たい 鼻 を 自分の 顏へ當 てて 頰ずり をした。 どちらも 同 じくら ゐ無 邪氣で 同じく らゐ可 

愛らしかった が、 二 入 は 時々 衝突した。 三毛ち やん は 矢張り 髯 もじ やの 私の 方 を 好いて ゐる やうだった。 異 

性と いふ もの は 妙な もの だ、 と 私 は 鏡に 映る in! 分の 顔と 新 富 町の き ー ちゃんの 顔と を 比較して、 考へ たこと 

が 幾度 もあった。 (生 方 敏郞氏 【虐げられた 笑」) 

避暑地の 徒然と 宿の 仔猫と 長唄 を 復習 するとい ふ 東京の 娘、 すっきりした スタイルの 中に、 ほほ ゑ 

ましい ユウ モアの 枭が湛 へられて ゐる。 小說の 形式で 行って 隨筆 文で ある。 生 方 氏の 或 頃の 作品に は、 

かう した ユウ モア だの、 また # を さす やうな 諷刺 だのに 滿 ちて ゐて、 人 はどう か 知らぬ が 自分に は最 

も 好きな 作家の 一 人で あつたが、 近頃、 氏が その 本領と すると ころから 遠ざかって ゐる やうで、 自分 

に は 淋しく 感ぜられて ならぬ。 生 方 氏に いはせ ると、 あんなの は 自分の 本領 ぢ やなかった の だ、 とい 

はれる かも 知れない が、 よし どちらで あらう とも、 生 方 氏の 或 頃の やうな 行き方の 文舉 が、 日本に も 

存在して いい、 そして それ を 成長 させて 欲しい と S3 ふ。 


四 不戰條 約 劇 

入物 博徒の 大 親分 A、  B>  c、  D、  E、  K 其の 他 「列び 博徒」 多勢。 

時代 封建時代。 

場所 上 州國定 村。 

A さて 皆の 衆！ おら 達の 仲間が 寄る と觸 ると 蘄合ゃ 喧嘩 をす るの は、 誰が やられた にしろ、 つまり はお 

ら 達の 仲間の 損 だ。 今 は 堅氣な 百姓 や 職人 共が おら 達の 仲間 を 目の敵に して ゐる 時節 だ。 仲間 喧 華の 時ぢ 

やねえ。 

B 大きに さう だ〕 どうだい、 おら 達大 親分 だけで も 喧嘩 や 斬 合 をし ねえ 約定 をしょう ぢ やねえ か？ さう 

すり や、 刀ゃ拔 身に 使 ふ 金 を 賭錢に 廻す 得 も あら ァ。 

ほくち うち 

o さう だ！ おら 達が 同士 打なん かする 窟 はねえん だ。 おら 達 は 武士で も 足輕 でもね え、 隞 博打 だ。 親 

分 は テラ 錢 をと るの が商寶 で、 野郞共 はいい 賽の目 を 出す のが 商 R だ。 蘄 合なん かしね えで も 贈 博 は 打て 

ら o 

P さう だよ、 喧嘩ば かりして ゐる 奴に 限って だら しが なくなって、 賽の 目の 出し 方 も 下手糞 だ。 

E 賽の 目で 来ても 叶 はねえ から、 喧嘩で 来て テラ 錢を 攫って 行かう なんて、 太て え 料簡 だ。 
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F 皆の いふの は 尤も だが、 斬 合 をす るの は、 拔身ゃ 槍 を もって ゐ るから だ。 おら 達は武 土で も强盜 でもね 

えんだから、 そんな もの は 要らね ぇ譯 だ。 喧嘩し ねえ 約定 もい いが、 いっそ 皆 マル 腰に なれって ことにし 

ちゃ 何う だ"； 

A そいつ は出來 ねえ 相談 だ。 度々 言 出す 奴 は あるが モノに なった ためし はねえ。 だめ だよ ー 

F なぜ だめ だ？ 喧嘩し ぬえなら 拔身も 棒ち ぎれ も 何に する つもり だ？ 

A 何に したって い いぢ やねえ か。 出來 ねえ 相談 だから 出來 ねえ 相談 だってい ふんだ。 

F 出來 ねえ 相談 ぢ やねえ、 出来さね え 相談 だん ぺ。 おめえ 方に は 喧嘩 を やめよう つて 腹 はねえん だ。 

A 何 だと！ つべこべ 吐か しゃがる ない。 一 てえ 手め え は ロ數が 多過ぎら。 

B うつち やっとき ねえ。 F の 奴 は © 的で、 刀 も 槍 も 持ち きれね えから、 あんな こと をい ふんだ。 

こ，： -リ んさ. s 

o 時に 約定 は、 喧嘩 を 金輪際 やらね えとい ふこと にす るの かい？ 

A さう はいかね え。 おら 達 は 男 だ。 蟲も あれば 肝 も あら！ 男の 面目 玉 ふみつぶされても 默 つて 引 込んで 

ゐ ると いふ 譯には 行かね え。 喧嗨 しねえ 誓言 は 立てても、 男の 一分が 立た ねえ 時 は 命が けだよ。 解った か 

い？ 

E そり や 當り前 だ。 それに、 向か ふから 喧嘩 を 吹つ かけて 来たり 靳 込んで 來た 時に だって さう だ。 

D さう だと も！ でな き あ ァ强盜 に 入られても、 * に 間男 されても、 默 つて 引 込んで ゐ なきやなら ねえ 理 

窟だ。 

A だから、 ちゃんと 但書 をつ ける。 …… ぢゃ 約定書 を讀 むぜ。 「拙者 共 は 如何 樣の儀 候と も以來 決して 喧 
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嘩. 斬 込 を 不致事 。但し 左の 場合 は 喧嘩. 斬 合 勝手た るべき 事。 一 つ、 男の 面目 玉に 關 する 場合。 I つ、 

無法の 喧嘩 を 吹き かけられ たる 場合。 一 つ、 斬 込 を 受けた る 場合。」 さあ、 皆 判を捺 せ！ ( 皆捺 す) 

たん  てうち 

F  (Ig り捺 さない) 皆、 何とか 手 打の 挨拶み てえ な 文句 はねえ のか？ 

A、  B、  c、  D>  E ゥム、 ゥム、 ゥ厶 のゥム のゥ厶 で、 目 出た し./ シャン (手 をう つ) 

F アツ ハツ ハツ ハ、 こいつ は 珍 だ。 ゥム、 ゥム、 ゥムの ゥ厶の ゥムで 目 出た し，/ ^,/\。 

A やかまし いやい、 こん 畜生、 何う する か覺 えて や がれ！ 月夜ば かり はね えぞ！ (幕) 

(長 谷川 如是 閑 氏 r 不戰條 約 劇」) 

これ は 戯曲の 形式 をと つた 隨筆 文舉 である。 かう した 諷刺 的文舉 は、 眞 正面から 論じた 論文な どよ 

り も 却って 人 を 動かす 度が つよい ことがある。 ABCDEF 等の 大 親分 どもが、 ジュ ネ，. -ヴ あたりへ 

集って 會議 をして ゐる 風景 は、 或 意味に 於て 滑稽 味が ある。 その 滑稽 味 を とらへ て かう した 戲曲 とし 

たと ころに 筆者の するど さが ある。 


五 物 寶の聲 

賈聲 など も 昔から 見る と 隨分少 くな つたが、 それでも 時 々色々 の 物賈の K が 聞かれる。 私 は あの R 聲でそ 

の 土地の 氣分ゃ 又 四季に よって それぞれの 氣持を 感ぜ しめられる やうな 氣 がする。 

東京で は、 昔から 春先 あたりに なると 苗 寶が來 る。 勿論、 SSS に 上手 下手 は ある けれども、 あの K をき く 

と、 何となく n の 近い 事 を 思 ふやうな 感じが する。 

.S つ ごろ  くま. s  ねむ 

それから、 時期 は 何時頃 か はっきり しないが、 よく 熊の 膽を W りに 來 るが、 あの 節 をき くと、 何か睡 いや 

うな， 熊の 子守歌と いふ やうな 慼 じがす る。 若し 熊が 生きて ゐ たら、 きっと あの 聲で 眠らされ ると 思 ふ。 資 

際 あれ をき くと、 熊が 目 を 細く する やうな 感じが して、 何となく 可 愛さうな ところが ある。 

それから、 春先に 矢張り かう もり 傘の 張替 屋 が來 ると、 天氣の やうな 氣 がする。 續 いて 下駄の ® 入 れ屋、 

張 板、 緣臺、 さ を竹屋 など も來 るが、 さ を だけ 屋の 「旗竿 や 旗竿、 さ を 竹 や、 さ を 竹」 などと 寶- 歩く 聲 をき 

くと、 天氣の 少し 暑い 加減の 氣持 がする。 

たうが らし； ST あれな ど は 始めき いた 時 は、 何の こと をい つて ゐ るの かさつ ばり わからず、 あんな、 わけ 

の わからぬ こと をい つて、 あれで よく 商 H になる と 不思議に 思って ゐ たが、 それでも、 その臂 色 や、 褂 S で、 

. た うがら し 屋が來 たとい ふこと がわ かるので ある。 


鋏、 庖丁、 かみそりとぎ 屋で、 いっか 薩摩 琵琶の やうな 節で 歩いて ゐ たのが あった。 玄米 パ ンな ども 面白 

い 節で 賨 歩いて ゐる。 納豆 寶、 の聲、 又 夕方に なると 豆腐屋の 喇叭の 管、 それ は 何 か 私たちの-牛； 活の 中に 入つ 

てゐる やうに 思 ふ。 殊に 夕方 あの 喇叭 をき くと、 何だか 淋しい やうな 氣 がする。 

*A う W ん うり 

草花 や 朝顔 を 賢って 歩く の をき くと、 初夏の 氣分 がする。 又 ガラスの 風鈴 M など も， 色々 の 音が して、 夏 

の 來た氣 分 を 知る ことが 出來 る。 夏、 晝 寢 をして ゐる. 時な ど、 金魚 賢が 上手な 呼聲を 出して ゐ るの をき いて、 

しつ W  さか ひめ 

何だか、 金魚が 尻 ® を 動かして ゐる やうに 思 ふ。 夢と 金魚 資 の 聲 の 境目が ごつ ちゃに なって うつらう つら 

繫寢 をす る 時が ある。 あの 細長い 短い やうな K で、 よく その 氣 分が 出て ゐる。 (宮城 道 雄 氏 著 「雨の 念 佛」) 

盲人で、 現代に 於け る 琴の 權威 者で ある 宫城 氏の 隨筆 である。 盲人で あると いふ ことと、 音樂の 天 

才 であると いふ ことから 考 へても 分る やうに、 氏の 隨筆は 「音」 と 「聲」 に關 する ものが 殆ど 全部 を 

占めて ゐる。 その 中で も、 ここに 引用した 一文の 如き は、 「音」 i 「聲」 に對 する 筆者の 感じ や 趣味、 

それから その 「音」 と 「聲」 を 通して 見えない 目で 想像す る 世界が、 すっきりした スタイルで 氣 持よ 

く あら はれて ゐる。 ここに 引用した の は、 春先から 夏に かけての 物 寶の聲 であるが、 氏は績 いて 秋 • 

冬と、 一年の シ ー ズンを 通じての 物賫 の聲、 さて は チン ドン 屋の はやしまで 書いて ゐる。 輕 妙で 平明 

で、 少しも 氣 取った ところ や、 いや 味の 微塵 もない、 そして、 いかにも ゆったり とした 上品な ス タイ 

ル である。 それに、 熊の 瞻賫 の聲 をき いて は、 「熊の 子守歌と いふ やうな 感じが する。」 とい ひ、 「實 5 

際 あれ をき くと、 熊が 目 を 細く する やうな 感じが して、 何となく 可愛 さうな やうな ところが ある。」 ん 


とい ふあたり や、 金魚 寶の 上手な 呼聲を 出して ゐ るの をき いて は、 「何だか、 金魚が 尻尾 を 動かして 

ゐる やうに 思 ふ。」 と 述べて ゐる あたり、 その 人が 盲人で ある だげ に、 すばらしい 感覺 だと 驚歎せ し 

めら れる。 


六 雀の 鳴き 聲 

雀 は 非常に 神經 質です。 全く、 雀 は 茶の 花の 霜に さへ 全身の 神 經を慄 はせ ます。 それで 雀の 聲は 冷たい。 

しかし、 雀の 聲には 力が あります。 ほんた うに 感じて、 ほんた うに 腹の 底から 鳴きます。 全く、 雀の 聲は 

腹の 底から 出ます。 一生懸命です。 さう して その 鳴かう とする 前に は、 必ず 尻尾 を 强く搏 きます。 それから 

圓ぃ 茶色の Is. を 上下 左右に 振ります。 さう して 全身が 聲 になって しま ひます。 ちゆち ゆつ ちゆつ ちゆつ。 全 

く 彼の 聲は彼 以上です、 鳴く 時 は。 

雀の 聲 にも 時に より 强弱 があります。 殊に 目を覺 まして 飛 出した、 その 時の 一 番 聲の强 さは、 よくも あの 

*  からに .  、、、、、<•* 

ふさな 身體 でと 思 はれます。 それ は 驚く ほどの 太いち ゆち ゆち ゆつ です。 彈 けき つて ゐ ます" 

雀が 紅い 山茶花の 陰な ど を、 镯 りで 寒々 と 枝 移りして ゐる 時の 鳴き 聲 はちつ ちつです。 それ は 刻みの 短い 

ちつち つです。 三聲と 一時に は續 けません。 さう して f§ を敉 めた 時には 必ず 悲し さう に 左右 を 見 pi して ゐま 
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す。 枝から 枝へ 移る とすぐ、 雀 は 必ずち つと 鳴きます。 そのち つで 冷たい ビリ ォッド を つて ゆく のです。 

それで、 たと ひ 姿 は 見えな くと も、 一枝 一 枝と 移って ゆく 雀の 動作が 明瞭に わかります。 

雀が また、 ita 木の^ 枝な どに 留 つて 友 を 呼ぶ ときには、 それ は 寂し さう です。 刻み も 極く 極く 短く それ も 

零，  9  9 

^^し 見廻し 鳴く のです。 そして 首 を 傾けながら、 また、 ちっと 鳴き、 くるりと 向き を變 へて はちつ です。 

そして、 ちつ、 ちつち つ、 ちつです。 

雀が 友達 を 見つけた 時の 喜 は、 もう その 聲で わかります。 それ は 刻みの 速い、 全く， ビ リオ ッドの 早口で 

す。 嬉しくて たまらぬ とい ふ 風に 空 を 向いた きり、 いつまでも 績 けて ゐ ます。 力い つばいです。 

それが、 いよいよ、 外の が 傍の 小枝に 來 ると、 ついと 橫を 向いて ちゆつ ちゆつ です。 もう 安心 だとい ふ 風 

おとな、 "ん i  — 

で、 落ちついて 穩 和し い 難に 返ります。 (中略) 

二 羽 か 三 羽 か、 嘴 を そろへ て 鳴いて ゐる 時の 雀 は 所謂べ ちゃくち や ぺちゃくちゃです。 可な りの 饒舌です 

が、 朴訥な、 極めて 率直な ものです、 冷たい ものです。 冬なら ば 枯木に 霜が いつば いです、 尾根に は 雪が 眞 

つ 白です。 (北 原 白 秋 氏 「雀の 生活」)  . 

これ は隨 筆と いって はならない のか も 知れない。 とい ふの は、 北 原 氏の 「雀の 生活」 は 大部の 書物 

であって、 あらゆる 觀點 から 雀の 生活 を 描いた、 いや 歌った ところの 散文詩な の だからで ある。 しか 

し、 ここに スタイル として 隨筆的 文章の 範文 として 引用して みた。 いかにも こまかい 觀 察で、 筆者の 

靈が 雀の 靈と 交渉し、 若しくは 筆者が 雀に なり 切って 描いて ゐる。 宮城 氏の 「聲」 に聯關 して ここに 
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詩人の 聲に關 する 敏感 さを^ K する ために あげたの である。 

七 きせる 

ある イギリス 人が パイプで 日本の 煙草 を 吸って、 こんな^ 構な 煙萆が ありながら、 何で 日本人 は 西洋の 高 

い 刻 煙草 を 吸 ふの だら うと 笑って ゐた。 

すゐふ 

さう いはれ てみ ると、 なるほど さう だ。 日本の E 草の 最上 品が、 水府 でも 薩摩 刻で も、 四十 目 入 僅かに 二 

は. S 

圓四 五 十錢 で、 これが 小 綺麗な 鈸 凾 に 入って、 開けば 細い 細い 髮の 毛の やうに きざまれた 煙草が、 それ こそ 

I 絲亂れ ず ちゃんと そろって 詰って ゐる。 さながらの 美術品で ある。 煙草の 葉の 外に 何 I つ まぜもの のない 

純 一 無雜 のと ころが 殊に うれしい。 一 服す つてみ ると、 とても 西洋の ミク スチュ ァ なんどに 求めて 得られぬ 

香が する。 

だが、 どうも これ を パイプで すって は、 どうい ふ譯か 途中で 火が 消えて す ひきれ ない。 のみならず 第 一 あ 

ぎせ る 

の やさしい 細々 した 煙草に パイプで は 調和が ぺら ぼうに 惡ぃ。 スゥェ ー デンの 皇太子が わざわざ 日本の 煙管 

で 日本の 煙草 を 召 上った の は、 如何 さま 故 あるかな と 思った。 

そこで I つ 煙管 を賈 はう と考 へたが、 鈸 座から 日本 橋 通へ かけて、 煙管 屋が ただの 一 軒 もない。 粗末な 煙 

管 を 十本ば かり 店顒 になら ぺた ところ は あるが、 ほんた うの 煙^屋と いふ もの は、 外 神 田 か 池の 端まで ゆか 
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なければ ない と、 どの 店で もい ふ。 

前年 パイプの 吸口の こはく を こ はして、 直しに やらう と 思ったら、 こはくの 細工 をす る 家 は葸京 中に I 軒 

もない と H いて、 不自由な 東京 だな と 思った が、 今 @ 管 を I 本 H はう として、 また つくづく 東京と いふと こ 

ろ は 不自由な ところ だと 感じた。 せん 方な しにとう とう 池の 端の 村 田まで 出かけた。 

かやぶ きの 屋根の 職 入が だんだんなくなる とい ふ。 刀 鍛治は 僅かに 保護され て 命脈 をつな いで ゐ るが、 保 

こしら へ 

護の ない 刀の 捲 の 絨ェ 肺 は 次第になくなる との 歎聲は 前から 閗 いて ゐる。 時なる かな、 EI 管屋が はやり！： 

じ やうに なくなり ゆく。 (杉 村 楚入冠 氏 「湖畔 吟」) 

すっきりした、 上品な スタイル を擧 ぶべき である。 かう いふ 文章が、 いは ゆる 隨筆的 文章の 正道で 

あらう。 現在の 日本で、 隨筆的 文章に かけて は、 先 づ杉村 氏の 右に つる 者 はない と 思 はれる。 


八 私と ステッキ 

私 は 世間で 杖道樂 といって 居る もの も あるが、 自分の もって 居る 杖 は、 原料 共 合する と、 1 千 K. 位 ある だ 

らうと 思 ふ。 寧ろ 杖と いふよりも、 杖の 原料の 方が 多い。 何故 杖 を 集め 始めた 乎と いふと、 入 間 は 何 乎道樂 G 

がな くち や 不可ぬ とかう 考 へて 居る。 若い 時から 何 を道樂 にしよう 乎と 考 へて みた。 刀と いふ こと をよ くい お 


ふんだ が、 私 は 刀に ついては かう 考 へた。 第 一 刀と いふ もの は、 これ を 求める のに 金が 餘 程 入る し、 而も 高 ，バ 

い 金 を 出して K つた もので も、 それが 本當の 刀で ある 乎 どう 乎と いふ ことが、 非常に 面倒な 問題で ある。 次 

に は 折角 賈 つても、 それ を 手入れ をし なければ ならない とい ふ ことがあ るし、 また 餘り 手入れ や 何 か をして 

刀 を 振 廻して 見る と、 ひょっとして 人 を 傷つけ る やうな ことがあり はしない 乎。 或は 餘り刀 を 眺めて 居る と、 

自分で 自分 を 斬って 見たい とい ふやうな ことがあり はしない 乎。 また 刀 を 自分の 枕元に 置いて 寢た 時、 もし 

か 泥棒 を 脅かす つもりの ものが、 泥棒から 却って 斬られる やうな ことがあって は 困る。 何れにしても 刀劍の 

道樂 とい ふこと は、 S に 結構な ことで ある けれども、 我々 の や 5 な ものに は不 向で あらう と 思 ふ。 そこへ 行 

くと ステッキと いふ もの は 第 1 集める のに 金が 入らず、 第二、 ステッキに は R とか 偽と かいふ ものがない。 

第三、 保存 も 左程 面倒で ない。 ステッキ を いぢって 居ても 間遠って 毆 つた 處で、 人 を 殺す までに は 至らない 

ので、 極く 安全で ある。 道樂 として は 最も 輕便 であり 安全で あると いふ 處 から 集め 出した， ので、 旅行先から 

自分が それ を もって 鼸る とい ふこと は 甚だ 興 * ある ことで、 1 時 は餘程 集めた が、 中には 相當 良い もの も あ 

つたが、 さう いふ もの も、 段々 人が 持 去って しま ひ、 實用 にならない もの だけが、 殘 つて 居る 有樣 で、 甚だ 

これ は 困った もの だが、 どうも 致し方がない。 (德富 蘇峯氏 「成 簣堂閑 記」) 

德富 氏の 隨筆 r 洋杖 漫談」 中の 一節で ある。 ステッキ または 杖に ついて、 その 由來を 遠く 「古事記」 

や 「舊 約键」 にまで 求め、 支那の ス テツ キ から、 孔子と ス テツ キ、 ス テツ キと杜 翁、 江戶で 流行した 

杖. ー— とい ふ 風に、 ステッキ について あらゆる 角度から 物語って ゐ るが、 少しも 肩の 凝らない 與味津 


津 たる 筆致、 さすがに 蘇峯 先生の 筆 だとうな づ かせる。 「刀と いふ こと をよ くい ふんだ が、」 とか、 

「ステッキ を いぢって 居ても、 間違って 毆 つた 處 で、」 などと いふ あたり は、 いは ゆる 隨筆的 文章の 特 

徵を 最もよ く發撣 して ゐる輕 妙な 筆と いふべき である。 

.1. 九 流行言葉  13.  ： ： まま, ま. 

「心境の 變化」 とい ふ 言葉が 近頃 一 時流 行った。 「氣 が變 つた」 とい ふのと 大した 變り はない が 新しい 言 紫 

に は 現代の 氣 分が あると 見えろ。 「私の 心境が 變 化した」 とい ふの は 客 觀 的な 言 ひ 方で あり、 自分の 心 を I 

つの^ 象と して 記述 するとい ふ點 で、 兎も角も いくらか 科學 的で あると T 君が いふ。 なる 程、 さう 言へば 

「結婚 を やめた」 「中止した」 とい ふよりも 「結婚が 解消した」 とい ふ 言 ひ 方が 矢張り 客觀 的^ 象 的で あり 科 

學的 であるか も 知れない。 「憂酵 になった 私で ある」 といった やうな 不思議な 表現の 仕方 も、 さう 考へ ると 

いくらか 了解 出來る やうで ある。 

流行言葉の 中で も 「ソ ー ト ー ナ モン ヂャ」 と 「ド ー 力と 思 ふね」 に は、 何處 か科學 的な スケプ チズ ムの匂 

が ある。 圓 タクで 白山 坂 上に さしかか ると、 六十 恰好の 岩乘な 仕事師 上りら しい 爺さんが、 浴衣が けで 車の 

前 を蹣跚 として 歩いて 行く。  丁度 安全 地帶の 脇の 狹ぃ處 で、 車 を か はす 餘 地がない。 警笛 を 鳴らしても、 爺 ！ 

2 

さん は 知らぬ顔で I 向よ ける 意志 はない やうで ある。 安全 地帶に 立って 見て 居た 二三 人逑 の大擧 生の I 人が お 


運轉 乎の 方 を 親き 込んで、 大^で 「 ソ ー ト ー な もん ぢゃ ー」 と 言った。 傍觀 者の 立場から 批判 を 表明した の お 

である。 運 轉手は 苦笑しながら、 なほ も、 ゆるやかに 警笛 を 鳴らした。 ^客の 自分 も 失笑した が、 兎に角 此 

の 流行言葉に は何處 かに 若干の 「俳諧」 が ある。 (吉村 冬彥氏 「觸 媒じ 

理舉 者で 隨筆文 舉の大 立 物た る吉村 氏の 文で ある。 いかにも 舉者 らしい 物の 見方 *考 へ 方 を、 さら 

さらと 輕 妙な 筆で 表現して ゐる。 

ぼん と ちゃう 

•I...  一  o 先 斗 町 

餘り 話が 碎け すぎる かも 知れません が、 場所柄 至って 近い 所に ある 先 斗 町の 町名に ついて 申し上げます。 

先 斗と 書いて ポントと 讀 むが、 之 は外國 語で ないかと 人から よく 尋ねられます。 之に ついては 人に 依り 色々 

臆^ を 出します が、 近頃 段々 思ひ當 りました 所があります。 之 は ボルト ガル 語から 出た ので、 元は トランプ 

の 骨 遊の 時 使って 居た 言 紫で、 ポントい ふ 言葉 を あてた ものと 思 はれます。 先 斗 町の 開け ましたの は德川 

時代の 初期より 稍 後の 寬文 • 元祿 時代でありまして、 その 頃の 地圆 にも 先 斗 町と いふ ものが 見えて 居ります。 

井原西鶴の 「本朝 二十 不孝」 とい ふ 書物に も、 遊 人が 骨牌 をして 金を鸱 ける 時の 事 を 描いて 居ります が、 眞 

先に 二十 兩金を 出し ポントに 置く とい ふ 事が あります。 さう いふ 事から 考 へます と、 其の 時代 は ポントと い 


ふ 言葉が 一 般に使 はれて 居った 事が 分ります。 そして 先 斗と窨 いてあります。 同じ 元祿 時代の 近 松 門 左衞門 

の 作に は、 そこの 遊廓の 事が 先 斗 町と 書いて あります。 又 本居宣 長が 若い 時 京都に 來て醫 擊 や 漢學を 勉強し 

て 居り ましたが、 屮々 遊ぶ 事 も 好きで 南 座 や 北 座の 芝居 を 觀に往 つた 事が 日 SS の 中に 出て 居ります が、 其の 

中に 先 斗 町の 糸屋 久右衞 門と いふ 家に 旅 宿した などと 書いて あります。 先 斗 町の ポントの 元 を 質せば ポルト 

ガル 語であります。 ボルト ガル 語で ポントと いふ 言葉 は ポイントち 卽ち先 或は 點の 意で、 隨 つて 骨牌の iS も 

ポントと いふ、 又骸 子の gf もボ ント とい ひます が、 ビ れはポ ルト ガル 入が 印度 邊 から 此方に 來る 港々 で 其の 

言^も 傳 へたので、 ダル 力 ー ドと いふ ボルト ガル の學 者の 書いた r ポ ルト ガル 語が ァ ジ ァ諸國 の 言語に 及ぼ 

したる 影響」 とい ふ 書物の 中に も 出て 居ります。 それの みならず、 今 K 私が 長 崎に 參り或 古い 家に 傳 はり ま 

した 字引 を 借りて 參 りました が、 それに は ボン タと いふ 語が 出て をり ます。 先の 字に あてて あります。 要す 

る に洲 崎と いふ 水中に 突出した 洲先 地をボ ン ト と 申した ものと 見えます。 ポ ルト ガル 人が 昔日 本で 耶蘇 敎を 

擴 める ため 耶蘇 敎の學 校 を 建て、 そこで 字引 や 文法書 を 作って 居ります が、 それらの 本 は 日本で は 滅びて し 

まひました。 幸 ひ 西洋に は 二三 殘 つて をり ます。 ィ ギリの オック スフ ォ ー ド大學 に 其の 辭 書が ありまし たの 

を 一昨年 全部 寫眞に 致して 持って 歸 りました が、 其の 中に 洲 崎と いふ 日本語に ボン タと謦 いてあります。 そ 

れで先 斗と いふ 字 は實は 先の 一 字で ポントの 意味になる ので トと いふ 管 を 明らかにする ため 斗と いふ 字 を 加 

へ 二字と したので、 かう いふ 例 は蓠葉 假名に 其の 例が 澤 山あります。 I 字 だけで は 何だか 足らない 氣 がする 

から 下に 斗の 字 を附け 加へ、 一 種の 经 假名 を 添へ て讀 ませる 所から 來 たのに 違 ひない。 人に 依る と隨分 こじ ； 

つけの 說を 出します が、 私 はかう いふ 風に 解 S します。 (新 村 出 氏 「南 蠻 更紗」)  ^ 


或 席上で 講演され たもの の 一 節で あるから、 隨筆 ともい へない ので あるが、 だいたい 「南蠻 更紗」 お 

は隨筆 的な ものである。 ここに 引用した の も、 輕 くそして 碎 けて 講演され てゐ るので、 內容は 非常に 

舉術 的な もので は あるが、 その スタイル はやつ ばり 隨筆 的な ものである。 若し、 これが 學界 にで も發 

表される 段になる と、 もっとく はしく 證據 物件 を 一 々說 明したり、 出典の 頁數 まで も あげる といった 

風になる ので あるが、 ここで は 實業家 達に 與味 ある やうに 話されて ゐ るの だから、 さう した 態度 はと 

られ なかった ので ある。 「現代の 青年が 南蠻 更紗の やうな 霄物 を愛讀 する やうに なれば、 日本の 文化 

も 非常に 進んだ こと を 示す もの だ。」 と、 この 箐 の 出版され た當 時、 多くの 識 者 は、 そんな 意味の こ 

i を 言った。 


くれが し *{ つ せ. S- 

一 一 吳岸越 勢 

末 書の 表題の 由來 は、 かう である。 

自分 は、 本名 を署 せずに、 文 を 綴る 場合、 雅號に 代へ て、 浪野吳 岸と、 ずっと 以前から 匿名 を 記す ことに 

して 来た。 浪は、 「浪花節」 の r 浪」 で、 岸 は、 魚河岸の 「河岸」 の 上略であって、 つまり 全體 を、 「なに 

の くれが し」 と讀 ませる 駄洒落に ほかなら ない。 隨肇 など 公に する 時に、 よくこの 俗な 雅號を 使 ふ。 十年以 


前に も、 その 名で、 「紅 涅雜 草」 とい ふ、 エッセィみ たやうな 物の 集 を、 一 小册 子の 形で、 知人に © つたこ 

とが ある。 その後 同好の 若い 人々 と、 前後 滿ニ箇 年に 亙って 刊行した 同人 維 誌 「亡 羊」 に、 エツ セィ その他 

の 筆の す さび を 寄せた をり も、 その 名 を 用 ひた ことが ある。 

岡 倉 書房の 岡 村祐三 君が、 自分から 奪って、 .9 める の も 聽 かずに、 玆に 刊行 を敢 へて したの は、 以上 二つ 

の 刷 物からで あって、 その 主蹬を 成す 文章 は、 隨筆 である、 のみでな く、 その他の 形の 發表樣 式の もの も、 

要するに、 素人の 試筆に ほかなら ない。 その 意 * に 於て、 全卷 いづれ も エツ セィ なので ある。 本 齊 の 名 を、 

r 吳岸越 勢 集」 と 呼ぶ ゆ ゑん は、 蓋し それが 爲で、 「くれが し」 の 「エツ セィ」 の 集で あるから のこと。 「吳」 

とに らんで 「越」 とした 戲 書の 心 を、 今 一 曆 おし 進めて、 吳越 ：！ 集とまで 駄洒 つてみ るの も， また I 興 かと 

思 ふ。 (岡 倉 由三郞 先生 「吳岸 越 勢 集」 はしがき) 

岡 倉 先生の 面目が 躍如と した 一節で ある。 英文 擧者 であると 同時に 國語舉 者で ある 先生 は、 極めて 

なにの くれが し  ， ， >  ,  ： 

ウイ ッ トに 富んだ、 そして 暖ぃ 人間味の 持主で あられる。 r 浪野吳 岸」 などと いふ 名前から して 先 

生の 人間と しての 面白味が 感ぜられる。 先生が 郊外へ 移轉 された 時、 私 は 「御 不便で は ございません 

か。」 とお 尋ねしたら、 「いや、 よく 友人 もさう いって 尋ねて くれる がね、 ちっとも 不便で はない。 米 

屋 でも 薪炭 屋 でも 魚屋で も 皆 御用 伺 ひに やって 來て、 ゐ ながらに して 用が 足りる。」 とい はれ、 「だが、 

たった 一 つ 不自由な ことがある。」 とい はれた ので、 「何です か。」 とお 尋ねす ると、 「それ は 金 だ。 米 6 

屋に 注文しても 酒屋に 注文しても、 金 だけ は 持って来て くれないよ。」 とい はれた。 また、 北 條の水 お 


：冰 場で 生徒が 二級と か 一 級と かに 進級す ると、 「進級べ リマ ツチ」 などと 祝って 下さる 先生で ある。 7 

だから、 先生の 隨筆 は、 かう した ウイ ッ トゃ ユウ モア や 諷刺に 滿 ちて ゐる。  2 


一二 へんな 批評  、 

小生 自ら 任ずる わけで はない が、 何だか 傍の 者 は、 貧乏神の 使徒の やうに でも 考 へて ゐ るら しい。 うれし 

くもない けれど、 また 別に 迷惑で もない。 頃日、 某 先生 小生の 文章 を 讚んで、 擦れ違 ひざ まに、 こや こや 笑 

つた。 

rss みました よ、 噴み ましたよ」 

「さう で. V- か」 

「それにつ いて、 僕の 批評が あるんだ」 

「どう 言 ふので す」 

「I や、 今 I 寸人を 待た して あるから， この 次の 機會に 申し上げよう」 

何 を 言 ふの だら うと 思って ゐ ると、 その 次の 機會 に、 茶 先生 は 小生 を 椅子に 招 じ、 相 面して 坐った 上で、 

煙草に 火 をつ けた。 


「讚み ましたよ」 

「さう です か」 

「それにつ いて、 僕の 批評が あろんだ」 

「どう 言 ふので す」 

「つまり だ、 いいです か、 君 は 貧乏 話 を 文章に 書いて、 お金 を 儲けて ゐる」 

「へんな 批評 だな」 

「全く だよ、 怪しからん ぢ やない か」 

「怪しからん は 突然 だ」 

「突然で もさう だ。 貧乏が 原因で、 その 結果 金 を 儲ける。 どうも 變 だよ」 

「それ ぢゃ、 考 へて みょう」 

「どうです、 適評で せう。 そのうち 又 意見 を 述べる」 

と 言って、 is 草 を 吹かしながら、 向か ふへ 行って しまった。 

やり切れな いのは、 貧乏の 半可通で ある。 解り もしない 事 を、 尤もらしく 考へ 込み、 ひどい のになる と、. 

忠吿を 試みよう とさへ する。 貧乏と は、 一 つの 状態に 過ぎない 事 を 知らないの である。 貧乏 だって、 入から 

お金 を 借りて 来れば、 そのお 金の ある 狀態は 卽ち金 持で ある。 但し、 その 金 は、 それより もっと 前に 借りた 

別の 相手に 拂 はなければ ならない。 貧乏 だって、 お金の 儲かる こと も ある。 ただ その 儲けた 金が、 身に つか 8 

ない。 どうい ふ 風に 分別しても、 £ りつこな いのが、 貧乏の 本體 である。 卽ち 借りても 儲けても、 どちらに 2〕 


しても、 結局 おんな じ 事で、 忽ちのう ちに 無くなつ てし まふ。 その 無くなる までの、 ほんの 僅かな 間、 お金 9 

8 

が假 りに そこに 在る とい ふ 現象の ために、 益 $ 苦しむ のが 貧乏で ある。 貧乏の 絕對境 は、 お金の ない 時で あ 2 

な i なか 

つて、 生 中手に 入る と、 しみじみ 貧乏が 情なくなる。 だから、 文 を ひさいで、 お金 を 儲ければ、 却って 貧乏 

が 身に 沁みる ばかりで ある。 某 先生 漫然と 思索して、 結果と 原因が ねぢれ てゐる やうに 考 へたの は、 妄 もま 

た 甚だしい。 ( ft 田 百 間 氏 r 續 WI 鬼 s 隨筆」 ) 

輕妙 にして 洒脫な 筆で ある。 いは ゆる 隨筆的 文章の 生粹 なる もの。 私立 大舉 の航 S 部長 をされ たり、 . 

宮城 道 雄 氏に ついて 琴 を * ばれたり するとい ふ內田 氏の 趣味 は、 極めて ゆたかな ものである。 さう し 

た ゆたかな 趣味 的 生活が 多くの 隨筆 集と して あら はれて ゐる。 この 文例で 考 へさせられる こと は、 ど 

う も 日本人 は、 ことに 敎育者 は、 何 か 本で も 書く と、 いやに 「へんな」 こと をい ふくせ が ある。 借金 

をして 家 を 建てても、 「印 稅で家 を 建てた の だら う。」 などと いふ。 つぎに は、 「貸家 を 持って ゐるさ 

うだ。」 などと デマ を 飛ばす。 ケチな 根性で ある。 

纏,。 一 一一 I, 「貧」 「富」  、 

博物館で、 私 は 太古の 貨幣で ある 美しい 貝殼 を 見た。 原始人が 此の 貝殼 を 以て、 物 を 買ったり 費ったり す 


る 子供の やうな、 眞 面目な 取引 を 想像して みると、 徵 笑せられ る。 其の 貨幣 は、 太古の 人の 心 持で は、 恐ら 

く は、 自分に 物を與 へて くれた 人に 對 する 美しい 感謝の 表識 であった ので、 決して 彼等が 欲望の 對象 ではな 

かった ので あらう (その 貝殼 は濱邊 へで も 行けば 犬なる 勞 をせ ずして 得られる ものである )o 左樣 に、 その 

昔は荬 しい 表識 であった 貨幣と いふ ものが、 現代で は往々 罪惡の 根源の やうに 考 へられて ゐ るの は 不思議で 

はない か。 原始時代に は 買手が 寶 手に 對 して 「ありがたう」 と 言った であらう のに、 現代で は 買手が 翬 手 か 

ら 「ありがたう」 とい ふ 言葉 を强耍 して ゐ るの は を かしいで はない か。 

旅で、 私 は 茶店に 腰をおろした。 私は渴 ききって ゐ たので、 老婆が 持って 來た 土瓶 を 幾度 も かへ さした。 

茶代と して 僅かの 金 を 蘆いた 時、 私 はこん な 事 を 思った。 I 此の 金 は 此の 場合に、 物に 對 する 代償と して 

の S 味で はなく、 感謝の 表識 として 用 ひられる の だ (それ は I 定額 を 要求され る ものではなくて、 こちらの 

氣持 だけが あら はれる の だ)， 而 して これが 本 當の金 錢の使 ひ 方で はない のか。 

金錢が 占取の 象徵 となる 時、 それ は 汚い ものと なる。 しかし、 其の 同じ 金錢 が感說 の表識 となる 時、 それ 

は 美しい もの だ、 原始人の 用 ひた 貝殼の やうに 美しい もの だ。 勿論、 今 P の 私達が、 かう した 原始的な 心 持 

ばかりで 生きて 行く 事 は出來 ない。 それ は 私 も 知って ゐる。 しかし、 今日に 於ても、 金錢 とい ふ ものが 感謝 

の表識 であると いふ 性質 を 失って ゐな いものと したならば、 他に 對 して 感謝し 得る 心 を 多く 持って ゐる人 こ 

そ、 眞に 富んで ゐる 人と いふべき ではない か。 是に 反して、 假令、 萬 億の 金 を 所有して ゐても 更に 多く を 奪 

はう とのみ 企てて ゐる人 こそ、 實に 貧しい 人と いふべき ではない かと、 思 はれる ので ある。 

(荻 原 井泉水 氏 r 靑 天の 書」) 


俳 V 井泉. ^氏の 隨筆 は、 S めて 3M 面目で ある。 氏 は、 「これまで 何十 冊と いふ 書物 を 書いて ゐるカ 

本ト" に 自分の いはう とする こと をい つて ゐ るの はこの 誓 だけで ある。」 とい ふ 意味の こと を 「青天の 

書」 の 序文で 述べて ゐられ る。 どの 文 をと つて 讀んで みても、 すべて 詩聖の 敎訓 である。 「貧」 と 「富」 

とに 關 する 考へ 方の 如き、 如何に 詩人ら しくまた うる はしい もので あらう。 かう した 詩人 こそ、 最も 

富める 者の 一人で あらう。 けだし、 自然の 深き 觀照 による 詩的 生活が もたらせた 結朵 であらう。 


一 四 生活の 單 純化 

必要 は 習慣 を變 へる。 自分 は 前に、 往 as 紫 書の 質問 を 受取って 返事 をせ ぬの は、 「見知らぬ 入に 一 錢五 H 

の 借金 をして ゐる やうで 心 持が 惡 いから、 その 槃醫を 送り返す 意味 だけで も 返事 を 出さずに は ゐられ なかつ 

た OJ  (合本 一 一 一太郎の 日記、 四 二 四 頁) と 書いた が、 今 は あの i 節 を 取消して ffi かなければ ならない。 近頃 は、 

毎日 來る 手紙 は 一 瞥 した だけで 状差しの 中に さして 遛 いて、 i 月に 1 兩度 一 S にして 返事 を 書かなければ な 

らぬ ほどの 忙し さなので、 質問の 粱書は 大抵 時期 を 失って しまって そのまま 御 流れになる のが 十 中の 七 八で 

ある。 從來は 大抵 返事 を 出して ゐた 閑談の 手紙 も、 近頃 は 向か ふの 消息 を 喜ぶ だけで、 B 分で は 殆ど 返事 を 

=5? ぷハ。 又 返事 を 出さなければ それで 担絕の 意味が 通ず ろ やうな 場合、 (例へば 入 會の勸 誘の やうな 場合) 


に は 無 返事 を 以て 担絕 にかへ る こと も 非常に 多くな つた。 

生 S が こんなにして 段々 惶 しくな つて 行く はの 決して 喜ぶべき ことで はない。 併し 主要な 仕事に 出 來るだ 

け 力 を 集中す るた めに、 怠る こと を餘 儀な くされる 範圍が 次第に 擴 張され るの は洵 にやむ を 得ない。 これが 

交友の 間 を も 甚だしく 侵略す る やうに なれば、 我々 は镯 立した 人間ではなくて 最早 仕事の 奴隸 である。 この 

方面から も 我々 は 生活の 單 純化 を 考 へなければ ならない。 (阿部次郎 氏 「北郊 雜記」 ) 

阿部 氏の 隨筆的 文章に ついては、 世に 定評が ある。 「三 太郞の 日記」 の 如き は、 最も 多くの 讀者を 

有する 隨筆 集で ある。 ここに あげた 文例 は、 一 面に は 隨筆的 文章の スタイル を擧 ぶため と、 一面に は、 

近代 人の 生活の 姿 を 知る ためとに ある。 全く 阿部 氏の いはれ る 通りの 生活 をして ゐる のが 今日の 我々 

である。 もっと、 问 とかお 互に 「生活の 單 純化」 を考 へない ことに は、 到底 やりきれな いので ある。 


一 五 アンチ シン ネリ ズ厶 

いよいよ、 謂 ふところの 三 五 年と はなった。 しかし、 大國 民と いふ もの は、 さう 何時も 何時も、 苦 蟲をか 2 

んで、 しゃつ ちょこ f つてば かり ゐる もので はなから う。 いは ゆる 非常時で あれば ある ほど、 職が 無ければ 


無い ほど、 食へ なければ 食へ ない ほど、 わざと 落着いて、 にやり にやり 笑って ゐる ほどの 餘裕と 度胸と が あ 

つて 欲しい ものである。 

そこで、 新春の 初 颐 に當 つて、 ここに 一 つ 紹介した いのは、 昨年 あたりから •  ニュ ー ョ ー クの 社交界に 流 

行し、 もはや 旣に 我が 國の I 部の 人士の 間に も ぼつぼつ 流行し かけて ゐる ところの モダ ン ユウ モアで ある。 

この モダン ユウ モア は、 我が 國の 俚言に ある やうな 「笑 ふ 門に は福來 る」 とい ふが 如き 古い 功利的な もの 

ではなく、 最新の 心理 學 及び 哲^に 根據を 有する ところの アンチ シン ネ リズム (gti  synnelism) なる 舉說 

にもとづいて 起った ものである。 此の 擊說を はじめて 提唱した の は、 米の ドクトル. ウィリアム *コ ッケ 1 

氏 (Dr.  willisn  cckkey) である。 氏 は、 もとより 醫者 であるが、 その 學位 論文 は 「現代の 不景氣 病と、 

アンチ シン ネ リズム。」 とい ふ、 醫學 的. 經濟學 的. 社 會學的 • 心理 學的 • 哲學 的の ものであった。 氏 は 先 

づ醫 者と しての 立場から、 「わら ひ」 の 生理 學 的硏究 をな し、 ついで、 「ユウ モア」 の 心理 學的 研究に 入り、 

更に、 これ を哲 S 的 及び 社會擊 的に 考察し、 極めて 豐 富な 材料から 結論 を 導いて ゐ るので ある。 氏の 實驗に 

供せられ た 人 は、 延人員に して 無慮 一 萬 四千 五 百 人に 達して ゐる とい ふこと である。 

それに よれば、 人間が 絕 えず シン ネリ . ムッ ッリ して ゐ ると、 身體 中の 血液が どす 黒くな つて、 つ ひに I 

種の 病氣を 起す るに 至る とい ふ。 氏 は、 その 資驗 をな す爲 に、 或 健康な 外出 好きな 一 婦人 を 三日間 一 室に 監 

禁 してみ た。 すると、 その 婦人 は 全く ヒス テリ ー の 症 狀を呈 したと いふので ある。 また、 氏 は 或 酒好きな 一 

男子に 一 ヶ月 間 禁酒 を 命じて みた。 すると、 その 男 は、 すっかり ヒボ コ ン デリ ー の 症 狀を呈 する に 至った と 

いふので ある。 かくて、 氏 はいふ、 ヒス テリ ー や ヒボコ ン デリ ー の 如きに、 主として 「わら ひ」 の 缺乏に 基 
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因す る もので あり、 更に、 それが ひどくな ると、 つ ひに 憂 IS 狂と なって、 狂人 病院の 厄介に ならなければ な 

らぬ やうに なると。 氏 は、 かう した 「わら ひ」 を 失った 人々 に、 一 種の 實驗 (この 方法 は 他日 紹介したい) 

を 施して、 少しく 朗か にさせ、 かくて 其の 血液 を 調べた ところが、 著しく 赤血球の 數が 多くな つて ゐ たとい 

ふ。 そこで、 今度 は、 更に 大口 を あけて 笑 はせ る やうな 覽 驗を 施した ところ、 前よりも 更に 著しく 赤血球の 

數が 多くな つて ゐ たとい ふこと である。 よって、 これ は 大口 を あけて 笑った 際、 S 氣を 多量に 吸 込み、 その 

^氣 中の 酸素が 患者の 血液に 作用した ものに 相違ない と 氏は考 へた。 かくて、 氏 は、 人工的な 實驗的 方法に 

よ.， りず して、 自然に 人々 が 笑 ふやうな 方法 は 無い かと 苦心した 結果、 つ ひに、 「アンチ シン ネ リズム」 なる 

セ オリ， 'を發 見す るに 至った ので ある。 

勿論、 コ 博士の 論文 は 極めて 擊術 的な もので あり、 且 頗る 大部の ものであって、 專 門外の 私な どに は 分ら 

ない ® が 多々 あるので、 ここに 詳細に 紹介す る ことの 出來な いのは 甚だ 遺憾で あるが、 若し 更に 進んで 氏の 

說を 知りたい と 思 ふ 人 は 丸 善に 注文して、 氏の 著 霤を取 寄せられ るが よいと 思 ふ。 

私が コ博士 の 論文に、 著しく 與 昧を覺 えた 頃の ことで ある。 秋 田縣の 某小學 校から、 ョ語敎 育に ついて、 

r はの g 業を視 たり、 その 批評と 講演と を 兼ねて、 やって来て 貰 ひたいと いふ 依賴を 受けた ので ある。 どう 

して また、 ものずきに、 私に 國語敎 育の ことな どを賴 みに 來 たかと いふと、 私が かって 或 維 誌に、 「現代の 

文章と 作文 教授」 と 題して、 アマチュア 的 小論 文 を » いた ことがあ つたので、 それで 何 か 國語敎 育の こと を 

知って ゐ ると でも 勘 違した ものら しかった。 とにかく、 私 は 年がら年中 閑な ので あるから、 十 和 田 湖 見物 か 

4 

たがた、 しらば くれて 出かけて 行った。  ^ 


その 小舉 枚で 或 訓導の 授桀 を視 たと きのこと である。 その 訓^ は、 先づ チヨ ー クを 取上げて、 黑 板に 「煤」 

r 齙 j 「獅子」 と 立派に 書 上げ • さて 生徒の 方 を 向いて、 「これから ハチ オン 練習 をし ます。 これ は、 天井に 

ある スス、 それから、 これ は 食べる スス、 これ は 動物の ス ス。」 とい ふ。 生徒 もこれ に從 つて、 「天井の スス、 

食べる スス、 動物の スス」 とコ ー ラ スを やって ゐ たので ある。 

東京へ 歸 つてから、 この こと を 友人に 話したら、 その 友人 は、 

「そり や、 カタ スカシ だら う。」 

とい ふ。  . 

「何 だい、 カタ スカシ とい ふの は、 例の ギリシャ 語 かい？」 

其の 友人 は ギリシャ 語の 大家な ので ある。 

「まあ、 ギリシャ 語の 一種 だね。」 

と、 友人 は 机の 上に、 指で むづ かしい ギリシャ 語の スペル を 雷いて みせた。 それから 友人 は 突然 私に 向か 

つて かう 問うた。 

「君、 麒麟の 頸 はどうして あんなに 長い か 知って ゐ るか？」 . 

「さう だね、 麒麟に は 頸椎 骨の 數が 十六 七 も あるの ぢ やない かね。」 

と 言ったら、 

「そんな 不眞 面目な 答 をして はいけ ない。」 

と 叱りつ けた。 そこで 私 は、 


295 


^iiii. ついき？ 頸が 長くな つたの たらう 、島 f 一 

「儀 は 常に 高い ところに なって ゐ つ、 今日の 如く 薷の 頸が 長くな つた ものと 置ね 」 

汰の I、 頸の 長いの ほど 生存に 適する やう になり つ X る f  0 

：；穩 養 i。 そん i、  iiiil 

と、 友人 は、 一 かど S8 者ら しい， して ゐ るので ある。  - 

r ぢゃ、 いったい、 どうなん だい？」 

仏 ま、 とうとう 免 を 脱 、た  ) ^  u  、-/ ：-o 一 

^つて 君、 麒麟の f 見た まへ、 頭 を。 あんなに 高い 所に ついて ゐる ちゃ f 力 」 

私 は、 やっと 分った。  、 g と 頭と をつな ぐ爲に は、 

「な ある ほど、 あんなに 高い ところに 頭 かつ、 てゐき 上 S 

ならざる を 锊 ない とい ふわけ たォ 」 

「さう さ、 早く、  f 答 へれば、 君 II なんだ がね。」 、 

I いさ さ I にさ はった から、 今度 は、 iicl 

禾， *  I  し *  ,8  、 こ：； aju!^ らう。 君、 あの 鲤は ^の^ 力 

「支那 料理に は 最後に 大きな 鲤を 丸ごと 燒、 て 出す ナ 

尾の 方が うまい かね。」 

「コヒ に 上下が ある もんか。」  ま、 カタ スカシ も、 コ 博士の 所謂 「アンチ シン ネ リズム」 

友人 は、 卽 座に 答へ てし まった それ 力ら It 


-き ほひ 頸が 長く 


-ま いか、 それとも 


6 

9 

2 


の 一種 だと 思 ふやう になった。 

どうも 自分の 愚作 をお 目に かけて は 甚だ 恐縮な 次第 だが、 これ は 私が 今年の 或雜 誌の 新年 號に 書い 

た隨 筆と いふか 漫談と いふかの 前半で ある。 どこかに 隨筆的 文章の 參考 になる ところが あれば、 それ 

は 全く コ専 の効績 であり、 くだらな いところ は 全部 私の 責任で ある。 隨筆的 文章の 項 を 終る に當 つて 

ホンの 餘 輿の つもりで 臆面 もな こ こに 引用した までで ある。 
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第 七 章 日記 的 文章 


ここに 日記 的 文章と いふの は、 その 日 その 日の 出来事 や 磁想ゃ 見聞、 さて は 思索の あと や 記憶に 資 

すべき 事項 等 を 記入す ると ころの 文窣の 謂で ある。 

日記 は 古くから 存在して ゐ たもので、 なかで も 藤 原 道 綱の 母が 1 1 十 幾年 かに 亙って 記した 蜻蛉 日記 

など は 國文擧 上 かなり 貴重な ものである。 また、 平安朝の 宮廷に 仕へ た 女流 は、 大抵うる はしい 日記 

文舉を 遣して ゐる。 その 中で も、 紫 式部 日記. 和 泉 式部 日記 -讃岐 典侍 日記な ど は、 ことに 名高い も 

ので ある。 淸少納 言の 枕 草子の 如き も、 實は 宮廷 生活に 於け る 見聞 や 感想 を 日記 風に 記した もので、 

もと 淸少納 言 日記と 呼ばれて ゐ たもので ある。 爾來 • 鎌 倉 • 室町の 時代から 江戸時代に かけて、 男 も 

女 も 多くの 日記 を 遣して ゐる。 本書で は、 旅日記の こと は、 別に 紀行文と して 取扱 ふので あるが、 紀 

たかす |*?  さらしな  いざよ ひ 

行文 も實は 日記の 一 種であって、 貫 之の 土 佐 日記、 菅原 孝標の 女の 更級 日記、 阿佛尼の. 十六夜 日記の 

如き、 すべて 紀行 的 文章で は あるが 日記の 二字が ついて ゐる。 

さて、 毎日 日記 をつ ける とい ふこと は、 いろいろな 點で 我々 の 修養になる。 第 一 に、 生活に 對 して 
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反^の 機 會が與 へ られ る。 第二に、 生活の 規律が 正しくなる。 第三に、 忍耐強くなる。 かう した 方面 は、 

いはば 道德 的な 修養に 關 する 方面で あるが、 これ を 文章 上から 眺める と、 日記 をつ ける とい ふこと は、 

^日 文章の 練習 をす る ことになるの であるか &.、 旣に 先人 も 言って ゐる 如く、 それ は 文章 上達の 最捷 

徑 であると もい へ る だら う。 先づ第 一 に、 事物に 關 する 観察力が 養 はれて、 ちょっとした 事で も 緻密 

に 考察し、 そこに 深い 意義 を 見出す やうになる。 この こと は、 文窣を 書く 上に、 最も 重耍な 素地 をつ 

くる ものである。 次に：' 毎日 缺か さす 日記 をつ ける とい ふ 習慣 は、 我々 をして いは ゆる 筆 まめたら し 

め、 文章 を 臀 くこと を さほど 臆 劫で なくさせる 効 栗が ある。 さう して、 その 間に 自然、 文章 上の 工夫 

や 言葉 や 文字の つか ひ 方、 文法 上の 疑問 ゃ句讀 法の ことな どに も、 しばしば 遭遇す るので、 知らす 識 

ら すの 間に、 文章に 馴れ、 表現 方法 を會 得する やうになる。 明治 以來 の文學 者で、 特に 文章に 苦心し 

たやうな 人 は、 大抵 忠實に 日記 をつ けた 人達で ある やう だ。 たと へば、 樋 口 一 葉、 國 木田獨 歩、 尾 崎 

紅葉、 德富蘆 花、 正 岡 子規、 夏目漱 石、 芥川龍之介 等の 人達 は、 いづれ も 忠實に 日記 をつ けて ゐた。 

日記の 文章 は、 他の 文章と 著しくち がった 特徵を もつ。 それ は、 必す しも 他の 讀者 を豫 想す る もの 

でな く、 いはば 自家の 備忘 錄 または 回顧 や 慰藉の 資料と なる ものであるから、 その 文體は 多く 覺臀式 

の 簡潔な ものと なる のが 普通で ある。 いま、 左に、 日記 的 文章の 要點を あげて S く。 

第一、 實際 生活お よび 精神 生活に とって 比較的 軍： 要な 事項の み を 記入す る こと。 毎日 同じ やうに 起 

る 事象 や 瑣末な 事柄 は 省く。 隨 つて、 一 日の 記事 は餘り 長くなら ない 方が よい。 とりたてて 記すべき 
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事の 無い 日に は、 晴雨ぐ らゐの 記入に 止める。 

第二、 文體 は、 やはり 口語 體の 方が よいが、 出来る限り 簡潔に 書く こと、 餘 計な 修飾語 や 美 辭ゃ麗 

句 は 絕對に 禁物で ある。 それから、 句 讀點は 施した 方が よい。 

第三、 特別の 必要がなければ、 「私 は」 「僕 は」 の 如き 自稱 代名詞 または 主語 を 書かない 方が よい。 

その 人の 日記 は、 その 人が 主人公に きまって ゐ るからで ある。 

八月 一日 水曜 晴 

け ふから 夏 休 だ。 ラ ヂォ體 操に 行く ので、 朝 は 五 時半に 起きた。 まだ 早い つもりで 學 校へ 行ったら、 もう 

大ぜ ぃ來て 居た。 あしたから は、 もっと 早く 來 ようと 思った。 朝御飯が すんで から、 少し 勉强 をした。 休 中 

は、 毎朝、 涼しい うちに 勉强 する つもり だ。 

これ は、 小擧 校の 三年 生に 讀 ませる 國語讀 本に 出て ゐる 文の 一 例で あるが、 「僕 は」 とか 「私 は」 

とかい ふ自稱 代名詞が 一 つもつ かってない。 

以下、 具體 的の 日記 的 文章に ついて、 具體 的に 述べて 行く ことと する。 


1 夏目漱 石の 日記 

. 明 冶 三十 四 年 (英 國留舉 中) 

-i 十六 B 曰 木 は 三十 年 前に 覺 めたり とい ふ。 然れ I 半鐘の 響 急に 飛詈 たるな り。 その 覺 めた 

る は 本 當の覺 めた るに あらず、 8 しつつ あるな り。 唯 西洋から 吸收 する に 急に して 消化す るに 暇な きなり。 

文^も 政治 も 商業 も皆然 らん。 日本 は眞に 目が 覺 めなければ だめ だ。  > 

今 B 田 中 氏と 》Ietropole  Theatre に 行く。 滑稽 劇な り。 き】 とい ふ 人の 作な り。 滑稽 を 無 g 

に 引上げて 膝 栗毛 的な り。 

三月 十七 ョ 襟 白シャ ッを易 ふ。 

晝 より 田 中 氏 i にて に KCWGaaen に 至る。 見事なる 靈 夥多 あり。 且 頗る 廣 くして 産なる？^ 

なり。 Kew  rala.cc に 入る。 

三 3 十乂  B 中 根の 父より 消息 あり。 恆子出 產の報 を 聞く。 

吾人の 眠れる 間、 吾人の 働く 間、 吾人が 行 i 尿の 裡に、 地球 は回轉 しつつ あるな り。 g 人の 知ら^ち に 

回轉 しつつ あるな り。 .Is は、 之と 共に 回 S しつつ あるな り。 知らざる 者は危 し、 知る 者 I 命 を 形つ 

くる を 得ん。 


明治 四十 二 年 

八月 十 g  「それから」 を 書き終る。 

八月 十五 日 菅 虎雄の a^s 死す。 產後經 過 不良。 

* 食 B«  く。 

八月 十六 c« 陰。 朝、 管の 所へ 行く。 

田屮ぉ 子より うにと 菓子 到來。 

中村是 公より 「不可 不 讚」 を 寄せ 來る。 

「二 槳亭四 迷」 を逡 り來 る。 

八月 十七 H 晴。 伊藤 幸次郎 來訪。 満洲 日々 新聞の 事に 就いて 一 時間 半ば かり 談話。 プ イン ヒュ ー タ 1 

讀了。 

(來 倍) 中 村是公 

八月 十八 B 午後 一 時菅の 細君の 葬式に 行く。 犬 塚が 二十 年 前の フ ロック コ ー トを 藩て 來た。 車に 椠る 

の は失禮 だとい つて、 麟祥院 迄 あるく とい ふ。 富 坂 迄 一 所に つき 合って みたが、 たまらなく なって 御免 蒙つ 

た。 小さな 子が 燒香を やる の は 實に氣 の 毒な もの だ。 會葬者 は大體 知った 顔であった。 

中 村より 愍 i 滿洲へ 行く や 否や を 問 合 はせ 來る。 行く 旨 を 郵便で 答へ る。 

^洲 行の ため、 洋眼屋 を 呼んで 5as を 作る。 

<s 十九 ョ 朝、 林久 男來。 鹿兒 島から 仙臺へ 移る とい ふ。 長 野の 山奥の 熊 捕の 話。 蛇 を 生で 食 ふ 話。 


302 


山で 霧に 取卷 かれた 話。 戶牋の 裏山 をめ くらが 熊 捕の 腰に つけた 鈴の 昔 を 便りに 上る 話な ど をす る。 信 外の 

山奥で 越後の 糸魚 川に 通ず る 所 は大變 淋しく つ て、 そ この 敎師 が鄕里 へ歸っ て歸 任す る の が 厭 だ といって 自 

殺した 話 をす る。 

八 S:  二十 曰 劇烈な 胃カタル を 起す。 

嘔吐、 汗、 膨滿、 醱酵、 酸敗、 オタビ。 面倒で 死にた くなる。 

氷を嗨 む。 味の ある もの を 食 ふ 人 を 卑しむ。 

本棚の 霄 物の 陳ぶ樣 を 見て 甚だ 錯雜堪 へがた き感を 起す。 

昏々 

八月 二十 I ョ 昏々 

八月 二十-一 ほ 東洋 城來 

八月 二 十 S  9 虚子來 

紅 51T 春 薬 を 伴な うて 至る。 臥蓐 中に つき 斷る。 春 葉と は 初對面 なれば なり。 

前の 文例、 英 國留舉 中の 日記の 文體は 文語 體で あつたが、 後の方の は、 殆ど 口語 體 になって ゐる。 

前の 文例で は、 祖國を 眞劍に 思 ふ 文豪の K 面目な 面影、 または 三月 十八 日の 記事の 如く、 運命に つい 

て しんみり 考 へる あたり、 いかにも 大 思想家の 面目が よく あら はれて ゐる。 文 は、 どこまでも 簡潔で 

勿論、 自稱 代名詞の 如き は 一 つもつ かって ゐ ない。 


3。3 


レ , -ヒ tsrs: 是公」 が ある だけで あるが、"」 れは 他の 日 

後の 文例 を？ て、 先づ 「来信」 に ""リヨに" て 置きたい 来信 を 記して 置いた に 過ぎぬ。 

に 少しも 來 信が無ぃ！意味す るの し はな にしても その 通りで！。 また、 病中、 A 

來信は、 JHHHUI  a  ？」 I 

月 二十 二日の 記事 は^^ それて よ ^グマ 


でも 記す とい ふ根氣 である— 


二 正 岡 子規の 日記 

七月 二十^ g 火曜日 曇  昏蟲ぎ て S る。 

Sf 時 碧 玉 利博士の西穩話待| 讀む。 印 

度 仙人 談 完結す。 

二 時間 程 眠る。  〜ビ 。 囊、 まだ 利かざる に 旣に心 愉快になる。 

九 § 後便 霞 f 苦しく 例に 依りて 麻 1ズ^す」 よ^、 つま づきながら 多 愛 もな き 講談の 籠な ど を 

此の 時 老母に 新 I みても らうて 聞く  I 名 
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ss まるる を、 我 は 心を靜 めて ra きみ s かずみ、 うとうと となる 時 は 一 日中の 最も 樂 しき 時な り o  W 

牛乳 一 合 * 麵3 すこし。 

^る i と 能ーぜ の 古き もの ありと て 出しけ る を 四 五箇 づっ 並べて 果物 帖 に 寫 生す。 

甕 食， 卯の花 酢。 豆腐 滓に^ 肉 をす り まぜた るな りと ぞ。 

又 S 寢す。 覺 めて、 © 中 汁粉 を 飲む。 

午後 四時 過、 左 千 夫、 今 U の番 にて 訪 はる。 

晚飯、 0S. 燒物、 苧、 茄子、 富 蚩 豆、 三杯酢 渍， 飯う まく 食 ふ。  - 

ひ あ ふま  と 

庭前に 咲け る 射 干 を 根ながら 掘りて 左 千 夫の 家土窗 とす。 

床の間の 掛物、 龜に 水草の 竄、 文 鳳の 篛^ しあれ ど僞 筆ら し。 

座敷の 褂額は 不折肇 の 水 彩畫、 富士 五合 目の 景 なり。 

どうべ い ひ あ ふき 

銅 瓶に 射 干 一 もと を 節む。 

P け. s し  "た ど，  しぜ つせ. S  > 

小鉢に 富 士の燒 石 を 置き 三寸 許りの 低き 虎杖 を 二三 本 あしら ひたる は四絕 生の 自ら 造りて 贈る 所 

八月 六 曰 晴 。朝， 例に よりて 苦悶す。 七 時半 麻痺 劑を 服し、 新聞 を 讚んでも らうて 聞く。 牛乳 I 合。 

午餐。 K 苦しく 新聞 も讀 めず 賓も かけず。 され ど 鳳 梨 を 求め g きしが 氣に かかりて ならぬ 故、 休み休み 

おつ Sf  二 だパ 

寫 生す。 これにて ^物帖 完結す。 始めて 鳴門 S 柑を炱 ふ。 液 多くして 夏 橙 よりも 甘し。 今日の 番 にて 左 千 

夫 来る。 午後 四時 半 又 服劑。 夕刻 は 昨 H より 稍 i 心地よ し。 夕刻 寒暖計 八十 三度。 (病状 六尺) 

丸 月 七 C1! 忽雨。 忽晴。 


. 今朝 週報 募集 句の 原槁を 持たせ 使 を 出し、 序に 宮 木へ 往 きて 腹の はり を 散らす 藥を もら ひ來 らしむ。 

白い 散藥を もら ひ來 る。 

朝、 繃^ かへ、 便通 ある こと 例の. S し。 

秋 一室# 子の 髯の 動きけ り 

秋の 蟈 殺せ ども 鏺盡 きぬ かな 

雞顯ゃ 今年の 秋 も たのもしき 

夜、 碧 梧桐 來る。 ^村 句集 講義 讀合 はせ のた め。 (下略) (仰臥 漫錄) 

病苦と 鬪 ひながら、 毎日 克明に 日記 を 書いた のが 俳聖 正 岡 子規であった。 病人と はい ひながら 頗る 

健啖家であった 子規 は、 日記の 約半分 は 食物に 關 する ことで うづ めら れてゐ る。 しかし、 それで ゐて、 

少しも 下品に 聞えない のが 不思議な 點 である。 まるで、 子供の やうな 天眞 爛漫な 心に なって ゐ るから 

である。 子規の 日記 は、 ^なる 備忘 錄 式の もので はなく、 そのまま 立派な 俳文 をな して ゐる。 先づ、 

日記 文で は、 何とい つても、 子規 を 以て 第一と せねば なるまい。 


I 一一  樋 ロー  葉 の 日記 

ふみ 

六月 十 七 B 成りけ り、 博 文 館へ あてお こした る狀の 一 つに 樋 口 勘次郞 とて 高等 師範 卒業生の 文 あり、 

かねてより 敎科 の 目的 を もって 其のむ ね 校 までき こえ 出で つるに、 それし かるべし との 賛成 をう け" 

卒業より 此の方す でに 一年、 一 意 この 事に のみ 身 を ゆだねつ、 ひたすら これが 改善 を 計れ ど 文才な くして こ 

と 心と 伴な はず、 い たづら に もだえて 日 を 明かし 暮す となり、 かねてより 君が 著作の 數々 を 見て、 かかる 自 

在の 维を もちて 此のお も ふ 事醫き 得られな ばいかば かり 世の 爲人 の爲 なるべき、 いと 聞え にくき 事 なれ ども 

し 我が これに 盡 くす 心 をお ぼしく ませ もし 給 はば 一臂の 助力 を 賜 はれ や、 この 事 人して たのみ 參ら すべき を 

なチ in か ひ とづ C 

生 中に 人 像せば あやまれる K えの つた はらん も 佗しく、 かくうち つけに と？ S かれたり。 ところどころの 書店 

より 雜 誌の 事な どい ひ來 ると は 事 か はり、 かば かり 敎 育に 熱心なる 人の 詞を ひくう してい はれた る ことうけ 

が は ざらん も 本意な かる ぺ くや、 われに なし 能 ふ 事 か あらぬ か、 とまれ あ ひ 兌て 事の よしと ひきき たらん 後 

いかにもせば やと、 かへ しした ためやる。 

いつに も御訪 はせ 給 はるべし， 御 まのあたり にて S えんと いひ やりき。 やがて 此の 文よりの 文に、 いと か 

たじけ なき W をい ひて、 二十 三 日 の 火え う B 御 在宅た ま はれ かし、 かならず 參上 すべければ と 有りき。 

六月 二十 三 g 午後、 涵ロ^ 次郎 約の 如く 來る、 背 ひくく 色く ろく、 小ぶ とりの せし 品格な き 人な り、 


左の みは ものがたる 事 もお ほからず、 唯大 かたに 物う ちた のみて、 まづ手 はじめに 桃太郞 さる かにな どの 昔 

さざなみ くん 

ばな しょり 辯 手 あらま ほしし とて 漣 君の ものした る 昔ば なし そこば くさしお きて 行く、  ® 打ち あはせ まほ 

しき 事 あらば 御 出願 ひまつらん も 計られず とて、 唯 こればかり ぁづ かる。 

此の 人の 趣意 一 あたりお もしろ けれど、 學 校の 敎科 書に 小 設を用 ひんと いふ やうの 計躉 ある、 いささか 行 

はれが たき 事なら ず やと かたぶかる、 され ど そ は 我がた のまれの ほか なれば 何 を かいはん、 おひお ひに 進み 

て、 さる 事の 相談 をもう けなば、 其の 非なる よしをい はば やと 思 ひき。 (み づの 上) 

一葉の 殁年、 すな はち 明治 二十 九 年の 日記の 一節で ある。 敎科 書に 小說を 採用した いと 考 へて ゐる 

當 時の 新しい 敎育家 樋 口 勘次郞 氏の 見當 違と、 まだ 二十 五 歳の， 一葉 女史が、 「いささか 行 はれが たき 

事なら す やと かたぶかる」 とい ひ、 「さる 事の 相談 をもう けなば、 其の 非なる よしをい はば やと 思 ひ 

き」 といって ゐる あたり、 同じ 樋 口で も、 その 見識 は、 月と すっぽん ほど 違 ふ。 

それ はとに かく、 女史の 日記 は、 實に、 毎日 克明に 記された もので、 しかも、 それが かなりの 長篇 

に 亙って ゐる。 その スタイル は、 9! 記 的 文章と いふよりも、 むしろ 小說的 文章に 近く、. そのまま 小說 

の 素材 をな すと 思 はれる ものが 多い。 それに、 和文 體の、 どちら かとい へば、 源氏の 流 をく む、 あし 

びきの やまどりの 尾の しだれ 尾の やうな 感 がないでも ないし、 句 讀點の 如き も、 特刖 なう ち 方 をして 

ねる。 隨 つて、 決して 今日 眞 似て よい スタイル でない こと はいふまで もない が、 唯、 女史が 如何に 日 

記に 忠實 であり、 同時に 文章 道に 精進して ゐ たかと いふ 事實を 知る ために 引用した ので ある。 
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四 德富蘆 花の 日記 

： 彼岸 

すい  S か-  J  くれ A* 

今日 彼岸に 入る。 梅花 歷亂 として、 麥綠 已に莖 をな しぬ。 棻花 盛と なり、 椿 は ぼたり く 落ちて 地 も 紅 な 

わ o 

野に 出づれ ば、 田の 畔はゼ 筆 嫁菜 • 野蒜 • 蓬なん ど簇々 として 足 を 容るぺ き 所 もな し。 薹. は 花 

となりて、 1 も 小き^ ¥fe しがめ ぬ。 其の 陰に？ &| める の何ぞ 美しき。 蒲 公 P は 小き 曰 をば 惜氣も 

なく 田の 畔に 撒き散らせり。 木 K も 紅脣を 開きぬ。 

田 川の 水の 音 を 聞け。 溶々 として^ かに、 其の 裡に 無限の 春 あり。 おたまじゃくし 初めて 生まれて 五分ば 

.Q る  そ 

かり、 S き 水に 泳げり。 農夫 は 巳に W を かへ し 初めん とす。 

らる CI  ち ぼな  だ 1  あし 0 め  あかお いろ  ，-D 

=. 邊に は、 枯葉、 a 根の 間より、 茅 花に は大に 筍に は 小き 蘆 芽の 數限 もな く 茜色に 吐出で ぬ， 

野に は 雲雀 を 聞き、 我が 隣家の 搽 に は、 近来 日毎に 鷥來嗚 けり。 (三月 十八 日) 

^雨 晴れて、 まさしく 夏と なりぬ。 
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障子 開き、 簾 を 下して 坐 すれば、 簾 外山靑 く、 白衣の 人 往来す。 富士も H 衣 をき けぬ。 碧の 衣 すがすがし 

く、  ^に は 僅かに 二三 條の雪 を 冠れ り。 ^叠 敷く 相 模灘の 上 を、 ^々として 狻り來 る a の 涼しき を 聞かず や。 

、  むぐ らし  こうざん  ぎ，.？；. - 1 

今日 初めて 蜩 の 聲 を 後山に 聞きぬ。 一罄 さやかに して 銀 § を 振れる. g し。 

S 日 山に 入り、 涼 は 夕と 共に 生ず。 外に 出 づれば 川に 釣る 入 あり、 談笑の 膝 あり、 て^ M あり、 花火 を揚ぐ 

る 子供 あり。 

夏の シ，' ズ ンは始 りぬ。 (七月 十 B) 

時雨の 日 

今 口 は 時雨の 日な り。 

はらく 降 出づる 力と S へば 止み、 止みし かと 思へば、 また 思 ひ 出で たる 樣に降 出づ。 宿の 女 等 幾た びか 

衫の 出し入れに 迷 ふ。 自然 も 冬に 入らん として、 心騷 がしき にゃあらん。 r^T しう 世の 思 はるる 時雨 哉」 

と， 古人の 句 妙なる 哉。 

日 は 薄絹につつ まれた る 樣に光 薄く、 山茫と 打ちけ ぶり、 落葉 勝なる 木々 は 打ちし めり、 ^氣は うっとり 

として 霜し。 恰も 春 陰に 似たり、 ただ 寂しき のみ。 (十 i 月 二十 七日) 

歲除  - 

晴れず、 ft れ ども 降らず、 鬱陶しき 年の 暮 なり。  V 


ザん せん  し め な は 

我が家に も、 山より 松 を 伐り 來 りて 立てぬ。 前 川に 泊す る 舟の 上に も、 松 あり、 注^ 繩 あり。 天下 事な く，  I 

我が家 事な く、  i せた く、 債鬼な く、 また^ 財な く、 淡々 焉 として 年は靜 かに 暮れて 行く。 (十二月 三十 一 日) 3 

(自然と 人生 —— 湘南 i) 

これ はい は ゆる 備忘 錄 式の 事務的な 日記で はなく、 湘 南に 俗塵 を 避けて ゐた 詩人 德富蘆 花が、 一 年 

スタイル 

を 通じての 自然のう つり か はり を 日々 記入した、 うる はしい 日記 的 文章で ある。 文體 は、 明治 三十 二 

年頃の ものであるから、 今日の ものと は 大分 變 つて ゐ るが、 しかし、 自然の 觀察 とその 描寫 とに は、 

さすがに 蘆花獨 得の ものが ある。 かなり 有名な 文章 家で、 常に 藍 花の 「自然と 人生」 を 座右に 置いて、 

文章の 手本と して ゐた人 は 決して 少 くなかった とい ふこと である。 文體を そのまま 眞 似て は 時代錯誤 

であるが、 その 見方と 寫し 方の 呼吸 は、 たしかに 今でも 手本と してよ いと S ふ。 


S  .  二葉 亭四迷 の 日記 

十月 二  B  (舊 八月 十五 日) 朝 來徵雨 

衞生 大掃除と て 朝より 家内が たびしと 犇 めく。 畫頃 漸く 一通り 濟 みて 手が あくと、 急に 寒くなる。 とうと 


ぅ耐 へ きれず し て ド テ ラ を 引 張り出し て ネルの 上に 藩る 、 丁度 好 加減 也。 

今夜 は 十五夜 なれ ど、 此の 雨で はかた なし だ。 

しばらく  や  ぢゅ ゆつ うん ザゥく 

十月 三 0T  (舊 八月 十六 日) 朝來徵 雨少焉 して 歡 みたれ ど S 霉擾々 たり。 

篛 さきの ふに 異ならず、 朝來 どてら にくる まりて、 やれく 意氣 地の ない ことかな。 

朝のう ち、 西 本より 使 あり、 极蕈を K ふ。 口上に 曰く、 國から S つて まゐ りました からと。 なるほど 市中 

へ はま だ 出ぬ やうな り。 さう い へば、 笠が 固く 窄 みて ゐる。 甘 さう だ。 

松蕈に 新鬻麥 欲しと おも ひけり 

十月 s  g  cffl 八月 十七 日) 曇。 

寒さ 昨日に も § 增し て意氣 地な しと 思 へ ど、 ド テ ラを棄 つる こ と 能 はず。 

あ 力  あさが ぽ 

湯歸 りに^ 所の 垣に 紅き 花 一 っ槳 がくれ て 見 ゆるに ふと 目 留まり 立 寄りみ るに、 その 形 朝貌に 似たり。 我 

おくれ ざ ざ  ほか  み 

が 家の は 最早 疾 くに 花 さかず なりに ける に、 こは邐 K にやと おもへ ど、 例の しかと 見識らねば、 他の 花 を 見 

紛 へる かも 知らず。 

十月 五 H  (舊 八月 十八 月) 終日 細雨。 

別に 記事な し。 ただ、 ド テラの 憨 i 離しが たきを K ゆるの み。 

十月 六 0  (» 八月 十九 日) 朝 來藝、 夕方 霽。 

今日は 朝來 寒さ 少し 緩みて、 ド テラ を 脱ぎ、 ネルの 單 衣の 上に 綿 入 羽織で 苦にならず。 而も 障子 は 東と 南 

と を 終日 明 放ち たれ ど、 その 明 放ちた る を 忘れて 執筆に 餘念 なき 程な りし。 五六 寸の 鮎. 旣に 市に 上れり と、 ジ 
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晩餐の 時 母上のお 話な り。 

今夜 二 時 起 出で て 月を觀 る。 半 弦よりも 少し 滿ち たる 方に て、 殆ど 天心に 懸 りたり。 月下 蟲聲、 風情 言 は 

ん方 なし。 露の 懂 渡した るなる べし、 しっとり としたる 夜の 光景な りき。 

ゥ なゐ ご 

蟲の音 に 垂髫兒 はす やくと 

つゆお よる  ， 

しんくと 露 降つ 夜 を 鳴き 明かす 蟲 

月下に 蟲鳴き て はら^ \ と 露 

こすも 

四時 ごろ ffl を 足しに 起き 出で たるに.^ 梢 を間斷 なく ボタ ボタと 落つ る 管す。 薄暗き 處ゅ ゑ、 且は 例の 近視 

眼 ゆ ゑ、 何とも 視分 ちかね たれ ども、 昔に よりて 判 ずれば 雨の 如し。 され ど 目の前の 窓の 上 を 見れば、 竹 格 

させが たね ど _J 

子の 影 這 ひたり、 先方 褥 裏に ありても 雨の 降る らん やうの 音 を 聞け り。 さて は 秋^の 定めに て、 いつしか 雨 

さ  おしはか 

降り 來 りしが、 今纔 かに 霽 上りて 薄 月の 射せる にも やと 推 測られ たれ ど、 尙 心許な かりければ、 我が 居間に 

歸 りて 後、 雨戶を 一 枚く り 明けて 签を打 仰ぐ に、 明月 皎々 として、 E に 見 ゆる 限り 一 片の雲 だに なし。 さて 

は 露 かと、 尙 I 方の 最も 木立に 近き 窓の 雨戸 を 繰りて 耳を聳 つるに、 樹の 間に 葉より 葉に 落つ る はらく と 

まが 

いふ 物の 管 暫く も絕 ゆる ことなし。 今 は 紛ふぺ くもなく 露の 管な り。 我が 見聞 狹 くて 露の 管を讀 みたる 詩 K 

ある を 知ら ざれ ど， こは少 くも 我に 取りて 珍しき 掘 出し物し たる 心地し ぬ。 げに露 時雨て ふ 熟語 も ある を、， 

今迄 知らで 過ぎし こそ、 うつけ たる 我が 心 かな。 

こ ほろ g 

g の ふと 鳴き 止めば 露の 音 

紫隱れ の 露の 音き く  iS や 


深夜 折々 チ ツチ ッと いふ やうなる 蟲の管 を 聞く。  K は 壁 間に 在る ものの 如くい と 近々 と 聞え しが、 いかな 

る 蟲の嗚 くらん と あはれ なりき。 

萩 桔梗 雨の そぼ ふる 日な りけ り 

二葉 亭晚 年の 日記で ある。 明治 三十 九 年、 「其 面影」 を 執筆の 頃の それで ある。 二葉 亭の文 舉に對 

する や、 科舉 者の 實驗に 於け るが 如き 態度で ある- と 評されて ゐる 通り、 この 日記 的 文章の、 十月 

六日の 後半の 如き は、 二葉 亭の ものの 見方が 如何に 眞劍 であるか を 明瞭に 示して ゐる。 殆ど 夜通し か 

かって、 化. 舉 の實驗 でもす る やうな 態度で、 露の 音に 聞き入って ゐる。 そして、 その 表現が、 お ざな 

りの 日 記 的 文章 の 型 を 全然 破 つて ゐる。 

かう した 日記 は、 その 日卽 ち、 十月 六日に 認めた もので ない こと は、 記事 それ 自身が 物語って ゐる。 

しかし、 それ は數日 を經て 記した もので はない。 それが 證據に は、 十月 七日の 日記が、 ちゃんと 記さ 

れてゐ るからで ある。 恐らく、 十月 七日の 朝 記された もので あらう。 

かうな つて 來 ると、 文舉 者の 文章 生活 は、 政治家 ゃ實業 家の 活動 以上で あると もい へる。 この 眞劍 

さが 無ければ、 決して 後世に 名 をの こす ほどの 文章 は 生まれて 来まい。 


✓  V 


二月 十 I  C! (水曜日) 大祭 紀元節 

旦起、 南 窓 を疏 して 而 して 以て 遠近に 眸す。 滿目皓 々として、 西郊 忽ち 渺茫 たる 大海に 化し >  而 して 浪聲 

なき を條 (し) む。 m 安 十 守の 塚 森、 忽ち 變 じて a 林と なり、 四隣の 家屋、 化して 銀臺 となる。 珠簾戶 峭に挂 

り、 滴 翳 泌々 たり。 而 して 飛 雪 紛々、 或は 霏々、 或は 密々 片々 として 檐角を 打ちて 舞 ふ。 凉崔 餓を戶 端に 訴 

r 飢」 力 

へ、 sin 飢を 九霄に 叫ぶ。 山川 糢糊 として 明唷、 佳勝絕 I 翕然と して 眉宇に 萃り、 恍 として 簾 を 捲く の 

思 をな す。 

「あり」 力 

很蒂 なくん ば 何 を 以て か 枝葉 をな さん。 水源な てて 而 して 河流 あるな り。 我が 國 ^ 統 綿と して S に 二 千 

r 祖」 力 

有 五 百の 久しき に 至る もの は、 これ 其の 初大紙 神武： 大^の 强 梗を鈸 除し 仁德を 修めて 中原 を奄 有し 玉 ふに 依 

る、 豈 偉大なら ず や。 是に 我が 今上 聖© 皇帝、 毎年 本 月 十 I 日 を 以て 大祭 を 行 ひ、 其の 偉 爲 を 謝す。 正に 門 

端の 國旗 と共に 盛な り、. 噫。 (樗牛 全集) 

これ は、 樗 牛が 福 島中 舉 時代の 日記の 一節で ある。 時に 年 十 有 五。 まだ 少年の ことで あるから、 や 

む を 得ない ともい へる が、 しかし、 一 面から は、 少年の くせにい やに 氣 取った むづ かしい ものの 言 ひ 
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高山 樗 牛の 日記 


方 をした もの だと もい へる。 かう した 素地が、 後年の 樗牛 をして 例の 氣 取った 文章 家たら しめた 原因 

である。 しかし、 それ は ひとり 樗 牛の 罪で はなく して、 時代の 罪で あり、 叉、 小擧校 ゃ中舉 校の 作文 

指導者の 罪で も ある。 

さすがに 時代 は 進んだ。 今、 日で は、 尋常 三年 生に、 日記の 模範 文と して 左の 如き 文が 與 へられて ゐ 

る o 


七 尋常 三年 生の 日記 

八月 三 B 金曜 晴、 夕立  ♦ 

東京の をば さんが、 春 子ち やん を 連れて、 お出でになった。 おみやげに、 おもしろい 本 を もらった。 

午後 二 時 頃、 ひどい 夕立が 降って 來た、 お ざしきで ねて 居た 春 子 ちゃんが、 雷の 管で 目 を さまして、 わつ 

と 泣 出した。 

八月 0  t«  土曜 晴、 後く もり 

1 郎 さんから、 はがきが 来た。  6 

暑い ことです ね〕 皆さん、 おか はりはありません か。 こちら は、 皆、 丈夫です C 私 は、 にいさんと、 毎 ジ 


日、 川へ 泳ぎに 行きます。 この頃、 少し 泳げる やうに なって、 うれしくて たまりません。 どうか、 をぢさ 7 

3 

んゃ、 を^さん によろ しく 

と 書いて あった。 

このはが きを、 おとうさんが ごらんに なって、 

「1 郞は、 なかなか 字が うまくな つた。 お前 も、 負けない やうに しなければ いけない ね。」 

とおつ しゃった。 

け ふ も、 午後、 夕立が 來さ うにな つたが、 とうとう 降らなかった。 (小 舉國語 讀本卷 五) 

かう した 自然の 表現 法に よって 指導され てゐる 今日の 小擧 生や 中擧生 は、 決して 言葉の 上で おどか 

さう と はしない。 どこまでも、 こまかに 見、 新しい 感覺を 養って、 それ を そのまま 寫 さう とする やう 

になって ゐる。 次に 示す の は、 尋常 五 年生の 女の子の 日記で ある。 

八 尋常 五 年生の 日記 

三月 三日 金曜 晴 

今日はい よいよ お 節供 だと 思 ふと、 うれしくて うれしくて たまらない。 その上に、 妹のお たんじ やう 日 だ 


からな ほうれし い。 妹の 名 を、 やよひ ちゃんと いふの は • 今日 生まれた からだ さう だ。 やよひち やん は 朝 早 

くから 起きて、 

「今日は、 あたしのお たんじ やう 日よ。」 

といって、 うたったり はねたり して ゐた。 學 校へ 行く 時、 今日の やうな Q には學 校 もお 休に して くれる と 

いいな あと 思った がし かたがない。 がまんして 行って みると、 やつば り 舉校は ゆく わいで ある。 

五 時間 目のお けいこが すむ と、 大 いそぎで 歸 つて 來た。 そして、 おやつに は、 おひな さまに 供へ てあつた 

お菓子 を わけてい ただいた。 

お 夕釵に は、 ずゐ ぶんごち そうがあった。 妹のお たんじ やうと、 お 節供と 二つ K なった からだ さう だ。 皆 

が 一 しょに お膳に つくと、 

「やよひち やん、 おめでたう。」 

と、 おとう さまが おっしゃった。 やよひち やん は、 どういって よいの か 困って しまった やうに、 

「おとう さま、 おめでたう。」 

といった ので、 皆で 大笑 をした。 

1 一 一 月 B ョ 土曜 雨 

朝起きて みたら、 細い 雨が しとしとと 降って ゐた。 庭の ねこやなぎが、 けむった やうに なって、 その 雨の 

中に ぬれて ゐた。 おえん が はの 下に うづく まって ゐる コント (犬の 名) も、 どこか 歩いて 來 たの だら う、 背 

中 をぬ らして つめた さう だ。 
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「今日は 長ぐ つに しなさい。」 

ぉ母樣 が、 さう おっしゃ るので、 そのと ほりお 支度 をして 學 校へ 出かけた。 

何だか 靜 かにお ちつ いて ゐる やうで、 町 通 も、 いつもと は 違 ふやう に 思 はれた。 護國 寺のと ころの 櫻の 枝 

が、 雨に うるんで、 つぼみが 少し ふくらんだ やうに 見えた。 

舉 校から 鼸 つて、 お 家の 中で 妹と 遊んだ。 (國 語副讀 本) 

かう した 自然の 表現が、 だんだん 成長して 行く と、 次に 示す 吉屋信 子 女史の 日記の 文章の やうに な 


九 吉屋信 子の 日記 

六月 十五 ョ (金曜) 天 氣晴。 

鎌 倉 建 長 寺 管長と 一 問. 一 答の 爲、 主婦 之 友 編輯 局の 方 達と 寫眞 部の 方と に、 案內 されて ゆく。 

靑 紫の 寺院の 境内す がすが し。 

用 を 終りて、 一行のう ちの、 婦人 記者 T さん 達と 逗 子へ ゆく。 それより 三 崎まで ドライブ、 海邊の 宿で お 

甕 御飯 をます し、 お 船に 乘る。 
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油壷へ 上陸、 橫須賀 まで 自動車、 黄昏の 軍港 を 眺めて 歸京。 

おみやげに、 買った 一 箱の 櫻 貝。 

久しぶりの、 長閑な 淸遊 たった。 まるで 女學 生の^ 足の やうに 面白かった。 

T さん 達 は、 歸 つてから、 又 社へ 戾り、 ひと 働な さるの を 思 ふと、 私 も 怠けられない。 

家の 灯の 下で、 御 夕飯 を 戴きつつ、 今 曰のお はなし をす る。 

六月 十六 9  (土曜) 書齋 で：. つもの 如く) 

夕方、 雨の 中 を 赤 坂幸樂 へ、 山田嘉 吉 氏の 古稀のお 祝に 列す。 いろいろのお 方に おめに かかる。 テ ー ブル 

スビ ー チを させられる。 早目に 歸り、 一寸 書齋に 入る。 

六月 十 モヨ (日曜) 

今日 (女の 友情) 八月 號の 原稿 成る。 

數 日の 苦心な り。 

くと、 人並の 日曜 も 祭日 もな し。 

六月 十八 H  (月曜し 

昨日 渡した 原稿のう ち、 翳き なほしたい 部分が 出来て、 取戾 し、 一 日が かりで 肇を 入れ、 やっと 渡す。 

六 S 十九 9  (火曜) 

つゆぞら II ほっとして 今 曰 は 遊びたい。 でも签 はく もり、 なんとなく • 疲れが 出て、 ぼんやり 讀書、 レ 

T- ，ド を聽 き、 ビア ノを 叩き、 庭で ゴルフの 練習、 まるで、 一 寸 1 日 だけの 有閑 令嬢だった。 
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(月刊 文章 講座) 

今 をと きめく 女流作家の 日記で ある。 純な 婦人ら しい 感覺 が、 清新な スタイルの 中に にじみ 出て ゐ 

る 文章で ある。 

靑 葉の 寺院の 境内す がすが し。 

おみやげに、 買った I 箱の 櫻 貝。 

つゆぞら _. ほっと 今日は 遊びたい o 

感覺も リズム も、 そのまま 美しい 詩 だ。 髮を 短く きって、 待合の 情 a まで 描き出す 女流作家の 日常 

生活 も、 決して 常の 婦人と ちがって はゐ ない。 つつまし やかに、 「家の 灯の 下で、 御 夕き X！ 戴 トク ク、 

今日のお はなし をす る」 純な をと めで ある。 「T さん 達 は、 歸 つてから、 叉 社へ 戾り、 ひと 働な さる 

の を 思 ふと、 私 も 怠けられない。」 とい ふ 努力家 は、 「昨日 渡した 原稿のう ち、 書きな ほしたい 部分が 

出 來て、 取戾 し、 一日が かりで 筆 を 入れ、 やっと 渡す。」 とい ふ ほど、 眞劍な 態度の 作家で ある。 

年代で いふと、 昭和に 入って からの 日記で あるから、 最も 新しい ものであるが、 「數 日の 苦心な り」 

「原稿 W くと、 人並の 日曜 も 祭日 もな し」 とい ふ 風に、 文語 體の ところな ども ある。 しかし、 日記の 

文章 は 簡潔 をた つと ぶので、 自然 かう した スタイルになる。 
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黄昏の 軍港 を 眺めて 歸京。 

おみやげに、 賈 つた 一 箱の 櫻 貝。 

の 如き、 いは ゆる 名詞 止めの 手法な ども、 文の 簡潔から 来る 自然の レトリックで、 日記 的 文章の 一 特 

徵 である。 

日記 は、 もともと 人に 見せる ために 書く もので はなく、 中には 絕 對に秘 して 置きたい こと や、 僞ら 

ざる 感靑を 他人の 上に 投げ かけた ものな ど を も 記して 置く ので、 生前に 日記 を 公に する こと は、 先づ 

めったにない といって よい。 隨 つて、 現代の 文壇に 活躍して ゐる 文人 達の 立派な 文 を 多く 揭げる こと 

が出來 なかった の はやむ を 得ない。 


2 

2 

3 


第 < 章 紀行 的 文章 


とこに、 紀行 的 文章と いふの は、 いは ゆる 旅行記 または 旅日記の 文章の ことで ある。 前に も 述べた 

如く、 紀行文 は 一種の 日記 文で あり、 旅行先で 日日 記す ところの 日記に 他なら ない。 だから、 貫 之の 

土 佐 日記に せよ、 孝標の 女の 更級 日記に せよ、 阿佛尼の 十六夜 日記に せよ、 すべて 日記と 呼ばれて ゐ 

るので ある。 

旅に 出て、 ちがった 土地の 自然 や 人情に 接し、 そこに 一種の 感輿を 起す とい ふこと は 人間の 自然の 

情で ある。 その 自然の 情から わき 上った 感與を 記す のが 紀行文で ある。 紀行文の 萌芽 は、 旣に ふるく、 

寓 葉の 羈旅の 歌に も あら はれて ゐる。 

旅に ありて 物 を ぞ思ふ 白浪の 遍 にも 沖に も 寄る と はなしに 

草枕 旅に し をれば かり ごもの 亂れて 妹に 戀 ひぬ 日 はなし 

國？ おみ 思 ひな 佗び そ 風の むた « の 行く ごと 言 は 通 はむ 
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交通の 不便であった 上古の 代に は、 右の 如く、 先づ 旅へ 出て、 家 鄕を懷 ふ 情が 詠歎 せられた。 つい 

で、 平安時代に 入って、 土 佐 日記 ゃ更級 日記の 如き、 本格的な 散文の 紀行文が あら はれ、 鎌倉時代に 

入る と、 海道 記 ゃ東關 紀行 や 十六夜 日記の 如く、 主として 京都と 鎌 倉との 往復の 旅日記が あら はれ、 

江戸時代に 入る と、 道路の 開通に ともな ひ 旅行者が 著しく 増加し、 極めて 多くの 紀行文が あら はれて 

ゐる。 中で も、 芭蕉の 奥の 細道 や 鹿 島 紀行の 如き は、 最もす ぐれた 俳文 的 紀行で あり、 蜀 山人の 小春 

紀行 ゃ輕井 茶話 道中 粹語錄 の 如き も、 狂歌 的 趣味た つぶりな 面白い 紀行文で ある。 小說 では あるが、 

一九の 東海道 中 膝 栗毛の 如き も、 一 種の か はった 紀行文と も 見られる。 明治 以後に なると、 旅行の 範 

圍が ぐっと 廣 まって、 內地 はいふに 及ばす、 朝鮮. 滿洲 • 支那. 南洋 はもと より、 印度から 歐洲、 南 

北アメリカと いふ 風に、 地球の すみす みまで 日本人の 足跡が 印せられ、 隨 つて 紀行文 も 全く 世界的に 

なった。 そして、 文人 だけでなく、 殆どす ベての 人々 が 堂々 たる 紀行文 を ものして ゐる。 それ は、 舉 

者に、 軍人に、 實業 家に、 宫 吏に、 あらゆる 階級 あらゆる 範圍に 亙って ゐる。 

さて、 紀行文の 書き かたで あるが、 それ は、 だいたい、 隨筆 又は 日記 文の 呼吸で 行けば よい。 

第一、 先づ 何よりも 遊子の 感覺 がみが かれて ゐ なくて はならぬ。 さう でない と、 折角の 旅の、 自然 

も 人情 も 風俗 も、 ただ 何と はなしに 珍しい ぐら ゐで濟 まされて しま ふ。 それで は、 紀行文 は 生まれて 

來 ない。 

第二、 珍しい 見開 を 紹介す るの はいいが、 それ を敎 へようと する 態 i いはば 說 明に 陷 るの は 失 
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敗で ある。 とかく、 文筆 的 素人 はこの 弊に 陷 りたがる。 しかつめらしい 敎育 家の 洋行 談の やうに なつ 

て はならぬ。 

第三、 お i は、 隨筆 または 日記 文の 如く、 輕 妙で 簡潔で、 肩の 凝らない のがよ い。 それに は、 一 つ 

は氣 持で ある。 旅に 出た、 のんびりした 氣持、 それが そのまま 文に あら はれて ゐる のがよ い。 

第 四、 何よりも、 文 は 印象的で なければ ならぬ。 それに は、 自分が 最も あざやかに 印象 をう けたと 

ころ を 描くべき で、 見聞の 一 々を くどくどと 記して は 失敗で ある。 

第五、 畫 のかけ る 人 はチケ ツチ を、 和歌 や 俳句の 出 來る人 は 和歌 や 俳句 を、 ところどころに 挿入し 

て 置く こと も 望ましい ことで ある。 土 佐 日記 は 和歌 を、 奥の 細道 は 俳句 を、 それぞれ 揷 入して ゐるこ 

とに よって、 どれ だけ 文 全體を ひきたてて ゐ るか 分らない。 

以下、 具體 的の 文例に よって、 紀行文の ス， タイル や 作法 を 舉んで 行く ことと する。 

いお こ 

-  一 潮 來 

私 は 1 時間 以上 そこに 待たなければ ならなかった。 

「來 るに は來 るんだ ね。」 
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かう 私 はもう 一 度 船 蕾 場の 主人に 聞いて みた。 

「え • 來 ますと も …… OJ 

しかし、 それが 果して やって 來 るか、 何う か。 1 時間と いふの が、 二 時間に も、 三時 間に もな り はしない 

か。 かう 思 ふと、 いっそ 戾 つて 角の 旅館に 泊った 方が 好く はない かと も 思 はれた。 

しかし、 どうも、 あの 旅館で は、 おちついて 寢られ さう にも 思へ なった。 きっと、 となりの 室で S がれて 

1 晚中寢 る こと も 出来ない に 相違ない、 まあ 待た う >  かう 思って 私 は SE 蕾 場のと ころに 立って ゐた。 

しかし、 さう したいら だち 勝ちな 心 も、 しばらく さう して ゐる 中に、 次第に 靜 かに 靜 かにな つて 行った。 

それと いふの も、 あたりの 夕暮 のしん とした 签氣 がそれ となく 私の 心に ぎ 込んで 來 たからであった。 それに 

しても 何とい ふ 靜 けさで あらう。 また 何とい ふや はら かな 氣分 であらう。 私 は、 そこに 小さな 泡 を 作って 靜 

n{ , -も 

かに 流れて 行って ゐる川 を 見た。 夕 暮の靜 けさに 全く 頭 を たれて しまって ゐる眞 菰ゃ蘆 を 見た。 かすかに 管 

をた て て 遠く 漕い で 行く 船 も 見えた。 

^は fi つて 灰色に ぬられて ゐる。 そして その 签が どんより とした 水の面に 落ちて うつって ゐる。 

「これ は天氣 が變 るかな。」 

突然 かう いふ 聲が 耳に 入った ので、 それとなく 私が ふり 向く と、 そこに は、 さっきの 主人が 岸に つながれ 

た 舟 を 長いた は しで 頻りに ゴ シゴ シと 洗って ゐた。 

「雨 だな。」 

6 

そこに、 さっきの 大きな 荷 を 蓮んで 來た男 はかう 言って 調子 を 合 はせ た。  ジ 


「もう 少し 降らせたくない もんだ がな。」 

「本 當 によ。」 

男 は そのまま 荷車 を ひいて、 そして 向か ふへ 行って しまった。 

私の 待って ゐる船 着 場に は、 私と 同じ やうに 船 を 待って ゐる 荷物が 五つ 六つ、 ころがって ゐる。 1 っは大 

きな 四 斗 樽 を荒繩 でからげ たもので ある。 1 つ は 小さな 醤油 樽で ある。 もう I つ は、 繩 でた てよ こに 編んだ 

中に、 雄雞ゃ 雌雞を 一 ばい 押 詰めて 入れた 籠で ある。 どうかす ると、 コ ケコケ とい ふ聲 が其處 からき こえて 

来る。 

ふと、 氣 がっくと、 ぬかの やうな 雨が 音 もせずに かすかに 降って ゐた。 

「や あ、 とうとう 雨 だ。」 

かう 思って ふり 返って 見た けれど、 もう その 時 は 主人 は そこに ゐ なかった。 私 はしかた なしに、 持って ゐ 

るかう もりが さ を 開いた。 

しばらく 經 つた。 

と、 今度 は 村の 娘 か、 でなければ 若い 村の 女房ら しい、 二十 1 二の 女が 蛇の目の 傘 を さして やって 來た。 

矢張り、 私と 同じく、 汽船の 來 るの を 待つ 一人で あるら しかった。 急に、 女 はなれ なれし く 私の そばへ 寄つ 

て來て 話しかけた。 

「お 祭へ 行きな さるん かね？」 

「お 祭って、 どこの？」 


「鹿 島の- 1: 」 

「いや、 さう いふ わけ ぢ やない けれど …… 。 鹿 島へ 行く に は 行く の だ。」 

「今夜のお 祭 は賑か だのに、 あいにくの 雨 だな …… 。」 

かう 女 は 言った が、 

みん 

「お前さん、 知ら ねんけ え。 今夜 は 鹿 島の 提灯 祭って な、 それ は 大した 賑 ひだ ぞ。 皆な 下から 提灯 を 持つ 

て 行って、 お宮の 前で 殘らず 燃して しま ふでな。」 

r ぢゃ鹿 島 は 込んで るね？」 

私に は、 その 提灯 祭よりも、 旅館の 混雜 する ことが 氣 になった。 

r 賑かぢ やと もな II 。 まあ、 行って 見なされ、 話の たね ぢ やに — 。」 

「お前さん も 行く のかね、 お 祭に？」 

「いや、 わし はさ うぢ やねえ けれどもな、 ぢき、 その さきまで 行 くんだ けど もな、 お前さん、 鹿 島に 行く 

なら、 i 所に 行って くんな され。」 

「 …… 」 

私 はだ まって ゐた。 ふと 見る と、 こまかい 雨の 降りしきる 夕闇の^ 氣の 中に、 エンジンの 動く 管が 高く 響 

いて、 やがて 赤い 靑ぃ 汽船の あかりが 次第に こちらに 近寄って 來 るの を 見た。 

日 は、 もう とつぷり と 暮れて ゐた。 (田 山 花 袋 著 「花 袋 行脚」) 

8 

3 


明治 以來の 紀行文 家と して は、 先 づ田山 花 袋 を 以て 第一位に 置かねば なるまい。 その 中で も、 ここ 

にあげた 文の 如き は、 平明な すっきりした スタイル のうちに、 水鄕潮 來の氣 分が 實 によく あら はされ 

てゐ る。 殆ど 日本 全國、 足跡の 至らざる ところの ない 花 袋 は、 「日本に 水鄕が 三ケ所 ある。 一 っは琵 

琶 湖の 附近、 一つ は宍道 湖の 附近、 一つ は 霞 浦から 利根の 下流に かけて、 いは ゆる 潮來を 中心とした 

水鄕 である。 しかし、 そのうちで、 潮來を 中心とした 水 鄕の趣 は、 とても 他の 二つの 及ぶ ところでは 

ない。」 と 言って ゐる。 また、 或 人 は、 潮來は 日本の ヴ H 一一  スだ ともい つて ゐる。 

その 水 鄕潮來 の、 雨の 夕 を 描いた のが 右の 文例で ある。 「小さな 泡 を 作って 靜 かに 流れて ゐる 川」 

「夕 暮の靜 けさに 全く 頭 を たれて しまって ゐ る眞菰 や 蘆」 「かすかに 音 をた てて 遠く 漕いで 行く 船」 す 

ベて が靜 けさ そのもの ものである。 船 着 場に 船 を 待って ゐる 荷物の 中、 雞を 入れた 籠、 「どうかす る 

と、 コ ケコケ とい ふ聲 が其處 からき こえて 來た」 とい ふあたり は、 水鄕 の. 氣分を 描いて まさに 點睛の 

感が ある。 「ぬかの やうな 雨が 音 もせす にかす かに」 夕暮の 水鄕を 包んで ゐる。 村の 女と 鹿 島の 提灯 

祭の 話 をす るの も、 いかにも あの へんの 氣分 がよく あら はれて ゐる。 ことに、 最後の 描寫、 「こまか 

い 雨の 降りしきる 夕闇の S 氣の 中に、 H ン ジンの 動く 音が 高く 響いて、 やがて 赤い 靑ぃ 汽船の あかい 

が 次第に こちらに 近寄って 來る」 とい ふあたり は、 技祌に 入る ともい ひたい 寫し 方で ある。 さすがに、 

紀行文の 大家 田 山 花 袋の 筆で あるとう なづ かれる。 
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一一 信 濃 の 旅 

夜の 東京の 明りが 雨雲の なかに 消えて ゆく。 

私 は 明日の 朝、 信 濃の 丸 子と いふ 町の 講演が あるので、 頭から 外套 を 引 冠って 眠る ことにした。 汽車が 急 

に 停って、 がたがたと 搖れ るたん びに、 地震 かと 思って 眼 を さました こと も 二度 や 三度 はあった。 まだ 去年 

の 地震の おびえが 私の 心に それほど 灤く喰 ひこんで ゐ るので あった。 

眞夜 中であった。 汽車 は どこかの 寂しい 停車場に 止って ゐた。 妙義 山に 登る 人々 の 群がな だれ を 打って、 

プラッ トホ？ ムを 出て 行った のであった。 闇の なかに 提灯が 動き、 喇叭が 響いて ゐた。 

夜が 明け かかって ゐた。 輕 井澤と いふ S を聽 いた。 霧が 板葺の 屋根 を や はら かにつ つんで ゐる。 

霧の 下 を 飛び飛びに 別莊 風な 家が 枯 草の 中に 建てられて ゐた。 瘦 せた 針葉樹が 高原の 端 を緣联 つて ゐた。 

薄い 霜が い キヤ べッ畠 を ほの 白く つつんで ゐた。 

くつ かけ こ もろ 

沓掛、 小 諸、 そんな 名 は 私に とって はかなり 久しい 間 いろいろな 聯想 を 抱かせて ゐた。 私 は 今 目の あたり 

沓掛を 見、 小 諸 を 見た。 淺間は 雨雲につつ まれて しまって 裾野の 秋 すら 見る こと はでき なかった。 

信 濃 は 高原の 國 である、 コ ス モスの 國 である、 野菊の 國 である。 高原で あるせ ゐか、 ^氣が 澄明で あるせ 

o 

ゐか、 山が 美しい せゐ か？ 私 は 信 濃で 見た ほど 美しい コ ス モス を 見た ことがない、 信 濃で 見た ほど 美しい S 


&菊を 見た こと はない。 

信 濃で 見た コ ス モス は 可憐 さのうち に 山 es の 人の ねばり 强さを 持って ゐる。 山の 小さな 鐡道 官舍の 垣根 や- 

農家と いふ 農家の 庭 を かざって ゐ るの は a 石の かがやき を 持った 高原の コ ス モスで ある。 牛小舍 のま はりに 

も、 堆肥の 陰に も、 石ころ 道の ほとりに も、 小學 校の 窓の 下に も コスモスが かがやいて ゐる、 みがき 上げら 

れた 靑签と 高い 嶮 しい 山脈 を 背景と して。 

私 はまた 信 濃の 高原の 野菊 を 忘れる こと はでき ない。 枯 草の 中に 自らなる 品位と 可憐 さと 虔 しさと を 持つ 

た s 菊の 美 は、 信 濃の 高原 を 旅する 人々 にどれ ほど フ レツ シュな 慰め を與 へる かも 知れない。 二 坪に も 一一： 坪 

にも あまる ほどな 白い 雪の やうな^^ の 群 を、 淡い 霜に 掩 はれた 枯 草の 中に 見出す。 

杏掛、 追分、 小 諸 …… 高原の 町々 はコ ス モスと 野菊につつ まれて ゐた。 

小 諸の 町と いっても、 停車場の プラト ホ ー ム から 爪先 上りに なった 小 諸の 町を靦 いたば かりで ある。 汽車 

から 下りて ゆく 人た ちの 後 姿 も 何とな しに 山國の 寂し さ を 聯想させる。 (吉田 弦 二 郞氏著 「霧 島 紀行」) 

田 山 花 袋に ついで 起った 紀行文の 大家 吉田 弦ニ郞 氏が、 信 州の 高原 を 汽車の 窓から 眺めながら 描い 

たのが 右の 文例で ある。 すらりと した 淸 新な 筆で ある。 名所 廻り をす ると か、 海外へ 旅行す ると かで 

なしに、 ちょっとした 汽車 旅行で も、 常に 感覺を 練って ゐる 人に は、 いつも 立派な 紀行文が 生まれる- 

信 州の 高原に は 秋の 來る のが 早い。 この 文 は、 九月 頃の ことで あらう が、 もう 輕 井澤に は 薄い 霜が お 

りて、 追分から 沓褂 • 小 諸の あたりに は、 コスモスと 野菊の 眞 盛りで ある。 實際 信越 線で あの 邊で通 
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る 時の 氣分 は、 ことに 初秋の 頃 は、 何ともい へない 一 種 崇高な 詩情に かられる のが 常で あるが、 多く 

の 人が 感じて ゐ ながら、 それ を 表現し 得ない ところ を、 詩人 は 衆人の 詩感を 代表して 表現して くれる。 

ミ 山から 海へ 

三十 年 前に 測阖 をした 陸軍の 五蓠分 一 は、 燒津の 見物に は 殆ど 役に立たなかった。 當時 一 筋 半の 濱の町 は、 

後の 田 を 埋めて 四 筋の 餘 になり、 まだ 隣村の 地へ 食出して ゐる。 舊燒津 の 面影 も 分らぬ 程、 在來の 人家 も變 

つて ゐる。 濱へ 出て 見れば 防波堤 は 勿論、 侮が 蓮んだ 唯の 石まで も 新しい。 濱の 松に も 老木 は少 い。 あの 尙 

古 派の ラフ カヂォ • ハ ー ンが、 どうして 此の 浦 を 愛し 續け たかを 訝る ばかりで ある。 

ハ ー ン 氏も旣 に歷史 になった が、 龜井 知事 も 故人に なり やうが 早かった。 元 氣な龜 井さん も、 燒津 だけで 

發 動機の 漁船が もう 百 五十 鎪 にもな ると 聞いたら 驚 くだらう。 勿論 元は 荒海の 危險を 凌ぐ 爲の發 案であった 

あ^ 

らうが、 安全 帶が擴 張 すれば 又 その外へ 乘 出し、 さう して 常に 危險を 冒して ゐる。 剩 るから 人命 を S 末にす 

るので 無い 證據 は、 燒津 でも 絕 えず 入 を 招いて ゐる。 眼に 見えぬ 促 迫が 此の世に は ある ものである。 

宮城. 岩 手の 海岸の 村々 では、 燒津の 鰹節 商 だとい ふ靑 年に よく 逢った。 賣 りに 來 たかと 思 ふと さう では 

無く、 此の 邊 から 半製品 を 買 集めて、 燒津で 仕上げ をして 出す のであった。 何でも 相 應な產 出の ある 土地と 

簡 いて 居る のに、 更に 九州から も 奥から も、 生節 を うんと 仕込んで 行く と は、 よくよく 人の 手の 剰って 困る 
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爲だ らうと 想 像して 來て みると、 事 K は 寧ろ その 反對で • 剩 つて ゐ るの は、 やはり 資本と 所謂 企橥 熱と だけ 

であった。 

鈴 木 町長の 話に よると、 最初 は 仙" 郡の 漁村から、 多くの 若者が 發 動機 S の 練習に 来たの を、 聱に 取ったり 

嫁 を 遣ったり、 その他 色々 の 人情の 絆で！ T き 留めて、 なるべく 此の 湊の 船に 働かせる やうに したが、 後に は 

相手に も 注文が 出来て、 糟古濟 み 次第に 多く は 還って しま ふさう である。 それで 近頃 は 力めて 山村の 靑年を 

とどま 

招く やうに して ゐる。 なるほど、 これなら ば 還っても しゃう が 無い から 脔 るで あらう。 船頭が 多くて 船 を 山 

へと いふ 諺 も あるが、 入の 方 はさう 自由に もなる まい。 折角 思 ひ 切って 出て 來た 若い 衆 を、 再び 玆ぃ 山奥へ 

稗 を 食べに、 戾 さぬ やうに したい もの だ。 

山が 平穏なる 隱れ 里であった 時代 は • 實は 我々 に 取って は あまりに 長かった。 最初 船で 渡って 來た 此の 國 

民が、 流に 逆らうて 高地に 入 込んだ の は、 e: 然の 趨勢と いふ こと は出來 ぬ。 前に は卽ち 戰亂の 威嚇が あり、 

近世 は 又 人口 滑 加の K 迫が あった。 & の 躍る やうな. WS に 裘を播 く 程に せぬ と、 この 狭い 島に 六 千 萬の 生 

靈を 盛る ことが 出來 なかった ので ある。 海が 廣漠の 未開地で ある ことに 心 づけば、 彼等の 下りて 來 るの は 所 

謂 水の 低き に 就く やうな もので、 これほど 成功し 易い 獎勵は 無い ので ある。 (柳 田 國男氏 著 「秋風 帖」) 

我が 國へ民 俗 ゆ を 輸入し、 そして それ を 完成した 柳 田 氏 は、 民俗 研究の 爲に、 常に 各地 を 旅行し、 

多くの 紀行文 を 示して ゐられ る。 

柳 田 氏の 文 は、 一 種の 枯淡な 味 を 持って ゐる。 この 文の 如き も その 一例で ある。 しかし、 この 文で 
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は、 氏の 專鬥の 民俗 舉 的のと ころ は少 く、 漁港 燒津の 發展を 物語って ゐ るので あるが、 紀行文と して 

は、 かう した もの も 面白い ので ある。 その 中で も、 氏の 專鬥 がちら りと 顏を のぞけ てゐ る。 「山が 平 

穩 なる 隱れ 里であった 時代 は、 實は 我々 にと つて は あまりに 長かった。」 とい ひ、 「最初 船で 渡って 來 

た 此の 國 民が、 流に 逆らうて 高地に 入 込んだ の は、 自然の 趨勢と いふ こと は 出来ない。」 とい ふ あた 

り は、 民俗 擧者 としての 専門的 立言で、 見逃して はならぬ 一節で ある。 しかも、 それが 現實の 燒津に 

結びつけられて 語られて ゐ るので ある。 かう した 見識で、 すべて を 見て 行く ところに、 また、 すぐれ 

た 紀行文が 生まれる ので ある。 


四 爾靈山 

十 年 前、 明治 三十 七 年の 十二月 五日の 朝、 それまでに 幾 回と なく 繰 返された 二 〇ln 爭 奪の 死闘 血 鬪 の あと、 

最終の 强製を 行 ふべ く、 北海道 師圑 の選拔 兵士が 三十 人^つ 一 圑 になって、 上から « から 注ぎ かくる 砲 彈， 銃 

彈、 擲彈、 はて は 石 i まで 亂れ 飛ぶ 中 を、 曳々 K して 攻 上った 勢 は どんなで もったら う。 何の、 それし き、 

人間が 小 翳な、 とい はんば かり 51! 烈に風 は 吹き まくる。 吉開 君が 軍^から 持 參 の謄寫 g 、刷 要塞 駿記ゃ 地阖を 

展 ベようと すると、 風が ばた ばた とたた きつけて 中々 開けさせぬ。 無理に 開ければ、 吹きち ぎり 吹 飛-ます だ ^ 


よこなが なまこ やえ 

けだ。 軍曹 は餘 儀な く それら を 力 ー キ 服の ポケットに しまって、 あれが 赤 坂 山、 SK 長の が 海鼠 山、 と 唯大ま 

おこ 4 曰 さして 懸< ^にどなる。 その 聲 すら 風に 吹き ちぎられて よく は SS えぬ ので ある。 軍曹が 默 すと、 そこに 

は 最早 人聲 もせぬ、 銃砲 彈の響 もない。 大正 二 年 秋 十月 中旬の からりと 晴れた 靑 {4T あかあかと 日が 射して、 

ひっそり M とした 十 年 前の 古戰 跡に 唯一 っ活 きものの 如く 獰猛な 北風が 矢聲 劇しく 吹き まくる。 ああ 爾靈 山、 

され かう ぺ  く 

此 處の爭 奪の 爲に のみ 日露 I 萬 五 千の 髑髏が 出来た。 此の 山が 吸うた 血と 汗と 淚は 到底 酌む こと も 出来ぬ。 

あぶら 

それから 最：： 十九 年 過ぎた。 醜い 戰の跡 は 入の 手と 月日に 清められ たが、 今 も 雨後に は 山に 脂が 浮 くさう だ。 

ひと 

標識 碑の すぐ 近處で 他の 捨てた もので あらう、 余 は 人骨の 一 片を 拾うた。 

茶色の 山を黑 蟻が 一 疋 上って 來る、 と 先刻 見た は 人であった。 吹 飛ばされ じと 相撲 ひっつ、 尙も 標識 碑 下 

に 佇む ところへ、 ^馬 靴 甲斐々々 しく、 鞭 を 振りく やって 來 たの は >  今朝 程 ホテルに 来訪した 濱ロ英 夫君 

ナ みねこ  ぢ ぐち 

であった。 濱ロ君 は 肥 後の 人、 鬭民新 の 編輯 局の 隅 や 猫 を 余が して ゐた 時、 君は發 S の 方に ゐた。 地口の 

*,i  くと  ぶんなぐ 

名人， 國木 田^ 歩の 第 北斗收 二君 を毆 打った 人と して 余の 記憶に 殘 つて 居た 八で ある。 今は關 東都 督府 のお 

役人 樣だ。 

打 遝 れて 標識 碑から 少し 東に 下る と、 こ はれた 大砲、 鐵靱 など 散らばって 居る。 露 軍の 營 みかけた 急造 砲 

臺が、 攻圍 軍の 大砲に 打碎 かれて 塊沒 したの を、 後 I 掘 出した もの、 と 小さな 碑の 文が 語って 居る。 

「乃 木 少尉の 墓が あつたの は、 あの へんです。」 と吉開 軍曹 は 谷の 西北の ー處を 指した。 そこに は 風 を 透し 

て 十月 中旬の 午 近い 日が 白く 霜枯の 草と 土石 を 照らして 居る。 (德富 蘆 花 著 「死の 陰に b 
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蘆 花の 紀行文 集 「死の 陰に」 の 中、 旅 順の 爾靈 山の 一 節で ある。 古戰 場に 立っての 詩人の 追懷 が、 

こまかな 筆で 寫 されて ゐる。 かう した 感興が、 そもそも 紀行文の 本質で、 その 感輿を 自然の ままに す 

あぶら 

ら すらと 運んで ゐる ところ、 さすがに 蘆 花の 筆で ある。 「今 も 雨後に は 山に 脂が 浮く さう だ」 「余 は 人 

骨の 一 片を 拾うた」 の 如き、 あっさりと 敘 して ゐ ながら、 讀 者に 一 種 悽慘な 氣持を 起させる 手法の 如 

き、 後人の 大いに 擧 ぶべき 點 であらう。 

で 支那の 山 郭水村  ri^ 

此の世に 在って 生涯 平和 を 愛好し、 何不 0 由な く、 出來 得る 限りの 享樂 生活に 耽って みたい とい ふ は 蓋し 

支那 都鄙 各地に 見る 民意の 代表的 氣分 である。 軍閥と 反軍 閥 は 事實に 於て 尙戰 亂を續 け、 世界の 人士 をして 

尙全 支那 をば 動亂の ® と卽斷 せしめて ゐる やうで ある けれども、 現實の 支那に 遊び 田舍の 方に 這 入って みる 

と、 山 郭水村 は 多く 平和の {SS に 滿ち充 ちて、 戰亂 をよ そに、 どことなく その 大陸 的な 優雅な 情趣 を 泛ぺて 

ゐる。 

南支 は 長江 沿岸の 如き、 今 H 最早べ ンッ辮 子の 跡を絕 ち、 殆ど これ を 見出し 得ない ので あるが、 少しく 遠 

く 内地に 入る とか 又 支那の 純 H 舍ぁ たりに でも 這 入って みると いふと、 舊 式の 辮髮 姿の 老農 はたく さん ゐる。 6 

そして 農家の 樹 下に は 白 羊の 五六が 仲よ くつ どひ、 草な どた ベて ゐる もの も あり、 又 中には 長い ひげ を 垂ら 3 


した 首 を 仰むけ に、 靜 かに 牧童の 足 もとへ 近寄って 行かう として ゐる もの も ある。 或は 土饅^の 陵墓の J 角 7 

3 

に、 墨の 如く 黑ぃ 山羊の 群の 數百 頭が、 莽光を 浴びて、 おとなしく 日向ぼっこ をして ゐる景 趣 もな つかしく  3 

眺められる。 

又 山 西 省 は 太 原の 城外 晋祠 の田舍 を遊歷 して ゐ ると、 漆黑の 山羊の 群が 河原に 出る も 出る も、 實に千 頭 近 

くも 出て 遊び 戯れて ゐ るの を 見た。 自分 共、 棗の 並木 街道 を 山から 下りて 西へ 西へ と 晋祠を さして 歸 つて ゐ 

たと きのこと である。 あちらこちら 三 々五々 にかた まって 戲れ てゐる 山羊のう ち、 偉く 見えて ゐるニ 頭が 双 

方から 向か ひ 八" ひ、 あたま を 持ち かけ 彎曲した 角 を 武器に、 互にぶ ち 當て音 を させ、 遂に 角と 角との 間に 火 

花 を も 見ん ずる 勢 を 示して 來た。 そして 互に 角 を 上方に 推し あげる やうに 持ち かけて、 幾 回と なく 之 を 繰 返 

して ゐ るので ある。 又 こちらなる 山羊 は、 氣の 利いた 面 持で、 角と 角との 取 組 を はじめ、 しばしば 見合って 

ゐ たかと 思 ふと、 ^に 角鬪の 幕に 入る。 中には そこで、 哮々 と 言 ふ 合 ひの 手 を 入れ、 拍子 を さへ 取って ゐる 

山羊 も ある。 そして、 やがて それ は 引 分と なる 無邪氣 さ、 誠に 優しい 大陸の 情趣で ある。 

また、 南 支那 は 江 南の 田舍 で、 S 河の ほとり、 橋の たもと にたたず みながら、 魚 を 捕る 鵜 飼の 舟の 去來な 

ど を 打 眺めて ゐる 風情 も 決して わるくない。 橋畔の 軒下に 現れた る 纏足 姿の かみさん は 誕生ば かりの g 、紅の 

女 少孩兒 を 雨 手に 輕く 抱へ、 しきりと 之 を あやして ゐる。 紅の 鐳 子に 金 鳳の 刺 縮な ど 施した 可愛い 頭巾 を 被 

ら せて ゐ るので ある。 

すべて、 これら は 皆、 支那の 田舍に 平和の 氣分を 象徽 せる 神の シ厶 ボルの やうな ものである。 

(後藤 朝 太 郞氏著 「支那 行脚 記」) 


文筆家の 中で、 後藤 氏 ほどの 支那 通 は 一人 もない。 その 支那 通の 後藤 氏が、 支那の 山郭水 村の 平和 

なすが たを寫 された のが 右の 文で ある。 稀に 支那 を 旅行した 人な どの 企て 及 はざる ところの あるの は 

當然 である。 廣ぃ 支那 大 i! に は、 まだ 堯舜の 時代 そのままの 民が 住んで ゐ ると いふ。 後藤 氏 は、 それ 

を 目の あたりに 見、 具體的 事 實を寫 して 印象的なら しめて ゐる。 

六 夢の 都 

夢幻 的な 常 H の に來 て、 我々 異國の 旅人 を 更に 誘 ふの は サルタンの 都ヂョ クジャ でせ う。 滔々 として 一 

時 も 停まらぬ 世の中の 推移と いふ ものから、 全く 掛け はなれて、 ひとり 昔の まま、 封建の 制 も その 儘に 停ま 

つて ゐ るの は 此の 都で せう。 古 a な 優雅な 趣の 漂つ てゐる 夢の 都です。 

道の 兩 側に は、 恐らく 十 人の 人が 手 を 翳いでも 抱き きれないと 思 はれる 程 大きく 高く、 蒼々 と繁 りぬ いた 

榕 II の 並木が、 街 ゆく 入 敝ひ盡 くして ゐ ます。 路 ゆく 夥多の 土人 中で、 殊に 我々 の 目を惹 くの は サルタン 

に 仕へ る 武士の 姿です。 頌は SS 髮 して 更紗 を卷 きつけ、 筒袖の 寬ぃ 上衣 をつ け、 更紗の サロ ンを はいて、 腰 

に は 一 振の クリス (短刀) を 差して • 素足で 悠揚せ まらず、 町 八 共 を K 下に 見下して、 々と 歩 を 運んで ゆ 

きます。 驟雨が 來て、 町 入 共 は 吃^して サロ ンの裾 を からげ て E 出しても、 武士 だけ は悠々 として 歩度 も變 

8 

へぬ 程 泰然と して ゐ ます。  お 


併し 何とい うても 文明の 風の 吹 込まぬ のではありません。 悠然として ゆく お 侍に も、 自動車が 塵 を 浴びせ 9 

て駛 つて ゐ きます。 I 豪の 自動車に 行 逢 ひました。 車の 傍に、 金色に 塗られた！ 本の 日傘 を 立てて ありまし 3 

た。 王族の 召された 自動車の ことです。 この H 傘 は、 卽ち 王族の 標で、 金色 を 見て その 身分が 分る ので、 身 

分の 貴い 程 金色の 部分が 多い の ださう です。 外出の 時 は 必ず 從 者が H 傘 を 持って お供して ゐ るので、 忽ち そ 

れと 知る ことが 出来ます。 けれども、 自動車の 傍に 燦爝と 輝く 金色の 日傘 を 立てて あるの は、 時代錯誤の ゆ 

きど まりの 樣な. 感 があります。 

王城に 祿 を 食む 數 千の 武士 は、 王城 を 園んで 屋敷 を 構へ てゐ ます。 道の 兩側は 悉く 士族 尾 敷で、 土壁 を i! 

らし、 邸 內に樹 の 多 いのも、 我が 國の 士族 町と 稍 i 趣が 似て ゐ ます。 

サルタン から 受ける お 扶持 は 日本の 樣に 米ではなくて 金です。 月 九十 錢 から 年に 九 千圓も 頂い てゐ るの ま 

で、 幾多の 階級が あって、 一 週 か 二 週 i 母に 參覲 交替して 忠赏に 御 奉公して ゐる さう です。 

デョ クジャ は 又 更紗の 都です。 街に は 更紗 を 商 ふ 店が 多く、 美しい 更紗 を 掛け 並べて、 人の 心を晈 つて ゐ 

ます。 此の 町の 富士 洋行 主の 澤邊氏 は 更紗で 成功した 人で、 家に ゆく と、 多くの R 哇 女が 布に 更紗の 型を蠛 

で 置いて ゐ ました。 (德川 義親侯 著 「馬 來の歸 に 狩して」) 

馬來の 野に、 サルタン と共に、 虎 や 象 を 狩られた 時の 旅日記の 一節で ある。 虎 狩 や 象 狩の 記事 も 非 

常に 面白い ものであるが、 長くなる ので、 この 一 節 を 引用した。 上品な 筆致の 中に、 贝哇の 王城の 都 

ヂョ クジャ が、 印象的に 表現され てゐ る。 


七 赤道 直下の 日本人 

1 二月 八日。 快晴、 午前 八 時 頃 船 は シン ガボ ー ルの 埠頭に 横 づけと なった。 S 務長 室の 前 は、 例の. S  く出迎 

の 男女.： 兩替 をす すめる インド 人、 支那 人、 繪 はがき 屋、 維 貨を寶 る マレ ー 十； 人な どの 群で にぎ はった" 

左舷の 方へ は、 マレ ー 土人が 幾艘 となく 丸木舟 を 漕 寄せて 金 を吳れ とのの しり 騷ぐ。 デッ キ から 白銅 や 銀 

貨を 海の 中に 投げて やる と、 轉ぶ やうに 飛込んで 間違な く 口に 銜 へて 來る。 土人の 飛込む ところ を デッキの 

上から 撮影す る 人が ある。 

撿疫 も、 旅券の 調べ も 要らぬ ことと なって、 一 行は眞 先に 上陸した。 但し ドイツ人 は 絕對に 上陸 を 許され 

ぬと あって、 船員が 大きい 聲 で 觸れま はつ セゐ る。 兜を脫 いで、 降參 してし まった 後まで、 かく も 恐れられ 

て 居る ドイツ人の 强昧が 思 はれた。 

すす  、0. か や 

埠^に 立って 居る 日 木 人の 中には、 十； 人と 殆ど 同じ 色に 煤けて ゐる人 も あれば" 赭く 焦け てゐろ だけで 土 

人の やうに 煤けない 人 も ある。 僕 は シン ガボ ー ルに 上陸して、 先づ 赤道 直下に いて ゐる 日本人の m 焦け に、 

二種 ある こと を發 見した。 すな はち、 その 一 つ は黑く 煤ける ことで、 甚だし いのは 脣の 色まで 煤けて 來る。 

つまり アフリカの ネグロ そのままになる。 他の 一 っは赭 色に 焦け るので、 これ は 西洋 入の 焦け 方と 同じで あ 

o 

る。 試みに この 相違 は、 赤道 直下に 在留の 年限に よって 違 ふの かときいて みると、 決して さう ではない。 煤 M 


ける 人 は、 二 ヶ月 か 三 ヶ月で 黑 くなる。 又、 黑 くなら ぬ 人 は、 一 年； S て も、 二 年 K て も、 唯赭 くなる だけで I 

あるとの ことであった。 さう い へば、 船の 中に も、 香港 以来、 奢し く マレ ー 土人に 色が 似て 来た 人と、 少し ； 

も變ら ぬ 人と が ある。 そこで 僕 は 思った。 マレ，' 土人 や、 インド 人が 黒くなる の は、 唯、 赤 S に 近く K んで 

たやす 

居る とい^だけ ではない。 彼等の 皮膚に は 太陽の 光線に 觸れて 容易く 變色 する 或 色素が ある。 西洋人 は その 

1 生 を インド や、 マレ， '半島に g つても. ！H 人の やうに 黑く はならぬ。 日木 人の 中に 容^く 黑 化する 人と、 黑 

化せぬ 入と あるの は、 偶 { 以て 日本 民 種の 血統の 單純 でない こと を 立證 する もので はない か。 われわれの 祖 

先に は 確に イン ドネ ジァの 血 もま じって ゐる。 しかし 決して イン ドネ ジァの 血ば かりで はない。 ッング ー ス 

の 血 も あらう。 ッング ー スケ 通じて 傳 へられた 白 入の 血 も あらう。 別に 苗 族の 血 も あらう。 日本人の 中に も、 

赭 くなる だけで、 土人の やうに 煤けない 人 も 甚だ 少 くない。 (白 柳 秀湖氏 著 「山水と 歷史」 ) 

多くの 洋行 者が、 シン ガボ ー ルを 通り、 そして 誰もが シン ガボ 1 'ル のこと を臀 いて ゐ るが、 かう し 

た 見方 をした 記事 は 一 つもない。 さすがに、 するどい と 思 ふ。 大和民族が、 東洋 的な 數 種の 種族の 混 

合で あると いふ こと は、 あらゆる 點 から 考 へて、 もはや 動かすべからざる 事實 である。 また、 それ は 

大和民族 をして 優秀なら しめた 原因で も ある。 合金 は强 いとい ふ。 英國 人が、 アン グロと サ クソンと 

の 合金で あるよりも、 大和 K 族 は、 もっと 多くの 種類の 合金で ある。 さう した 新しい 股で 見る 人に は、 

赤道 直下に 働いて ゐる 日本人の 皮膚の 色 を も、 決して 見逃さな いので ある。 紀行文の 素地 をな す もの 

は、 やはり 見識から 來る觀 察に ある。 


八 詩の 國の 町から 町 へ 

せ は 

ただ 忙しく インドの 旅 を かさねつつ、 べナ， 'レスから ラク ナウへ、 アグラから デリ ー へと、 町 から^へ、 

汽車 を乘 りか へつつ、 經 めぐって ゐ ます。 

ペナ ー レスで は、 兎も角も 鹿野苑へ いそぎました。 町から 四 マイルと いふ ことでした。 乾季の この頃 は、 

すなぼこり 

道の 砂埃が 甚だしく、 折角の 並樹 も、 木の槳 が、 ことごとく 眞 白に 砂 を かぶって ゐ るので した。 *v の 並樹の 

、 ん^ か  €f  - 

間 を 牛車が の そりの そりと あるきます。 其の 牛难の 上から 甲高い 叫び 聲を 擧げ ながら 牛 を むちうつ インド 入 

の 黑ぃ顔 を すさまじ きものに うち 見なしつつ、 寂しく 荒れた やうな 村 村 を、 わたくし 共の 馬車 は しづかに は 

しるので した。 

小^の やうな 日 かげが、 ほやほやと 頭の 上に 照って ゐ ます。 佛が はじめて 法 輪を轉 じた まひし とい ふ 其の 

地に、 わたくし 共 は、 何 を 求める とい ふこと もありません が、 何とな きな つかし さと あこがれと を 以て、 道 

を たどります のです。 .W の はしる に從 つて 起る 微風が、 肌に こころ もちよく 涼し 昧を與 へます。 

廣墟 として 殘 つて ゐ るに 過ぎない 鹿野苑に、 ダメ ー クの 塔の くづれ たる を 仰ぎ、 ァソ 力の 石柱の た ふれた 

る を かいなでつつ、 半日 を暮 しました が ^ の 高さの 腰う ちかけ るに 丁度い いの を 見出し、 石 だた みのつ ぎ 

目に 小さな 紫の 花の 咲いて ゐ るのに ながめい つて、 いつしか 日の 傾ける にう ちお どろき ました ことです 。か 歸 
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を 5 ながす 從^ の聲に はじめて われに 力へ つたこと て L た I イン ト 32 まことに！ US の^てす 

^かな 町の ラク ナウへ 藩いた の は 日の 暮れが たでした。 八日ば かりの 月が 澄み わたった 空に、 はや 高く 上 

つて ゐ ましたので、 その ひかりの 下に、 イマ ム バラの 廟をを がむべし と 急いだ ことでした。 

先づ 其の 門の いかめし きに うちお どろき ました。 門 をく ぐって、 其の 境内の ひろき をお もしろ しとお も ひ 

ました。 石 だ たみを わたろ こと 数百 歩、 更に 石段 を 上る こと 數十 級、 そこに、 其の 大きな 廟が、 高高と 娑 に 

鼙 えて ゐ るので した、 長長と 左右に つらなって ゐ るので した。 石段 を 上って 廟に 入らん とする 扉のと ころに- 

かぶ 

マホ メダンの インド 人が 二八 三八ゐ て、 わたくし 共の 靴に 上靴 を 被せて くれました。 ほのかなる 燈 火の ひか 

りが 廟 のお くにをが まれました。 

なにがしの 王 樣 を ここに 葬った とやら、 廟の眞 中に 据 ゑら れて ある 石の 柩を 先づ殍 みました。 上靴 を かぶ 

せて くれた 入 人が 案 s: をして くれました ので、 其の 怪しげなる 英語に 耳 を かたむけつつ、 廟 のなか を あち こ 

ちと 見て あるきました。 メゾ カを說 き、 神の 御名 を 讚 ふる 案内^ は、 やはり 信仰に 生きて ゐろ 人た ちで あり 

ませう か。 やがて 廟を 立ち 出で て、 境 內の廣 い 廣ぃ石 だた みのまん 中に 立ち、 かさねて、 月 あかりに、 黑く 

聳えた 廟の 屋根 を 仰ぎました とき、 その 左右に つらなれる 石 IS の 長き を 見 わたしました とき、 インド はまこ 

とに 詩の 國 だと 考 へた ことでした。 (牧野 英 一氏 著 「海 を SS りて 野 を わたりて」) 

刑法の 權威 たる 牧野 博士 は、 一面に 於て、 和歌 をよ くし、 輕妙洒 脫な隨 筆 を ものし、 また、 かう し 

た、 うる はしい 紀行文 を 書かれる。 博士 は、 一九二 五 年 十月 二十 七日、 つつまし やかな 夫人 同伴で 歐 
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米の 旅べ 赴かれた。 そして、 歸 朝せられ てから 「留守 をして くれた 子供た ちへ」 として、 この 紀行文 

を 上梓され た。 

舉者 らしい 透徹 さが、 この 紀行文 を つらぬいて ゐる。 はじめに 「ペナ ー レスから ラク ナウへ、 ァグ 

ラ から デリ ー へ」 と 書 出されて ゐ るが、 その 順序に 從 つて、 この 四つの 町の 見聞と 感想 を敘 し、 备町 

の 最後に は、 「インド はまこと に 詩の 國 です。」 「インド はまこと に 詩の 國だ と考 へまた。」 「インド は 

詩の 國に ちが ひ ありませ ぬ。」 「イン ドは 詩の 國な るかな、 とお も ひました。」 と 少しづつ 修辭を かへ 

て 述べて ゐられ る。 そして、 最後に、 しめくくり として 詩人 タゴ ー ルに 及び、 「インド は、 げに、 哲 

舉も 詩で ある 詩の 國 であるので あります。」 と 結んで ゐられ る。 他の 場合で も、 すべて この 行き方で 

ある。 ちょっと 見る と、 旅行の 順序に 從 つて 漫然と 筆 を 運んで ゐる やうで あるが、 そこに、 ちゃんと 

1 つの 統一 を 求めて ゐられ る。 この 透徹した 觀 察と、 みがかれた 感覺 とが、 紀行文の 素地で なければ 

ならぬ。 さらに、 博士の 文 は、 つとめて 假名 をつ か はれて ゐ るので、 ， いかにも や はら かな 感じが する。 

ことに、 ほほ ゑ ましく 感ぜられる こと は、 インド 人の 牛 飼が 牛 を むちうつ の を、 「すさまじ きものに 

うち 見なしつつ」 などと、 淸少納 言 を 二十世紀の、 しかも、 インドに 活かされた 點 である。 枕 草子の 

「すさまじ きもの」 の 段に 「牛に くみた る 牛 飼」 と ある。 刑法 * 者で ある 博士 は、 また 堂々 たる 國文 

舉者 であられる。 されば こそ、 かう した、 うる はしい 紀行文が 生まれる ので ある。 
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•々H  -I ス行 きの 汽車の 中で、 二人の 伊太利 人と 懇意に なった。 一 人 は 伯爵で 英語 を 話し、 I 人 は 辯 護 土で 

佛語 がうまい。 兩人共 II 逸が 大嫌 ひで、 獨逸語 は K 平 御免と いふ。 獨逸 のこと を SS しても 首 を 振って いやが 

る。 撲等に 伊太利 JS? を 知って ゐ るかと 閗 く。 なんにも 知らぬ とい ふ。 佛語 は？ と 問 ふ。 少し、 ホンの 少し 

と 答へ る。 それなら 伊太利 旅行に 不自由 だら うと 来たから、 そんなに 行く先き 先き の 言葉 を 心配して ゐて は、 

世 旅行 はとても 出 來ぬぢ や あない かとい つて やったら、 なる 程ね ー と、 感心して ゐた C 

併し I 負け惜しみ は、 負け惜しみ として、 言槳は 知らぬ より 知って る 方が よい。 そこで 此の 伯爵に ついて 

伊太利 語の 速成 教授 をう けた。 数字 を敎 へて 貰った。 1 物 用の 言葉 も 習った。 グェ ,1 ス のうまい 料理屋の 名 

も 聞いた。 名代の 伊太利 料理の 名も覺 えた。 もうこれ で 大丈夫、 さあ 矢で も鐵 砲で も 持って こいとい ふ元氣 

になる。 

ャナル 

夜の 十 時半、 ゲ丁 一 一一  スに裔 いて 停車場 を 出る と、 すぐ 前が 運河で、 集って ゐたゴ ン ドラ は爭 つて 客 を乘せ 

て ス，' ッと 行って しま ふ。 停車場の 人力車が 客を乘 せて パ， 'ッと M 散す るに 似て ゐる。 折 柄 卞六夜 月が 雲間 

を 出て、 水の 都 を 明かる くして 見せる。 僕 等 もゴ ン ドラの 一 に^ 移って、 大 運 河 や、 橫 町の キヤ ナ ルをュ 

ラ ユラ 搖られ ながら 行く。 家の 戶 口が みんな 水に 面して ゐ るが 面白い。 ゴンドラが 行 違へば、. ァ ー • ェ ー と 


船頭 は 合 阛 し 合 ふ。 靜 かなる 櫂の 管、 幽かなる 水の 香。 II 幾 も 話に 聞かされた グヱ -I スの 都" それに 遂 

に 来て、 あこがれの ゴンドラに 乘っ たかと 思 ふと、 それだけで、 もう 嬉しく つてなら ない。 

ホテルの 部屋 は、 明かる く 美しく、 海に 1£ して 見晴らしが よい。 昨夜の 女中 部屋と は 比較に ならない。 

朝風呂 を 浴びて、 のんびりした 氣持 になって、 安樂 椅子に よって ゐ ると、 有 田 君が 聲 高に 案內 記を讀 上げ 

る o 

ヴ I  -ー  スの家 は^ね 杭の 上に 建てられ たる ものにして、 その 數ー篱 五 千。 周 M 六哩 牛。 島の 數 大小 合 は 

キヤ； ^ ル 

せて 百 十七。 蓮 河 百 五十。 橋梁 實に 三百 七十 八 を算す …… 。 

では、 そろり そろり と 見物に 出掛けよう。 

ホテル 前の 河岸 通に は、 無 數のゴ ン ドラが 客 を 待って ゐる、 又 あちこちに 往き來 して ゐる。 カメラに 納れ 

ピア ッァ 

るに はもって こいの 畫題 だ。 先づ 評判の サン • アル コ の廣 場に 足 を 運ぶ。 日曜で 澤 山の 人出 だ。 その 人の 群 

に 交って、 無數の 鳩が 天使の 象徵の 如く、 何の 恐れ 氣も なく、 人の 手に とまり、 肩に 來て乘 つか かる。 

(金子 隆三氏 S 「父のお とづれ」) 

金子 隆三氏 は大藏 省の 高官で ある。 官命 を帶 びて 世界 を 一 周し、 おとなしく 留守 をして ゐ たお子 さ 

ん 達へ 「父のお とづれ」 として、 この 紀行文 を 上梓され たもので ある。 輕 妙な 筆で 全編が 貫かれ、 肩 

が 凝らす に、 偸 快に 讀過 せしめられる、 極めて 手法の すぐれた 紀行文で ある。 もとより、 人に 見せよ 

うな どと 構 へても のした のでな く、 極めて のんびりと、 自然に、 旅の 見聞. 感想 を 筆に された ので あ 
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るが、 そ. e, が 却って 右の 文例の やうに 成功して ゐる ところ を晃 ると、 紀行文の コッ は、 いや 他の 文で 

も 全く さう であるが、 氣 取らす に、 自然に、 氣 持の まま を 表現す るに 限る。 なまじっか、 よい 文 を 書 

かうな どと 構へ ると、 却って 見られない ものになる。 ここが 現代 文の 現代 文た る 所以で なければ なら 

ぬ C 


一 o 婦人の 眼に 映つ た 巴 里 

巴 里へ 來て 日本が ちょっと 健康に 見える。 何故 だら う …… 谷國 から 來たェ トラ ンゼ達 もさう 言 ふか も 知れ 

ない。 

巴 里 は 華やかに 荒さみ 過ぎて ゐる。 

日本で は、 ちょっと 雨が 降る と 道が 惡 いのなん のと、 變 にグチ をなら ぺてゐ たが、 かう 歩道が カツ ン カツ 

ンと 身に こた へ て は 一 里 も 歩けば くたびれ てし まふ。 「さう 巴 里 を 惡く言 ふ もので はない」 さう 言って 叱る 

巴 里の 日本人 もゐ るが、 まるで 自分 を 人 だとで も 思って ゐ るの だら う。 

ところで 女のお 化粧 だが、 こっちの お婆さん を I 人 日本へ 連れて行って 銀座 を 歩かせたら、 皆おば けだと 

ひとみ  ， 

いって 笑 ふだら う。 頰 紅が 猿の やうで， 脣は 朱色、 瞳 を かこむ 靑ぃ ドウ ラン を 引いて、 何の 率 はない、 油繒 
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の 道中 だ。 ただし、 どこの 國も 若い 女 は 美しい の だが、 お 化粧の めだたない、 働いて みる 女 はとても 水々 し 

ていい。 巴 里の 働いて ゐる 女に どれ だけの，： m 覺が あるの か、 まだ 日が 淺 くて 分らない が、 モ ン マル トンの 下 

まち 

の 新 宿の やうな 街 を^いて ゐた 時、 夜店 を 出して ゐる 若い 美しい 女 を 見た。 

あんな 可愛い 女なら ば、 ちょっと 飾って カフェ，' に 男 を 探せば いいのに、 と 思 ふくら ゐ、 ちょっと 類な く 

良い 顔であった。 

辻々 の 花屋に は、 力， 'ネ ー ショ ン、 すみれ、 菊， ミモザ なぞが とてもい ま 盛り だ。 土が 見られな いせ ゐか、 

バ ッと咲 出た 花屋の 色 を 見る と、 せいせいと していい 氣 持になる。 

私 は 街 を 歩いても、 古い 建築物 を 見る のが 樂し みだ。 苔の 生えた やうな 古風な 街並の 水道の栓 一 ッ にも 何 

か 刻んで ある。 

冬の 巴 里 も、 住んで みれば なつかしくなる だら う。 だが、 春の 木の芽の ふき 出る 巴 里 はさら にいいだ らう、 

す さ 

巴 里が 荒んで みえる の は 夜が 長いせ ゐ かも 知れない。 

»* か  i ち 

巴 ffil は繪 描きの 來る街 だ。 文學者 が來 るに しても、 言葉 を 本當に 持たなければ、 すぐ 淋しくなる だら う。 

ちな た  i 

私の 3 ぽ 初の 友人 ディ モンドと いふ 巴 里の 女 は、 「貴女が 段々 好きに なって 來て 困る。 甘い 言葉 を 早く 覺ぇ 

て くれ」 中々 耳の 裏の くすぐったい 事 を 言 ふ。 

こんな 優しい 女が 居る の だもの、 男 達 は 巴 里が 面白い に 違 ひない。 「そのうち、 エツ フヱ ル 塔へ 連れて行 

つて やる」 と 言 ふ。 エツ フ H ル 塔に 登った つて 面白くな いだら うと 言へば、 「下から 風が 吹き あげて、 いい 

8 

氣 持よ」 巴 里 は 寝い ところ だ。 (林芙 美 子 著 「三等 旅行記」)  M 


淸新 なすつ きりした 筆で ある さすがに 女性 だけあって ^KV5 仆 a のこと が 肆 に ュる その^ 

すべて 男性と 觀點 のちが ふところが 面ね い。 ちょいちょいと 輕ぃ 皮肉が、 垢ぬ けの した 筆の 先から 飛 

出 て來る あたり、 理智 的な 才媛の おもかげが しのばれる。 

！ I ぶ V. 一一  ハイル 一 f  ，お？ wlullp^l  -，？ 

の 飛行機が この 廣 場の 上へ 現れる と、 二十 萬の 大衆 は 一 時に 立上り、 右手 を 高く 天に 突出して、 

. 「ハイル！ ヒッ トラ 1!」 

と 叫んだ。 聲は設 々として 閽の虚 签 に 震 ふ。 ヒッ トラ ー は 機上より、 下界に 挨 桜して ゐ るの だ。 

やがて その 飛行機が 藩 陸 場の 方に 消える と、 待つ 程 もな く、 自動車の 爆 管 轟々 と 場外に 聞え て、 彼が 到着 

した。 

と、 一 時に 場 s: の 燈火を 消し、 ただ 一 臺の採 照燈を 赤々 と 場の 一 隅に 向く るよ と 見れば、 闇の 中に I 臺の 

. 自動車 あり、 その 蓮 轉手臺 にヒッ トラ ー が 立って ゐる。 

萬 雷の やうな 拍手に 迎 へられながら、 ヒッ トラ ー は靜々 と 場内 を I 周し 出した。 自動車 競走に 使 ふ 板の 床 

の 上 を、 彼は觀 客席に 沿うて 場内 を 1 巡して ゐ るの だ。 彼の 車が 過ぎる と、 その 前に 居る 聽 衆が 總 立ちに な 

つて 熱狂す る。 
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瀾々 たる 彼の 雙眸 は、 採 照 燈の光 をう けて 光った。 その 黄褐色の 突 擊險の 制服、 黑の 長靴、 黑 ネクタイ- • ， 

さう して、 栗色の 髮、 八 字髯， 政 戰十年 風霜に 晒された 赭顔。 

それが 靑年镯 逸の 偶像 ヒッ トラ ー だ。 

やがて 高 塔の 上から、 ヒッ トラ ー の聲が 響き渡って くる。 

「獨 逸民 族の 蓮 命 を 決すべき 政戰 は、 いま 目 睫の 間にある。 諸君 はこの 日、 何事 を 決せん とする 乎。」 

こころよ 

それ は 幅の ある 太いべ ー スの聲 だ。 南 镯の柔 かい 發音 は、 その 男性的な 音 聲と 相俟って 耳に 快 き 旋律 を 

のど  か 

調べる。 連日の 政戥 は、 その 咽 を 痛めて、 嗄れた る聲に 悲壯な 哀音が 籠って ゐる。 

I 句 * 一句、 その 幅の 太い 聲が、 暗夜の 空氣を 押出して くる。 それ は 全く 聲が S 氣を ひた 押しに 押して ゐ 

るの だ、 彼が 雨 手で この 大筌 の签氣 を ひた 押しに 押して ゐ るかの やうに。 

「瘸 逸^ 族 今日 の 窮乏 を 見よ ！ 

六 大洲に 雄飛した 獨 逸の 威容 は どこに いった！ いま 何故に 我等 は 全世^ 嘲笑 侮蔑の 的と なって ゐ るの だ。 

それ はグ H ル サイ ュの條 約 以来- 國を K つた 政治家の 失敗の ためだ！」 

「さう だ！ さう だ！」 さう いふ 聲が ドッと 起る と、 滿 場は總 立ちに なって 彼 を 喝采した。 

「しかるに 何事 ぞ、 この 危急存亡の秋に 當り、 徒に 紛々 たる 政爭を 事と して、 國民國 家の 休戚 を 忘れ去ら 

そと 

,< と；^! 今日の 镯 逸の 憂 は、 外に あらず して 內 にある。 三十の 政黨に 分れて 爭ふ 舊政黨 • 舊 政治家の 心 術 

にある！ 

葬れ！ これら 三十の 舊 政黨を 葬れ！ 彼等 は 镯逸を 今日の 窮 狀に顚 落せ しめたる 罪人で ある。  お 


新しき I! 逸よ 立て！ 獨 逸民 族よ 團結 せよ！ 團 結して ー國 一 黨の國 となり、 この 國 難の 獨逸を 救へ！ 

この 镯逸を 救 はんとす る 我々 新政 黨 に 政 a を與 へよ！ 未だ 一 度 も 政界の 欝 慣に な じみた る こ となき 無傷 の 

我等 靑年獨 逸 黨に政 權を與 へ よ！ 

我等 をして 中世 獨 逸の 宗教 情操に より、 古典 ® 逸の 英雄 W 操に より、 新しき 大 S 逸 を 建設せ しめよ！」 

「さう だ、 さう だ！ 全く さう だ！ ハイル、 ヒッ トラ ー!」 

二十 萬 民衆の 歡呼 は、 雷の ごとく 震 ふ。 

闇の 签氣が 身 震 ひ し て 躍進 镯 逸の 興 ® に 搖 れてゐ る。 

K は殷々 と 我が 耳に 鳴る ヒッ トラ I の ® に聽 きながら、 遠い 遠い 祖國 のこと を考 へて ゐた。 

(鶴 兑祐輔 氏 著 「歐米 大陸 遊 35」) 

題材が 題材で ある 上に、 書く 人が 書く 人で ある。 かう した 機會と 場面に、 よくも 鶴 見 氏が 遭遇した 

ものである。 我々 は、 その 場面の 映畫を 見る よりも、 もっと 鮮 かな 印象 を 此の 文から 受取る。 かう し 

た 場面 を寫 すに、 鶴 見 氏 以上の 適任者 は、 現代の 日本に は、 さう 多く はゐ まい。 
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一 二 沙 翁の 靈廟 

私たち は、 町の 南端 HI グォ ゾ 河の 畔に 在る とい ふホ ー リ I、 トリー 一 ティ ー 寺院 を 訪れた。 古雅な 朝の 町 

は、 ちゃう ど 日本の 宇治の 町で も 歩いて ゐる やうな、 靜 かな、 すがすがしい 氣 分であった。 やがて 町が 盡き 

て、 綠の 樹立 やや 深き 間から、 高く 大空 を 衝くゴ シッ クの 尖塔 を 見た。 此の 時で ある、 會 堂の 鐘が 朝の 空氣 

を 振る はして 響き 出した。 ああ 其の 美しき 諧調：：： 鐘 は アル ベジオ、 スケ ー ルに 似た 音階 をた どって 上った ノ 

さう して それが 幾度 か 繰 返された。 今度 は 三度の 管 をた が ひ 違 ひに 上った。 さう して それが また 幾度 か 繰 返 

された。 果は 殆ど あらゆる 旋律が 八つの 調に よって 自在に 打 出された。 恍惚と して 私の 耳 は 此の 快き 諧調に 

捕 へられた。 

鐘 は 止んだ。 ちゃう ど 其の 頃 私たち は 寺院に たどり 着いた のであった。 

しかし 獒し いもの は 鐘の 管ば かりではなかった。 簡素な 寺院と 思った 其の 内部 は、 まるで 燦斕 たる 光彩 を 

チャン セル 

の ものであった。 殊に 中央の 奥、 内陣の 一 二方に 輝く 犬 窓の 模樣 硝子の 華やか さ 美し さ。 此の 小さな 町の 寺院 

として は 少し 贅澤 過ぎる と 思 はれた も 道理、 實 にこれ こそ 世界的 文豪の 靈廟 として、 世界が 此の 寺を裝 飾す 

るので あった。 此の 摸樣 硝子 は 總ぺて アメリカ 入の 寄贈に 係る とい ふ。 かの ワシントン、 ァ ー グィン グの筆 

が 大いに 與 つて ゐ るに 相違ない。 此の 華麗な 內陣の 聖壇の もと、 左の 鋪 石の 下に 沙翁は 眠って ゐ るの だ。 さ ^ 


うして 之と 並んで 其の 妻 アン、 ハサ ゥ" 1 ^の 娘ス ー サン， ホ ー ル， ^の^ ホ ー 几 str お 蒙の リ 

ザべ スの夫 トマス、 ナジ シュ 等、 沙 翁の IK が 此處に 屯して ゐる。 まことに、 ァ ウイ ングの 言 ふ 如く、 ホ ー 

リ ー、 トリ， 一 ティ 1， チヤ ー チの堂 宇 は、 沙 翁の 篛廟 そのものであった。 左の 壁 間に 安置す る沙 翁の 胸像 は、 

皮の 死後 問 もな く、 ジ エラ， ド、 ジョン ソンに よって 作成され たもの ださう だ。 (井上 赳氏著 r 祖國を 出で て」) 

筆者 井上 赳氏 は、 文部省 圜書 監修 官 として、 文章の. 標準 を 示すべき 立場に ある 人で ある。 本文の 如 

き は、 必 すし もさう した 窮屈な 責任感な どに かられて 書いた ので 無い こと は 勿論で あるが、 しかし、 

筆の 運び 方に せよ、 文字 や 語句の つか ひ 方に せよ、 句 讀點ゃ 送 假名の 末にいた るまで、 そっくり その 

まま 敎科 書に 載せて いい 文で ある。 つまり、 どこまでも 正しく そして 整って ゐる 文で ある。 


一三 アメリカの 紅葉 

アメリカの 紅葉 は實に 良い。 しかし 西洋人 は 東洋人の やうに 訌^ を 賞美し ない もの か、 私 はこれ まで 西洋 

人の 話に 紅 紫の 事を閗 いた ことが 餘 りない、 また a いた 物で も 紅葉の 事 を 讀んだ ことがない。 尤も これ は弒 

の 本な ど を 餘り讀 まない からか も 知れない。 

先年 日本へ 來 たことの ある ショ ッ トウ H ル 博士が 力 ー ネ ー ギ ー 平和 財圑の 部長 をして 居て、 其の 事務所が 
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- ーュ， 'ョ ー ク にある から -ュ ー ョ ー クに 住んで 居る。 學 者と いふ もの は 大抵 學者 臭いと ころの ある もの だけ 

れ ども ショット ゥて ル 博士 は 少しも そんなと ころがなくて、 如何にも あっさりして 居る から、 一見 頗る 平凡 

な 人の やうに 見える が、 流石に えらい と 思った。 滿洲 問題に 對 して 國際 聯盟が 裁判 宫 の やうな 態度 を 联りは 

じめ た 時、 ショ ッ トウよ ル 博士 は、 こり や 大變な 失策 をした、 何とかし なければ ならぬ と 霄 うて、 非常に 當 

惑して 居た。 國際 聯盟 は 武力 的 制裁 力 を 持たない、 其の 國際 聯盟が 裁判官の やうな 態度 を K つて 居て は、 日 

本 は 決して 言 ふこと を聽 かぬ に 相違ない とい ふこと に、 すぐ 氣が つ いたので あらう。 

ショ ッ トウ H ル 博士 は、 ニュ ー ョ ー ク から 汽車 や 自動 束で 三時 問ば かりの キヤ ッ ト • キルと いふ 山に 別莊 

を 持って 居る。 其の 別莊へ 招かれた。 滿山 悉く 紅葉で ある。 紅葉と 言うても 無論 赤 のみでな く、 黃 だの その 

他 色々 の 色が まざって ゐる。 實に 綺麗で ある。 色々 の 木が 紅葉す るので ある。 しかし、 カナダが 紅葉の 名 產 

地で、 紅葉 を國の 紋所に して 居る 程の 處 であるから、 其の 地續 きの 米 國に紅 紫の 多 いのは 當然 である。 

あちらで は 紅葉と 雪との 時期が 非常に 密接して 居る。 カリフ オル ュャ から 一一 ュ ー ョ ー ク へ 行く 途中、 汽車 

から 良い 紅葉の 山 を 大分 見た。 そして、 -ーュ ー ョ ー クへ 蕾いた の は 十月の 初旬で あつたが、 間もなく 雪が 降 

つた。 (尾 崎 行 雄 氏 著 「外遊 斷 想」) 

詩人 は 詩 を、 擧者 は舉問 を、 政治家 は 政治 を 見る。 政治家 尾 崎 氏 は、 アメリカの 紅葉と 題しても 紅 

葉 だけ を 筆に 上せ はしない。 ショ ッ トウ 二 ル 博士の 政治的 見識に 言及され る。 結局、 紀行文 もまた、 

その 人で ある。  お 


第 九 章 書翰 的 文章 


ここに、 W 翰 的 文章と いふの は、 普通に いふ 乎 紙の 文章の ことで ある。 古くから、 支那で 書翰と も 

しょと v- 

書簡と も 書かれて ゐ るが、 ここで は 誓 翰の 文字 を 用 ひる。 書翰 文 はまた 手紙と 呼ばれる 外に、 書牘文 

とも、 尺牘 とも、 尺 素と も、 書狀 とも、 書札と も、 消，： ^文と も、 消息と も、 通信 文と も、 日用 文と も、 

その他 さまざまに 呼ばれて ゐる。 

さて、 書翰 文 は、 いったい 何のた めに 書く かとい ふこと から 考 へて 行く。 一 口にい へば、 書翰 文 は 

相手の 人に 會 つて 直接 話 をす る 代りに、 文字で 書き あら はす ものである。 だから、 簡單な 手紙の 書 出 

しに 往々 「舌代」 などと も 書かれる ことがある。 佐々 政 一 先生 は、 左の 如く 述べて ゐられ る。 

書翰 文 は、 若し 面會 する 事が 出來 さへ すれば， 口上で 述べたい ので あるが、 それが 出来ない 爲に、 文字に 

記す とい ふの が 普通で ある。 (修辭 法 講話) 

すな はち、 相手の 人と 遠く はなれて ゐる とか、 電話の 便がない とか、 また、 すぐそばに はゐ るが、 


聲を 出して は 工合が わるい とか、 その他 さまざまの 事情で、 その 人に 會 つて 話す 代りに 書く のが、 い 

は ゆる 書翰 文で ある。 

書翰 文 を 極く 大まかに 分類す ると、 實用 的と 非實用 的との 二種に 分れる。 實用 的の 方 は、 いは ゆる 

業務 的 • 事務的 • 公用 的な どの 場合で あり、 非實用 的の 方 は、 いは ゆる 友誼 的 • 趣味 的. 文舉 的な ど 

の 場合で ある。 

また、 書翰 文を發 信者と 受信者との 間柄から 區別 すれば、 個人と 個人との 間にと りか はされ る 所謂 

私信と、 個人と 圑體 との 間にと りか はされ る ものとの 二 つ の 場合が ある。 

侗 人と 個人との 間の 書翰 文、 たと へば、 親子. 兄弟. 姉妹. 親戚 • 朋友. 知己な どの 間にと りか は 

される 書翰 文 は、 r 會 つて 話 をす る 代り」 とい ふ 書翰 文の 本質 を 最もよ く發撣 する ものと いへ る。 も 

ち ろん、 この場合 でも 實用 的の 用件 だけの こと も 多い。 たと へば、 物 を 送った 通知と か、 それ を 受取 

つた 返事と か、 何 か を依賴 すると か、 注文す ると か、 祝儀 • 不 祝儀の 招待と か、 その 返事と か、 さう 

いふの は、 唯 用件 だけ を 記す もの、 いはば 實用妁 • 業務 的の ものである。 しかし、 遠く 故鄕を はなれ 

てゐる 息子 や 娘から、 父母に 宛てる 手紙、 最も 敬愛す る 親友に 自分の 近況 や 心境 を陳 ベる もの、 親戚 

へ の 御無沙汰 わび、 病氣 見舞、 時候 伺 ひ、 旅行先からの たより、 中には 綿々 たる 情緒 を訴 へる 戀 文な 

ど は、 非赏用 的. 友誼 的の ものであって、 かう した 個人 間の 書翰 文 は、 書く ものに とっても 受取る も 6 

のにと つても、 最も 嬉しい もの 趣の ある ものである。 手紙と いへば、 いつも 何 かの 依賴 とか 用件と か お 


だけで は、 餘 りに 事務的で 興が 無す ぎる。 差^人の 名前 を 見た だけて、 「ああ、 また^の 無、 も 力 」 で ^ 

は、 全く やりきれない。 

個人と 圑體 との 間の 書翰 文 は、 たと へば、 實用 的の もので は、 社員が 會 社へ 出す 缺 勤屆、 個人から 

官廳へ 是^す る諸屆 書類、 * 校へ W す 入退舉 願書の 類、 政府 ゃ議會 への 請願書 だの 建白書 だの 上表 文 

などの 類、 また、 官廳 からの 通牒 ゃ照會 などの 公用文 等が それで あり、 非實用 的の もので は、 新閡ゃ 

雜誌 などの 上での、 與味 ある 「何々 だより」 の 類から、 頗るて きびしい 公開 狀の 類、 さて は、 手紙の 

形式で W く 評論 ゃ小說 などの 類が それで ある。 この 方 は、 「會 つて 話 をす る 代り」 とい ふ 書翰 文の 建 

前から すれば、 いくらか 遠ざかって ゐる、 たと ひ會 ふこと が 出来ても、 口上 だけで はならぬ ので、 ち 

や 乞と 一定の 書式に 從 はねば ならない 規則が ある。 それ は、 諸 届書. 諸 願書 • 公用文な どの 類で ある 

が、 更に、 非實用 的な ものすな はち 「何々 だより」 や 公開 狀ゃ 評論 や 小說の やうな もの は、 殆ど 一 般 

の 文章と 性質 を 同じう し、 唯、 形式 だけ を 書翰 文に 藉 りたまでの ものである。 

さて、 書翰 文の 書き かたで あるが、 それ は、 右に 述べた やうな、 いろいろの 場合により、 書く 內容 - 

により、 その 長短に より、 受取る 人との 關係ゃ 受取る 人の 年齢 や 理解力に より、 決して ー榴 に、 -カ 

くの 如く 書くべき ものである。」 と 決定的に いへ る もので はない。 長短と いふ ことから だけい つても、 

例の 「一筆 啓上、 火の. 用心、 お 仙 泣かすな、 馬 肥せ。」 の 如き 短い ものから、 忠臣蔵に 於け る 茶屋 場 

の 由 良 之 助が 镓の 下まで ぶらさげる 長い ものまで ある。 隨 つて、 その 書きぶ り も、 まさに 千 差 萬 別で 


なければ ならぬ。 

ただ、 一般的に、 すべての 書翰 文に 通じて 言へ る こと は、 

^儀 を 失 はず、 感情 を 害せざる に はじまりて、 入 を 動かす に 終る。 

とい ふ 古來の 金言で ある。 さう して、 特殊の 書式な どの 定まって ゐ ない 書翰 文に あって は、 その 人に 

會 つて 話す とい ふ氣 持の ままで 書けば よい。 言葉 遣な どで も 其の 通りで、 目上の 人に は、 その 人に 會 

つてつ かふ 通りの 言葉、 同輩に は 同輩に つか ふ 通りの 言葉、 目下の 者に 對 して は 目下の 者に つか ふ 通 

りの 言葉 をつ かへば よい。 特に、 手紙の 上 だけで、 變な 調子の 言葉 をつ かふな ど は、 もう 時代 後れで 

あらう。 だから、 今の 世に、 候文な ど はもうよ した 方が よいので ある。 人に よって は、 候文で なけれ 

ば禮 儀に 反する、 口語 はい はば 不斷 着の やうな もの、 候文 は禮 服の やうな もの だ、 などと 唱 へる 人 も 

ある。 では、 その 人 は、 人に 會 つて 丁寧な 言葉 をつ かふ 時に、 粟して 候 口調 をつ かふで あらう か。 

「御 許 樣には 其の後 御 變りも 無 之 候 や、 さて 此のた び …… 。」 まるで、 狂言に 出て 来る 太郞 冠者の 口調 

ではない か。 口語で 話して 失 鱧で ない ものが、 手紙の 上で は失禮 になるな どと いふ こと は、 全く 理由 

の 無い ことで ある。 ただ、 人の 家 を 訪問 すれば、 誰でも、 「今日は」 とか 「御免下さい」 とかの 挨拶 

をし、 それから すぐに 用件に は 入らす、 時候の 挨拶 や 御無沙汰 詫な ど をし、 さて 用件 を 話して 歸る時 

に は 、「左様なら 一と か 「失 禮 いたしました」 とかの 挨拶 をす る。 さう して、 それらの 挨拶の 言葉 は- 
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實は必 すし も その 言葉 通りの 內容を もって ゐる もので はなく、 單 なる 形式的な 挨拶の 言葉に 過ぎない。 S 

^に惡 いこと もしない のに 「御免下さい」 とい ひ、 大して 失禮な 振舞 もしない のに 「失禮 いたし まし 

た」 とい ふ。 だから、 かう いふ 單 なる 形式的の 挨拶の 言葉な ど は、 手紙の 上で 昔から 習慣に なって ゐ 

ると ころの 「拜 啓」 とか 「拜 復」 とか 「早々」 とか 「敬具」 などの 言葉 を、 ただ 形式的に つかっても 

い いと 思 ふ。 だが、 それすら も、 親しい友達 などに は、 つか はない 方が いいくら ゐ である。 親友の 榮 

轉 など を 祝す る 手紙に は、  ， 

おめでたう、 大兄の 今日 ある は 當然な ことながら、 今朝の 新聞 を 見て • 僕 も 家内 もと もに 喜んだ。 奥さん や 

お子さん 達、 それから 鄕 里の 御 老人な ども、 さぞ かし 喜んで ゐられ る だら う。 何れ 御出發 までに は、 1 晚ゅ 

つくり 語りたい と 思 ふが、 とりあへ ずお 祝まで。 奥さんに よろしく。 

まあ、 こんな 風な 工合に 書く と 思 ふ。 若し、 これ を 

拜啓 おめでたう、 …… 奥さんに よろしく。 敬具。 

と、 前と 後に 挨拶の 言葉 をつ けたら、 隨分變 な もので あらう。 但し、 さう した、 うちとけた 親友な ど 

でない 場合に は、 「拜 啓」 も 「敬具」 もっけて よから うし、 また、 時には、 候文の 方が 都合の よい 場 

合すら あるから、 一概に はいへ ない。 何れ、 さう した 侗々 の具體 的の 問題 は、 具體 的の 文例に ついて 


述べる ことと する。 

そこで、 書翰 文の 書き かたの 大綱 を、 まとめて 左に 揭げ る。 

第一に、 どんな 文で もさう であるが、 とりわけて 書翰 文 は、 よく 意味が 分る やうに 書かれて ゐ なけ 

れ ばなら ぬ。 何の こと をい つて ゐる のか 分らない やうな の は、 最も 無意義な 書翰 文で ある。 それ ゆ ゑ 

に、 受取る 人の 理解力に 適應 して、 自分の 言 はう とすると ころ を盡 くす やうに 心がけねば ならぬ。 隨 

つて、 よく 問題になる ことで ある ボ、 候文 はとに かくと して、 新しい 口語文の 書翰に は、 句 請點 をう 

つた 方が よい。 句 讀點が 無ければ、 幾樣 にも 意味の とれる ことがある、 すな はち 意味が 瞹昧 になり が 

ち だからで ある。 西洋の 書翰 文な どに は、 すべて 句 讀點が 施されて ゐる。 

第二に、 書く 內容の 性質と、 受取る 人の 心情と を考 へて、 長短よ ろしき を 得なければ ならぬ。 ちょ 

つと した 用件な どの 場合に、 前後に くどくどと、 餘 計な こと を 書 立てて はならぬ。 ことに、 受取る 人 

が 多忙の 身で ある こと を 知ったならば、 要領よ く 用件 だけ を 書いて 途ら ない と、 破って 捨てられ てし 

まふ かも 知れない。 しかし、 鄕 里の 父母 や 兄弟 や 親戚な どへ 出す 手紙に は、 唯 用件 だけ 書いた ので は、 

少しも あたたかみがない。 さう いふ 場合に は、 大部分 を 近沉ゃ 心境の 叙述に 費し、 用件 は 最後に ちょ 

つと 簡明に 記す とい ふ 風に する こと も 必要で ある。 

第三に、 受取る 人に 對 して 氣 持よ く 感ぜし め、 明瞭な または 強い 印象 を與 へて、 先方 を 心から 動か 

す やうに 書かなければ ならぬ。 これが、 書翰 文に 於け る 最も 重要な 點 である。 それに は、 修辭 上の 技 ^ 


術と か 手法と かも 必要で あるが、 第 一 は、 まごころ を こめる とい ふこと である。 誠意に よって 動かさ vS 

れ ざる もの は 未だ これ あらざる なりで、 誠意が あれば、 自然に それが 言葉の 上に も 力と なって あら は 

れ、 文字の 書きぶ りな ども 亂雜な 走り書きに もなる まい。 隨 つて、 受取る 方で も、 何と はなしに 氣持 

よく 読み、 知らす 識ら す、 その 誠意に 動かされ るに 相違ない。 

先づ、 窨翰 文の 書き かたに 於け る 大綱 は、 右の 三點 である。 

最後に、 毛筆 書き か ベン 書き か、 日本紙の 卷紙か 洋紙の 書翰 箋 かとい ふやうな 問題に ついて、 少し 

述べて 置く。 候文 を廢 して 口語文に したいと いふ 我々 の 主張から すれば、 もう 毛筆で 卷 紙に 書くな ど 

とい ふこと は、 時代 後れ だと 思 ふ。 西洋な どで は、 すべて ペン 書きで あり、 用紙 も卷 紙で はない が、 

刖 に失禮 だと 思 ふ 人 もない。 西洋と 日本と では 習慣が 遠 ふとい ふ 人 も あらう が、 今日の 日本人 は、 銀 

行 罠で も會 社員で も 八百屋の 小僧で もす ベて ベン を 使用して ゐる。 もう 「矢 立」 の 名 さへ 知らない 靑 

年が 多くな つて ゐる。 手紙に だけ 毛筆でなくて はならぬ などと なると、 つい 億劫に なり 筆不精に なつ 

て 御無沙汰 勝になる。 中には、 中味 だけ を 洋紙の 書翰 箋に ベンで 書き、 封筒 だけ を 毛筆 書きに する、 

いはば 折衷 式の やり方 も あるが、 何も そんな ことに こだ はる 必要 はない と 思 ふ。 すべて 一般的に は、 

ベ ン 書きが 一 番 いいと 思 ふ。 

但し、 書翰 文 は 一面に 於て は 一 種の 禮儀 作法の やうな 性質 を もって ゐ るから、 どんな 場合に でもべ 

ン 書きとば かり は 行かない. ことがある。 たと へば、 儀式 的な ぉ祝狀 とか、 長上の 固 くるしい 氣むづ か 


しい 人に 出す 手紙と か、 非常に 古典 趣味の 人に 出 す 手紙な どに は、 どうも ペン 書きで は 工合の 惡 いこ 

とが ある。 向か ふさ まに、 失 禮な扠 だと 思 はれた ので は、 第一 に 書翰 文の 本質た る 「禮儀 を 失 はす、 

感情お 害せざる に はじまりて、 人 を 動かす に 終る。」 に 反する、 いはば 手紙 を 書く 目的 を 無にして し 

まふ 虞が 十分に あるから である。 これ は、 いはば 過渡期の 現象と して、 やむ を 得ない。 なほ、 卷 紙の 

天地 を どのく らゐ 明ける とか、 書 出し は 端から 何 センチ はなし、 終 は 幾 センチ 明ける とか、 封筒に は 

どんな 風に 書く とか、 その他の いろいろの 作法な ど は、 女擧 校の 作法 敎科 書な どに も 書いて ある こと 

だから、 こ こに は 省略す る。 

では、 これより 窨翰的 文章の 具 體的實 例に 入って、 さまざまの 場合に ついての 注意 を 述べる ことと 

する。 

一 友誼 的 書翰 文 

こ こに は、 肉親. 親戚 • 師弟. 朋友 • 知己な どの 間にと りか はされ る、 友情 的 • 趣味 的 • 文擧 的な 

書翰 文例 を揭げ る。 「拜 啓」 とか 「敬具」 とかのつ かひ 方、 敬語の つか ひ 方、 敬稱の 書き かた、 一 般 

的な 言葉の つか ひ 方な どに 注意して、 文例 を 讀んで 頂きたい。  - 


夏目漱 石より 鬼 村 氏へ  - 

此の間 は 御 地の 名產の 昆布の 砂糖 づけ を 下さいまして ありがたう 御^います。 をば さんに 宜敷 仰し やって 

下さい。 あなたの 病氣 はどうで すか、 胃擴 張に は 運動が わるい やうに 思 ひます が 醫者は 何とい ひます か。 K 

美人 草の 縮刷 を 本屋から 取 寄せました から 一 册 上げます。 是は よんでも つまりません が、 折角 だから 小包で 

逡 るので す。 御 養生 を 專一 に 願 ひます。 以上。 

六月 二十 七日  夏 目 金 之 助 

鬼 村 元成樣 

ああ 號を 書く の を 忘れた、 露 塔でした かね、 失敬。 それから 習慣 はどうで もい いが， 自分より 年上の もの 

へ 手紙 を やる 時には 自分の 號 はかかない のが 禮 になって ゐ ます。 ただし 宛名のと き は ® くの が 尊敬 を 表する 

事になる のです。 併し 今の 世 だから >  寶際は どっちで も 構 ひません。 (漱石 全集) 

先輩 または 長上から、 後輩へ 宛てた 手紙の 一例で ある。 全體の 言葉 遣から 見て、 極く うちとけた 間 

柄で ない ことが 分る。 たと へば、 「御 地の 名産の 昆布の 砂糖 づけ を 下さいまして ありがたう 御座いま 

す。」 とい ふやうな 言葉 遣で も 分る。 同じく 漱 石の 手紙で も、 和 辻哲郞 氏に 與 へた 手紙な どになる と、 

「ちと 御 出掛けなさい」 とい ふ 風な 言葉 遣 をして ゐ るので ある。 

この 手紙に は、 「拜 啓」 がなくて 「以上」 だけが ある。 「御 養生 を專 一 に 願 ひます」 だけで は 物 足り 


なく、 そこへ 「以上」 と 書いて、 しめくく つたので あらう。 それでよ いと^ ふ。 

敬稱も 「11 でなくて 「樣」 であり、 自分の 方 も、 ちゃんと 姓名 を 書いて ゐる。 極く うちとけた 場 

合に は、 r 敬稱」 を 「君」 にし、 自分の 方 は 「金 之 助」 と 名前 だけ を 書く^ この場合 はさう でない。 • 

つまり、 手紙 は、 その 人との 交友の 深淺、 心 持の デリ ケ ー トな 差に よって、 敬語 も 敬稱も 文中の 言葉 

づか ひも、 すべて か はって 來る。 

この 文例の 憩 1-、 書翰 文に 於け る敬稱 について 十分 示して ゐる 如く、 長上に やる 手紙に は、 自分 

の號は 書かないで、 正しく 姓と 名と を 記さねば ならぬ。 長上の 場合に、 自分の 姓 だけ または 名前 だけ 

を 記す の は 失 禮に當 る ことにな つて ゐる。 但し、 肉親の 長上に は、 姓 を 書かぬ。 また、 長上へ の敬稱 

として は、 その 人に 號 があるなら、 「たと へば 夏 目漱石 先生 侍史」 とい ふ 風に 書く のがよ い。 

今 左に、 前後の 挨拶 • 敬稱 • 脇附 等の 慣用語 をなら ベ て 置く。 

〔前〕 拜啓 • 拜呈 (普通)。 謹啓 • 肅啓 (鄭重)。 拜復 (返事)。 急 啓 • 前略 (急ぎ)。 

父上 樣 • 母 上樣： 御 父上 樣* 御 母上 樣* 兄 上樣. おなつか しき 姉上 樣 (呼びかけ、 肉親)。 山川 先生 

(長上 • 師)。 水 村 大兄 ,• 澤田學 兄 • 針 田 兄 • 花村樣 (友人)。 

〔後〕 早々 • 草々 • 匇々 • 以上 • 不一 (普通， 急ぎ)。 敬具 • 敬白. 拜具. 頓首. 謹言 (鄭重)。 

失敬 • さらば • では さやうなら • さよなら (友人)。 かしこ (女)。  1. 

〔欤稱 J 漾. 殴. 先生 (長上、 一 般)。 閣下 (軍人、 大臣/ 國手 (螯 師)。 畫伯 (寰 家)。 詞兄 (文人)。 君 •  3 


兄. 大兄. S 兄 (友人)。 御中 (^體 )。  ^ 

(脇 附) 侍史 • 御座 右 • 虎 皮下 (長上)" 親展 • 必 親展 • 御 直披 • 直披 (封書、 秘密)。 平信 • 御共展 • 御 共 

披 (封 害、 非 秘密)。 家扶 御中 • 執事 御中 (華族)。 御 許に • 御前に • 御 あたりに (女)。 猊下 (佾 侶」。 

父より 子供 へ 

けさ 御前た ちから 吳れた 手紙 をよ みました。 三人と も 御 父 さまの 事 を 心ば いして 吳れて 嬉しく 思 ひます。 

この間 はわ ざく 修善寺 まで 兑 舞に 來て くれて ありがたう。 び やうき で 口が きけ なかった から、 御前た ち 

の顏を 見た だけです。 

此の頃 は 大分よ くな りました。 今に^ 京へ 鑼 つたら、 みんなで あそび ませう。 

御 母樣も 丈夫で こ こ に 御出で です。  - 

るすのう ち は、 おとなしく 御. g 母樣 さまの いふ こと をき かなくて はいけ ません。 

三人と も學 校が はじまったら、 べんき やうす るんで すよ。 

御 父樣は 此の 手紙 を あ ふむ けにね て ゐて萬 年 ふでで かきました。 

からだが つかれて 長い 御 返事が 書け ません。 

御 祖母 さま や、 おふさ さんや、 お 梅さん や、 淸 によろ しく。 

今 ここに 野 上さん ゃ小宮 さんが 來てゐ ます。 

東京へ ついでの あった 時、 修善 寺のお みやげ をみ なさん に S つて あげます。 


左樣 なら。  (漱石 全集) 

夏目漱 石が 病 氣で修 善 寺へ 轉 地して ゐた 時、 東京の 留守宅の お子さん 達に 宛てた 手紙で ある。 原文 

は、 「びょう 氣」 「あそびましょう」 とい ふ 風に、 わざと 發音 通りに、 よみやす く 書いて ある。 「萬 年 

ふで」 など も、 お子さん たちに 分り やすくと いふつ もりで あらう。 その他、 假名 を 多くつ かって、 す 

ベて お子さん たちの 理解に 適する やうに と 力めて ゐる。 書翰 文 は、 如何なる 場合で も、 先方の 理解力 

に適應 する やうに 書くべき て ある。 

娘より 父母へ 

東京の 皆さんお 元氣 です か。 父さん も S さん も、 姉さんのお 家で も、 お祖母さん もお か はりありません か。 

菊の 盛りも^ 1 ぎた 今頃 は南澤 ももう 段々 寒くなる し、 また 私の ゐ ない こと も 何となく 寂しく 思つ てゐて 下さ 

るで せう。 寒くなる とまた 母さんの お腹に 障る ことが 心配です。 どうか 無理 をし ないやう にお 願 ひします。 

毎^お そくお 歸 りの 日が つづく と、 どうしても 疲れます か^、 父さん も 母さん も 日の ある 中に 家へ 歸 つてい 

おみせ  A ヒ 

らっしゃれる やうに と、 夕方に なると 祈って をり ます。 消費 組合の 方た ち も 一生懸命の あまり 無理 をして し 

ま はない やうに、 私 ももう 少し 落ちついたら、 心に 浮かぶ 計畫 をお S り 出來る やうになる でせ う。 どうか 皆 

さんの 逡 つた 出張員が よい 勉强の 出来る やうに 助けて 下さい ませ。  6 

早い ものです。 今朝 はもう 四日 目の 朝を迎 へました。 その 間の こと を 一 つ 一つ、 その 時 私 は隨分 悲しく 思 か 


つた. この 時 かう 考 へたと お知らせした いのです けれど、 そんな こと をして ゐ たら、 短い 秋の 日 はすぐ たつ 7 

てし まひます。 大事な 勉強が 出来なくなります。  3 

この 二三 日 は、 まだ 慣れない 生活と 言葉に 不安 を 感じながら、 はじめて 知り合 ふ 人々 の 中に、 いろいろな 

印象 をう けて 生活 をして ゐ ると 申し上げたならば、 一 番 適切で せう か。 

これから 日記の やうに して 毎日の 生活 をお 知らせしたら、 段々 はっきり 分って いただける ことと 思 ひます。 

先づ はじめに 登場人物 を 御 紹介して おきます。 (ZJ 下略し 

(ォッ ク スフ ォ ー ド 滞在中の 羽 仁惠子 氏より、 東京の 父母、 卽ち羽 仁 もと子 氏 御 夫婦へ 宛てた 手紙、 「羽 仁 

もと子 著作 集」) 

婦人の 手紙 だからと て、 「かう でした わ」 とか 「さうな のよ」 とかい ふやうな 言葉 は、 手紙の 上で 

は餘 りっか はない 方が よいと 思 ふ。 この 手紙な ど は、 讀ん でゐて 少しもう はつち やうし なと ころの な 

い、 いかにもし つかりした 感じ を與 へて ゐる。 若い 婦人の 舉 ぶべき 點 である。 

國木 田獨步 より 小 杉未醒 氏へ 

概して 僕の 經過は 佳良の 方 だ。 殊に 昨今の 天候 は 大いに 病 入に 利 あり。 けれども 散歩が 出来ぬ のが 何より 

不快で ある。 散歩 するとす ぐに 熱が 出る。 

要するに 當分錢 人 だ、 死ねば 瓦礫 だ。 


昨今 松 魚の 漁が あるので、 やたらに 食って ゐる。 四 五日 前に 餘り 多量に 貪った ので 醉 はされ た。 しかし 平 

氣で 其の後 も 食って ゐ るが 實 にうまい。 そして 安い。 食 ふたび に、 さし みずきの 田 山に たらふく 炱 はして、 

ゥ マイ ゥ マイと 例の 口調で 言 はして みたい と 思 ふ。 

酒 は 殆ど やめた C ゥマク なくなった、 飮 みたい と 思 はなくな つた、 其の 代り メシの 量が 少し ふえた。 この 

現象 を主觀 すれば 病人に は 喜ばしい 事 だと 感ずる。 客觀 すれば 人間が 意氣 地が なくなって 安 ッ ぼくな つた や 

2- に 思 はれる。 先 づ杯を 擧げて 別 乾坤に 忘我す る 能 はず、 ィキ なり 箸 を 握って めし をば くつく の は 現金す ぎ 

てィ ャな氣 がする。 僕 も 健康 恢復の 曉は 希く は 美酒に 醉 はん 哉と 思って g る。 併し 瓦礫に なっても 仕方 もね 

ェだ。 

何しろ 天候 も 定まり 加減 だ。 君 も氣の クシ ャ/ \ する 寧が ある だら う、 僕 も イラ/ \  、する こと も ある、 け 

れど 此の 美なる 秋晴の 面に 免じて 根性 を潢 蕾に 持た うで はない か、 いは ゆる 樂天 家に なり ませうよ。 以上。 

(躅 歩霄簡 ) 

中年の 男 同士の 手紙 は、 こんな 風な 言葉 遣になる のが 自然で ある。 但し、 「この 現象 を主觀 すれば」 

「客觀 すれば」 など は、 當 時の 一 種の 流行語な ので あらう。 今日の 言葉で はない。 中年の 男 同士の 手 

紙に、 いや、 他の 場合で もさう であるが、. 妙な 最上級な 空虚な 言葉 をつ かふの は 禁物で ある。 たと へ 

ば、 「おお 大兄よ …… 僕 は 感激の 淚を こぼした」 などと いふの がそれ で、 かう した S な 言葉 をつ か は 

れ ると、 K つた 方で 失望して しま ふ。 感激しても いいが、 r ての^ 容 を具體 的な & 葉で 活かす やうに ェ 1 


夫し なくて はならぬ。  お 

3 

高山 樗 牛より 姉 崎 氏へ  、 

五月 十四日から 同 二十日に 亙った 君の 精神に 充 ちた 手紙 を、 二十四日の 他の 手紙 並に 葉書、 タイ ムス 週報 

と 併せて 一 昨日 受取った。 卽日 にも、 又 昨日に も 返事 を 書きたかった が、 此の頃 は 梅雨期の 最中で、 健康の 

少 からず 衰 へた 爲， 氣 力が 沮喪して 幾度 か 机に 向かって 遂に 筆 を 執り かねた。 今夜 は 力めて 書く が、 許して 

吳れ、 ド. 'モ 長く 書く 譯には 行かぬ。 君の 精神に 充 ちた 手紙に E ふべき 僕の 感情の 十 I を も 現す ことが 出来 

ぬ。 吳れ吳 れも殘 念で は あるが ド ー カ赦 して K れ。 

ショ ペン ハウェル • -1 イチ ヱ. ワグネル、 此の 一 二人の 間の 關係を 論じた 君の 文に よりて、 僕 は 此の 三人 間 

の關係 其の もの を 知る ことよりも、 君の 精神の 要求の 那邊 にある か を 知る 處に 僕は少 からず 幸福 を 感ずる。 

此の 事に 就いては、 僕 は 君に 滿 幅の 敬意 を 捧げねば ならぬ。 恐らく は、 僕は尙 -1 イチ ェの 理想に 彷徨す る 者 

であらう。 愛の 福 管に 應へ 得る 迄に は、 尙 多少の 曲折 を經 ねばなら ぬので あらう。 此の 事 は 僕の 中心の 慚愧 

で， 又 同時に 懺悔で ある。 此の間の 僕の 糈神狀 態 は、 他日^ しく 君に 打明けた いと 思うて ゐる。 日蓮 に^す 

る 君の 批評 も、 大いに 僕 を 啓く 所が ある。 併しながら 國 家と 宗教との 關 係に ついては、 君の 日蓮 觀に は、 多 

少の 不備が ある 樣だ。 丁度 此の 事 を 明後日 發行 する 太陽 紙上に、 僕 は ザ ット醫 いて 置いた から、 自然 君の 手 

に屆 いたら 是非！ 讀 して 吳れ。 僕 は 曰 蓮に 於て 其の 信念の 爲に國 家 を も犧牲 にす る 俘 犬なる ィゴ イス トを觀 

た。 今日の 道舉 先生 的 倫理 說に 勝へ ざる 僕の 大 なる 安 慰 は、 此の 人の 此の 特質に 現れた。 是の 如くに して 安 


立し 得らる ベ くんば、 天下 他に 何物 を 要せざる 如く 感ぜら るるの が、 僕の 目下の 病で あらう も 知れぬ。 ヮグ 

ネルに 就いては ^ も 少し 研究して みたい。 近日 井上さん の處 から 借 受ける ことにしよう。 

君の 今度の 論文 は、 先度の よりも ィ ン ハ ル トが 多い 樣に僕 は 思 ふ。 …… 

土 井から は 度々 螯面ゃ 書物 を 貰った が、 トン ト 無沙汰 をして 居る。 何も 病 氣を循 にす るで はない が、 不快 

な 日に は 一 日 茫然と して 何事 もせずに、 陰鬱な 考を とりとめ もな く たどりつ. -1 暮す こと も ある。 同 君 も 健康 

になった か、 肺な どに 故障が あったら 何事 を 措いても 心配せ ねばならぬ。 願く は 僕の 友人間の 肺病 は、 僕 一 

入で 負擔 したい もの だ。 これ は 恐らく は訛傳 では あらう が、 僕はド ー モ氣 になる、 先日 …… 新^ 朝 者の 談に、 

姉 崎 は 肺が 惡ぃ樣 だと 話した と 僕に 告げた。 そんな 事 は 無論 噓だ らうが、 先年 キ ー ルで 肋膜然 たる 風邪な ど 

引い た^も あれば、 此の 點はド ー 力 十二分に 注意して 吳れ。 

僕の寫 眞を よこせと 言 はるる が、 僕 も a りたい は 山々 だ。 唯ド ー モ 比の 痩せに 衰 へた 面貌 を、 遠方に ゐる 

君に 送る に 忍びない の だ、 ド ー 力もう 少し 肥って からと 毎々 思って 居る が、 其の 肥りが 中々 來 ない。 僕の 此 

の 心根 を 8 と 思って 吳れ e 僕が 此の儘に 死んだら、 君の S 別に 丁酉 會 連と 一 所に 撮った のが、 君の 僕に 對す 

る 永遠の 想像と なる であらう。 其の 方が 僕 は 願 はしい。 但し 此の 秋に でもな つたら、 君に 送り 得 ぺき冩 眞も 

撮れる かもしれ ぬと、 僕 は ひそかに 願って 居る。 

日本で は、 今年 程 雨の 多い 年 はない。 四月 花の 頃から 天 氣の續 いた こと は 極めて 少ぃ、 實に 不愉快な 年で 

あった。 僕の 家に は 二百 坪ば かり 地面が ある (家 を 合 はせ て)。 其の 中に 小さい 花壇 を 持へ て、 草花な ど を 

植 ゑて 樂 しんで ゐる。 これで 平和な 樂 しみが 得らる ろか 如何 か、 今尙試 © 中 だし 先日、 土 井が 花の 種 を 送つ ^ 


て吳れ たので、 兩 三 日 前 早速 蒔いた。 今日はもう 出さうな ものと、 其の 翌日から 小兒の 樣にノ グイて 居る。 

此の 地に は、 語るべき 友 は 田 中智學 氏の 外に は 一 人 もない。 氏の 門弟の I 人 は、 如何い ふ 冈 緣かヒ ドク 僕 

を 慕って、 朝夕 病氣 回復の 祈 禱 を 僕の 爲 にして 吳れて 居る。 田 中 氏 は扇ケ 谷の 奥に 居る、 相 見る こと も 一月 

に 1 度 位で、 日々 寂寞な 生活 をして ゐる。 山水の 風景 も餘り 面白くない。 ド ー モ淸見 潟の あたりが 思 ひ 出さ 

れる。 

社會も 別に 變 つた 事 もない、 學界も 別に 變 つた 事 もない。 ダル マバ ー ラが 先達 田 中 氏を訪 うて 當 地に 来た 

ので、 氏の 依頓で I 日 接待して やった。 …… 

太陽の 文 軍で も 見ら るる 通りに、 近來 僕の 意 氣が少 からず 衰へ たこと を自覺 する。 會 心の 文章な ど は トン 

ト霄 けない、 强 ひて 文 を K るの 巳む を 得ざる 境遇 を 僕 は 悲しむ。 

此の頃 メレ ヂス キ-' の beath  of  Gods を 讚んで、 少 からず 面白く 感ぜられた。 ヘレ-一 スムと クリス チア 

-1 ス ムの爭 は 永久の もので あらう。 

別紙 は 土 井に 序に 屆 けて 吳れ。 

七月 三日  林次郞 

口 ン ドンなる 

潮風 兄  (樗牛 全集) 

樗 牛の 書いた 論文 や 其の 他の 文章に は、 一種の 氣 取った 美文め いたと ころがあって、 餘り 敬服され 
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ない が、 かう した 友情の 發露 —— 眞 情の 吐露に なって 來 ると、 まさに 天下一品 である。 これほどの 友 

情が 今の 世に 多く あらう か。 友人 達の 肺病 は 自分 一人で 引受けた いとまで 言って ゐる。 その 純眞 さと， 

あくまで 精神的 精進 をめ ざして 生きよう とする 强ぃ 精神力 は、 近世 稀に 見る ところで ある。 その 精神 

力が、 いはば まごころが、 かう した 書翰 文 をな さしめ たので ある。 だから、 書翰 文の 要諦 は、 一 に ま 

ごころ にある。 さう して、 その まごころ を あら はす 爲に は、 自分自身 のことば をつ かはなくて は 駄目 

だ。 「拜 啓陳 者」 では、 まごころの あら はれる 箸がない。  - 

夏目漱 石より 芥川 • 久米兩 氏へ 

此の 手紙 をもう 一 本 君 等に 上げます。 君 等の 手紙が あまりに 潑剌 として ゐ るので、 不精の 僕 ももう 一 度 君 

等に 向かって 何 か 言 ひたくな つたので す。 いはば 君 等の 若々 しい 靑 春の 氣が、 老人の 僕 を 若返らせ たのです。 

今日は 木曜です。 併し 午後 (今 三時 半) に は 誰も 来ません。 例の 瀧 田 樗陰君 は 木曜日 を 安息日と 自稱 して 

必ず 金 太郞に 似た 顔 を 僕の霄 ii にあら はすので すが、 その 先生 も 今日は 缺席 するとい つて わざわざ 斷 つて 來 

ました。 そこで 相 變らず 蟝の聲 の 中で 他から 賴 まれた 原稿 を讀ん だり 手紙 を 書いたり して ゐ ます。 昨日 作つ 

た 詩に 手 を 入れて 見ました。 r 癲狂院 の 中より」 とい ふ 色々 な 狂人 を霄き 分けた もの だとい ふ 原稿 を讀 ませ 

られ ました。 中々 思 ひっき を 書く 人が ある ものです。 

—  ど  2 

芥=; 君の 徘句は 月並 ぢ やありません。 もっとも 久米 君の やうな 立體 俳句 を 作ろ 人から 見たら 何う か 如り ま ^ 


せんが、 我々 十八 世紀 派 は あれで 結構 だと 思 ひます。 其の 代り 畫は久 米 君の 方が うまいで すね。 久米 君の 撙 ^ 

のうまい に は 驚いた C あの 三枚のう ちの 一 枚 (夕陽の 景？) の は大變 うまい。 成程 あれなら 三 宅 K 方さん の 

镥を くさす 箬 です。 くさしても 構 はな ビ から、 僕に いっか 書いて 吳れ ません か。 (本當 にい ふので す。) 同時 

に 君が たは 東洋の 镥 (ことに 支那の 番ー) に 興味 を 有って ゐ ないやう だが、 どうも 不思議で すね。 そちらの 方 

面へ も 少し 色 眼 を 使って 御覽 になったら. S 何です か、 其 所に は 又 そこで 滿更 でな いのもち よいく あります 

よ、 僕が 保證 して 土げ ます。 

僕 は 此の間 福 W 半 香 (^山の 弟子) とい ふ 人の 三 輻對を 如何 はしい 古道具で 見て 大變 皆 いと 思って、 爺 さ 

んに S3 を 訊いたら 五百圓 だと 答へ たので、 大いに 立腹し ました。 是は繪 に 五 百 圓の價 がない とい ふので は あ 

りません。 爺なる ものが 僕に 手の 出せない やうな 價を 言って、 忠貲に 半 香 を 鑑賞し 得る 僕 を 吹 飛ばした から 

であります。 僕 は 仕方なし に 高い な あと ISs つて、 店 を 出て しま ひました が、 其の 時 心のう ちで そんなら おれ 

にも 覺 悟が あると 言 ひました。 其の K 悟と いふの を 一 寸 披露し ます。 笑つ ちゃい けません。 おれに おれの 好 

きな 繪を買 はせ ないなら、 已むを得ない。 おれ 自# で 其の 好きな 繪と 同程度の もの を かいて それ を 掛けて 置 

く、 と 斯うい ふので す。 それが 實现 された 日に は あの 達磨な ど は 眼 裏の I 翳です。 到底 芥川 君の ラル ブルな 

どに 追 ひっかれ る譯の もので はない のです から、 御用 心なさい。 

君 方 は 能く 本を讀 むから 感心です。 しかも それ を輕 蔑し 得る ために 讀 むんだ から 偉い。 (ひやかす のぢゃ 

ありません、 鸷 めて ゐ るんで す)。 僕 思 ふに 日露 戰爭で 軍人が 露西亜に 勝った 以上、 文人 も 何時 迄 恐 露 病に 

羅っ てうん うんず、， 顏 をして ゐ るべき 次第の もの ぢ やない。 僕 は 此の 氣錢 をもう^ 程 前から 持 廻つ てゐ るが、 


君 等を惱 ませる の は 今回 を 以て 嚆矢 とす るんだ から、 I 遍 丈は默 つて 聞いて お置きなさい。 

本 を 讚んで 面白い のが あったら 敎 へて 下さい。 さう して 後で 僕に 貸して 吳れ 給へ。 僕 は 近頃め ちゃめち や 

で 昔 讀んだ 本 さへ 忘れて ゐる。 此の 問芥川 君が ダヌ ンチ ォのフ レ ー ムォブ ライフ の 話 をして 傑作 だと 言った 

時、 僕 はそんな 本 は 知らないと 申し上げ たが 其の後 何時も 坐って ゐる 机の 後に ある 本箱 を 一 寸振 返って 見た 

ら、 其 所に 其の 本が ちゃんと あるので 驚い ちま ひま L た。 たしかに 讀ん だに 相遨な いの だが 何が 翳いて ある 

かもう すっかり 忘れて しまった。 出して 見たら 或は 鉛筆で 評が 書いて あるか も 知れない が 面倒 だから 其の e 

に てゐ ます。 

きの ふ 雜誌を 見たら ショウの 謦 いた 新しい ドラマの 事が 出て ゐ ました。 是 はとても 倫 敦で與 行 出来ない 性 

質の もの ださう です。 グ レゴリ ー 夫人の 勢力で すら、 ダブリンの 劇場で 跳ねつ けたと いふ 猛烈の もので、 無 

論 私の 刊行物で 數奇 者の 手に 馊 つて ゐろ 丈な のです。 兵隊が を 貰って 色々 なう そ を 並べ立てて 景氣ょ 

く應 募兵 を 煽動して あるく 所な どが 諷して あるので す。 シ ヨウと いふ S は 一 寸ぃ たづら ものです な。 

I 寸筆を 休めて 是 から 何 を 書かう かと 考 へて みたが、 のべつ に W けば いくらでも 書け さう です が、 霞いた 

所で {E 慢 にもなら ないから、 此所 いらで 切上げます、 まだ 何 かいひ 殘 した 事が ある やう だけれ ども。 

ああ さう だ- さう だ。 芥川 君の 作物の 事 だ。 大變神 經を惱 ませて ゐる やうに 久米君 も 自分 も 書いて 來 たが、 

それ は 31 合 ひます。 君の 作物 はちゃん と 手腕が きまって ゐ るので す。 決して ある 程度 以下に は 書かう として 

も 書け ないから です。 久米 君の 方 は 好い もの を 書く 代りに 時として は、 どっかり 落ちない とも 限らない やう 

に 思へ ますが、 君の 方 はそんな 譯 の あり 得ない 作風です から 大丈夫です。 此の 豫 言が 的中す るかし ないか は 
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もう 一 週間 もす ろと 分ります。 的中したら 僕に 禮を お？！ 〔ひなさい。 外れたら 僕が あやまります。  つ 

平になる * はどうしても 必要です。 我々 はと かく 馬に なりたが ろが、 牛に は 中々 なり 切れないです。 撲の 

やうな 老獪な もので も、 只今 牛と 馬と つがつ て 孕める こと あろ あ ひの 子 位な 程度の ものです。 

あせって はいけ ません。 頭を惡 くして はいけ ません。 根氣づ くで お出でなさい。 世の中 は 根氣の 前に 頭 を 

下げる 事 を 知って ゐ ますが、 火花の 前に は I 瞬の 記憶し か與 へて 吳れ ません。 うん/ \ 死ぬ 迄 押す のです。 

それ 丈です。 決して 相手 を挤 へて それ を 押しち やい けません。 相手 はいくら でも 後から後から 出て 来ます。 

さう して 我々 を惱 ませます。 牛 は 超然と して 押して 行く のです。 何 を 押す かと 聞くなら 申します。 人間 を 押 

すので す、 文士 を 押す のではありません。 

八月 二十四日  S 目 金 之 助 

芥川龍之介 樣 

久米 正雄樣 

君 方が 避 I* 中もう 手紙 を 上げない かも 知れません〕 君 方 も 返事の 事は氣 にしないで 耩 ひません。 (漱石 全集) 

書翰 文 は、 受取る 相手の 心情 や 境遇 を考 へて 長短よ ろしき を 得なければ ならない。 相手が 外 國へ留 

擧 して ゐ ると か、 または 避暑に 行って ゐる とか、 溫 泉へ 行って ゐる とかい ふやうな 場合に は、 樗 牛が 

姉 崎 氏へ 送った 手紙 やまた この 文例の やうに 長い ものに なって よい わけで ある。 この 文例 は、 いかに 

も眞 情の こもった 手紙で、 かう した 手紙 を 貰 ふことの 出来た 人達の 幸福 を、 つくづく 羡 ましい と 思 ふ。 


そして、 やつば り 候文で は、 この あたたかみが 出て 來な いと 思 ふ。 

大町 桂月より 登 張 竹 風 氏へ 

先夜 は、 松 本道 別と 共に、 不意に 襲轚申 上げ、 大いに 失疆致 候。 いろいろ 御馳走に 預り難 有 御^ 申 上 候。 

さても 其 夜、 梅花 香 底、 朧月の 下、 兄と 手 を 分ち て 大森驛 に 參り候 ひしが、 間もなく、 上り 汽車 有 之、 品 

川驛 まで 參 りて 下車いた し 候。 囊中、 なほ 醉を買 ふに 足る の 阿 堵物有 之、 これが 所謂 梯子酒に や、 何處 かで 

今 I つ 飲んで 行かう と、 品 川の 遊廓に 入り 申 候。 東京 通の 道 別が ここと 指さす 料理屋 は 旣に戶 ざしたり。 漸 

く  I 軒の 牛 肉屋の まだ 店 を ひらき 居れる を 見出して、 それに、 はいり 申 候。 酒 肉 を 蓮び 来れる 女に 向か ひ、 

これから 行かう と 思 ふが、 不案内 也。 1 番 別嬪の 多き 處は 何處ぞ と、 心に ももらぬ こと をい へば、 へ ：•：• 、 

ぉ歸 りで せう とて 取り あはず、 道 別の 顏を じろ りと 見て、 背いて 袖 を 口にして 去る。 小生 は 胡麻 鹽顼、 道 別 

は 禿げ あたま、 三十 代の 男 を 五 十 以上と 見て、 いけすかない、 老爺の くせにと 思 ひしなる べしと、 二 入に て 

徵 笑いた し 候。 二 本 目の 酒 未だ 盡 きざる に、 電車が なくなり さう に 候へば、 あは や、 上野 行の 最終の 電車が、 

今 出む とする 處、 急いで 乘 りて、 銀座の 尾 張 町まで 參り、 道 別と 別れて、 小生の み 下り 申 候。 され ど 夜旣に 

1 時 近く、 新 宿 行の 電車 は、 最早 無 之 候。 ま >| よ、 歩かむ。 數寄屋 橋 を 入り、 日 比 谷 t 公園に 沿 ひ、 櫻 田 門 を 

過ぎ 麴 町の 通 を經て 四ッ谷 見附に いたる まで、 凡そ I 里の 路、 都の 中央と もい ふべき 處、 人の 氣全 く絕 えて、 

ただ « 燈 • 瓦 斯燈が 光る のみに て、 恰も 空 山に 入りた る 心地いた し 候。 都 も 夜半 は 仙境に 候〕 

四ッ谷 見附 を 出 候 ふ 時 • はじめて、 人に 逢 ひ 申 候) 卽ち、 「鍋 燒 うどん」 に 候。 外濠の 水、 凝って 流れず •  ^ 


土手に 連れる 老松、 昔 を 立てず、 天地 も 眠れる 眞 夜中に、 「鍋 燒 うどん」 と 長く 引く 聲、 きけば、 何となく  7 

詩的に 候。 四ッ谷 通に 參り 候へば >  一品料理の 中より、 I 人の 男 出で 來り、 やがて， 潢道 へそれ 申 候。 なほ 3 

二三の 一 品 料理 を 兑 うけ 申 候。 これ は晝間 見う けぬ 處、 夜に 入りて、 露店 を 張り 申す にて 候。 新 宿に 近づけ 

ば、 灣麥屋 は、 多く まだ 起きて 居り 申 候" 女郎屋 も、 まだ 店 を ひらける 處有 之、 出る 人 も あれば、 入る 人 も 

有 之、 草木 も 眼る 丑 三の 签、 ここの みはな ほ 入 間が 活動いた し 居り 候。 とかく、 人間 は、 肉 慾の 動物、 夜半 

ここの 色の 巷の みが 生氣 ある を 見る につけても、 この頃、 自然 派の 名に 託して 肉 慾 を 描く もの 多き も、 さる 

事と 一 笑いた し 候。 新 宿の 色の 巷 を はなれ 候へば、 大久保 一村 唯 犬の 聲 のみいた し 候。 午前 三時 過ぎ、 やつ 

と 家に かへ り 申 候。 

先夜の 事、 書いても 差^な しと、 御 快諾 ありし まん、 r 大 森の 一 夜」 として、 讀 贅 新 ss の 日曜 附錄に 出し 

候 ひしが、 定めて 御覽 のこと と存 候。 され ど、 ただ^: 語り 妻 彈く では 世 或は 令闔樣 のお 里 を 疑 ふ ベく、 それ 

では 令閨 樣 にお 氣の 毒と 存じ、 「夫人と して は 珍しき 事」、 「家に ありし日、 母に 習 ふ」 など 言 ひて、 良家の 

女なる こと を 書き あら はした る は、 聊か 苦心の 存 する 處と、 御 看取 下された く 候。 

福 田 琴 月に 話し 申 候處、 同行せ ざり しを殘 念が り 申 候。 御 承知に も 候 はんが、 琴 月 は 大阪の 人、 本場 じこ 

みの 喉自慢、 是非、 兄の 堠 をき きたし、 大和 太夫 も聽 きたしと 申 居り 候 間、 小生が 嚮導と なりて、 また、 い 

つ 襲擊申 上ぐ るか も 計られず。 御用 心 あれ。 

白 河 鯉洋 は、 また、 我等 仲間の 笊 碁の 集會を 催した しと 申 居り 候。 我等 仲間の 筑碁 にて は、 ともかくも、 

兄と 小生と が兩 大關、 樗牛 もし 世 にんら ば、 兄 は、 或は 關 脇に 落ちむ か。 斯く 申す が 御 不服に 睽 はば、 いざ 


I 日の 閑 を 偸み て、 雌雄 を 決し 申さむ。 鲤洋. 健 堂 * 醒雪 など は、 二目 もしくは 一 二目 は 弱く 候へ ども、 さま 

さク 

で、 段ち が ひに は 候 はず。 浮世 を 離れた る 十二 社の 茶亭 あたりに て、 ー會 催さむ と存申 候。 檄を飛ばさむ 日、 

請 ふ、 必ず 出馬せ よ。 急々 如 律令。 (桂月 書翰) 

候文 も、 これほどに こなせるなら 結耩 である。 輕妙 にして 洒脫、 飄逸 にして 風雅、 桂月の 候文 は 全 

く獨 得の 妙味 を 持って ゐる。 但し、 素人が 眞似 ると、 虎 を 描いて 狗に 類す る 虞 あり、 妄りに 舉 ぶべ か 

らす。 

火 町 桂月より 岡 田 良 平氏へ 

拜啓什 候 拜 顔の 滎を さる こと を 幾ん ど 二十 年、 今日 忽ち 尊 翰に 接して、 目の あたり 御 謦咳に 接する の 心 

地致牢 候。 

淺藥 菲才の 身、 文藝 委員 會の 委員に 御推擧 下され 候 事、 此上も 無き 光榮に 存じ 奉り 候。 唯 恐れ 候 ふ は、 同 

委員の 職責 如何 を存ぜ ず、 隨 つて 微力 枭 して 能く 其 任に 堪 ふるや 否や を 知らざる の 一 事に 有 之 候。 甚だ 御手 

數に 候へ ど此 尊； i を 煩 はした く 願 上 候。 右 取 敢ず御 返事 迄 此の 如くに 御座 候。 謹言。 (桂月 書翰) 

太 町 桂月より 三 宅 雪嶺 氏へ 

8 

拜啓仕 候 昨日 は、 文藝 講演 會へ御 出馬 下され 難 有 御 踡 申 上 候。  V 


先生の 御文 車 も 御 演說も 力 ありて 沈痛 • 敬服に 堪 へず、 唯 虎 を 描いて 狗に 類す る を 恐れて、 妄りに 學ばざ 

るの み。 御 令閻に は， ^上に て 御 目に かかる こと 十餘 年。 過日 參 上いた しし 節 • はじめて K 際にお にか か 

り 候へ ども、 夕に ほのめく 三日月の 見えし かと 思へば、 やがて、 見えず なりて、 言葉 を か はす 間もなく- 名 

殘 惜しう 存候 ひき。 

取り あへ ず 手紙 を 以て 御禮 * 上 候。 頓首。 (桂月 書翰) 

大町 桂月より 佐々 醒雪 氏へ 

雨に 暮れ 候 ひし 卷哉。 新綠 今や 人に 可也。 知らず、 御 近況 如何。 文章 世界に 於け る 文豪 傳、 大いに 面白く、 

さかん 

東亜 新聞に 於け る戀 愛史 も K 白く 拜讀仕 候。 ffl く、 酒 は 相變ら ずお 盛な りと。 小生 事 近來、 胃の 方 は、 だい 

ぶよくな りて、 酒の 方 は、 弱くな り 申 候。 飲んで 面白く、 飮 まずと も 面白き の 域に 達し かけ 申 候。 自らお も 

へらく、 これ 活氣 なくなり たるに 非ず、 酒の 上に 超脫 したるな りと。 知らず、 御高 見 如何に 候 や。 

1 つまた 御賴有 之、 来る 十日 (日曜) 午後 零時 半より 例の 和强 i にて、 第二 十四 回目 文藝 講演 會を相 催 

0, 御 都合よ ろしく 候 はば、 御 出馬 下され まじく や、 御 願 申 上 候。 廣吿の 都合 有 之 候 間， 御 都合の 如何、 

御 一 報 を 煩 はした く 候。 (桂月 4? 翰) 

岡 田 良 平氏 ！ I 三 宅 雪嶺 氏 i 佐々 醒雪 氏と、 三 段に 亙って 謹厳 さの 程度に 差異が ある。 この 文例 

は、 極めて 謹嚴な 目上の 人へ、 普通の 目上の 人へ、 同輩へ、 この 三 段に 亙る 書翰 文の 好適 例で あらう。 
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さう して、 文部大臣 とか 文部 次宫 とかい ふやうな、 いかめしい 人に は、 右の 文例. の やうな 態度の 候文 

が 最も ふさ はしい と 思 ふ。 但し、 口語文 を 主張され る やうな、 ものの 分った 大臣 や 次官の 場合 は、 此 

の 限りで ない。 

與謝野 晶子 氏より 津輕の 友へ  *  、： 

啓上、 お塞き 折 柄に 候。 東京 さへ 是 程なる に、 まして 津輕の 北風 は 如何な らんと 想 ひま ゐらせ 候。 皆樣、 

お 變りも 入らせられず 候 や、 伺 ひ 上げ 候。 いつもながら、 其 日 其 日の 忙し さに 取り まぎれ 本意な き 御無沙汰 

になり 申 候。 おわび S. し 上げ 候。 わたくしの 方 は、 みな 健かに 候。 市内に 住みし 頃、 よく 風 を 引き 候 藤 子 も、 

郊外へ 移り 參り てより、 全く 生まれ 變 りし ほど 達者に なり 申し 候。 やはり 签 氣の 宜しき と、 日光に よく 當る 

ゆ ゑと 存じ 喜び をり 候。 

さて、 このたび は、 また 例年の 如く、 見事なる 林檎 を、 遙々 と澤 山に お 遣 はし 下され、 かたじけなく 存じ 

申し 候。 »齋* 食堂 • 二階の 床の間、 いづこに も 美しき 光と 香と を滿 たし 候へば、 俄に 福 分の 多き 身の上の 

心地 致し ゆし 候。 幾 貢に もお ん禮 申し上げ 候。 

これにつ けても、 お 二人 樣 はじめ、 御 地の 皆樣 を- おんなつ かしく 思 ひま ゐらせ 候。 安田 秀次 郞樣 いま さ 

ぬ 世と なりても、 今一度 まゐ りて、 林檎の 赤らむ 廣き 丘より、 入日の 中の 岩 木 山 を is みたく、 また 皆 樣と、 

秋の 長夜のお 物語 致した く 候。  が 


旣に ど 冬 ごもり の 御 遊ばし、 爐に 親しみ 給 ふおん 頃と、 お^申し をり 候。 もう 雪が 降りて 候 や。 お 

さぞ さぞ、 おんいぶ せく おはし まし 候 ふべ し。 御機^よ く 入らせられ 候 ふやう、 ^樣 のおん 上 を 祈り 上げ 候。 

おついで に、 坂 本. ェ藤兩 先生へ も、 わたくしども 夫婦の 敬意 を、 よろしく お^へ 下され 度く 候。 拜具。 

c 與謝野 晶子 氏 著 「女子 新作 文 講話」) 

婦人の 書翰 文に 於け る 候文の 例と して 揭げ る。 一 般に 候文 や 送 假名に は、 桂月の 文例の 如く、 「御 

願 お 上 矣」 とい ふ 風に 假名 を迗ら ない のが 慣例で あるが、 婦人の 候文な どに は、 この 文例の やうに、 

「^わび 巾し 上げ 候 1 とい ふ 風に 假名 を 送る と、 や はら かみが 55 て來 る。 ついでに、 「候 ふ」 なる 動詞 

の 送 g 名で あるが、 終止形お よび 連體 形の 時には、 「喜び をり 候」 「風 を 引き 候 藤 子 も」 の 如く 假名 を 

逡ら ない のが 例に なって ゐる。 下に 「間」 「處」 などの 接 綾 詞の來 る 時 も 「候 間」 「候 處」 とい ふ 風に 1 

假名 を 送らない のが 習慣で ある。 他の 未然形 や 連用形 や 已然形 や 命令形に は 假名 を 送る。 たと へば、 

r 苠 はす」 「候 ひて」 「候へば」 「候へ」 の 如くなる。 また、 德川 時代から 「候 得 共」 などと 書いて 來た 

が、 こ^だけ は 止めたい ものである。 「候へ ども」 と 書くべき である。 候文に は、 右の やうな 特殊の 

慣例 も あり、 また 「被 下 度 候」 「可 有 之 候」 「奉 願 上 候」 とい ふやうな 鷲 式の 漢文め いたと ころな ども 

あり、 「候」 の 字 一 つのつ かひ 方で、 文が 活 きたり 死んだり する。 昔の 寺子屋 敎育 などで は、 そんな 

ところに q み 力 を 注いだ ので あつたが、 黑 船の 渡來 以後、 日本人 も 大分 めざめて 來て、 昭和の 今日で 


は、 もう 候文なん かやめ ようとい ふやう になって 來 たので ある。 

病氣 見舞 

暫くお 便り を 伺 ひません ので、 どうなさい ました ことかと 案じて 居りました 處、 今朝 ほど 高 岡さん から あ 

なた が 御 病 氣で房 州の 方へ 御轉 地に なった と 承って、 ほんた うに 驚きました。 

いっか 御 伺 ひいた しました 時には 多少 御氣 分が お 勝れに ならない やうに もお 見受け 致しました けれど、 御 

轉 地になる 程と は 存じ ませず、 それに そんなお 話 を 少しも 伺 ひませんで したので、 全く 突然で びっくり 致し 

ました。 どうか 大した ことで なければ と 案じて 居ります。 申し上げ るまで もな く 御 病氣中 は 何事 もお 忘れに 

なって、 養生 專 一 に 遊ばします やう、 殊に 氣丈な あなたの こと ゆ ゑ， さぞお 氣を 揉んで いらっしゃ るで せう 

が、 病は氣 からと いふ こと も あり、 くれ ぐれ 御 無理 をな さらずに、 どうぞお 氣 ながに 御靜養 遊ばします やう、 

ひたすらお 願 ひいた します。 

別送の レ コ I， トニ 枚 今日 銀座まで ffl 向きました 序に、 あなたの お好きな 西洋 管樂の 新譜を さがして みまし 

た。 少し 賑やかで は ございま すが、 ぉ氣 晴らしに おかけ 下さいましたら 幸 ひと 存じます。 

これから 追々 と 暖 かに 向か ひます ので、 御 . 病 氣 のために もお 宜しい ので はない かと 存じます。 どうぞ あな 

たらしい 御 元氣を 出して、 一 日 も 早く 御 全快、 御鼸 京なさい ます やうお 待ち 申し上げます。 

御 母 樣も御 I 所に 御附 添の よし、 どうぞ よろしくお 傳へ 下さい ませ。 

では くれぐ も 御大 切に。 (婦人 倶樂 部より)  ％ 


その 人に 會 つて 話す とほり の 態度で 言葉 をつ かって ゐる。 書翰 文 は、 まさに かく あらね^ ならぬ。 3 
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九條武 子より 瀨下 夫人に 

思 はぬ 日數を 重ね ましたが、 昨夕 歸 りました。 その後い かが？ この間 は、 手術 後 はじめての 御手 紙 あり 

がた う。 大層し つかり 書け ていら したので、 嬉しく 安心し ました。 ほんと に 苦しかった でせ うと も I. 。 よ 

く 我慢して いらっしゃいました。 すっかりな ほったら、 どんなに 快 い 日が あなた を 待って ゐる でせ う。 い 

ろい ろお 話 承り ましたが、 ほんと にあな たは 時機 を 失 はれなかった 事が、 第 一 御し あはせ だった と 思 ひます。 

私 も ほっと 安心し ました。 しかし、 あとの 快復 も氣 長に 思って いらっしゃいませ、 決して 氣を 短く 持たない 

で。 絲 ももう 拔 けました 由、 きっと I 日々々、 一時間々々々、 よくな つて ゆく のです。 あなた 自身で 有 仰る 

とほり、 全く 蓮の つよい 方、 それ は あなたの 親しい 者が、 心からお まもりして たので せう。 神 ゃ佛は 目に み 

えずと も、 自分の 心 そのものの 中に、 そのお 力 はこ もる ものな のです。 あなたが、 大きな 運命の 前に 虚心 平 

氣な覺 悟 をな さった、 そして、 先生 や 親しい 者の すべて を 信じて、 あの 冷たい 臺の 上に 上られた その 御氣持 

が、 私に は 想像され ます。 そして 信の 尊 さは 勇士の 心、 又、 つつまし ぃ聖 女の 心と も 思へ るではありません 

か。 私から お送りし ました 物、 心より 喜んで 下さって- 私 こそ 嬉しく 思って をり ます。 おもかった か、 どう 

かと、 あとで 心配して ゐ ました。 もっと、 かはいい 柄が あれば いいのに、 何分 えらむ ひ まもなく、 ただ そこ 

にあった の をい ひつけまして、 心 足らぬ 思が します。 

1 度 は 御見舞 申した く は 存じます もの &、 いろいろな 用 寧が、 待って たとば かりに 私 を 苦しめて 居ります 


ので、 とても 思 ふ 時間が 得られません。 けれども、 もう 少しよ くお なりに なって からの 方 力い I 力 も 知れ ま 

せし、 却ってお 皮れ こ. なって はいけ ません から。 十七 日から 二十 七日 迄、 貧しき 人達の 爲に 診療 班が 出ます 

ので、 私 も その 方に、 ® 日 午後から 夜に かけて 働きに まゐ ります。 さう かう して ゐる 間にお 正月 I , あな 

たも 受難の 峠を越して、 たと ひ 病院の 中で も、 いいお^ 月 をお 迎 へなさい ませ。 

御 返院の 日が 来たならば、 知らせて 下さい。 

無 憂 華の こと、 喜んで 下さいまして、 おや さしきお 心 を ありがたく いただきました。 知らない 人達の 御 親 

切 を、 私 はしみ <\ - この頃 感謝して をり ます、 こんなに 讀ん でいた だける と は、 全く 思 ひも よらなかった こ 

とです から。 あの 中で、 あなたの 御 心に 觸れる こと も あらば、 どんなに か 嬉しいで せう。 では 御大 切に なさ 

いませ。 

十二月 十三 日夕  武  子 

倭 文子樣 

け ふの (？) 讀 a に、 あなたの 民謡が 出て ゐ ました。 大層い いと 思 ひました。 (九 條武子 夫人 書簡集) 

婦人の 書翰 文で は 九 條武子 夫人の 文 を 以て 第一と なす、 とい はれて ゐる 通り、 武子 夫人の 書翰 は、 

どれ をと つて みても、 K にあた たかい 慈愛に 滿ち たもの、 禮儀 正しい もの、 品格の そな はった ものば 

かりで ある。 ここに あげた 文例の 如き、 病める 人に 對 して、 あ ふるる ばかりの 同情と 慰藉の 念に 滿ち、 

そして、 會 つて 語る ままの 自然な 表現 法 をと つて ゐる。 r ほんと に 苦しかった でせ うと も — 。」 I 


3^4 


いふ 言葉の ごとき、 ほんの 一例で あるが、 特に 注 怠して 味 ふべき 言 糜 である。 もし これが、 「ほんと 

に 苦しかった でせ うね。」 となって は、 もう 筌虚 な感が 伴な ふ。 ことに、 かう した 長い 手紙 を 病後の 

人に 送った 武子 夫人 は、 この 手紙 を 更に 紙に 包んで、 r 御氣 分の いい 時 あけて 下さい」 と 記されて あ 

つた さう である。 

弔慰の 口語文 

謹啓 御 父上 樣には 御手 厚き 御 看護の 甲斐 も 無く 遂に 御 逝去 遊ばされました 由 誠に 驚き入りました。 

御 ^齢と は 申しながら 平素 至って 御 丈夫で いらせられました のに、 ^の 御 訃音に 接しまして、 つくづく 人 

の 世の 無常 を 感じさせ られ ます。 さぞ かし 皆 々 樣御 力落し の 御 事と 御 愁傷の 程 深く 御 察し 申し上げます。 

早速 參 上いた すべき 喾 で 御座いま すが、 何分 遠方の ことと て 思 ふに まかせません。 甚だ 略儀で は 御 sa いま 

すが 辫中を 以て 御 弔詞 申し上げます。 

爲替 にて 誠に 失禮で 御座いま すが、 心ば かりの 御 香料、 何 か 御 生前 御 好みの 御 品に 御換へ 下され 御 iss に 

御供 へ 下さいます やう 御 願 ひ 申し上げます。 

先づは K 急ぎお くやみまで。 あらく かしこ。 

月日  立 花芳子 

木 村 柳 ニ郞樣 
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弔慰の 候文 

謹啓 御 尊父 樣には 御手 厚き 御 看護の 甲斐 も 無く 遂に 御 長逝 遊ばされ 候 由 唯々 驚 入 申 候 

御高 齢と は 申しながら 平素 至って 御淸 健に 渡らせられ 候 ひしに 俄の 御 訃音に 接し つくづく 人生の 無常 を 痛 

■ 感 致 候と 共に さ、 て かし 皆々 樣御 悲歎の 御 事と 拜 察し 奉 候 

早速 拜趨 可仕喾 に 御座 候 へ 共 何分 遠方 の 事と て 意に まかせず 御會葬 の禮を も缺き 候儀惡 し か ら ず 御 諒恕被 

下 度 候 

爲替 にて 失禮 ながら 御 香料 拜 a 仕 候 間 御 生前 御 好みの 品に 換 へさせられ 御靈 前に 御供へ 被 下 度 願 上 候 

先 は 取 急ぎ 御 弔詞 申 上 度 如斯に 御座 候 かしこ 

月日  立 花芳子 

木 村 柳 ニ郞樣 

弔慰と いふ やうな、 特^に あらたまった 場合に は、 時に 社 杯 をつ けた 候文の 方が よい こと も あるの 

で、 ここに 二つ 並べて 揭げ てみ た。 

しかし、 口語文の 方で も、 さう 大して 失禮 にも 當ら ないやう である。 その 二つの 文例 を、 どうか 讀 

みくらべて みて S きたい。 
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石 川 啄木の 年賀 狀  め 

もう 間もなく 我々 が§ 際 を 始めた 一 週 年 記念日が 來 る。 この 一 年の 間に、 君が 病中の 僕に 封して そそいで く 

れた 友情が、 友の すくない 僕に とって どれ だけ 貴い もので あつたか は、 君 も 知って ゐて くれる だら う。 僕 は 

それ を 年 をと るまで 忘れた くないと 思 ふ。 

どうか 今年 はいい 事が 澤 山あって くれ I 君の ために も、 さう して 僕の ために も。 

1 九  一二 年元且  石 川 一 

土岐 善麿樣 

謹 賀き年 

とうとう 去年 は病氣 のうちに S つてし まひました。 隨 つて 御無沙汰 ばかりで 何とも 濟 みません。 寒い のがよ 

あ ん く 13 

くな L やうです から、 春暖の 頃まで は 多分 かう して 行火 に^て ゐ なくて はなら ないだら うと 思って ゐ ます。 

四十 W 年 元 OI  石： =7J 

ぎんだ. s ち 

金 田 一 京助樣 

年賀 狀な ども、 一 般の 人に は、 「謹賀新年」 だけで よから うが、 親友な どに 對 して は、 右の 文例 Q 


やうに、 心の こもった ことばが あって 欲しい ものである。 右の 文例で 注意した いこと は、 たった 一年 

間の 交際で ある 土岐 氏に 對 して は、 あの 通りう ちとけ た 言葉 づかひ をして ゐ るに 反し、 同鄕の 友人で、 

しかも 十 數年來 の 友人で ある 金 田 一氏に 對 して は、 やや 丁寧な 言葉 づ かひ をして ゐる ことで ある。 か 

うい ふこと は 誰に でも ある ことで、 その 人柄に よって、 すぐに 心から うちとけられる 人と、 なつかし 

く 思 ひ 敬愛して はゐ るが、 どことなく、 うちとけた 言葉の つか ひにくい 人と が ある ものである。 さう 

して、 手紙の 上に は、 その 心 持の ままの 言葉が 出て 來る。 それが 自然な ので ある。 

信 州の 姪に 年始 狀 (主婦より) 

お 揃 ひ 御 機 げんよう 新しい 年 を御迎 へ なされた 御喜 を 申し上げます。 い つ ぞゃ は. S 々の 街た より を 戴き ま 

したのに、 御 返事 も 上げず、 失禮 致しました。 お 芽 出たい やうな 御 便りで ありまし たが、 ほんと に 此の上の 

めでた さはありません。 どうか 身體を 大事に して、 可愛い 赤ちゃん を 御 生みなさい。 

その後 毎日 曰 記 をつ けて お出でな さう です が、 御心掛 うれしう 存じます。 どうかい つまで も- ^御つ づけ 

なさい まし。 いっか 信 州に 旅行で もしました 時、 その 蜜の やうに 甘 さうな 日記 を 見せて K ふの が 何よりの 御 

馳走ら しう 思 はれます。 赤ちゃんが 生まれても、 どうか 古い 女に ならずに、 新しき にお 進みなさい。 私共の 

日記 は 去年 公に した 半農 生活と いふ 小さい 本に 五六 日 分載せ ました。 いっか 見て 戴き ませう。 AA 叔父さん 8 

8 

も 遂にお かくれに なりました、 お驚きな された でせ う。 早い 遲 いの 別 こそ あれ、 御 互にい つか は斯く 成り 果 3 


てろ のです。 せめて 此の世に ある 中 は、 淸ぃ樂 しい 生活 を 送って、 ^かに 「おさらば」 を吿 げたいと 思 ひま 9 

8 

す。 御 互に 丈夫で 幸 s に 長生 を 致し ませう。 おむつ まじき 只今の 御 生活 まことに うれしう 存じます。 長へ に 3 

幸 多 かれと 祈り 上げます。 さらば。 (五十嵐 力 氏 著 「我が^ 翰」) 

目上の 婦人から 目下の 婦人へ 宛てた 年賀 狀の 一例で ある。 目下の 人に 對 して、 「あなた」 といった 

もの か 「お前」 といった もの か、 「その もと」 か 「そ もじ」 か —— とい ふやうな 代名詞に ついては、 

手紙 を 害く 時に 誰も 苦心す る ものであるが、 出來る ことなら、 全然 代名詞 をつ か はない 方が よいので 

ある。 この 文例に は、 代名詞が ひとつ もっかつ てない。 さすがに 修辭舉 者の 文で ある。 

ついでに、 一般の 年賀 狀 であるが、 印刷の もの は、 餘り ごたごたと 長くない 方が よい 。「謹賀新年」 

「恭賀新年」 「賀正」 「明けまして おめでたう ございます」 「謹んで 新年のお よろこび を 申し上げます」 

といった やうな もの、 または、 それに 和歌 か 俳句の 一 つも 入れる とい ふやうな ものであって 欲しい。 

同じ 市町村 內 ならば 名刺 を 持って行 くだけな の だから、 名刺の か はりに、 極く 簡單な 文句であって 欲 

しい。 何しろ 何百 枚 も 何千 枚 も元且 の朝投 込まれる ので ある。 ごたごたと 六號 活字な どで 組まれた も 

のな どを讀 ませられたん では、 折角の 屠蘇 機嫌 も 醒めて しま ふ。 中には、 年賀 狀を 宣傳 ゃ廣吿 にっか 

はう とする 祓目 のな いのも あるが、 お 正月 だとい ふのに 餘り にせち からすぎ る。 また、 一 年中の 御 無 

沙汰 を 一 枚の 葉書に 印刷で 濟 まさう として、 前の 年の 一 年間の 主なる 出来事 を 報 ホロ 的に 羅列した のな 


ども ある。 律儀 的な 點には 敬意 を 表する が、 貰った 方で は 大抵 讀 まない のが 普通で ある。 

但し、 「石 川 啄木の 年賀 狀」 「信 州の 姪に 年始 狀」 の 如く、 親友 や 親戚への 年賀 狀 など は、 右の 文例 

の やうに、 あたたか みのある ものであって 欲しい。 


二 實用的 書翰 文 

ここに は、 個人と 個人との 間にと りか はされ る 用件 本位の 書翰 文例 を揭げ る。 たと へば、 招待 *案 

內 • 通知. 挨拶 • 禮狀 • 紹介. 依賴 等で ある。 それら は、 前に も 述べ た 如く、 出来るだけ 簡明に 要領 

よく， しかも 禮儀 をう しな はない とい ふ點に 注意して 書けば よい。 

謹啓 憨 j 御 淸祥の 段 御 磨び 申 上げます。 陳者 今般 海軍 中將川 島武治 殿御 夫 e の 御 媒酌に 伎り 鶴吉 長男 一 太 

郎と龜 三次 女 松 子と 婚緣相 整 ひました に 就き 右 御 披露 旁ぶ 粗餐 を 差 上げた う 存じます から、 御 多用中 誠に 恐 

入ります が、 来る 七月 十七 日 (土曜) 午後 五 時^ 京會 館まで 御來 臨の 榮を賜 はりた く 此段御 案内 申 上げます。 

敬具。 お 


昭和 十 年 七月 吉日  松 野鶴吉 

梅 山龜三 

石部金吉 殿 

同 令夫人 

追て 御手 数ながら 御 來否來 る 十三 曰までに 御 一 報 願 上げます 

祝賀 會の 案內  >, - 

拜啓 豫て 同^ t: 誌上に て 御^知の ことと 存じます が、 來る 十日 (日曜) 午前 十 時より 母校 校庭に 於て、 平 

田 先生 御 在職 滿ニ 十五 年 祝賀 會を 催し、 同 先生 及び 御 家族 を 御 招待 申 上げます。 何卒 御 繰 合せの 上 御 臨席 下 

さる やう 御 願 致します。 敬具。 

年月日  平 田 先生 在職 二十 五 年 祝賀 會 委員 

杉 野 平 太 殿 

送別 會の 案內 

拜啓 益よ 御 淸榮の 御 事と お喜び 申 上げます。 扨 今般 白 石 梧平 君に は 新 京大 學敎授 として 御榮轉 される こと 

になり ました。 就て は 同 君の 行 を壯 にす る爲 • 来る 十五 日 (金曜) 午後 五 時より 文藝會 館に. 於て 接 別 會を催 

したいと 存じます。 是非 貴兄の 御 出席 を 希^ 致します。 會費 三圓、 當日 頂戴 致します。 勿々。 
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月日  大野 源 藏 

露 人 

滋賀 寬 

古內太 郞樣 

謝恩 會の 案內 

此度私 どもが 目出度 本校 卒業の 榮譽を 荷な ひました こと は 偏に 校長 先生 を 始め 諸 先生の 御 懇篤なる， S 陶と 

御 親切なる 御 指導との 賜に 外ならぬ ことと 傑く 感謝 致します。 就きましては 聊か 謝恩の 微意 を 表する 爲來る 

二十 三日 午後 五 時 寄宿 舍食 堂に 於て 粗餐 を 差 上げた う 御座います。 御 繰 合せ 御 臨席 下さい ますれば 光 榮の至 

りに 存じます。 

三月 十九 日  卒業生 一同 

德野 たか 子 先生 

法會の 案， c;l ：: " 4 パ J^^^B^^nm^^i^  "ま^  V, に 

拜啓 來る 六日 午後 四時より 亡父の 三回忌 法會 を相營 みたく、 御 多用中 誠に 恐 入ります が、 御 繰 合せ 御光來 

を 願 ひます。 

月日  小川 太郎 

中 山 小 ニ郞毆 


2 

3 


葬祭の 通知 


ffi 父 德ニ郞 铙豫て 病氣の 處藥石 効な く 今 十七 日 午前 八 時 死去 致しました から 御 通知 申 上げます- 

追て 來る 二十日 午後 三時より ST 時まで 自宅に 於て 告別式 を相© みます。 

五月 十七 日  孫 何 

親戚 何 

何某 殿 


0P 


葬祭の 通知 

父 赤 坂 五郎 儀 今朝 五 時 三十 分 死去 致しました から 此段御 通知 申 上げます。 

追て 來る 五日 午後 一 時より 二 時まで 靑山. 齋 場に 於て 葬儀 を相營 みます。 

八月 二日 


嗣子 何 

ER 何 

親戚 何 

總代 何 

友人 何 

總代 何 


淮 
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何某 殿 

辯讒士 開業の 通知 

謹啓 寒氣嚴 しき 折 柄 益ぶ 御淸 安の 御 事と 御 悅び申 上げます。 a 小生 これまで 久しく 判事 を 奉職して 居り ま 

したが、 此度辭 職の 上來る 二月 一 日より 左記 肩書の 處 にて 辯 議士の 業務に 從事 致す ことに 相 成りました。 就 

きまして は將來 i 層 御 誼 を 賜 はりた く、 右 御 通知 を 兼ねて 御 依頼 申 上げます。 敬白。 

i 月 二十 五日  柬京巿 麴町區 七 * 町 七 番地 猎乂 法律 蓽務所 

辯護士 猪 又 g 作 

山 口 勝 二 殿 

會費 徵收の 通知 

拜啓 益よ 御 健勝の ことと 存じます。 陳者 本會々 費 は 自今 半年毎に 金 壹圓五 拾 錢宛申 受ける ことに 改め、 集 

金 郵便に 委託して 徵集 する ことに 決めました。 右 御 承認 を 願 ひます。 尙 本年度 上半期 は來る 五月 中旬 中に 申 

受ける 害です から、 前以て 申 上げて 置きます。 

追て 右 會費は 御 不在の 折で も 御 渡し 下さる やうに 御 願し ます。 

四月 十五 日  逯朗會 會計部 

金 野 梨造毆 
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定期 總會の 通知 

拜啓 來る七 月一 1 十五 日 午前 九 時より 木 社 鍵 上に 於て 昭和 十 年度 上半期 決算報告 其 他 別紙 記載 議案に 就き 株 

主 總會な 開きます から、 何卒 御 门せ御 臨席 下さる 樣願 上げます。 萬 I 御 不參の 場合に は 御手 數 ながら 封 中 

の 委任状へ 夫々 御 記入 御 捺印の 上 右 期日 前に 木 社へ 御 送 附を願 ひます。 敬具。 

七月 十五 日  大日 本 家畜 株式 會社 

翌野深 作 殿 

暇 乞の 挨拶 

拜啓 先夜 は 小生の 爲 盛大なる 送別の 宴 を 御 催し 下され 且又 有益なる 御鞭撻の 辭を賜 はり 誠に 有難く 厚く 御 

禮申 上げます。 愈よ 來る 二十 七日 午後 九時柬 京驛 出發、 新 京に 赴任 致します。 就て は 出 發前御 暇 乞に 參上致 

す ぺき箬 であり ますが、 何かと 準備に 追 はれて ゐ ますので、 略儀ながら 書中で 御 挨拶 申 上げます。 匇々。 

五月 二十四日  白 石 梧平 

古内 太郞樣 

入隊の 挨拶 

拜啓 私事 此度 I 年 志願兵と して 左記の 聯隊に 入營 致しました。 在 營中は 自然 御無沙汰 勝になる ことと 存じ 
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ますが、 何卒 惡 しからず 御 思 召 を 願 ひます。 草々。 

十二月 五日  歩兵 第 四十 五 聯隊 第三 中隊 第二 班 

荒 尾 岩 吉 

天道 公平 殿 

赴任の 挨拶 

S 新 綠の候 資豪 益よ 御 健勝の 御 事と 拜察 致し 御慶び 申 上げます。 

さて 私 蓽柬京 高等 師 § 學校並 東京 文理 科大 學在學 中 は 種々 御 懇篤なる 御 指導 御鞭撻 を 賜 はりまして 誠に 有難 

うご ざいました。 御蔭 を もって 今春 無事 卒業 致し 本 月 初より 何縣 何中學 校に 奉職す る ことにな りました。 今 

後 は 一身 を 捧げて 國家敎 育の 大業に 專心從 事す る覺 悟で ございま すが、 淺學 菲才、 子弟 敎 育の 大任に 堪へ得 

る や 否や を 危ぶんで ゐる 次第で ございます。 何卒 今後 共 倍 舊の御 指導と 御鞭撻と を 賜 はります やう 伏して 願 

上げます。 

先づは 右取敢 へず 御禮 旁よ 御 挨拶 申 上げます い 敬具。 

昭和 十 年 四月  吉田松 男 

大山 平 八郞樣 


記念品の 禮狀 

拜啓 贵會 在^中 は 格別の 功績 もな く、 誠に 汗顔の 至りに 存じます。 唯 幸に 大過な きを ましたの は、 全く 

皆 樣の御 援助 御 指導の 結果に 外ならぬ ことと 深く 感謝 致します。 然るに 此度 特に 御鄭甫 なる 御 挨拶と 共に 高 

貴なる Si 念 品 を 御贈與 下さいまして 誠に 恐縮に 堪 へません。 折角の 御 厚意 を 御 辭返申 上げて は 却って 失禮と 

存じ、 有難く 頂戴 仕り 永く 家寶と 致します。 失禮 ながら 書中 を 以て 厚く 御禮申 述べます。 敬具。 

月日  中 村 豐之助 

財 圈法入 大日 本 叫德會 御中 

見送の 禮狀 お，  . 

本日 英國 へ 出 發の際 は 御 多 W 中 態 々 御 見送 下さ いまして 誠に 有りが たう 御座 い ます。 略 な が ら 書中 を以 て 

厚く 御蹬申 上げます。 

月日  杉村廣 次郞 

高 松 晉作毆 

寄附 金の 禮狀 

謹啓 今 般 本會の 趣旨に 御 賛同 下され、 事業 費 中に 金 五 百 圓を御 寄附 下さいまして 御 厚志 誠に 有難う 御座い 
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ます。 本會は 永く 御 芳名 を 記錄に 留め、 尙 事業の 進行に 就て は 時々 御 報告 申 上げる 喾で 御座います。 

先づは 右収敢 へず 御禮 のみ 申 述べます。 敬具。 

年月日  大日 本 防火 會會長 

男爵 穉野 仲郞 

眞仁喜 德太毆 


當 選の 禮狀 

謹啓 今回の 總選擧 に 際し 不肯 淺學 菲才 を も 顧みず、 衆議院議員 として 立候補いた しました ところ、 幸に 最 

高位 を 以て 當 選の 榮を 得ました こと は、 偏に 貴下 及び 同志 諸君の 熱誠なる 御 援助の 賜に 外なら ず、 玆に 衷心 

より g: く 御禮申 上げます。 尙 今後 共 I 層の 御 厚誼 を 賜 はります やう 御 願 致します。 敬白。 

年月日  犬 飼 現八郞 

里 見 小 文 吾 殿 

會 葬の 禮狀 

祖父 德ニ郞 葬儀の 際 は 御 多用中 態々 御會葬 下され 且又 御 鄭重なる 御供 物まで 賜 はり、 誠に 感謝の 至に 堪 へま 

せん。 略儀ながら 書中 を 以て 御禮申 上げます。  8 

年月日  孫 中 川 德五郞  お 


本 田 五九郎 殿 

弔問の 禮狀 

父 五郎 死去の 節 は 早速 御 懇篤なる 御 弔詞 を 賜 はり、 誠に 有りが たう 御座いました。 右取敢 へず 書中で 御禮申 

述べます。 

年月日  嗣子 赤 坂泰助 

茅 野 三平毆 

贈物 の禮狀 

大江 君、 見 箏の鯛 を ありがたう。 

靳 奢の 前途と、 著者と 出版者の 前途 を 祝して、 目 出 鯛の 馳走に 今日は 舌鼓 をうた う。 先づ は御禮 まで。 

三月 一 日  德富 健次郞 

大江 保吉樣 

同鄕 人の 紹介 

拜啓 其 後 は 御無沙汰いた しました。 御變り もありません か。 御 多用中と は 存じます が、 小生 同鄕の 友人^ 

村 廣吉君 を 御 紹 介 申 上げます。 同 君 は 镯 力 を 以て 「經濟 發展」 とい ふ雜誌 を經營 して ゐ ますが、 その 雜 誌に 
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何か贵 兄のお 話 を 掲載 させて 頂きたい 由、 御 忙しい ところ 誠に 恐縮です が、 どうか 一 寸 でも 御 引見 下さる 襟 

御 願 致します。 

月日  大杵 節介 

保 田 善 ニ郞樣 


社員の 紹介 

弊店 社員 東 條淸次 を 御 紹介 申 上げます。 御 多用中 恐 入ります が、 取引 上の 件に 就き 御高 見 を 御 示し 下さる や 

う 御 依 S 致します。 

月日  石黑 五兵 衞 

天 野太 吉 樣 


求職者の 紹介 

拜啓 過日 御社に 於て 社員 若干 《 御 S 員の 由 聞 及びました。 就て は 小生 同 鄕の矢 國辰藏 と 申す 者 を 御 推薦 申 

上げたい と 存じます。 同人 は 至極 眞面 目な 性質で 御社の 御 方針に 叶 ふ 入物と 信じます。 別紙 履 歷書を 封入し 

ますから、 何卒 御 銓衡の 上 御 採用 下さい ますれば 誠に 幸甚に 存じます。 敬具し 

月日  佐々 木 邦 雄 

大 H 本 勇敢^ 巷談 社 社長 
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. 野 田 糈ニ樣 

保證 人の 依賴 

拜啓 其 後 は 御 無 に 打 過ぎ 誠に 申譯 ございません。 皆々 樣御變 り も ございません か。 扱此度 同鄕の 友人の 

次男で 石 部 金 助と 申す もの、 東京 帝國大 舉法學 部に 入學 致し ましたが、 生憎 御 地に 知人がない さう ですから 

是非 資 兄に 保 證人を 御 依賴申 上げたい と 存じます。 當人は 至極 堅實な 人物で 在學中 御迷惑 を 掛ける やうな 事 

は 萬々 あるまい と 信じます から、 何卒 枉げて 御 聞濟み 下さる やう 御 願 申 上げます。 匇々。 

四月 二日  賴母木 敬 111 

田 鹿 庄治兄 

, 就職の 依賴  一  、 

大變 御無沙汰 致しました。 資兄 益よ 意氣 おさかんで 御 活動の こと、 毎月の XX 誌上で 拜見 致し 羨ましく 思つ 

てゐ ます。 ところで 僕の 方です が、 今度 愈よ 退職す る ことに 決心いた しました。 どうも 四十 やそこら で 後進 

の 爲に勇 返しなければ ならない など は、 妙な 話で あり、 一 面から は 自分の 無能 を證 明す る やうな わけで お 恥 

づ かしい 次第です。 寶は縣 の 方で 今す ぐに もやめ ろと いった わけで はない のです が、 某々 氏 等の 例を考 へて 

も、 老いぼれて 仕事の 出來 なくなった 時に やめた ので はどうに もなら ぬと 考 へたので 憨 ぷ 決心した わけです- 

そこで ！ つ 捲 土貢來 とで もい ふか、 新規 蒔 直しと でもい ふか >  とにかく、 全く 素裸體 になって、 一 つ 大いに 
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何 かやって みたい と 思 ふので す。 取敢 へず 近々 上京す るつ もりです が、 上京しても すぐに、 僕の めざす 仕事 

に 手 をつ けられる かどう か 疑 はしい もの だと 思って ゐ ます。 で、 その 間 何 か 僕に 出来さうな 仕事が ありまし 

たら、 どうかお 手傳 させて 頂けません か、 若し 貴兄のと ころで 手が 餘 つて ゐるゃ うでしたら、 どこか 他の 方 

面 を 御 周旋 願 ひたいので すが ！ まことに 恐縮ながら、 平素の 御 懇意に 甘え、 取敢 へず 書中で 御 願 申 上げ ま 

す。 

月日  只 野 凡 平 

小 丸太 郎賢臺 

まだ この 外に、 注文の 手紙と かその ほかいろ いろ ある だら うと 思 ふが、 實用的 書翰 文例 はこの くら 

ゐで 切上げる。 

最後に ちょっと、 かう した 書翰 文の 送 假名 法に ついて 述べて おきたい。 普通の 文に あって は、 r 此 

の」 「其の」 「願 ひ 上げ」 「申し上げ」 「恐れ入り」 とい ふ 風に 送るべき であるが、 かう した 實 用向きの 

W 翰 文に 於て は、 r 此度」 「其 後」 「願 上げ」 「申 上げ」 「恐 入り」 とい ふ 風に、 多少 途 假名 を 省略して 

いいと 思 ふ。 この 文例 は、 主として、 文部省 編纂の 「口語文 用例 集」 によって 示した もので あり、 0 

假名 ゃ文體 など も大體 それに 從っ たもので ある。 


三 公用 的 書翰 文 

ここに は、 暴 .願書. 雲 4牒- 照會 .回答 などの、 S ゆる 公用文の 例 を、 文部省 I の 

「订 語 文 用例 集」 の 中から 引用す る。 

缺勸屈 

* 日 病 氣ノ爲 缺動シ マスカラ、 御 屆致シ マス C  何 誰 @ 

年月 0! 

. 、  0  Hill II  ,  I 

忌 服 屆 

.本曰 母方 ノ 伯父 ガ 死去 シマシ タノ デ、 靈ノ 忌服 ヲ受ケ マスカラ 、御 環上ゲ マス。 I 誰 ® 

年月日 


出發屆 

本日 福 岡縣下 へ 向 カツ テ 出發 シ マスカ ラ御屆 申 シ  一 f ス 

年月日 

 0 


外國 渡航 屈 

何年 何月 何 曰 北米 合衆國 ニュ ー ョ 1 クへ 出發致 シ マスカラ、 御屆 シ マス。 

本 籍 

住所 族籍 職業 

年月日 

何 市^ 長 何某 殿 


轉 寄留 屆 


何 


誰 © 


何 誰 ® 

生年月日 


何府 縣郡巿 町村 番地 戶主某 

長男 平民  何 
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生年 月： ：！ 

右 ハ是マ デ何市 番地 何 茶 方- 1 同居 寄留 シテ居 マ シ タガ、 何年 何月 何日 カラ 何 市區町 番地 何某 方へ 同居 寄 

留換ヲ シマシ タカ ラ御屆 致 シ マス。 

年月日  寄 者 何  誰 ® 

何 市 IeS: 町 番地 家主 (差配人) 何 誰 ® 

何 市 區 長 何某 毆 


轉地 療養 願 

病 氣療茭 ノ爲來 ル 七日 カラ 向 カフ 二 週 問 神 奈川縣 下湯 河原 地方 へ 轉地シ タイト 思ヒ マスカラ 御 許 シ下 サイ- 

別紙 醫師 ノ診斷 « ヲ添 へ テ 御願シ マ ス。 

年月日  何 誰 ® 

 0 

病 氣ノ爲 (家事 上ノ 都合 デ) 辭職シ タイト 思ヒ マ ス カラ、 許可 ヲ願ヒ マ ス。 

年月日  何某 ® 
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入學願 窨 

師範 學 校 中 S 校 高等 女 學校敎 員 志望 デス カラ、 御 試 驗ノ上 入學御 許可 相成ル ャゥ、 別紙 履 歷書身 體撿 査書學 

業 成績 書ヲ 添へ テ御願 申上ゲ マス。 

何 道 廳府驟 何 郡 市町村 番 f? 戶主或 尸 何某 何 男女 等 

道 廳府縣 華 士^ 平民 

. 年月ョ (II 一 Isiss ト 朱書 スルコ ト)  何 誰 ®  , 

生年月日 

何 高等 師範 擊 校長 何某 殿 


宿所 

本籍 族 (戸主 デナ ケ レバ 何某 男 或ハ弟 等) 

何 誰 

生^月日 

右 ノ者在 學中ノ  I 切/事件 ハ私 C トモ) ガ御 引受 致シ マス。 

今後 私 C トモ) ガ 住所 ヲ移轉 シ、 又ハ 印章 ヲ改 メタ 節ハ 速-一 御屆 ケ致シ マス。 
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宿所 

本籍 族 

年月日  保證入 何 誰 @> 

,  生年月日 

某 大^ 某學 部長 何某 殿 

前記 保證人 何某 ハ 成^者 デ、 何某/父 (其 ノ他/ 續柄) デ アリマ ス。 

某市區 町村 長 何 誰⑩ 

前記 保證人 何某 ハ 成年者 デ、 東京 市内-一 土地 (又ハ 家； f) ヲ 所有 シ テ居リ マス。 

某^ 長 何 誰 ® 


推擧書 

何 誰 

生年月日 

右 ノ者ハ 本校 ノ 卒業 者デ、 師範 ^ 校 中學校 高等 女 學校ノ 敎員ヲ 志望 シ テ居リ マス。 學カ 品行 共 一一 適當ノ 者- 

認メ マスカラ、 別紙 本人 ノ履歷 書 身 體撿查 書學業 成績 鬻及ビ 人物 考定 壽ヲ添 へ テ推 擧致シ マ ス。 

年月日  何舉 校長 何 誰 ® 

何 高等 師範 寧 校長 何某 殿 
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厂 


委任 狀 

何 市町 丁目 番地 何某 ヲ 拙者 ノ 代理 ト シテ 左記 ノ權 限ヲ 委任 シ マ ス 

1 、 何々 (委任 事項 ヲ記 載ス ル コ ト) 

二、 何々 (同上) 

年月日 

近視 豫 防- 1 關スル 件 

近視 ノ豫防 一一 就 ィテ、 此ノ度 文部大臣 カラ 地方 長官 一一 對シテ 別紙 ノ通リ 訓令 サレ マ シタ カラ、 貴 校 デモ 訓令 

ノ 趣意 一一 基ィ テ 、 各 注意事項 ヲ 御 斟酌 ノ上然 ルべク 御 措置 ナサ ル樣命 一一 依 ッ テ 通牒 シ マス。 

年月日  次官 

各 直轄 學 校長 宛 

外國 旅券 送 附ノ件 

外國 旅券 

右 送附シ マスカラ、 本人へ 御 渡シ下 サイ。 尙歸朝 ノ上ハ 直 ュ返戾 スル樣 二 御 取 計 ヲ願ヒ マス。 


何 市町 丁目 番地 

何  誰 ® 
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地方 長官 宛 

直轄 學 校長 宛 

財圑 法人 設立-一 關ス ル件 

資 管下 何某 カラ 何々 財團 法人 設立 ノ 件-一 關シテ 提出 シタ 申請書 ガ費 廳經由 漏 -1 ナツ テ居リ マ ス カラ 廻附シ マ 

ス。 I 應 御調 S ノ上 意見 ヲ具シ テ御進 達 ヲ願ヒ マス。 

報告 督促- 1 關ス \ 件 

何月 何日 第 何 號デ 何々 ノ 件-一 關シテ 照會シ テ置キ マ シ タガ、 未ダ御 回答 ガナ イノ デ處理 上 -1 差 支へ マ ス カラ、 

至急 御 回報 相 成 ル樣重 ネテ照 會致シ マ ス。 

以上の 如きが、 いは ゆる 公用 的の 書翰 文で あり、 昔 は、 多く は 候文の 形式 をと つて ゐ たが、 大正 十 

年 四月、 文部 雀に 於て、 右の 如くに 口語 體の 形式に 改める こと を 一 般宫 民に 獎勵 する 意味で、 「口語 

文 用例 集」 として 出版した ものである。 そして、 凡例の 一 節に. - 「口語文 一一 於 テモ、 句読 ト濁 點ヲ施 

スコ トハ、 必 ズ忘レ ナイ 樣にシ タイ モノ デ アル。」 と 記して ある。 すべて、 公用文な ども 候文 を廢し 

て、 右の やうに 口語文に 改める のがよ いので ある。 左に、 候文と 口語文のと 同 趣 ail の 公用文 を 並べて 


みる。  • 

今般 何某 官命 M 依リ別 K 取調 表 之 通 海外 へ 出張 可 致 候 -ー 付外國 旅券 御 交付 相 成 度 別紙 寫眞 一 一葉 相 添 へ 此段及 

御 照^ 候 也 

今般 何某 ガ 官命 -1 依ッテ 別紙 ノ 豫定デ 海外 M 出張 シ マスカラ、 外國 旅券 ヲ 御 渡 シ 下サル 樣寫眞 二葉 ヲ 添へ テ 

照 會致シ マス。 

口語文 だからと て、 別に 文字の 數が 多く もなら ないし、 句 讀點ゃ 送 假名まで 入って、 意味が 明瞭に 

なる ので ある。 「出張 可 致 候」 とか 「及 御 照會候 也」 とかい ふ、 支那 人に も 分らない やうな、 東鑑式 

の 漢文な ど は、 もう 昭和の 聖代に は 引 込んで よい 代物で はなから うか。 


四 書翰 文の 形式 を とれる 文 

ここに は、 書翰 文の 形式 を藉 りて、 何事 か を 一 般社會 に 呼びかける 文章の 例と して、 正 岡 子規の 

「歌よ みに 與 ふる 書」 と 芥川龍之介の 「或舊 友へ 送る 手記」 と を揭げ る。 前者 は 明治 三十 一 年の もの S. 


で 候文で あり、 後者 は 昭和 二 年の もので 口語文で ある。 

歌よ みに 與 ふる 書 

先輩 崇拜と いふ こと は 何れの 社會 にも 有 之 候。 それ も 年長者に 對し 元勳に 相當の 敬意 を盡 くす の 意なら ば 

至 當の事 なれ ども、 それと 同時に 何 か は 知らず、 其の 入の 力 a 技術 を崇拜 する に 至りて は 愚の 至りに 御座 侯。 

田舍の 者な ど は 御 歌 所と いへば、 えらい 敬 人の 集り、 御 歌 所長と いへば 天下 第 一 の 歌よ みの 樣に考 へ、 隨っ 

て 其の 人の 敬と 聞けば 讀 まぬ うちから、 はやよ きものと 定め 居るな ど ありうち の 事に て、 生 も 昔 は 其の 仲間 

の 一 人に て 候 ひき。 今より 追想 すれば、 赤面す る 程の 事に 候。 御 歌 所と てえ らい 人が 集まる 害 も 無く、 御 敬 

所長と て 必ずしも 第 一 流の 人が すわる にも あらざる ベく 候。 今日は 歌よ みなる 者 皆無の 時 なれ ども、 それで 

も、 御 歌所逋 より 上手なる 歌よ みならば 民間に 可 有 之 候。 田舎の 者が 元勳を 崇拜し 大臣 をえ らい 者に 思 ひ 政 

治 上の 力量 も 識見 も元勡 大臣が 一 番に 位する 者と 迷信 致 候 結果 新聞記者 などが 大臣 を 誹る と 見て 「いくら 新 

聞屋が 法螺 吹いた とて、 大臣 は 親任官、 新聞 屋は 素寒貧、 月と 泥 鼈 程の 違 ひだ」 などと 罵り 申 候。 少し 眼の 

ある 者 は 元勳が どれ 位 無能力 かとい ふ 事 大臣 は 廻り 持に て 新聞記者より 大臣に 上りし 實例 ある 事 位 は 承知 致 

し說き 聞かせ 候へ ども 田舍の 先生 は 一 向 無頓着に て 不相變 元 勵崇拜 なる も 腹立たしき 譯に 候。 あれ 程 民間に 

て やかましく いふ 政治の 上齄然 りと すれば 今迄 隱 居した る 敬 社會に 老人 崇拜の 田舍者 多き も 怪しむ に 足らね 

ども 此の 老人 崇拜の 弊 を 改めねば 敬 は 進歩 不可 致 候。 歌 は 平等 無差別な り、 歌の 上に 老少 も 貴賤 も 無 之 候。 

歌よ まんと する 少年 あらば 老人 杯に かま はず 勝手に 歌 を 詠む が 善 かるべし と 御 傳言可 被 下 候。 明治の 漢詩 壇 


が 振る ひたる は 老人 そっちの けにして 靑 年の 詩人が 出た る 故に 候。 俳句の 觀を 改めた る も 月並 連に 構 はず 思 

ふ 通り を述 ぺ たる 結果に 外なら ず 候。 

緣語を 多く 用 ふる は 和歌の 弊な り、 緣語も 場合によりて は 善 けれど 普通に は緣語 かけ 合 はせ など あれば、 

それが ために 歌の 趣 を 損ず る 者に 候。 よし 言 ひお ほせた ると て 此の 種の 美は獒 の 中の 下等なる 者と 存候。 無 

閽に綠 語 を 入れたがる 歌よ みは 無闇に 駄洒落 を 並べたがる 半可通と 同じく、 御當 人は大 得意 なれ ども 側より 

見れば 品の 惡 しき 事 夥しく 候。 緣 語に 巧み を 弄せん より は眞 率に 言 ひながし たるが 餘程 上品に 相 兌え^ 候。 

. 歌と いふと いつでも 言葉の 論が 出る に は 困り 候。 歌で は 「ぼたん」 と は 言 はず 「ふかみぐ さ」 と 詠む が 正 

當 なりと か、 此の 詞は 斯う は 言 はず 必ず 斯うい ふしき たりの 者ぞ など 言 はるる 人 有 之 候へ ども、 それ は 根本 

に 於て K に 愚考と は 異なり 居候。 愚考 は 古人の いうた 通りに 言 はんとす る にても 無く、 しきたりに 倣 はんと 

する にても 無く 唯々 自己が 美と 感じた る 趣味 を 成るべく 善く 分る やうに 現す が 本來の 主意に 御座 候" 故に 俗 

語 を 用 ひたる 方 其の 獒感を 現す に 適せり と 思 は V 雅語 を 捨てて 俗語 を 用 ひ 可 申、 又古來 のしき たりの 通りに 

詠む こと も 有 之 候へ ども 是 はしき たりなる が 故に 其 を 守りた るに て は 無 之、 其の 方が 葜を 現す に 適せる がた 

めに 之 を 用 ひたろ 迄に 候。 古人の しきたり など 申せ ども 其の 古人 は 自分が 新に 用 ひたる ぞ 多く 候べき。 

牡丹と 深 見 草との 區別を 申さん に 生 等に は 深 見 草と いふよりも 牡丹と いふ 方が 牡丹の 幻影 早く 著しく 現れ 

申 候。 且 「ぼたん」 とい ふ 管の 方が 强 くして 寶 際の 牡丹の 花の 大きく 凛と したる 所に よく 副 ひ 申 候。 故に 容 

觀 的に 牡丹の 美 を 現さん とすれば 牡丹と 讀 むが 善き 場合 多 かるべく 候。  ？ 

新奇なる 事 を 詠めと いふと、 汽車. 鐵道 などい ふ 所謂 文明の 機械 を 持 出す 人 あれ ど 大いに 料簡が 間違 ひ 居 ^ 


り^」 文明の 機械 は 多く 無風 流なる 者に て歜に 入り 難く 候へ ども、 若し これ を 詠まん とならば 他に 趣味 ある ：？ 

者 を 配合す るの 外 無 之 候。 それ を 何の 配合 物 もな く 「レ ー ルの 上に 風が 吹く」 などと やられて は 殺風景の ffi 

こ睽。 せめて はレ ー ルの 傍に 草が 咲いて 居る とか、 又は 汽車の 過ぎた 後で 罌粟が 散る とか 薄が そよ ぐと か 言 

ふやう に 他物 を 配合 すれば いくらか 見よ くなる ベく 候。 又 殺風景なる 者 は^ 望す る 方 宜しく 候。 茶の 花の 向 

かふに 汽車が 見 ゆると か、 夏草の 野末 を 汽車が 走る とかす るが 如き も 殺 凤彔を 消す 一 手段 かと 存候" 

いろく 言 ひたき ま、 取 集めて 申 上 候。 B 他日 詳 かに 申 上ぐ る 機 會も可 有 之 候。 以上。 (子規^ S) 

和歌に 關 する 自己の 意見 を、 一 般の讀 者に 向かって 述べて ゐ るので あって、 書翰 文の 形式 を藉 りた 

普 i の 文で ある。 子規 は、 普通に は 俳句の 革新 者と して 知られて ゐ るが、 實は 今日の 歌壇の もと を拓 

いたの は 實に芷 岡 子規で ある。 子規から 伊藤左千夫、 それより ァ ララ ギ派 へと 展開した ものであって、 

子規の 歌壇 革新の 功績 は沒 すべから ざる ものである。 それ はとに かくと して、 右の 文例の 如き は 忙 

文と しても 極めて 流暢な また 淸 新な ものであって、 その 表現 的 手法 は、 今日で も眞 似て よい ものと 思 

ふ。 

或舊 友へ 送る 手記  ： -. 

誰も まだ @ 殺 者 自身の 心理 を ありの ま， 1 書いた もの はない。 それ は 自殺者の 自尊心 や あるひ は 彼 自身に 對 

する 心理的 興味の 不足に よる もので あらう。 僕 は 君に る 最後の 手紙の 中にはつ きりこの 心理 を傳 へたい と 


思って 居る。 もっとも 僕の 自殺す る g 機 ほ 特に 君に 傳 へず ともよい。 レ 二 ェは 彼の 短篇の 中に 或 自殺者 を 描 

いて 居る。 この 短篇の 主人公 は 何のた めに 自殺す るか を 彼 自身 も 知って 居ない。 君 は 新聞の 三面記事 のうち 

に 生活難と か 病苦と か、 或は 又 糨神的 苦痛と か、 種々 の 自殺の 動機 を發 見す るで あらう。 併し 僕の 經 1 によ 

れば、 それ は 動機の 全部で はない。 のみならず 大抵 は 動機に いたる 道程 を 示して 居る だけで ある。 自殺者 は 

大抵 はレ 二 ェの 描いた 樣に 何のた めに 自殺す るか を 知らない であらう。 それ は 我々 の行爲 する 樣に複 維な 動 

機 を 含んで 居る" が、 少く とも 僕の 場合 は 唯 ぼんやりした 不安で ある。 何 か 僕の 將來 に對 する 唯 ぼんやりし 

た 不安で ある。 君 は 或は 僕の 言葉 を 信 川す る こと は 出来ない であらう。 併し 十 年間の 僕の 經驗は 僕に 近い 人 

人の 僕に 近い 境， 遇に 居ない 限り 僕の 言槳は 風の 中の 歌の 樣に 消える こと を敎 へて 居る。 隨 つて 僕 は 君 を 咎め 

ない。 …… 

僕 はこの 二 年ば かりの 間 は 死ぬ ことば かり 考へ つづけた。 僕の しみじみした 心理に なって マイ レ ン デル を 

讀ん だの もこの 間で ある。 マイ レ ン デル は 抽象的の 言槧に 巧みに 死に 向か ふ 道程 を 描いて 居る のに 違 ひない _ 

が 僕 はもつ と具體 的に 同じ こと を 描きたい と 思って 居る。 家族達に 對 する 同情な ど はかう いふ 欲望の 前に は 

何でもない。 これ も 又 君に は inhuman の 言葉 を與 へずに は 措かない であらう。 けれども 非人間的 とすれ 

ば、 僕 は 一 面に は 非人間的 である。 II 何でも 正直に 書かなければ ならぬ 義務 を 持って 居る。 (僕 は 僕の 將 

來に對 する ぼんやり とした 不安 も 解剖した- それ は 僕の 「阿呆の 吿」 の 中に 大 體は盡 くして ゐる つもりで あ 

る。. たど 僕に 對 する 社 會的條 件 ！ 僕の 上に 影 を 投げた 封建時代の 事 だけ は 故意に その 中に 書かなかった。 

なぜ 又 故意に 書かなかった かとい  <  ば 我々 人間 は 今日で も 多少 は 封 SS 時代の 中に 居る からで ある。 


僕 は そこに ある 舞 K の 外に や 照明 や 登^人物の II 大抵 は 僕の 所作 を窨 かう とした。 のみならず 社會 5 

的條 件な ど は、 その 社 會的條 件の 中に ゐる m 自身に 判然と 分る かどう かも 疑 はない 譯には ゆかない であら 4 

う。〕 ，11 僕の 第 一 に考 へた こと はどう すれば 苦しまずに 死ねる かとい ふこと だった。 籙死は 勿論 この 目的 

に^も 合する 手段で ある。 が、 僕 は 僕 自身の 縊死して ゐる姿 を 想像し 贅澤 にも 美的^ 惡を 感じた。 (僕 は 或 

女人 を 愛した 時 も 彼女の 文字の 下手だった 爲に 急に 愛 を 失った のを覺 えて ゐ る。〕 溺死 も 水泳の 出来る 僕に 

は 到底 目的 を 達する 喾 はない。 のみならず 茛 一 成就 するとしても 縊死よりも 苦痛 は 多い わけで ある。 驟死も 

僕に は 何よりも 先に 美的 鎩惡 を與 へずに はゐ なか つた。 ビス トル や ナイフ を W ふる 死 は 僕の 手の 震 へ てる 爲 

に 失敗す ろ 可能性 を 持つ てゐ る。 ビルディングの 上から 飛 下りる の もや はり 見苦しい に 相違ない。 

僕 はこれ 等の 事情に より 藥品を 用 ひて 死ぬ ことにした。 藥品を 用 ひて 死ぬ こと は 縊死す る ことよりも 苦し 

いで あらう。 併し 縊死す る ことよりも 美的 嫌 惡を與 へない 外に 蘇生す る危險 のない 利益 を 持って ゐる。 唯 こ 

の 藥品を 求める こと は 勿論 僕に は 容易で はない。 僕 は 内心 on 殺す る ことに 定め、 あらゆる 機 食 を 利用して こ 

の 藥品を 手に入れよ うとした。 同時に 又 毒物 舉の 知識 を 得ようと した。 

それから 僕の 考 へたの は 僕の， HE 殺す る 場所で ある。 僕の 家族た ち は 僕の 死後に は 僕の 造產 によらなければ 

ならぬ。 僕の 遺產は 百 坪の 土地と 僕の 家と 僕の 著作 權と 僕の 貯金 二 千圓の ある だけで ある。 僕 は 僕の 自殺し 

た爲に 家の 賢れ ない こと を 苦にした。 隨 つて 別莊の 一 つも ある ブル ヂョァ たちに 羨まし さ を 感じた。 君 はか 

うい ふ 僕の 言 S に、 ある 可笑し さ を 感じる であらう。 僕 も 今 は 僕 自身の 言葉に ある 可笑し さ を 感じて ゐる。 

が、 この こと を考 へた 時には 事實 上しみ じみ 不便 を 感じた。 この 不便 は 到底 避ける わけに は 行かない。 


^はた だ 家族達の 外に 出來る だけ 死體を 見られない やうに 自殺した いと 思って ゐる。 併し 僕 は 手段 を 決め 

た 後 も 半ば は 生に 執 蕾して ゐた。 隨 つて 死に 飛 入る ための スプリング • ボォド を 必要と した。 (僕 は 紅毛人 

達の 信ずる やうに 自殺す る こと を 罪 惡とは 思って ゐ ない。 佛陀は 現に 阿含敎 中に 彼の 弟子の 自殺 を 肯定して 

ゐる。 曲學 阿世の 徒 は その 肯定に も 「やむ を 得ない」 場合の 外 はな どと いふで あらう。 併し 第三者の 眼から 

見て 「やむ を 得ない 場合」 とい ふの は 見す見すより 悲慘に 死ななければ ならぬ 非常の 變の 時に ある もので は 

ない。 誰でも S 殺す るの は 彼 自身に 「止む を 得ない 場合」 だけに 行 ふので ある。 その 前に 敢然と 自殺す る も 

の は 寧ろ 勇 氣に 富んで ゐ なければ ならぬ。) この スプリング • ボォド の 役に立つ もの は 何と 言っても 女人で 

ある。 

クライスト は 彼の 自殺す る 前に たびたび 彼の 友達 (男の) に 道連れに なること を勸 誘した。 又 ラシィ ヌも 

モリエ ェ ルゃ ボア 口才と 一 よに セ ヱ ヌ 河に 投身しょう としてみ る。 併し 僕 は 不幸に も かう いふ 友 だち を 持つ 

てゐ ない。 

唯 僕の 知って ゐる 女人 は 僕と I 所に 死なう とした。 が、 それ は 僕 等の 爲に は出來 ない 相談に なって しまつ 

た。 そのうちに 僕 は スプリング • ボォド なしに 死に 得る 自信 を 生じた。 

それ は 誰も 1 しょに 死ぬ ものの ない ことに 絕 望した 爲に 起った 爲 ではない。 寧ろ 次第に 感傷的に なった 僕 

はたと ひ 死別す るに もしろ、 僕の 妻を劬 りたい と 思った からで ある。 同時に 又 僕 一人 ほ 殺す る こと は 二人 一 

しょに 自殺す る ことよりも 容易で ある こと を 知った からで ある。 そこに は 又 僕の 自殺す る 時 を 自由に 選ぶ こ 

との 出來 ると いふ 便宜 もあった のに 違 ひない。  ； 5. 


a 後に 僕の 工夫した の は 家族た ちに氣 づ かれない やうに 巧みに 自殺す る ことで ある。 これ は數 ヶ月 準備し 

た 後、 兎に角 ある 自信に 到 藩した。 (それ 等の 細部に 亙る こと は 僕に 好意 を 持って ゐる 人々 のために 書く わ 

けに 行かない。 尤も ここに 書いた にしろ 法律上の，：： ：！ 殺 •£ 助 罪 《このく らゐ 滑稽な 罪名 はない。 若し この 法律 

を 適用 すれば どの位 犯罪 人 を殖す ことで あらう。 藥局ゃ 銃砲 店 や 剃刀 屋 はたと ひ 「知らない」 と 言った にも 

せよ、 我々 人 問の 言葉 や 感情に 我々 の 意志の 現れる 限り、 多少の 嫌疑 を 受けねば ならぬ。 のみならず 社會ゃ 

法律 は それ 等 自身 自殺 弒 助 罪 を 構成して ゐる。 最後に この 犯罪 人た ち は 大抵 は 如何にもの 優しい 心臟を 持つ 

てゐる ことで あらう。)) 幫助罪 を 構成し ない こと は 確で ある。〕 

僕 は 冷やかに この 準備 を 終り、 今 は 唯 死と 遊んで ゐる。 この 先の 僕の 心 もち は大體 マイ レ ン デルの 言葉に 

近いで あらう。 

我々 人間 は 人間 獸 である 爲に 動物 的に 死 を 怖れて ゐる。 

所謂 生活力と いふ もの は實は 動物 力の 異名に 過ぎない。 僕 も 亦 入 間獸の I 匹で ある。 しかし 食 色に も 倦い 

たと ころ を 見る と、 次第に 動物 力 を 失って 居る であらう。 僕の 今 住んで ゐ るの は 氷の 樣に すみ 渡った 病的の 

神經の 世界で ある。 

僕 は ゆ ふ ぺ或彎 笑婦と l しょに 彼女の 賃金 (！) の 話 をし、 しみじみ 「生きる ために 生きて 居る」 我々 人 

問の 哀さを 感じた。 

若しみ づ から 甘んじて 永久の 眠に はいる ことが 出来れば、 我々 自身の 爲に 幸福で な いまでも 平和で あるに 

遠 ひない。 併し 僕の いつ 敢然と 自殺 出來 るか は 疑問で ある。 唯 自然 はかう いふ 僕に はいつ もよりも 一層 美し 
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い。 君 は 自然の 築し いの を 愛しし かも {E 殺しよう とする 僕の 矛盾 を 笑 ふで あらう。 けれども 自然の 美しい の 

は、 僕の 末期の 股に 映る からで ある。 

僕 は 他人よりも 見、 愛し、 且又 a 解した。 それだけ は 苦しみ を a ねた 中に も 多少 僕に は滿 足で ある。 どう 

かこの 手紙 は 僕の 死後に も 何年 か は 公表せ ずに 置いて くれ 給へ。 僕 は 或は 病死の やうに 自殺 しないと も 限ら 

ない ので ある。 

附記 僕 は ェムぺ トク レスの 傳を讀 み、 みづ から 神と したい 欲望の 如何に 古い もの か を 感じた。 僕の 手記 は 

意識して ゐる K り、 自ら 神と しない ものである。 いやみ づ から 大凡 下の i 人と して ゐろ ものである。 君 は あ 

の 菩提樹の 下に rH トナの ヱムぺ トク レス」 を 論じ 合った 二十 年 前 を K えて ゐる であらう。 僕 は あの 時代に 

はみ づ から 神に したい 一 人だった。 (芥川龍之介 集) 

芥川氏 は、 昭和 二 年 七月 二十四日 早朝、 自ら 生命 を 絶った。 この 文例 は、 氏が 死 を 選ばねば ならな 

かった 理由 や 心情 を 述べた もので あり、 形式 は 書翰 文に 藉 りて ゐ るが、 普通の 文章と 何ら 變る ところ 

はない。 

なほ、 世に は、 書翰 文の 形式で 書いた 小說ゃ 論文 も 多い が、 それら は、 何れも 一般的 文^. と變 ると 

ころがな いから、 書翰 文と して 論すべき 限りで ない。 


綮十章 式辭的 文章 


ここに、 式辭的 文^と いふの は、 各種の^ 式の 場所に 於て 朗讃 される 文 のこと である。 たと へば、 

祝辭 • 弔 辭. 吿辭. 訓辭. 答辭の 類が それで ある。 

これらの 文に は、 昔から 一種の 型が あって、 祝辭 ならば 「維時」 に はじまり 「聊か 蕪辭を 述べて 祝 

辭 となす。」 に 終り、 弔辭 ならば 「嗚呼」 に はじまり 「哀悼の 至りに 堪 へす、 謹んで 弔意 を 表す。」 に 

終る といった 風な ものが 多かった。 しかし、 かう した 單 なる 形式的の 祝辭 ゃ弔辭 は、 唯 一片の 儀禮と 

して その 場 を 過す とい ふ 趣が あって、 およそ 意味の 無い ものである。 吿辭 ゃ答辭 にしても その 通りで、 

唯 一片の 形式に 過ぎない やうな 吿辭 ゃ答辭 ならば、 むしろ 無い 方が ましで ある。 ただ、 政 黨の總 裁が. 

地方の 一 黨 員に 對 する 祝 辭 ゃ弔辭 を代讀 せしめる 場合と か、 大きな M 體の會 長が 一 會 員に 祝 辭ゃ 弔辭： 

を呈 すると かいふ やうな 場合な ど は、 もとより 單 なる 形式的の もので も 一向^ はない が、 さう でない 

場合、 たと へば 先犟ゃ 友人の ために 祝 ふと か、 その 死 を 悼む とかい ふやうな 場合に は、 ほんた うに そ 

の 先輩 や 友人に 心から 呼びかける 言葉 を 以てすべ きで、 昔からの 妙な 型な どに とら はれる こと は絕 對- 
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に 避くべき である。 とい ふと、 中には、 さう いふ 型が 無くて はどう も 書きに くいな どと いふ 人が ある 

かも 知れない が、 決して そんなに と はない ので ある。 擧 校に 於け る 卒業式に 當 つて， 生徒の 讀 む答辭 

などで も、 全然 型に とら はれない 小舉 校の 兒 童の 答 辭 などの 方が 最も 聽く人 をして 感動せ しめる ので 

あって、 中學 生の は それより やや 劣り、 專門 程度の 生徒の もの は 更に 劣る といった 妙な 現象 を、 しば 

しば 見る ので あるが、 それ は中學 生や 專鬥 程度の 舉生 等が、 一 © の 型に とら はれて ゐ るからで ある。 

式辭的 文章の 場合 もまた 書翰 文の 場合、 いや 他の すべての 場合と ひとしく、 要するに まごころ である。 

純 露 なま ごころ から 出た 言葉なら ば、 必す聽 く 者 をして 感動せ しめす に は 措かない ので ある。 

式辭的 文章 もまた、 個人から 個人に 述べる 場合、 個人から M 體に 述べる 場合、 H 體 から 個人に、 ま 

た圑體 から 圑體 にと いふ 風に、 書翰 文の 場合と 略よ ひとしい が、 その 書翰 文と 異なる ところ は、 儀式 

的. 公開 的と いふ 點 にある。 書翰 文なら ば、 その 相手 だけに もの を 言 ふので あるが、 式辭的 文章 は 相 

手の みならす、 そこに 來會 して ゐる 一般の 人達に も 知らせる とい ふ 性質 を もって ゐる。 ことに、 弔辭 

の 如き は、 相手 はもう 耳 も 聞え す 目 も 見えす、 いくら 「在天の 靈勞髴 として 來 りうけ よ。」 などと 言 

つても、 果して 來 りうけ るか どうか 分らない のであって、 いはば、 むしろ 來會 者に 知らせる といった 

趣が 多分に 含まれて ゐる。 だから、 或 人の 如き は、 弔辭は 死者の 靈柩 にむ かって 讀 むべき もので はな 

く、 來會 者の 方へ 向いて 讀 むべき もの だ、 などと さへ 言って ゐる ほどで ある。 さう いふ わけで、 式辭 

的 文^ は、 多くの 人に 聽 かせる 文章で あるから、 內容 からい へば、 餘 りに 個人 間の 私事に 亙って はな ^. 


ら ないし、 形式から いへば、 儀式に ふさ はしい ところの、 多少 莊 重味が 必要で ある。 浴衣が けで、 

「や あ、 おめでたう。」 とか、 「そいつ あ 氣の毒 だね。」 などと いふ 時と は、 大いに 趣 を 異にして ゐる。 

いま、 右に 述べた^ 點を總 括して、 式辭的 文章の 書き かた を 示す と、 凡そ 左の 如くなる であらう。 

第一、 まごころから W た 言葉、 自分自身の 言葉 をつ かふべき である。 隨 つて、 一般的に は、 もちろ 

ん 口語 體. の 方が よい。 

第二、 儀式 的と いふ こと を考 へて、 その 言葉 遣 は 親しみの うちに も 禮儀を 失 はす、 公 開 的と いふ こ 

とを考 へて、 ft 容は餘 り 私事に わたらない やうに 注意すべき である。 

第三、 聽 覺に訴 へる 文章で あるから、 耳に こころよく 響く 音樂 的な 要素が 必要で ある。 そのために 

は、 文 を 書く 時に も 注意し、 書き を はつてから は 一 應朗讀 してみ る ことが 必要で ある。 

第 四、 餘り 長いの は 禁物で ある。 聽 者が 飽きて しま ふからで ある。 短い うちに、 强ぃ 印象 を與 へる 

やうに 工夫し なくて はならぬ。 たと へば、 菊池寬 氏が 故 芥川龍之介 氏 を 悼んだ 文の 如き は、 左の 如く 

極めて 短い ものである。 

君が 自ら 選み 自ら 決した る 死につ いて 我等 何 を かいはん や。 ただ 我等 は 君が 死 面に 平和なる 微光の 漂へ る 

を 見て 甚だ 安心したり。 友よ、 安らかに 眠れ。 君が 夫人^ なれば、 よく 遣 兒を簦 ふに 堪ふぺ く、 我等 また 徴 

力 を 致して 君が 眠の いやが 上に も 安らかな らんこと を 力むべし。 ただ 悲しき は 君 去りて 我等が 身邊 とみに 蕭 

條 たる を 如何に せん。 
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ただこれ だけで ある。 が、 しかし、 この 强ぃ 友情の 言葉 は、 くどくどと 數千 言を费 した 儀禮 的弔辭 

などに 比し、 どの くら ゐ强ぃ 印象 を聽 者に 與 へて ゐ るか 分からない。 

以上、 式辭的 文^に ついて 述べた 四條 は、 一般的に いったの であって、 祝辭 *弔辭* 吿辭 • 訓辭. 

答^ 等、 各種の 場合によって、 备ぷ 內容も 形式 も 異なる し、 また 呼びかける 相手が 長上 か 同輩 か 目下 

かによ つても 異なる。 それらの 具體 的の こと は、 具體 的の 文例に ついて 述べて 行く。 

玆-ー a ク モ 

皇后陛下 ノ 行啓 ヲ仰ギ 奉リ 東京 女子高 等師 § 學校ノ 開校 六十 年 記念 式 ヲ擧行 セラ ルル -I 當リ 一 胃 祝意 ヲ表ス 

ル ハ余ノ 漦 ク光滎 トス ル所 ナリ 

恭シク 惟 ミル 一一 本校 ガ辱ク モ 

昭憲^ 太 K 親臨 ノ 下-一 開校 ノ典 ヲ擧ゲ タル ハ 明治 八 年 一一 在リ 翌年 御 下賜/御 歜ハ 長へ -ー 本校 校歌 トシ テ生 

徒敎^  ノ 中心 トナリ 大正 ノ 御代 ヲ經テ 昭和 ノ 今日-一至 ルマ デ 

i:m- 陛下 ノ 行啓 ヲ仰ギ 令 3 曰 ヲ拜ス ル コ ト §4-1 七 回 今 又 面 ノア タリ 懇篤 ナル 令旨 ヲ 奉戴 シ 恐懼 感激 ノ至 一一 堪 < 

ズ 恩寵 益よ. 加 ハ リ 榮光憨 "輝ク サ レバ 本校 一 敬ミテ 慈訓 ヲ遵： 举シ木 邦 女子 敎育ノ 淵源 ト シー T 夙-一 顯著ナ 2 

ル *s ヲ舉 ゲホゴ Cl 第 六 臨時 敎員毅 成所ノ 附設 ヲ見ル 二 及ンデ 校運彌 t 隆ー ー卒滎 生ヲ出 ダス コ ト無慮 五 千 四 が 


百 有餘 名ヲ算 シ今ャ 干支 元 -I 還リ テ恰モ 八生ノ 華甲 ノ^ ヲ迎フ ル ト 其ノ祥 ヲ同ク ス曷ゾ 慶祝 二 勝 ヘム 

抑よ 乾坤 德ヲ異 二 シ陰 II 行ヲ ET シク セザル ハ； 大地 ノ 大道 一一 シテ 本校 敎育 要旨 ノ 明示 スル所 ナリ輓 近 文化 ノ向 

上 - 一伴 ナヒ 女子 爲ス有 ルノ範 S 漸ク擴 マリ 思想 ノ 推移 風俗 ノ變遷 ® ル奢 シキモ ノア リト雖 モ靳ノ 大道 ハ儼ト 

シテ萬 古 S ル べキ ユア ラズ 我ガ國 一一 在リテ ハ裒淑 ヲ以テ 婦人 ノ 生命 ト ナシ德 化卽チ 敎育ノ  o 髓 タルコ ト 

ヲ^ ク 胸底 一一 牢記 シ a 次 -ーモ 之 ヲ忘レ ザ ルヲ要 ス 職員 谷 位 生徒 諸子 庶幾 ク ハ 記念 ス ベ キ 今日 ノ 盛^ ヲ 契機 ト 

シ テ光郯 アル 旣往 六十 年 ノ歷史 ヲ顚ミ 緊迫 セル 邦家 内外 ノ情 勢-一 稽へ擧 校 心ヲ I  -1 シテ 儡へ -1 令旨 ヲ奉 體シ 

校訓 ヲ 服膺 シ 35. ァ他 H 人ノ 師表 トナリ 母^ ノ 鑑トナ ルべキ 重大 ナル 使命 ヲ 達成ス ル 二 於テ萬 造^ ナキヲ 期セ 

ラレ ムコ トヲ S 式 一一 際 シ聊カ 所思 ノ 一 端ヲ陳 べ以テ 祝辭ト ナス 

昭和 九 年 十月 二十 九日  文部大臣 松 田愆治 

最も 莊重を 核め 駿肅を 極めた る 祝辭の 一例と して あげる。 蓋し、 行幸 啓 を 仰ぎ奉る 場合に 於け る 祝 

辭、 また 文部大臣の 朗讀 する 祝辭の 如き は、 まさに かくの 如く 莊重 にして 且嚴肅 を 極むべき もので あ 

らう。 而 して、 本 祝辭は 漢文 脈の 文體 であるが、 今後 は その 莊直 味と 嚴肅 味と を 失 はすに、 しかも 口 

語體で 表現す る やうな 工夫 もあって 欲しい と 思 ふ。 

二 校舍 落成式 告辭 

東京 市 XXX 女子高 等 小^校 a 興 建築 ェ竣リ 本日 落成 ノ 式典 ヲ擧行 セラ ルル -I 臨ミ W 力 慶祝 ノ意ヲ 表スル ハ 
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余ノ最 モ欣幸 トス ル トコ 口 ナリ 

抑 * 本校 ハ 明治 四十 I 年ノ 創立- シテ 爾来 年 ヲ閲ス ル コト 二十 年 本 市 女子 敎育上 貢献 ス ル コ ト尠 カラ ザリ シ 

ガ 先年 大 K 火災 ノ厄ー 一 遭ヒテ 校舎 I 切 ヲ失ヒ タル ハ甚ダ 遺憾 トス ル トコ a ナリ 爾來 假校舍 一一 於 テ 多大 ノ 不便 

ヲ忍 ビ而モ 專 心能ク 敎育ノ 實續ヲ 收メテ 今日-一至 レリ 而 シ テ 校 舍復與 ノ 業 ハ 市 K 當路名 譽職其 ノ 他 舉校關 係 

者ノ 熱心 ナル盡 力 一一 ヨリ テ着々 工事 ヲ進メ 玆ニ新 校舍ノ 落成 ヲ見 タル ハ 誠-一慶 賀ス ベ キナリ 

惟フ 二 平時 二 處シテ 變時ヲ 忘 レザル ハ 先聖 ノ敎フ ル トコ 口 物質 上 ノ充實 ハ往々 一一 シテ 精神 上ノ S 疎 ヲ招キ 施 

設 ノ 完備 ハ時 一一 創造 ヲ 阻害 スルノ 惧ナキ -I 非 ズ 由來 高等 小學校 一一 於ケル 敎科課 程ノ 改善 ハ 多年 ノ 宿望 タリ 

シ ガ耍ハ 一 層 K 際 生活 上ノ 知識 技能 ヲ重ン ジ之ガ 連絡 ヲ 密接-一 ス ル -1 在ルヲ 以テ曩 一一 小學 校令ノ  I 部ヲ 改正 

セ ラレ I 般ノ 要求 ヲ容 ルル 一一 至 レリ 而シテ 今 本校 ヲ見ル 一一 其等ノ 要求 ヲ 考慮 シ 周到 ナル 注意 ヲ拂ヒ テ內部 

ノ 設備 殆ド 間然 スル トコ ロナ シ 

冀 ハク ハ 本校 敎員 諸氏 協力 I 致 以テ新 校舍ノ 活用 ヲ完ゥ シ更  一一 W 鑽ヲ 累ネテ 内容 ノ 改善 充實ヲ 圖リ常 一一 中外 

ノ 時勢 ヲ 洞察 シ大ィ 二 時弊 ヲ 匡正 シ テ 國民 精神 ノ作與 二 カメ 上 ハ以テ 聖旨 ヲ奉 體シ 下ハ以 テ世ノ 寄託 -1 背 力 

ザ ラム コトヲ I 言陳べ テ 吿辭ト ス 

昭和 三年 五月 一 一十 八日  東京 府知事 何某 

校舍 落成式に 於け る 知事の 吿辭 である。 莊 重のう ちに、 祝意 を 表しつつ、 擧 校經營 について 周到 懇 

切なる 希望 乃至 訓譫を 述べて ゐる。 文體 はや はり 舊來の 漢文 調で あるが、 今後 は 追々 口語 體 にか はつ ？ 


て來る ことと 思 ふ。 
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^  ..^i. 三 太 田 君の 還曆を 祝す 

太 田秀穗 君と 僕との 交友 は、 明治 二十 三年 今の 一 高、 時の 第一 高等 中學 校へ 入^した 豫科 時代に はじまり、 

君 は 文科に、 僕 は 法科に、 春秋 ここに 幾 十 星霜、 別れ わかれに なって ゐ たのが、 大正の 初め 僕が 察： 灣に 赴任 

していく ば くもなく、 君 を R 北.！ 範に迎 へ、 ここに 舊交 を溫 める ことと なった。 次で 相 前後して 察 .灣 を 去る 

や 君 は 多 摩 少年院 長に 聘 せられ、 最近まで その 職に つくされて ゐた事 は旣に 周知の 事柄で ある。 

太 田 秀穏君 は 見る がま まなる 惠 比須樣 である、 大黑樣 であるつ この、 いらくと げくした 世の中に、 君 

は 春風 聆蕩 たる 中に 渾 然として 珠の 如き 存在で ある。 育英の 職に ありて は 何よりも 尊い 有德 人で あり、 殊に 

少年 感化の 職に ありて は 君 そのものが 大慈大悲の 異化であった。 

僕が 壇上に 又は マイクロ ホン の 前に 立つ とき は、 君 はすぐ あとから 必ず 所感 一 束の あいさつ をお くって く 

れる。 僕が 駄作 を 矢つ ぎ 早に 出版す る 毎に、 君は讀 過せ る 後、 必ず 一 片 批判の 文 をよ こして くれる。 僕 はい 

つも 君の 厚き 友情に 浴し、 自ら その 負荷の 默 きに 過ぐ る を 感じつ \ ある。 

君 はよ き 妻 を 持ち、 よき 子 を 持ち、 家 庭 もま さしく 圆滿 具足で ある。 目出度き き はみで ある、 美しき かぎ 

りで ある。 此の世 からなる 惠比須 さま 大黑 さまの， いやが 上に も！：： 出度く 榮ぇ ゆく こと を 心から 祈る。 

(下 村 海 南 氏) 


友人の 還曆 祝賀 會に 於け る祝辭 として、 最もく だけた、 そして 如何にも 人間味に 滿 みた あたたかみ 

の ある 文で ある。 つまり、 その 人に 會 つて 語る がま まの 氣持 を、 そっくり そのまま 文に あら はした か 

ら である。 そして、 極めて 簡潔で あり 且 印象的で ある。 さすがに 操 觚界の 重鎮の 筆で ある こと を 思 は 

せる。 

四 衆議院議員の 當選を 祝す 

本日 玆に XX 君の 衆議院議員 當 選の 祝賀 會を 開く に當 りまして、 一 言祝 辭を 申し述べる こと を 得ます るの 

は 友人た る 私に とりまして 誠に 光滎 とすると ころであります。 

抑： 今回の 潠擧 たる や、  <せ權 と官攉 との 力 暴威 を 逞しう して、 買收 • 妨害 • 彈 K 等 あらゆる 不正 卑劣の 手 

段が 行 はれ、 識 者 をして 翳蹙 を 禁ぜ ざら しめたので あります るが、 君 は 此の 徵烈 なる 競爭 渦中に 起ち、 镯り 

S 然として 正々 堂々 の 政陣を 張り、 能く 逐鹿 場裡に 輿望 を收 めて、 當 選の 凱歌 を 奏する に 至りました。 これ 

は、 贊に 近來の I 大痛 快事であります。 

思 ふに 君の 淸髌 高潔なる， < 格 は、 威 權も之 を 屈する 能 はず、 黄金 も 之を枉 ぐる 能 はず、 遂に 當 選の 月桂冠 

を 羸ち 得た る ものでありまして、 まことに 憲政 治下の 美事と 申さねば なりません。 是 より 潠擧區 民 は 一 曆君 

の 高風 を 仰ぎ、 君の 人格に 信 W する こと は 疑ない ところであります。 

6 

希 はく は 君 進んで 正義の 地盤に 立ち、 遠大の 抱負と 拔 群の 識見と を 以て a 政 壇場に 臨み、 侃鳄の K よく 協 が 


K の 誠 かおし、 上 聖 明に 對へ 奉り、 下國 民の 與 望に 副 はんこと を。 斯 くの 如くん ば、 ^933^" 

て 不可能 事で はあり ませぬ。 願 はく は 邦 冢の爲 に 自重 自愛、 國利民 驕の壻 進に 奮. i 努力せられ たい。 4. 

玆に 君が，：： 選 を 祝す るに 方り、 i 言 所懐 を 述べて 祝辭に 代へ る 次筘 であります。 (某氏 文) 

口語 體 であるが、 その 中に 漢文 口調 をと り 入れた、 きびきびした 調子であって、 かう した 祝辭に は、 

如何にも ふさ はしい ものである。 

tt ざぞ ののう し みまへ 

五 芳宜園 大人の 御前に 

1 .S つと せ  た ひらの はるみ  はぎ ぞの うし おくつ ま 

ここに 文化の； チ年 九月 八日、 平 あ i みて 芳宜 園の 大人の 奥津 城の 御前に 菊の 初花 一 枝 をた むけ、 香の 木 

た  ま- T- 

1 ひら を 焚きて、 うなね つきて 申さく。 

. :*  と を  ひととせ 

あはれ 悲しき かも、 君 は 我に 十 をい ひて 一 年の この かみに おはす るなる が、 今 その かみ を 思 ひ出づ るに、 

あ！ ゐ 

君 はま さに さかりの 齡に おはして、 我 は 未だ 童に てぞ 侍りけ る。 常に 縣 居の 庭に 物 まなびに 行き かひた る 時、 

あしたに 參る とて は 君の みは かしの しりへ に從 ひ、 ゆ ふ ぺに罷 ると て は 君の 御 袖の もとに 糨 りて、 相うる は 

ふみ 

しみ まつれる こと、 親子 はらから にも 何 か 異ならむ。 書讀 むと て は 君を師 とも 尊み、 敬 作る とて は 我 をお と 

つか/  いとま 

といの つらに ぞ 數へ耠 ひける。 中 a- にして、 君 は 仕の 道に 暇な くお はし、 我 は 世の さがに か かづら ひて、 お 

うと 

のづ から 疎き 方に も 過ぎつ る を、 君つ かへ をし ぞき給 ひて 後 は、 我 も 同じち またに 移り 住めば、 花を尋 ぬと 

て は 我 道し るぺ をな し、 月 を 思 ふとて は 君が 舟に 相^り、 憂き 事 も 共に 憂へ、 嬉しき 節 も 共に 喜びて、 世に 


あり ふるわ ざの まめ ごと も、 あだ ごと も、 かたみに へだてな く、 心 を か はせ る こと 今に 一は 一^, 被、 その 初 を 繰 

返し 數 ふれば、 相 友た る こと 旣に 五十と せに ぞ餘 りけ る。 さる を 今後れ 奉りて、 いつの 世に か 相 見む、 何れ 

の 時に かこと と はむ。 常な き は 人の 身の 習ぞと 知れ ど、 これ をい かで か 歎 かざらむ、 かかる を 誰か はよ く堪 

へむ。 

ふみ せ やし  おき^ 

あはれ 悲しき かも、 文の 林 世々 に衰 へ、 言の葉の 道 日に 下り ゆけ る を、 賀 茂の 翁 世に出で て、 今 をす てて 

し づ ほち あき 

古に 復り靑 g? の 高き 心しら ひ を 求め、 倭 文 機の 文 あるみ やび ごと を 貴み い へれ ど、 くひ ぜを 守り、 ^こき：^ 

や  <,ら  な-つ  とぐ ひ 

つくる 輩、 力れ に 泥み ここに ひかれて、 尙 怪しみと がむ る 類 は 多く、 たま あ ひて よくう け ひく 人な む 稀な り 

し を、 君 躅 り 心 を 起して、 普く 論し、 廣く誘 ひしょり、 近き 人 は 目の あたり 相 うづな ひ、 遠き 人は遙 かに 靡 

き來 て、 古ぶ りの 歜 世に 盛に なりに たるな り。 その 自ら 詠みいで 給へ る歜を 見る に、 古き iv 新しき 姿、 と 

り どり に備ら ざる はなし。 その 古 を寫 せる は 藤 原. 寧樂の 御世に 及び、 後の たくみに 倣へ る は 堀 河. 鳥 羽 

の！： 時に 下らず。 心に 思 ふ 事 は 口に 盡 くさ^る ことなく、 目に 觸る X もの は 言葉に 載せざる ことなむ あら ざ 

りけ る。 これ を 見て、 たかき もみじ かき も、 めでた ふとまざる 人な し。 又 察 好みの 人 は、 その 名 を 君 二 知られ 

おもて 

て は 身の 面お こしと 思 ひて 世に も 誇り、 君の 1 敬 を 得て は、 價 なき 寶 にも かへ じと いひて ぞ灤く 喜びけ る。 

さる を、 今 黄金の K 忽ち 止みて、 玉の 響 再び 聞えず なりぬ る は、 わが どち の 歎の みか は、 大方の 世の 人の 

薆 ともい ひつべし。 これ をい かで か 惜し まざらむ、 か， 1 る を 誰か は 慕 は ざら む。 あはれ 悲しき かも、 わが か 

ことあげ  あま. & け 

く 6c 擧 する を、 泉の 下に もさ やかに 聞 召し、 天翔りても 遙 かに^ そな はせ となむ 申す。 (村 田 春 海 「琴 後 集」) 


これ は 村 田 春 海が 加 藤 千 蔭の 墓前に 捧げた 弔祭の 辭 である。 この 文 は、 擬古文であって、 今日 眞似 

るべき 文體 でない こと はいふまで もない が、 その 友情の 如何にも 美しく また 濃 やかであった こと、 文 

のき ちんと 整 ひ、 言葉の 極めてうる はしい 點 等に 於て、 弔祭 文と して 古今に 絡す る 名文と たた へられ 

てゐ る。 我等 は、 そのす がた を そのまま とりいれる こと は 出来ない が、 そのこ ころ を舉 び、 それ を 新 

しい すがたに 於て 表現す る 工夫 をし なければ ならぬ。 本文 は 左の 如き 仕組に なって ゐる。 

第 I、 冒頭の 挨拶の ことば を 述べろ。 

第二、 五十 年来 交友の 情 を 述べる。 

第三、 國文學 及び 歌道に 於け る 故人の 功 緩を稱 へる。 

i> 結尾と して 故人に 對す 哀悼の 情 を 述べる。 

いつでも 此の 順序に 從 はねば ならぬ とい ふので はない が、 かう した 種類の 文 を 書く 時には、 一二 三 

四と いふ 風に 項目 を 分け、 それに 材料 を 排列し 整理して から 文 を 書き だす やうに しなければ ならぬ。 

六 星 亭君を 悼む  . 

衆議院議員 從 二位 黝 二等 星亨 君、 本 月 二十 一 日柬 京市參 事會議 堂に 於て、 兇豎の 刺す^ となりて 遂に 薨 ず- 

ああ かなし. S かな  i 

嗟 吁哀哉 e 君 ゃ剛明 超邁の 資^ 以て、 力 を に 致し、 勇往 架 決、 遂げ ずん ば 巳まざる の 概 あり。 其の 我が 
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會に 在る や、 奮鳓^ の 事 を 擧げ、 人 皆 幹 局に 服す。 其の 功た る豈に 偉なら ずと せんや。 而 して 今や 不幸 兇刃 

に 罹り、 急 焉玉碎 す。 曷ぞ镯 り 我が 會の爲 に歎惜 すべきの みならん や。 宴に 昭代の 遺憾な り。 今 其の 葬に 會 

し、 悲痛 慘懵 哀哭 已 むなし。 恭しく 弔す。 (伊藤博文) 

政 友 會總裁 伊藤博文が、 黨員星 亨の死 を 悼んだ 文で ある。 漢文 脈の 文であって、 前の 文例、 村 田 春 

海の 和文 脈の 文と よい 對照 である。 

次に は n 語體 の弔辭 を揭げ る。 

七 芳賀矢 一先 生の 尊靈の 御前に 申す 

謹みて 故 芳賀矢 I 先生の 尊靈に 申し上げます。 

昭和 二 年 二月 六日、 嘵の風 寒き 午前 四時 四十 分、 先生 は 天壽盡 き、 溘焉 として 現 實を御 去りに なりました • 

恩師と 仰ぎ 慈父と 慕 ひ 奉る 私共 も、 もはや 再び 先生の 優しき 御 顏を拜 し、 溫き 御言 紫に 接し、 親しく 厚き 御 

教訓と、 懇 なる 御 指導と、 深き 御晴 示と を 仰ぐ こと は 出来ません。 淋しい 諒闇の 天 はいと ど 淋しくな り まし 

た。 冷たき 二月の 心 は 一入 冷たくな りました。 今にして 先生が 私共の 靈の 力で あり、 光で あらせられ たこと 

を 痛感 させられます。 

先生が 我が^ 文 ® 界に お出でになりました こと は、 に 我が 國文 學界に 限りなき 惠 でありました。 镯り過 

去に 於け る惠 であった ばかりでなく、 先生 を 失った 現在に 於ても、 將來に 於ても、 亦 同じく 惠 であるに 相違 
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ありません。 ^文 舉 の 硏究に 西洋 科 S の 方法 を 取 入れて、 國文 S& の 特質 を闡 明し、 我が 傳統の 精神に 科 學の. は 

精神 を 調和し、 これ を統 一 して 新なる 國 a を 建設す る ことにな されました 先生 畢生の 御 努力 は、 實に 我が 國 4 

民の 永久に 忘却す ぺ からざる、 偉大なる 御 功績 を 遺されました。 嘗て 先生の 御敎を 仰ぎ、 先生の 御 唱道 を 聞 

き、 先生の 御 指導 を 受けた 私共 は、 各よ その 趨ふ 所に 就いて、 先生の 御 欒を紹 ぎ 先生の 御 志 を 成さう と奮勵 

致して 居ります。 先生の 築かれました 基礎の 上に、 國學の 新 建設と 國文學 の 新 硏究と は、 蕾々 として その 成 

果を 見つ、 あるので あります。 今や 國文 a- は 汎く社 會の認 むる 所と なり、 專攻 S 者 は 年を逐 うて 多數に 上り、 

斯學^ 前の 盛 W を呈す るに 至り ましたの は * これ 全く 先生の 御 開拓の 賜であります。 先生 は、 明治 以来の 國 

文^界の 先载 であらせられた ばかりでなく、 なほ 永遠に 消 ゆる ことなき 國文 學界の 光で あらせられ ると、 固 

く 信ずる のであります。 

同時に、 先生 は 我が 國語 教育界に も、 亦 不滅の 偉業 を 遺されました。 小 « 國語讀 本 は實に 先生の 御 力に よ 

つて 眞の 我が 國誇讀 本に なった と 申しても、 誰も これ を 否定す る こと は出來 ません。 その他 御 著述に 御 講演 

によって、 直接 間接に なされました 御 指導の 功 は、 我が 國 民の 銘記す る 所であります。 

先生 は 御 生前よ く 「自分 はもう is 問に 敎 育に 成し 得べき 總ぺて を 成し 盡 くした ものであるから、 もう 生き 

て ゐる耍 はない。」 と述 a せらました。 私共 はこの 御言 葉に 接する 毎に、 眼り なき 悲愁の 思に 胸を閉 され ま 

した。 私共の 先生に 期待す る こと は、 舉界 にも 敎育界 にも まだ 多々 あります のに、 不幸に して 宿 腐 は 先生の 

御 活動 を 中途に 封 じて しま ひました。 先生 御 胸中の 御 § は 御 察し 申し 上ぐ る だに、 實に淚 の 種であります •： 

私共 は 公人と しての 不朽なる 御 功績 を 仰ぎ 稱 へる と共に、 又 私人と しての 先生の 玉の 如き 御 人格に 無限の. 


愛慕と、 世の常 ならぬ 御 恩誼に 無上の 感謝と を 捧げる ものであります。 寛容と 溫 情と は 先生の 御 性格の 最も 

美 はしい 一 面で ありました。 嘗て 大擊に 於け る 先生の 御講 筵に 列し、 先生の 御 黧陶に 浴した 私共 は、 一 身上 

に 就いて まで も、 I 方なら ぬ 御 愛顧、 御 指導 を 受けた 事 を 忘れる ことが 出來 ません。 かかる ことにまで、 先 

生の 溫 情に 甘えて 事 多き 御身 を 煩 はし 奉った こと を、 今更 勿體 なく 思 はずに は をら れ ません。 それに も かか 

はらず 先生 は 如何なる 場合に も 懇切に 御敎導 下さいました。 故に 公私に 關 して 漦 い 苦 1 悶を 抱いた もの は、 

先生の 膝下に 走って、 先生の 御身に 鎚 りました。 そして 先生の 溫 情に 再生の 惠に 浴した もの も、 決して I  二 

に は 止り ません。 私共の 先生 を 慕 ひ 仰ぐ 事の 深いの も、 裳に 故 ある ことであります。 思掛 なき 先生の 訃報 を 

得て、 驚きと 悲しみと で、 私共 は 唯 茫然と して、 親に 別れた やうで ありました。 ただちに 先生の 門に 走り、 

先生の 御 亡骸の 前に ひれ 伏し ましたが、 もとの ままなる 平和な 御顔に も、 もはや 溫ぃ 血の 色を拜 する こと は 

出來 ません。 柔 しき 御 口に も、 もはや 御聲を 聞く こと は 出来ません。 これまで 濫りに 先生の 寬大に 甘え、 先 

生の 温情 を勞 はし 奉った ことが、 そぞろに 後悔され ます。 受けた 海山の 御 恩に 對 して、 報い 奉った ものの 餘 

りに 少 かった ことが 愧 ぢられ ます。 せめて 心 ゆく ばかり 御 K び 申さう にも、 今 は それすら 叶 ひません。 何と 

悲しき ことで ありませ う。 先生の 廣ぃ御 心 はこれ をし も御恕 して 下さい ませう か。 

さりながら 先生、 先生の 偉大なる 御 精神 は、 漦 く 私共の 精神に 染 込んで をり ます。 先生の 君 國に對 する 忠 

もした 

愛の 熱 火 は、 常に 私共の 魂 を 燃 立てて をり ます。 先生の 堅贅 なろ 學風 は、 强く 私共の 愛慕す る 所であります。 

私共 はこの 精神、 この 情熱、 この « 風 を a て、 先生の 御 遺志 をつ ぎ、 先生の 御 遣 業 を 成す 事に 全力 を 竭すを 

2 

以て、 報恩 第 I の 道と 致す こと を 御 許し 下さい ませ。 又 御 遺しに なりました^ 息 令嬢 方 は 皆 俊秀に いらせら お 


れ御 家門の こと、 外から 介意す る こと は 更にありません が、 若し 苠々 一 私共の 微力 を 捧げる 機會 があります 3 

ならば. せめて これ を鴻 恩に 報い 窣る 一 つの 道と 致したい と 存じます。 この 無 禮な徴 意 を もどう か 御 許し 下 4 

さい ませ。 

先生、 現 では 斯うして 御 別れ 致します。 併しながら 先生、 先生 は 何時までも 私共の 糈祌の 力であって 下 

さい ませ、 生命の 光であって 下さい ませ、 さう して 永久にお 別れす る 事の ない 肺 C- であって 下さい ませ。 

昭和 二 年 十二 乃 十二 日  帝 國大學 門下生 總代 藤 村 作 

さすがに、 國文舉 の 泰斗た る 藤 村 博士の 文で ある。 これほどまでに、 まごころの あら はれた 弔辭 は、 

殆ど 見る ことが 出来ない。 生ける 人に ものい ふ 如くと いふが、 この 弔辭の 如き は、 まさに それで ある。 

これが、 もし 舊來の 「謹んで 哀悼の 意 を 表す」 式の 文體 であって は、 到底 この 心 持 を あら はすこと は 

出來 ないで あらう。 

八 學習院 卒業式 吿辭  . 

本日 卒椠生 諸子の 爲に、 卒業 證書 授與の 典を擧 ぐ。 惟 ふに 諸子の 任 く 道 遠き 事 は 必ず 諸子の 自ら 期せる 所 

ならん。 今より 後 益 ぷ勉勵 して、 a 德の 進修を 岡 らんと する は 固より 其の 所な り。 余の 諸子に 告 ぐべき もの 

は旣に 平生に 於て 之を盡 くせり。 今に^び て 又 何 を か 言 はん。 唯 當に身 體を鍛 へ糈神 を 練り、 賞く に 忠誠 を 


以てすべし。 余の 特に 諸子に 望む 所 は 此の 如きの み。 諸子 夫旃を 力めよ。 (學習 院長 伯爵 乃 木 希 典) 

如何にも 乃木將 軍の 面目 躍如たる 吿辭 である。 簡潔に して 要 を 得、 印象の あざやかな 吿辭 である。 . 

九 卒業式 吿辭 

本日 府立 高等 if 校 第 一 回 卒業式 ヲ擧行 セラ ルルー 一方 リ親 シク祝 辭ヲ述 ブル ヲ得ル ハ私ノ 最 モ欣幸 トス ル 所デ 

アリマ ス 

惟フ -1 本校 ガ 昭和 四 年ノ春 二 創立 セラ レマ シ テョ リ旣ニ 三 ケ年其 ノ間學 校 當局ノ 熱誠 ト舉生 諸子 ノ勵 精ト 一一 

依ッテ 着々 實續ヲ 擧ゲ今 ャ玆ー I 多 數有爲 ノ 俊秀 ヲ社會 二 逡リ出 ス -1 至 リマ シタ コト ハ 本府 トシ テノ ミ ナ ラ ズ 

實 二 邦家 ノ爲 一一 鹿賀 一一 堪へ ナイ 次第 デ アリマ ス 

抑 J 本校 設 g ノ目的 ハ 高等 ® 校 令 ュ 基ヅキ 高等 普通 敎育ヲ 完成 ス ル ト共 一一 特 一一 國民道 德ノ充 K  -I カム ルコト 

-1 アリマ シテ 諸子 ハ S 雰ノ功 全 ク成リ 所期/成果 ヲ 修得 シテ 愍ょ活 社會ノ 指導 若 トシ テ立チ 或ハ更 一一 大學ュ 

進 ンデ舉 術/蘊奥 ヲ極メ ン トセ ラレ ルノデ アリマ ス 諸子 ノ 前途 ハ洋々 タルモ/ デ アリマ ス其ノ 任務 ハ 重且 

大ナリ ト謂ハ ナケ レバ ナ リマ セ ン 

今 ャ我ガ 國家ハ 內外共 一一 頗 ル 多難 -I シ テ內ハ 思想 一一 經濟 -I 不純 ト不安 トヲ來 シ外ハ 變調ヲ S セル 國際ノ 政局 

一一 直面 シテ 居ル ノデ アリマ ス 國 民宜シ ク眼ヲ 宇内 ノ 大局 ニ注ギ 上下 一 致シ テ內國 カノ 充寶に カメ 外 國威ノ 

伸張 ヲ 岡 ラネバ ナラ ヌノデ アリマ ス申ス マ デモ ナク靑 年 ノ元氣 ハ國家 際昌ノ 源泉 デァリ マ ス靑年 愛國ノ 熱血 

溢 ルル 所國家 ハ 必ズ 興隆 シ 靑 年廢頹 ノ 惡風漂 フ 所^ 家 ハ必ズ 衰亡 スル コトハ 古今 ノ 史 K 一一  徵 シ テ 明白 デ ァ リ 
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マ ス 今 ャ我ガ 國家ハ 諸君/前途-一 多大 ノ^ 待 ヲ鬆ケ テ居リ マス 殊-ー 諸君 ハ我ガ I： 政治 教育 經濟等 文化/中 

樞 タル^ 穀ノ 下-一 在 ル最モ 有 爲/ 靑年 デァリ マ ス諸 君ノ 言動 ハヤ ガテゃ 國ノ  年  一一 E 映スル 不言/目標 デァ 

リ マス I タビ此 -I 思ヒ到 レバ 一 層 諸君 ノ蠻 g ヲ望マ ザ ルヲ得 ナイ/ デ アリマ ス 旣 -I 今回 ノ 1- 局- 一 當リ萎 

瓒沈滯 ノ途ヲ 迎 リッツ アル カノ 如クデ アツ タ閾民 精神 ガ 勃然 ト シ テ蘇リ H 本 阈民本 來ノ純 眞ナル 赤誠 一一 立 返 

ッテ 上下 一 體/ 活動 ヲ續ケ テ來マ シ タ事ハ 諸子 ノ！ ：！ 睹 セラ ルル 通リデ アリマ ス 就中 或 ハ滿洲 一一 或ハ 上海 ュ 

克ク 1:^ ヲ 擁譴 シ 威ヲ 發揚 シ^ 洋永遠 ノ 平和 ノ爲ー I 身命 ヲ捧 ゲッッ アル 裏 軍ノ意 氣ハ誠 一一 國民 精神 ノ代表 

的 ナル發 露-一外 ナラ ヌノデ アリマ ス 然 レドモ 時局 ノ 前途 ハ尙逆 睹スべ カラ ズ鬨民 タルモ ノハ I 日 モ 安逸 ヲ 

貪 ルヲ 許シ マセヌ 

今ャ 諸子 ハ其ノ 修養 シ 鍛鍊シ タル 所 ヲ以テ 世ュ出 デント ス ルノデ アリマ ス 庶幾 ハク ハ自 m. 自愛 セ ラレ 努力 

勉勵以 テ 國家社 .：， /期待  一 I 背 カズ 諸子 ガ本 來ノ 使命 ヲ全 ウセ ラレ 併セテ 本校 第 一 回 卒榘生 トシ テノ 榮譽 -1 0 

ミ 後進 ヲ 指導 シ以テ 諸子 一一 ョッテ 築 カレ タル 校 a ノ荬 點ヲ 益よ 發揮シ 本校 ノ 意義 生命 ヲ憨" 顯揚 セラ レム コ 

トヲ冀 ッテャ マ ヌ 次第 デァリ マ ス 

昭和 七 年 三月 XX 日  東京 府知^ 藤 沼庄平 

知事の 吿辭の 如き は、 大抵 文語 體の 漢文 口調と きまって ゐる ものであるが、 本文の 如き は n 語敬體 

の いかにも 堂々 たる 淸 新な 文體 である。 かうな つて はじめて、 しんみりと 知事の 吿辭に 耳 を 傾ける と 

いふ 心 持を聽 者に 起させる ので ある。 一 片の 形式的な もので ないから である。 
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一 o 小學 校長の 訓辭 

本日. K 校 第 XX 回 卒業 證書授 與式を 行 ふこと となりました。 皆さん は 此の 學 校に 入 學 してから 滿六 年の 閗ノ 

雨の 降る 日 も 風の 吹く 日 も、 また 暑い 時 も 寒い 時 も、 よく 精出して 勉强 して 怠らなかった ので、 今 n! 澤 山の 

御 客樣の 前で 卒業 證謦を 頂く やうに なった のであります。 皆さん も 定めて 嬉しい ことで あらう と 思 ひます。 

又 父兄の 方々 も 御 同樣に * ゃ御滿 足の ことで あらう と 思 ひます。 ここに 私 は、 皆さん を 始め 父兄の 方々 に 心 

から 御 祝の 言葉 を 申 し 上げます。 

いふまで もな く、 皆さん は 日本 國民 として 是非 受けなければ ならぬ 敎有を 受け を はった のであります。 併し 

世の中が 日 I 日と 開けて まゐ ります ので、 これからの 國民は 義務 敎育を 受けた だけで は、 到底 十分と はいへ 

ない のであります。 小學 校で は、 皆さんが 將來何 をす るに しても 必要な 土臺 をつ くった だけでありまして、 

この 十； 臺を 基と して、 皆さん は 上へ 上へ と 伸びて 行かねば ならぬ のであります。 皆さんの 中には 進んで 中等 

^校に 入舉 する 人 もあります が、 それらの 八 は 今後と も 今まで 通り 上く 先生の 敎を 守つ て勉强 すれば 宜しい 

のであります。 しかし、 是 から 家に 在って 父母の 仕事 を手傳 ひ、 或は 他に 出て 働く 人に 對 して、 私 は 特に I 

言 申して おきたい ことがあります。 それ は 外で はない。 今日まで は 皆さんに は 常に 先生が ついて ゐて、 何 か 

にけ て 住 意を與 へたり 勵 ましたり して ゐ たので あるが、 今後 世の中へ 出る と 事情が ちがって、 時には 惡ぃ方 

へ 誘 ひ 込まれる やうな こと も あり、 又 仕事の 方面に 於ても 競爭が 激しい ので、 餘 程し つかりして ゐな いと 惡 6 

い 方へ 引 込まれたり 或は 競爭に 負けて、 世の 落伍者と なるやうな こと もあります。 若し さう いふ ことになる 4 


と、 長い間 S 校へ 通 はせ て 斑いた 父母 や、 多年 親切に 敎 へて 下さった 先生に 對 して， 誠に 申譯 のない ことで 7 

3 

あります。 IK、  © 問 は 舉 校で なければ 出来ぬ とい ふこと はない ので、 心掛 さへ よければ、 どこに 居ても 何 4 

をして ゐて も出來 るので あります。 それで 皆さん は 今後 どんな 仕事 をして ゐて も、 少しで も 暇が あらば、 今 

までの やうに 勉强を 怠らず、 珠に 世間の 人々 の 言 ふこと する こと を 一 々心に とめて、 善い こと は 手本と し、 

惡 いこと は 他山の石 として 修^ を 怠らぬ やうに しなければ なり ませぬ。 皆さんの 前途 は 永い のであります か 

ら、 葸 事に 氣を つけて 糈 神の 修^ をな し、 •  せ體を 丈夫に して 他日の 成功 を 期せねば なり ませぬ。 どうか、 い 

つまで も 今の 言葉 を 忘れない やうに して、 .一:=.: 派な 日本人に なって、 家の ため 園の ため 役に立つ やうに なって 

下さい。 では、 これ を 以てお 別れの 言葉と します が、 卒檠 してから も、 どうか 時々 學校 へやって 來て、 皆 さ 

ん の元氣 なお 顏を 先生方に お^せして 下さい。 また、 遠方へ 行かれる 人 は、 時々 先生方へ お便り を 下さい。 

先生 は 皆さんの 大きくな り 立派になる のば かり 樂 しみに して ゐ るので す。 

終に 臨みまして、 御 多用中 態々 御 臨席 下さいました 來賓 諸氏 並びに 父兄の 方々 に對 し.. 木 校 職員 を 代表して. 

享く 御禮を 申し上げます。 

口語 體 である こと、 平明で ある こと、 懇切 丁寧で ある こと、 つまり まごころから、 相手に むかって 

話しかけ ると いふ 氣 持からの み、 訓辭は 生まれて 来なくて はならぬ。 


一 一 卒業 兒童總 代の 答辭 

六 年、 * 當に思 出の 多い 六 年間で ありました。 その 六 年 を 終へ る 今日の 僕 等の 心 は、 過去の 追憶と、 先生 

方の 御鴻 恩に 對 する 感謝と、 前途への 希 SI とで、 表現し がたい ものが ございます。 僕 等が 初めて 見た 占春闺 

の 櫻 は 年 々鼓々、 同じ やうに 花 を 開き、 開いて は 又 散って、 今年 も 亦 開き はじめました。 併し 之 を 眺める 六 

年後の 今の 僕 等 は 背丈 ものび、 知識 も S になって、 帝國 の將來 とか、 n: 滿 親善と か、 又 世界の 大勢と かいふ 

やうな ことまで も 口にする 程に なりました。 先生方 を 始め、 僕 等の 父、 僕 等の 母 は、 「まあ 何とい ふ變 化で 

せう、 何と 大きくな つた 骐で せう。」 とおつ しゃいます。 此の 變化 此の 成長 こそ は 長い 年月、 僕 等 I 人 一 入 

を 我が 子の 如くい つくしみ 敎へ 導いて 下さった 誇 先生方の 御 親切の 賜であります。 この 六 年に おける 僕 等の 

思 出は數 限りありません が、 就中 最も 光榮 あり 最も 感激に 充 ちて 一 生 を 通じて 忘れる ことの 出來な いのは、 

昭和 六 年 十月 三十日、 我が 校の 創立 六十 週 年 記念日に 天皇陛下の 行幸 を 仰いだ いであります。 記念すべき 

この 日お それ 多く も 天皇陛下に は 御 勅語 を 賜 はりました。 僕 等 は 朝夕 占 #M の 橋の たもと にこの 光 榮を記 

した 記念碑 キ 見て 忠君 愛國の 思を灤 くし 立派な 日本 國民 になら うと 決心す るので ございます。 六 年間の 樂し 

い 思 出は尙 それから それへ とつ づきます。 「わ ー」 とい ふ 突 擊の聲 と共に 白い 玉が とぶ、 軍 « を 奪 ひ 合 ふ、 

勝利 を 誇る 萬 歳の 歡聲、 この やうな 勇ましい 擬戰の 有 樣が今 僕 等の 眼の 前に まざまざと あら はれて きます。 

と 思 ふと、 その 思 出 は 熊手 を 手に して 砂 を かき ま はしながら 大きな 貝 を 見つけた 喜の 聲 とか はって、 うらら 

8 

かな 春の 日の 樂 しい 潮干狩の 镥卷 物に 鑌 いて ゆきます。 其の 他 五十鈴川の 流に 心身 を 清め 神宮 を 拜し窣 つた お 


修學 旅行、 釾を 手に して 土 を 耕し 汗 を 流した 農園、 萬阈 旗の 下に かけ ま はった 運動 會、 花 を あびながら とび お 

ま はった 占 ^園での 鬼ごっこ、 皆樂 しかった 思 出であります。 かう して 主事 先生 を はじめ 三十 餘 人の 先生方 4 

は鮮 外に 敎 場に 愉快に 且 懸命に 僕 等を敎 へ て 各よ 特有の 天性 をのば し、 日本 國民 としての 自覺と 知 IT 能と を 持 

つやう に 指導して 下さいました。 僕 等 は その あたへ られ た自覺 と 智能と を 基礎と し て 各よ のびる 所への びて 

ゆきます。 今日はお 別れの 日であります。 僕 等 は 卒業して ゆきます、 別れて 行きます。 そして ちりぢり にな 

ります が、 只今の 舉長 先生の 御訓辭 と、 諸 先生の 長い間の 御 教訓と は、 僕 等の 心に 强 くのこって、 なつかし 

い 思 出と 共に いつまでも 忘れる こと は出來 ない ので ございます。 僕 等 は 誓って 御 敎訓の 趣旨に 從ひ、 御鴻恩 

の寓 分の 一 に 報いたい と^じます。 

今や、 新校舍 も出來 上りました。 だんだんに とりこ はされ て 行く 窗校舍 を 心の奥に なつかしみながら， こ 

の 新しい 講堂での 第 I 回の 卒業生と して 卒粲證 書 をいた だく 僕 等 一 同の 心 はい ひしれ ない 感激に ふる へ てゐ 

尋常 科、 高等科、 男女 卒業生 一 同 を 代表して、 心からなる 謝の 霄槳 をの ベ、 謹んで 答辭と 致します。 

昭和 十 年 111 月 二十 五日  卒業生 總代 永 井 道 雄 

これが、 東京 高等 師範 學校附 厘 小學校 尋常 科 第六舉 年を卒 へようと する 兒 童の 答 辭 である。 筆者 は、 

永 井 柳太郞 氏の 子息で あるとの こと。 また、 父兄 も 敎師も 全然 乎 を 加へ ない 文章で あるとの ことで あ 

る。 全く 舊來の 型に とら はれない、 自然の ままの 文體 である。 やや 冗漫に 流れた とい ふ 憾み もないで 


はない が、 反面に は、 まごころから、 すべて を 言 ひつく さう とした 純眞 さが 認められる。 蓋し 新しい 

答 辭の模 式 的な 文章と い へる であらう。 

一 二 中學 校長の 訓辭  , 

本日 本校 第 XX 回の 卒業生 諸子 を S るに 當り、 少しく 所感 を 述べて 諸子の 前途 を 祝 S すると 同時に 告別の 

辭と 致した い と 思 ふ のであります。 

顧みれば 諸子が 本校に 入學以 來孜々 として 積まれた 硏鑽 は、 諸氏 をして * 問の 基礎 を 築かせた ので ありま 

す。 思 ふに 時代の 進 運に 伴な ひまして 我々 の 生活 は 日に 月に 複雜 となり、 又 極めて 科學的 となり、 舊 來の慣 

習 や 傳統を 以てして は 到底 解決が 出来 なくなり、 總 ベて 生活の 茶； 礎を舉 問の 上に 置く やうに なって 來 たので 

あります。 故に 我々 が 完全に 生活す る 爲には 先づ舉 問の 發達を 計らねば ならない のであります。 諸子 はすで 

に 螢雪の 功签 しからず、 本日 を 以て 中學五 年の 課程 を 終へ、 高等 普通 敎育を 修得せられ たのであります。 其 

の 基礎知識 を土臺 として 各自に 必要なる 舉 問の 硏鑽を なし、 他日の 大成 を 期せねば ならない のでありまして、 

これ は 更に 高等の 學 校へ 入る と、 直に 實業舁 に 身を投 ずると によって 何等の 區別 はない のであります。 かく 

して 遼^なる 諸子の 前途に 光明 を 認める のであります。 

更に 私 は 現 時の 思想界に 處 する 諸子の 注意 を 喚起して おきたい のであります。 今や 我が 國の 思想界 は 全く 

混亂 たる 状態でありまして、 一 方に は 朱 だ 洗練 を經 ない 未熟な 新奇な 設が 盛に 宣傳 されて ゐ るかと 思へば、 G 

I 方に は 極めて 頑固なる 舊 思想が 國粹の 假面を 被って 徒に 跋扈して ゐ るので あります。 隨 つて や \ も すれば 5 


血氣に はやる^ 年が、 左して は 新奇の 說に惑 はされ、 右して は © 固なる 閾粹 主義に 冒 從 するとい ふ 現象 を呈 ^ 

して をり ます。 これ は、 國 家の 前途に 對し、 まことに 灤 憂に 堪 へない ところであります。 勿論、 新奇の 說は 

1 切 之 を 排斥 するとい ふやうな ® 固であって はなり ません。 世の 進 運に 伴な うて 新奇の 說 でも 確に よい もの 

は 之 を 採る だけの 大^ 民 的 雅量が 無くて はなり ません。 又、 舊 思想 を 固持 せんとす る 國粹的 思想で も、 之 を 

1 槪に頑 ：！ なりと して 排斥せ よと いふので はありません。 その 中には、 確に とるべき 幾多の 長所 を もって ゐ 

ます。 唯 徒に 新に 奔り舊 にな づ むこと は、 最も 誡め ねばな りません。 諸子 は將來 種々 の 思想に 接觸 する ので 

あります が、 旣に學 び 得た 信念 を 基礎と して、 之に 公正なる 判斷を 下し、 正義の ために は 一 歩 も讓ら ないだ 

けの 大勇 猛心を 堅持して 居らねば ならない のであります。 靑 年の 心 は 白紙であります。 I たび 何等かの 色に 

染まった もの は、 それが 先入主と なって、 永く 拭 ひ 去る ことが 出来ない ので あるから、 特に この © に 留意し、 

千古 を 通じて 誤らない 道德を 遵守し、 苟も 國士 たる 面目 を 辱し めざる やうに 望む のであります。 

要するに、 諸子 は 自今 益よ 自 奮の 精神 を發 揮して 切 達 琢磨し、 體 育に 留意して 健康 を 滑 進し、 誘惑に 抵抗 

し 荒 怠 を 誠め、 國家有 爲の士 となって 上は國 恩に 報い 下 は 父母の 期待に 背く ことのない やうに、 私 は 切望し 

て やまない のでありまして、 諸子の 覺悟 も、 まさに 斯く あるべき を 信じて 疑 はない のであります。 諸子と 別 

る- -に 臨み、 一言 以て 諸子の 前途 を 祝福し 諸子の 健康 を 祈る 次善であります。 - 

これ は、 中等 校長の 訓辭 として 普通 一 般の 型で あるが、 その 舉校舉 校に 於け る 特殊 的 事情に 應 じて、 

如何様に も具體 化し 特殊 化さるべき である。 なほ、 師範 舉校 丄咼等 女學校 *备 種 實業舉 校 等に 於け る 


校長の 訓辭 にしても 同様で ある。 何れにせよ、 今日は この 文例の 如く 口語 體の もので なければ ならぬ C 

「1 言 以て 訓辭 となす」 の は、 時代 後れで あるの みならす、 生徒に 對 して 何等の あたたかみ もない。 

ーミ 師範 學校 卒業生 總 代答辭  - 

本日 生 等 XX 名の 爲に 盛大なる 卒業 證謦 授與の 式典 を擧 げられ、 朝野 貴賓の 御 来臨 を蓐 うし、 加 ふに 知事 

閣下の 後 渥なる 御 訓諭と 校長 先生の 御 懇篤なる 別 辭とを 賜 はり、 生 等の 誠に 光榮 とし 且 感激 措く 能 はざる と 

ころで ございます。 

けん ど 

顧み ますれば、 生 等が 本校に 入學を 許され ましてより 旣に五 星霜 >  此の間 生 等蹇駑 の才を 以て 擊業を 修め 

刻苦 勵 その 滎に 力め ましたと は 申しながら、 嚴肅 なる 校長 先生の 御薰陶 と、 諄々 として 倦むな き 諸 先生の 

御 嚮導と に 依ら ずん ば、 どうして 今日の 榮譽を 荷な ふこと が出來 ませう。 まことに 鴻恩海 岳も啻 ならず、 何 

を 以て 謝し、 何 を 以て 報 ゆべき か を 知らないので あります。 

ラち  そと 

今や 我が 國 内に は 經濟 國， i* 思想 國 難の 叫ばる. ^あり、 外に は 國際關 係 日に 重大性 を 加へ る あり、 まさに 

國 家の 非常時に 際禽 して をる ので ございます。 此の 難局に 善處 し、 我が 國 蓮の 發展を II らんと する こと は 決 

して 容易の 業ではありません。 併しながら、 その 根本 は 1 にか & つて 1： 民の 覺醒 にあり、 努力に あると 確信 

いたします。 而 して、 國 民の 覺醒 • 努力 を 促す 者 は、 教育者 を 外にして 果して 何人が 之に 當る ことが 出来 ま 

せう。 國カ與 隨の責 職と して 教育者の 雙 肩に 懸れる もの ある を 想 ふ 時、 而 して 特に 學校敎 育の 根 抵は實 に 初 

2 

等敎 育に ある を 思 ふ 時、 將に 其の 任に 當 らんと する 牛： 等の 職責が、 如何に 尊嚴 にして m. 大な るか を 痛切に 感 ^ 


ずるので ございます。 思うて ここに 至れば、 生 等 枭 してよ く 其の sffi に堪へ 得る や 否や を 衷心より 危む もの 

であります。 ^しながら、 生 等 はこ こに、 勇龌 して 其の m. 任に 赴かう といたし ます。 生 等 もとより^ 淺く德 

薄き もので は ございま すが、 上 は 詔勅の 御 趣&を 奉戴し、 下 は 平素の 明 訓大誡 や 寸し、 夙夜 精勵 以て 其の 

職 K を盡 くす 覺悟 でございます。 ここに、 敬^ 措く 能 は ざろ 諸 先生 並に 交 き 同窓 諸君と 狭 を 別ち、 懷し 

き 校門 を辭 する I. 臨み、 旣往を 回顧し 將來に 想到して 悲喜 交" 胸に 迫り、 意を盡 くす ことが 出来 ませぬ。 唯 

ゎづ かに 所思の 一端 を 述べ、 謹んで 答辭 といたし ます。 

中等 學校 卒業生の 答辭 として 一般の 形式が これで ある。 これ を、 その 立場 立場に 於て 具體 化し 特殊 

匕す， e ばよ いので ある。 最後に、 ちょっと 注意して 置きたい こと は、 よく 卒業生の 答辭の 終の 方に、 

「涕淚 * た禁 する 能 はす」 などと いふ 文句 をつ けたがる ものであるが、 答辭を 書いて ゐる 時に 泣いて 

ゐる者 も あるまい し、 また、 朗 請の 際、 そこへ 行ったら 泣かうな どと 豫 想して ゐる もの も あるまい。 

心に もない 誇張 を 文中に 揷 入す るの は 古いば かりで なく、 人の 心 をう ごかさない。 要は、 やはり、 ま 

ゥ し^に ある。 わ {n、」 ^から 出た 言葉 をすな ほに つか ふに ある。 そして、 それ は あらゆる 文章 を 通じ 

て 原則と さるべ きもので ある。 

現代 文章 槪論終 
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世に r 惡 文の 魅力」 とい ふことば が ある。 谷 崎 氏の 「文章 讀本」 の 中で も、 そのこと を 論じて ゐ る- 

それ は、 餘 り文犟 を なだらかに 流暢に 書く と、 恰も 輕 舟に 乘 つて、 すうつ と 溪流を 下る やうな もので- 

その 快感に まぎれて、 ついう つかり 過して しま ひ、 爾 岸の 景色な どが 强く is にの こらない やうに、 あ 

まりと とのった 文章から 受ける 印象 は强 くない ことがある。 だから、 表現 効果 をめ ざすた めに は、 わ 

ざと ゴ クゴ ッ した 調子の 文 を 書き、 わざと 變 なあて 字 を 書いたり、 假名 遣 を 違 へ たりして、 字面 を 蕪 

雜に するとい ふ 手段 さへ とる ことがある、 とい ふので ある。 

^喪な どで もさう で、 餘り ととのった ものよりも、 無造作に かきなぐつ たやうな 文人 螯 など を、 「こ 

れは 面白い。」 と 思 ふ ことがある。 また、 三 角 形み たやうな もの だけ を 並べた、 未來淤 だと か 印象派 だ 

とかい ふ ものから 何 かかう 妙な 印象 を 受け る ことがある。 

S3 をた しなむ 人の 味覺 は、 普通の 人に くらべ ると、 多少ち がった ところが ある。 普通の 人が 嘔吐 を 

もよ ほす やうな、 腐った しほからの やうな ものの 方が、 非常に 好物な ので ある。 が、 それ も、 酒を少 

しはじめた ばっかりの やうな 素人に は、 まだ 分らない 昧覺 で、 よほど 洒 道の 大家に ならぬ と、 そこ ま 

で 行かぬ。 

惡文 —— 未來派 —— 腐った しほから、 さう いふ やうな ものに、 はじめから 食 ひっかう とする の は 無 

g- である。 それ は、 餘程 その 道の 達人に なって からの 話で ある。 
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マウ シゴ 申 子 (名) 

マウ シブン ¥ ^(名) 

マ ウシワ ケ ¥n  (名) 

マウ ケ 鬭 (名) 

マサシ ク 正しく 

マジ ハリ 到 (名) 

マジ ハル 交る 

マジ ラフ 交ら ふ 

マス マス 益- 

マタ ガル 跨がる 

マチ 待ち： 給へ) 

マゾ 先づ 

マツ タク (ゥ) ス 全くす 完 くす 

マツリ 祭， (名) (祭り は 否) 

マト ハス 纒 はす 

マヌ カル 免る 


マヌカ レズ 免れす 

マネ キ (手) 棍， (名) (手招き は 

否) 

マ パラー 一 疎に 

マハリ ^( 一  尺) (名) 

マヒ 1 (名) (舞 ひ は 否) 

マフ 舞 ふ  ，，，. 

マ モリ ， 守 (名) (守り は 否) 

マ モル 守る 護る 

マョヒ 迷 (名) 

マ ヰ ラス 參らす 

ミィ ダス 見出だす 

ミエ ダス 見え sS す 

ミジ カク (ゥ〕 ス 短く す 

ミ タス 滿 たす 充 たす 

ミダ リー 一 りで 


ミナ ゴ CL シ ニス 塵に す 

ミー 一 クイ 見に くい 

ミー 一 クイ 醜い 

ミノル 實 のる 

ム カッテ 向かって 

ム カヒア フ 向か ひ 合 ふ 

ム カヒテ 向か ひて 

ム カフ 向か， ふ (名) 

ム カフ 向か ふ 

ム 力へ 一一 迎 へに 

ムキ 1： (名) 

ムク ヅケシ 醜け し 

ムケ (仕) 、名) 

ムシ バム 蝕む (蟲 ばむ) 

ムシ Cl 寧 ろ 

ムス ビック 結び 附く 
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ゥと發 音され る 5 . ふ 

〔う〕 あきうど (商人) いもうと (妹) ううる 

(植) ううる (餓) すうる (据) おとうと 

(弟) かう ベ (神 戶) かう むる (蒙) こう 

ぢ (小路) こうや (紺屋) たうげ (峠) て 

うづ (乎 水) はう き (箒. ひう が (日向) 

〔ふ〕 右の 外、 語の 中 又は 下に ある もの は、 およ 

そ 「ふ」 と 知るべし。 但し、 音便の 「う」 

を 除く。 


ヱと 發 音され るえ • る でへ 

〔え〕 あまえ (甘) いえ (癒) おびえ (魘) お ぼ 

え (覺) かのえ (庚) きえ (消) きこえ 

(聞) きのえ (甲) こえ (起) こえ (肥) 

こごえ (凍) さえ (冴) さかえ (榮) さ ざ 


え (榮螺 ) しづえ (下 枝) そびえ (聳) た 

え (絡) つちのえ (戊) つ ひえ (費) つ ひ 

え (潰) なえ (萎) ながえ (轅) にえ (煮) 

ぬえ (驚) はえ (生) はえ (^ はえ (映) 

ひえ (冷) ひえ (稗) ひこば え (t 木) ひの 

え (丙) ふえ (笛) ふえ (殖) ほえ (吠) 

みえ (外見) みづ のえ (壬) もえ (燃) も 

え 〈萌) もえぎ (萌 黄) 

〔ゑ〕 いしす ゑ (礎) う ゑ (植) う ゑ (餓) こす 

ゑ (梢) こ ゑ (聲) すゑ (据) すゑ (末) 

すゑ (陶) つ ゑ (杖) つく ゑ (机) ともゑ 

(巴) ゆ ゑ (故) ゆ ゑん (所以) ゑ (繒 • 

畫) ゑ さ (餌) ゑ かう (回向) ゑく ぼ (饜 ) 

ゑぐ る (刳) ゑた (穢多) ゑ ふ (醉) ゑ ぼ 

し (烏帽子) ゑむ (笑) ゑん じゅ"、 槐) ゑ 

り (欽 J ゑる (彫) 


〔へ〕 右の 外、 語の 中 又は 下に ある もの は、 およ 

そ 「へ」 と 知るべし。 


ォと發 音され るお ，を. ふ • ほ 

〔を〕 あ を (靑) あ を (襖) いさを (功) う を 

(魚) かつを (鰹) かをり (薰) かをる 

(薰) さ を (竿) しをり (菜) し をる (萎) 

た をる (手 折) つづら をり (九折 坂) と を 

(十) ばせ を (芭蕉) みさを (操) み を 

(水脈) み をつ くし (獰標 ) め をと (夫婦) 

や をら (徐) わざ をぎ (俳優) を (小) を 

(雄) を (男) を (岑) を (尾) を (緖) 

を (苧) を か (岡 • 丘) を かし (可 笑) を 

かす (犯) をが む (拜) をぎ (荻) をけ 

(桶) を さ (長) を さなし (幼) をさむ 


(納 • 牧 • 修 • 治) を さ を さ をし どり 

(鴛鴦) をし ふ (敎) をし む (惜) をし や 

う (和 尙) を そ： 獺 をた けび (雄 叫) を 

ち (遠) をぢ (伯 *叔* 小 父) をち ど (越 

度) をつ と (夫) をと こ (男) を どす 

(緘) をと とし (一昨年) をと とひ (一昨 

日) をと め (少女) を どり (踊) をの (斧) 

をの こ (男) をのの く (戰慄 ) をば (伯 • 

叔* 小 母) を はり (終) を はる (終) を 

ひ (甥) をみ なへ し (女郎花) をめ く (喚 

く) をり (節) をり (濫) をる (折) を 

る (居) をろ ち (大蛇) を をし い (雄 雄) 

をん な (女) 

〔ふ〕 あ ふぎ (扇) あ ふぐ (仰) あ ふさ か (逢坂) 

あふひ (葵) あ ふみ (近 江) あ ふり (煽) 

あ ふる (煽) さ ふら ふ (候) た ふとし (尊 • 

1 ニー 一 


貴) た ふる (倒) 

(この 例に は ハ行の 動詞の 「ふ」 を 除く) 

〔お〕 右の 外、 語の 上に ある もの は、 およそ 「お」 

と 知るべし。 

〔ほ〕 右の 外、 語の 中 叉 は 下に ある もの は、 およ 

そ 「ほ」 と 知るべし。 


(千千) ぢぢぃ (爺) ちぢむ (縮) とぢる 

(閉) なめく ぢ (蛞蟓 ) なん ぢ (汝) ねぢ 

(鋏) ねぢ ける (侫) ねぢる (捩) のぢ 

(野路) はぢ (恥) はぢる (恥) ふぢ (藤) 

もみ ぢ (紅葉) みそ ぢ (三十) むそぢ (六 

十) やそ ぢ (八十) よそ ぢ (四十) わら 

ぢ (草鞋) 

〔じ〕 右の 外 は、 およそ 「じ」 と 知るべし。 


ズと發 音され るず • づ 

〔ず〕 あらす (非) あんす (杏) いしす ゑ (礎) 

かす (數) かなら す (必) かる はすみ (輕 

佻) きす (傷) くす (葛) こす ゑ (梢) 

す (不) す さ (從 者) すす (鈴) すす (錫) 

すす (數珠 ) じゅす (數珠 ) すすき (鱸) 


ジと發 音され る じ . ぢ 

〔ぢ〕 ぁぢ (鰺) ぁぢ (味) ぁぢ きない (味氣 無) 

あ ぢさゐ (紫陽花) あ ぢはひ (味) いそ ぢ 

(五十) いぢめ (虐) いぢめ る (虐) うぢ 

(氏) ぉぢ (怖) ぉほぢ (大路) か うぢ 

(麴) かぢ (楫 • 舵) かぢ (梶. 構) かぢ 

(鍛冶) くぢら (鯨) こ うぢ (小路) こと 

ぢ (琴柱) すぢ (筋) ぢ (路 • 道) ちぢ 


すすし ハ涼) すすな (菘) すすむ (涼) す 

すめ (^) すすり (硯) すすろ (漫) たた 

すむ (佇) なすら ふ (準」 ねす み (®) は 

す (蒈 *弭) はすみ (機) はすむ みみす 

(蚯蚓) もす (百舌) ゆす (柚) 

(打消 は、 すべて r す」) 

〔づ〕 右の 外 は、 およそ 「づ」 と 知るべし。 


ヮ と 發 音され る わ . は 

〔わ〕 . あわ (泡) あわただし (惶 急) あわつ (周 

章) あわゆき (沫 雪) うわる (植) おひ 

わけ (追分) いひ わけ (言 譯) いわし (鰯) 

いわけな し (稚) いわる (弱) かよわし 

(虚弱) かわく (乾) くつ わ (轡) くるわ 

(廓) くわ ゐ (慈姑) ことわざ (事業) こ 


とわ ざ (諺) ことわり (理) ことわる (斷) 

こわいろ (聲 色) こわね (聲 音) さわがし 

(騷) さわぐ (騷) さわやか (爽) さわ や 

ぐ (爽) さわらび (早 蕨) しわ (皺) しわ 

け (仕 譯) しわざ (仕業) しわし (吝嗇) 

すわる (坐) た わむ； 橈) た わ やめ (嬋娟 

女) のわき (野 分) はらわた (腸) ひわ 

(鶸) よわし (弱) よわる (弱) 

〔は〕 右の 外 は、 およそ 「は」 と 知るべし。 但し 

語の 上に 於て、 「は」 は 「わ」 と發 音され 

る ことなし。 


長 音 *拗 音 
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右の 他 は、 およそ 「ほほ」 と 知るべし。 
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〔注意〕 本 表に は、 動詞. 形容詞の 「う 音便」 

および、 ハ行の 動詞の 「ふ」 を 長音に 

發 する 場合 を 概ね 省いた。 
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〔き やう〕 右の 外 は、 およそ 「き やう」 と 知る ベ 

し。 例へば、 「兄 京 享匡杏 狂况强 
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〔ぎょう〕 凝喁顒 

〔げ う〕 堯 僥澆隨 驍翹磽 

〔げ ふ〕 業鄴. 

〔ぎ やう〕 右の 外 は、 一ぎ やう」 と 知るべし。 例 

へば、 「行 仰」 の 如し。 - 


nl と發 音され るか 5 • こ5 • 

かふ . こふ • くわ 5 
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注意 一 動詞と 形^詞と を 併せて 用言と いふ。 用言の 語： S は 變 化する。 

注意 二 文語の 形^詞 は、 久 活用 は 「く、 し、 き， けれ」 と 活用し、 志^ 活用 は 「しく、 し、 しき、 しけれ」 と 

活用す る。 口語 は、 それ <\ 「く、 い、 けれ」 「しく、 し い、 しけれ」 と 活用す る。 

注窻 三 形容詞の 送 假名 は、 原則として は、 久 活用 は 「く、 い、 けれ」 から、 志久 活用 「しく、 しい、 しけれ」 

からする。 ^し、 表 中 〇 印の ある 語の 如く、 他の 品詞から 轉じ たもの は、 もとの 品詞の 送 假名の 一 部分 

を、 そのままう けつぐ o 

注意 四 隨 つて、 新ら しい、 珍ら しい、 樂 Q しい、 嬉れ しい、 などと 書かない 方が よい。 
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例  語  一例  語 

靜 かに 語る。 (動詞 「語る」 を 限定す)  ^しゃべ る。 (動詞 「しゃべ る」 を 限定す) 
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いと 靜 かに 歩む。 (副詞 「靜 かに」 を 限定す) 

たいそう 早く 走る。 (副詞 「早く」 を 限定す) 

あせって はならぬ。 (述語 「あせって はな 
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日の ちが ひで …… _ 

を 限定して ゐる〕 

おづ， かに 十 秒の 差で 敗れた _ 

で」 を 限定して ゐる) 


(形容 句 「一 日の」 

(副詞句 「十 秒の 差 


ぽ , 詞 (語句の つなぎに 用 ひる 語) 
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連體詞 

近頃、 人に よって は、 左の 如き 語 を 「連 體詞」 と 呼んで ゐる。 必す 下に 體言 が來 るからで ある。 

隨 つて、 いは ゆる 連體詞 は、 殆ど 形容詞の 如き 性質 を もって ゐる。 但し、 語尾 は 活用し ない。 

あらゆる (人々) ある (日) いは ゆる (人間) きたる (十五 日) ^7^.(三日) ^7^.(人) 


はば もぞ なむ こそし やか 

だに でも すら さへ まで のみ ばか 

り だけ な な …… そ 

雪 は a し 行 を ffi 愼む 彼が 人な り 我^ 人 

なり 花 を^め づる 花 を，： S めづる 花 を 

^^め づれ 必す I しも 然らす 我が 思 ふ 人 は 

あり やなし.， や， ある 到な き I か， の 微風 水^ H 

あらば よかり し を 水?^ あれば よかった の 

に 禽獸 すら 恩 を 知る 風^ T 加 はりて 風 

まで 加 はって 骨と 皮，^ となる 骨と 皮ば 

かりになる 骨と 皮 だけになる 泣く：^ 歎く 

^ お泣き， そ 


一、 句讀は 文と 文との 關係、 文中の 語句 相互の 關係を 明らかにする こと を 目的と す。 

u、 前項の 目的の ために 左の 五 種の 符號を 使用す。 

o シロ マル 

, テ ン 

. クロ マル 

「」 カギ 

『』 フクへ カギ 

三、 文勢 • 語勢 其の 他の 便宜に よりて は 誤解 を 生せ ざる 限りに 於て 本 法の 規定に 拘らす 符號を 省き 叉 

は 之 を 加 へ 施し 叉 は 彼是 符號 を換 用す る こと を 得。 


第一 節 シ Pi マ〃 

シ a マル は 文の 終止す る 場合に 施す。 

人が 雨戶を 明けて 居る。 

旃を 持ち ませう、 私 は.^ 

生きて 歸る者 僅かに 三人^" 

第二 節 テ ン 

テン は 左の 種々 の 場合に 施す。 

(一) 形式より 見れば 終止し たれ ども、 意義より 考 ふれば 次の 文に 連 綾せ る 文の 下。 

1、 和 助が 樹の下 を 出て、 まだ あま リ遠 くも 行かぬ 時の ことで ありました.^ 目が 喑む截 ない なびかり がす 

ると 同時に、 耳が 裂ける 樣な、 恐し い 音が しました。 

二、 皆さん は 蝙蝠 を 鳥 だと 思 ひました でせ うが、 蝙蝠 は 鳥ではありません もから だ も 鼠に 似て 居る け 

ものです。 

(注意) 左の 如き もの は 形式 • 意義 共に 終止した る 場合の 例な り。 

1、 和 a は SS の 下 を 出て、 まだ あまり 遠く は 行きませんでした。 その 時 HT か 喑む檬 ない なびか り がする と 


同時に、 耳が 裂ける 傑な、 恐し い 音が しました。 

二、 蠛ー過 には翊 があります けれども、 鳥ではありません。 皆さん は 知って ゐ ました か。 

並列せ る 同 趣の 文の 下、 但し 最後の 文の 下 は 此の 限りに あらす。 

1、 m を 越えて 行かう か. "河に 沿ラて 行かう か。 

二、 彼 は 男子の 氣槪 のない 者で ある リ 丈夫の 本領 を 失った 者で ある^ I 我が 大和民族の 面目 を毁 損した 者で 

ある。 

おん  I ちゃう 

三、 人の 短 をい ふこと 勿れ、 己の 長 をと くこと 勿れ  . 

並列せ る 同 趣の 語句 (單語 を列擧 する 場合 を 除く) の 間。 

一、 此の 文 は 平易に^ I 正確に^ 1 且 面白く 作られたり。 

二、 みなり はわる いつ 併し 身分 はよ ささらな 子。 

三、 規則の 整へ るリ 約束の 行 はるる リ實に 歎賞に 堪 へた，。 

四、 兄に は 鉛 « を，^ 弟に は 石 擎を與 へた リ。 

五、 項 羽 は 黄河の 北で 戰ひ N 劉 邦 は 黄河の 南で 戰 つた。 

六、 父母の 恩 は 山よりも 高く、 海よりも 深し， 

七、 « を 採る のは^" で^ I 茸 を 採る のは^ だ。 

速體 にて 終れる 語句の 下に 助詞な きとき、 其の 下。 

一 、 交^ • 通 愕 機 關の完 ® せる リ人 をして 闳 の炭裘 の 短縮せ るに あらざる か を 疑 はしむ。 


二、 クルップの 職工 を 率ゐる ことの 巧みなる、 鸫驗に 富み • 且 攉カを 有する 老練家 も 遠く 及ばざる 程な 

My き。 

(五) ども • ば • に は • て • 時. 間 • 鹰 • 際. 限. 外 等の 如き 接鑌の 語に 導かれた る 長き 語句 又はす 

ベ て 副詞の 意趣 を 有する 長き 語句の 下。 

I 、 犮 だち は 頻りに 上京 を 勤める けれども や 兄 は それに 養成し な い。 

二、 洒と 煙草 は衞生 上に 害 あれば VI 之 を 禁ずる を 可とす。 

一二、 知らせ を閗ぃ て 巡査 の 驄 せ て 來 た 時に は リ賊は 旣に影 を隱し てゐ た。 

四、 家の 前に 小川 ありて.^ 家の 後に 花園 ぁリ。 

五、 本日 通運に て 送り出し 候 間^ I 御た めし 下され 度^。 

六、 コレラ . 窒 抉 W 其の 他 各 嵇の惡 疫 流行の 際^ I 特に 豫防を 怠るべからず。 

七、 午前 七 時 牛 迄に 乘^ する 者に 限り 革 貧 を 牛 減す。 

八、 明治 二十 七 年に 韓國 の騷^ の 起った とき.^ 淸國 はこと わりな しに 兵隊 を韓國 へ送リ ました。 

(六) 主語と 客語との 間隔 甚だしき とき、 主語の 下。 

父 は ^ 太郎の 此の 顷の檬 子が すつ か リ變っ て來 たの を、 ひどく 心配した。 

(七) 主語 等 を 特に 提示せ ると き、 其の 下。 

1 、 梅を植 ゑて あ ゐ靑磁 の 鉢，^ あれは^が 父に 貰った のです。 

二、 高山 彥九郞 • 蒲 生 君 平 • 林 子 平 「これ. を宽 政の 三奇士 とい ふ。 


三、 こん もリと 茂って 居る 森の 影- あそこに 友 だち の 家が あるので す。 

(八) 獨 立の 感歎詞 及び 呼掛の 語の 下、 並列 的に 置きた ると き は 其の 前後。 

1、 ああ^ I 兵吉 はこれ より 如何にして 日 を 過すな らん か。 

二、 おとうさん リ あなた は どこへ いらっしゃいます か。 

三、 むか ふに 見える i 色 はつ まあつ 锫麗 では ござ いません か-し 

四、 それでも ^ にいさん^ I 雨が 降ったら、 しゃう がないで はありません か。 

(九) 顚 倒して ffi きたる 述語の 下。 

忠なるかな^ I 正 成 は。 

(一〇) 他の 語句 を 隔てて 掛 るべき 語句が、 直に 其の 下に 來る 語に 掛 るが 如く 見 ゆる 虞 あるとき、 其 

太郎は 非常に H 活潑な 運動 を 始めたり" 

今日 も 少しば かり、— 而 白い 話を閗 きました。 

先生 この^ 1 芋蟲に 似た 蟲は 何と いひます か。 

次郞は 「目 も 見えず、 浑 も 聞えぬ 父 をいた はって ゐ る。 

(11) 上下の 語句の 粘着す る 虞 あるとき、 其の 間。 

1、 今^' 口 本の 國運は 旭日の 天に 冲 する 勢 あり。 

二、 賴朝リ 筘賴. 義經 をして 平氏 を 攻めし む。 

I  え 


の 下。 

1、 

二、 

三、 

. 四、 


三、 兵 を 起して、 我が 國に、 てむか ひする。 

ク& マル は列擧 せる 單 語の 間に 施す。 但し、 助詞 • 接 績詞 にて 並列せ る 場合 は 此の 限りに あらす。 

潢須賀 .T 旲叫佐 世 保 及び 舞 鶴 は n 本の 軍港な り。 

第 四 節 力 ギ 

カギは 左の 種々 の 場合の 右の 肩と 左の 脚と に 施す。 

1 、 對話を 文中に 入る X とき。 

次郞は 父の 袂を 引きて、 「おとうさん、 今の 人 はきち が ひで せう か。」 とい ひたり。 

二、 獨語を 文中に 入る ュ とき。 

魟は、 「日 は 唯 照る だけ だから、 誰も ほめる 人がない の だ。 自分 は 此の 通り 美しい から、 人が 皆 ほめる の 

だ。」 とい ひました。 

三、 獨思を 文中に 入る.^ とき。 

太郞は 嬉しくて たまらず、 「ああ、 や つばり 起きて 書かう。 起きて 書い C も 居 眠 さ へ せず、 勉强 する 様に 

心掛ければ よいの 、だから。」 と 決心した。 


四、 語句 を 引用 するとき。 . 

孔子 も、 「利に よりて 行へば、 怨 多し。」 といへ り。 

ロック は、 r 敎 育に 關 する 思想」 とい ふ 書 を 著せり。 

第五 節 フタへ カギ 

フタへ カギ は、 對話 *獨 語 -獨 思 • 引用の 中に、 更に 他の 對話 *獨 語 *獨 思. 引用 を 入る X とき は 

右の 肩と 左の 脚と に 施す。 

父 は文吉 に、 「もしおとう さんがお まへの いふ 通りに なって、 遊びに 行つ て 選舉 をし なかったら、 入 は 

『文吉 のおとう さん は 村の ため を 思 はない 人 だ、 村 中の 人の 迷惑す るの を かま はない 人 だ。』 とわる くい ひ 

ませう。 おとうさん はそんな こと をい はれる こと はきら ひです o」 とい ひました。 

右 は、 明治 三十 九 年、 文部省に 於て、 敎科臀 調査 委員 會の鎏 議を經 て、 「句讀 法案」 として 發 表し 

たもので あり、 爾來國 定敎科 書の 編 » または 敎科 書の 檢定 等に 於て、 右の 案を檫 準と して 用 ひて 來た 

ものである。 隨 つて、 現在で は 最も 憑據 する に 足る ものの 一 つで ある。 

尙、 西洋の 句讀法 (punctuation) の符號 たる、 ？！  I  () の 五 S について、 左に 

六 一 


其の 使用法 を 簡單に 示して 置く。 

1、 ？ 疑問符 は、 問の 語 または 疑問の 文の 下に 施す。 但し、 なるべく 避く る を 可とす。 

1、 * 次郞 「钛 目？ 駄目 ぢゃ 困る。 ね、 どうして 駄目なん で ござんす C 先方から 跻っ てきたん で ござん 

すか o 一 (長 谷川 伸 氏 sn 掛時次 郎」) 

2、 「わからず 厘！ 又お 雛樣の こと だら う？ お父さんに 叱られた の を 忘れた のか？」 (芬川 篛之介 氏 

二、  ！ 感動 符は、 強き 感情 を あら はした 語 または 文の 下に 施す。 但し、 なるべく 避く る を 可とす。 

1、 「あらま ァ 先生！」 と 言って、 笑って 體を 斜に矯 態を呈 した。 (田 山 花 袋 「蒲 圜ゥ 

2、 人の子 は 枕す る 時 もな い。 實 際さう だ。 寢ても 不安、 起きても 不安！ 夢の 無い 眠 を 得る 人が 一 人で 

も あらう か！ (石 川 踩木 「病院の ぎ) 

三、 — ダッ シュ は、 話 をし かけて 全部い はすに 餘韻を 示す 場合、 急に 話の 鑌 きを かへ る 場合、 ま 

たは 上の 語 や 文の 說明を 文中に 揷入 する 時な どに 施す。 

1、 づ ー デリ ャは 眠って ゐるハ 乂の衰 へ 果てた 姿 を つくづくと 见て、 「たと ひ 我が 親で ない にしても、 此の 

白い 髮ゃ髭 を御覽 になったら， 姉上 もお 氣の 毒と お 思 ひに なり さうな もの だのに、 II まあ、 此のお 

體 であの ひどい 嵐の 中 を I o」 とい ひながら、 よよと 泣きく づれ た。 (尋常 小學^ 語 證本卷 十二 「リャ 王物 語」) 

2、 仁 右 睫 I： が この 農場に 這 入った 翌朝 早く、 與 十の 妻 は 袷 一枚に ぼろぼろの 袖 無 を 藩て、 井戶 II とい 

あ-^  うはみ づ  なら 

つ て も 昧噔撐 を 埋めた のに.^ 鐡の 浮いた ト曆 水が 四 分 目 ほど 溜って る — の 所で ァネチ ョコ とい ひ 償 

はされ た拍來 の^ 草の根に 出 來る薯 を 洗って ゐ ると、 そこに 一 人の 男が の そりと やって 來た。 (有 島武 


郎 「力 インの 末裔」). 

四、 ：：： テン テン は、 會 話の 相手が 無言で ゐる こと を 示し、 また 會話ゃ 文の 終止せ ざる 下に 施して 

餘韻を 示す。 

1、 「登 喜ち やん、 御免な さ い」 

「  」  ， 

「ね、 御免なさい」 といって 小稻は 笑った。 (志 氏 r 蹈夜 行路」) 

2、 「だけど …… 」 

わたし はい ひました。 ——而. s さう に 話しつ づける 主人 や- W さ へ て …… (久保 m 万 太^ 氏 「寂しければ』 

五、 ( ) 括弧 は、 文中に 揷入 する 說明を かこみ、 または 上の 語 や 文に 相當 する 外國語 ゃ自國 語な ど 

を かこむ。 

1、 彌三郎 (すっかり. H 信 を 以て) これこれ 嘉平、 よい わよ いわ。 わしが 代って 詮議して 遣 はす。 (間。 

瞑 H して 後) 先づ 其の 男と いふの は、 此 S に藥 つた 人の 中に^る。 (颜を 見合 はす) 其の 人 はもう 旣 

に 心の中で ひどく 苦しめられて ゐる喾 ぢゃ。 へ 久米正 維 氏 「地 藏敎由 來」) 

2、 抒情詩 は 個人が 衆 を はなれて おの づ から 謳 ひ 出で た內面 的な 馱 (& §t  intsrkur) である。 (土 居 光知 氏 

「文 a& 序： 2) 

3、 先生の 生涯 は卷 頭に 揭 げられ た シ H リイの 詩の "They  karn  in  suffering  what  tbcy  t つ acli  in  song;." 

「s みに さと リ^に さとす ：>  の 一句に 塞きて 居る からだ。 (厨 川. n 村 「苦 问 のお 徵」) 


J 

nm  p. 

ノ 

n 

丈 

亂 

万 s 

常 

了 

乙 

久 

丸 

中 

不 

一 

五 

事 

九 

之 

主 

举 g 世 

七 

用 

井 
互 

也 

も 

乏 

ノト 

丙 

r^、 

両^ 
リ 

^ 時 3 

漢 
字 

乱 it 

並 

上 

乳 

為爲下 

表 

借 

係 

供 

佘 

作 

伊 

仕 

1 1 

人 

r 1 

修 

促 

併伤伴 

位 

件 

代 

個 

侯 

侍 

伸 

住 

仰 

以 

人 

亡 

倉 

俊 

佳 

体體佐 

伏 

令 

今 

■ 雪 • 

父 

俵 

侵 

便 

來 

低 

伐 

付 

仁 

亦 

倒 

m 

信 

使 

伺 

き 休 

介 

倍 

俠 

保 

例 

伯 

何 

任 

仇 

亭 

候 

俗 

依 

似 

仲 

他 

几 

ン 

n 

具 
典 

入 

克 

几 

僚 

價 

債 側 
働 偏 

倫 
俳 

凡 

冬 

冗 

Wei 兼 

八 

入 

兌 

元 

儀 

傷 偶 

倶 

処^ 冷 

國 晋 

-し 

内 

児兒见 

儉 

m 備 

倂 

凉 

公 

全 

免 

先 

僅 傍 

假 

共 

兩 

兒 

光 

優 

偽 傑 

t 響 • 

凌 

兵 

党黨充 

償 

ft 傳 

健 

凍 

其 

兇 

偽 g 像 催 

偉 

六 

33. 


n 

门  へ 

n 

十 

匸 

匕 

门 労勞勞 
^  り 

効 欲 さ 

割 刻 

刑 

刀 

励勵 

V-/ 

き 

勇 

創 刷 

利 

十 

医 翳 化 

包 

勤 

勅 

力 

剩 刺 

別 

刀 

m 

千 

•i レ 
^匕 

券 

地 

t&M        -、 し 

劇 则 

初 

刃 

出 

升 

勸 

動 

功 

劍 則 

判 

分 

午 

勵 

務 

»'、 

劣 

劑 削 

制 

切 

半 

勸 

勘 

助 

剡刻 剛 

到 

刊 

卒 

勧勸 

^ リ 

勝 

努 

剤劑 副 

、 / 

券 

列 

又 

味 

否 

司 S 

叔 

厶 

S 卽 

卜 

周 

呈 

各 

句 

叙敍 

卑 

呼 

吹 

向 

台き 口 

友 

去 

厄 

印 

占 

卓 

a 

含 

后 

ぽ 

/又 

参參厘 

危 

南 

哀 

吸 

吏 

号き 古 

及 

參 

厚 

即卽 

リ 

博 

urn 

咽 

吟 ， 

吐 

同 可 

双雙 
V-/ 

原 

卵 

へ 

準 準 
' リ 

咸 

和 

君 

名 召 

取 

厥 

却 

唐 

命 

吿 

合 史 

受 

卷 

員 哲商問 啓 唱唯善 一 

喜 單喪喫 喉 嗣嘉噴 

(囑)  (*0 

瞩器 嚴囑営 

(國) 

〔口〕 四囚回 因困囯 

(圍) 

函固 國圑圓 園圖圑 

(圔) 

〔土〕  土地 在 均坊坑 

I 垂坪型 城 埋堂堀 

堅 執 基 域 培 報場堪 

(猓) (鹽) 

堤 塀 塗 塔 塩 境墓麈 

穉增 墨墮壁 壇壓壞 

(走) 

壤 走 

(壹) (聲) 

〔士〕  士壯^ 壹 壽 声 


孫 

2 婿 

娘 

委 

妨 

女 奪 
u サ 

奉 

夕 

夂 
し 

學 

嫁 

妥 

奮 

奇 

学 i 

；子 嫌 

嫫 

威 

妊 姓 女 

奔 

大 

夕 

夏 

麦 多 

字 嫡 

姿 

妻 

奴 

奏 

天 

外 

存 鎮 

m 

姦 

お 

好 

契 

太 

多 

本 

二 さ 

+コ 

妹 

如 

本 

十— 
大 

李 

娼 

妃 

M 

矢 

一 1 レ 

龐 ； 

媒 

姪 

始 

妙 酾 

獎 

央 

宫 

々 

山 

屬 居 

屆 

尸 

尤 
し' 

小 

尉 寸 
き 

寶 

実 5 
リ 

富 
寒 

家 
宫 

山 

國 屈 

尺 

小 

尋 寸 

實 

容 

宜 

安 

岩 

屋 

尼 

少 

對 ^ 

察 

害 

宛 

守 

展 

さ m 

n 

導 封 

寢 

宴 

宝き 宅 

属屬局 

寿き 射 

专 
為 

户 
la 

客 

7- 

岳 

層 

尾 

專 

審 

寄 

室 

ネ 

峙 

履 

尿 

將 

% 

密 

定 

h 

廳 座 
慮!? 庭 

， 

し' 

幺 

幕 阖 

n 

己 

ェ 

《く 

島 
峯 

延 

扉き 庫 

床 

幻 

干 

帰？ 常 

市 

己 

ェ 

廷 

廃 g 庶 

序 

幼 

平 

布 

左 

州 

建 

店 

年 

帶 

巧 

m 

煮 

府 

幸 

棒 1 希 

巨 

巢 

底 

幹 

幅 

帝 

差 

r 廣 

度 

帽 

悲 

TT き、 

恥 

1 艮 

お 

怨 

忙 
由 

n 

,,、 
* し、 

微 

德 

徒 

2j 

^ 强 g 弓 

張 

n 

ト 

飞 

1 に 

7T 

ハ 

惑 

由 
思 

せ、 

快 

心 

徵 

ま 

役 

形 彈 

弓 

s.  TV 

ム ^ 
开辯 

惜 

W 

怯 

St 

必 

徹 

徑 

仮 

彩 

引 

书リ 
弄 

悼 

悟 

pa 
恩 

— I— 
<じ、 

径き 

御 

在 

彫 

弔 

弊 

惟 

悖 

息 

急 

亡 
心 

S き 得 
^ぉ從 

征 

彰 

愛 

惡 

恭 

性 

忍 

後 

影 

姆 

愚 

情 

恐 

怪 

忌 

復 

待 

強 

tf 
•f 匕 

iu 

抵 

拍 

拜 
拙 

求 

-It*. 
扱 

于 

n 

戶 

威 

キ 

へ 

慘慘懇 

悩 S 憶 

慘 

J ，曰- 

TO 

態 

^？、 
感 

招 

手 

戶 

成 

慶 

恋 

拘 

拂 

J.LL 
批 

才 

所 

ゴ 
我 

慽 

慨 

憂 

很 

拓 

押 

打 

房 

戒 

懲 

憲 

慰 

m 

担擔拔 

抗 

扣控戾 

戰 

m 

慮 

偷 

授 

抽 

抱 

抑 

投 

戯戲 

想 

Ik 

慣 

惱 

褂 

拾 

披 

択擇折 

戲 

想 

慾 

慈 

斷 

斤 

门 

斗 

文 

數 
敵 

敎 
敗 

支 

え 

擬 摘 

m 摩 

揮 

W 

ゆ 

お 

採 

te 

斤 

斗 

文 

敷 

救 

收 

w 撫 

描 

接 

斥 

料 

斉齊整 

斎箫 数 g 

敍 

改 

拠き 操 

損 

协 
換 

探 

斬 

斜 

敏 

攻 

携 

-to 

揭 

f 仝 

r 

ヽ 

✓ 

散 

放 

擔 

搜 

握 

捨 

斯 

敢 

政 

據 

搖 

援 

排 

新 

敬 

故 

详 

摂 g 揚 

掌 

机 ^ 

朗 

口 

月 

替 

n 

曰 

暴 

智 

是 

曰 

曰 

尤 

方 

_r  _ 耋 

朽 

朝 

會 

卷 

星 

tin 

m 

耒き木 

期 

月 

曲 

曆 

普 

映 

曰 

旣 

方 

村 本 

有 

更 

雲 

晶 

昭 

日 
昇 

旦 

施 

杉 末 

書 

曜 

ft づ 

暗 

時 

易 

旧き 

m 

材 未 

朋 

曹 

暧 

昌 

竿 

族 

束 札 

最 

暑 

晚 

春 

旬 

旋 

条ぉ木 

望 

首 

昨 

TLB 

歐 

権 8 
、 

ほ 

ノ 

極 

栄榮桑 

L  ノ 

架 

枚 

東 

m 

檄 

業 

格 

仇 

¥£： 

m 

欠炔 

標 

am 

椒 

栗 

W 

1ft 

-I-r. 
林 

齡き 疋 

r 

勧 i 

ヽ w 
ち 次 

欄 

樞 

榮 

棄 

m 

Wi 

此 

ノ欲 

稱 

棒 

梅 

休 

J- レ 

枝 

步 

欺 

楽 S 橋 

樣 

棚 

條 

案 

廿 
果 

果 

武 

氰 

様き 

機 

樂 

楝 

rid/ 

仇 

to? 

m 

杯 

、 

if 

9 

欹 

樹 

俟 

棺 

梨 

da 

枕 

洪 泣 

注 

汰 

江 

水 

气 

rr. 

氏 

毛 

比 

母 

殳 

夕 

m 沸 

聚 

沖 

污 

流 泳 

沢澤汗 

水 

氣 

氏 

毛 

比 

母 

段 

死 

消 洋 

沼 

法 

決 

永 

民 

每 

殺 

殊 

浮 活 

泥 

河 

汽 

氷 

毒 

殿 

浦 津 

沿 

沈 

求 

毁 

浪 洗 

泊 

油 

沒 

汁 

殖 

浴 派 

況 

波 

沙 

池 

残き 

涉浸淸 深 淺混添 淡 

淨液 淚淵淫 淑渡滅 

(灣) 

温湯 港 湖 測 渴湾湧 

源滋 滅滑溺 溢溶滿 

演漁漢 準 滯漸漫 漆 

(潛) 

漏 漂 滴 漠潮潛 潔 潜 

澤激濃 濁 濱濟濕 瀧 

(淺) (濟) (淵 X 濕 X 滯) (^)( 滿) 

灣浅 済渊湿 滞滝満 

(15 

濯 

(爐) 

S 火灰災 炎炊炉 

(點) 

炭 点 烈無然 照 煩 煮 

煉煙 熱熟燒 燈燃營 

爆 爐 


〔爪〕 爪 爭爲爵 

〔父〕 父 

〔爻】 爾 

〔片〕 片版牌 

〔牙〕 牙/ 

〔牛〕 牛物牧 牲特犠 

犠 

〔犬】 犬 犯 狂 狀狩狹 

ヽ. s  ノ 

猛猫 猶献獄 獨獲獸 

OSX 獵) 

, 獻 独^ 

〔玄 3 玄率 

〔玉〕 玉 王 玩珍珠 班 

理現球 琴 環 璽 


〔瓦〕 

〔甘〕 

〔生〕 

〔用〕 

〔田】 

画 畑 

略 番 

〔疋〕 

〔广〕 

痘 痢 

〔白】 

〔皮〕 


(瓶) 

芄瓶襯 

甚 甞 


產 甥 


甘 

用 

畫 

療 


畏留 畜畝異 

(留) (塾) 

當疊^  & 

m 疑 

病 疾疲症 痛 


(發 ) 

發登発 

白 百 的皇皆 

皮 


〔服〕 皿 盆 益 盛盜盟 

盡 監 盤 

c 目〕 目 直 盲 相 省 看 

^ 真 眠 眼 着督睡 

〔矢〕 矢 知 短 

〔石〕 石 砂 研 破砲硏 

砚硬碑 碁 碎磁確 磨 

礎、 

S 示^ 社 祈 神 祝 

祖 m 祭 票 禁 福 禍 禦 

〔禾〕 私秀秋 科秒租 

秩移 稅程稚 種稱穀 


(稱 ) 

稻稿積 穗穩称 

(竊) (窗) 

〔穴〕 穴 究 空 突 窃 窓 

窒 窗窮竊 > 

〔立〕 立 竜 章 童 端 競 

〔竹〕 竹竿 笑 第符笛 

筆答 等 筋 策 筒算管 

節 箱 範築篤 簡簿籍 

〔米〕 米粉 粗 粘 粒 精 

粹糖糞 

(絲 ) 

〔糸〕 糸 系 約釭紀 紙 

納級素 純 紛紋索 紡 

細 終 組紺累 紹紳絲 

結 給 絕紫統 絡經絹 


耩 綿 綠綴網 綱維緊 

綻総 線緣編 練締緖 

緩 縣縳總 繁縱縫 縮 

績織 繕繪繰 繭繼續 

(經) (績) (縱) 

緯経続 縦 

〔缶〕 缺 

〔网〕 置 罪 罰署罷 羼 

羅. 華 #錄 

〔羊〕 羊 美義群 ， 

〔羽】 羽 翁 習翌翼 

〔老〕 老考者 

〔而〕 耐 

〔耒〕 終 


〔环〕 耳 

(聽) 

0  m 


聖 聞聲聯 


〔き 

〔肉】 

胸 脈 

腕 腹 

^ 一』 曰  S 

〔臣〕 

〔自〕 

〔至 〕 

〔ほ】 

〔舌〕 


肉 

脊 


臣 

舌 


肇 


臭 

興 


肯育肥 肩 

C 膽) 

胎胞胆 能 

脅 脫脚腐 

腸 膝廣膜 


臥 臨 


臺 


舍 舘 


【舛】 

〔舟】 

瞹 

〔色〕 


苦 茂 

荷 莊 

落 葉 

薄 藏 

ョ 

【虫】 

烽 蜜 一」 


舞 

舟航 般 船舶 舵 

色 

菊 華 菜 菓菌萬 

葬 


芳芝 芽若英 

(莖) 

苑 蓥草茶 荒 


虎 

(蟲) 

虫 


著 蒸 蓄蒙蔓 

(藥 ) 

藤 藝 薬 

(虚) 

虐處 虛虚號 

(蠶)  (蠻) 

蚊 蚕 蛇 蛙 蛮 

蠱！ s 蠻 


〔血〕 血 

〔行〕 行 

〔衣】 衣 

裁 裂 補 

褒複襲 

〔西〕 西 

〔見〕 見 

(覺) (a) 

觀覚観 

〔角〕 角 

〔言〕 言 

&。 許 設 

訴 診 詠 


衆 

術 街 衝衞衡 

表 衰被袋 袖 

裏 裝裕製 裸 

耍 覆 

規視 親覺覽 


(解) 

解 鮮 


(觸) 


HJ 卯 寸 

1ー 一一 a 


11J 卩 -tip  , 

(譯) 

き ル ぎ 11 ほ  ー_& 詔 

(證) 

さ 1卩  0 


詩 詳詰誇 語 說誠認 


% 

n 

 ^ 

賴 

賈 

貯 

貝 

yet 

•BL 合 

誉譽議 

m 

ヨロ 
お 

m 

賞 

M 

具 

透 

贈 

質 

賀 

m 

貝 

a 合 

ぱ 

m 

贊 

賢 

資 

貳 

M 

豊畳 

譯 

m 

諸 

誓 

践 g 賛さ賃 

貝 

負 

豪 

-S3. 

J5EL 

護 

P>C» 

賤 

賊 

財 

證 

諾 

ハ 

賜 

賄 

貸 

眢 

識 

譫 

=^ 

Uftu 

賦 

賓 

春 
お 

首 

m 

m 
p 曰 

ri 

走 

進 

通 

迫 

辰 

辛 

.十卜 

轉 载 

車 

身 

口 

赤 

逸 

連 

迭 

驛き較 

週 

追 

込 

辱 

辛 

輕 

平 

巧 

口 
足 

走 

赤 

道 

速 

送 

辺き 農 

r ハ 

辞き 

翰 

軍 

距 

赴 

遊 

途 

退 

近 

辨 

さお 
輩 

軌 

起 

過 

透 

逆 

返 

辭 

軒 

跡 

越 

蓮 

逐 

迷 

迎 

辯 

軟 

踊 

超 

達 

遲避逃 

述 

軸 

躍 

趣 

違 遂 遇 遠 違 遞遙適 

遭 選 遣 遲遷遵 還 避 

邊 遲 

〔邑〕 邦邪邱 郊郡郞 

部 郵ず绍 

〔酉〕 酒 配 酌 酢酬酸 

酷 醉醜醫 

(釋) 

〔釆〕 釈 釋 

〔里〕 里 重 野 量 

〔金】 金 針 釜 釣 鈍 鉛 

(鐵) 

鈴 鉢 鉄 銀 銅 銃銘銳 

鋒 錢錄錯 鋼 鍋鎭銷 

(鑄) (錢〕 

鏡 鐘 鐡鑀鑄 鑛铸銭 


7 厂 

靑 

爭 

震 

雨 

雌 

雜 

1^1 

隹 

い 暴、 

陷 
陵 

除 

暴, j、 

陣 

1  「 

门 

丄 

り u 

m 

長 

非 
ク P 

霜 

个日 

雨 

暴 1  4 

m 

m 

陽 

陛 

阪 

Hi 

門 

長 

誠 

霧 

m 

難 

雀 

隨 

隊 

陸 

防 

關 

m 

露 

雲 

離 

雄 

險 

隆 

陰 

附 

靈靈電 

集 

隱 

階 

m 

降 

間 

霊 

雷 

雅 

随 S 隔 

陶 

限 

閑 

零 

雇 

際 

陪 

院 

閣 

馬 

香 

首 

餅 g き 
餘 

飛 

風 

顚 
顧 

領 

■  ノ、 

頭 

頁 

曰 

革 

面 

馬 

1=1 

首 

餓 

食 

飛 

風 

顯 

頻 

項 

'ノ、 

革 

面 

餐 

顕 g 顔 

順 

響 

靴 

駄 

館 

飯 

題 

項 

メ、 

馼 

鉼 

飮 

額 

預 

駅 8 

飾 

願 

頓 

駐 

養 

類 

頑 

黄 

麻 

麥 

鹿 

魚 

鬼 

鬥 

门 

髟 

高 

骨 

騎 
騷 

黃 

麥 

鹿 

麗 

鹽 

鳥 
鳩 

' め 

鳴 

魚 
鮮 
鯉 

鬼 

魂 

鬪 

高 

骨 
體 
髓 

騰 
驅 
驗 

鯛 

髄體驛 

鶴 

驚 

千 

八 
百 

十 

字 

な 
つ 
た 

0 

四 
十 

五 
字 
を 

加 
へ 

た 

よ 
つ 
て 

か 

め 

に 

先 
づ 

千 

九 
百 

を 
定 

あ 
る 

卽 
ち 

大 
正 
十 

年 

五 
月 

和 

年 
に 
修 
正 
せ 
ら 
れ 
た 
も 
の 
で 

注 

窓 

龜 

龍 

齒 

辩 

彝 

鼓 
し' 

毕 

ら 

n 
十 
七 

字 
を 
m 

新 
に 

昭 
和 

五 
月 
に 

そ 
の 
中 

右 

の 

常 
用 

字 
表 
は 

昭 

龜 

齒 

齋 

鼻- 

鼓 

黑 
默 
點 
黨 

る 

ろ 
で 
あ 
る 

略 

字 
は 

常 
用 
漢 
字 

し 
て 
樊 
勵 
す 

に 

そ 

の 
本 
字 
を 

し 

て 

置 
い 
た 

0 

注 
意 

表 
中 

の 

略 
字 

は 

右 
側 

(4) 

外 

來 

pa 
は 
假 
名 
で 

窨 
< 

0 

は 
な 
る 
ベ 

ぐ 

假 
名 

で 

0 

感 

詞 

m 
m 
m 
お 
よ 
び 
助 
詞 

(3) 

代 
名 

m 

m 
m 

接 
m 
m 

る 

こ 

と 

0 

の 

人 
名 

名 
は 

名 

载 

と 

す 

た 
？ 

外 

へ 
支 

を 
除 
< 

リ 

文 
字 

を 

ひ 
て 

差 
支 
な 
い 

0 

(2) 

固 
有 
名 
詞 
に 
は 
本 
表 
に 
な 
い 

書 

(1) 

本 
表 
に 

レ、 

m 
字 
は 
假 
名 
で 

/ 丄 
の 
如 
< 

で 
あ 
る 

0 

注 
窓 

MM 

常 
； 11 

字 

の 
規 
定 
書 
は 

ベ 

< 

名 

で 

書 
< 

や 
b 
に 
し 
た 
い 

書 
< 

が 
よ 
い 
が 

國 

ち 
な 
る 

し 
な 
い 

0 

外 

來 

统 

は 

勿 

假 
名 
で 

ま 
せ 

の 
な 
ど 
は 

條 
D 

感 
心 

か 
秋 

書 

い 

て 
ヒ 

さ 

て 

ち 
よ 

つ 

讀 

ま 
せ 
る 

る 
文 
字 
で 
も 

つ 
寸 

書 
い 

注 
s 
五 

た 

ひ 
常 

漢 

表 
に 
あ 

b 
に 
心 
が 
け 
た 
レ〜 
ち 
の 
で 
あ 
る 

0 

い 

漢 
字 
ま 
た 
は 
略 
字 
を 
つ 

力 * 
ふ 
や 

を 

つ 
て 

出 

來 
る 
限 

や 

し 

で 

め 

る 
か 

ゥ 

そ 

の 

制 
定 

の 

m 
m 

な 

は 

極 
め 
て 
窮 
屈 
な 

は 
な 
レ、 
や 
フ 
に 
す 
る 
と 
レ、 
か 
や 
ラ 

常 

漢 

字 
以 
外 

の 

文 
字 
を 
つ 

か 

< 

我 

々 

が 

文 
を 

書 
< 

時 

注 
窻 
四 

本 
文 

の 

中 

で 

ち 
述 
ベ 

た 
如 

論 槪章文 代 現 


年 七月 一 日印 劂 

年 七月 五日 初 刷 三千 部發行 

丁年 八月  一 IB 第二 刷 五百部 毅行 


定價 一 圆 八十 錢 


著 


者 丸 山林 平 


東京 市お 町區 三番 町 一 

刊行 者 長 谷川 巳之吉 

東京 市 齄町區 三番 町 一 

刊行 所 第 一 書房 

電詰九 段 三 三 四 四 

東京 市紳田 區三 崎 町 ニノ ニニ 

印刷者 堀 内 文治 郎 

製本 者 橋 本久吉 


第一 書房 刊行 圜 書目 錄 


大 

島 

璺 

著 

現 
代 

^哲 

】學 

S 史 

定 
價 

51 
& 

大 
島 

畳 

著 

自 

然 

5 科 

5 學 

0  i. 

m  * 

y 

n 

纟學 

& 

大 

& 

豊 

著 

宇 
宙 

綱 

菊 

n 
四 

パ 
o 
頁 

定 
便 

得 摩 

合 匕 博 
上 

文 
著 

淺 
人 

零 

六 

n 

六 隨 

〇 ^a: 

S 筆 

定 

画 

台 匕 博 

18  士 

文 
著 

沈 
の 

Is 
問 

隨 

筆 

刊 

得 ま 
能き 

文 
著 

眞 

理 

^の 
五、 + 

〇 退 

頁 求 

定 
便 

m 
五 

ほ 

得 ま 
能で 

文 
著 

現 

の 

,、 口 
，學 
，問 

画 

得 ま 
能 ま 

文 
著 

哲 

菊 球 
,さ 

二 話 

〇 
頁 

定 

(9 

圆 
八 
十 

得 ま 

^匕 m 

mm 

文 
著 

哲 

學 
S 槪 

一 

ナ、 vM 

八 

頁 

定 

囫 

十 

德？ 
永 1 
郁 J 
介 了 
譯ソ 

美 

、史 

；耍 

定 
價 

m 

わ 
餞 

金ミ 
田 レ 

廉 

藝 
術 

a 

〇 

% 

圆 
E 
十 
玆 

渡 
邊 

• い 

治 
著 

現 
代 

美 

判 m 
思 

頁 

定 
便 

1 

渡 

士 
治 

美 

學 

m 

n 
七 

頁 

定 

二 
圆 

渡 
邊 
口 
治 
著 

美 

學 

m 

o 

頁 
定 

圆 

5: 

■ 曹 • 

咼 
橋 

里 
美 
著 

、、) 
セ 

熟 ル 

菊 

n の 

二 現 
胃 象 

§ 學 

/^文 

佐 m 

野:, 
勝士 
也 
著 

使 

徒 
ポ 

P 

の 
ゆ？ 

m 

si 

義 

刊 

大 

島 

豊 

著 

哲 
西學 
S の 
き 使 

頁 叩 

定 
價 

圆 

五 
十 
錢 

大 
島 

豐 

著 

ン 
ュ 

巧 i 

6 マ' 

〇 ヅ 
n ハ 

便 の 
卡 

羣仰 
^  5^3 

ディルタイ 


德永 郁介譯 


近世 美學史 

药判 一 二 六 K 定 « 1 BI 


ディ タイ 

服 部 K 


部 正己譯 


髓驗 と文學 

MH ハ判六 〇〇 頁 定 sua 八十 


小 林 太 市郞譯 


精神力 

新 菊判 二  S ん頁 定價  一 H 五十^ 


* 才 f  • ヅァ レ リイ 

高 橋 廣江譯 


現代の 考察 

??!••、 判 二三 ほ 頁 定 ffl  二  a 


アロイス • ミュ 1 ラァ 

寺 田 彌吉譯 


最新 哲學 概論 

菊判 二八 〇 頁 定« ニ^ 


村 上 寬逸譯 


純粹認 譏の 論理 學 

菊判-八 八 〇K 定儍三 0 五十 餞 


村 上 寬逸譯 


純粹 意志の 

菊判 九 二 〇H 


儉理學 

定 伎 三 0 八十 錢 


ヴ イン デル パント 

井上 忻治譯 


一 般 哲學史 

菊 K 11 ニハ 三 頁 


第 一 卷 

定 «  ニ圓 五十 11 


ゲイン デル、、 ハ ント 

井上 忻治譯 


般 哲學史 

菊判 四 七 〇 頁 


第一 ー卷 

定佤ニ 0 五十 ほ 


ゲイン デ ル 、、ハ ン ト 

井上 忻治譯 


般 哲學史 

菊^ H 六 〇 頁 


蓄 S 粵 

定儇ニ  S5 五十 « 


伊一 i 吉之 叻&、  I 

钣 m 忠 純#群 


^代 《gs の 精神的； 的 潮流 

四 人. ^判 九 三 〇 頁 kl« 七 0 五十^ 


田巾萃 一 郞：^ 等 

F '合貞  一 i ^も。 


，ルテル 歷 史哲學 

a 六^ 判  一二 〇〇s 定« 七^ 


シ ユラ イエ-? マ ヘル 

陶 山務譯 


獨リ想 ふ 

四六^  二 五 二 頁 特 »  二  0 苷 及 


ヘル デル リ ー ン 

陶 山務譯 


思想す るヒュ ペリ オン 

a 六お 四〇 八 頁 定佤ー S 八十 a 


プ ラトン 

岡 田 正 


ブラ トン 

岡 田 正 


ブ ラ ト ン 

岡 田 正 一 


プ ラ ト ン 

岡 田 正 


ブ ラ ト ン 

阿 田 正 


岡 田 正 


1譯 


メノン 篇 

小型 一 八 〇 貢 定 便 一 画 五. T 錢 


力 ル ミ デ ス 篇 

小 九 H 頁 定伢 一 固 五十^ 


ー譯 


ゴル ギア ス篇 

小型 三 二 〇 頁 定伎  一 K 五し- 玆 


ー譯 


蟹 宴篇 

小型 二  一  ra:A 定伢 一 圆 五十^ 


ーーー 一 L 


イド ン篇 

小 S  二 lr:〇fM 定^ 五十« 


^判 三 二 六 頁 定伎ニ S 五 ト玆 


ゲイン デル 、、ハ ン ト 

井上 忻治譯 


一 般 哲學史 

菊判 a 七 〇頁 


第四卷 

定伎 ニ圆 五十^ 


岡 田 正 


i 論語 講義 

S 六 判"  一 r 六 貝 定ほ 一圃 五十 珐 


土 
田 

杏 
村 
著 

婚 

m 

n 

o 
亘 

定 
便 

m 

土 
田 

杏 
村 

著 

や 

戀 
愛 

土 
田 

杏 
村 
著 

紫 

野 

雜 

ffl き P 

六 5 し 

n 

二  m 

二 祭 
頁 

定 
俚 

画 

土 

田 

杏 
村 
著 

思 

の 

判 

0 隨 

〇 m 
頁 筆 

定 
佴 

鼸 

土 

杏 
村 
著 

文 
學 
と 

菊感 

m 

頁 

定 
m 

土 
田 
杏 
村 
著 

菊 上 

賣代 

s の 

s 歌 

二  nt^ 

m 
通 

画 

m 

土 
田 
杏 
村 
著 

文 

學 

薦の 

m 

頁： d£ 

定 
價 

五 
十 

土 
田 

杏 
村 
著 

文 

^序 

頁 5 岡 

定 

五 
十 

石 
山 

福 

治 

m 

•mi 

密代 

^禁 

岡 
田 
正 

著 

El 
子 

刊 

岡 
田 
正 

荖 

孝 
經 

ほ 

/ ヽ 

判 

H 

O 
O 
直 

定 
伹 

m 

菊 

き豫 

0™ 

ノ、  p=i 

〜 z^z 

十 H/U 
ほ 

義 

近 
刊 

上 
村 

郞 
著 

東 

方 

倍 E 
判" jfr 
a  z、 

S 化 
頁の 

圆 九 

若 
月 
保 
治 
著 

近 

投 

23 人 

S 形 

づ ふ' ョ 

ま の 

十 ゆ 
圆九 

大ま 

島， 

正士 

健 
著 

漢 

S 吳 

二: S5: 

仄 曰 

o  ^ 

頁の 
S 研 

^  ノ 1 

二 や 

圆ん 

十 

大畢 

島 博 
5  士 

健 
著 

國 

語 
の 

S 根 

Ik 
頁 そ 
の 

S 分 

土 
田 
杏 
村 
著 

n  ^ 

靈ル 

定 j- 

m キ 

BU ン 

A ス 

判 

ョ厶 

1 判 

圓 

土 
田 
杏 
村 
著 

農 
村 

小 國 

ぎ 題 

の 

定^ 
ほ學 

圆 的 

土 
田 
杏 
村 

著 

現 
ム 

穀 

ま 育 
判與 

さの 
頁 主 

土 
田 

杏 
村 
著 

支 日 

那本 

現 
一 
"思 

i 想 

ま究 

圓 

土 

田 

杏 
村 
著 

o 

現 

新 代 

認哲 

m 字 
ま 5R3 

m 

土 
田 
杏 
村 
著 

文 
理 

六 m 

四 
m 

〇 
頁 

定 
價 

圔 

土 

田 
杏 
村 
著 i 

短 
歌 

新 

菊 
n 

〇 
〇 
頁 

定 
擐 

m 

井 
光 
彌 
著 

父 

親 

と 

六 し 

判て 

S の 

M ゲ 

定 1 
便 I 

圆ァ 

茅 
野 

蕭 
々 

譯 

ル 

s 抄 

定 
僳 

八 
m 

茅 
野 

著 
ゲ 

X 

テ 

と 
哲 

刊 

茅 
野 

み 
著 

ゲ 
ェ 

m チ 
判 > 

四 ゆ 
〇 九 

M 

定 
值 

m 

小 m 
川 【* 
政 
修 
著 

泰 
西 

醫 
* 學 

i 史 

九 

二 古 
頁 代 

定 中 

價 《■ 

五 S 

牧 i 

茂， 

巿士 

郞 
著 

曰 

和本 

？蛇 

特 

便 下 

十 卷 

八 

通 

茂 f 
市 
郞 
著 

^ 曰 

文 4; 
U 它 
溜 

ひ us 
特" ね 

？上 

十 卷 

八 

後^ 

藤； 

末ケ 

雄 

譯 

儒 

敎 

あ + 
判 入 

〇 
頁 

定 
佴 

圆 

五 
十 

後 ま 

藤， 
末士 
雄 
著 

佛 

^西 
三 彼 
七个巧 

m 

便 の 
, 側 

後 ま 
藤， 

末士 

雄 

著 

支 

那 

思 

倍 ふ 
の 

六 フ 

六 ラ 
八 ぐ 
頁 ノ 

S 西 

」: 

ふ 文 
幸 華 

田 薄 

^ヒ 
成 

友 

著 

和 

K 本 f 

さ 話 

百 
十 
五 

定 
便 

山" 

內ミ 
封ォ 
介 ^ 

文 

五. 
〇 

M 

定 
十 

田； 
部ケ 
重 了 
治さ 

~m  ノ 

文 

四^: 

判復 

さ與 

n 
頁 

定 

ほ 

圆 

錢 

田 
部 

重 
治 
著 

山 
と 

m 

メ  i 
六合 

n 

IL 紀 
七 行 

〇 m 

頁 筆 

定 
儇 

田 
部 

重 
治 
著 

心 
の 

行 

ヌ 力 

il 

ズラ 
頁て 

僳 隨 
― 筆 
圆 

田 

部 
重 
治 
著 

中 

世 

s 文 

定擧 

ニ史 

園 ぶ 

十 

新 
關 
良 

著 

現 
代 

き 文 

哀の 
轰 展 

小 

栗 

襄 

著 
ァ 

シ 

y 

T 

槪 

お^ & 

刊 

=r ゥ 

井； 

光ネ 

彌 
譯 

下 

か 
ら 

，見 

g た 

定界 
佴 

画 

~ ，へ 
一 ル 

井： 
光二 

き,： 

譯 

シ 

、リ 

ダ 

菊 通 

？ル 

〇 ヮ 

頁 

定 
佴 

圃 

へ 

ール 

% 

彌セソ 
譯 

內 

面 
へ 

菊の 

n  ^ 
逼 

〇 

〇 
頁 

定 
價 

井 
光 
彌 
著 

脔 
於 逸 

け 文 
菊學 
W るに 

/£ ぼ P 

S 陀 

定 S 

iR 

if 薄 

？敎 

戶 
川 

秋 
骨 

著 

A 白 

糞然 

^ おん 

|* 

m ぐ 
^れ 
錢紀 

园 m 
铰 

平 
田 
禿 
木 
著 

英 
文 
學 

ミ散 

^ 策 

〇 

〇 〜 

k  m 

定 ^ 
值 

豳 

矢 
野 
峰 
人 

著 

詩 

S 雜 

。<ラ 

o 
頁 

定 
僳 

U 

十 

矢 i 
野 

峰 

人 

著 

近 
代 

判央 

S 學 
2 史 

儇人 

圜 
八 
十 

春 
山 

行 
夫 
著 

十 

世 

英 
文 

菊 ^5 

冗の 
白 新 

刊^ 5 

西 

m 

著 
ヂ 

PS 

六 >J 

n  1 

。きき 

莨 B 寸 

定集 
價 

接 

西 

脇 
順 

著 

輸 
巧 の 

五 も 
S 世 

，界 

翁 7 画 

十 セ 
B ィ 

西 

順 

著 

現 
代 
英 

^ 古 

。 文 ! 
B 

西 

順 
著 

里 

八 * ソ 

0  ' 
o パ 

M 

定文 

八 
十 
m 

SiU^lW           トリお 糠  セ，，^」乂 
^鼷 *W 鎵^ ネ^  , 

mi 

村ミ 

IE 
譯 

近 

！ i 代 

ま^ fg 

便 I 

m 
十 

佐 
藤 
您 
之 
助 
著 

釣 

し、 

判 

六 心 

〇 

u  m 
5 筆 

福 
ト 

西 
川 

草 
亭 
著 

風 

四 

S 生 

^舌 

〇 

頁隨 

± 筆 

R 十 

r 

窒 
伏 
高 
信 
著 

人 

a 間 

判 5も 

B レ 

頁 筆 

定 
便 

圆 
五 
十 
餞 

窒 
伏 

高 

信 
著 

村 

六 曰 

3  5 じ 

H 隨 

お 筆 

煩 

ゆ 文 
成'， 

mi 

極 
著 

文 

n  H 
"話 

頁 隨 

% 筆 
儍 十 

八 
十 
钱 

堀 
口 

九 
萬 

著 

5 游 
n 〜 

^じ 

S 錄 

特 

9 醸 

H 筆 
五 
十 
玆 

， 
及 

お 

堀 
口 

九 

萬 

著 

外 

W 交 

i 文 

im 
定 

恒 隨 

i 筆 
八 
十 
錢 

林 

權 
助 
述 

わ 

B が 

鼇 - 

ョ十 

K 年 

ま 
儍 

八 卜る 
玆 

戶： 

秋. 

骨:： 

譯ン 

四 圍 
一 曰 

I 本 

M 
定 

八 
十 
錢 

戶 
川 

秋 
骨 
著 

英 
3 文 

^学 

5 帖 

定 

價 m 
圆 車 

戶 
川 

秋 
骨 

著 
都 

ー惰 

！晉 

ノ1^  ノ^、 

o 

頁 晚 

^ 筆 

圆 
五 
十 
铰 

木 

村 

善 

著 

E3 

n 

〇 
頁 

定 
便 

五 
十 

平 
野 
止 
夫 

親 

n 

五 

〇 
頁 

定 
儍 

五 
十 
錢 

田 

is 
林 
著 

禪 

2 本 

〇 
頁 

定 
佴 

圃 
五 
十 
餞 

高 I 
神 
覺 
昇 

f=3t 

^を 
き步 

5 む 

定 

值 隨 

圆 筆 

五 
十 

髙 
神 
覺 
昇 
著 

般 

3 心 

^载 

m 

五 
十 

友 
松 
圓 

著 

不 

；つ 

^の 

？世 

S 界 

定 

« 隨 

五 
十 
餞 

友 
松 
圓 

著 
阿 

^經 

ぉ錢 

定 
便 

a 
五 
十 
鉸 

友 
松 
圓 

法 

や 句 

友 
松 
圓 

諦 
著 1 

現 
代 

き 入 

ミ佛 
八^ 

十 nnti 

m 

市 1 
川ル 

ハ 

白ッ 

弦 7 
譯 

佛 
敎 
^哲 
^學 

"槪 

や 

圃 
錢 

佐 

藤 
美 

著 

巴 

里 

* セ 
判 レ 

二 レ 

〇 ナ 

ii  ■ 
定 に 

十 筆 
錢 

入 — 诏 
o サ 

n 载 

定 
很 

龃 

五 
十 

中 
河 
興 

著 

松 
岡 

讓 
著 

文 
化 
的 

省 野 

八 （ 

w  、 

定 

便 隨 
& 

松 
岡 

m 
著 

曰 

中 
出 

ま 現 

5  4、 

o 品 

定 
佤 

松 
岡 

著 
田 

m 
の 

ミ英 
ほ 

0 

o 

定置 
價 〜 

松 

讓 
著 

S な 

8 愛 

S 人 

？長 
^  m 

0 下 

？: 卷 
錢 

松 

岡 

讓 
著 

松 
岡 

讓 
著 

法 
城 
を 
護 
る 
人 
々 

改 

^作 
下 

刊 卷 

松 
岡 

讓 
著 

法 

を 

護 
る 
人 
々 

改 

近作 
上 

刊 き 

島 
崎 

藤 
村 
著 

文 

島 
崎 

村 
著 

文 

丸 
山 

林 

平 

著 

現 

麵代 

さ 文 

， 

□I 
/\ 
！- 
錢 

た 

は 花 

5 小 
定 說 

五 
十 

き 3 

一 

お 人 

5 長 
？ 篇 

邇 f 
八 

十 卷 
3 

、さま 

ム-ノ み 

〇 

H 秋 

定冬 
の 
—卷 

m 

五 
十 

1 

五 

貝 春 

定 

佤 の 

ー卷 

十 

大 
田 

黑 

元 

雄 
著 

K 
ビ 

n  、リ 
"シ 

it 

八 
頁 

定 
儍 

iiii 

大 
田 
黑 
兀 
雄 
著 

S 西 
g 踊 

〇 

枚 

定 

十 
画 

大 
田 

兀 
雄 
著 

判 生 

き活 

頁 一 

定 "I* 
«卞 

ョ 年 

五 
十 

大 
田 

兀 
維 
著 

曰 

傲 

〇 華 

定 
伎 

五 
十 

大 
田 

黑 
兀 
雄 
著 

函 

際 S 
m 曰 

= 樂 

定 

囿 

五 

大 
田 

兀 
雄 
著 

西 
洋 

n 曰 

i 樂 

定^ s 

國 
五 
十 
錢 

大 
田 

黑 
元 
雄 
著 

洋 
樂 
夜 

六 5 & 

n 

A 

◦ 
頁 

定 
儇 

圆 

和 

田 
曰 

# 
人 

絹 

瓧 
會 
小 

刊 

伊 

藤 

士 
雄 
著 

. 村 

判 人 

四 m 
〇 々 

〇 

頁 長 

m 
五 

中 
河 
與 

著 

左 
手 

？神 

S 聖 

TS-  Aft- 
只 筆 

定 
僚 
五 
十 
錢 

中 
河 

與 

著 

海 

四路 
,、 

？程 

ョ 短 

き 集 

五 
十 

大ミ 

田ン 

黑； 

元 f 
雄 ^ 

譯 

曰 

^の 

三 曰 

■ 

^家 
佤豕 

十 
錢 

大口 一 
田ン 

黑 a 

元？ 
雄 1 

譯 

過 
ぎ 
し 

m 日 

So 

§ 音 
u 曰 

具 樂 
定水 

圆 

お 
田ン 

黑. 

元？ 
雄 I 

譯 

近 

世 

菊: Sfc 
判 曰 

至樂 
O  ^ 
頁の 

， 

五 
十 

大 ； 

田ド、 

元;； 

雄 

譯 

バ 

菊 ヅ 

n 八 

m 

五 
十 

四 

.a. 

n 

普 
及 

圆 

大 t 
田 i 

里ル 

元^ 
雄よ 

譯 

ハ 

菊ィ 
判 1 

特 ピ 
m  y 

団ン 

五 
十 

m 

齊 
及 

お 
田ゥ 

異リ 
'二、 ッ 
兀ヒ 

雄 

譯 

モ 

判 、リ 

特 ノ 

U  y 
^ル 

十 ト 
謹 

ほ 

普 
及 

費 
切 

田 ル 
黑二 

元; ノ 
雄" 

譯 
ベ 

菊 

鬆ェ 

^  b 

m  ^ 

五 み、 
十ク 
钱 

X 

四 

六ン 
n  ^ 

Ik 
版 

圆 

大 
田 

黑 
兀 
雄 
著 

樂 
な 

ま 散 
き 

に 

頁 隨 

定筆 
便 

大 
田 

里 

兀 
雄 
著 

大 

西 
洋 

S そ 
i の 

5 ほ 

灵 

定か 
值 
五 
十 

大 
田 

里 

兀 
雄 

著 

奇 
妙 
な 

菊存 
二 在 

頁 

定 
佴 

大 
田 

元 
雄 
著 

,ヮ 

«ァ 

特々' 
製 z 

三ナ 

& 

m 

中ッ 
山 y 

i? 

譯 

獵 
新 i 

a 人 
n 曰 

〇5 じ 

〇 

n 上 

定卷 
價 

五 
十 

中ッ 
1 ル 

山ゲ 

き 

譯 

散 
文 

半 5^ 

截 

― 仝 

ニ譯 

〇 

頁 

定 

五 
十 
錢 

大ミ 
田； 

黑 4 

元 h 
雄ォ 

譯 

鷄 
と 
ァ 

雰ル 

a ル 

，力 
n ン 

大 
田 

黑 
元 
雄 
著 

々 

る 

大 

ゆ』 

/< 
n 

〇 
頁 

版 

大 
田 

黑 
元 
雄 

著 

歌 
さ 

n 

八 

KJ 

O 
頁 

筠 

大 

田 
黑 
兀 
雄 
譯 

日 
樂 
S の 

ミ圍 

% ェ 
伢 、リ 

― セ 
0 ィ 

五 
十 

大？ 
田 i 

黑？ 

兀ィ 

雄 

譯 

ム 

シ 

おひ 

菊： To 

判 "T  * ジ 
ニニ， ン 

二 ィ 
W レ 

定： 
五 ノ 

n 卜 

大？ 
田ヒ 

^ ッ 
~ » ン 

兀ィ 

雄 

譯 

曰 

樂 
評 

ハ Rt?b 

き 集 

〇 

頁 
定 

圜 

大； 

田:,、 

黑 二 
元ァ 
雄、 
譯 

管^ 
敍钕 
樂榮 
法 及 
のび 

菊 麼 
五史 
§ 的 

リ W  J 

定研 
き究 

大ま 

田： 

黑グ 

元ィレ 
雄ィ 

譯 
現 

判'、 

#™ 

m 曰 

i 樂 

S 槪 

六 

n 
普 
及 
版 

西 

大 セン 

H  ノレ 

tin  • 

黑グ 

元 ズ 
雄ィ 

譯 

曰 

菊樂 
判 フ へ 

蓄藝 

S 術 

ぁ史 

パ 
及 

堀 J 
p ル 

大？ 
m} 
譯ィ 

詩 

脚 

"文 

H チ 

定 
佤 

五 
十 

堀 J 
ロド 
大工 
舉 

譯 

感 

I 想 

頁 

定 

m 

圜 
五 
十 
錢 

堀 
P 

大 
擧 

著 

註 原 

お^ f 
ぉ附照 

n  - 

A  ？. 

'X  ノ 
M ス 
... 現 
% 代 
惯 詩 

お. ， 

十 k 
餞 方 

堀 
p 

大 

著 
男 

五广 
判し 

；ろ 

H 欲 

S 蕖 

m 
五 
十 
錢 

堀 
口 

大 
舉 
著 

砂 

栊 

2 詩 
n  M 

o 
〇 

M 

m 
飯 

堀 

大 
舉 
著 

季 
節 
と 

詩 
心 

隨 

筆 

刊 

堀 
p 
大 
擧 
著 

o 

掘 
新 a 

判 入 
人 き 

^詩 

つ i '攀 

四 
圆 
八 
十 
錢 

堀 
P 

大 

著 

ゥ 
四 ェ 

-— 

W ル 

八 》 
九 レ 

〇 

頁 ェ 
，ヌ 

伎 

八？ 
+九 

n 

野ぶ 
貞ル 

之 5 
譯； 

X 

ビ 

キ 
ュ 

判ゥ 
しル 

；;; © 

m 

大; 

塚ぶ 
幸ル 

男 5 

が 
友 

判 竜 

七 

〇 

定 

u 

中 ッ 
111? 

お 

譯 

0 

獵 

新 1 

四 八 

"曰 

OfiG 

0 

頁 下 

定ぜ 
佤 

五 
十 
錢 

塘 f 

大 ジ 

寧 t、 

譯 

の 

麥 

死 

な 

普 す 
及 ぱ 

35 譯 
刊 

1  mr 

ml 

n  i- 
大 \ 

パ 

ュ 

B ゥ 

六 

n ト、 

〇 

頁 

定 
俚 

m 

愤 ジ 

ャ 
ロケ 
大？ 
畢ぷ 
譯 

才 

^レ 

■ 1 ■ 

n ン 

了ェ 

〇 
頁 

定 

m 

十 

堀？ 
ロン 

大ミ 
學ぷ 
譯 

阿 
片 

m 

九 

頁 

赍 
切 

堀ミ 
p> 

大ミ 

舉ぷ 

ク 
菊 U 

n  r 

：ォ 

m 
八 
十 
錢 

堀ミ 
p> 

大ク 
舉ぷ 
譯 

白 

紙 

小 
m 

定 
僚 
五 
十 

堀ミ 
p  • 

大コケ 

譯 

ン 
ャ 

m  ，プ 

際^ 
m  ノ 
一 マ 
n 謹 | 

1 タ 

定 ン 
佤 へ 

一 の 

g 手 

： 紙 
錢 

堀; 
ロミ 
大グ 
舉ル 

碎ン 

沙 
上 
の 

新 化 

ま 跡 

八 
〇 
頁 

荧 

切 

•fSi ル 
P  'ド 

大* ク: 

mt 

グ 

^ ク 

m ル 

i モ 

八 

頁ン 

mm 

"、蒂 

m 

堀:； 
0 ク 
大ジ 

譯ブ 

詩 

冈* ふ 

頁 

定 

画 

五 
十 

お 才 

P ル 

大？ 

譯ィ 

文 

四學 

判 雑 

o 老 

〇 

定 
ほ 

十 

堀 ^ 
口  k 

お; 
舉, レ 

ml 

グ 
ク 

輕ル 

〇 

頁ン 

も 詩 

二 や!、 
m オノ 

八 
十 

堀 J 

大 J 

舉： 
譯 

ポ 

« 才 
判 ノレ 

* フ 

頁ォ 

定 „ 
«ル 

0 詩 

十抄 
餞" 

堀 
p 
大 
舉 

譯 

空 
し 

t 

H ィ L» 

判 ふ 

五 

五 ^8. 

S 詩 
集 

版 

m 
p 
大 
舉 
譯 

麵 —一 

白 

赤 

菊 ^ 
判 ^ 
- 詩 

\ 蕖 

〇 
莨 

定 
佴 

堀 
口 

大 

舉 
譯 

月 

き 下 

さの 
さ— 

^群 

つも 

伎 m 

= 詩 

十 
銭 

靑堀卩 

柳 口  ノレ 
瑞入 ィ 

譯 ォ 

仇 
し 

四 7 
六 り 

n 

0 

頁 

定 
便 

m 

堀： 
o ド 

大 i 

碎 

ァ 
> 

F 

m し 

■ .  • 

u  , 

定ケ 
my" 

s ル 

二 の 

錢 5 マ 

I rrt  、や 

n セ 
大； 
學ぶ 
譯ル 

顏 

n 

〇 

0 
M 

资 

止 

堀 

大 
學 
譯 

詩 

新人 
, の 

i ナ 

〇 ―。 
頁 ノ 

定ネ 
便 厂 

5 ン 

'に 
十 

大ち 
舉 5 
譯リ 

南 

き 飛 
i 行 

h 便 

定 
僙 

十 
餞 

堀： 
口；- 
大 ち 

譯リ 

夜 
間 

飛 

ま 行 

判 

ん： 

o 
頁 

定 
儍 

鈴ェ 

木レ 

m て' 

太モ 

郞； 
譯； 

ノレ 
お 
一 さ 

新 r 

き は 

5 噓 
貝 o 

«  ^ 

八 ま 
鎮集 

鈴 1 

木 > 
4 ヅ 

太 4 

^ァ 
ル 

町 

新の 

菊 チ 

ラレ 

S な 

定 

傥 小 

a 集 

八 〜 

m 

鈴： 

木よ 
ぜッ 

太 4 

郞ル 

5«3  丁 
碎ァ 
ル 

お 

互 

に 

ま 

判 し 

九 ナ、 

o  £L 

定 T 
伢 小 

矢 

目 

源 

譯 
m 

人 
へ 

^ お 
八 る 

定諍 

ち m 
画 ^ 

矢 マ 

源 i 
一 ォ 

譯 フ' 

古 

新 备 

aw 

】 

M 俗 

"... *  'rrn 

佤 "皿 

m 
八 
十 

靑 
柳 
瑞 
穂 
著 

六 詩 

頁 
« 

靑 | 

柳 
瑞 
穗 
譯 

佛 
蘭 
西 

六^ r 
き 作 
，家 

定ょ 

m 

堀:, 

口 リ 

山 ネ 
大工 
〜 ル 
舉 

if? 

動 
物 
詩 

ハ' 

九 

〇 

定 

ァ 

學" 
譯 

ァ 

ホ。 

小 も 
型 や 

三ェ 
，ル 

ミ抄 

p ル 
大 t 

mi 

譯ミ 

ヴ 

X 

ル 

小 ■ 
m レ 

A ェ 

八 1 
頁 ス 

侬。寸 

ミ抄 

m 

堀^ 
n  > 

大 = 

薛ム 

シ 

ャ 

菊 / 
判ム 

^ 詩 

ミ抄 

定 
傻 

八 
十 

釵ま 

ハ 

田 て 

ゥ， 
" ァ 

女 ル 

ず 
ル 

田^ 

克リ 
ス 

己 

譯 

鈸 
田 

安 
譯 

釵 
田 

安 
譯 

釵 
田 

安 

m 

ル 

ャグ 
正^ 

旗 ふ 

譯' 

！ ェ 
-i- レ 

¥f  、ソ 

太 4 

郞ミ 

譯？ 
ル 

鈴 i 
木 = 

郞ょ 

譯 f 
ル 

芝 

居 

は 

藝跳 
三 向 

頁 

2 戲 
* 曲 

i  ^ 

木 > 

吾ッ 

太 4 

郞ニ 

譯？ 
ル 

男 
の 

流 
新づー 
菊 竹 

判 

〇 戲 
0 曲 

h  a 

定 
佤 

m 

鈴 i 
-t- レ 

ぜッ 
太 4 

譯 r 

ル 

鈴 【 

木ンレ 
善づソ 
太 4 
郞^: 
譯 ァ 

な 

菊 5： 
きた 

ョ ち 

頁 

值 曲 

S 集 

浪 

ー漫 

ミ丰 
n'M 
三の 

さ 世 

頁界 

ぶ觀 
5 と 

錢觀 

靑 
花 

刊 

ヴ 
I 

U 

言ス 

&」 

麵" 

ヴ 

7 
1 

ス 

菊 
判 

！斷 

頁片 

巧 

切 

ヴ 
新 ァ 
菊 | 

8 ス 

頁 

定曰 
八。 じ 

も つ 

さの 

i% 

貰タ 

似 * 

S 戲 

十 曲 
铰 

か 
れ 

新め 

■ti  ^= 
判 ナ 

〇 

*A 曲 
切^ 

戀 
は 
す 

きど 

S 戲 
價 曲 

柴 
田 

天 
馬 
譯 

聊 

齋 

志 

^異 

三 第 
〇 一 

頁^ 

荧 
蔡 
止 

居 三: 
、ヌ 

格ク 
譯 

大 

地 

小 

刊 

松 了 
村； 
み 十. 

ね： 
子ラ 

譯^ 

か 

國 
さし 

テ^ 

S 女 

s 王 
便 山 

s 短 

5 篇 
十 葉 

佐ェ 
み -h* 
木； 
直； 
次ラ 
郞ャ 

サ 

ゴ 
ォ 
K 
> 

ピ 
ム 

の 

范 m 
刊 

お' 
直； 
次ラ 
郞ケ 
譯 J 

黑 

新 

六お 

n 

八 
頁 

定 
復 

圆 
五 
十 
ほ 

佐ェ 

ラ ド、 

木； 

直 r 
次ラ 
郞ヶ 

妖 

円 

lo 

七 & 3 

頁 

定 
便 

m 

五 

佐ェ 

T1 ド、 
^ が 

木？ 

直； 

次ラ 

郎ケ 
譯 J 

新审 

判れ 
きた 
頁^" 

圄 

五 

お 
直-, 
次ラ 
郞ケ 
譯 J 

群 

四^: 
S の 
员 人 

莨 

定 
值 

顫 

五 
十 

i%\ 

次ラ 
g に 
譯 J 

輕 

s 氣 

M 

き虚 

頁 報 
定 

m 
五 

久永ラ 

憲 松ジ; 

s# ス 

菊ュ 
5y 

シン 

頁ィ 
改 曆 

訂ズ 

m ハ 

5 下 

五 
十 

定伊ジ 
辻菝ラ 
野整ム 

久水 J 

憲松ジ 

お 
譯 ス 

ュ 

シ 

菊ブ 
判 み 

き 上 

◦ 卷 
頁 

袞 

切 

萩 
原 
朔 
太 
郞 
選 
o 

灣 巧 

定も 

！歌 
^ 集 

及 
画 

萩 
原 
朔 
太 
郞 
著 

詩 
の 

原 

^理 

〇 
頁 

定 
m 

萩 
原 
朔 
太 
郞 
著 

望 
の 
あ 
走 

X 

、リ 
m セ 

A 

刊 

萩 
原 
朔 
太 
郞 
著 

純 
正 

一^ 

八 
頁 

定 
佤 

m 

h 

m 

萩 
原 
朔 
太 
郞 
著 

虛 

判の 

六 jE 

定 

m  X 
― 、リ 

I* 
十 つ 

萩 
原 
朔 
太 
郞 
著 

靑 

猫 

詩 
集 

改 
訂 

刊 

萩 

原 
朔 
太 
郞 
著 

氷 
島 

六 鱼 
n 采 
八 

頁 

定 
佰 

萩 
原 
朔 
太 
郞 
著 

萩 
原 
朔 

新 太 

？詩 

ハ " - 

頁蕖 

1 

m 

佐 
藤 
春 
夫 
著 

住 

型藝 
力 夫 

，集 

五 
十 

花き 

富ハ 

藏 

譯 

曰 

四 本 

判 精 

三 神 

〇 
頁 

定 

圜 
五 
十 
錢 

柴 
田 
天 
馬 
譯 

士 

異 

第 

刊 

西 

條 
八 

十 

著 

條 
八 

新 十 

ぬ^ 

八 
頁 

箱 

上 

田 

敏 
著 

上 

敏 

B に J" 
講 

七 

o 
頁 

責 

切 

丸 
山 

薰 
著 

の 

葬 

Hit 

圍 に 

八 詩 
〇 集 

画 

丸 
山 

薰 
著 

帆 

ン 

四 ノ 

七 

〇 

M.  •» 寸 

定 采 
儍 

圜 

竹 
中 

郁 
著 

名 

詩 

m 

お 
刊 

竹 
中 

郁 
著 

牙 
海 

き 

判 

九 詩 
〇 集 

定 
便 

画 

田 
中 

冬 

著 
山 

^島 

n 

o 詩 
o 集 
頁 

定 
圃 

五 . 
十 

田 
中 

冬 

著 

海 
の 

唇 

EH ん 

n  ^ 
二 石 

ミ段 

良 ^ 

俱 狩 

― 集 

m 

田 
中 

冬 

著 

靑 

新し〜 

^俊 

頁 詩 

定 集 
伢 

圆 

五 
十 

窒 
生 
犀 
星 
著 

新お 
^お 

^集 

八 5 ォ 
h 集 

定 
便 

圆 

八 
十 

萩 
原 
朔 
太 
郞 
編 

室 

國 
S 犀 

佰 よ 

圃 

五 
十 

野 
口 

米 
次 
郞 
著 

秦 

判挣 
S 惰 

定 

傻 B 

i 四 

八 
十 

野 
P 

米 
次 
郞 
著 

秦 

7,  iff 

胃詩 

定 

便 第 

m  ― 

八 
十 

野 
P 

米 
次 
郞 
著 

袠 
B 象 
S 抒 
^ 惰 

き 

定 

fa  B 

m 一 

八 

木亇 
下 i 

太 了 
郞； 

譯 

曰 

^本 

^逢 

七 
夏 

定 
俊 

八 
十 

木 
下 
空 
太 
郞 
著 

本 

m  ¥ 

S 奎 
は 

舊詩 
ま 

A 

餞 

城 西へ' 

ル 

山- ト 
左 文； 
門 雄 

譯 

夜 

ガ 
ス 

菊パ 
判" 

豳 フ 
A  RK 
K ル 

賫 

切 

城 

左 

門 

著 

近 

ハ IV 

^ 賴 

n 

^詩 
o 集 

百 
只 

俱 

菱 
山 

修 

著 

崖 

六 詩 
判 集 

四 

ヌ 

定 
值 

画 

岩 
佐 
東 

郞 
著 

航 
空 

術 

判 面 す 

一 % 

〇 
八 

只 

定 

好 

達 
治 
著 

測 
量 
船 

？ 詩 

ン、 サ 

n 渠 

八 
頁 

百 
田 
宗 
治 
編 

新.， 

28 マ- 

o チ 

m 
八 
十 
錢 

冠 

田： 

ん し a 

久 f 

久 V 

ACT 

山 

野ゴ 

Sr 

pry 

野 

野 

三 了 

^お^ 

邊ク' 

メ、 

主ズ 

—曹ハ 

譯 

野キ 
璺ノ 
彥 

野 X 
豊こ 

谬ぶ 

島:、 

マ 

正 ン 

名 
格 
藏 

>s ゥ 

次ル 

-ニ  y 

m 
註 

P 

、,， 

米 
次 

p 

米 
次 
郞 

口 

米 
次 

P 

米 
衣 

著 

mi 

c ギ 

審 
有 

有 

る 

ま 

立 

w 

m 

ァ 

曰 

歜 

ェ 

春 

ブ 

B 山 

ヴ 

3 年 

s 山 

ラ 

本 

ち 
刀 

信 

麿 

1 ラ 

X 

"の 

巧 の 

ン 

o 

清 

北 

きク 

タレ 

ニニ  t 

^5  1 

一- バ— 

六 

接 

き DD 

- - お 

M 

Mm: 

o 

n 

-1 •  ：  \ 

n 

-寫 

-廣 

^ 

頁ン 

^  ^ 1 El 

^ 卜 
〇 羅 

宁 

m 

a 

： <^ 

七 

和 匚 

J 樂 

二^" 

一一 r% 

二 

S 攀 

頁 
定 

定 

頁 
定 

si 

享 

tl お 

T  "-で 

五 

五 

五 

儍 

儍 52： 

僂 

復 

二 《き 

― 

十 

十 

十 

十 

五 

五 

画 

錢 

玆 

龔 

画 

編 

洽宙 1 
果 

^^ァ 

跌 

々ケ— 

大 

ち 

靈霱 
學旲 

會 m 
m 

囊， 1 

へお ィ 

太 _ »ス 

^"に-マ • 

ぇノ ズャ 二 

せ コ 

ぶ P ル 

. y 翁 

郞 

野 
庄 
平 

野 

m 

靑 
お 

次 

次 

ま 
郞 

次 
郞 

著 

箸 

お 

等 

等 

m 

- — *顯瞧 

演 

戲 

歌 

大 

釣 

黒 

双 

後 

つ 劇 

劇 

m 

舞 

曰 

若 

新 ダ"、 

判 

3 八 

ま史 

ュ w 

rs 

W 估 

や 

p 

--. や 乙 

n  a 

^山 

rl I-M 

Ri  ill 

大研 

巧^ 

ハ 々m 

nm 

苟 や 

m 

A 

七 

3 凌 

sag 

H 究 

ョ究 

三 入 

一 a 

ニ兒 

-: 劇 

集 

P: 栗 

O 
頁 

o 
貝 

o 
頁 

頁峯 

槭 II 

a 

o  S 
頁 一 

s 門 

£ 

to 

：史 

定 

定 

m. 

定 
a. 

定 

綴 

定 6 

定 

定 

あ 

i 

u 

a 

E 

m 

i 

傻 

五 

五 

五 

十 

七 

十 

It 

ト 

十 . 

B 

B 

鼸 

a 

；1 

ft 

古 

賀 

江 
m 

古 

賀 
ま 春 

气, T 

お 条 

—二.  -m- 

定 
儇 

十 

阿 

部 

金 
剛 

m 

阿 
鄯 

ま 金 

き 

^祭 

定 
伹 

十 

外 
山 

編 

術 
學 

^ 究 

〇 

バ 第 

但 

Si 

外 
山 

藝 
術 
學 

^ 究 

〇 

M 第 

伢 

画 

外 
山 

m 

藝 
術 
學 

？究 

m 

六 ？ h 

PI  M. 

僳 

外 
山 

m 
編 

術 
學 

-究 

n 

六 第 

百 

定輯 
值 

103 

外 
山 

m 

m 
田 

5 寛 
ぉ,* ム 

£ 集 

定 
僳 

十 
m 

美 東 
學京 

|1 
話大 
會« 
編 

第 矢 

お 中 
五 九 

で 
刊 
仃 

定 
值 

B 

® 東 
浼牙、 

會擊 

5 獨 

^逸 

より 文 

ミ學 

ま硏 

；究 

二 

仃 

定 
m 

外 
山 

著 

詩 

學 
槪 

n 

o 

Pi 

定 
僳 

劇 ま 
由^ 

き樊 
倉學 
編 

演 

ミ史 

^ 硏 

五 
十 

は 

誓0 

中 杏 
毎 ，丄 

さ衬 

H ふ 
$ 全 

： 全 
佥 十 

mm 

小 
泉 
八 

全 

集 

全 

十 
八 

T25 

百ィ 

年プ 
紀セ 
念ゾ 

mm 
版 生 

近 
代 

全 
集 
全 

十 
四 

卷 

豫 
約 
出 
版 

井^ 
上き 

ml 
事 

著 

伊 
太 

利 

m 

石 
山 

治 
編 
著 

^新 

ま 

ネ語 

內 

1 辭 
菅典 

武 
'じ、 

對 
馬 
民 

き 集 

八 

〇 

M 

定 
m 

u 

金 

素 

雲 

編 
著 

朝 
鮮 
□ 

菊傳 

六 

お 

定 ふ 

K.  ^ 

m 文 

佐齊 
き 靱 

wm 

ソ'、 £ 
郎霊 
til 
墓幀 

莨 

寛 

ヌ 』 

く; 集 

倍 
n 

定 

十 
八 

編 近 
輯代 

m 
部 全 
編集 

近 
代 

劇 

六^^ 

-臺 

枚 

き帖 

東 
鄕 
靑 
兒 
解 

東 

m 
^靑 
g 兒 

:'、. 二— 
&集 

定 
佴 

十 
0 

OF 

勢 

ノ ^ 

解 

名 

^ つ- 
や え 

"佐 

ミ 

ぞ 

ay 

フ 

さ 

巧 

袤 

ん 

が 

稽 

二- 二 ゾ'： 

z 

努 

r ン 

舞 

れ 

史 

ひ ^ 

て 

>靈> 
一 

る 

つ 

る 

か 

；ま 

ぶ 

書 

事 

十 

一 -fr^ 

の 

る 

分 

長 

A* 

S 

し 

や- 

る 

，'お 

： ^ 

谷 

二- 

を 

て 

る 

若 

力 

雙 

お^ 

ft 
cry 

さ： 

ほ 

二つ 

あ 

お 

客 名 

の 

rl 

+11 ii^ 

い 

n 

釐 

な 

、い、 1 1 

一 

い 

せ 

お 

錄 

fx 

は 

ら 

^ 一' 
要 

あと-き 

き 靠 Jsssill レ T 摹暴. i 翁ず き畫 蒙！| 鑽參 膽賺？ 

麟鲁藝 靡 Ili9<k も 力-, 一 一 轚穆 さ ，攀 

■ 警 ヌ暴 鲁麟鼠 *  .K 癔薦 に霽纖,4|> て ll^^^B 

拿 そま 顧 »，.U4 釁す攀 

* 饜 M に Hi 責 M 意き 纖 つて ます, * 露 一 U き 蓼 了 1?、 

*  1 00  -J 擊 つ  一 - &  lun 儀 書 o 拳 舞 膚蒙， 一 sslt 爨き麵 

書 1H 三 if 働ゅ霸 y 直 ^ま i  、-  siuH< 下さ &參 

W 直 0 a ■  ulisM 直 l^vf 畫靈 _s ニニ 一一 0 ^000 

す* 

責 lISKtpv 害 Km 壽 貧 づき o 摹 m ぜひお き^す 一き さ 


PURCHASED  FOR  THE 

17- ヽ八' JERSJ7T  OF  TORONTO  LIBRARY 


FROM  THE 

CANADA  COUNCIL  SPECIAL  GRAXT 

FOR 

Linguistics 


